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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則ほう法そく

第百七十条

・他教きよう導どう院いんからの来客には、敬けい意いを持って対応する事を義ぎ務むとする。
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　夜の風に、潮しおの匂においが強く含まれ始めていた。

　海の風だ。

　それは南に広がる相模さがみの海から、北へと、陸地を上るように行く。

　重い風だった。ただ吹くのではなく、夜という時間が深くなっていく事を示すように分ぶ厚あつさを増していく、そんな大気の動きだ。

　行く重じゆう風ふうは、地ち表ひようにある仮か設せつの町並を撫なでる一方、その上空にて浮かぶ巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつに波なみ打うち当たっていく。

　行く先は巨大な航こう空くう艦かん。〝武蔵むさし〟と刻こく印いんされた白と黒の側面を大気の波は広く打ち、鈍い大だい音おんを響ひびかせた。

　空に浸しみる重音。それを聞ける場所は、武蔵の艦かん上じようだ。

　しかし今、武蔵の表ひよう層そう部ぶは二つの状態に分かれていた。

　一つは、武蔵各かく部ぶの補ほ修しゆうや補ほ強きよう工事などを行うために、光と工こう作さく音に満ちた場所。

　もう一つは、これから起きる戦せん場じようへの準備。そこに向かう休きゆう息そくのため、音声遮しや断だんステルス結けつ界かいがなされた場所だ。

　武蔵表層部。小お田だ原わら征せい伐ばつを終えた者達は先せん行こうで工事や休息に向かい、続く蟹かに江え城じようの戦いを終えた者達は、大部分が各おの々おのの休息に向かっていった。

　皆、急ぎの足で通路や回かい廊ろうを行きながら、

「四時間後ごには関かん東とう解放だ！　運うん航こう関係は一時間前まえから先さき番ばんと交こう代たいするから実じつ質しつ三時間休きゆう憩けいだ！　気を付けとけよ！」

「先番は疲れてるだろうけどもう一踏ん張りだ！　食うもの食ったヤツから持ち場に戻れ！」

「──神啓レデイオや神肖テレビの予約忘わすれたヤツいるか！　こっちで一いつ括かつ引き受けるぞ！」

「〝ドラグーン衛え門もん〟のローカルｏｐだけ録とっておきたいんですけど！」

「それは資料として北ほう条じように申しん請せいするから仕事しろ！」

　皆、それぞれに辻つじやエレベーターリフトの前で落ち合い、言葉を交わす。仕事が無い者や、一いつ般ぱん人の方も、希望者は輸ゆ送そうや食しよく糧りよう配はい給きゆうの手伝いシフト表を表示枠サインフレームで申請する一方、多くは休息へと入って行く。

　そしてまた、一部の者達が、休息に入るために移動をしていた。それは、

「あれ？　ノリキ、氏うじ直なおだっけ？　こっちに連れてこねえの？」

　トーリ達だ。





●






　トーリの問い掛け。その言葉を受けたのは、輸送艦から奥おく多た摩まの艦かん首しゆ側がわ港みなとに下りつつ、皆の後ろについてくる形となっていたノリキだった。彼は頭を搔かき、

「連れてくるのは確かだ。だが、北ほう条じようの解かい体たいがまだ終わってない。こっちも関かん東とう解放があるしな。それを終えてから合流だ」

　ふうん、と輸ゆ送そう艦かんから下りて行く面めん々めんの内、ナイトとナルゼが箒ほうきで空に飛ひ翔しようする。

　ナルゼが、器き用ように一度背はい面めん飛行からのスピンを入れて振り向き、

「まあ確かに、国が一つ滅ほろびる訳わけだしね。最後の責任者として、やるべき事があるってところかしら。──それをないがしろにするなら、お互い、何な故ぜここまで待ったか解わからないしね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それに、襲しゆう名めい解除をするにも、解体をしてからでなければ羽は柴しば側から何をされるか解らない」

　確かにね、と言ったのは、ナイトだった。彼女は、スピンしているナルゼの箒に上から手を当て、もう一回転をくわえながら、南の大地に視線を上下逆さになって向けた。

「中ちゆう途と半はん端ぱな状態で襲名解除したら、羽柴が聖せい連れん使って〝では、北条解体のために新しい氏うじ直なおを〟ってやるかもしれない、か」

「そういう事だ。本ほん人にんも──」

　ノリキは頰ほおを指で搔き、こう言った。

「料理など、少しは憶おぼえてからこっちに来たいそうだ」

　おおう……、と皆が声を作る中、既すでにノリキの顔かお横よこには表示枠サインフレームが開いている。

　氏直だ。

　他愛たわいのない、挨あい拶さつとも、優しい現状報ほう告こくとも取れる言葉を交わす二人を後ろに置くようにしながら、しかし二ふた代よが正まさ純ずみに問う。

「正純、氏直公こうは、襲名を終えたら、どうするので御ご座ざる……？」

「Ｊｕｄ．、武蔵むさしへの編へん入にゆう希望手て続つづきは来ていない。──解っているのだろう、自分が、一いつ介かいの武ぶ将しようではなく、襲名解除した亡ぼう国こくの代表であるという意味を」

　それは、

「もし彼女が、また学生として武蔵に乗り込んだ場合、羽柴からの攻こう撃げき理由になる。武蔵は、北条を滅ぼさず、実じつ質しつ、その実じつ権けんを内部に収めただけではないか、と。

　それに、合流した北条勢ぜいも、氏直に不要な期待を得る事になる。

　国を率ひきいた総そう長ちよう兼けん生徒会長。それも、そこの馬ば鹿かとは違って武ぶ力りよくも知ち力りよくもあった存在だ。

　──それが襲名を終えて行き先を選ぶならば、国家レベルの問題になる」

　だとすれば、と言ったのは、ミトツダイラだ。

「北条という国の今後に、キッパリ別れを告げて関係を断つ。それによって、最後の指し導どう者しやとしての責任と引き継つぎを終え、……更さらには武蔵を守ろうという訳わけですのね」

「それが彼女の選んだ道だ。それに、……あれ見ろよ、おい」

　と、正純が言って、ノリキの方に振り向いた。

　ノリキは、いつの間にか、皆から数歩遅おくれていた。しかし彼は皆が歩ほ速そくを落として待っている事に気付かず、表示枠サインフレームに言葉を送り、

「────」

　小さく笑った。

　成なる程ほど、と言ったのは、ナルゼだった。

「氏うじ直なおが武蔵むさしに来て、ノリキの家に納まったら、こういうシーンがたらふく見られるようになる訳わけね。……しかも人ひと妻づま。素す晴ばらしいネタ振りだわ。ノリキ、いい出だ汁し出てるわ……」

「……何か語ご弊へいがあるが、彼女が、もはや氏し族ぞくや親しん族ぞくの争いや、国家間かんの抗こう争そうから身を引く道を選んだのは確かだろう。これからは、役やく職しよく者しやではなく、襲しゆう名めい者でもない、一人の人間として、家族を得ていくんだ。──人じん格かく変わるかは謎なぞだが」

　と、正まさ純ずみは言って、肩を落とした。

「ただまあ、ある意味、私達より私生活として遙かに先に行く訳だな」

「おや、正純も家族が欲しいので御ご座ざるか！　だったらうちに来るといいで御座るぞ！　たくさん増えるのを見み届とどけようでは御座らぬか！」

「待てえ──！」

　否いな、と二ふた代よが、上空でスピンされ続けるナルゼの下で言った。

「家族は良いで御座るぞ、正純。父ちち上うえがしていたように猫ねこを拾っていたら家族が増えまくって御座ってな……！　これがまたやかましいけど可愛かわいいもので御座ってなあ。

　──どうしたで御座る？　正純」

「ああ、うん……、お前、思った以上に清いよなあ……」

　？　という首を傾かしげる二代に、皆が肩を落とす。すると、後ろから追いつく形になったノリキが、

「──おい、こんなところで立ち止まって何やってるんだ。向むか井いの湯ゆ屋やに行くんだろう」

　吐と息いきつきで言われた台詞せりふに、皆が一いつ斉せいの動きで振り向いた。

「お前に言われたくないよ!!」

「は？　何がだ一体」

「……ノリキ様、ホライゾンが見ますに、牙きばを失ってしまったかと……」

「ええと、ホライゾンは牙を研とぎすぎですのよ？」

　だが、港に降りれば動きも生まれる。艦かん尾び側がわの方、港こう湾わん管理の者達と情報交こう換かんしていた大おお久く保ぼが、手を挙げるのが見えていた。

　これから、次の戦せん闘とうへの休きゆう息そくと、準備に入るのだ。

　だが、肩に力を入れ直す皆の頭ず上じよう、ナイトが不ふ意いに、南の空を見た。

　彼女は、およ、と首を傾げ、魔術陣マギノフイグーアを出した。

「お？　どうした金マル」

「ああ、うん、ソーチョーに言っても駄だ目めかな」

「駄目っていうなああああ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、じゃあ、各かつ国こくの船の話なんだけど」

「駄目でいいです。すみません！　本ほん気きですみませんッした！」

　だよねえ、とナイトがまたナルゼをスピンさせる眼がん下か、空には確かな動きがあった。

　ナイトは、広げた魔術陣マギノフイグーアに言葉を送る。

「……えーと、ベルりん解わかる？　こっちが身形みなり整えようってのに、各国の船、戦前交こう渉しようのためにもうこっちに来てるんだけど」
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・金マル：『どーかなベルりん。解る？』

・ベ　ル：『あ、うん。多分、各国、船、おつきのも出て、る』

　鈴すずは、ナイトの問いかけにそう応じていた。

　自分は今、奥おく多た摩まの湯ゆ屋や〝鈴すずの湯ゆ〟の脱だつ衣い場じようにいる。掃そう除じ中ちゆうではあるが、武蔵むさし野の艦かん橋きようから知ち覚かく情報を転てん送そうして貰もらっている。そのおかげで知覚に得られるのは、武蔵むさしに着ちやつ艦かんしようと上昇してくる幾いくつもの艦かん影えいだ。

　……何か、起きるのかな？

　自分としては、ちゃんと皆に休んで欲しい。だから、これから皆が戦後の一ひと汗あせを流しに来ていいように、先に艦橋を退たい出しゆつしてこちらの用意に来たのだ。

　現在、掃除は大おお詰づめで、犬鬼コボルドと白しろ藻もの獣けもの達たちの手伝いは佳か境きように向かっている。

　犬鬼に五円玉だまを渡し、白藻達をロッカーに一匹ぴきずつ入れながら、

「え、ええと、この桶おけの山、向こうに運んで」

『まかせとけだど』

「あ、あと、皆、こっち、ね？　御お掃除」

『おそうじ？』

『くりーん？　くりんくりーん？』

　うんうん、と漏もれる微笑の音を自分の耳にしながら、鈴は空あいた時間で湯屋用ようの水着に着替えてもおく。

　忙いそがしい、というよりも、手て慣なれた作業を休憩入いれずに行えば良いだけの事。

　その間に、こちらには言葉が来る。

・副会長：『ええと、──向むか井い？　下から来る艦の群、大体で良いから、各国ごとの量が把は握あく出来るか？』

　こちらが準備中ちゆうという事を気き遣づかってか、正まさ純ずみの要求が緩ゆるい。〝量の把握〟なんて、どう言えばいいかと言えば、

・ベ　ル：『〝いっぱい〟とか〝たくさん〟とか〝ちょっと〟って、事？』

・副会長：『ああ、そっち忙いそがしそうだから、大体でいいんだ』

　んー、と鈴すずは考えた。掃そう除じを終えた白しろ藻もが何匹びきかロッカーから出てくるのを籠かごに拾ってやりながら、

・ベ　ル：『数を得るの、一いつ瞬しゆんだし、艦かんの種しゆ別べつ？　教えてくれれば、答えられる、よ？』
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「ああっ、ノブタン！　通つう神しん傍ぼう受じゆしながらいきなりテーブルに肘ひじを叩たたきつけて泣き出すとは！　まだまだカラオケの夜は長いのですぞ！」

「だ、だってなコニタン！　むっ様さまが！　むっ様が！　折せつ角かく〝いっぱいっ〟とか、〝たくさんっ〟とか、そういう可愛かわいい可愛い可愛い表現で数えてくれると思ったのに……！」

「い、いや、そこら辺、正まさ純ずみ君くんがもうちょっと粘ねばってくれるでしょう！　ほら！」

・副会長：『──ああ、じゃあ向むか井い、手て数すうを掛けるが、数を数えてくれ』

「コニタン貴き様さまああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「思い切り八やつ当あたりですぞノブタン!!」

・副会長：『──数を数えるだけに手数を掛ける、ってな。掛かけ算ざんしないでくれよ向井』

・ベ　ル：『ま、正純？　早く休んだ方が、よく、ない？』

「コォニタン許ぅ──す[image: ]」

「何だかよく解わからないけど立ち直ったのは解りましたぞノブタン!!」
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　鈴は、武蔵むさし野の艦かん橋きようから送られてくる知ち覚かく情報から、各かく国こくの艦を数えていく。

　……数を計るのは、得意って、言っていいよ、ね？

　楽な領りよう分ぶんだ。知覚の中にある艦かん影えいの群は、一個一個と感じられるのではなく、数字や漢字のように捉とらえられる。

　目で追い、手で数えるのではなく、知覚に全てが揃そろった形で把は握あくされるのだ。

　だから鈴は、その通りに数え、正純に伝えていく。

・ベ　ル：『北ほう条じようさんの艦が、小さいの三に、大きいの一で、最も上がみさんのところのが小さいの二に、大きいの一で……。あ、でも、最上さんのは、小さいのの一つ、艤ぎ装そう？　が違う、ね』

・義　　：『ああ、それ、体てい裁さいとしての里さと見み家けの艦だ。義よし光あきが用意してくれている。関かん東とう解放に里見勢せい力りよくがなければ、大たい義ぎ名めい分ぶんに関わるからな』

　難しい話っぽいけど、何となく解る。そんな理解が最近は自分にも出来るようになった。

　……実地って、やっぱり何よりも勉強になるね……。

　しかし、外がい交こう艦の数を数える鈴は、妙みような事に気付いた。

「……毛もう利りさんの艦かんが、多い？」
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　武蔵むさしの上空にて、鈴すずの声を確かめる影が二つあった。

　金の翼つばさと黒の翼。ナイトとナルゼだ。

　ナルゼが手元の魔術陣マギノフイグーアで以前の毛利艦かん隊たいと今の外がい交こう艦の群を比ひ較かくする。彼女は、やや眇すがめで画が像ぞうを精せい査さしていたが、ややあってから眉まゆを歪ゆがめ、

「──妙みようね」

「どったの？　ガっちゃん」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼはリアルタイムで動いていく画像の内、上じよう昇しようしてくる艦かん群ぐんの幾いくつかに赤の丸を付けた。

「毛利艦じゃない、他た家けのものが外がい交こう用として混じってるわ」

「鈴の言う通り、何ど処この家？」

「紋もん章しよう塗ぬりつぶしてるから不ふ明めい。ただ毛利の〝型〟じゃない。どっちかっていうとM. H. R. R.神聖ローマ帝国系けいじゃないのかしら、あれ」

　ふうん、とナイトが首を傾かしげた。

「……小お田だ原わら征せい伐ばつの戦後交こう渉しようや関かん東とう解放の戦前交渉に、M. H. R. R. が加われるのかな？」
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「小田原征伐は極きよく東とう勢ぜいの戦せん闘とう。関東解放は、極東勢と大たい陸りく勢の戦せん闘とうだよね」

　ナイトが声を作るのは、奥おく多た摩ま前ぜん部ぶ港みなとの上空だ。

　自分達は蟹かに江え城じようの戦いから〝ノリリン初めに言えよ大会〟を終えて武蔵に戻ってきたばかりだ。

　自分の今の役目は、移動用の輸ゆ送そう艦かんに乗り替える皆の装そう備びや持ち物の運うん搬ぱん。自じ宅たくや教きよう導どう院いんの居きよ室しつに持っていくものを、こちらで担当して運ぶという仕事だった。

　そんな使い走りのような事をするのも、

「……休きゆう息そく時間を少しでも多く稼かせぎたいものね」

　ナルゼの言う通りだ。

　次の戦争まで四時間しかない。だが、

「──関東解放、戦争を事業として考えたら馬ば鹿かげたレベルの大だい事業だもんね。その打ち合わせを開戦前まえの四時間の中で、休息込こみでやろうってんだから」

　多た忙ぼう、という言葉では足りないくらいの現状だ。大体、

　……急いで休め、っていうのがもうおかしいよねー。

　先さき程ほど、浅あさ間まが圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの符ふを浅間神じん社じやに発はつ注ちゆうしていた。

　鈴も湯ゆ屋やの準備を行っている。他、下では、

・ホラ子：『では皆様の休きゆう息そく前まえの滋じ養ようとして、ホライゾンが最近憶おぼえましたうどんの刺さし身みなどどうでしょうか』

・○べ屋：『うどんはいやああああああああ！』

・●　画：『あれ？　うどんの呪のろいは土ど下げ座ざの交こう渉しようで逃のがれたんじゃないの？』

・副会長：『いや、着ちやく服ふく分は返ってきてないしな。未いまだ続行中ちゆうだ。──浅あさ間ま、神しん罰ばつはどの辺りのタイミングで食らう事になるんだ？』

・あさま：『大体は神しん道とう裁さい判ばんの判はん決けつ後、次の日の夜明けくらいからだと思いますが……』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、明あ日すの明みよう朝ちよう、関かん東とう解放の夜明けと同時にうどんが出るので御ご座ざるか』

・義　　：『貴き様さまら里さと見みの解放を意い地じでも汚けがす気か……！』

　向こうは向こうで大変だ。だが、所しよ属ぞく不ふ明めいである艦かん影えいの形状を〝武蔵むさし野の〟へと照しよう合ごうに出すナルゼを横に、ナイトは首を傾かしげた。

「何でM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦かんが関東解放に関係するのかな」

「まあ、M. H. R. R. って言っても改派プロテスタントなんじゃないの？」

　ナルゼの言う事に、ナイトは頷うなずく。

　現在M. H. R. R. 国内は、三十年戦争によって旧派カトリツクと改派に分かれて闘とう争そうを繰り返している。

　そしてM. H. R. R. 旧派勢せい力りよくは、神しん聖せいローマ皇こう帝ていとなったマティアスと羽は柴しばが結けつ託たくし、K. P. A. Italiaを掌しよう握あくするまでになった。

　対する自分達はといえば、マクデブルクの掠りやく奪だつに参加し、M. H. R. R. 改派の側がわについている。

　だとすれば、とナイトは思い、確かく認にんのために問うておく。

・金マル：『セージュン、もしここにM. H. R. R. が来るとしたら──、ってか、ここにそんなのが来る事って出来るの？　改派から何か話来てる？』
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　正まさ純ずみは、夜の海うみ風かぜを浴びながら、ナイトの言葉を見聞きした。

　……M. H. R. R. の艦か。

　腕を組み、思し案あんする自分がいるのは、奥おく多た摩まの前ぜん部ぶ港から浮ふ上じようした船の上だった。

　先さき程ほどとは別の、武蔵内用輸ゆ送そう艦かんだ。

　軽めの動きをする船せん上じよう、皆も共に乗っている。これから向むか井いが用意している湯ゆ屋や、そこに近い地ち下か入口へと向かう手て筈はずとなっているのだ。

　そんな船上で、正純は呟つぶやいた。

「何な故ぜ、M. H. R. R. の船が、それも毛利と共に来ているのか……」

　敵同どう士しだろうに。どういう事か。

　正純は、手て近ぢかな解かい答とうを得るために後ろへと振り返った。そこにいるのは、

「ネシンバラ、──お前、まともに話せるか？　駄だ目めか。そうだよな。すまなかった。無む理りを言った。じゃあ、他、誰だれかいたかな……。直接毛もう利り側に聞いてみるか。──あ？　どうしたネシンバラ」

「ヅ、ヅカ本ほん多だ君！　今、僕の意見を全く聞かずに話を進めたね？」

「──いや、よく考えたらお前、まともに話せるか？」

「な、何だい、その疑いの目つきは！」

　ネシンバラが右手を振って半はん身みになった。そして彼は、眼鏡めがねに手を当て、持ち上げ直すと、

「──まともに話すも何も、僕は常にまともだよ」

　こいつの〝まとも〟は何ど処こに基準があるのだろうか。

　だが、そのような詮せん索さくとは別に、聞いておくべき事がある。

「向むか井いの察さつ知ちと、ナイト達の観察で解わかったが、下からの艦かん群ぐん、毛利の交こう渉しよう艦かん隊たいの中にM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦があるとの事だ。──どういう事だと思う？　改派プロテスタントの仕込みか？」

「それは簡単な事だよ」

　ネシンバラが、吐と息いきをつけてこう言った。

「──三十年戦せん争そうだよ」

　告げられた言葉の横。馬ば鹿かがポーズをとって、吐息をつけて、

「──すぁん十年戦せんそっだよ」

「そ、そんな言い方してないよ！　葵あおい君くんがやると変に流は行やるから、やめてくれよ頼むから！」

・眼　鏡：『──すぁん十年戦そっだよ』

・未熟者：『やめろおおおおおおおおおおおお！』

・眼　鏡：『やめろ？』

・未熟者：『やめて下さい御お願ねがいします！』

・眼　鏡：『男らしく頼めない人の意見は聞きたくないね』

　ネシンバラが、はっとした顔で馬鹿に振り向いた。

「葵君！　男らしく諫かん言げんするにはどうしたらいい!?」

「仕方ねえなあ」

　馬鹿がネシンバラの表示枠サインフレームを手で摑つかんで引き寄せ、

「ちょんまげえ──」

「やめろおおおおおおおおおお！」

「いやちょっと落ち着けネシンバラ！　何でオメエはすぐそうやって否定から入る！」

「肯こう定ていする箇か所しよが今何ど処こにあったんだよ！」

「はあ!?　オメエも一回やってみろ！　気持ちいいから！　大体コレ、向こうから見えてる訳わけじゃねえだろ」

・眼　鏡：『音声丸まる聞ぎこえなんだけど、妖よう精せい女じよ王おうにチクっていい？』

「おい！　葵！　国こく際さい問題にするな！」

・金マル：『でもソーチョー、IZUMOで既すでに国際問題やってなかったっけ？』

　……ああ、そんな事もあったな……。記き憶おくから消していたよ……。

・副会長：『だが、大だい事じなのは過去を反省して前向きに生きていく事だ。そうだろう？』

・賢姉様：『──愚ぐ弟てい？　貧ひん乳にゆう政治家があんな事こと言ってるけど、ちょんまげって、後ろ向きには無む理りよねえ？』

・俺　　：『……え？　流石さすがにちょっと難しいんじゃねえかなあ……。浅あさ間まー。神しん道とうワープの術じゆつ式しきってあるかー？　ポータブルなやつでいいからさ』

・あさま：『何するか解わかるから絶対出だしませんからね！』

　じゃあ、と馬ば鹿かがこちらに手を上げた。

「ちょんまげは未来を見た前向きな技だと証しよう明めいされました」

「──そうか、良かったな」

　無む表情に言うと、馬鹿が表情を止めた。

　ややあってから、馬鹿が両手でエア荷物を右から左に移動し、ネシンバラを見る。

「いいかネシンバラ、今のはジョーク、ここからが本ほん番ばんだ」

「本番って？」

「ちょんまげえ──」

「だからやめろおおおおおおお！」

　ネシンバラがポーズをとった。

「や・め・る・ん・だ……！　葵あおい君くん！」

「じゃあ一気に深く」

「表情までつけなくていいよ!?」

　ネシンバラが勢いよく表示枠サインフレームを取り上げようとすると、馬鹿が「オゥフ」と声をあげてそれを摑つかみ返す。そして全ぜん裸らは、腰を一回ネジって、

「ば、馬鹿野や郎ろう、いきなり引くな！　オメエの表示枠やたらトンガったところが多くて俺おれのちょんまげが負ふ傷しようしたらどうすんだ！」

「き、君のちょんまげよりも、僕が徹てつ夜やでデザインした表示枠に何すんだよ！」

　極きよく東とう語ごが変だぞ、と正まさ純ずみは思ったが、巻き込まれると嫌いやなので言わない事にした。

　……大だい丈じよう夫ぶ。ネシンバラは変な小しよう説せつ書いてる人間だからなー。

　そうして考えると、少しくらい言げん語ごが破は綻たんしている方がいいのだろう、多分。本ほん人にんの性質なだけかもしれんが。ともあれツキノワを愛めでていると平和だ。他は知らん。

　だが、馬鹿が表示枠を引き寄せ、一ひと息いきをついた。

「表示枠に何するって？　仕方ねえなあ、よく見てろ？　ちょんま」

　げ、という言葉と同時に、ホライゾンが全裸の股またに下から無む造ぞう作さな蹴けりを打ち込んだ。

　あひん、と上に跳はねた馬鹿は、そのまま膝ひざから輸ゆ送そう艦かんの床にへたり込み、

「あ、あの、ホライゾン？　俺の機き能のうが失われたらどうしますの？」

「何を妙みような女おんな言葉を。──ともあれネシンバラ様」

　ホライゾンが、ネシンバラに首を向けた。そして、

「──すぁん十年戦せんそっだよ、が、何だと言うのですか」

「君もか！　君もか！」

「ネシンバラ、いいから話してくれ。今、休きゆう息そく時間が異い様ような速度で削けずられてるんだ」

　お前もな……、と皆が視線を飛ばしてくるのは何な故ぜだろうか。

　だが、ネシンバラが肩を落とし、表示枠サインフレームを新しく開いた。

　彼は、皆を見る事なく、伏せ目がちに画面を叩たたき、

「いいかい？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは羽は柴しばの巴パ里リ攻ぜめを跳はね返し、覇は道どうを謳うたった。それはどういう事かと言えば、──六護式仏蘭西は三十年戦せん争そうを開始していくという事だ」
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「……三十年戦争を始めるって、当たり前の事じゃないんですか？」

　浅あさ間まは、トーリから貰もらったシャツごと身体からだを抱いた姿し勢せいで、正まさ純ずみに問いかけた。

　……巫み女こ服ふく、結けつ構こう破れちゃってますねー……。

　戦せん闘とう中は気になるものでもなかったが、落ち着いてみるとやはり違う。無む論ろん、皆も衣い服ふくはそれぞれ戦闘による破は損そんやずぶ濡ぬれになった結果、かなり酷ひどい格かつ好こうだ。

　正純も、制せい服ふくの透すけがあった事を気にしているのか、腕を組んだ状態で、

「三十年戦争を六護式仏蘭西が進めるというのは、既すでに先の会議で聞いている事だ。

　だが、その意味が変わってくると、そういう事なんだ」

「意味？」

　問い返した時だ。横に立つ喜き美みが一つ頷うなずいた。

「つまり、正純にとって〝楽しい戦争〟が、一いち段だん階かい進化して〝楽しい大だい戦争〟になるのよ！

　素そ材ざいと合ごう成せいを具体的に言うと、〝政治的解かい決けつ〟と〝戦争〟を合成して〝他た国こく〟を巻き込むと出来るの！　成功確かく率りつを上げたかったら敵てき国こくとの交こう渉しようで挑ちよう発はつするのよ！　攻こう略りやく法ほうよ!?」

「挑発したら駄だ目めじゃないですか？」

　こちらの問いかけに応こたえるように、皆がネシンバラを見た。

　浅間もネシンバラを見て、

「──あ、そっか。小お田だ原わら征せい伐ばつの前ぜん交渉とか、喜美の言う通りでしたよ」

「おぅい!?　な、何がだよ浅間君！」

　まあまあ、とホライゾンが制した。彼女はそのままネシンバラに、

「意味が変わってくるとは、どういう事ですか？」

「えっ」

　ネシンバラの動きが止まった。何が？　とでも言いたげな彼を見て、浅間は喜美、ミトツダイラ、トーリとホライゾンと、順に視線を合わせて顔を見合わせ、

　……まさか……。

　思った言葉の先は、表示枠から来た。

・●　画：『まさかそこの馬ば鹿か、言ってみただけ、とか……』

・金マル：『……あいたたたたたたた』

・不退転：『……何で貴方あなた達たち、ここまでやってこられたの？』

・ウキー：『成なる実み、それが解わかれば敵も苦労せぬのだ』

　その通りだから何か凄すごい。だが発言者は腕を左右に幾いく度ども振り、

「待ってくれ！　まず大だい事じなのは問題提てい起きだ！　そう思うだろう!?」

　ホライゾンが何ど処こからか出した長なが机づくえと椅い子すに座り、肘ひじをついた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、いい御ご意い見けんです。ではネシンバラ様には、提起した問題を説明して頂いただきましょう」

「えっ」

　ネシンバラが、端はたから見ても解るくらいに鈍い汗あせを搔かいた。彼はしかし、眼鏡めがねを上げ直して右手を振り、

「い、い、いいかい君達、つつつつつまりだね」

「負けを認めろよ！」

　皆でツッコミを入れつつ、浅あさ間まは改めてこう思った。ミトツダイラと笑えみの視線を交わしながら、

　……うちの皆、容よう赦しやないですよね……。

　そうですわよね、とミトツダイラがアイコンタクトから会え釈しやくをする。そして肩を落とした正まさ純ずみが前に出た。

「まあいいや。よくない。でも仕方ないから私の方から説明する」

　はあ、と頷うなずくこちらの正面。正純が右の手を上げて告げた。

「要するに、──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、欧おう州しゆうの歴史再さい現げんに向かって行って、極きよく東とうの歴史再現については主しゆに据とらえないと、そういう事だ」
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　正純は、南西の空に上がってくる艦かん群ぐんに視線を向け、こう思った。

　……やはり世界は先を見て動いているか。

　それはこちらとて同どう様ようだ。だが、こちらの予想の外そと枠わくからの動きというものは、警けい戒かいもあるし、何よりも驚きを得る。

　世界は、自分の想そう像ぞう通りにはならないのだ。

　幾いくら予よ測そくを立てたところで、概がい算さんにしかならない。

　大事なのは方針と、周囲に合わせられる柔じゆう軟なん性だな、と正純は考える。

「毛もう利りは、また何か仕込みをしてきたと言う事だ。──直なお政まさ」

『何さね一体』

　言う直政の声は、表示枠サインフレームだ。

　艦かん首しゆ側がわ、来る外がい交こう艦かんに対する万まんが一いちの警けい戒かいとして、武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいが長ちよう銃じゆうを立て筒づつにした状態で携たずさえている。その指し揮き役やくとして未いまだ現げん場ばにいる直政は、

『こっちからなら、その艦かん群ぐんはよく見えてるさ』

「向むか井い達たちがマークした艦。家か紋もんは？」

『ちょっと待ちな』

　直政が、画面の中で表示枠を開いた。

　彼女の背後、地じ摺ずり朱雀すざくがゆっくりと顔を傾ける。それに連動するように、直政の掲かかげた表示枠の映えい像ぞうが流れ、

『──捉とらえた。家紋は塗り潰つぶされてるさね』

　但ただし、と直政は言葉をつけ加えた。彼女は口くち端はに煙管きせるをくわえ、つまらなさそうに、

『下へ手たな塗と装そうさねえ』

「家紋が透すけていたりするか？」

『いや、ムラがあるってーか、急いだ仕事さね』

　つまり、

『ムラの原因である艦と塗装の色いろ差さは、西からこっちに来て、更さらには海うみ風かぜに当たったがゆえの汚よごれさ。──つまりこの塗装は、小お田だ原わら征せい伐ばつの間にでも急いでやった事だろうさ』

　だとすると、と正まさ純ずみは直政に手を挙げて礼れいとする。

　まず問うべきは通つう神しんの先にいる魔女テクノヘクセン二人だ。

・副会長：『ナイト、ナルゼ、マークした輸ゆ送そう艦かんの所しよ属ぞくは？』

・金マル：『〝武蔵むさし〟に聞いてみた？』

・武　蔵：『僭せん越えつながら、当とう艦かん側がわへの届け出は毛利家所属となっております。──以上』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、こっち、輸送関係の方でも同どう様ようね。毛利所属できっちり話を通してきているみたい』

　成なる程ほど、と頷うなずいたこちらに対し、御お広ひろ敷しきが首を傾かしげた。

「一体、どういう事なんです？　今の確かく認にん、小しよう生せいにはよく解わからないのですが」

　彼の問いかけ。それに何か言おうとした時、先に応じた者がいる。

　立たち花ばな・宗むね茂しげだ。彼は前に出るようにして、言葉をこう作った。

「所属による、上下の明確ですね」
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　正純は、立花夫おつとの頷きを見た。

　彼は、浅く西の方へと視線を向け、

「私達も三征西班牙トレス・エスパニアにいた時は、K. P. A. Italiaとそのような上下関かん係けいを持っていました」

　言って、彼は誾ぎんに目め配くばせをした。応じる誾が首を下に振り、

「この小お田だ原わら征せい伐ばつ、毛利・輝てる元もとは〝毛もう利り〟として来ていますが、現状の流れを見るに、彼女は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの代表であると言う事を否定するつもりは無いのでしょう。

　何しろ、マークした該がい当とう艦かんはM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦とは言え、その艦の持ち主は極きよく東とう側の襲しゆう名めいもしている筈はずです。該当艦はしかし、極東側の名を消して毛利の〝下〟に組み込まれ、安全を確かく保ほされた状態です」

「その艦の狙ねらいは解わかるか？」

「外がい交こうとしてなら、二つの可能性せいがあるわね」

　そう応じたのは、伊だ達て家け副ふく長ちようだった。ウルキアガを横に置き、表示枠サインフレームで伊達家宛あての書類をまとめていた彼女は、画面を見たまま、こちらに視線も寄よ越こさずに、

「──一つは、極東勢として極ごく秘ひの要よう件けんを持ち込む場合。

　もう一つは、欧おう州しゆう勢として極秘の要件を持ち込む場合。

　それ以外には無いと思うわ」

「……成なる実み、当たり前の事を格かつ好こつけて言っていると、ネシンバラのようになるぞ」

「だったら説明も重ねた方が良さそうね。だけど──」

　と、伊達家副長が視線を上げた。

「伊達は東とう国ごく。三征西班牙トレス・エスパニアは西さい国ごくね。もっと相応ふさわしいのは地じ元もとでしょう。

　水み戸と領りよう主しゆ、理解している限りの事を聞かせて貰もらえると有あり難がたいわ」
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　指し名めいを受けたミトツダイラは、頷うなずく前に自分の王を見た。

　すると、王がネシンバラの表示枠にゴッドモザイクを差していたので、ミトツダイラは見るのをやめた。ミトツダイラは、王を隠かくすように前に立ち、

「──さて」

「ネイト！　ネイト！　何か今、俺おれを無む視ししなかった!?」

「おやおや小こ者ものがリアクション欲しさに馬ば鹿かやって外しましたね？」

「というか王の不ふ名めい誉よになるような事を騎き士しが示せますの──!?」

「待てネイト！」

　王がこちらの肩を摑つかんできた。その力の入り方に、ちょっと鼓こ動どうを速くしてミトツダイラが振り向くと王がネシンバラの表示枠二枚にゴッドモザイクを差していたので見るのを止やめた。

「ネイト！　こらっ！　こっち！　こっちに視線！」

「ほほう、今、ホライゾンも拳こぶしを振りかぶっているので、トーリ様も視線をこちらにどうぞ」

「いやあ──！　痛いの見たくなあああああい俺！」

　とりあえず放ほう置ちして、ミトツダイラは言葉を作った。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしては、今、三十年戦せん争そうの本ほん格かく始し動どうの準備に動いている筈はずですわ」

　それは、

「実際、まだ、六護式仏蘭西は三十年戦せん争そうを明確に開始していませんものね」
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「それはどういう事なのだ？」

　ウルキアガの問いかけに、ミトツダイラは会え釈しやくを返す。

「六護式仏蘭西は、〝国〟として三十年戦争に加わっていないという事ですの。

　そして、それをこれから始めようと示したがゆえ、大たい国こくとしての力を振るう事が出来るようになり、また、その力を頼る者も出てきたという事ですわ」

　言った意味が、解わかった者もいれば、解っていない者もいる。

　だが、解っていないであろう人が、こちらの後ろからこう言った。

「とりあえず、太たい陽よう全ぜん裸らの仲間が俺おれらに何か相談あるって事なんだろ？　それも、俺達じゃなきゃ出来ねえような事でさ」

　確かにそうだ。

　六護式仏蘭西は、自分が何とか出来る問題ならば、覇は王おうの大国として自ら為なすだろう。

　それが、国の紋もん章しようを隠かくした輸ゆ送そう艦かんを連れてくるなど、厄やつ介かい事ごとの持ち込みでしかない。

　……御お母かあ様さまは、きっと何か知ってますわよね──……。

　何となく、〝面めん倒どう〟という言葉を感じながら、ミトツダイラは王に告げた。

「──我が王？　お人ひと好よしが過ぎますわよ？　大体、何か欧おう州しゆう関連であったとしても、まずは関かん東とう解放が先ですもの」

「ペタ子リベンジだもんなあ。しっかりやってやんねえと」

　その言葉に、皆が義よし康やすを見た。

　注ちゆう目もくを浴びた彼女は、口を横に開いて、

「別に一人でやるから構うな、と言えないのが情なさけないところだな」

「基本、〝同どう盟めい〟という状態だ。気き兼がねなく頼ってくれ。こっちも気兼ねなく手伝う。──そういう〝国〟の付き合いだ」

　正まさ純ずみの言葉に、王が視線を向けた。

「結けつ構こう、面倒だよなーセージュン。そういう〝国〟の付き合いってのも」

「だから私がいるんだろう。お前が出ると危険な事になるしな。それに、不ふ文ぶん律りつだがルールがある以上、国家間かんの付き合いの方が口くち約束の近所付づき合いよりも信しん用よう出来る部分はあるぞ」

・●　画：『そうね、……約束守らなかったら戦争していいんだもの。御近所付き合いではなかなかそこまで出来ないわ』

・約全員：『そうか……。そうなんだよな……』

・副会長：『何だその変な理解の仕方!!』

　ただ、流れは次の段階に移い行こうしつつある。

　輸ゆ送そう艦かんの風が変わったのだ。高度が下がり、奥おく多た摩まの表ひよう層そう部ぶへと降りていく。

　遠く、見えていた外がい交こう艦は、やがて武蔵むさしの巨きよ影えいの陰となり、

・ベ　ル：『御お風ふ呂ろ用意、出来た、よ……！』

　よし、と正まさ純ずみがツキノワに表示枠サインフレームを開かせた。

「戦前交こう渉しようの開始は四五分後ご。だから休きゆう息そく、身形みなりを整えるのには三十分だ。その間、今さっきの事なんかも含め、情報整せい理りをしよう」

「ええと、じゃあ皆、私の方で表示枠などを統とう括かつ管理します」

　浅あさ間まが王の匂においのするシャツの袷あわせを押さえながら、手を挙げる。

　そして風が、下からのものだと強く己おのれを示し始めた時、ミトツダイラはふと思った。

　……次の舞台ですわね。

　小お田だ原わら征せい伐ばつで多くが変わり、しかしその変化は止とどまる事なく、次にいくのだ。

　関かん東とう解放。更さらには、

「……さて」

　何が自分達たちと、これから先、沿うていくのだろうか。
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　夜の空の下で、木々が動いていた。

　東に平へい原げんを。西に山さん渓けいを持つのは、その中央にある広大な森の影だ。

　広い陰いん影えいが揺れているのは、東に林りん業ぎようの村の明かりが見えるような山側の位置。そこには、星明かりに影を落とす幾いくつかの長ちよう大だいな影があった。

　羽は柴しばの紋もん章しようを刻こく印いんした航こう空くう艦かんの群だ。

　艦かん数すうは八と少ないが、艦に刻印された紋章は新しい。それら新しん規き艦かん群ぐんの直ちよつ下か、揺れる森の底には、あるものが存在していた。

　広く焼けた斜面と、巨きよ大だいな鉄の残ざん骸がいだ。

　艦群が投とう光こう術じゆつ式しきで照らすそれは、大たい別べつして三つ。どれも数百メートル規き模ぼのものだった。

　それらを今、検けん分ぶんする者達がいる。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の夏なつ用よう制せい服ふくの肩から、夜よ露つゆ避よけのストールを羽は織おった学生達だ。

　その内の一人、中央に転がる巨大な残骸の上に立つ影が、空からの光の下で嘆たん息そくした。

「──白しら鷺さぎ城じよう、随ずい分ぶんと破は壊かいされたもんだなあ」

・九本角：『滝たき川がわ君くんが遠えん慮りよしなかったという事だ、池いけ田だ君』

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じる影は、残骸のフレームに影を短く落とす。

　長ちよう身しんの少年だった。長い髪かみの姿すがたは手て元もとに表示枠レルネンフイグーアを出し、周囲の記録を撮とり始める。

　表示枠には、池いけ田だ・照てる政まさという名があった。彼は自分の立つ残骸のフレームを見下ろし、

「──滝川先せん輩ぱいも、降りていっちゃったんですね」

・九本角：『……白鷺城、彼女の次に受け継つぐのは君だ』

・イケ照：『自分がもうちょっと早く襲しゆう名めい出来てれば、って言っていいですか』

・九本角：『滝川君と面めん識しきは？』

・イケ照：『遠くで見た事と、会合で視線合あわせたら会え釈しやくされたくらいで』

・九本角：『Ｔｅｓ．、──だったらそれでいい』

・イケ照：『どうしてです？　九く鬼き先輩』

　通つう神しんから九鬼の言葉が生じるには、数秒かかった。

　だが、やがて吹いてきた夜風に乗るように、魔ま神じん族ぞくの言葉が生まれた。

・九本角：『滝川君は情に篤あつい』

・イケ照：『それ、先輩達たちが超ちよう羨うらやましいって話になりますよ』

・九本角：『──後こう輩はいが率そつ先せんして甘えようとするのは良くない事だな』

　九鬼の声には、軽い苦く笑しようの音もついていた。

　ともあれ、と彼は言い、

・九本角：『君は襲名してからこちら、いろいろ諸しよ事じもあったから仕方ない。襲名者しやの倣ならいだな。襲しゆう名めい直後に雑ざつ務むの再さい現げんに追われるのは。──何か面白いネタはあったか？』

　そうだなあ……、と池いけ田だは身体からだ全体を傾かしげ、不ふ意いに、

「そうですね」

　と慌あわてて言い直す。が、表示枠レルネンフイグーアが音声を受け取っていない。だから彼は、

「うぉぉ、……偉えらい先せん輩ぱいにタメ口っ。まあいいか。覚かく悟ごしよう」

・イケ照：『あのう、〝俺おれ〟って言っていいですか』

・九本角：『腹が立ったら殴なぐらせてくれるなら構わないが？』

・イケ照：『あー、じゃあ、俺、ちょっと面めん倒どうなんですけどね。俺、今回こっちに来るの遅れたの、ほら、手に火傷やけどしたからで』

・九本角：『聖せい譜ふ記き述じゆつでそんな負ふ傷しようがあったのか？』

　いや、ほら、と池田は今は無む傷きずの手を左右に振る。

・イケ照：『──俺の親父おやじ役やくの恒つね興おき先せん輩ぱいいるじゃないですか。で、俺の聖譜記述で、恒興が輝てる政まさの器うつわを試すイベントがあるんですよ』

　それは、

・イケ照：『焼いた栗くりを手に乗せるって──、馬ば鹿かな芸げい当とうで』

・九本角：『やったのか？』

・イケ照：『いやもういきなり。部ぶ活かつ終えて歩いてたら、あの馬鹿、いきなり〝ホラこれ！〟とか投げてきやがって。んで、受け取ったら超ちよう熱あつい訳わけですよ』

　池田が当時を思い出して手を振ると、周囲の表示枠が連れん動どうした。

　ああいかん、と彼は手の動きを止め、

・イケ照：『で、聖譜記述だと、どうやら俺、それを無む言ごんで剝むいて普通に食ったらしいじゃないすか』

・九本角：『ノーリアクションは〝新しい〟な』

・イケ照：『いや先輩そうじゃなくて。──俺、〝ここで声あげたら襲名無くなるかも！〟って思って声出すの我が慢まんしたんすけど、ほら、我慢すると別の処ところに出るじゃないすか。

　も、超ちよう──俺顔がお芸げい状態で、ハヒイイイイイ！　ホヒイイイイ！　みたいな顔して堪こらえてたら、あの馬ば鹿か、凄すごいいい笑顔でこっちの顔撮さつ影えいしてやがって。

　も、俺、〝コイツ後で絶ぜつ対たい張り倒す！　超張り倒す！〟って、そんな感じで』

・九本角：『張り倒したのか？』

・イケ照：『逃げたので、追いかけていって殴り倒しました。そしたらちょっと拳こぶしをやっちまいまして、全ぜん治ち三週間とかで。──ええ、来るの遅れたのそのせいなんすけどね』

・九本角：『どっちもどっちだな。しかし──』

　九く鬼きの声が、池田の表示枠から響ひびいた。

・九本角：『──池田君、君は今回、完全な後ご詰づめだ。解わかるな？』
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　Ｔｅｓテスタメント．、と池いけ田だは頷うなずいた。

　……しょうがない、ってか、そこまで考えて来てないしなあ……。

「大体解わかってるっすよ。俺おれ、聖せい譜ふ記き述じゆつだと文ぶん禄ろくと慶けい長ちようの役えきは大たい陸りく渡ってませんし、その頃ころは東とう国ごくの警けい備び担当やってましたからね」

　池田・照てる政まさは、この時代、羽は柴しば麾き下かとして小お田だ原わら征せい伐ばつに加わっていたとされる。

　だが、自分は折おり悪あしく、

「やはり聖譜記述だと、この時代における白しら鷺さぎ城じようの最後の修しゆう築ちくをするのが俺なんで、急ぎ、こっちに来た訳わけですよ」

　すれ違うように、小田原征伐は武蔵むさしと毛もう利り主しゆ導どうで進み、相あい対たい戦せん重じゆう視しとなった。

　もっと早くここに来る事が出来ていれば、と思うが、致いたし方かたない。

　自分がこちらに来る目的は、小田原征伐や関かん東とう解放に関係するためではなかったのだ。

　用意もなければ周囲の補ほ助じよも方向性が違う。

・九本角：『これからどうする？』

・イケ照：『Ｔｅｓ．、白鷺城を修築するために回かい収しゆうして、あとは可能な限り、そっちの支し援えん用ようの物ぶつ資しなどを送りますんで。それに──』

　それに、

・イケ照：『後あと追おいで、こっちの支援に、ちょっと馬ば鹿かどもが来るんで、フォロー？』

・九本角：『ああ、──〝七しち将しよう〟の一いつ角かくか』

　知られていられるとは何となく恥はずかしい。

　戦せん国ごくの時代、各かく家けや戦せん場じようにおいては、四し天てん王のうやら十じゆう六ろく神しん将しようなど、数字にちなんだ精せい鋭えいの呼び方が多い。

　五ご大だい頂ちようや八はち大だい竜りゆう王おう、七しち本ほん槍やりを基き礎そとする十じつ本ぽん槍や十じゆう勇ゆう士しもそうだ。各かつ国こく側がわにだって、三さん大だい騎き士し団だんとか、九きゆう英えい雄ゆうなどいろいろある。

　自分達もそうだ。

　……後に〝七将〟って呼ばれるらしいけどさ。

　羽は柴しば子こ飼がいの七人。七本槍が羽柴が独立していく中での注ちゆう目もく株かぶであるならば、七将はその勢せい力りよくが充実していく中での注目株だ。名前を並べると、


：福ふく島しま・正まさ則のり

：加か藤とう・清きよ正まさ

：長なが岡おか・忠ただ興おき

：池田・照政

：浅あさ野の・幸よし長なが

：加か藤とう・嘉よし明あき

：黒くろ田だ・長なが政まさ



　……今いま気付いたけど、全員、二に字じ名みよう字じに二字名前だな。……重じゆう大だいな発見、の訳わけないか。

　この内、福ふく島しま、両りよう加藤は十じつ本ぽん槍やりの三人が継けい続ぞくする。黒田・長政については、父親役やくである黒田・官かん兵べ衛えこと竹たけ中なかがやはり継続する。

　残りの三人。長なが岡おか、池いけ田だ、浅あさ野のの内、一人が自分だ。

　とはいえ自分の場合、武ぶ勲くんもだが、後における城の普ふ請しん役やくの方が重じゆう視しされる。

・イケ照：『江え戸ど城じよう、名な護ご屋や城と、俺おれの仕事になりますからね。今回、どうせなら、江戸城を先立って作ってしまって、関かん東とう解放に対たい抗こう出来るように、とか思ってたんですけど』

・九本角：『時代の流れは速いというか、──池田君は一年生だから、まだ夏休み前の歴史再さい現げんラッシュを体験した事がなかったんだったな』

・イケ照：『今までは下から見てたんですけど、中に入ってみるとマジで揉もみくちゃですねー』

　現実は思った以上にままならない。そんな事を感じるここ最近だ。

・イケ照：『──で、浅野が、鍋なべ島しま……、知ってます？　まあ、連れだって一いつ緒しよにこっち来るのが間に合うそうなんで、俺の方で資し材ざいとか出しておいてやらないと、と』

・九本角：『こちらに嘉明君と向かってる可か児に君も、知り合いだったか。──若い、と言う程自分も老ふけている訳わけではないが、新しい力が加わってくるのだな』

・イケ照：『俺らあまり実じつ感かん無いですけどね？　先せん輩ぱい達たちの後くっついていくだけでもかなり大変なんで、っと、ああああああああああああああああああ！』

・九本角：『どうした？』

　あ、いや、と池田は広げていた表示枠レルネンフイグーアを見る。

　眼がん下か、何事かとこちらを見上げている学生達は、ほとんどが自分より年とし上うえだ。

　礼れい儀ぎは持ちたいが、必ひつ要よう以上に謙へりくだる必要も無い。だから、池田は彼らに向かって、

「──白しら鷺さぎ城じようの管理系けい中ちゆう枢すうが見つかった！」

　声をあげると、皆が色めき立った。

「マジっすか！」

「まさか自じ動どう人形型がた!?」

「出来れば冷れい徹てつなのがいいです俺！　何か言うと無む視ししてくれるようなのが！」

　いや、と池田は首を横に振った。下、三十メートル程の高低差さにいる皆に言うのは、

「あ、そっち行った」

「〝行った〟!?」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた瞬しゆん間かんだ。残ざん骸がいのフレームを砕くだいて、青白い女の影が飛び出した。ざんばら髪がみの、ずたぼろ姿すがたの女おんな亡もう者じやは、砕けた両腕うでを振り上げ、

『おまえかあああああああああああああああ！』

　うわああああ！　と皆が逃げ出す。池いけ田だは、その騒さわぎと、振り乱される投とう光こう術じゆつ式しきの光こう条じようを上から見下ろしながら、

「あ、それそれ、そいつ。──聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、白しら鷺さぎ城じようには自じ称しよう〝小しよう刑ぎよう部ぶ大だい明みよう神じん〟っていう、小さいんだか大きいんだか解わからないのが住み着いててさ。結けつ構こう祟たたり起こすんだけど、俺おれが坊ぼうさん呼んだりして鎮しずめるんだよな。傍ぼう論ろんに拠れば、後こう世せいではそれが刑部姫ひめってなって、俺が呪のろい殺されたり宮みや本もと・武蔵むさし？　が世せ話わになったりしてるそうだけど」

「他ひ人と事ごと！　他人事で言ってるよね!?」

『お前かあああああああああああああああ！』

　わああああ、と皆が逃げ惑まどう。それを見つつ、池田は術式用の表示枠レルネンフイグーアを別に展開した。

・九本角：『池田君、何かそちら、ひどく騒がしくなってるようだが、必要だったら上から砲ほう撃げきを入れるなりし給たまえよ？』

・イケ照：『いや、あれ消したら白鷺城の復ふつ活かつ、難しくなるんで。下でちょっと皆に遊んで貰もらってる間に、こっちは〝試し〟を行きます』

　池田は、両手を構えた。

・イケ照：『小こ西にし先せん輩ぱい、そっちいますよね？　ひょっとしたら金かね借かりるかもしれないんで、俺の持じ参さん金きんとリンクしておいて下さい。まず大だい丈じよう夫ぶだと思うんですけど』

　じゃあ、と彼は手を下に下ろす。そこにある表示枠に両の指を乗せて、

「お」

　声をあげた。
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「──九く鬼き君、何？　この遠とお吠ぼえ」

　夜空を上に、夜の海を下に置く位置で、九鬼は同どう僚りようの問いを聞いた。

　鈴すず木き・孫まご一いちだ。

　夜風を避けるために長ちよう衣いを纏まとい、しかし右肩かたからは表おもてに出している彼女は、右の後ろに三本の長ちよう銃じゆうを携たずさえている。

　聞こえる声が何か解わからず、警けい戒かいのために出てきたのだろう。

　対する九鬼は、自分が立つ航こう空くう艦かんの甲かん板ぱんをまず見渡した。

　遠く、遙か北西から聞こえるのは、

「池田君の声だ。──無む論ろん、それを聞き取れるのは数少ない人であろう」

「池田って、……池田・照てる政まさ？」

「知っているのかね？」

　それはまあ、と孫一は空を見上げながら甲板の前まえ端はしに歩を進める。

「私、P. A. Odaと合流する前に、自分の力を見せる意味もあって、ある歴史再さい現げんを済ませているんだけど、九く鬼き君は知っている？」

「〝伏ふし見み城じようの戦い〟だな。松まつ平だいらの主力の一人、鳥とり居い・元もと忠ただを君が討うつ。──私達羽は柴しば勢ぜいとしては、松まつ平だいら勢力を削けずれたという事もあって、有ゆう意いと見たのだった」

「その伏見城、聖せい譜ふ記き述じゆつでは池いけ田だ君の普ふ請しんによるものなんですよ」

　おかげで、梅つ雨ゆ明あけ辺りに襲しゆう名めいしたばかりの池田から、挨あい拶さつを重ねて言われたのだ。

「〝自分の仕事にしたかったので残念です〟って」

「伏見城は羽柴君の居きよ城じよう扱あつかいになるからな。それも、……聖譜記述では、羽柴君が息を引き取るのも、その伏見城だ」

「まあ、伏見城は地じ震しんで一回壊こわれて作り直しになるので、その設せつ定ていでリベンジって、本ほん人にん言ってましたけどね」

　でも、と孫まご一いちは告げて表示枠インシヤ・コトブを目の前に二枚展てん開かいした。

　望ぼう遠えん術じゆつ式しきだ。それも、二枚重ねで使用する高こう倍ばい率りつ仕し様よう。

　後ろで九鬼が苦く笑しようして、

「銃じゆう使つかいはどうして普ふ段だんからそういう扱いの面めん倒どうなものを好むのだね？」

「扱うものが面倒なものばかりなので、日ひ頃ごろから親しんでおきたいんですよ、私」

　あ、と孫一は言葉を続けた。

「〝第二次木き津づ川がわ〟以来、九鬼君の艦かんに常じよう駐ちゆうしてるせいでここまで来てしまいましたけど、これ、私の名前がこの時期何ど処こで何してたか不明なのを利用した悪い解かい釈しやくなので、あまり前には出さないで下さいね」

「Shaja、──〝孫一〟は幾いく人にんかの襲名制せいという説もあるから、構わないと思うがね」

「出来れば稲いな富どめ辺りを二重たじゆう襲名しておきたかったんですけどねー」

「あれは机き上じよう砲ほう術じゆつとか練れん習しゆう砲術という説もある人であるからなあ……。あ、でも、このところで襲名がなされたそうだから、今からだと無む理りだろう」

　ですよねー、と孫一は吐と息いき。

　そして見る視し界かいの中、望遠術式の中では、ある光こう景けいが見えていた。

「……何です？　アレ」

　北西の方、山さん渓けいの一いつ角かくにて、青白い光が昇っているのだ。

　それも、遠くから聞こえる池田の声に乗って、だ。
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　九鬼は、手て元もとに広げた表示枠でそれを見ていた。

　遠く、西の山渓の中で光が立ちのぼっている。

　流りゆう体たい光こうだ。青白く、しかし時に過か熱ねつの黄き色いろを示しもする。

　流体光の源みなもとは、山渓の空に浮いている艦かん群ぐんだ。艦かん下かのハッチが幾いくつも開かれ、そこから細い滝たき様ようにして流りゆう体たい燃ねん料りようが地上へと降っていく。

　流体燃料は落らつ下かの最さい中ちゆうから幾いく枚まいもの鳥とり居い型表示枠を通過する。落下制せい御ぎよもだが、そこで術じゆつ式しきが何なん重じゆうにも掛けられていくのだろう。

　果たしてそれらは、螺ら旋せんを巻き、更さらには、

・イケ照：『資し材ざい投とう下か』

　高空の艦かんから、星明かりと流体光こうを反射する板が連続して落とされた。

　装そう甲こう板ばんや、構こう造ぞう材ざいの鉄てつ筋きんの束たばだ。

　まるで御み簾すを掛け下ろしていくように、光を浴びた鉄てつ板ぱんは下に落ち、風を動かし、

「へえ……」

　孫まご一いちが吐と息いきともつかぬ声を漏もらす先、落下する資材に変化が起きた。

　板が幾いく枚まいにも剝はがれ、鉄筋が捻ねじれて千ち切ぎれ、しかしそれらは全て螺旋の流れに乗る。

　そして出来上がっていくのは、柱ちゆう状じよう列れつ石せきにも似た流体光と資材の展開図だ。

　全ての形は、地上に転がる白しら鷺さぎ城じようの残ざん骸がいの内、中央艦かんの艦かん首しゆ側に集中していく。

　音はただ風を流すもの。時とき折おりに硝子ガラスを軽くぶつけるような響ひびきが来るのは、水すい棲せい系けいの魔ま神じん族ぞくである九く鬼きに涼しさを感じさせる。

　光が舞い、遠くの空に資材が踊った。それらの流れを見る九鬼の耳は、しかし不ふ意いに人の声を聞いた。それは、甲かん板ぱんに上がって来た女の声で、

「あらあ、さっき通つう神しんで金の無む心しんが来たと思ったら、もうやっとんの？」

「──小こ西にし君」

　九鬼が視線で振り向き見たのは長ちよう髪はつの女だった。髪かみの色を茶ちやに抜いた姿すがたは、白の商しよう人にん服ふくを着ていた。

　小西と呼んだこちらの言葉に、Ｔｅｓテスタメント．、と相手は応じた。

「小西・行ゆき長なが、合流の挨あい拶さつに来たでー」
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　小西は細い目を開き、西の空の光を見る。

　するとそこに、商しよう材ざいにしか見えない光こう景けいが展開していた。

　……おおう。

　だから瞬しゆん間かん的に小西は撮さつ影えい術式を展開。おもむろに表示枠で動画を確かく保ほし始める。

　初めの二秒、設せつ定ていが自動で変へん更こうされ続け、やがて確かく定ていする。美お味いしい出だしを逃のがしたが、

「──これ、売ってお金にしてええのん？」

「外から見えているが、身み内うちがやるのはどうかと思うがね」

「それは倫りん理りやの？」

「戦せん士し団だんとしての規き定ていに基づく」

「じゃあ売るわ。──私、商しよう人にんやもん」

　魔ま神じん族ぞくが半はん目めを向けてくるが気にしない。逆に彼のその顔を三枚程ほど撮とっておくと、

「小こ西にし君くん、どういうつもりだ」

「悪いようにはせーへんから。お金になるんやで」

　向こう、孫まご一いちがゆっくりとさりげなく距離を取ろうとしているが、撮さつ影えい用表示枠レルネンフイグーアは既すでにロックオン状態だ。抜かりはない。

「──で、向こう、池いけ田だ君？　何しとんのアレー」

「白しら鷺さぎ城じようの修しゆう築ちくだ」

「修築？　──人にん足そく使つこうたりせーへんの？」

「彼の術じゆつ式しきは、無む機き物ぶつ対応の治ち癒ゆ系けいだ。燃ねん料りようと資し材ざいは割わり高だかにかかるが、短たん時間である程てい度どの修しゆう復ふくを可能とする。本来は武ぶ装そうなどの修復に使われるものだが、彼のセンスは統とう合ごう系だったそうでな。設計の〝型〟があれば、新しん規き普ふ請しんから修築までこなせるらしい」

「白鷺城だったら、どのくらいで？」

「一ヶ月もあれば、大体は修復可か能のうと聞いた」

「阿あ呆ほやー」

　小西は内ない心しんの底の部分からそう思い、呟つぶやいた。

「そんな効こう率りつ重じゆう視しで、造ぞう船せんや建けん築ちくの公こう共きよう事業に金かね出ださせないとか、狂うとるでー？」

「今、うちがどれだけ忙いそがしいか解わかっているのかね？」

「知らんわあー。だって私、商人やし。政治は政治家かに任せとるもん。──九く鬼き君くん、そこら辺好きそやけど、それ、単能の私に劣おとるって解っとるん？」

「率ひきいる仕事の辛つらいところだな」

「解っとるなら御ご免めんなー？」

　と言いつつ、小西は表示枠を広げた。

　見える制御情報術式プログラムは、自分の手持ち資し金きんの割り当てを行うもの。だがその表ひよう記きの中、幾いくつもの額がくが変へん動どうを起こしているが、

「こっちには干かん渉しよう無いよーやね。池田君言ーたっけ？　彼、結けつ構こう優ゆう秀しゆう？」

　その問い掛けに、九鬼が通つう神しん用ようの表示枠を撫なでるようにしてアジャスト。

・九本角：『池田君、君を優秀だと、小西君が言っている』

・イケ照：『え!?　え!?　小西先せん輩ぱい!?　うおおおおおおわあああああ!?』

　向こう、一回空そらが発光した。池田がミスったらしい。

「賑にぎやかな子やなー」

「一年生がまだ不ふ慣なれな時期だからな」

「九鬼君、昔から堂どう々どうとしてたと聞くけどー？」

「魔神族は風ふう貌ぼうで得だ。──小西君は？」

「私、堺さかいからの後あと入いりやもーん。お父とんが武蔵むさしおるけど、そっち行くの面めん倒どうやて、逆にこっち来てな」

　と、小こ西にしは表示枠を再さい確かく認にん。他者への供きよう給きゆう用ようとしている〝臨りん時じ貸し付け額〟のプールには、既き存そんの貸し付け以外に変へん動どうが無い。そういう事は、

「やーだ、彼、結けつ構こう安く済ませられる人？　優ゆう秀しゆうやけど敵やわ──」

「否いな、単に試験修しゆう復ふくの額がそちらに干かん渉しようするまでもなかったという事だろう」

　見み給たまえ、と九く鬼きが顎あごで示す方向を、小西は見た。

　お？　と思わず声をあげる光こう景けいが、そこにあった。

　望ぼう遠えん術じゆつ式しきで見える西の空間。その大地に、白の形けい状じようが小さく見えていたのだ。

　白しら鷺さぎ城じようの艦かん首しゆだった。

　艦首全ぜん体たいと言えるものではない。大気の波を切り、仮か想そう海かいに艦を安定させるバウの先せん端たんが、しかし確かに夜の大地に生まれ直していたのだ。

　九鬼が言う。

「外がい形けいだけだ。中なか身みはない。ただ装そう甲こうの並びを修復しただけともいえる。

　彼の術式も、細部は作り込めないので、そこには技術者を投とう入にゆうし、結局は長期のチェックを経る事にはなる。が、工期は大きく短たん縮しゆく出来るし、君の嫌きらいな節せつ約やくにもなる」

「あの分だと、本気で一ヶ月もあれば修しゆう築ちく出来るんと違う？」

「否、もっと早くそれを終えるだろう」

「何でやー？」

　解わからないか？　と九鬼が言った。

「君は、自分の店を初めて持てると解った時、その充実を急がなかったか？　──池いけ田だ君は襲しゆう名めいしたばかりの一年生。そして一年生の襲名者しやは、多くが同どう期きとして繫つながりを持っていてね。そんな中で〝航こう空くう艦かんがある〟というのは意味がある事だろう。

　──もっと短い工期で、きっと来るぞ。滝たき川がわ君の後は、こうして継つがれていくのだ」

　だったら、と小西は返した。手て元もとの表示枠を消し、金の動きを見るのをやめ、

「古い私ら、新しい彼らに劣おとらんようにせななー？　……解っとるん？」
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「つっかれたああああああああああああああ！」

　池田は、フレームの残ざん骸がい上に大だいの字じで倒れ込んだ。

　空、修築試し験けんのために艦かん底ていを展開していた艦かん群ぐんがいる。どれもが艦底を閉じて、今の試験の記録を撮とり始める動きだ。

　顔を上げてみれば、自分がいる残骸フレームの向こう。そこには白い艦の外がい殻かくがあった。

　修築白鷺城の、中ちゆう央おう艦かん先せん端たん部ぶだ。

　長さにして五十メートル程、総そう艦かん長ちよう一キロを超える三艦仕じ立たての一部として考えると、あまりにも微び細さいな大きさの修しゆう復ふくだ。

　……試験だから、ってー言い訳わけは通用しないよなー。

　そう思うのは、この疲ひ労ろうが原因だ。術じゆつ式しきの内容として自分の体力を代だい演えんに使っている訳ではないが、制せい御ぎよのためには声を使う。

　流りゆう体たいは祝詞のりとや詠えい唱しよう、紋もん章しように反応するものだ。だから既き存そんの修しゆう築ちく術式は、修築のための詠唱や紋章を使用したり、精せい霊れいを呼び出して使し役えきする。

　自分の場合は違う。

　流体の流れを制御するのは面めん倒どうなので、まず、技術者に頼んで、流体を流し込む〝型〟を用意して貰もらう。あとはその形を頭の中に叩たたき込んで、〝声〟で流体を押し込み流すのだ。

　先に〝型〟があるため、流体の流し込みは安定し、失敗が少ない。また、術じゆつ者しや一人に全ての行程を頼るようなものでもなく、技術者が〝型〟を作るために大だい規き模ぼな施せ術じゆつが可能である。

　正直、自分は術者としては二流どころか三流だという自覚はある。何しろ、修築術式が上う手まく扱えなかったから、先に〝型〟を用意するようにしたのだから。

　大だい事じなのは、声と、それを突き棒ぼうにして流体を流し込むタイミングと向きの操そう作さ。

　声は自分からしか出ないので、〝型〟に対してはそのままだと一いち方向からの偏かたよりをぶつけてしまう事になる。

　だから〝型〟を螺ら旋せん状じように展開し、多た重じゆう方向からの注ちゆう入にゆうを開始するのだが、

「頭使つかうのも慣れてないし、声を抑よく揚ようってのもまた難しいー」

　……空詠みカラオケで鍛きたえてたつもりだけど、まだまだ甘いかー。

　この分だと、白しら鷺さぎ城じようの修築完かん了りようまでどれだけ掛かるだろうか。

　微び妙みような気き落おちと不安を、池いけ田だは感じ、身体からだから力を抜いた。その時だ。

・モリー：『今こん晩ばんは！　今日きようも元気な森もりです！』
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・イケ照：『──あ、森氏し？』

・モリー：『ええと、池田君！　そっちどうですか？　試験をしたと聞きましたが！』

　世にも珍めずらしい触しよく手しゆの同級生からの通つう神しんだ。

　池田は、森・長なが可よしとの直接的な面めん識しきはない。P. A. Odaは広く、校舎とて幾いくつにも分かれている。自分達はどちらかと言えばM. H. R. R.神聖ローマ帝国寄り。森は北陸よりの校舎所しよ属ぞくだ。だが、向こうがやたらと有名人というか有名触手なので、何となく知り合い感がある。

　……向こうはこっちをほとんど知らないよなー。

　その事に気を付けようと思いながら、池田は森と言葉を交わす。

　内容は、今回の業ぎよう務むの件についてだ。

・モリー：『僕の領りよう地ちの方、どうでしたか!?　緑豊ゆたかな山やま間あいで、人々も礼れい儀ぎ正しく、朝の空気も健すこやかで、僕は暗あん黒こく大陸にいた頃ころを忘れて平和を感じるんですが！』

・イケ照：『ああ、Ｔｅｓテスタメント．Ｔｅｓ．、宿しゆく坊ぼうで出た朝あさ飯めし美う味まかったよ。米には山やま芋いも。山さん菜さいに厚めの卵焼きに味み噌そ汁しる。森もり氏しはいつもああいうの食ってる訳わけ？』

・モリー：『いや、最近はちょっと、空詠みカラオケでのジャンク的なものとか、上うわ役やくの方から大量に投とう下かされる脂あぶら物ものとかが多くて……。僕、こってりしたものは苦にが手てなんですよね』

　池いけ田だは、触しよく手しゆも健康に気を遣つかうのだという事を知った。

・イケ照：『やっぱ健康に気を遣って、体重絞しぼったりしてるの？』

・モリー：『Ｔｅｓ．！　いざという時に身体からだが重くなっていてはいけませんからね！　──不ふ破わ様さまは〝瘦やせると触手が敏びん感かんになるわー〟とか言わない！』

　向こうは柴しば田た勢ぜいの主しゆ力りよくと一いつ緒しよらしい。

　……何か凄すごい人達と話せるようになってるんだなあ、俺おれ。

・モリー：『それで、僕が保ほ管かんしていた物ぶつ資しの方で足りました？』

・イケ照：『Ｔｅｓ．、試験の内容としては充分。ここからは別の流りゆう体たい供きよう給きゆうとか、資し材ざい関係の手て筈はずを整える事になるんじゃないかなあ。こっち慶けい長ちようの役えきの動きがあるから、それを流りゆう用ようとか、先せん輩ぱいに聞いてみるっすよ』

・モリー：『つまり、成功ですか！　──おめでとう御ご座ざいます！』

　この触手、いい人だなあ、と池田は思った。

・イケ照：『一応、予定範はん囲いは出来たから成功だと思う。──この方法、どうも検けん証しようしたいとかで、琵び琶わ湖この方からデータくれとか、いろいろなんだけど』

・モリー：『──どういう事です？　琵琶湖の建けん造ぞう施し設せつを、池田様の手しゆ法ほう用ように作り替えるとか？　そんな算さん段だんが？』

・イケ照：『いや、俺もそんなの聞いてないよ。ただ、上の方でも、何か俺の考えたコレの方法で考えたい事があるらしくて。何ていうのかな。ええと……』

　確か、こんな話を聞いたのだ。

・イケ照：『〝この方法なら再さい現げん出来るし、検証出来るかも〟って』

・モリー：『はあ……、ともあれ白しら鷺さぎ城じよう、宜よろしくお願いします。僕も滝たき川がわ様さまとは終ついぞろくに話す事も出来ませんでしたが、僕の管かん理り地ち域いきが御お世せ話わになったのは確かなので』

　Ｔｅｓ．、と池田は頷うなずき、自分の前ぜん任にんとも言える先輩の大きさを改めて知る。

　情報に拠よれば、滝川の一いつ派ぱは彼女を生せい地ちへと送り、そこで解散するのだそうだ。

　引き際ぎわにおいて、孤こ独どくを望んだ彼女を尊そん重ちようするように、以後、皆は遠くより偲しのぶ。

　……凄いなあ……。

　何が凄すごいのかよく解わからないが、そんな風ふうに池田は思う。

・イケ照：『とりあえず俺の方は、早くこの白鷺城を修しゆう築ちくして、次の仕事だ』

・モリー：『次と……、聞いていいでしょうか？』

・イケ照：『名な護ご屋や城じようの調査だよ。そっちの普ふ請しんも俺おれの聖せい譜ふ記き述じゆつにあるらしくて、ほら、今、湾になっちまって地ち脈みやく異常もあるんだけど、とりあえず見てこいって』

　だから、

・イケ照：『いざ地脈の悪あく影えい響きようってのがあっても、抜けられるくらいの艦かんが必要なんだ』

・モリー：『成なる程ほど、──だったら、僕の領りよう地ちを使える限り有用して下さい。領りよう民みんの人ひと達たちも親切ですから。ええ、子供達も純じゆん真しんで、森の中で森しん林りん浴よくしてる僕を見ると〝中ボスが出た！〟とか言って戦せん士し団だんを呼んだりして傷つくなあ……！　一応は僕、管理地ち域いきの大ボスなんですけどね！』

　触しよく手しゆも大変だ、と池いけ田だはしみじみ思った。

　ともあれ池田は、今の自分の位置を再さい確かく認にん。

　先さき程ほどまで九く鬼きや小こ西にしと話をしていたが、自分は慶けい長ちようの役えきには出場しないのだ。立場上じよう、まだ関かん東とうの東側の防ぼう衛えいラインを作っている森もりの手て勢ぜいや資し材ざいを借り、白しら鷺さぎ城じようの修しゆう築ちくに来ているに過ぎない。

・イケ照：『……森氏は、これからどーするんだ？　こっち来るの？』

・モリー：『いえ、僕達柴しば田た勢ぜいは慶長の役には参加していない人達ばかりなので。それに、関かん東とう行きの羽は柴しば様さま達たちが頑がん張ばると思います。──他の七しち将しようもそちらに向かう訳わけですね』

　言われ、池田は身を震わせた。

「────」

　身体からだを起こし、意味も無く西の空を見る。

　何も見えないのは、山さん渓けいの影があるからだ。

　だが、その向こうには存在している。羽柴を中ちゆう枢すうとした羽柴勢と、彼女の乗る安土あづちを中心とした艦かん隊たいが、だ。

　それが今、関東に向けた〝大おお返がえし〟と呼ばれる高こう速そく移動の準備をしている。

　もし、到とう達たつが成功すれば、羽柴勢が慶長の役に参加する事になる。

　七将の内、福ふく島しま・正まさ則のりと加か藤とう・清きよ正まさ、そして加藤・嘉よし明あきに、黒くろ田だ・長なが政まさも、ここに並ぶのだ。残り、浅あさ野の・幸よし長ながと、長なが岡おか・忠ただ興おきもここに向かっている。

「……だとすると、ここに〝いない〟のは俺おれだけか」

　仕方ない、とはいえ、残念ではある。

　無む論ろん、武ぶ闘とうの心こころ得えは薄い方だ。手て抜ぬきを正せい当とう化したような自分の普ふ請しん術じゆつ式しきが認められて襲しゆう名めいしたようなものなのだから。

・モリー：『僕達の方にも、ちょっと動きを作るような指し示じが出ています。池田様も、御ご自分の役やく目めを頑がん張ばって下さい』

　あと、と彼が言った。

・イケ照：『──ん？　何？』

・モリー：『ええ、白しら鷺さぎ城じよう、出来たら、僕乗ってみたいので、宜よろしくお願いします！　僕が白鷺城に入ったって聖せい譜ふ記き述じゆつはないので、かなりアレですけどね！　でも、P. A. Oda屈くつ指しの高速艦かんで、更さらには高度到とう達たつ性能も高いって言うじゃないですか。羨うらやましいなあ！』

　そうかなあ、と思う言葉とは別で、口くち元もとに緩ゆるみが来る。

・イケ照：『名な護ご屋や行った時か、その帰りでルート合うなら便びん乗じようありっしょ』

　言って、池いけ田だは立ち上がった。

　慶けい長ちようの役えき。あと四時間程ほどで始まると言うが、こっちは一ヶ月スパンの大おお仕事だ。

「どうなるかなあ」

　池田が視線を振った南西。そちらには、巨きよ大だいな影がある。

　南に伸びた山さん渓けいに沿った空。海側の方にあるのは、武蔵むさしだ。

　安土あづち以上の巨大艦かん。既すでに戦せん闘とう用ようの装そう備びを充実させつつあるそれは、今、ゆっくりと東を向こうとしていた。

「凄すごい話だ」

　こちらから見える武蔵の概がい要ようを、九く鬼き達たちへと送るように指し示じしながら、池田は一ひと息いきを入れた。

　やるべき事をやらねばならない。何もかもが、誰だれも彼もがそういう時期だ。

「俺おれの夏休みの課題は、もうここにある、ってか」

　さて、

「あの武蔵の中でも、いろいろ忙いそがしいんだろうなー……」
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「ハァイ！　待たせたかしら……！」

　奥おく多た摩まにある湯ゆ屋や〝鈴すずの湯ゆ〟の前、ナルゼの声が響ひびいた。

　彼女が相あい方かたのナイトと共に飛び込んできたのは地下縦たて町まちの中央の天てん井じよう。いつもは正面広ひろ場ばだが、物ぶつ資しの行き来が激しい今はエレベーターリフトの竪たて穴あなとなっている空間からだ。

　他、リフトの上下よりも急ぐ事を優ゆう先せんとする者達と共に、竪穴から二人の魔女テクノヘクセンは落らつ下かするように飛んで来た。荷物は箒ほうきに下げた籠かご二つ。中にあるのは、

「着替え！　持って来たわよ！」

　おう、と湯屋の前にいる馬ば鹿かがホライゾンと共に手を挙げる。

　と、ナルゼの背後についてきたナイトが、宙に舞ったナルゼの羽は根ねを拾い摑つかんだ。

「ガっちゃん、これ」

　エレベーターリフトは乗員を挟んでしまわないかどうかを生せい体たい反応で加か護ご検けん知ちしている。抜けたばかりの羽根は引っかかる時もあるので用心に越した事はない。

　ゆえにナルゼは、相方から自分の抜け落ちを手に取り、

「有あり難がとう。油ゆ断だんしてたわ」

「ううん。──ちょっと脂あぶら落おちてるから、疲れてんだよね、って。そういう事」

　ナルゼはナイトの言葉に微笑した。

「──湯ゆ屋やで整えてくれる？」

　うんうん、と頷うなずく黒魔女シユヴアルツヘクセンが並ぶ。そして二人は、待っている皆の前に、

「到とう着ちやく──！」

「あ、じゃあ、入って、入っ、て……！」

　女おんな湯ゆの入口から、湯屋用ようの水着に浴衣ゆかたを肩から羽は織おっただけの鈴すずが身を覗のぞかせる。

　瞬しゆん間かん。縦たて町まちにいた男おとこ衆しゆうが視線をそちらに向け、その結果、

「馬ば鹿か野や郎ろう！　リフトから顔出して二ふた桁けた引っかかるんじゃねえ！　邪じや魔まだおめえら!!」

　停止警けい報ほうの担当精せい霊れいが半はん鐘しようを鳴らすのを聞きながら、トーリやホライゾンを始めとした武蔵むさし主力勢ぜいが湯屋に急ぎで入っていく。

　関かん東とう解放、その休きゆう息そくの前には戦前会かい議ぎがある。

　会議内ない容ようの精せい査さと情報の共きよう通つう化か。そして何よりも身形みなりを整える時間と場としての湯屋だ。

　制せい限げん時間は二十分。それを思し案あんしたナルゼが、着替えの籠かごを前後に下げた箒ほうきを肩に担かつぎながらこう言った。

「私、烏からすじゃないけど、──烏の行ぎよう水ずいってコレよね、きっと」







[image: 第二章『幸福口の溜まり娘』]
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　浅あさ間まは、湯ゆ屋やのロッカーの前で思し案あんをしていた。

　既すでにアデーレや義よし康やすが服を脱いで、特に義康はタオルを肩から背中に回していい音させながら浴よく場じように入って行ったが、彼女、芸げい風ふうが若わか頭がしら系けいというか、鯔いな背せ系になってないだろうか。

　ともあれ問題は、ぼろぼろになった巫み女こ服ふくではない。

　……トーリ君のシャツ、どーしたもんでしょうかね……。

　洗って返す、というのが普通の選択だろう。

　だが、彼も崩ほう落らくに巻き込まれたせいで、受け取ったシャツも裾すそなどは千ち切ぎれたり、引っ搔かきで穴が開いている。

　しかもこれ、女じよ装そう用ようなので女性ものだ。

　洗ったところでぼろぼろだし、しかも女装用となると、返す事で彼の女装ネタを完全に認めてしまったようにもなる。

　……いえ、まあ、トーリ君は私の部屋に巫女女装セットとか置いて行ってますけどね！

　全く自じ慢まんにならないのがしょうがない。

　だが本当に、コレ、どうしたものか。とりあえず脱いではみたが、処しよ遇ぐうに困る。

　捨てる、という選択肢しもあるにはある。が、それも彼の許きよ可かが必要だと思うし、その一方で、これはほんの数すう時間前まえにあった事の記き念ねんのようにも思う。

　しかし、自分の手て元もとに置くとしても、それにはやはり彼の許可が必要だと思う。勝かつ手てに保ほ管かんするのは性格上じようどうしても無む理りだ。

　でも、保管するにしても洗わないと駄だ目めだろう。血もついているし、土の汚よごれもあって不ふ衛えい生せいだ。そんなものがついた衣類を保管しておくなんて、ありえな……、いや、ミトだったら匂においが薄れるとかであるかもしれませんね。ええ、お母かあさんなら確実にそうしてる筈はず。
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「あなた？　今日きようはいろいろありましたけど、まだまだ夜が忙いそがしくなりますからね。

　まずは着替えてしまいましょう？　ええ、あなたの服はこちら。ええ、ハンカチーフなど、一式もこちらですの。

　──あら、何を言ってますの？　あなたの服は、私が戦せん場じように出る際に持っていきますもの。それでも足りない時は急いで戻って来て擦すった揉もんだというか吸すった悶もんだしますので心の用意だけはしておいて下さいな。あらあら、舞台は用意しないでいいですのよ？　場所など、突とつ発ぱつ的てきな方があなたが喜ぶって私知ってますもの。私もその方が燃えますし。

　──ええ、だから着替えて下さいな。ここで。ええ、──大だい丈じよう夫ぶ、誰だれにも気付かれてませんから大丈夫ですわよ？」
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　……ええ、間違いなくミトのお母かあさんならスメル。

　仏蘭西フランス弁べんで嗅かぐって、何て言うんでしょーか、とそんな事を考えて、浅あさ間まは気付いた。

　……私、面めん倒どくささが次のステージに突とつ入にゆうしてますよね！　これ絶対！

　さっきから、自分に対する弁べん明めいというか、理由付けの思し考こうが充じゆう実じつしすぎている。

　随ずい分ぶんと変わったものだと、浅間は今いま更さらながらに実感する。

　何しろ、今までは、本ほん心しんを出さないように言い訳わけをしていたのだが、今は本心を出すための言い訳をしているようなのだ。

　つまり蓋ふたが進しん化かした。アドバンスト蓋。

　否いな、表ひよう現げん的てきに考えれば、今はどっちかって言うと、隠すための蓋ではなくて差し出すための御お盆ぼんだろうか。否、追加で表現を変えるなら、

　……据すえ膳ぜん……！

　それはちょっと違いますか、と、三秒後に浅間は訂てい正せいし、ある事実に気付いた。

　……な、何も解決になってませんよ……!?

「──う」

　愕がく然ぜんとした。

　旧きゆう蓋の時もそうだったが、この新蓋も、事じ態たいの解決にならないぐるぐる加か減げんではなかなかのようだ。

　参まいりましたー、と浅間は俯うつむきで思った。

　前とは違って、悪い気き分ぶんのする蓋ではないが、答えの出ない行ったり来たりの度ど合あいはだからこそに止める意味も無く、浸ひたりやすい気がする。

　問題は、時間だ。脳のうを無意味に使っている間の時間経けい過かが怖こわい。

　……特に、今は皆と合わせて動かないといけない時間ですからね。

　集団行こう動どう。そう、皆と息を合わせて事件の解決に向かうべきです。だから意味の無い思し案あんはやめて、皆の方を見て頑がん張ばって行こうではありませんか！

「ですよね……！」

　と浅間は、女じよ装そう服ふくを手にしつつも、皆の方、後ろに振り向いた。

　すると、五メートル程ほど離れた位置にて、皆が既すでに服を脱いで立っていた。

「──え？」

　服を脱いでないのは自分だけ。

　すると、皆の中からミトツダイラが一歩を前に出た。

「智とも？　さっきから考え込んで唸うなったりして、大だい丈じよう夫ぶですの？」

「え？　あ、いや、まあ、すみません……」

「フフ、やっぱりアレね！　愚ぐ弟ていと黄よ泉みの底でチュッチュしたりでいろいろ考えちゃったりしてるのよね!?　〝や、やだもう、今夜まともに寝られませんよーう。コーフンしちゃってますよーう。へへへ〟とか言って夜なのに弓ゆみ矢やズバアンみたいな！」

「しませんよそんな事……！」

　まあ何はともあれ、と言ったのはホライゾンだ。

「ミトツダイラ様に対し、浅あさ間ま様さま、一歩リードという事で」

「な、何ですのソレ!?」

「いえいえ、──まあ、御ご安心下ください。一番手はホライゾンですので」

　これはホライゾンなりの嫉しつ妬となのだろうか、と思った時だ。

　ホライゾンが、一ひと息いきを入れた。

「浅間様がいて下さった御お陰かげで、馬ば鹿かも死なずに済んだと言う訳わけです」
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　ミトツダイラは、ホライゾンの言葉の意味に頷うなずいた。

　……確かに、そうですわね。

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが言葉を繫つなげた。

「これは、ホライゾンだけでなく、皆で喜ぶべき事でしょう。──あとで皆にはホライゾンから珈コー琲ヒー牛ぎゆう乳にゆうをオゴりましょう」

　わあい、とナルゼとハイタッチするナイトが逞たくましい。

　しかし、ホライゾンの言う意味はよく解わかる。

　……智ともがいて、良かったんですのよね。

　黄泉の術じゆつ式しきを理解しており、王の事を想おもっている存在。

　彼女が、黄泉に落ちた王を救ったと、そう言えるのだ。

　対し今回、ホライゾンは何もしていない。どちらかというと、この自分がホライゾンを助けてもいる。

　だが、ホライゾンは浅間に〝関係の場〟を与えていて、それがために王は救たすかった。

　浅間は、ホライゾンが出来ない事をした。それも、

「ホライゾンの代わりでは、ありませんわね」

「Ｊｕｄ．、ホライゾンが出来る事をして下さったなら〝代わり〟と言えますが、そうではありません。ホライゾンが出来ない事をして下さったので、これは浅間様の１ポイント取しゆ得とくです」

　何やらホライゾンルールが適用されつつあるようだが、ミトツダイラは追つい及きゆうしなかった。こちらに飛び火すると危険だからだ。

　だが、こうして実際になってみると、何となく解る。

　……私達は、〝関係〟を結び合う事で、〝完全〟に近くなれるんですのね。

　何となく、ミトツダイラは〝国〟という言葉と、その存在を思った。

〝国〟もまた、王や宰さい相しようだけで出来ている訳わけでも、それで運営が適かなう訳でもなく、組そ織しきや個人がそれぞれの役割を分ぶん担たんしていく事で完全となるのだ。

　ゆえにミトツダイラは、ふと思った事を問おうと思った。

「ええと、ホライゾン？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは頷うなずき、思った事を告げた。

「ホライゾンはウエルカム態たい勢せいと言いましたけど、この〝関係〟って、詰まり、我が王やホライゾンが中心で揺るがないというものではなく、私達が中心でもあるんですのよね」
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　確かく認にんのような問い掛け。それに対し、

「Ｊｕｄ．」

　ミトツダイラは、ホライゾンの即そく答とうを聞いた。

「関係とは、お互いのものです。

　ミトツダイラ様の関係には主しゆ従じゆう性せいが含まれているとは思いますが、しかしホライゾン達との関係や、王の視点から考えても、ミトツダイラ様が不ふ可能な事は王を考こう慮りよの一いち番ばん手てとしつつ、ホライゾンや浅あさ間ま様の手による解決も当然ですが自分で言っていて長すぎますねコレ」

　ナルゼが手を挙げた。

「ネタにするためにも解わかりやすく」

「描くつもりですのね!?　そうですのね!?」

「描かない馬ば鹿かが何ど処こにいると思ってんのよ」

　何か負けた気がした。

　だが、各かく部ぶの機き構こうを締めて防ぼう水すい態勢にした成なる実みが、タオルを肩にかけて言った。

「主従というものは、騎き士しが王を助けるだけではなく、王が騎士を助けるのも当然という事よ。そして王でもどうしようもないような事や些さ末まつなら、王を主しゆ体たいとした関係の中から誰だれかが助けるのも有りという事」

　一ひと息いきを入れ、成実は苦く笑しようした。

「当然と言えば当然ね。助けられずに関係が瓦が解かいしたら、そこは全体の綻ほころびになるもの。共同体たいとして、補ほ助じよをし合う横の関係も有りという事よ」

　大体、

「伊だ達てもそろそろ、そういう状況が生じるわ。小お田だ原わら征せい伐ばつが終わった後、政まさ宗むねの遅ち参さん問題が生じる事になるものね」
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　アデーレは、伊だ達て家け副ふく長ちようの言った言葉に疑問した。髪をまとめる彼女に対し、首を傾かしげ、

「ちさん問題……？　何ですか？　地ち産さん品ひんの偽ぎ装そうでもやっちゃったんですか？」

「伊達の地産品って何ですの？」

　ナルゼが即そく答とうした。

「きりたんぽよ。──さあ、偽装してどんな名前にしたか言ってみなさいアデーレ！　二ふた文も字じくらいなら許きよ容よう範はん囲いよ！」

「な、何で自分に問うんですか!?　伊達家副長に言って下さいよ！」

　まあまあ、と間に入った正まさ純ずみが、困ったような笑顔でこう言った。

「──ゴリタンクとか」
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・●　画：『冷めたわ……、今日きようは帰って寝たい……、もう駄だ目め……、ゴリ？　アハ、あ、ここら辺マルゴットの匂においのある空気？　吹っていい……？　タ──ンク……』

・金マル：『ガっちゃん！　正しよう気きに！　正気に！　メディーック！　メディーック！』

・煙草女：『そのメディック役の白魔女ヴアイスヘクセンがヤレてるさね』

・副会長：『くっそ！　くっそ！　いいよ憶おぼえてろ！　次はオランウータン辺りで攻めるからな！　忘れるなよ！』

・不退転：『というか、地産じゃないわ、遅ち参さん問題』
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　あのね、と成なる実みが半はん目めで諭さとすように言うのを、ミトツダイラは聞いた。

「伊達は、小お田だ原わら征せい伐ばつの時、諸しよ国こくと組んで羽は柴しばを迎げい撃げきしようか、なんて考えてもいたのよ。それでタイミング損そこねて小田原に遅参したんだけど、その事を咎とがめられてね。

　政まさ宗むねは羽は柴しばに対し、白しろ装しよう束ぞくで〝死にに来ました〟なんて芝しば居いがかった謝しや罪ざいをしにいくの。ちなみに政宗、後にも別べつ件けんで疑われて、今度は白装束に十じゆう字じ架か背負って京きよう都との羽柴に謝しや罪ざいに行くのよ」

「水み戸と領りよう主しゆゆえ大体は先に調べてましたけど、改めて言われると、書しよ記きが考えそうなネタですわね……」

「あのレベルはちょっと困るわね。……でもまあ、その辺りをこれから伊達は、注意しないといけないの。この時期に政宗を呼びつけられるなんて、一種の人ひと質じちだものね。何とかして、家か臣しん団だん含めて皆でフォローしたり、避けるようにしないと」

　大変ですわね、とミトツダイラは頷うなずいた。

「でも何事も、難なん事じに対しては助け合いということですわね」

「そやな。襲しゆう名めい者しやでなくても、委員会同どう士しだって、横で助け合おうとるしなあ」

　と言う声は、湯ゆ屋やの入口から加か納のうと共に入って来た大おお久く保ぼだ。

「あ、私は小お田だ原わらで湯ゆー充分浸つかったさかい。ここで待ちや。警けい備び役やくやと思うて」

　はあ、と頷うなずくこちらの正面。ホライゾンが頷いた。

「ともあれ、たとえばミトツダイラ様が生活の中で自由に這はって動く右腕うでの助けが欲しい時など、流石さすがの馬ば鹿かもどうにか出来ません。その場合はホライゾンが手助け、となる訳わけです」

　見れば、いつの間にか外れたホライゾンの右腕が、床からこちらを見上げている。

「いや、流石にそういう機き会かいはそうそう無いと思いますの……」

　右腕が、手首から先を俯うつむかせ、ゆらゆらと這ってホライゾンの後ろに回る。

　それを見た皆が、

「ミトっつぁんがいじめた──」

「折せつ角かく右腕が仕事だと思って出てきたのに、可哀かわい想そうに……」

「言い方が、悪かったかも知れませんね……」

「な、何でそうなりますの!?」

　だが、入口の方で怪け訝げんの色を含んだ声がした。

「……何でそんな芸げい当とう出来るんや？」

　言葉を継つげた大久保からホライゾンへと、皆が視線を渡す。蜻蛉とんぼスペアにタオルを引っかけた二ふた代よが首を傾かしげ、

「まさか、ホライゾン様だけの特とく典てんで御ご座ざるのか？」

「ちょっと待って」

　成なる実みが動いた。彼女は首を傾げながら、右肩かたからおもむろに義ぎ腕わんを外す。

　それは無む造ぞう作さに床に落ちかけ、

「と」

　流石に床を傷つけると思ったのだろう。一回、成実は義ぎ脚きやくの足あし先さきで受け、更さらにもう一回軽かるくトラップして板の間に転がした。そして、

「────」

　成実が目を細める先。彼女の義腕は、

「あ」

　指が動いた。だが、それは、手首を震しん動どうさせて、

「──駄だ目めかな？」

　ナイトの首を傾げる通り、そこで終わった。

　そして数秒。誰だれもが、うーむ、と納なつ得とくの声を出す。成実は二度三度と頷いて、

「一応、機き能のう保ほ持じのためのスリープ状態に入るから、それを切っておけば違うかもしれないわ」

　成なる程ほど、と頷うなずいた影がある。

　誾ぎんだ。彼女は自分の義ぎ腕わんを見て、

「私の義腕は、外した時に遠えん隔かく操そう作さを入れなければ強きよう制せいスリープに入るので、自じ律りつ的てきに動くと言う事はありませんね」

「だとするとホライゾンのはスリープに入らないんだ？」

「一応、燃ねん料りようが切れかかると入るようです。ま、何にせよ、義腕と言うよりも、ホライゾンの身体からだの一部という設せつ定ていなので、スリープしないのでしょう。つまり──」

　つまり、

「──元気なのです」

「元気!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、正まさに健康な義腕と言って差し支つかえないかと。──どうですかミトツダイラ様、何となく必要になって来やしませんか」

　何となくやんわりと断っておいた。

　が、こちらの肩に肘ひじを乗せて笑う者がいた。

　喜き美みだ。彼女は横よこ目めでこちらを見て、

「騎き士しと王おう様さまの関係って言っても、まだまだ知らない事ばかりって感じね」

「そうですの？」

「Ｊｕｄ．、そうよ？　それにほら、今さっきの言げんだと愚ぐ弟てい以外、私達がどうしてもアンタ達それぞれにしてやれない事ってあるじゃない？」

　え？　とミトツダイラは疑ぎ問もん詞しを返した。ややあってから、此方こちらと同じように考えていた浅あさ間まが、

「いや、ちょっと、喜美！」

　顔を赤くした抗こう議ぎに、ミトツダイラも思い至る。だが喜美は笑いを濃くして、

「フフ、私、愚弟の作る御お菓か子しや料理の事を言ってたんだけど。──なあに？　浅間？」

「こ、こらっ、喜美は今日きようもう調子に乗りすぎで……！」

　いいじゃない、と馬ば鹿か姉あねは笑えみを止めない。そして彼女は、

「ミトツダイラ？　もしも浅間のシャツが羨うらやましかったなら、強請ねだればいいのよ？　狼おおかみだってちゃんと仕事をしたんだもの。──御ご褒ほう美びは待ってるだけじゃくれないかもしれないけど、黙だまったままでも強請る事は出来るって事を憶おぼえなさいよ？」

　返す言葉も無い。というか、それが出来れば苦労はしない。

　……私の苦にが手て項こう目もくですわよ……！

　ただ、喜美はそのまま、自分達の背後を見た。

「ま、そういう風ふうにきゃあきゃあ言ってられるのも、一種の幸せってもんよ。そしてまた、別の幸せってのもあるにはあるんだけども……」

　皆と一いつ緒しよに視線を向けた先。浴よく場じようの入口に、花がある。

　メアリだ。

　さっきからずっと、頰ほおに手を当てて俯うつむいたままの彼女の周囲には、流りゆう体たいの花が咲いては散っていく。その落ち花とも言える光の中、不ふ意いにメアリはこちらに気付き、

「……えっ、あ、あの、邪じや魔までしたか？」

「いえ、メアリ、そうではなくて……、先に浴場入っても良かったんですのよ？」

　中からは、義よし康やすが音おん響きよう術じゆつ式しきによる単独空詠みカラオケをする声が聞こえる。

　だが、メアリは一いつ瞬しゆんそちらを見て、

「ええと、今、男おとこ湯ゆの方では──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、我が王おう達たちが情じよう報ほう交換の準備をしてる筈はずですわ」

「で、ですよね？　それで、私、あの……」

　メアリは、頰を赤くして俯き、

「昔、点てん蔵ぞう様さまと混こん浴よくした事があったのですけど、それって、今いま更さらながらに、してはいけない事だったのでしょうか……」

　ナルゼがペンを構えたが、誰だれも止める気け配はいがないのが見事だとミトツダイラは思った。
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「よーし！　じゃあ、一いつ丁ちよう覗のぞくぞ！　いいかオメエら！　俺おれがこれからする事を見て、しっかり真ま似ねすんだぞ!?」

　点蔵は、馬ば鹿かが奇き言げんを述べるなり、男湯と女おんな湯ゆを隔へだてる壁を登り始めたのを見た。

　壁は木製。板を支える細い柱はしらと、渡る横よこ木ぎを馬鹿は意い外がいと器き用ように登っていく。

　馬鹿の行く先は天てん井じよう側がわだ。壁かべ上うえは通つう気きのために五十センチ程ほど縦たてに開いており、女湯と男湯が繫つながっているので、

　……そこから覗く、というのが常じよう道どうで御ご座ざろうなあ。

　点蔵からしてみれば、壁を登る要よう領りようで行けば一秒と掛かからない行為だ。だが、覗きとはそういうものではあるまい、と点蔵は思う。多大な苦労と引き替えに、更さらには富を得られるかもしれぬという、その希望にこそ価か値ちがあるので御座ろう、と。

　……ま、メアリ殿どのが近くにいる自分にとっては無む用ような事に御座るが。

　しかし、ならば何な故ぜ、ホライゾン殿や浅あさ間ま殿にミトツダイラ殿がいるこの男は、クライミング覗きを敢かん行こうするので御座ろうか。

「トーリ殿、何故、覗くので御座るか？」

　今まで、幾いく度どとなくこの男に問い掛けた気もするが、昨さつ今こんはまた事情が違うと思ったので、点蔵は問うてみた。

「覗のぞかなくても、もう、よう御ご座ざろう？」

　言うと、馬ば鹿かが上から振り向いた。

　蔑さげすみの顔をしていた。そして馬鹿は、

「テンゾー、もう一回言いってみ？」

「いや、トーリ殿どのなら、もう覗かなくてもよう御座ろうに、と」

　言った先、馬鹿は、顔を横に向け、

「か──っ、──ぺっ」

「な、何で御座るかその唾つばを吐き捨てる真ま似ね！」

「はい皆ー、そこに何かスゴロクをアガっちゃったようなつまんないのがいまーす」

「またそういう妙みように的てき確かくな物もの言いいをするで御座るなあ……！」

　指さして叫ぶと、後ろから肩に硬いものが当たった。ウルキアガの指だ。

「点てん蔵ぞう、貴き様さま、見み損そこなったぞ」

「ウ、ウッキー殿も覗かない派はでは御座らぬか！」

「それは成なる実みが覗いたところで動じぬ女だからな。リアクションが無いならば、それは覗いていないのと同じ事。覗きとは相そう互ごの遣やり取とりがあってこそのものだと解わからぬのか！」

　力説された。

　そしてウルキアガが、上を指さした。

「見ろ！　そろそろ馬鹿が……、馬鹿と言ってはならんな、本ほん心しんでそう思っていても。まあいい、見ろ点蔵！　そろそろトーリが上に到とう達たつする！　つまりあの馬鹿……、馬鹿って言ってはいかんな。ええと」

「だ、大体解ったからいいで御座るよ？」

　ともあれ、馬鹿が天てん井じよう間ま際ぎわに到達した。

　そして空あいた通つう気き口こうから向こうを見て、

　……女じよ子し衆しゆうが気付くまで御ご観かん覧らんに御座るか。

「というかメアリ殿がいるから駄だ目めで御座るよトーリ殿！」

「だったらオメエも来いよ！　ほら！」

　と馬鹿が言った瞬しゆん間かんだった。通気口の向こうから、黒の右腕うでと左腕が顔を出した。

　え？　と点蔵が思う間もなく、左腕が、肘ひじを通気口の柱はしらに巻き付けながら馬鹿の首を摑つかみ、右腕が同じように逆ぎやく側がわの柱に肘を巻き付け、

「あ」

　首を摑まれた馬鹿を吊つるした状態で、振りかぶりつきの打だ撃げきが始まった。

　後ろ、湯ゆ船やの中で鍵けん盤ばんを叩たたいているネシンバラが、

「ゴキャア、とか、パキャア、とか、いい音がしてるねえ」

　頭ず上じよう、四十回くらい殴なぐって、動かなくなった馬ば鹿かを左腕うでが宙ちゆうに放る。

　わずかに長い滞たい空くう時間を持って、全ぜん裸らが湯ゆ船ぶねに腹はら打うちで落らつ下かした。えらく響ひびきのいい快かい音おんと共に湯ゆ柱ばしらがあがり、点てん蔵ぞうは、

「だ、大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざるかトーリ殿どの！」

　頭上、左腕と右腕がハイタッチして向こうに降りていくのが見える。

　……強きよう敵てきで御座るな……！

　訳わけの解わからない事を反射的に思ったが、眼がん前ぜんでは馬鹿が湯船から立ち上がった。

　彼は女おんな湯ゆの方を指さし、

「お、おい！　コラ！　ホライゾン！　何ですかオメエは！」

「何な故ぜに一部丁てい寧ねい語ごで御座るか？」

「はあ!?　解らねえのか点蔵！　行ぎよう儀ぎがいいんだよ！」

　狂きよう人じんは何を言ってるか解らぬ。

　ともあれ目の前にいる馬鹿の雄オスは、改めて女湯の方を指さした。ポーズをキメて、

「ホライゾン！　普通、女湯からの通つう気き口こう使つかったアプローチってのは、石せつ鹼けんとか糠ぬか袋ぶくろを行き来させたりってもんだろう!?」

　瞬しゆん間かんの事だった。超ちよう速そくで通気口から叩たたき込まれた石鹼が、天てん井じようで鋭えい角かくに跳はね、　馬鹿の顔面をヒットした。

　顎あごを斜め上から打ち抜かれた全裸は、決めポーズのまま、ゆらりと揺れ、

「────」

　膝ひざから湯船に倒れ込んだ。

　その湯ゆ飛沫しぶきを避けて、点蔵は洗い場に出る。さて、と辺りを見回し、

「自分の方は、先に身み綺ぎ麗れいにさせて頂いただくで御座るかなあ……」

　と、洗い場の糠袋を視線で求めた。だが、

　……無い？

　洗い場に置いてある受け皿ざらや籠かごの中に、糠袋が無い。どういう事かと思えば、向こう、ウルキアガとネシンバラが籠一いつ杯ぱいの糠袋を抱え込んでいる。

　そしてネシンバラが、記録用ようの表示枠サインフレームを構えてこう言った。

「手持ちの糠袋が無い時、どうするんだっけ？　ちょっと、後の資し料りようとして見せて欲しいんだけど、いいかな？　クロスユナイト君」
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　ナイトは、女おんな衆しゆうの輪を作ってメアリの話を聞いていた。

　彼女は浴よく槽そうの縁ふちに背をつけ、自分の胸を見るような俯うつむき状態で、

「それで、あの、……英国に皆さんがいた時に、ほら、焼き肉、ありましたでしょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、あったねえ」

「あの時、ウエットマン様の勧すすめもあって──」

「ウエットマン？」

　疑問した成なる実みに、シッ、とナルゼが鋭く制せい止しの息を飛ばす。

　その行為に、俯うつむきのメアリは気付かず、

「それであの時、私、点てん蔵ぞう様さまが気き遣づかって浴よく場じように入って来なかったのを、誘って導き入れてしまったんです……」

「ああ、第一特とく務む、何か正せい座ざで暗あん鬱うつにぶつぶつ言ってそうですよねそういう時」

「て、点蔵様はそんな暗い方ではありませんっ」

　アデーレがメアリに[image: ]しかられた。

　しかしメアリは、はっとして、

「あ、いえ、す、すみません。こっちへのフォローに本ほん気きで返してしまって」

　本気なんだー……、とナイトは男おとこ湯ゆにいる忍にん者じやの通神帯ネツト内検けん索さく順位を心配した。アデーレも、メアリの反応に驚きの方が強かったらしく、

「いやあ、貴き重ちようなものをどうも……」

　などと言ってる辺り、

　……メーやんが何をしても皆が得になるような気がするなー。

　ともあれ横ではナルゼが一つ頷うなずき、

「──いいわ、続けて」

「……さっきからナルゼは何を描いてますの？」

「アンタの想そう像ぞうを七倍くらい超えたものかしら」

　はあ、とメアリが頷いた時だ。

　男湯の方から点蔵の声が来た。

　それは、やや迷ったような、少し辿たど々たどしい口く調ちようによる、

「メ、メアリ殿どの──、糠ぬか袋ぶくろ、そっちにあるで御ご座ざるかー」
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　え？　とメアリは思った。

　……糠袋……。

　極きよく東とうで言うボディソープだ。自分もこちらに来てからはよく使用している。

　だが、今、自分は湯ゆ船ぶねの中で、手て元もとにそれは無い。

　更さらには、

　……点蔵様が、私の糠袋を要求されているという事は……。

　それは、自分が使ったものを共きよう用ようしたいという事だ。

　ん、とメアリは、彼の言葉の意味を感じて息を詰めた。横、ミトツダイラが、

「メアリ？　どうしましたの？　第一特とく務むに急ぎ、糠ぬか袋ぶくろを……」

「……出来ません」

「どうしてですの？」

　だって、とメアリは、視線を力ちから尽ずくで持ち上げてミトツダイラを見た。こちらへと真まっ直すぐな瞳ひとみを向けてくる彼女に対し、メアリは自分の心の中にある言葉をはっきりと告げる。

「──私の身体からだに触れたもの、ですよ？　たとえば汗あせなどを拭ぬぐったものなのです。それを点てん蔵ぞう様さまが使う事で、点蔵様が汚よごれたりもですが、汚れに気付かれてしまったら……」

　発した台詞せりふに、皆が顔を見合わせた。

　そしてナイトが動いた。彼女は、両の手を広げて湯の面まで下ろし、返して上げながら、

「さん、──はい」

　直後、皆が叫んだ。

「──無い[image: ]」
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「いやあ、凄すごい破は壊かい力りよく。危うく死ぬところだったよねガっちゃん」

「湯の温度が七度は上がったわ……」

　白黒魔女テクノヘクセンの言葉に、茶ちや化かし誤ご魔ま化かされてると感じたのか、メアリが両手を握って抗こう議ぎする。

「い、いえ、でも、私、綺き麗れいかどうかといえば、戦せん闘とう後ごで汗も搔かきましたし」

　と、言葉を募つのろうとする彼女の肩に、浅あさ間まが手を乗せた。

　巫み女こは、湯ゆ屋やが加か護ごとして掛けている禊祓みそぎ術じゆつ式しきの表示枠サインフレームが湯ゆ船ぶねの上にあるのを示し、

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよメアリ。大体、メアリが駄だ目めだったら恐らく武蔵むさし上じようで大丈夫なのってほとんどいないと思いますから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私の鼻を意い識しきして利かせてみても、メアリからは花の匂においしかしませんのよ？」

「フフ、流石さすがは木もく精せいの血を引くってところねえ」

「……Ｊｕｄ．、では、皆さん、いつもどのような匂いがするのですか？」

　皆の動きが、喜き美み以外止まった。
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・ホラ子：『これはいきなりマニアックな方面にメアリ様からの剛ごう速そつ球きゆう』

・●　画：『マルゴット！　私のは言わなくていいから！　いいからね！』

・不退転：『戦せん闘とうのファクターになるから、基本、脱だつ臭しゆう加護は掛けてるわよね』

・立花嫁：『私し生せい活かつの中では、昨さつ今こんは牡丹ぼたんの香かおりを加護として纏まとってますが』

・蜻蛉切：『拙せつ者しやは汗などかいても、ソッコで水みず浴あびするで御ご座ざるからなあ』

・銀　狼：『それが一番ですわね。基本、汗あせの匂においの原因は放ほう置ちによる代たい謝しや物ぶつの酸さん化かや細さい菌きんの繁はん殖しよくですもの』

・金マル：『ミトっつあん、最近よくアデーレとランニングしてたりするけど、いつも身み綺ぎ麗れいなのは身み繕づくろいの加か護ごでそこら辺アジャストされてんだっけ』

・●　画：『──じゃあその加護の無いアデーレは？』

・貧従士：『……ちょ、ちょっと待って下さい！　何ですか皆さん！　その〝ああ、コイツ、風ふ呂ろ入はいってなさそう〟みたいな目は！　入ってますよ!?　今日きようとか！』

・●　画：『何でアンタそうやって私に設せつ定ていくれるの』

・貧従士：『あ！　余よ計けいな事言いましたか自分！』


《同情ポイント　が　十八ポイント　貧ひん従じゆう士し様に加算されました》



・あさま：『あっ、良かったですねアデーレ。コレ、通つう神しんの神様が考こう案あん天てん啓けいした新システムで、三百ポイント貯たまれば神様から同情の言葉が貰もらえます。頑がん張ばりましょう』

・貧従士：『頑張って貰えるのは同情の言葉よりも胸むねの大きさにして下さいよ!!』

・金マル：『何か凄すごく言ってる事繫つながってないんだけど大だい丈じよう夫ぶ？』

・蜻蛉切：『そうで御ご座ざるよ従士殿どの、誰だれもそんな目で見てないで御座るぞ？　大体今いまさっきは、皆で視線を逸そらしたので御座るから』

・貧従士：『それ同じ！　同じ事ですよ！』

・あさま：『──ともあれ、メアリの方からは、点てん蔵ぞう君くんの匂いとか、どうなんです？　ぶっちゃけ、点蔵君、メアリに会う前は仕事優ゆう先せんで、そこら辺無む頓とん着ちやくでしたけど』

・メアリ：『Ｊｕｄジヤツジ．、──初めての出で逢あいで押し倒された時は慌あわてて気にしませんでしたし、次に上から覆おおい被かぶさられた時もビックリが優先でしたし、その後は御風呂でしたから』

・貧従士：『──犯罪重かさねてませんか、第一特とく務む』

・銀　狼：『というか、英国に足止めされてる時、その頃ころには輸ゆ送そう艦かんにちゃんとした洗せん濯たく施し設せつなども増ぞう築ちくされていたんでしたわね……』

・賢姉様：『何よ点蔵。メアリが女の子だって気付いたら洗濯始はじめた訳わけ？　フフ、だとしたら、メアリの事、初めから相当に気き遣づかっていたのねえ』
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「あのー、糠ぬか袋ぶくろはまだで御座るかメアリ殿どの」

　聞こえて来た声に、額ひたいを寄せ合い始めていた女性陣じんは慌あわてて姿し勢せいを戻した。

　しかし、当のメアリは、

「え、ええと、糠袋と言っても……」

「ククク、メアリ！　もうアンタ、全身ガッチリ擦こすりつけまくって点蔵に間かん接せつプレイでもしてあげるくらいでいけばいいのよ！」

「──間接プレイ？」

　メアリの素直な疑問に、浅あさ間まが喜き美みの頭を後ろから叩たたこうとして高たか嶺ね舞まいでキャンセルされた。しかし空から振ぶりした浅間は、眉まゆを立てた笑えみで喜美を指さし、

「喜美？　メアリに変な事教おしえないで下さい」

「あら？　具体的にどんな事？」

「えっ？」

　浅間は動きを止めて、周囲を見た。すると皆が一度視し線せんを返し、しかしすぐに逸そらす。対する浅間は慌あわてて手を横に振り、

「い、いや、何でもないですよーう!?　間接！　間かん接せつプレイって、つまり糠ぬか袋ぶくろを投げっこするという意味で間接的に遊んでるという、そういう事ですよね？」

　浅間は、喜美が肩に乗せる手を幾いく度ども払いつつ、メアリに視線を向け直した。

「で！　話戻もどしますけど！　どうしますメアリ」

「ホライゾン思いますに、ここはもう、どっかのオッサンが使った糠袋を向こうに投げ込んで、メアリ様の匂においも何も届けずセーフ、というのがいいのでは」

「ここ女おんな湯ゆ！　女湯ですのよ!?」

「フフ、じゃあ、未使用のでいいんじゃないの？　──ホライゾン！」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　とホライゾンが言うなり、右腕うでと左腕が洗い場の床を高速スライディングして行った。途と中ちゆう、左腕が洗い場の中央で止まり、右腕が先せん行こう。果たして右腕は、流しの籠かごから新しん品ぴんの糠袋を取り上げ、

『────』

　左腕に中ちゆう継けいした。それを受け取った左腕は、身を反そらして跳ちよう躍やく。空中でオーバーヘッド気ぎ味みのスイングを入れて、

「見事で御ご座ざる！」

　二ふた代よが、投じられた糠袋を受け取った。

　そして二代がメアリにそれを渡すと、ホライゾンが、

「ささ、メアリ様、一気に、グイっと」

「Ｊｕ、Ｊｕｄ．！」

「さあ、点蔵様の処ところへ！」

　と言ったのが悪かった。投とう擲てき中ちゆうに動きがぎこちなくなったメアリの手から、

「あ」

　正面にいたアデーレの頭に糠袋が叩きつけられた。

　湿しめった音がして、メアリが慌あわててアデーレににじり寄る。アデーレの頭を抱えるようにした彼女は、

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかアデーレ様！」

「ぬおおおお、男だったら絶ぜつ景けいなんですけどね今！　というか、メアリさんからの一いち撃げきを食らったら精せい霊れいの御ご加か護ごで大きくなったりしますよね！」

「フフ、貴女あなたの現状は貧ひん乳にゆうですか、それとも無む乳にゆうですか、──正直者には両方あげましょう」

「ってかメアリって木もく精せい系けいだから、養よう分ぶん吸われて小さくなるんじゃないかしら」

「恐ろしい事言わないで下さいよ喜き美みさんも第四特とく務むも！」

「ともあれ馬ば鹿かな流れは放っておいて、もう一回ですのよ──！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたメアリが、両手で糠ぬか袋ぶくろを拝おがんだ。そして彼女は、おもむろにキスをして、花を周囲に澪こぼしてから、はっとした顔で皆を見る。

「──いいですか皆様、今のは、上う手まく行くようにと言う願がん掛かけのキスです」

「いいわ。続けるのよ。そのまま全てを見せて頂ちよう戴だい」

「……ガっちゃん何かかなり入り込んでない？」

　だが、苦く笑しようのメアリは一ひと息いきを入れてそれを投じた。そして、

「──Ｊｕｄ．、有あり難がたいで御ご座ざるよ！　メアリ殿どの！」

　点てん蔵ぞうの声が、何な故ぜか湯を蹴け立たてる音や、男おとこ共どもの殴なぐり合う音と混じって聞こえてくる。

　そんな騒さわぎの響ひびきの中、一つの吐と息いきが生じた。

　正まさ純ずみだ。今までツキノワと表示枠サインフレームを重ねては消していた彼女は、

「よし、──こっちはまとまった。少々時じ間かんを食ったが、戦後の息いき抜ぬきは出来たろう。

　ちょっと情報交こう換かんとお互いのコンセンサス、いいか？」

　一息と共に、正純が額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。その手て指ゆびの下、彼女は眉まゆを立てた笑えみをもって、

「恐らくだが、関かん東とう解放とは別で、夏休みにも食い込むような事件が生じるぞ、これは」

　視線の向く先、浴よく槽そうの端はしでこちらの騒ぎを避けている人ひと影かげがいる。

「里さと見み生徒会長、──幾いくつか、見直しも含めてここから先の話をしよう」
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「──そういう訳わけで、里見生徒会長、今後の話と、現状の確かく認にんだ」

　という武蔵むさし副ふく会長の言葉に、義よし康やすは頷うなずいた。

　……あつー……。

　風ふ呂ろは、本ほん日じつ二度目だ。

　小お田だ原わらで戦った後に長ちよう時間浸つかって空詠みカラオケ大会までやっていた訳だから、今、ここで湯ゆ屋やの世せ話わになる意味は無いように思う。それに、今までの生活から鑑かんがみても、二に度ど風呂などはあり得ない事だ。だが、

　……戦せん場じようから戦場に渡る間の禊祓みそぎと、情報交換の場と考えようか。

　関東解放を司つかさどる武蔵勢ぜいの中ちゆう枢すうと共にいるのだ。作さく戦せん会議とも言える現在、関わる意味でも、こういう付き合いは必要だろう。

　……私も、随ずい分ぶんと変わったなあ……。

　こんな〝付き合い〟、里さと見みにいた頃ころはキャンセルして姉あねや義よし頼よりに任せていたろうに。

　だが、今は〝今〟なのだ。そして〝今〟は、里美の代表が自分なのだ。

　もし自分に、自分のような妹がいたら、彼女の付き合いキャンセルを己おのれは笑って認めてやれるだろうか。

　無む論ろん、自分が、姉達と同じになる必要は無い。襟えり首くびや耳でも摑つかんで同どう道どうさせるのだって、構わないのだ。しかし、

「──まあいいか」

　義よし康やすは湯で一度顔かおを洗い、武蔵むさし副ふく会長を見た。

「関かん東とう解放についての算さん段だんなど、武蔵側がわの方針を聞かせて貰もらいたい」

　言葉を投げかけた先、武蔵副会長が頷うなずいた。

　彼女は、武蔵むさし野の艦かん橋きようから送られてくる外の画が像ぞうを表示枠サインフレームに映しながら、こう言った。

「──まあ、何だ。ひょっとすると武蔵、関東解放に出られないかもな」

「待てえ──!!」

　義康は反射的に叫んだ。

「風ふ呂ろ入った意味が何ど処こにある!?」







[image: 第三章『寛ぎ場の仕事人達』]
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　酒さか井いは、夜の風を浴びながら、こう思う。

　……このところ、夜に外出みたいな、そんな不ふ良りよう生活になる事が多いねえ。

　出来れば屋や敷しきの中で、買い込んだ黒盤ＤＶＤのボックスやコレクションなど検けん分ぶんして、〝奥おく多た摩ま〟の負ふ担たんを減らしてやりたいとも思うのだが、

「他国の動きは俺おれの楽しい余よ暇かを考えてくれないもんだね、〝武蔵むさし〟さん」

　場所は武蔵野むさしの艦かん橋きよう上じよう。その上にて、風かぜ除よけの格こう子し衝つい立たてとテーブルセットを置き、〝酒井〟は武蔵に問うていた。

「ちょっとここのところ、忙いそがし過ぎない？　どう思う？」

「学長という職業は年中無む休きゆうだと思いますが、如何いかがでしょうか。──以上」

「そりゃ肩かた書がきであって、公こう務む員いんなら四時～六時終わりでいいと思うけどねえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵〟が頷うなずいた。

　彼女は重力制せい御ぎよで引き寄せたサイドテーブルから、皿さらと桃ももを取り出し、

「今晩はこれからまた忙しくなるので、御お酒さけではなく真田さなだで仕入れた果くだ物ものなどを。──以上」

「……ゆっくり寝てもいられないか。正まさ純ずみ君、張り切り過ぎだよね」

「それを言ったら、羽は柴しば勢ぜいの方々などはもっと張り切り過ぎかと。──以上」

　と、〝武蔵〟は表示枠サインフレームを一枚出した。

　手て袋ぶくろをつけているため、桃の剝むき上げも宙ちゆうに浮かせたものだ。本ほん人にんは茶ちやの用意をしながら、表示枠を酒井に向ける。そこに映るのは極東全体の概がい要よう図ずで、

「──表示枠内ない、極東で以前より発生している羽柴勢とP. A. Odaの輸ゆ送そう艦かんの流れです。光こう学がく観かん測そくと、各かく地方の流りゆう通つうによる物ぶつ価か変へん動どう、そして協力態たい勢せいにある各かつ国こくの情報から纏まとめました。

　その結果として、見えているのが──」

　表示枠の中で、幾いくつものリボンラインが一箇か所しよに向かっていく。

「琵び琶わ湖こ。現状では、P. A. Odaの巨きよ大だい建設施し設せつと予測されています。そこに、極東中から資し材ざいが大量に搬はん入にゆうされているのです。それも、夜に昼にと関係なく。──異常」

「また何か、安土あづちみたいな艦を作ってるとか？」

「いえ、資材の内容として、砲ほうや重じゆう装そう甲こうに扱われるものは、転てん用ようしない限りは無いと判はん断だんされています。それに、持ち込まれていく資材の多くは、既すでに表おもてに出たものです。──以上」

　ふうんと頷うなずきつつ、しかし酒井は、首を傾かしげた。

「既に表に出たものって、何？」

「質問ばかりですね。酒井様。──以上」

「武蔵さんが謎なぞかけ好きなんだよ」

　言って、酒井は西の空を見た。

「──巴パ里リか」

「御ご名めい答とうです酒さか井い様さま。──以上」

「……もうちょっと感かん慨がいつけて褒ほめてくれないかなあ〝武蔵むさし〟さん」

　切られた桃ももが皿さらと共に酒井の前に置かれた。そして〝武蔵〟が、

「何な故ぜ、巴里、と？──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、巴里を水すい没ぼつさせるために羽は柴しばが持ち込んだ資し材ざいは、当然、P. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国内で羽柴が好きに出来る資材だよね。少なくとも、急ぎで持ち去っても、他た派はの迷めい惑わくにならないものって事になる。──報告に拠よれば、あれは全部、航こう空くう艦かんの構こう造ぞう材ざいや装そう甲こう板ばんだ」

　つまり、

「羽柴は、琵び琶わ湖この巨きよ大だい施し設せつを用いて、輸ゆ送そう艦かん群ぐんを作っている、と？」

「輸送艦〝群〟と言えるのは、何故でしょう酒井様。──以上」

「輸送艦でも、巨大艦ともなればフレームや外がい殻かくなどは強きよう固こになって、段だん々だん戦せん艦かんと変わらなくなっていくからね。〝武蔵〟さんだってそうでしょ？　ワンオフだよね」

「Ｊｕｄ．、当艦は、元々が他国に利用されないよう、不ふ可か侵しんを可能とする防ぼう護ご性能を要求されていましたので、等とう級きゆうと同どう等とう以上のフレームと装甲を専せん用ようで備えております。──以上」

「だとすると、──規き格かく外がいを想そう定ていしない資材を集めるP. A. Odaは、〝武蔵〟さん程じゃない、そんなクラスの輸送艦を大量に造ぞう船せんしているという事になる」

「何故でしょうか。──以上」

「その謎なぞかけに、答えはあるかな？」

「ありません。──以上」

〝武蔵〟の即そく答とうに、だよねえ、と酒井は頷うなずいた。

「それこそ、これが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズなんかだったら、外がい界かいに向けての大だい規き模ぼ開かい拓たく事業、とか言えるんだろうけどさ」

「何をP. A. Odaは考えているのでしょうか。──以上」

「予測はある？」

「Ｊｕｄ．、輸送艦群による大だい商しよう船せん隊たいを作って、極きよく東とうの経済流りゆう通つうを一気に掌しよう握あくする、などです。

　無む論ろん、そのような事をするには、神しん道とうや各教きよう譜ふなどのインフラを掌握する必要もあり、支配体たい制せいを築く事は不可能かと判はん断だん出来ます。──以上」

「だとすると、ちょっと気を付けておいた方がいいって事かな。そして当面の問題は──」

　酒井は、添そえられた箸はしで桃をつまみながら、南西の空を見た。

　上昇してくる外がい交こう艦に、武蔵側からの案内をする水みず先さき案内の小しよう艦かんが何なん隻せきも向かっていく。

　だが、酒井の目は、更さらに向こうを見通していた。

　小お田だ原わら。

　その黒い夜空に浮かぶ艦かん群ぐんから、幾いくつかの艦が東に航こう行こうを始めたのだ。

「──小お田だ原わら征せい伐ばつを終え、慶けい長ちようの役えきのために江え戸どの羽は柴しば側と合流する諸しよ家かの艦かん群ぐんだ。

　つまり、小田原征伐まではその歴史再さい現げんを助けるために毛もう利りと武蔵側に付く。

　そして小田原征伐後は、羽柴側として動きを作る。──そういう事だね」
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　大人おとなは大変だよね、と苦く笑しようで呟つぶやく酒さか井いに、〝武蔵むさし〟が言った。

「本ほん艦かんは零ゼロ歳さいの子供ですのでその辺りよく解わかりませんが、やはり、欧おう州しゆうにて羽柴側の支し配はい権けんに組み込まれたり、隣りん接せつする国は、トーリ様達たちの側に付く事が難しいと、そういう事でしょうか。──以上」

「よく解わかってる子供がいたもんだね〝武蔵〟さん。褒ほめようか？」

「どうぞ。──以上」

「偉えらいね〝武蔵〟さん、三十歳さいくらいの判はん断だん力りよくだよ」

「そんなに私を御ご自分の年ねん齢れいに近づけたいのですか、酒井様。──以上」

「いやいや、男の方が精神年齢低いから」

「有あり難がとう御ご座ざいます。ともあれ実じつ質しつ、各かつ国こくの動きが如い何かなるものか、酒井様はどう判断されますか。──以上」

　そうだねえ、と酒井が、南の空を東へと急ぐ艦群に視線を向ける。

「正直、武蔵側として見たら面めん倒どうだけど、歴史再現として見たら正しい動きだよ。小田原征伐にちゃんと参加して、そして慶長の役にも参加する。──逆に、毛利なんかの方がおかしい。小田原征伐では羽柴側にも付きつつ、慶長の役ではその敵に回る訳わけだからね」

　酒井は、東へと移動する艦を数えていく。そして、側そく部ぶの紋もん章しようなどに目を細め、

「来る時に見た艦で、抜けてるのがあるな。大体何ど処こかは解るけど、──これは少し、面めん倒どうな流れが生じてるもんだねえ」

「簡単な戦いくさにはならない、という事ですか。正まさ純ずみ様さまが喜ばれるかと。──以上」

「いや、それどころじゃなくてさ」

　酒井は、一ひと息いきを入れて、湯ゆ飲のみを取った。

　皿さらの桃ももを、箸はしで軽く揺らし、

「甘いねえ」

「そう仰おつしやられると統とう計けい的てきに見ておりましたので、御お茶ちやは濃いめに仕上げました。──以上」

〝武蔵〟は頷うなずき、東へ行く艦群と、こちらへと向かって来る外がい交こう艦かんに視線を向けた。

「どうなると、そうお思いですか。酒井様。──以上」

「その謎なぞかけに、答えはある？」

「言うと、はぐらかして誤ご魔ま化かすので言いません。──以上」

　ただ、と彼女は言葉を繫つなげた。

「つまり私の予想は当たっているだろう、と判はん断だん出来ます。──以上」
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「ちょっと待て！　どういう予想だ一体！」

　湯ゆ屋やの濃い湯ゆ気げの中、正まさ純ずみは義よし康やすの抗こう議ぎを聞いた。義康が、湯ゆ船ぶねの中で膝ひざ立だちになり、

「武蔵むさし勢ぜいが、関かん東とう解放に参加しないだと!?」

「んー、そこまで明確な予想じゃないけどな」

　……ちょっと言い方が刺し激げき強かったかー。

　と、正純は内ない心しんで少々反はん省せい。だが、頭の中にある予想は、その内容の現実性せいに対し、〝可能性〟という三文字を引き剝はがす事が出来ない。

「いいか、里さと見み生徒会長。──まず、私達の第一目もく標ひようは、関東解放だ」

　これは、一昨日おとといの夕ゆう刻こく、北ほう条じようや毛もう利りとの交こう渉しよう開始時じに述べた事だ。

「今もその方針は生きている。北条と毛利を相手に述べた事であり、それゆえに小お田だ原わら征せい伐ばつなども成立したのだから」

「では、何な故ぜ、関東解放への不ふ参加を予想した？」

「羽は柴しば側の動きだ」

　正純は告げた。

「羽柴としては、関東解放をどうしても妨さまたげたい。──江え戸ど側がわに戦せん力りよくを常じよう駐ちゆうさせる事が出来れば、武蔵は関東から離れられないからな」

　ナルゼが右手を挙げた。

「関東から離れらんないって言うけど、真田さなだは、あそこ、関東じゃなくて甲こう信しん越えつ地方じゃなかったかしら」

「隣りん接せつ地ち域いきだからロング関東だ。そう思え」

「アバウトだ……！」

　と皆が言うが、あれは移い動どう教室なのだ。

「学生としての事業の際、江え戸どから侵しん攻こうなどがされたら、当然のように抗こう議ぎするさ。でも羽柴は聖せい連れん側がわなので、そのような強ごう引いんな動きはなかなかとれない。その位は見み越こしている」

　はい、と今度はナイトが手を挙げた。

「ナイちゃん疑問に思ったけど、その場合、抗議してどうする気だったのかな？」

「そりゃあ当然──」

　正純は、当然として言葉を作った。

「──軽く江戸につっかけて、関東解放の橋きよう頭とう堡ほになるような土地を得るか、それとも権けん益えきを得るか、だ」
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・ウキー：『やはり戦争だったか……』

・不退転：『何をしても戦争になるなら、羽は柴しばも仕掛けて来ない訳わけね……』

・いんび：『ははは、頼もしいね！』

・副会長：『いや待て！　普通そうだろ!?　そうするだろ!?』

・あずま：『方法が悪いんじゃないかなあ……』
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　浅あさ間まが男子勢ぜいとも通つう神しんを統とう括かつし、会議の場を作ったのだろう。

　正まさ純ずみは、言葉が男おとこ湯ゆ側がわと行き来出来る事を確かく認にんし、

「──そういう訳わけで里さと見み生徒会長、こちらとしては関かん東とう解放を第一に考えている事に間違いは無い。羽柴側に幾いくつかの動きがあるならば、目の前にある関東解放を如い何かに有利に進めるかに繫つないだ方がいい。そういう時間帯たいになっているのは確かなんだ」

「では、どうして、だ？」

　里見生徒会長が、湯ゆ船ぶねに腰を下ろし直して問うてくる。

「何な故ぜ、武蔵が関東解放に出られないかも、と？」

「事情は武蔵側にある訳ではない」

　正純は言った。

「──三十年戦せん争そうだ」
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　三十年戦争？　と義よし康やすは首を傾かしげた。

　自分は関東の里見家け代表。欧おう州しゆう側がわの戦争とは縁えんが遠い。

　無む論ろん、三十年戦せん争そうに対しての知ち識しきはあるが、それがここでどう繫がってくるのかが解わからない。大体、

「三十年戦争の、何がここに関係するのだ？」

「単純に言えば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の確かく執しつだ」

　は？　と義康は再度の首を傾げた。

　現状、六護式仏蘭西とM. H. R. R. の間で、何が問題あるというのか。何故なら、

「──その二国は、既すでに戦せん端たんを開いているであろう？」

　巴パ里リの水すい没ぼつ戦せんもだが、その準備となる期間でも、二国は激げき突とつしている。

　だが、こちらの疑問の一方で、

「ああ」

　と、頷うなずく者達がいた。

　それは立たち花ばな夫ふ妻さいであり、伊だ達て家け副ふく長ちようもだ。水み戸と領りよう主しゆも白黒魔女テクノヘクセンもそうだし、英国王おう女じよも、だった。横にいる従じゆう士しも、

「あー、多分、そういう事かも……」

　という、怪け訝げんな言葉を発している。通つう神しんからも、

・十ＺＯ：『──Ｊｕｄジヤツジ．、妥だ当とうな流れになるかもしれぬで御ご座ざるな』

　という第一特務の言葉が来た。そして英国王女が、頰ほおに手を当て、

「点てん蔵ぞう様さま、流石さすがですね……」

　黒魔女シユヴアルツヘクセンが浴よく槽そう用ように設せつ置ちされた蛇じや口ぐちを捻ひねって水を注そそぎ出した。

　そんな彼女達の言げん動どうと反応を見て、義よし康やすはこう思った。

　……あれ？　この真しん相そうに気付かない私って、馬ば鹿かか？

　三年梅うめ組ぐみの連れん中ちゆうについては、外げ道どうとか、鬼き畜ちくとか、容よう赦しや皆かい無むerとか、精神的アグレッサーなど、そういう言葉を思いつく自分だ。

　しかしそんな連中に理解や予よ測そくが出来ていて、自分に出来ないとは。

　すると武蔵むさしの姫ひめが、此方こちらを向いた。

「さあ、ヨッシー様、正解をどうぞ」

「わ、私か!?」

「御ご安心下ください。ホライゾンもよく解わかっておりません」

〝も〟と言われた時点で負けが確かく定ていしている気がする。だが、と義康は思った。

・義　　：『無む知ちは恥はじではない！　そうだよな！』

・俺　　：『あるぇ──？　ペタ子ぉおお、解らないでしゅうううううう？』

・義　　：『貴き様さまあ──!!』

　まあまあ、と武蔵むさし副ふく会長から言葉が来た。

　彼女は、タオルで顔を一度拭ぬぐってから、頭の上にアリクイを置いた。

「私も、正直なところ、三十年戦せん争そうの流れについては不ふ慣なれだ。元々、三み河かわにて学んでいた際、極きよく東とう側がわの流れを中心としていたからな」

　言うものだ、と義康は思った。

　武蔵副会長が極東側の政治の流れに詳しいのは確かだろう。だがそれゆえに、彼女は今の世界情じよう勢せいを、暫ざん定てい支配をする欧おう州しゆう側がわからの上から目め線せんではなく、極東側からの見上げる視線で見る事が出来る。

　ゆえに武蔵は、各かつ国こくの〝不ふ文ぶん律りつ〟に縛しばられる事がない。むしろ自由を望む。

　各国を振り回す武蔵の素そ地じは、そこだ。

　その上で、と義康は武蔵副会長の事を思った。

　……武蔵副会長にとって、外がい交こうを英国からスタートさせたのが大きいのだろうな。

　英国の妖よう精せい女じよ王おうは、強きよう国こく相手の外がい交こうを示し、三世西班牙トレス・エスパニアは歴史の意味を教えた。

　いろいろな流れを経て、彼女が武蔵むさしと共に関かん東とうに来た際は、極きよく東とう側がわを基き礎そとする関東勢ぜいや奥おう州しゆう勢に対し、世界を絡からめた視点で語れるようになっていた。

　それが今、三十年戦せん争そうという、欧州の流れを捉とらえ、手に摑つかもうとしている。

「成なる程ほど」

　未いまだ未み熟じゆくという、そんな自己判はん断だんをする武蔵副ふく会長が、三十年戦争を捉える意味。

　……つまり、ここには世界のターニングポイントがあるという事だ。

「聞いておこう。──一体、三十年戦争が関東解かい放ほうと武蔵にどう影えい響きようを与えるというのだ？」

　義よし康やすは、問いかけを重ねた。

「大体、既すでに三十年戦争は始まっている。それもずっと昔から、だ。

　今も巴パ里リでの戦せん闘とうがあったばかりで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは覇は道どうの始まりを告げたのだ。

　──それが、関東解放と武蔵に対し、何の意味を持つ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは、副会長ではなかった。

　水み戸と領りよう主しゆだ。

　六護式仏蘭西との繫つながりが最も強い彼女。その獣じゆう眼がんが此方こちらを見て、こう言った。

「残念ですが、勘かん違ちがいがありますわね」

　それは、

「実のところ、まだ、六護式仏蘭西は三十年戦争を始めてなかったんですのよ？」
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　先さき程ほどの輸ゆ送そう艦かん上での話。それをここに引き寄せて行く感を得ながら、ミトツダイラは義康の問いかけを聞いた。

「六護式仏蘭西が、三十年戦争を始めていない、と？」

「Ｊｕｄ．、そうですわ」

　ミトツダイラは、会え釈しやくと共に言葉を重ねる。

「正確に言えば、六護式仏蘭西は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と戦争をしていませんの」

「だが、戦せん端たんは既すでに開いているぞ？」

「では、一つ疑問しますわ」

　ミトツダイラは、義康に意味を通じさせるため、ゆっくりと問うた。

「……里さと見みは既に、羽は柴しば勢ぜいと、戦争を行っていますの？」

　投じた疑問。それに対し、義康が頷うなずき掛け、しかし、

「────」

　彼女は、口に手を当て、視線を下に向けた。

　思し案あんだ。

　そして数秒の時間をもって、義よし康やすがこちらを見た。彼女は、ちらりと皆を見渡し、

「……同どう盟めいか」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　ミトツダイラは、今こそ笑えみを得た。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、現状、既すでに三十年戦せん争そうを開始していた国との同盟を結んでおり、自らはそれに応じた戦せん域いきしか得ていませんの。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国側から受けた際は、それを後の三十年戦争分ぶんや、M. H. R. R. 側からの聖せい譜ふ記き述じゆつ無む視しの行いとして回すか、毛もう利り側がわへの羽は柴しばの侵しん攻こうとして受け取るかと、そんなやり方ですわね。その六護式仏蘭西が今回、何かの仕込みをしてきてるのは、どういう事か、解わかりますでしょう？」

「つまり、……その同盟と、六護式仏蘭西の立場に押された仕込みか」

　察しがいい。

「──恐らくですけど、改派プロテスタントと繫がりあるM. H. R. R. 内の領りよう邦ほう、もしくは近きん隣りん諸しよ国こくを巻き込む何かが、動いているのだと思いますわ」

「流石さすがに、〝何ど処こか〟までは解わからないか」

「Ｊｕｄ．、そこまでは。──ただ、ある程てい度どの見けん当とうをつける事は可能ですわね」

・俺　　：『おーい』

・副会長：『何だ馬ば鹿か』

・ウキー：『トーリ、話の腰を折るな』

・貧従士：『そうですよ総そう長ちよう、あまり邪じや魔ましない方が……』

・ホラ子：『さあ、今日きよう御ご紹しよう介かいいたしますのはこの不ふ人にん気き総長！　御ご覧らんになっておられます通りの[image: ]しつ責せき具合で何と今日は生徒会長もセットで！　い・ま・な・ら印いん刷さつ機きもつけますとも！』

・俺　　：『くっっそおおおお！　当とう事じ者しやだと絶ぜつ対たい出来ねえネタをやられた！』

・ホラ子：『誰だれかが先にやってしまうのではないかと不ふ肖しようこのホライゾン警けい戒かいしておりましたが、間に合ったようで。──如何いかがでしょうか皆様』

・賢姉様：『あらあらホライゾン？　愚ぐ弟ていをセットで何処に出す気なの？　自己回かい収しゆう？』

・あさま：『ええと、まあ、その場合はしょうがないので、番ばん屋やルールと同じく、私の方で引き取って戻すという感じでしょうか……。印刷機は要いりませんけど』

・銀　狼：『というかその場合は騎き士しとしてソッコ回収しますのよ！』

・金マル：『回収じゃなくて保ほ護ごじゃないかな？』

　そんな気もしますの。だが、

・銀　狼：『我が王？　おーい、って、一体何が？』

・ホラ子：『またつまらんネタが来ますよミトツダイラ様……』

・俺　　：『おいおいそんな期待すんなよホライゾン』

　ホライゾンが石せつ鹼けんを高速のスナップで放ち、男おとこ湯ゆの方から何かが湯ゆ船ぶねに倒れる音がした。ややあってから、

・十ＺＯ：『ええと、代だい理りで御ご座ざるが、要するに〝三十年戦せん争そうって何？〟って話で御座るな』

・あさま：『あ、私もそれ、トーリ君と同じで、ちょっと解わかってないです。大体の流れは解ってるんですが、欧おう州しゆう側がわは管かん轄かつ外がいな部分もあるので』

・賢姉様：『あらあら、浅あさ間まったら愚ぐ弟ていと一いつ緒しよ？　そうなの？　そうなのね浅間!?』

・銀　狼：『…………』

・貧従士：『第五特とく務む！　その無む言ごんの笑えみはやめましょうよ！』

・あさま：『お、落ち着いて下さいミト！　解ってる方が偉えらいんですよ!?』

・俺　　：『つーかネイト、じゃちょっと、俺おれに教えてくんね？』

・銀　狼：『──Ｊｕｄジヤツジ．！　いいですわ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側からの視し点てんにもなりますけど、その部分は各おの々おの補ほ正せいでお願いしますわね』

　ミトツダイラは、息を吸って表示枠サインフレームを開いた。

　画面に映るのは、欧州の東側、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の更さらに南部と言える地方だ。

　それだけではない。

　ミトツダイラは、もう一枚の表示枠を出した。そこに映るのは、

「現げん神しん聖せいローマ皇こう帝ていマティアス。そして彼が重ねて襲しゆう名めいをする次じ期き神聖ローマ皇帝、フェルディナント二世が、それには大きく関わるんですの」
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「──改めて、確かく認にんしましょう」

　とミトツダイラは皆に問うた。

「三十年戦争は、幾いくつもの複雑な事情が絡からみ合った国家間かん戦争ですの。

　内容、把は握あく出来てる者はいますの？」

　手を挙げた者はいない。だが、声は通つう神しんから来た。

・礼賛者：『M. H. R. R. 内における、改派プロテスタントと旧派カトリツクの争いが発展したものだったかと』

・銀　狼：『始まりはそうですわね』

　とりあえず、とミトツダイラは表示枠に言葉を置いた。

・銀　狼：『先にまとめとして、三十年戦争の源みなもととなるものを示しておきますわ』





●三十年戦争の源

１・M. H. R. R. 内部と近きん隣りん諸しよ国こくにおける改派と旧派の闘とう争そう

２・１から派は生せいする、M. H. R. R. 支配圏けんからの地ち域いき独どく立りつ戦争

３・旧派勢せい力りよくを指し揮きする皇帝（ハプスブルク家け）と、他た家けの戦争



　ふむ、と頷うなずく者もいれば、首を傾かしげる者もいる。

　だが、面めん倒どうな部分ではあるが、話を通しておいた方が、今後の会議に楽だろう。

　ミトツダイラは表示枠サインフレームを広げ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国を中心とした欧おう州しゆうの概がい要よう図ずを拡大する。

「──まず一つ目、M. H. R. R. の旧派カトリツクと改派プロテスタントですが、改派のまとめ役、巴ともえ御ご前ぜんことルターの働きがきっかけとなって〝アウグスブルクの宗教和わ議ぎ〟が成立。それによってM. H. R. R. 支配圏けん内ないの旧派と改派は和解したのですわ」

　しかし、

「M. H. R. R. の南東、その支配下かにあったボヘミアという公こう国こくがありますの。

　M. H. R. R. 内部としては、オーストリアやハンガリーと並ぶ広大な国。これは改派の土地でしたが、次期皇こう帝ていをマティアスから継つぐ予定だったフェルディナント二世が、その国の王に選出されましたわ」

　皆がマティアスの画が像ぞうをちらりと見るのを、ミトツダイラは確かく認にん。

　その上で、ミトツダイラはマティアスについての説明を重ねる。

「──マティアスは、昔からフェルディナント二世の二重襲しゆう名めいに乗る道みち筋すじのようなものがついていましたわ。今になって振り返れば、これは、羽は柴しばの後あと押おしが密ひそかにあった結果ですわね」

　ここからは、解りやすい話だ。

「フェルディナント二世は熱心な旧派推おしだったので、ボヘミアの改派に弾だん圧あつを開始。

　反発した住民がプラハ宮きゆう殿でんを襲おそい、国王顧こ問もんら五人を王おう宮きゆうの窓から突き落とし、それを合あい図ずに反はん乱らんが始まりましたの。──これが〝プラハ窓そう外がい投とう擲てき事件〟。三十年戦せん争そうの始まりですわ」
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　正まさ純ずみも、ミトツダイラが言う辺りの事は知っている。

　彼女が言う窓外投擲事件。これは、当然のように歴史再さい現げんでも行われた。

　それも、つい数年前まえの事だ。

　正純は三み河かわにいたが、欧州発はつのニュースとして憶おぼえている。

「……だが、窓外投擲事件の再現、歴史的大だい戦争の始まりなのに、あまりその内容自じ体たいでは盛り上がらなかったよな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、実はこの窓外投擲事件、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば窓の下に干ほし草くさが積んであったそうで。落とされた五人の内、三人は無ぶ事じだったんですの」

「Ｊｕｄ．、──成なる程ほど、それは盛り上がって良いのかどうか、複雑な展開だな」

　再現ではどうだったのか正純は知らない。三河に届いたニュースはそのくらいが限度だ。調べればいろいろ解るだろうが、

「実際、どんな再現やったんだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、やはり〝この顔は窓から突き落とされる顔〟で推すい薦せんを受けた五人がいたのですけど、やはりその内うち三人が生き残って二人がアウトとなると、ちょっと不ふ公こう平へいでしょう？

　それに、流石さすがに窓の外からの転てん落らく死しは後あと味あじが悪いですし、国としての評ひよう判ばんも落ちますものね。事件の背はい景けいもあって、注ちゆう目もくを集めてしまったと言う事もありますし。

　だから干ほし草くさをちゃんと積んで準備万ばん端たん、当日はお祭として盛り上げたんですの」

「へえ、結けつ構こう平和だったんだな」

「Ｊｕｄ．、──祭が盛り上がりすぎて干し草に引いん火か。燃え上がる市し庁ちよう舎しやから次々と人が飛び出してきて危うく企き画かく失敗になりかけましたけど」

「それ駄だ目めだろう!!」

「いえ、飛び出した人にん数ずうが多かったので、芸術点てんの高かった五人を採用という形で」

　よく解わからん話だ……、と正まさ純ずみはしみじみ思う。だが、

・●　画：『つーかプラハ、実はそういう窓外投げ出しの老舗しにせなのよ』

・副会長：『何だそりゃ、伝でん統とう行ぎよう事じなのか？』

・金マル：『Ｊｕｄ．、だってプラハって、昔に第一回窓そう外がい投とう擲てき事件やってるから。

　１４１５年、コンスタンツ公こう会議の際にボヘミアの主しゆ派はであったフス派が異い端たん認にん定ていされてね？　超ちよう怒いかった民みん衆しゆうがプラハ市庁舎を襲しゆう撃げきして、ドイツ王達を窓から投げ捨ててるんだよん。

　そこら辺、魔ま女じよ狩がり絡からむから、魔女テクノヘクセンの間だと〝プラハの祭〟って知られてるんだよね』

・●　画：『第一回の時も、やっぱり窓から投げ落とすのは危険だから、とりあえず一階の窓から投げ出す事になったのよね』

・副会長：『随ずい分ぶんと平和なやり方だな。異端弾だん圧あつのフス戦争で手て加か減げんして貰もらうためか？』

・●　画：『ええ、窓まど塞ふさいで外そと見えなくした上で、投げ出される連れん中ちゆうに内ない緒しよで外に泥どろ水みずの濠ほり作つくってね。

　で、泥の濠から上がって来た連中に、当時のボヘミア代表が〝どーもー！　フス神肖テレビの驚きよう嘆たん番組で──す！〟ってやったらしくてね。

　──結果だけ言うと連中激げき怒どしてフス戦争が激げき化かしたわ』

・副会長：『何やってるんだよ異端派は！　あと〝ええ〟じゃないだろ！』

　欧おう州しゆうのノリはよくわからん。が、大体の始まりは見えた。

「次期皇こう帝ていの御お膝ひざ元もとで改派プロテスタントが反はん乱らんしたら、皇帝は黙だまって見み過すごせないよな。それゆえにM. H. R. R.神聖ローマ帝国内部は皇帝の旧派カトリツクと、改派に分かれて対立した訳わけだ」

　そこからの流れは、ある程てい度ど明確だ。

「この戦争は、外の国や、M. H. R. R. から独立しようとした領りよう邦ほうの利害を招き、彼らは皇帝の旧派を叩たたく事で自らの利り権けんや独立を得ようとした」

「Ｊｕｄ．、その通りですわ。──ですけど、ここでちょっと面めん倒どうな対立が重なってきますの」

　それは、とミトツダイラが言った。

「神かみ代よの時代には、皇こう帝ていが倒されては困る人達がいましたの。──皇帝を実じつ質しつ上じよう襲しゆう名めいしている家か系けい、ハプスブルク家けというものですわね」
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　正まさ純ずみは、ミトツダイラの台詞せりふに反応した声を聞いた。

「ハプスブルク家……！」

　ホライゾンだ。彼女は皆の反射的な視線を集め、その後で、

「──すみません。我われ先さきにと言ってみたものの、いいネタが思いつきませんでした。

　正純様さま、どうぞ」

「私か!!」

　勘かん弁べんしてくれ、とは思うが、皆の注ちゆう目もくが今度はこっちに来た。

　何か言わねば許されない空気が出来た。だから正純は一ひと息いきを入れた。顎あごに手を当て、

「いいかホライゾン。──ハプスブルク家と掛けて良い教きよう員いんと解とく」

「どちらも子供に困りませんね」

　ホライゾンが即そく座ざに応じて、数秒、無む言ごんが生じた。

　更さらにややあってから、ホライゾンが自分の頭を右手で軽く叩たたいた。意い外がいにいい音をさせて、

「すみません。ホライゾンが言ってはいけなかったのです。神代からの大おお喜ぎ利りルールをうっかり間違えてしまいました」

　だよな、と頷うなずき、皆が審しん議ぎに入った。

・蜻蛉切：『……今のは正純が外したと言えるので御ご座ざろうか』

・賢姉様：『……というか全く掛けても解いてもないわねえ』

・未熟者：『……そのまますぎるよね』

・副会長：『悪かったな!?　シャレにしようとしたけど思いつかなかったんだよ！』

・●　画：『だからって大喜利が甘くていいと思ってんの？』

　何でうちはこんなにギャグに厳きびしいんだろうか。

　コイツのせいか、と実況通神チヤツト参加者リストに並んだ馬ば鹿かを見るが、ここで睨にらんでも意味は無い。ついでにいうと、馬鹿はこちらに言葉を送ってきた。

・俺　　：『ネイト、ハプスブルク家って何？　ホルスタインとか、そっち系けいの感じがするんだけど、合ってる？』

・銀　狼：『合っているようですけど、ビミョーに外してますわねえ……』

　そしてミトツダイラが、馬鹿の言葉に吐と息いきしつつ、口を開いた。

・銀　狼：『ハプスブルク家は、欧おう州しゆうにおける古い家か名めいの一つだと思えばいいですわ。独逸ドイツ王おうを任じていましたけど、元は瑞西スイスを発はつ祥しようとして、オーストリアを本ほん拠きよとする名めい家かですの』

　ほう、と二ふた代よが言葉を作った。

・蜻蛉切：『守しゆ護ご大だい名みようとして言うと、独逸ドイツ守のかみ、ハプスブルク家け、というところで御ご座ざるか。──それが、欧おう州しゆうに対してどのような事を？』





●






　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。

　……この辺り、ちょっと面めん倒どうなんですのよね……。

　ただ、二ふた代よの言ったように、戦せん国ごく時代と重なる部分も多い。

・銀　狼：『ハプスブルク家が行ったのは、政せい略りやく結婚ですわ。──まずは神しん聖せいローマ皇こう帝ていを自じ家かから容よう易いに選出するため。そして神聖ローマ皇帝の世せ襲しゆうをほぼ確立すると、次は、その力を欲する国との関係を得るために、子供達を他国に嫁とつがせましたの。

　そうやって、彼らは独逸王を任じていく中で政略結婚によって血けつ統とうを広げ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国内だけではなく、他国にも血けつ縁えんを通じさせましたの』

　つまり、

・銀　狼：『これまでの時代、国家のコンセンサスとしての国際法ほうは無く、代わりに教きよう譜ふがその役目を任じていましたわ。しかし、血縁を広めていった結果、〝ハプスブルク家〟というパイプラインが、各かつ国こくの中に出来ていったんですの』

・賢姉様：『つーか、それ、狙ねらってやったのかしら？　たとえば、ハプスブルクの〝国こつ境きようを越えた支配領りよう〟を作るとか、そんな野や望ぼうで』

　いえ、とミトツダイラは首を傾かしげた。

・銀　狼：『ハプスブルクの勢せい力りよく展開が政略結婚だと、その中心は女性。男性主しゆ体たいの時代に、主となる権けん利りを振るうのは難しいですわね。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、政略結婚とは言っても、多くは望まれて嫁とついで行き、その先で妻つま達たちは子こ宝だからに恵まれ、幸せな夫ふう婦ふ生活を得たと言いますわ。

　ゆえに、ハプスブルク家が欧おう州しゆう支配の陰いん謀ぼうまで持っていたかというと、結果的にそうなっていき、関係する男性達たちがそれを利用しようとした、という流れになりますわね』

　つまり、

・銀　狼：『ハプスブルクの血縁システムは国家間かんのインフラと安定を司つかさどる機き構こうで、それを利用した各国の王は、血縁ある国家と付き合いつつ、非ハプスブルク派はを攻こう撃げき出来ましたの。

　そして非ハプスブルク派は、追い詰められたらハプスブルク家と血縁を持つ事で、戦せん闘とうの回かい避ひや仲ちゆう介かいをする事が出来たんですの』

・蜻蛉切：『戦国の世も、似て御座るな』

　二代が、恐らく本ほん人にんは事実として述べたのだろう。しかし、それは意味の強い言葉だ。

　……血縁、ですわね。

　強大な存在、勢力に対し、縁えにしを強く持つ事で、自らを安全とする。

　それによる悲ひ劇げきを、自分達は以前に関わった事がある。

・貧従士：『最も上がみの、駒こま姫ひめ様さまですね』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みが頷うなずき、皆が首を下に振った。

　羽は柴しば勢力のナンバー２とも言える存在である羽柴・秀ひで次つぐ。彼の側そく室しつとして求められた駒姫について、

　……その拒きよ否ひを行えば、最上に悪い係けい累るいが及んだでしょう。

　実際、聖せい譜ふ記き述じゆつでも、最上は駒姫を渡すまいとして戦争すら覚かく悟ごするのだ。だが駒姫の説せつ得とくで義よし光あきは折れ、だが、最終的には、

・不退転：『……秀次の謀む反ほん疑いによる関係者の死し罪ざい。血けつ縁えんが〝良いもの〟であるとは限らないわ。戦せん国ごくの世も、欧おう州しゆうも、そういうリスクを考こう慮りよの上で国家は選択をしているの』

　そして、まとめるように、正まさ純ずみが言った。

・副会長：『極きよく東とうにも家同どう士しの政せい略りやく結婚はあるが、その大だい規き模ぼバージョンが、この時代、欧州の中で展開していたのだな』

「Ｊｕｄ．、ハプスブルク家けが多た産さんの家か系けいだった、と言われてるせいもありますわね。ゆえに腐ふ敗はいや宗しゆう教きよう改かい革かくなどで教きよう譜ふが揺れた中ちゆう世せい以い降こう、各かつ国こくは信用出来る繫つながりや、万まんが一いちの連れん絡らく経けい路ろとしてハプスブルク家の血を欲したのです」

　成なる程ほど、と呟つぶやいたのは浅あさ間まだ。

「……結局は、国家の意い思し疎そ通つうなんですね」
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　浅間は、浅間神じん社じやが使い、管理しているインフラ権けん限げんを思う。

　……通つう神しんなんて、あって当然、と思っていたものですけど。

　神かみ代よの当時においては、安心保ほ証しようともいえる血縁システムは、どれだけ意味があった事か。

「……神代の時代、通信の不ふ備びによって疑ぎ心しん暗あん鬼きやすれ違いが国家間かんでも当然となっていましたけど、教譜が確実な力ではなくなり、王おう権けんが強くなると、王権の中で独自に他国との通信システムを得る必要があった、というところでしょうか。

　ですけど──」

　浅間はしかし、疑問した。

　何しろ、今は今、なのだ。過去の当時とは違う。ゆえに浅間はミトツダイラに問い掛けた。

「神しん道とうのインフラを中心に通神の確立している現状、ハプスブルク家の血縁システムの有利性せいは失われていますよね？　その辺りは歴史再さい現げんでどうなってるんです？」

「──Ｊｕｄ．」

　ミトツダイラが、こちらの言葉に意味を感じた頷きを作る。

「家か系けいとして親しん族ぞくが世せ襲しゆうをする意味は無くなってもいますものね。だからハプスブルクの襲しゆう名めい者しやとしては、聖せい譜ふ記き述じゆつに則のつとって、彼らが行き来させていた情報の〝第一発はつ言げん者しや権けんを得る〟という程てい度どに権けん益えきが絞しぼられてますの。

　ゆえにハプスブルク家けの者、と言っても、当時程ほどの影えい響きよう力りよくは持ちませんわ」

　しかし、と言葉が繫つながった。

「聖譜記述の再さい現げんは、当時の世界の動きを強いますのよね。

　そしてハプスブルク家は、旧派カトリツクを主体として、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と三世西班牙トレス・エスパニアに血けつ縁えんを強く持ちますの。ゆえに──」

　言って、ミトツダイラがまた欧おう州しゆうの概がい要よう図ずと、マティアスの画が像ぞうを出した。

　話が戻る。

　ハプスブルク家という、欧州に血縁領りよう域いきともいえる関係を構こう築ちくした家は、三十年戦せん争そうに深く関わるのだ。

「三十年戦争は、当初はM. H. R. R. の旧派と改派プロテスタントの闘とう争そうでしたが、旧派の皇こう帝ていフェルディナント二世はハプスブルクの血けつ族ぞく。ハプスブルク家はこの時代、皇帝をほぼ世襲していたため、ここで皇帝が失しつ脚きやくするような事になってはいけませんの。ゆえに──」

　ゆえに、

「──三十年戦争は、旧派と改派の戦いという構こう図ずとは別に、欧州各かつ国こくに血縁を作り続けていたハプスブルク家と、それに反する勢せい力りよくとの戦争になっていきましたの。

　……御お解わかりになりますの？」

「何がだ？」

　言いたい事は大だい体たい解る。だからそのように応じながらも、正まさ純ずみは更さらに問うた。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、どうなんだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、六護式仏蘭西は、ブルボン家という、反ハプスブルクの家か系けい。

　だから、旧派なのに、M. H. R. R. の旧派勢力と敵てき対たいするんですのよ。

　更には──」

　それだけではないという。その意味を、ミトツダイラが告げた。

「ハプスブルク家は、M. H. R. R. だけではなく、旧派の西班牙エスバニアにも血縁を広げていましたの。

　ゆえに、旧派の二大たい国こくに東西を挟まれた六護式仏蘭西は、迂う闊かつに動けませんわ。

　しかし六護式仏蘭西は決めましたの。──二大国との戦争を開始する、と」
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　ミトツダイラは、息を一つ入れてから皆を見渡した。

「六護式仏蘭西が〝国〟としてまだ戦争をしていなかったのは、二大国からの挟きよう撃げきを警けい戒かいした事と、旧派に属する建たて前まえなどがあるからですの。ゆえに現状は改派国こつ家かなどと教きよう譜ふ関かん係けい無なしの〝同どう盟めい〟を組み、彼らが攻こう撃げきされたから防ぼう衛えいを手伝う、というような関わりで三十年戦争に加わっていますわ。

　しかし、ルイ十四世せいが即そく位いした後、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは〝国〟として三十年戦せん争そうに関かん与よし、M. H. R. R.神聖ローマ帝国及びハプスブルク勢せい力りよくを圧あつ倒とうしていきますの」

　……欧おう州しゆうの覇は王おうが、覇は道どうという道を進んでいくのですわね。そして──。

「──そして、〝国〟としての三十年戦争に対する関与を、これから始めようというのでしょう。六護式仏蘭西は」

「だとすれば」

　と正まさ純ずみが言った。彼女は、艦かん首しゆ側を指さし、

「今、彼らとこちらに向かう不ふ明めいの艦は、何だと思う？」

「恐らく、三十年戦争の決め手となる国か、関係する国、または人物でしょう。しかし何らかの事情があって、自じ国こくを明かしては交こう渉しように出られない。そんな小しよう国こくを連れて来たんでしょう」

「それは──」

　というのは、義よし康やすだった。

　里さと見みも小国。大たい国こくの動きに振り回される立場だ。ゆえに、彼女は知っている。小国がこういう時こそ動くという事を、だ。

・銀　狼：『小国は、大国の動どう勢せいに乗じて伸びるべし。──つまりはこれですわ』

　ミトツダイラは、先に示しておいた三十年戦争の源みなもとについての文字列れつを、軽く叩たたいた。


●三十年戦争の源

１・M. H. R. R. 内部と近きん隣りん諸しよ国こくにおける改派プロテスタントと旧派カトリツクの闘とう争そう

２・１から派は生せいする、M. H. R. R. 支配圏けんからの地ち域いき独どく立りつ戦争

３・旧派勢せい力りよくを指し揮きする皇こう帝てい（ハプスブルク家け）と、他た家けの戦争






・銀　狼：『この２番。──M. H. R. R. の北部、阿蘭陀オランダことネーデルラントの所しよ属ぞく地域は、神しん聖せいローマ皇こう帝ていカルロス一世の由ゆ来らいで、西班牙エスバニアの飛び領りよう地ちでしたの。それがここで、独立戦争を始めるんですのね。──憶おぼえてますの？　ノヴゴロドで私達の目の前から消えた方を』

　それは、

・銀　狼：『阿蘭陀総そう長ちよう、ウイレム公こうですわ』
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　義康は、重ねられる水み戸と領りよう主しゆの言葉を聞いた。

「また、１においても、この時期の北ほく欧おうや東とう欧おうは、国の領りよう土どや地域主しゆ導どう権けんの取り合いですの。

　しかし対M. H. R. R. の代表である強国端典スウエーデンは、名めい指し揮き官かんであり、王であったグスタフ二世を失い、今はその娘が跡あとを継つぐ流れになっていますわね」

「それはつまり、……欧おう州しゆうでも、大国と、それに抗あらがう小国の構こう図ずがあるという事か」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その上で、新しい大たい国こくである六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、戦せん乱らんの中に飛び込むんですの。

　──ここで六護式仏蘭西が欲するのは、何だと思いますの？」

　問われた義よし康やすは、即そく答とうした。

「先に戦争を行っている諸しよ国こく、特に、三十年戦せん争そうの鍵かぎとなる小しよう国こくを補ほ助じよし、三十年戦争における自じ国こくの立ち回りを良くする事だ。

　それが戦せん中ちゆうにおけるトラブルを無くし、戦後は安定のために有ゆう用ようとなる」

　里さと見みと武蔵むさしや、現状における関かん東とうとの関わり方そのものだ。

　……成なる程ほど。

　今、関東解放があるのと同時に、欧おう州しゆうでは一つの事業が動き出すのだ。

　三十年戦争への六護式仏蘭西完かん全ぜん参さん戦せん。これは、自分達たちに置き換えて言えば、

「六護式仏蘭西が小国を手伝って行う、──欧州解放か」
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　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは応じた。

「三十年戦争の終しゆう結けつによって、欧州の地図は確かく定てい。戦せん乱らんは大だい部分が終結に向かい、小国の独立や権けん限げんは認められ、ハプスブルク家けの伸しん長ちようも止まりますの。

　──つまり、無む秩ちつ序じよな戦せん乱らんと、それを助長していた不ふ文ぶん律りつのシステムへの制せい止し。

　欧州は、新しい時代への解放を迎える事になるんですの」

　言って、ミトツダイラは表示枠サインフレームを叩たたいて消した。

　その内容を皆に送付し、視線も送る。

　しかし、最後に見るのは、

「正まさ純ずみ、──解わかってますの？　阿蘭陀オランダは端典スウエーデンや他た諸しよ国こくと、対M. H. R. R.神聖ローマ帝国、対ハプスブルクとして、連れん携けいをとっていましたわ。

　今回の会議、乱らん入にゆう者しやの素す性じようによっては、公こう主しゆの存在に近付く事になりますわよ？」

　蟹かに江え城じようの戦いの際、北ほう条じようの遺い跡せきで見たものがある。

　遺跡の天てん井じようにレリーフされていた二に境きよう紋もんだ。

　何な故ぜ、あんなところにあれがあるのか、自分達には解らない。

　……書しよ記きが言うには、環かん境きよう神しん群ぐんに人々が辿たどり着いて会かい合ごうし、戻って来た事への祝いの意味だとの事ですけど……。

　それがどうして、公主と繫つながりを持っているのか。ただ、今、解る事は、

「──良かったですわね、正純。捜さがし物は、途と切ぎれないかもしれませんわ」

「厄やつ介かいごとが消えなくなっただけだ」

　正純がそう言って、タオルで顔を拭ぬぐった。

「ノヴゴロドで公主が残した〝みつひでくんはまだ〟というのも意味が解らない。

　他、まだまだいろいろな情報が繫つながっていない。

　そして何より厄やつ介かいなのは──」

　正まさ純ずみが、義よし康やすに視線を向ける。

「里さと見み生徒会長。欧おう州しゆう事情は解わかっただろう？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも六護式仏蘭西で面めん倒どうごとに向かっている中だ。こっちにどんな無む体たいを押しつけてくるか解らない。

　特に、あの輝てる元もとは強ごう引いんがヤンキーやっているような存在でな」

「まあ、な」

　やれやれ、という口く調ちようで、義康が一ひと息いきをついた。

　彼女は、こちらが送付した情報を表示枠サインフレームに出し直し、各かつ国こくの情報を検けん索さくする。浅あさ間まの手て配はいによって、IZUMO側とのリンクは出来ているのだ。教きよう導どう院いん関係の公こう的てき情報を引き出し、

「──大たい国こくに振り回されるのが小しよう国こくだな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……だが、その小国が無ければ、ただ暴あばれるだけになりやすいのが大国だ。小国の動きを建たて前まえとして行う大国の政治的判はん断だんは、大国自らが行う自じ制せい的てき動どう作さみたいなものだな」

　正純がそう言って、天てん井じようを見上げた。

　頭の上のツキノワが、肩に降りるのを彼女は助けつつ、

「関かん東とう解放に武蔵むさしが関わるのを一いち義ぎとする。それが今のところの私の方針だ。

　六護式仏蘭西が何かを要求してきたとしても、今すぐに、という事ではあるまい。

　戦せん闘とうが正しく進めば、明あ日すの朝六時には関東解放の結果が出る。

　その後に六護式仏蘭西の要求に従う、というのがスジだろう」

「──だ、そうですわよ？」

　言葉を向けると、義康が頷うなずいた。

「確かに、な」

　彼女は苦く笑しようし、

「幾いくら何でも、今から大国の動きに付き合えなどと、そんな無む茶ちやはあるまい」

　Ｊｕｄ．、とか、そうですね、と皆が頷いた。そして、誰だれもが小さく、場の緊きん張ちようをほぐすように笑い出し、

・賢姉様：『フフ、六護式仏蘭西、何を要求してくるかしらねえ』

・未熟者：『まあ、一番手て柄がらを寄よ越こせとか、そういう事かなあ』

・粘着王：『関東に自分達たちの存在を知らしめたい、というのがあるであろうからな』

　そうですわねえ、とミトツダイラが言った時だった。

　浅間の手て元もとに、表示枠が一枚開ひらいた。それを見た彼女が、

「正純？」

「ん？　何だ？」

「ええ。──輝元さんが、〝超ちよう緊きん急きゆうの用よう件けんあるからとっとと顔を出せ〟、って」

　その言葉に、皆が口を横に開いた。そして、

「──何だその無む茶ちやは!!」







[image: 第四章『夜天のひたむき者』]
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　脇坂アン・安治ジーは、夜の空が好きだ。

　……何より空気が澄すんでいるのがいいよねえ。

　昼間に飛ぶと都市部ぶの上は炊すい事じや鉄てつ工こうの匂においがするし、ときたま流りゆう体たい関係の煙など上がっていようものなら機殻箒シヤーレベーゼンの運うん航こうに引っかかる。森林部の上を飛んでいても、昼間は結けつ構こう花か粉ふんやら何やらで埃ほこりとかの主張が強いのだ。仕方ないので上じよう昇しようして行く事になるが、高空を移動すると燃ねん料りようをやたらと使う。だから、

「──Ｔｅｓテスタメント．！　夜よ中なか十時過ぎからの出発って言うのはいいね！」

　声を上げる場所は巴パ里リの外がい縁えん。東の市し壁へきの上だ。

　巴里の内部では祭が行われていて、その中で生じていた戦せん勝しようの祭はこれからがピークになっていこうというところだ。

　町まち中なかには光が満ち、音楽が浸ひたされている。しかし、普通の祭とは違うのは、路ろ上じようや広場で踊る人ひと影かげが少ない事だった。

　誰だれも彼も、浮かれてはいるが、疲れてもいるのだ。

　そして巴里の住人が祭の時間を深くしていく中、別の動きを取る者達がいた。

　自分達、羽は柴しば勢ぜいだ。

　脇わき坂さかが見る中、M. H. R. R.神聖ローマ帝国やP. A. Odaの制せい服ふく姿すがたは、話し込んでいた巴里側がわの者達に手を挙げ、そして屋や台たいから離れていく。祭の薪たき火びからも、立ち上がる影が幾いくつかあり、

「それじゃあな。──今度は正式に三十年戦せん争そうか」

　Ｔｅｓ．、と応じる声が、巴里に残る影から生まれる。

「それが本来の形だ。今夜、今いま時じ分ぶんは、うちの全ぜん裸らが言う通りの逢おう魔まの時間だからな」

「俺おれ達たちは悪あく魔まか何かか」

「当たり前だ。P. A. Odaの連れん中ちゆうなんて旧派カトリツク圏けんじゃ悪魔でしかないし、M. H. R. R. の連中なんて田舎いなかの蛮ばん族ぞくじゃねえか」

「言うじゃねえか農のう民みん王国が」

　やっか？　とお互いが腕まくりをした。それを上から見る脇坂は、

　……面めん倒どうな事あったら、上から止めよっかなー。

　砲ほう撃げきで、という語ご尾びが付くのがどうしようもない。それでまた争いが始まったら知らん。

　しかし、下にいる皆が、不ふ意いに肩を落とした。彼らは手を軽く挙げ、

「──もう、ここは〝終わった〟んだったな」

「ああ、──今度は正式に三十年戦争か」

「それが本来の形だ」

「待て！　ループしてるぞ俺達!!」

「ループに気付いたのがお前であって美び少女じゃねえから俺おれはこのループ世界から出ないで屋や台たいの肉を食いたいです」

「俺もそうしたいが来い！　──安土あづちへの輸ゆ送そう準備が出来たんだ！」

　そうそう、と脇わき坂さかは展てん開かいした機殻箒シヤーレベーゼンを立て、南を見た。

　遠く、南の闇やみの中に、光の乱らん群ぐんがある。安土へと、人じん員いんを戻す輸送艦かんの準備が整ったのだ。

・黒　竹：『はーい、いいですか皆さーん。とりあえず燃ねん料りようや資し材ざいとかは全部置おいて行きます。急いで出しゆつ立たつする事の方が大だい事じなんで』

・６　　：『…………』

・□□凸：『どうしたんですか蜂はち須す賀かさん、無む言ごんで』

・ＡｎＧ：『ああ、ショーロクね？　もうちょっと祭の中にいたかったんだけど、玄げん武ぶが重じゆう量りよう級きゆうっしょ。はやめに輸送艦積つまないといけないから、早引けで』

・□□凸：『じゃ、じゃあ、僕の方で祭の中から何か買っていきますよ』

・つるぎ：『本当ですか！』

・しとお：『あ、豚ぶた肉にくの串くし焼やきの生しよう姜が味あじを三本お願いするで御ご座ざります』

・黒　竹：『おねーさんパン・デ・ピスのベリーソース掛けが欲しいですねー』

・きめえ：『白ワイン、特上、アンジーに持たせて』

・巨　正：『ちょっと落ち着きましょう皆様。片かた桐ぎり君も迷めい惑わくです。──一人一いつ品ぴんですよ』

・□□凸：『それじゃ何も変わりませんよ……！　あっ、蜂須賀さん、巴パ里リのペナントありますよ！　太陽王ロワ・ソレイユが東の空から上がって来る絵え柄がらのヤツ！』

・６　　：『ケッ』

・□□凸：『ひ、酷ひどいあしらわれ方をされた……!!』

　カッキーどうして自分で解説して盛り上がるんだろう、と脇坂は思った。

　だが、通つう神しんを見ている間に、城じよう壁へきに上がる階段を福ふく島しまと清きよ正まさがやって来た。身体からだの至る所に包ほう帯たいや符ふを貼はっている福島が、

「脇坂殿どの、拙せつ者しやの運うん搬ぱんなど、忝かたじけのう御座りました」

「うんうん、有あり難がたがるといいよー？」

　また、と清正が苦く笑しようして、こちらの装そう備びを見る。

　機殻箒の〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟には、燃料の増ぞう槽そうがつけてある。輸送艦に積んであった機き動どう殻かく用ようだが、これがあれば単独無む補ほ給きゆうで全ぜん速そくを出しても、佐さ久く間まの中ちゆう継けい艦かんまで行けるだろう。

　更さらには関かん東とう解放組ぐみへの差し入れも搭とう載さいだ。

「これ、さっき嘉よし明あき様が要求されてたワインです。片桐君にツケとの指し示じで」

「意い外がいとキヨピン容よう赦しやないなー……」

　ともあれ、自分は先行して関東に戻る役やく目めだ。しかし、

「キメちゃん待ってるから早く帰りたいけど、ちょっと慶けい長ちようの役えきはねー……」

　でしょうねえ、と清きよ正まさが苦く笑しようを濃くした。

「聖せい譜ふ記き述じゆつでは、脇わき坂さか様、ボロ負けしますものね……」
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　Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．、と脇坂が腕うで組ぐみ付きの満足げな笑えみで頷うなずくのを、福ふく島しまは見た。

　……自分の敗はい北ぼく関係の事なのに脇坂殿どのは動じないで御ご座ざるなあ……。

　マイペースというものなのかもしれない。

「まー、何か知らないけど、アンジーってば敵を深ふか追おいして反はん撃げき食らって筏いかだ作つくって必ひつ死し扱こいて帰るとか、どんだけサバイバル生活なんだか、ってのを元ネタがやったらしいんだけど」

「元ネタ言うのやめるで御座りますよ？」

　まあまあ、と脇坂が手を前後に振る。そして彼女は、

「何かそれで、えらくエテ子に怒られたりするらしいけど、でも、それも結けつ構こういいよね」

　脇坂が目を弓ゆみにして、歯を見せて笑った。

「──可愛かわいかったり、期待されてなかったら、[image: ]しかられないもんね」

「……ホントに脇坂殿は剛ごう胆たんで御座りますなあ……」

「だって、解かい釈しやく利くなら勝ったっていい訳わけだもんね。負けろって言われて単純に負けるようなつもりはアンジー無いよん。ほら、そこら辺は、三世西班牙トレス・エスパニアとかと同じ」

　彼女は言った。

「常に前向きで楽しくなる方選んでれば、解釈の方法だって見つかってくるし、助けてくれる人だって出てくるしね」

　だから、

「ひょっとするとアンジー、ここら辺が皆と違う？」

　問われた言葉に、福島は考えた。

　思し案あんし、そして清正と視線を交わすと、彼女が頷うなずきを寄よ越こした。

　同じ事を考えている。そんな確かく信しんがある。そして、

「……拙せつ者しやも、キヨ殿も、他の皆も同じで御座りましょう」

　言った。

「前を見ていなければ、そして、為なすべき事が良い未来の選択になると思っていなければ、到とう底てい、やっていけぬで御座りますよ」

「フクシマンちょっと浸ひたりすぎー」

　そういうものだろうか。

　……否いな、そういうもので御座りましょう。

　脇坂にはそう見えるのだ。自分がそれをどう思うかは別だが、

「憶おぼえておくで御座ります」

　もし自分が、自分の思し考こうに嵌はまりかけたら、今の脇わき坂さかの言葉を思い出せばいい。

　すると、

「あらあら、福ふく島しま様さま、私と立ち会った時など、そのくらい素直だと嬉うれしかったのですけど」

「あの辺りで、ちと、自分の思考を変えたので──」

　言って、ふと、福島は思い出した。

　段だん蔵ぞうとの戦せん闘とうの時だ。

　自分の怖おそれや怯おびえの代わりに、幻げん術じゆつが見せたものがあった。あれは、自分の甘えとも言う事が出来るもので、その形は、

　……キヨ殿どので御ご座ざりましたな。

　それはつまり、

「────」

　福島はこう思った。拙せつ者しや、キヨ殿に甘えたいと思ってるので御座りますか？　と。
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　清きよ正まさは、横に立っている福島が、いきなり動きを止めたのを悟さとった。

　……あら？

　何ど処ことなく直立姿し勢せいになった福島が、こちらに放っていた言葉を止め、

「────」

　無む言ごんで、息を詰めている。

　……どうされたのでしょう？

　あれだけの負ふ傷しようを受けた身だ。

　しかも、街の明かりにやや下から照らされた顔は、熱を持っているのか紅こう潮ちようしているようにも見える。

「福島様？」

「な、何で御座りますか？」

「負傷が響ひびいて、熱が出始めているのではありませんか？」

「ああ、フクシマン、派は手でにやっちゃってたしねえ。一ひと息いきつくと、緊きん張ちよう緩ゆるんで熱がガっと出たりするよね」

　ですよね、と清正は福島の顔をよく見ようとする。すると、

「──ん」

　福島がこちらから視線を逸そらし、左に顔を背そむけた。

　対する清正は、ん？　と首を傾かしげ、

「福島様、御顔を」

　と、腰をかがめて背けた顔を追う。すると福島が、

「…………」

　逆の右側に顔を背そむけた。

　……あらあら。

　どういう意味かを測りかねて、清きよ正まさはかがめた上じよう半はん身しんを右に振る。すると、

「────」

　福ふく島しまが今度は顔を左に背けた。

　子供のような動き、と、そんな感覚を清正は得る。まるで、[image: ]しかられるのを避けているのにも似た、しかしいつもの福島らしからぬ仕し草ぐさだ。

　清正は思った。これは、本当に熱が出ているのでしょうね、と。

　福島は十じつ本ぽん槍やりの一番手であり、リーダー役だ。もし熱が出ていて慶けい長ちようの役えきにて出場出来ないとなると、いろいろな問題が生じる。

　ゆえにここで、その追つい及きゆうを避けているのだろうと、清正は考えた。

「解わかりました、福島様」

　……責任感かんが強いのも考え物ですね。

　福島のそういう〝追い詰め性しよう分ぶん〟を緩かん和わしようとしてもしょうがない。出来ればこちらに甘えて、気を抜いて欲しいものだとも思うが、

「体たい調ちよう管理、可能な限り自分の方でして下さいね？」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．……！」

　こっちを見ているつもりなのだろうが、福島は、俯うつむき、視線を合わせてこない。

　無む視ししている訳わけではないが、こちらを見ない。

「福島様？」

　呼びかけ、追うと、逃げられる。

　二度、三度とそれを繰り返していると、横の脇わき坂さかが呟つぶやいた。

「フクシマン、何か[image: ]られる事でもしたの？」

「い、いや、そんな事はしてないで御ご座ざりますよ？」

　だが福島はこちらを見ない。

　んー、と清正は、自分の喉のどから声が漏もれるのを止めない。何しろ、流石さすがにちょっと、こちらを見て欲しいとは思うのだ。

　つい先さき程ほど、と言うものでもないが、アンリとの戦せん闘とう中ちゆう、攫さらわれるような形で救われてもいる。結果として負け戦いくさではあったが、福島については、その復ふつ活かつといい、抱き上げられて運ばれた時の高こう揚よう感かんといい、悪い結果ではなかったとも思う。

　負ふ傷しようがあるなら、こちらに話して貰もらえれば、

　……また協力も出来るのですけど。

　その促うながしとして、清正は福島の頰ほおに手を添えた。

　福ふく島しまの動きを読んだ上の事。今の彼女にはかわされる事なく、

「福島様さま？」

　清きよ正まさは、こんな差し伸べにも反はん応のう出来なくなっている福島に、苦く笑しようしてこう告げた。

「戦せん闘とうが、大変でしたね」
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　福島は、発はつ熱ねつとは、いろいろな思いによっても生じるのだと悟さとった。

　触れられた事。

　声を掛けられた事。

　そして何より、清正の事を意い識しきしてしまっている自分自じ身しんについて、だ。

　恥はずかしい。

　どう考えても一方的な、訳わけの解わからない混乱を、自分の内に留とどめられていない。武ぶ士しの心こころ構がまえとしての冷静さを、完全に失って、狼狽うろたえを晒さらしている。

　だが、先さき程ほどから、自分の中に誘さそいがあるのだ。

　加か藤とう・段だん蔵ぞうとの戦せん闘とうの中、己おのれの怖おそれや怯おびえと言ったものに、自分は誘われた。もう戦わなくてもいいではないかと、甘え、休む事を促うながされたのだ。

　その形が、清正だった。

　自分の中で、甘えたり、休みを感じる存在が、彼女だという事だ。

　そしてあの時、自分はどうしたか。

　……怖れや怯えを認めたので御ご座ざります。

　自分が為なしたのは、甘えや、休まる思いを認めたという事だった。

　行為としては、怖れや怯えを抱き締め、己の内に留めたのだ。

　だからつまり、今、幻げん術じゆつで見えていたものを、この現実に返してみるならば、

　……拙せつ者しや、清正殿どのを抱きしめたいので御座りますか……？

　疑問する事ではない。

　そうしたい、もしくはそうしてもいい相手だと思っていたから、幻術はそれを示したのだ。

　だが、ここで一つ、問題がある。

「福島様？」

　笑えみで呼びかけてくる彼女は、幻術の中であった事を知らない。

　自分はあの時、清正を抱きしめる事が出来たが、この現実において、彼女がそれを受け入れてくれるかどうかは解らない。

「……う」

　参まいった。

　自分は恐らく、幻術の中で、己の自覚のために清正を穢けがしてしまったのだ。

　実際の、今、目の前にいる清きよ正まさには、誰だれに抱きしめられるかを選ぶ権けん利りがある。それを無む視しして、安全な自分の想そう像ぞうの中で、彼女をいいようにしてしまった。

　今いま更さらながらに、段だん蔵ぞうの幻げん術じゆつの厄やつ介かいさが身に染しみた。

　……否いな、でも、これは段蔵殿どのの責任ではなく、拙せつ者しやの不ふ埒らちが為なした事。

　ただ、そこまでを自覚して、福ふく島しまは清正を見る事が出来ない。

　目の前にいる彼女の全てが、幻術の中で見たものと近しいのだ。

　いいようにしてしまった彼女が、それを知らず、こちらに笑えみを向けている。

　こっちの事を、全面的に信頼してくれている。

　自分は彼女を穢けがしてしまっているというのに。

　どうすればいいのか。

　はっきりと、幻術の中であった事を言ってしまうと、軽けい蔑べつされる気がする。何しろ、清正本ほん人にんにはそんな気が無いのだろうし、突然すぎる話だろう。

　そしてまた、身み勝がつ手てな事に、自分は今、こうも思っているのだ。

　……キヨ殿を、現実で抱きしめたら、どうなので御ご座ざりましょうか。

　あの幻術にて得た安あん堵どや、自覚の思いが、やはり得られるのだろうか。

　今なら、目の前にいる彼女に、それが出来る距離と位い置ち関係だ。

　ふと思えば、身体からだは動いてしまいそうで、

「────」

　福島は清正から視線を逸そらす。もし目を合わせたら、身体を見たら、動いてしまいかねない。そんな事になったら、今までの関係がおかしくなってしまうのは、自分にも解わかる。

　参まいったで御座ります、と福島は思った。

　頰ほおに触れてくる清正の手に、嬉うれしさと共に、福島はある一方的な感覚を得る。

　それ以上、無む造ぞう作さに苛いじめないで欲しいと。

　清正なりの心配と、気き遣づかいなのだろうが、向いている方向が違う。

　もしも今、彼女が自分と同じものを見ているなら、この手で触れられる行為から何から、全て受け入れられるだろうに。

　今はただ、自分の起き爆ばくを誘さそわれているようで。

「福島様」

　声が聞こえた。それは、熱があるとか、おかしいとか、そういう事ではなく、

「──お疲れ様です」
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　福島は、戸と惑まどいに沈み掛けていた意い識しきを起こした。

　いかんで御座ります、と内ない心しんに冷や水を感じた。

　自分の思いを、ここで解かい析せきして確かめても意味は無い。目の前にいる現実の清きよ正まさに、自分の思し考こうは届かないのだ。

　そして清正は、こちらを気き遣づかっている。

　お疲れ様です、という言い方がそうだ。

　お疲れ様でした、ではない。

　……ああ。

　幻げん術じゆつの中にいた清正とは違い、現実の彼女は〝終わらせてくれない〟し、現状の自分達たちがどうであるかを知っている。

　まだ、自分達の戦せん闘とうは続ぞつ行こう中ちゆうなのだ。これから関かん東とうに向かい、慶けい長ちようの役えきに間に合わせなければならない。

　そして福島は、改めて気付いた。頰ほおに当てられている清正の手が、確かに冷たい、と。

　澄すんだような彼女の冷えは、しかし硬くなく、柔らかい。

　これが温あたたかければ、もっと柔らかく、気持ちいいのだろうか。

　……いや、清正殿どの、冷ひえ性しようかもしれぬで御ご座ざりますし……。

　聞いた事がないが、聞いてどうする。だがその場合、永遠に温かい清正の手に触れる事は出来ないのである。これは甚はなはだしき問題であろうか。ただ、

「────」

　拙せつ者しやが己おのれの心に気付いたのは確かに御座ります、と福島は思った。己が、今まで自分の横にいてくれた人をどう思っているのか、自覚してしまったのだ、と。

　それがどういう事なのか、あまりにも不ふ慣なれで混乱の極きわみにいるが、しかし、やはりそこでも清正は逃げ場をくれた。

「確かに、疲れているので御座りますな」

　視線を合わせる事は出来ないが、頷うなずく事は可能だった。

　出来れば手を握って安心をさせたいと思うが、そうした時、驚いて少しでも手を引かれたら、自分がどうなってしまうか解わからない。

　ゆえに福島は頭を下げ、しかし下がらなかった。

　前に半はん歩ぽ進み、清正が腕を曲げて手をこちらの頰から離すのを促うながし、

「いろいろ、忝かたじけのう御座ります」

　言う台詞せりふはそれでいいのか。解らない。

　全く。段だん蔵ぞうとの勝負を抜け、少しは強くなったかと思えば、自分に不ふ明めいであるばかりだ。

　きっと、これから、数分後ごには、ああすればよかった、こう言えばよかった、と惑まどうのだ。

　だが、今はこのような己で精せい一いつ杯ぱいだ。

「少々、先に休きゆう憩けいに入るで御座ります」

　言って、出来るだけ笑って、福島は清正から離れた。

　正面、清きよ正まさが微笑しているという確かく信しんがある。その想そう像ぞうに、後ろめたさを感じながら、福ふく島しまは跳ちよう躍やくした。

　行くのは市し壁へきの外。

　巴パ里リの外。今までは戦せん場じようだった場所に、羽は柴しば勢の輸ゆ送そう艦かんが着ちやく陸りくしているのだ。

　十数の群は、皆を安土あづちまで運ぶもの。その艦かん群ぐんの宙そらへと、福島は身を飛ばした。
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　ええと、と清正は、福島が市壁の外を走って行くのを見る。

　濠ほりを避け、走って行く後ろ姿すがたに見えるのは、髪かみに飾った青の羽は根ねが放つ光だ。

　確かく証しようはないが、あの青の光が、福島を守っていてくれるような、そんな気がした。だから、

「大だい丈じよう夫ぶですね」

「え？　かなり駄だ目めそうだったけど？」

「疲れてらっしゃるのでしょう。いろいろな事があって、御自分がとりとめなくなってしまったというか」

「というか、何か失しつ態たいにいきなり気付いて自己フォロー方法探さがしてたみたいだったけど」

　確かに、と清正は頷うなずいた。

　自分にもああいう事は確かにある。

「あー、やっちゃってましたね……、って、そう気付いた時みたいでしたね」

「アンジーがそういう時、キメちゃん何も無かった事にしてくれるから」

　それはつまり、そうしとけという事なのだろう。ただ、

「アンジー、さっぱり派はだけど、フクシマン、そこら辺慣れてなさそう派だからねー」

「しばらくすれば落ち着いて下さいますよ」

　そう？　と脇わき坂さかがこちらを細い笑えみで見た。

「──フクシマン、下に叩たたき落としたくせに」

「あ、あれはお互いの不注意です」

　それに、

「福島様なら、大丈夫だと思って立ち会いしましたので」

「じゃあ大丈夫だね」

「私達が、駄目だった事なんてありませんよ」

「負け戦いくさだったのに？」

「向こうが優れていたのです。──私達が駄目だった訳わけではありません」

　清正は言った。巴里の光を見渡し、そして外の闇やみの中に並ぶ輸送艦と、遠くの漆しつ黒こくに浮かぶ安土の灯とう光こうに目を向け、

「皆、駄目なものですか」

「キヨピンの、その、楽らつ観かんの前向きは眩まぶしーわー」

　と言っている間に、脇わき坂さかの顔かお横よこに表示枠レルネンフイグーアが来た。出発までのカウントダウンだ。

「──おっと、そろそろ出ないと間に合わなくなっちゃう」

「あ、では脇坂様、そちら、お願いいたします。私達の方も、幾いくつかの動きをとりますが、……最終的には武蔵むさしの判はん断だんとなる筈はずですからね」

　告げた瞬しゆん間かんだ。

　巴パ里リから、声が上がった。

　……驚き？

　歓かん声せいとも、吃驚びつくりとも言える響ひびきが空に何かを追う。

　風だ。清きよ正まさが夜を振り仰あおげば、高速の影が突とつ風ぷうとして東に跳はねた。それは、

「群ぐん竜りゆうベルンハルト……！」
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　夜空、既すでに東へと羽ばたいていく青黒い竜の影を見み据すえ、脇坂が呟つぶやいた。

「流石さすがは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの太たい陽よう全ぜん裸らだねえ。──エテ子の嫌いやがらせを読んでるよ」

「嫌がらせというか、まあ、六護式仏蘭西に対しては当然の動きを要求する事になる訳わけですけどね。──三十年戦せん争そうの覇は道どう。そんな道を行くと断だん言げんしたならば」

「うちからも、ナリナリとかが行くんしょ？　あっちの現げん場ば」

・成成成：『Ｔｅｓテスタメント．、出来れば構こう成せい情報の修しゆう復ふくを急ぎたいのですが……』

・６　　：『片かた桐ぎり、安土あづちに着ちやつ艦かん待たい機きする全ぜん副ふく艦かんの処しよ理り系けいを三みつ成なりの補ほ修しゆう用ように連れん動どう。──情報関かん係けいはアンタの管かん轄かつ。〝安土〟も人の管理があった方がやりやすい。だから担たん当とうに』

・□□凸：『Ｔｅｓ．！　こちらから急いで手て配はいします！　とは言っても物理機き材ざいの管理は僕もよく知らないので、〝安土〟さんの方、必要な手配をして下さい。僕の方で許きよ可かを出していきますので』

　周りで一ひと息いきを収めていく動きよりも先に、文ぶん系けいの者達が忙いそがしくなってきたようだ。

　その動きを確かく認にんして、脇坂が動いた。

「──途と中ちゆうまで、群竜を追ってみよっかな」

「向こうが、先せん行こうしてどう動いているか、偵てい察さつならば、有りかもしれませんね」

　清正は、脇坂が垂すい直ちよくに立てた〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟に跨またがるのを見つつ、こう思った。

　……世界が、まだまだ動きますね。

　夏休み前だというのに、残した課か題だいがあるとでもいうように。

「改派プロテスタント、そして、……関かん東とうの方でも、どのような動どう勢せいがあるでしょうか。

　無む論ろん、ここで負けた私達ですが、まだ、世界は、私達の側に主しゆ導どうがあります」

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国と組んでるせいで、P. A. Odaのみならず、ハプスブルク家けの大たい半はんと、旧派カトリツク、そして聖せい連れん押さえてる訳わけだしねー」

　ならば、と清きよ正まさは言った。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが求めた歴史の動き。それを果たすために必要な義ぎ務むを遂すい行こうするのは、やはり武蔵むさしか、六護式仏蘭西か。──どちらでしょうね」

「……どっちにしろ、すれ違うよ。関かん東とうに向かうキヨピン達と武蔵は、ね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき見る外。巴パ里リの東に展開していた輸ゆ送そう艦かん群が、駆く動どう系けいの音を立てた。

　仮か想そう海かいを生み、灯とう光こうを明らかにする。

　行くのだ。

　自分も、その流れに乗って、次の戦せん場じようか、動きの場へと、だ。

「──先行く！」

　風を破は裂れつさせ、魔女テクノヘクセンが飛んだ。

　竜りゆうを追うように、しかし垂すい直ちよくに一気の上じよう昇しようを掛ける姿すがたは、一いつ瞬しゆんで夜空に消えた。

　視線すら間に合わない加か速そくで、残ざん滓しの音が東に消えた。

　それは、いずれ朝日の昇る方角。

　脇わき坂さかが向かった行く先へと視線を向けて、清きよ正まさは呟つぶやいた。

「どうでしょう。──世界は動くか、詰まるか、どちらなのでしょうね」
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「さあて、武蔵がどう動くかどうか、楽しみじゃねえか」

　南からの夜風に声が乗る。

　空をゆっくりと動いていく毛もう利りの外がい交こう艦かん上じようだ。夜の高空、先に生まれた言葉に、後ろからの声が付く。その内容は、

「姫ひめ様さま、武蔵を動かせる、という自信がおありですか？」

「虚きよ栄えいかどうかは、後で決めようぜ、Mouri-01。──あたしゃそろそろ、そう言った物を捨てようって時期に来てるしな」

　正面。武蔵の巨きよ影えいを視し界かいに収めるよう、足を肩かた幅はばに開いた輝てる元もとが口を開く。

「──夏休みも近いってのに、まだまだ世界は慌あわただしいぜ。

　テストの返へん却きやく期間どころか、期き末まつ試験の最さい中ちゆうって感じだものな」

「赤あか点てんを取るのは避けたいところですね、姫様」

　Ｔｅｓ．、と輝元は言って、両の腕を広げた。

　その手の動きに応じるように、左右から他た国こくの外がい交こう艦かんが並んできた。

　最も上がみ、伊だ達て、上うえ杉すぎ、そして滅ほろびの流れに入ったために国の紋もん章しようを明かりで照らさぬ北ほう条じようと、他諸しよ国こく。

　外がい交こうの布ふ陣じんとしては、今までの中で最も大だい規き模ぼなものだ。

「なあ、Mouri-01、これ、全部あたしが引っ張ってきたように感じるのは、虚きよ栄えいか？」

「それは虚栄ではありません。自惚うぬぼれです。──姫ひめ様さま、虚栄を捨てるなら、そういった差さ異いには早くなれて下さいな」

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝てる元もとは笑えみで告げ、両の手を勢いよくぶつけた。

　快かい音おん一つ。彼女は手を広げて腰に当て、正面の巨きよ艦かんを真まっ直すぐに見み据すえる。

「ともあれ、これで仕上げの始まりだ。──関かん東とう解放、そして外がい界かいへの開かい拓たく。毛もう利りと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの望む未来に、上う手まく乗って来てくれよ、武蔵むさし」







[image: 第五章『公共場の探し者』]
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　武蔵むさしが、回かい頭とうを進めていく。

　西に向いていた巨きよ大だいな姿すがたを、南回りでゆっくりと東に向けていくのだ。

　そして、南側へと回り行く右う舷げん二番艦かん、多た摩まの外がい交こう港こうの甲かん板ぱん上じように、鉄の風かざ音おとが響ひびいていた。

　風かぜ笛ぶえだ。

　ウイング状となっている広い甲板が、寄せられる夜の大たい気きと、武蔵の回頭によって、笛のように吠ほえているのだ。

　音はただ、夜に響く。

　そして広がる風笛の中では、また、幾いくつもの金きん属ぞく音おんと駆く動どう音が楔くさびとして高鳴っていた。

　外交用ようの航こう空くう艦かんが幾いく隻せきも着ちやつ艦かん準備状じよう態たいにあるのだ。

　だが、武蔵という巨きよ大だい建けん造ぞう物ぶつに降りていく艦かん群ぐんとは別に、東へと向かう艦群があった。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの後、羽は柴しば勢ぜいとして慶けい長ちようの役えきに向かう家の者もの達たちだ。

　代表として存在するのは、小田原征伐にて羽柴勢として参さん戦せんした者達。加か藤とう・嘉よし明あきを現げん場ばのトップとした隊を乗せた鉄てつ甲こう船せんだった。

　艦自じ体たいは江え戸ど側がわから、江戸湾わんを横切る形で渡ってきたもの。

　しかし戻る時は、武蔵を横に眺ながめながらの東行きだ。

「急ぐのも恐れて逃げてるようで嫌いやだし、しかしゆっくり行くのも意い識しきし過ぎてるようで、嫌なものだわ……」

　艦かん首しゆ甲かん板ぱん上じよう、夏服姿すがたの嘉明は望ぼう遠えん術じゆつ式しきで武蔵を眺ながめていた。彼女は時たま画が像ぞうの中に見える幾つかの形を個別でフォーカス。撮さつ影えいした情報を江戸側に送りながら、

「可か児に、──アンタ、慶長の役でも福ふく島しまの代わりに前ぜん線せんに出されるんだから、今の内は休んでいた方がいいわよ」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．！　ちょっと外の方が地元の友人と連れん絡らく出来るんじゃないかと思いまして！」

　嘉明が視線を向ける夜よ風かぜの中、通つう神しん用ようの表示枠レルネンフイグーアを可児が展開していた。
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　嘉明は、甲板上じようをうろうろする可児を、その視線で追う。

　可児がやっているのは、表示枠の通神強きよう度どの確かく保ほだ。だがここは敵てき地ち、ろくに通神強度が得られないため、可児は表示枠を確かく認にんしながら、その向きや自分の位置を変えていく。

　訓くん練れんや現場での経験があるため、甲板上を戦せん事じ待たい機きとして準備保ほ持じする学生達たちの動きを邪じや魔ましていない。それは有あり難がたいが、皆にとってもここに可児がいるのは予定外がいらしい。すれ違うたびに挨あい拶さつが発生し、激げき励れいなどされると、

「あ、どうも！　有り難う御座います！　これからも頑がん張ばります！」

　など、襲しゆう名めい者しやとも思えない頭の下げ方をするのが初うい々ういしい。

　……いや、あれ、一生ああいうタイプかしらね。

　後こう輩はいとして暑苦しい気もするが、お互いの間に礼れい儀ぎを持ってくれてる方が長期的には有あり難がたい。人にん間げん関係に大だい事じなのは距離の取り方だと嘉よし明あきはそう思うからだ。

　だが、甲かん板ぱんをうろついている可か児にだが、時に砲ほう台だいの上に、

　……あら。

　一歩で、高さ七メートルはある鉄の天てん板いたに乗るのは見事なものだ。足音も響ひびかせない辺り、福ふく島しまの代だい理りとして出てきて、最も上がみ・義よし光あきと勝しよう負ぶ出来ただけはある。

　見み所どころのある後輩だ。

　自分の去きよ年ねんやそれ以前はどうだったかしら、と、そんな事を思い、

「──ふ」

　西の方に表示枠レルネンフイグーアを翳かざしている可児を見る嘉明は、鼻で吐と息いきした。

「可児」

「は、はい！　Ｔｅｓテスタメント．！　何ですか大だい加か藤とう先せん輩ぱい！」

「……大加藤って、……変な呼び方を考こう案あんしたのは、竹たけ中なか？」

「Ｔｅｓ．　加藤先輩が大加藤で、福島先輩と一いつ緒しよにいる加藤先輩が巨きよ加藤だと聞きました！」

　それだと並なみ加藤がいないと駄だ目めじゃないかしら、と嘉明は思った。

　まあ今度会あったら竹中はケツ箒ぼうきでも一発叩たたき込んでおこう。

　何な故ぜか周囲にいた学生達たちが、こちらに十じゆう字じを切って拝おがむのを見るが、よく考えるまでもなくM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクはハプスブルク系けいだから巨きよ乳にゆう信しん仰こうだ。

　……清きよ正まさがいないと、信仰が私に向かうという事かしら。

　魔女テクノヘクセンが旧派に拝まれてどうする。ただただ、肩を落とすような状況だ。しかし、

「……可児、フラフラしてるなら、下、艦かんの通つう神しんを使ったら？　大体ここは今、敵てき地ち同どう然ぜん、今は浅あさ間ま神じん社じやと毛もう利り系、北ほう条じよう系が神しん道とうインフラほとんど食ってる筈はずよ。江え戸どまで行けば変わるでしょうけど」

「いや、私し事じなんです！　だから艦の通神は使わない方がいいかと思います！」

　成なる程ほど、と納なつ得とくの気き分ぶんを得る。すると可児が、手を一つ打った。

「そうだ！　いい方法がありました！　これなら敵地でも大だい丈じよう夫ぶだと思います！　ちょっと、別の友人に通神掛かけますね!?」
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・義　　：『おい、武蔵むさし副ふく会長、ちょっと相談なんだが』

・副会長：『は？　何だ？　里さと見み生徒会長』

・義　　：『可児が、ちょっとM. H. R. R. 本国に通神中ちゆう継けい出来ないか、って。通神文メールが』

・副会長：『敵と通つう神しんの傍ぼう受じゆし合うなあ──!!』

・義　　：『いや、地じ元もとの友人に話をしたい、って事らしくて、どうせなら聞いていてもいいですから、って』

・副会長：『何か凄すごい話だが……、それなら浅あさ間まだろ。浅間、ちょっと出来るかどうか頼む』

・あさま：『え？　ちょっと待って下さいね？　今、夜や食しよくの仕込みの最さい終しゆう段階なんで』

・俺　　：『というか何てこった!?　ペタ子、友ゆう人じん出来たのか！　アデーレとの犬コンビも解かい消しようか！　寂しいかアデーレ！　これからは俺おれが全ぜん裸らで横を走ってやろうか？　んン？』

・貧従士：『は!?　な、何なに気き持もち悪い事言ってるんですか！　いらないですよ全裸が隣となりを走るなんて！』

・俺　　：『待て──！　他ひ人との全裸を気持ち悪いとか言うな！』

・ホラ子：『よく考えると、一いつ緒しよに走ってる犬は全裸なので、トーリ様、犬いぬ以下ですな』

・不退転：『キヨナリ？　本日のスーパーインサニティタイムの始まりかしら』

・ウキー：『安心しろ成なる実み、まだそんなものではない』

・十ＺＯ：『どの口で安心しろと言うで御ご座ざるか？』

・義　　：『というか、私だって犬じゃないぞ。八はつ犬けんの由ゆ来らいも里さと見みの強きよう化かのためだしな』

・貧従士：『そうですよ！　自分だって犬じゃないですよ!?　飼かう方……、いや、正確には犬を預けられている方ですよ!!』

・金マル：『ガっちゃん？　同どう人じん誌しだとアデーレどういう扱いが多いかここで話す？』

・●　画：『駄だ目めよマルゴット、他の連れん中ちゆうについても言いたくなるからやめて』

・あさま：『──ええと、馬ば鹿かは放っておくとして、ヨッシーちゃん？　今ですね？　どっちかっていうと浅間神じん社じやの方で余よ所そからの通神関かん係けいは防護プロテクト通しているんですね。だから通神文メールならともかく、通つう話わはちょっと難しいんです。ほら、大おお谷たに・吉よし継つぐさんが病原ウイルスだったりするでしょう？　だから、御お友達には、関かん東とう解放の終わる明あ日すの朝まで待って戴いただけないかな、って伝えて戴けると嬉うれしいんですが。……どうでしょう？』

・義　　：『……何か私、犬扱あつかいだったり子供扱いだったりしてないか』

・俺　　：『ああ？　自分に疑問を抱くなよ！　オメエはペタ子だよペタ子！』

・義　　：『貴き様さまが元げん凶きようだな!?　そうだな!?』
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「あ！　やっぱり、いいアイデアだと思ったんですけど、駄だ目めでした！」

　可か児にの言葉に、嘉よし明あきは頷うなずいた。

「別に私達も私し事じに通神使つかってるから、気にしなくていいわよ。私だって本来なら魔女テクノヘクセンの通信を使う筈はずだけど、通信範はん囲いの関係からうちの通神に転てん送そうしてるし」

「ええと、すみません！　大だい加か藤とう先せん輩ぱいの仰おつしやってる事がよく解わかりません！」

・きめえ：『片かた桐ぎり、可か児にの通つう神しん権けん限げんをうちらの中に含めて』

・□□凸：『え!?　どういう事です!?』

・６　　：『自分達たちがしてる事に疑問持ってどうする気』

・きめえ：『──気に成るなら、可児の方は副ふく回かい線せんで通せばいいじゃない。公こう的てき使用部ぶ分ぶんだけの共きよう用ようにして』

・□□凸：『あ、そうですね。じゃあ三分待まって下さい！』

　嘉よし明あきは、空に表示枠レルネンフイグーアを翳かざしている可児に、言葉を飛ばした。

「三分待てば繫つながるようになるわ」

「え!?　まさか、魔ま法ほうですか!?」

　嘉明は、二秒考かんがえて、首を下に振った。

「そうよ。使い魔まが印度インドの御お釈しや迦か様さまの通神環かん境きようにピピピと御お伺うかがいをたてているの」

「凄すごいです！　魔法ってグローバルなんですね！」

「伊だ達てに先せん祖ぞが火ひ炙あぶりになってないわ。あの世で一いち大だい勢せい力りよくを誇っているから。

　──しばらく待ちなさい。友人と話せるようになるから」

　たまには先せん輩ぱいらしい事もありだろう。片桐については今度艦かん内ない学がく食しよくで珈コー琲ヒー団だん子ごでも奢おごってやろうと、そう思う。

　だが、嘉明は西の空を見た。

　自分達たち、江え戸どの羽は柴しば側がわと合流しようとするのは、輸ゆ送そう艦かんも含みで十数艦。しかし見るべきは彼らではない。もっと遠く、西の彼方かなただ。

　夜の中で、そちらははっきりと見えないが、

「可児の地じ元もと友人は、西から来るのかしら」

「Ｔｅｓテスタメント．！　九きゆう州しゆうから琵び琶わ湖こに戻ろうとしていたところだったので、丁ちよう度どこちらに向かえる流れになったそうです！　久しぶりの合流なんですよね！」

　あ、と可児が笑った。

「友人の一人、ナベさん、──鍋なべ島しまって言うんですけど、巨きよ加か藤とう先せん輩ぱいのファンなんですよ！　あと、自分達のグループの一人、池いけ田だ君が丁ちよう度ど関かん東とう入ってるそうなんですけど、アサちゃん……、って、浅あさ野のって言うんですけど、二人とも付き合ってまして！」

　凄すごい勢いの個こ人じん情報の漏ろう洩えいだ。

　……私達の情報が外に出なければいいんだけど。

　ただ、口く調ちようから言うと、身み内うちにだけ緩い気もする。その辺りはアンジーもあるから似たようなものか。

「可児」

「何です？」

「一いち応おう、言っておくわ。──私達の事を外に迂う闊かつにバラしたら、ケツに流りゆう体たい弾だんが叩たたき込まれる魔ま法ほうをアンタには掛けてあるから」

「魔法ですか！　いつ掛けたんですか!?」

「解わからないのが魔法なのよ」

「凄すごいですね！　解りました！　先せん輩ぱい達たちの事は極ごく秘ひとします！　あ、いえ、元から、そういう風ふうに竹たけ中なか先輩達からも聞いてますが」

　竹中もえろえろなくせに意い外がいに気が回る。

　とはいえ、と嘉よし明あきは内ない心しんに前置きの言葉を作った。

　……竹中が、可か児にを寄よ越こした意味が解るわね。

　戦せん力りよくとしては、充分に使えるレベルになっている。何しろ、最も上がみ・義よし光あきなどと相あい対たいして、あしらわれているようでいて、しかし付いていけてるのだ。

　恐らく、戦せん場じように参加すればする程に実力を上げていく向こう上じよう型がただろう。しかも本ほん番ばんに強いというタイプだが、この辺り、福ふく島しまに似ている気がする。

　だが、それとは別に、可児はあるものを持っている。

「七しち将しようと付き合いがあるのね」

「え？　あ、はい、Ｔｅｓテスタメント．！　自分とナベちゃんは違いますし、他、オッキー君も最近知った感じですけど、池いけ田だ君とアサちゃんは教きよう導どう院いん小しよう等とう部ぶから一いつ緒しよです！」

　羽は柴しば麾き下かにおける、政せい権けん後期の代表とも言える七将。自分もその一人だが、後こう輩はいとしてそれに参加する池田・照てる政まさと浅あさ野の・幸よし長ながについて、可児は知っているのだ。

　今、池田は慶けい長ちようの役えきには参さん戦せん出来ないが、関かん東とうの西側の山さん渓けいで白しら鷺さぎ城じようの修しゆう築ちく作業に入っている筈はずだ。

　……先さき程ほど、北の方で流りゆう体たい光こうの反応があったけど、それよね、きっと。

　そして、西の方からは鍋なべ島しま……、恐らくは鍋島・直なお茂しげと、浅野・幸長がこちらに向かっているという。

　慶長の役として江え戸どに入っているのは、九く鬼きを初めとした中ちゆう堅けん揃ぞろいかと思えば、新人の投とう入にゆうも為なされると言う事か。ならば、

　……その御ぎよし方は、私達の責任にもなるのね。

　仕事が増えると思うべきか、それとも、戦せん力りよくが増えると考えるべきか。

「ま、どちらにしても、戦争は始まるわ」

　嘉明は、北の空を見た。

　回かい頭とうする武蔵むさしからは、距離がやや離れている。

　だが、その艦かん上じよう、多た摩まの方には、円を描くように外がい交こうの艦かん群ぐんが降りていく。

　国家を示す紋もん章しようは、毛もう利り、伊だ達て、北ほう条じよう、上うえ杉すぎ、最上と言った顔かお揃ぞろえだ。

　望ぼう遠えん術じゆつ式しきの中、艦を出さぬ武蔵勢ぜいも、港みなと上うえに大おお型がた表示枠サインフレームの紋もん章しようを立てて一いち陣じんを担になっている。

　自分達にとっては慶長の役。彼らにとっては関東解放という大だい事業。そんな動どう勢せいをどうしていくかを、彼らはこれから話し合うのだ。

　もはや戦争は不ふ可か避ひ。

「──面めん倒どうだけど、それも歴史ね」

　望ぼう遠えん術じゆつ式しきの中。それぞれの艦かんと紋もん章しようの前に、やはりそれぞれの国家と教きよう導どう院いんの代表が歩み集つどいつつあった。

　誰だれも彼も、小お田だ原わら征せい伐ばつを終えてきた者達だ。そして、

「もはや、始まってるのね。戦争と、その意味づけが」
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　最初に鉄の平面に降りたのは、狐きつねだった。

　最も上がみ・義よし光あきだ。絣かすり入りの、狐色をした極きよく東とう制せい服ふくを着込んだ姿すがただった。鮭しやけ延のべを連れた彼女は、他の外がい交こう艦かんから誰だれかが降りるよりも先に、無む人じんとも言える多た摩ま外がい交こう港こうの上に足を踏んだ。

　我われ先さきにと飛び出した訳わけではない。

「今回の武蔵むさし側がわにとって、一番貢こう献けんしたのは何ど処こか、という話であるよのう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──各かつ国こく間かんの立場は、やはりここで明らかになるか」

　と、義光の左手側から声を掛けるように現れる人ひと影かげがあった。

　艦かん間かんから灯とう光こうに照らされて出て来るのは、ジャージ姿の小こ柄がらな影だ。それは、

「義よし康やす、お前も前に出て主張するようになったのう」

「これから関かん東とう解放なのに、ここで前に出なくてどうする。……私にとっては、一生の内で最大の見せ場になるかもしれんのだぞ」

「まだまだ先があると、そう自分に匂におわせてるなら、お前も随ずい分ぶん変わったものよ」

　ココ、と狐が苦く笑しようした。

　対する義康が眇すがめになって何かを言おうとする。だがそのタイミングを読んだように、義光が服の袂たもとから扇せん子すを取り出し、軽く上に振った。

　応じる動きは彼女の背後の空に生じた。武蔵の北の空に位置を決めている航こう空くう戦せん艦かん・山やま形がた城じようが、白しろ布ぬのを掛けた主しゆ砲ほう群ぐんを全て真ま上うえに向け始めたのだ。

　金きん属ぞくの駆く動どう音を空に響ひびかせながら、義光が目を細めて言う。

「──とりあえず、一番手てとしては、このくらい〝見み本ほん〟を見せておくのがよかろ」

「貴き様さま、……どれだけ武蔵に肩かた入いれをしているのだ？」

「義康」

　義光が、ココ、と喉のどで笑った。しかし彼女は口くち元もとを扇子で隠かくし、

「──武蔵以い外がいに、なかろ。私が、私と最上のために尽くしてよい場所など。

　伊だ達ては政まさ宗むねが自立したし、上越露西亜スヴイエート・ルーシは相あい敵てきである方がお互い良い。そして最上の羽う州しゆうは、内側に籠こもれば今後は何の発展も無いような土地ぞえ？　──ならば、外にいる子供を愛めでるくらいしか、暇ひまを潰つぶせるものはあらぬぞ」

「愛めでての暇つぶしで戦争に荷か担たんとは、羽う州しゆうの狐きつねも酔すい狂きようだな」

「狐が加か護ごと祟たたりを起こさんでどうする」

　笑って言う義よし光あきが、しかし前を見た。

　向かいに着ちやつ艦かんしている艦かん群ぐんの内、伊だ達て家けの艦の前に、歩み行く影があるのだ。あれは、

「伊達・成なる実み、──交こう渉しよう役やくとして出てきたか」
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　成実は、面めん倒どうを感じていた。

　何しろ、本来ならば出しゆつ奔ぽんの身なのだ。それが臨りん時じとは言え、伊達家けの交渉役になるとは、

　……誰だれのせいかしら。

・片倉君：『ハアイ！　ウザい事で有名な僕ですよ！　どうですか成実君！　僕が実務で忙いそがしいからって、まさかそっちに派は遣けんした交渉隊たいに役やく職しよく者しやが誰もいないとか思わなかったですよね!?　そうでしょう!?』

・不退転：『誰貴方あなた』

・片倉君：『ちょ、ちょっと待った成実君！　何だその三字熟じゆく語ごみたいな言葉！　まさかこれだけキモい僕の事を忘れてしまったのかい!?　寂しいならそう言ってくれれば慰なぐさめの言葉も掛けてあげるというのにハイ僕寂しいです！　まあ片かた倉くら君くん！　そんな寂しいだなんて友人作ればすぐに解決よ頑がん張ばれば誰にでも出来るわ！　無む茶ちや言うなああああああ！　どうだ成実君！　友人がいないんだったら僕は負けませんよ!?』

・不退転：『馬ば鹿か貴方』

・片倉君：『ま、待て！　今日きようの君は新しい熟語を作ろうとしてないかい!?　僕だって仙せん台だい城じようでは〝片倉〟って形けい容よう詞しになっているけど、それが羨うらやましいんだね成実君！』

　面倒なので成実は通つう神しんから片倉に関わるものを除外した。代わりに、

・不退転：『留る守すさん、来てはなくても、いるんでしょう？　説明して頂ちよう戴だい』

・留守居：『これはこれは成実様、お久しぶりです』

　留守・政まさ景かげは、仙台城の統とう御ぎよＯＳであり、人じん格かくつきの制御情報プログラムだ。

　ある意味、仙台城の形をした自じ動どう人形とも言える。

・不退転：『──私達の動どう勢せい、どのくらい追っているかしら』

・留守居：『出奔した側の成実様に、どれだけ伝えて良いかは判はん断だんが付きかねます』

　流石さすがに御お堅かたい。

　まあいいわ、と成実は思った。伊達家側がわがどれだけこちらの事を追つい跡せき調査していても、その内容自じ体たいを当とう事じ者しやの自分は知っているのだ。

　己おのれの知る事が地元にバレていたからと言って、面倒な事はない。知られて恥はじる生き方をしていないし、他人の生き方を恥はじや不幸と決めつけるような連れん中ちゆうがいたところで、自分の今が変わる訳わけでもない。

　……大体──。

　と、思って、成なる実みは気付いた。

・不退転：『キヨナリ、私が今、幸せになりたいと言ったらどうするかしら』

・ウキー：『拙せつ僧そうは休きゆう息そくで寝る前にカレーを頼んで卵を入れるつもりだ』

・不退転：『私も頂いただくわ』

　いい生活ね、と思って苦く笑しようが漏もれたので充分幸しあわせだと思う。以前はなかった事なのだから。しかし、以前との変化を幸福判はん断だんのベースとするならば、

・不退転：『次はないわよ』

・ウキー：『残念だが、権けん威いに拠よればカレーは単純に測っても無む限げんのバリエーションだ』

・不退転：『たまには和わ食しよくも御お願ねがい』

・ウキー：『だったら貴き様さまが作るといい』

　それもそうね、と頷うなずいて、成実は留る守すに言葉を戻した。

・不退転：『──そちらの状況は？　政まさ宗むねは？』

・留守居：『政宗様は外がい交こうなどを行っており、今は容よう易いに動けぬ状況です。片かた倉くら様もその下した地じ作づくりなどに多た忙ぼうという有あり様さまで』

　片倉の技と言えば、高速思し考こうと多た重じゆう判はん断だんの筈はずだ。それをもって多忙となると、

・不退転：『何をしているか、聞いていいかしら』

・留守居：『片倉様からウザったくキモく片倉っぽい説明はなかったのですか』

・不退転：『その前にシャットしたの』

・留守居：『成実様、以前から思っておりましたが、──短たん気き過ぎませんでしょうか』

・不退転：『即そつ決けつ派はと言って頂ちよう戴だい。──ともあれ、留守さんとしては、片倉相あい手てにはどうすればいいのかしら』

・留守居：『Ｔｅｓテスタメント．、片倉様が不ふ規則言げん動どうをしている間は、無む視ししましょう』

・不退転：『つまり？』

・留守居：『シャットするのです』

　お互いが無む言ごんになって、五秒が経過した。

・留守居：『失しつ敬けい。──成実様、よく考えたら方法としては成実様の選択と同じ事でありましたね。問題なのは、成実様の場合、通つう神しん設せつ定ていを戻さないという事ですが』

・不退転：『果か断だんと思って頂戴』

　制御情報プログラムである留守が、嘆たん息そくしたような、そんな間を作った。

　しかし、留守はこちらに情報を送ってきた。表示枠サインフレームに乗った言葉の羅ら列れつは、

・留守居：『政宗様がそちらに向かわないのには理由があります。それは──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みは頷うなずいた。

　留る守すから送られて来たものは、聖せい譜ふ記き述じゆつの内容についてだった。

　先さき程ほど、湯ゆ屋やの中でも確かく認にんした事。つまりは、

・不退転：『……聖譜記述に記しるされている、政まさ宗むねが小お田だ原わら征せい伐ばつに遅ち参さんしたという事ね』
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「伊だ達ては少々、複雑な関わり方をしているものであるな」

　と、外がい交こう艦かんから多た摩まの甲かん板ぱん上じように降りる階段を踏みながら、繁しげ長ながは呟つぶやいた。

　頰ほおに当たり、髪かみを揺らす高空の風が温ぬるい。上越露西亜スヴイエート・ルーシの夏の風に比べれば、潮しおの匂においが強い熱ねつ風ぷうだ。

　後で風ふ呂ろに入らねばな、と思う顔かお横よこ、表示枠サインフレームが本ほん国ごくからの言葉を寄よ越こしてくる。

・朝の部：『伊達は、聖譜記述では政宗が羽は柴しばへの敵てき対たいの動きをとるかどうかを迷っていたために遅参。その弁べん明めいのため、白しろ装しよう束ぞくで政宗が小田原に向かう事になるのですな』

　その辺りの事は繁長もよく知っている。

・繁　子：『……後にも別べつ件けんで、政宗は、白装束に十じゆう字じ架かを背負うという、大おお仰ぎようかつ仕込みの強い姿すがたで京きよう都との羽柴に会いに行くのであります。そして赦ゆるされる訳わけでありますが、その時もこの時も、つまり政宗は少数で羽柴の下へと召しよう喚かんされるのでありますな……』

　もし、そうなったら、どういう事が生じるか。

・朝の部：『現状、伊達の中ちゆう枢すうが羽柴の下に召喚をされれば、武蔵むさし勢はおろか、我ら奥おう州しゆうや上じよう越えつ勢ぜい、関かん東とう勢も羽柴側に対しての動きが取りにくくなるでありましょう』

　斉さい藤とうが言いたい事は解わかる。

　何しろ、これからのP. A. Odaでは、大きな事件が生じるのだ。

・繁　子：『──本ほん能のう寺じの変へんが、干かん渉しようを受けるでありますな』
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　厄やつ介かいだわ、と成なる実みは思う。

　P. A. Odaの現当とう主しゆとも言える織お田だ・信のぶ長ながに対し、襲しゆう名めい解かい除じよと引いん退たいを強きよう制せいするならば、信長が暗あん殺さつされる〝本能寺の変〟は必ひつ須すの歴史再さい現げんだ。

　……でも本能寺は京きようの都みやこにあるのよね。

　そして、京の関係する歴史再現として、羽柴は〝政宗の弁べん明めい・二回目〟を持っている。

　一回目が今回の小田原、二回目が京都だ。

　もし、武蔵勢がP. A. Odaを追い詰めていく過か程ていで〝本能寺の変〟を強きよう要ようしたとしても、羽柴が歴史再現の前まえ倒だおしとして、二回目の政宗の弁明召喚を行ったら、マズイ。

　その場合、羽柴は京全ぜん体たいを政宗の歴史再現用ように組み上げ、他の歴史再現を行う隙すきが無いようにする筈はずだ。更さらには、

・留守居：『──政まさ宗むね様が、京きようにて人ひと質じちのような扱いとなります』

　……確かにそうね。

　人質とは、血けつ縁えんと同どう様ように、この時代の〝国家間かん安全保ほ障しようシステム〟の一つだ。

　それは血縁を作るために妻つまや側そく室しつとして預けた者であったり、嫡ちやく子しや他の子、または父や母という事もある。

　大切な存在を預ける、という事で忠ちゆう誠せいや誠せい意いを示し、彼らや彼女らをどう扱うかによって、向こうの忠誠や誠意を確かめるのだ。だが、

・不退転：『その場合の政宗は、伊だ達て家けが望まぬという意味で、本当の〝人質〟ね』

・留守居：『──Ｔｅｓテスタメント．、政宗様が人質に取られた場合、奥おう州しゆう、上じよう越えつ、関かん東とう諸しよ国こく、そしてこの小お田だ原わら征せい伐ばつで連れん携けいした国は、本ほん能のう寺じの変へんを望む事も、京での活動すらも封じられます』

　もし、政宗が京に封じられた状態で、戦せん時じの動きを京に向けて行えば、どうなるか。

　大体の流れは予よ測そく出来るが、一応、成なる実みは伊達の情じよう報ほう処理を扱う留る守すに問うてみた。

　ただ、問う内容は、武蔵むさしや友ゆう好こう国こくの動きではない。自分が疑問するならば、

・不退転：『……政宗が京で害されるという聖せい譜ふ記き述じゆつは無いわよね』

・留守居：『戦せん闘とうに巻き込まれてどうなるか、は不ふ明めいでありましょう』

・不退転：『有ゆう事じの際は、敢あえて京全ぜん体たいが、戦闘状態になると？』

・留守居：『現在、京の管理を行っているのはP. A. Oda五ご大だい頂ちようの一人、明あけ智ち・光みつ秀ひで様です。

　もしも戦闘によって光秀様の戦せん力りよくが打だ撃げきを受けたとするならば、P. A. Odaが〝本能寺の変〟を行わずに済む言い訳わけが、また一つ増えるという事になりますな』

　成なる程ほど、と成なる実みは告げた。

・不退転：『政宗が人質にとられた場合。武蔵勢ぜいも、他も、政治的に〝本能寺の変〟を強きよう要よう出来ても、物理的に京へと乗り込む事は不可能という事ね』

・留守居：『もしそれをしたら、武蔵は今後、他国との交こう渉しようで〝武蔵は貴き国こくを見捨てない〟という保ほ証しようを必ずしなければならなくなるでしょう』

　人質を持つ相手に攻め込むとは、そういう事だ。

　たとえ政宗が覚かく悟ごを持っていても、彼女の存在は他国にとっての交渉材料となる。

　だとすれば、

・不退転：『小田原征伐が終わったのは羽柴にとっては好こう都つ合ごうだったのね。京にて正宗を人質とする二回目の弁べん明めい、そのトリガーとなる一回目がここで得られるんだから』

・留守居：『Ｔｅｓ．、ここで一回目を要求され、二回目を続けろと言われる。──それが、伊達にとって最さい悪あくの状況でありましょう』

　だからこそ、伊達は今、動かない。

　小田原征伐においても、その後においても、伊達は動かない。

　だが、不ふ動どうとはいえ、今は国の動きが激しい時期だ。それ故ゆえ、伊だ達ては出しゆつ奔ぽんの自分を代表として扱い、国としての判はん断だんは後ろに置いておく。

　何か問題があったなら〝出奔した者が勝かつ手てに決めた事ですから〟だろう。

　……今いま更さらながらに気付くわね。

・不退転：『つまり私、伊達家けにとっての足あし切きり扱いなのね、今』

・留守居：『覚かく悟ごされていらっしゃいませんでしたか』

　言ってくれれば良かったのに、とは思う。が、言ってしまうと、それが作戦である事が明確になり、追つい及きゆうを受けるかもしれない。

　そこまで周しゆう到とうに見た上での伊達の判断だ。

　元もと副ふく長ちようを、足切り要よう員いんとして使う。しかし伊達家の副長として復帰出来る身なので、他国はその扱いを迂う闊かつに出来ないし、発言権けんを捨て置けない。

　回りくどさをこちらが感じるくらいに、他国にとっては厄やつ介かいな動きだろう。

　これは間違いなく、あの男だ。

・不退転：『──片かた倉くらの思し案あんね』

・留守居：『ほう、そう見られますか』

　Ｔｅｓテスタメント．、と成なる実みは頷うなずいた。

・不退転：『何だかんだと仙せん台だい城じように引きこもっていてウザいけど、外に出たこちらの立場を利用し、伊達家を存そん続ぞくさせようとするためにキモいのね』

・留守居：『成実様、新しん種しゆの表現をされると私の判断が鈍ります』

・不退転：『そう』

　それだけで済ませて、成実は一ひと息いきをついた。

　とりあえず、地元は安全なようだ。政まさ宗むねは、何かに向かう時、常に覚悟を決めているような性しよう分ぶんで、それが危なっかしくもあるのだが、

　……無む謀ぼうという言葉は避けるようになったのね。

　今、何を為なすべきかという事と、その決けつ断だんが将しよう来らいに何を引き起こすか。その関係と結果が解わかり、自己の判断としての選択を出来る君くん主しゆになったのだ。

　青せい竜りゆうの事件は、無む駄だでは無かったと言う事だろう。

　片倉の奇き行こうが心配ではあるが、馬ば鹿かは馬鹿なりに自分がいる意味を見失ってはいないようだ。やはり片倉も、青竜の事件を経て、ようやく己おのれの仕事に向かえるという事だろうか。

・不退転：『じゃあ、ここで伊達の今後として、私が望む方針を告げておくわ』

　自分の立場を思いながら、成実は告げた。

・不退転：『〝本ほん能のう寺じの変へん〟が終わるまで、政宗の遅ち参さん弁べん明めいを起こさない。そういう事ね』

・留守居：『大だい丈じよう夫ぶですか。権けん益えきの取り合いに遅れないよう、小お田だ原わら征せい伐ばつに成実様は参さん戦せんしています。あれを〝遅参の歴史再さい現げん〟と言われると、政宗様の〝遅参弁明・一回目〟はすぐに起こさねばならないような流れになるかと思いますが』

・不退転：『その辺りはどうにかするわ』

　説せつ得とくは得とく意いな方だ、と思う。他がどう思ってるかは別だが。

　しかし、現げん場ばとしては気になる事もある。

・不退転：『留る守すさん、上越露西亜スヴイエート・ルーシ経けい由ゆでも構わないから、毛もう利りが共に連れてきた輸ゆ送そう艦かんの所しよ属ぞくが解わからないかしら。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の系けい列れつだと思うんだけど』
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　……M. H. R. R. 系列、極きよく東とう側も関わった家の船だとすると、面めん倒どうだな……。

　と、護ご衛えいとしての二ふた代よを横に置いた正まさ純ずみは、毛利の外がい交こう艦から輝てる元もとが降りてくるのを見ながらそう思った。

　向むか井いの湯ゆ屋やから、急ぎ出て先行したのは自分と二代だった。会議に遅れては、という理由で二代がこちらを肩に担かついでデリバリーしてくれたのだが、

「髪かみが流石さすがに乱れたな……」

「ははは正純、拙せつ者しやも同どう様ように御ご座ざるよ」

　笑う二代は、これもジャージ姿すがただ。蜻蛉とんぼスペアを腰に縮しゆく小しようした状態でつけているが、いつもの髪かみ飾かざりをしていない。

　山やま形がた城じようが砲ほう筒とうを天に向けたのに皆が倣ならう中だ。不ふ戦せんの場だと、武蔵の副ふく長ちようとして示すつもりなのだろう。見れば蜻蛉スペアに白しろ布ぬのの代わりの白いリボンが巻いてあるが、これは向井辺りの気き遣づかいな気もする。

・トンボ：『御お洒落しやれ──』

　準じゆん神しん格かく武ぶ装そうも御ご機き嫌げんのようだ。というか喋しやべるの希まれな気が。

　しかしここから先が、少々不ふ安あんだ。

　……戦せん後ご会議と、戦せん前ぜん会議の両方を短たん時間で、か。

　先さき程ほども湯屋で事じ前ぜん情報のコンセンサスをとったが、やはりそれは武蔵内の情報で、武蔵内の意見でしかない。他国は他国、と考えると、懸け念ねんが幾いくつもある会議になる気がする。

　M. H. R. R. からの謎なぞの船もそうだが、

・副会長：『伊だ達ての方、遅ち参さんの問題があるしなあ……』

・金マル：『ぶっちゃけ、ウッキーを会議に参加させてナルミンの相手させたら？　上う手まい譲じよう歩ほとか引き出せるんじゃない？』

・煙草女：『つまり、──正純が望んでも、伊達とは戦争せずに済むって事さね？』

・副会長：『直なお政まさたまにキッツイよなー』

・ウキー：『というか、拙せつ僧そうが出たら正純の交こう渉しよう役やくとしての器き量りようが問われるだけであろう。

また、成なる実みの方も、拙僧が出れば交こう渉しように迷いが出るかもしれん』

・ホラ子：『……迷った結果、どうなるのでしょうか』

・ウキー：『切れ味が上がる』

・金マル：『うん、……そうだと思うね。うん……』

・●　画：『というか浅あさ間ま、アンタが今、小お田だ原わら周辺のインフラ権けん限げんも毛もう利りのナンタラ神じん社じやの付け替えとかで掌しよう握あくしてるんでしょ？　それを盾たてにイワせてやったら？』

・あさま：『いえ、基本的に神しん道とうは戦争の主しゆ体たいとして不ふ介かい入にゆうですから。それはもう、京きようにいる帝みかどの方針ってのとも繫つながりますし』

・あずま：『余よの発言が難しいのも、やっぱりそういうのに起き因いんするよね……』

・あさま：『ええ、それに、基本、神道は善ぜん悪あくを分けませんから、誰だれにでも平びよう等どうですしね』

　ふむ、と正まさ純ずみは皆がぎゃあぎゃあ議ぎ論ろん始めたのを眺ながめた。

　……いつも通りの展てん開かい、か。

　皆の意見を統とう合ごうすると、伊だ達ては味み方かたでも、こちらを手伝いにくいという事になる。

　何よりも、遅ち参さん問題が面めん倒どうだ。

・礼賛者：『貧ひん多だ君くん、伊達家けの遅参問題でも、武蔵むさしは伊達家側につく訳わけですか？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、既すでに同どう盟めい状態だからな。基本はそのつもりだ』

　伊達家副ふく長ちようが表示枠サインフレームで地元と遣やり取とりしているのを見ると、彼女は彼女でそれなりの算さん段だんを組み立てているらしい。

　無む論ろん、彼女は副長だ。交こう渉しようごとをする権限はあっても、得え手てではあるまい。

　……それに、ウルキアガが言う通り、伊達家副長は切れ味鋭いからなー。

　即そつ決けつ派はというか、彼女が初めて武蔵にやってきた時の事を忘れてはいない。

　用よう件けんだけ言ってソッコで帰ろうとしたのを、ウルキアガが奇き策さく……、否いな、奇き言げん……、否、まあ、何だ、何かで止めたのだ。

　……あの切れ味で即決される事になると、そこまでの誘ゆう導どうをしっかりしないとなあ……。

　思し考こうの雑ざつ音おんを消したい。

　何しろいろいろと考える事が多く、しかし周囲が気晴らしになるのがまた有あり難がたくもやりにくい。ただ、時間は無く、切せつ迫ぱくしているし、それに──、

・俺　　：『おーい、セージュン、服着れたー』

　子供か……！　と張り倒してやろうかと思ったが、馬ば鹿かの言葉の意味は解わかる。

・副会長：『こっち来るのか』

・俺　　：『上越露西亜スヴイエート・ルーシ以い降こう、俺おれは前に出る派はだぜ。なあネイト』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、護ご衛えいの準備は出来てますわ』

・ホラ子：『ではホライゾンも行くとしますか』

　気楽だ……、という感想を持ってしまうが、仕方ない。

　これも馬ば鹿かとホライゾンの〝布ふ陣じん〟なのだ。そして、布陣が動くならば、

・副会長：『──早く来い、会議を早くしないと寝る時間が無くなるぞ』

　仕方ない、と思いながら、正まさ純ずみは右の手を挙げた。

　……まあ、まとまってるのかどうか解わからない状況で会議するのはいつも通りか。

　周囲、というには距離が遠いが、他国の代表は気付いたようだ。北ほう条じようも、外がい交こう艦かんから人ひと影かげが降りつつあるが、

　……北条・幻げん庵あんか。

　ノリキの言う通り、氏うじ直なおは北条の敗はい戦せん後ご、国内をどうするかの裁さい定ていに入ったという事だろう。それを皆は理解したのか、甲かん板ぱんを踏む幻庵に対し、首を下に振った。

　小お田だ原わら征せい伐ばつと関かん東とう解放、両方に参加する全員が、ここに揃そろったのだ。

　続く瞬しゆん間かん、誰だれもが視線をこちらに向け、そして表示枠サインフレームを開いた。

　応じるように、正純は言う。

「そろそろいいか」

　背後、馬ば鹿か達たちが走ってくる気け配はいがある。が、それに振り向くまでも無い。

　二ふた代よが背後にちらりと視線を向け、

「正純、よう御ご座ざろう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では会議と行こうか。議題は──」

「──ちょっと待った！」

　声がいきなり来た。

　正面左ひだり、毛もう利り・輝てる元もとだ。彼女は表示枠シーニヤカドルを展開し、自分の顔と声を拡かく大だいすると、

「参さん加か国家、全員よく聞け！　──戦後と戦前の会議、それを終えた後、十分だけ別べつ件けんに付き合え！　いいな!?」
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　いきなりの毛利・輝元の言葉に、義よし康やすは眉まゆをひそめた。

「──おい、仕切るなら、先に理由を言え」

「里さと見みか」

　輝元がこちらに振り向き告げた呼び声に、義康は内ない心しんで舌した打うちした。

　……〝里見〟と来たか。

　里見代表や、里見・義康ではない。

　里見という〝国〟そのものとして、こちらを捉とらえた呼び方だ。

　下へ手たな返答をすれば、〝里見〟として判はん断だんするぞと、輝元はそう示したのだ。

　……とりあえず、こちらの交こう渉しよう力りよくを試しに来たと、そういう事か。

　成なる程ほど、と内ない心しんの納なつ得とくを得た上で、義康は返答を行った。

「毛利代表」

　相手を毛もう利りの代表である、という捉とらえ方を外す事なく、義よし康やすはこう応じた。

「──武蔵むさし副ふく会長の方から話があるそうだ。まずはそれを聞け」
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《浅あさ間ま神じん社じやが　里さと見み側　との通つう神しんを再び包ほう括かつしました》



・副会長：『こっちに投げるなあ──!!』

・義　　：『は？　何も言う事がないのか？』

・ウキー：『正まさ純ずみ！　無む理りにギャグを言おうとするではないぞ……！』

・ホラ子：『第二特とく務むのウルキアガ様は気が気ではありませんな』

・●　画：『つーかこの状況でどういうギャグを飛ばすのよ』

・俺　　：『あ！　俺おれ！　今なんとなく夏なつ祭まつり用の一いつ尺しやく玉だま持ってるんだけど！』

・賢姉様：『やだ愚ぐ弟てい！　火をつけていい!?　ファイアーよ！』

・貧従士：『番ばん屋やあ──!!』
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　輝てる元もとは、外がい交こう中ちゆうに収しゆう監かん馬ば車しやがやってきて仕事を終えて去って行くのを初めて見た。

「ククク、番屋まで愚弟とデートよ！　ミトツダイラ！　檻おりの外で羨うらやましい!?　あと、浅間、早めに引き取りに来てね！　ソッコよソッコ！　──で、正純、どう？」

「仕事増ふやすなあ──！」

　浅間神社代だい表ひようが、急ぎの手続きを俯うつむきでしているから、連れん行こう途と中ちゆうで釈しやく放ほうだろうか。

　しかし、と輝元は思った。

　……何でコイツら、笑いに命を懸かけてんだろうか……。

　シャレじゃなくて本当にするのが凄すさまじい。自分が太陽王ロワ・ソレイユの股こ間かんを木ぼく刀とうで叩たたいているのなど、まだ甘かったと言う事か。もっと頑がん張ばろう。負けるものか。だが、

「お前ら真ま面じ目めにやる気あんのか」

　武蔵副会長が右手を挙げた。彼女は半はん目めで、

「あるけど無む理りな時もある」

「制せい御ぎよしろよ」

　言った瞬しゆん間かんだ。多た摩まの町まち中なか、表ひよう層そう部ぶから光の傘かさが炸さく裂れつした。二秒後に響ひびいてきた音からするに、花はな火びだろう。後から半はん鐘しようの音など聞こえてくるのがリアルだ。

　武蔵副会長が、顔かお横よこに出た表示枠サインフレームを見て、嫌いやな顔をする。

　しかし彼女は、逆ぎやく側がわに無む言ごんの武蔵総そう艦かん長ちようの表示枠が出たのを見て、急いで先の画面に声を張り上げる。

「……あァ!?　何が〝証しよう拠こ品ひんが本ほん物ものかどうか聞いてきたから試したんでしゅう〟だ！　とっとと戻って来い！」

「あ、すみません正まさ純ずみ、ちょっと私の方、今、手続きしてますんで。……ミト！　先に迎えに行って来て下さい！」

　武蔵むさしの狼おおかみが、顔かお横よこに出た人狼女王レーネ・デ・ガルウからの表示枠サインフレームを笑顔で叩たたき割って瞬しゆん発ぱつした。

　そして武蔵の副ふく会長が、半はん目めでこちらを見み据すえてこう言った。

「──武蔵を治める事がどれだけ難なん事じ業ぎようか、御お解わかり頂いただけただろうか」

「大変だな」

　深く関わらない方がいい気がしたので、輝てる元もとは介かい入にゆうの隙すきを見るのをやめようと思った。

　すると、一ひと息いきのタイミングを経て、武蔵副会長がゆっくりと告げた。

「──まずは小お田だ原わら征せい伐ばつの清せい算さんだ」

　こちらの仕切りについては不ふ問もんか。まずは、と言う辺り、考こう慮りよはするという事だろう。

　だが、武蔵副会長は真まっ直すぐにこっちへと告げた。

「他た国こく間かんの清算は小田原征伐中に大体済すんでいる。──まずはそれに漏もれた毛もう利りと私達の清算だ。つまり……」

「うちが武蔵勢ぜいに三敗している、という事だな」

「一敗分ぶんは、里さと見み生徒会長が上うえ杉すぎ側がわとの清算で用いた。──要は二敗分だ」

　後は言われるまでもない。

　武蔵側の目的が何であるかは、よく解っている。だから、

「──Mouri-01、出せ」
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　輝元は、胸を張って、Mouri-01による重じゆう力りよく制せい御ぎよの流れを見た。

　Ｔｅｓテスタメント．、という彼女の返答も、その後の流れも、全ては用意があるものだ。

　上空。外がい交こう艦かんの上部甲かん板ぱんから勢いよく投下されるのは、二つの物体だ。

　それらは落下速度とは別で、音もなく外交の場に降りた。

　置かれる。

「────」

　風だけを連れて自分達の眼前に添えられたのは、二つの縦たて長ながの木箱コンテナだ。

　既すでに一度、見せた事があるもの。

「大罪武装ロイズモイ・オプロ、〝光臨の傲慢フオス・ハイペリフアニア〟と〝光臨の虚栄フオス・ケノドクシア〟。──これを清せい算さんにしよう」

　向こう、武蔵の姫ひめが両腕うでを外したのを仲間が必ひつ死しに止めているが、何だろうか一体。







[image: 第六章『決定舞台の代表者達』]
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　点てん蔵ぞうは、正まさ純ずみから数歩離はなれた位置で、周囲の気け配はいを窺うかがった。

　大罪武装ロイズモイ・オプロの提てい示じに対し、警けい戒かいをしているのは上越露西亜スヴイエート・ルーシだ。本ほん庄じよう・繁しげ長ながが、こちらと同じように周りに視線を送り、しかし、

「…………」

　サングラスを掛け直す動きで、彼女は自分の視線を隠かくした。だが、その気配は、

　……周りが、不ふ穏おんな動きをしないか見張るもので御ご座ざったな。

　他、里さと見み・義よし康やすも、これを昨日きのうに見ている事もあってか、動じていない。自分達たちの働きで得られるものだと、そう解わかっているせいもあるだろう。

　同じように、最も上がみ・義よし光あきも、扇おうぎを口に当てて表情を隠かくしているが、目つき自体は〝期待〟の色を含んでいる。何がこれからどうなるか、という風ふ情ぜいだ。

　ならば、と点蔵は北ほう条じように視線を送り、あるものを見た。

　北条・幻げん庵あんが、目を伏せ、苦く笑しようしていたのだ。それはまるで、

・傷有り：『……北条の代表、何だか、自じ嘲ちようしているようですね』

・十ＺＯ：『メアリ殿どのにも、そう見えるで御座るか』

・傷有り：『て、点蔵様もですか！』

　後ろ、メアリのいる方から女おんな衆しゆうの、〝おおおお〟とか〝きゃああ〟とか声が聞こえてくるが、振り向くと危険な気がするので見ないようにしておく。

　……しかしまあ。

　点蔵が表示枠サインフレームの一ひと枠わくを光学反はん射しや設定にすると、その面がグロス風ふうになると共に、背後の光こう景けいが映って見えた。

　狭い枠わくの中、頰ほおに手を当てて左右に顔を振っているメアリと、それを囲んで応おう援えん気ぎ味みの動きをとっている女衆がいる。

　メアリの顔は赤せき面めんの驚きと笑えみ。それを見て、点蔵はふと思った。

　……たった一ひと言ことでこれだけ感情を動かしてくれるならば、もっと言葉を交わした方が良いので御座ろうな。

　無む論ろん、メアリは相変わらずこちらをちゃんと見てくれない。

　その辺りが落ち着いたら、というところだろう。大体、既すでに同じ屋根の下で生活しているのだ。視線を合わせないのは長く続かない。多分。その筈はず。もしずっと続くならちょっと地じ獄ごくな気がするが、無む視しされてる訳わけじゃないので良いで御座ろうか。だが、

・十ＺＯ：『正純殿』

・副会長：『ああ、……北条・幻庵のあの反応からするに、元々、この流れは北条・毛もう利り間かんでの決定事じ項こうだ』

・蜻蛉切：『小お田だ原わら征せい伐ばつでこっちが二勝した意味が無いという事で御ご座ざるか』

・○べ屋：『え!?　私達が製せい麵めん機きになる犠ぎ牲せいに意味が無かったの!?』

・礼賛者：『……それ、犠牲どころか単に負まけ数すう増やしただけの面めん倒どうじゃないですか？』

・○べ屋：『あ、くっそ！　ホントの事言いわないでよチキショー!!　こっちは今、金で罪ざい状じよう解かい除じよ出来ないかどうかを検けん索さくしてるんだから！　前向き！　前向きよ！』

・十ＺＯ：『手持ちで自由になる金は幾いくらで御座るか？』

・○べ屋：『うん！　風ふう紀き委員長に口こう座ざを凍とう結けつされたから一三〇円かな！』

・未熟者：『……店てん舗ぽを売りに出したらどうだい？　結けつ構こう持ってるんだろ？』

・○べ屋：『はあああ？　口座凍結されてるから売っても振り込み不ふ可能だよぉう？　それに手続き含みでどのくらい時間掛かかると思ってるのぉう？　製麵機の方が早いよぉう？』

・未熟者：『そ、その我が身の状況を考えない挑ちよう発はつはなかなかだね！』

　うちの商しよう人にんは補ほ佐さも含みで自分を捨て過ぎではないで御座ろうか。

　ともあれ、正まさ純ずみが大罪武装ロイズモイ・オプロの木箱コンテナを見み据すえ、言葉を作った。

・副会長：『毛もう利りはそこまで甘くない。──西の大たい国こくだ。戦前の約束を守るために敗はい北ぼく数すうの清せい算さんに出して来ただけだろう。もし私達の勝ち数が少なければ、その分の権けん益えきを要求し〝武蔵むさしよりも毛利が上〟とやったのだろうしな』

・未熟者：『そうだね。後のヴェストファーレン会議を見み据すえた場合、そういう〝国の上下〟を関かん東とうの注ちゆう目もくを集めた中で出来るのは大きい訳わけだし』

　その通りだ、という正純の言葉に、点てん蔵ぞうは改めて北ほう条じよう征せい伐ばつの意味を知る。

　……何だかんだと、あれも〝戦争〟だったので御座るなあ。

　この外がい交こう艦かんの甲かん板ぱん上じよう、最も上がみが一番に降りた理由がよく解わかる。

　最上と里さと見みがいてこそ、武蔵の勝利と現状が成り立ったのだ。

　狐きつねと犬。見事な働きだ。

　……よく考えたら狼おおかみもいるし、ウッキー殿どのは竜りゆうだし、朱雀すざくもいるし、何かいろいろ揃そろってきている気がするで御座るな。干え支とは無む理りで御座ろうけど。

　ただ、点蔵は幻げん庵あんの自じ嘲ちようめいた笑えみを思った。

　今はもう、彼はその表情を消しているが、あれは恐らく〝それ見た事か〟だ。

　幻庵としては、今の状況を予よ測そく出来ていたのだろう。聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、北条・幻庵は北条氏の三代に渡って仕つかえたというが、その経験があの表情を生んだに違いない。

　ならば、と点蔵は思った。

・十ＺＯ：『──正純殿どの、大罪武装の受け取り、全く問題無ないものと見受けるで御座る。

　ホライゾン殿も、回かい収しゆうを急がれた方がよう御座ろう』
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　義よし康やすは、武蔵むさしの姫ひめが、武蔵勢ぜいの中から毛もう利り勢の方に足を踏み出していくのを見た。

　彼女は、腰を曲げ、左右を窺うかがいながら小こ走ばしりに毛利側に行く。

　……何かコソコソしておらんか。

　懸け念ねんの通り、武蔵の姫は、毛利陣じん営えいの前にある大罪武装ロイズモイ・オプロの木箱コンテナに手を掛け、

「────」

　視線を逸そらして素早く木箱を開けると、中のものを即そく座ざに背後の収しゆう納のう空間に放り込んだ。

　その動きに対し、毛利・輝てる元もとが、

「……おい」

「は？　何でしょう」

「……ちょっと、お前？　今、何をした？」

「いえ、何もしてませんが」

「いや、お前、ちょっと後ろ、荷物を見せて貰もらえるか？」

「いやいやいや、何の権けん限げんがあるというのですか」

「いいから荷物を見せろと言ってるんだよ」

「──万まん引びきと補ほ導どう員か!?」

　皆で叫ぶと、武蔵の姫が辺りを見回した。そして彼女は、手を左右に振り、

「いや、何だかんだと、役に立たない事が多い秘ひ密みつの最終兵へい器きこと大罪武装ですが、政治的な取とり引ひき材料としてはその分ぶん抜ばつ群ぐんでしょう。何しろ効果がないのにメジャーですからね」

「宗むね茂しげ様さま！　宗茂様！　サイトに武ぶ装そうごとの〝宗茂度ど数すう☆〟などつけなくていいですから！」

　向こうも大変だ。

　だが、武蔵の姫は、自分の収納空間の辺りをちらりと見て言う。

「一応、そんな大罪武装でも、譲じよう渡とのシーンなどが外から見えては危険かと」

「あー、ホライゾン、気き遣づかい嬉うれしいが、出来ればもうちょっと国の代表としてな……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、了りよう解かいです、正まさ純ずみ様」

　武蔵の姫が、毛利・輝元に右手を挙げた。

「では、ホライゾン、虚きよ栄えいと驕おごりを頂いただきました」

「Ｔｅｓテスタメント．、改めて言われると何か無む茶ちや苦く茶ちやだなあ」

「じゃあ領りよう収しゆう書しよを御お願ねがいします」

「おい」

　輝元の半はん目めに、武蔵の姫は収納空間から羊よう皮ひ紙しの領収書を取り出し、こう言った。

「宛あて名なは〝ホライゾン・アリアダスト〟で。品ひん名めいは〝大罪武装×２〟で御願いします。

　あ、こっちに同どう品ひん目もくの請せい求きゆう書しよを用意してますので、お納めください」

　義よし康やすは、輝てる元もとが半はん目めになりつつも言われた通りに書くのを見た。

・あさま：『輝元さん、意い外がいと手続きしっかりする人ですよね』

・俺　　：『──あれ？　大罪武装ロイズモイ・オプロ戻ったの!?　おお、すげえなあ！』

・銀　狼：『で、ええと、戻りましたけど、現状、どういう状況ですの？』

・ウキー：『よく見ろ、毛もう利り・輝元がホライゾンに領りよう収しゆう書しよを書いているのだ』

・銀　狼：『誰だれか!?　誰か人に理解出来る言葉で説明を出来ませんの！』

・賢姉様：『落ち着きなさいミトツダイラ！　私が見たところ、これは単に毛利・輝元がホライゾンに領収書を書いているだけよ！』

・銀　狼：『智とも──！』

・あさま：『ええと、落ち着いて下さいミト。……ほら、ちょっと喜き美み、物事は正確に伝えないと駄だ目めですよ。ミトが混乱するじゃないですか。だから、ええと、見て下さいミト。──ホライゾンが輝元さんに請せい求きゆう書しよを渡してますよ』

・銀　狼：『訳わけが解わかりませんのよ──！』

　無む茶ちや言うな、と義康は思った。

　……だが、これで、大罪武装が二つ、武蔵むさしに返へん却きやくされた訳わけだ。

　合計で、所しよ有ゆうは六つ。残りは、

・副会長：『嫌いや気け、暴ぼう食しよく、淫いん蕩とうの三つだ』

　武蔵副ふく会長が、毛利・輝元に軽く会え釈しやくするのを、義康は見た。

「末まつ世せを巡る状況は、大きく武蔵むさしに傾いた。そう言っていいだろう」

　しかし、と彼女は言った。

「──これだけでは、ないのだろう？　毛利・輝元」





●






　輝元は、内ない心しんを隠かくさなかった。

　口が横に開き、笑えみの弓ゆみを作るのを自覚し、止めなかった。

　視線は正面。見ているのは武蔵の副会長だ。

　……コイツは……！

　本当に、この小お田だ原わら征せい伐ばつからずっと、この女はこちらに食いついてくる。素直に、こちらの言い分にハマるという事をしない。

　何から何まで、裏を読み、更さらにはそれを明かして安全を確かく保ほする。

　味み方かたのようでいて、やっている事は充分に敵だ。

　一体、何ど処こでこのような慎しん重ちようさを身に付けた。

　きっと、恐らく、この女にとって、自分を隠かくし、相手の言げん動どうを監かん視しするように見て対応をした時期があったのだろう。

　……あたしの場合は、居きよ留りゆう地ちでの生活だけどさ。

　一体、何がそのような状況を作ったのか。
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「ノブタン！　ノブタン！　何やら今、正まさ純ずみ君が多た摩まで各かつ国こく代表と交こう渉しように入っているようですが、我らこんなところで空詠みカラオケ大会していていいのですか!?」

「馬ば鹿か者もの！　コニタン！　既すでに我々はそのような会議の下した準備として、情報などは搔かき集めるだけ搔き集めて各かく委員会に提てい出しゆつしているのだ！　後は正純がどう働くかでしかない。

　──何、政治家としてのセンスと、必要なものは充分に叩たたき込んである！」

「ノブタン！　何かちょっと格かつ好こいいですぞ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．……！　正純の父親として、常に威い厳げんと畏い怖ふを保たねばならんからな。おかげで正純とのコミュニケーションが全くとれず困ったものだ。先日も、子供向け歌か舞ぶ伎きの〝義よし経つねぶっちぎり勧かん進じんファイターズ〟に誘ったら、『父とうさん、無む理りしなくて良いから』と断られてしまってな。……そのチケット寄よ越こした石いし川かわ！　ちょっとこっち来い……！」

「ノブタン！　ノブタン！　もうちょっとＴＰＯ考えた方がいいですぞ！」
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　輝元は思った。確か、武蔵むさし副ふく会長の父は武蔵の暫ざん定てい議員だった筈はずだ、と。恐らく、その父から、充分な薫くん陶とうを得ているのだろう。

　元は三み河かわの出身。それが武蔵に来て、副会長をやっているのだとすれば、極きよく東とう寄よりの視し点てんが強かろうに。しかし、

　……英国と、後のマクデブルクという流れで、大たい国こくの動きを体感したか。

　更さらには、と輝元は心の中で言葉を付け加えた。

　この武蔵副会長、ちょっと厄やつ介かいなところがある。それは、

　……コイツ、何だかんだで結けつ構こう、武蔵の変な空気に馴な染じんでるんだよなー。
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・貧従士：『ふ、副会長！　何か毛もう利り代表が、副会長の事、猜さい疑ぎっぽい目で見てますよ！』

・副会長：『あっれ？　私、何かしたかなあ……』

・金マル：『んー、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな、セージュン』

・副会長：『そうなのか？　ナイト』

・金マル：『うん。人間、知らないところで何かしでかしてるもんだし。フツーフツー』

・副会長：『駄だ目めだろそれじゃ……！』

・●　画：『何なに言ってるの。気が付いたらネームが切ってあったり、ページ数が増えてるとか、フツーにある事だわ』

・ホラ子：『とはいえ、戴いただいた領りよう収しゆう書しよにも問題はありませんから、とりあえず回かい収しゆうは成功です。後で帰り際に、そこら辺で一発駆く動どうさせて組み込みますか。早く寝たいですし』

・俺　　：『何か凄すごく価か値ち下がってね？』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様さま！　宗茂様！　悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシの頃ころは価値高かったですから！　数が多くなって相そう対たい的てきになったと考えましょう！』
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　元の持ち主も大変だな、と思いつつ、正まさ純ずみは毛もう利り・輝てる元もとから視線を外さない。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの返へん還かんも、毛利側が考えている戦後交こう渉しようの一部なのだろう」

　だが、まだ何かある。

　だから、それを知っている北ほう条じよう・幻げん庵あんは自じ嘲ちようした。

　大罪武装の返へん却きやくのみで全てが終わるならば、彼があのような笑えみをする意味が無い。終わったと、そういう意味の苦く笑しようで済む筈はずだ。

　自嘲したと言う事は、

　……まだまだ、〝自分達たちの馬ば鹿かげた行い〟が、続くと言う事だ。

　大罪武装を返却しても、自分達を笑わねばやってられないような事が、続ぞつ行こうする。

　それは何か。

　……恐らくは、あれに関係するな。

　毛利の外がい交こう艦かんの向こう。不明の外交艦が一艦、着ちやつ艦かんしている。

　毛利の随ずい伴はん艦が二艦、その艦の更さらに向こうに留まっているのも見えるが、それは不明の外交艦を武蔵むさしの外から見えないようにするためか、

・蜻蛉切：『あの艦、……逃がさぬようにと、そうしている風ふ情ぜいでも御ご座ざるな』

・●　画：『こっちから見てるけど、水平から観かん測そく出来る窓とか、全部カーテン閉めてるわ』

・賢姉様：『うちも分ぶ厚あついカーテン買わないとねえ』

・あさま：『あ、そうですね』

・約全員：『…………』

・あさま：『……え!?　あ、いや、変な意味じゃないですよーう？　単なるプライバシーというか、ほ、ほら、防火とか！』

・俺　　：『いや、俺おれだって覗のぞかれたくねえぞ。家の中では芸げいの仕込みやってる時もあるし』

・あさま：『ですよね！　ね！』

・俺　　：『うん。あと、夜はエロゲでヒートアップしてる時も多いからな』

・ホラ子：『定期的に部屋をグシャアしておかないと駄だ目めですかねえ……』

・●　画：『ともあれ、あっちの窓の向こうではエロゲやってるって事にしとくわ』

　嫌いやな結けつ論ろんだ。

　だが、内部すら見せないとなると、国こく名めいを明かさぬ方針を貫つらぬくつもりだろう。

　……そしてそれを、会議後ごの十分で出すというのか。

　だとすれば、輝てる元もとの策さく謀ぼうも、幻げん庵あんの嘲ちよう笑しようも、全ては会議後だ。そして、そう考えた場合。今、ここで話の中心になるのは、毛もう利りではない。

　正まさしく、今を話すべき相手に対し、正まさ純ずみは顔を向けた。もはや輝元から視線を切り、

「──来い。聞いているのだろう」

　その相手は、

「交こう渉しよう役、大おお谷たに・吉よし継つぐ。小お田だ原わら征せい伐ばつの終了についての見けん地ちを聞こう」
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　浅あさ間まは、照しよう準じゆん術じゆつ式しきを自分の周囲に展開した。

　基き礎そは、有あり明あけの防ぼう護ご用ように作った照準加か護ご術式〝枝えだ葉は継つぎ〟だ。半はん天てん球きゆう型の流りゆう体たいターレットが、自分達たちの頭ず上じようへ羅ら針しん盤ばんのように表ひよう示じされて回り、

「フフフ、浅間！　誰だれを撃うつの!?　狙ねらいは、ちゅぃいいいい～ん！　やだ、ミトツダイラのオパイね！　撃ったら空気抜ぬけてこれ以上小さくなるけどいいの!?　いいのね!?」

「──ミト、喜き美みは任せました」

「智とも！　新しい反応ですけど、何の解決にもなってませんのよ!?」

　その通りだけど仕方ない。それに、獲え物ものは今回、撃つためにいるのではない。

「あ、いました！」

　南東の空。視線よりやや高い位置に〝枝葉継〟の照準が重なった。

　距離にして約三キロ。

　浅間神じん社じやが組んだ対病原防護アンチウイルスプロテクトは効いているらしい。そこに大谷がいるのだ。

　自分を中心とした天てん球きゆう図ずの狙う先。その遙はるか向こうにあるのは、

　……M. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツク式しきの表示枠サインフレーム。

　捕ほ捉そくと同時に浅間は望ぼう遠えん照準を展開。その画が像ぞうを天てん井じよう画がのようにして、浅間は会かい議ぎ全体の頭上へと広げて映した。

　ややノイズの入った画面に見えるのは、やはり大谷だ。

　しかし、映る旧派表示枠の中で、大谷の姿すがたは、

「……何でボロボロなんです？」

　さあ？　と首を傾かしげた正まさ純ずみが、頭を搔かきつつ、頭上の画面に問う。

「おい、大谷、何かボロボロになってないか？　小田原征伐に参さん戦せんしてたっけ？」

『──心配無む用ようです！　数時間前、思わぬ外がい敵てきに遭そう遇ぐうしましてね』

「ああ、じゃあ、気にしない」

『ちょ、ちょっと待ちなさい！　外敵との戦いの話！　武ぶ勇ゆう伝でんは話すも聞くも武ぶ士しの誉ほまれでしょう!?　というか、こっちの事無む視ししてますね!?　そうですね!?』

「あー、聞いてる聞いてる。で、何だっけ？」

　正まさ純ずみも大たい概がい酷ひどい。しかし正純は、天てん上じよう側がわの表示枠サインフレームを指さし、こちらに振り向いた。

「浅あさ間ま、真ま上うえはやめてくれ。首が疲れる」

「あー、じゃあ、下にします」

「フフ、浅間？　それじゃ向こうがローアングルになるんじゃないかしら？」

　んー、と浅間は考えた。二秒程ほど、表示枠の構こう造ぞうを思い浮かべ、

「じゃ、二に重じゆう化かして、映えい像ぞうを下に、受じゆ像ぞうを上に置きます」

　設せつ定てい自体は単純だ。処しよ理り関係がやや重くなるが、表示枠の秒びよう間かん辺り描びよう画が数すうを二、三摘つまめばいいだけだろう。だからそうすると、

「──どうです？」

　果たして、各かつ国こくの皆の足あし下もと。囲まれるようにして、大おお谷たにの画が像ぞうが置かれた。

『あっ、どういう事ですか！　自分がこっちにいるのに、下に広がってるとは！』

「いいじゃないか大谷、視し点てんは変わってないから見み下くだしっぱなしだぞ」

『成なる程ほど……、って、でも誰だれも彼も、下向いてるから頭とう部ぶしか見えませんよ自分には！』

「大谷、……我が儘まま言うなよ」

『そ、その同情の言い方！　しかも下した見て言ってる……！』

　よく出来過すぎてる病原ウイルスも、またこれはこれで駄だ目めなんじゃないかと、浅間はそう思った。

　だが、正純が右の手を挙げている。軽く横に突き出した右腕うで。そこから立つ右みぎ肘ひじの先、白の手て袋ぶくろを嵌はめた右手が空を指し、

「──大谷。小お田だ原わら征せい伐ばつの話だ。北ほう条じようの出来はどうだった？　まずはそこからだ」

　正純が、息を吸った。

「そして大谷、よく聞け。どちらにしろ、──ここから先の私達は、お前達を追い詰めていくだけだ。それを理解の上で、この北条征伐の判はん断だんをつけろ」

　言った。

　いきなりの空気を破るように、正純が上を見た。視線は大谷。そして彼の向こうに存在しているだろう羽は柴しばに向けられている。

　羽柴に言葉を届かせる。その意味をもって正純が動いた。彼女は、掲かかげた右の手を握り、

「──いいだろうか」
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「──どうだ？　聞こえているだろうか、羽は柴しば。通じているだろうか、P. A. Oda。

　私達はまだ何も解わからない事ばかりで、貴き様さまらからは嘲ちよう笑しようされるのかもしれないが、それでも現状の世界のルールに則のつとり貴様らを追い詰める。

　だから解かい釈しやくを使え、羽柴。追い詰められたくないならば、解釈を用いて、世界に聖せい譜ふを強きよう制せいするという正しき歪ゆがみをもって私達の追つい撃げきを凌しのげ。

　大だい歓かん迎げいだ。何しろこっちには馬ば鹿かがいて、支える者達も誰だれも彼もが変わったし、変わっていく。少なくとも一人ではない。私達が、そうはさせないし、ただ前に行って何かを望むのだ。私達と私達の国はそうなるのだ。欠けているなら埋めるように受け入れていくし、何もかもを認める境きよう界かい線せんの上は多た分ぶん広いのだ。だから後は、──やはり前に行けばいいだけだ。

　邪じや魔まは何だ。貴様らだ。

　さあ、判はん断だんしろ羽柴、P. A. Oda、私達は貴様らが強きよう制せいした歴史をただただ叶かなえていく。貴様らが聖譜という、この世界の今や国家間かんのルールとなっているものを押しつけ、そこに犠ぎ牲せいをベットにした関係と解決の必ひつ須すを強制するなら、私達はそれを叶えよう。

　全世界。聞け。──何かこれからの道に犠牲が有り、それを強制されるなら私達を呼べ。如い何かなる解釈も、強制も、私達の敵ではないと、今までの証しよう明めいを置き、これからまた証明する」
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　正まさ純ずみは、言って、息をつかなかった。

　息を止め、それから数秒後ごに、ゆっくりと吸う。

　その間、ただ周囲にあるのは、沈ちん黙もくの空気だ。しかし、

　……賭かけだ。

　今の通つう神しんは、P. A. Oda側に確実に通じた。そしてこの会議の場を、各かつ国こくの代表は地じ元もとに送っている。特に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがその状態にある意味は大きい。それに、

・武　蔵：『M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント、巴ともえ御ご前ぜん様から、通神受じゆ領りようの一いち文ぶんが来ております。──以上』

　充分だ。

　これから三十年戦せん争そうが終わりの流れに向かおうという節ふし目めだ。

　だが、聖譜記き述じゆつにある神かみ代よの時代と違い、羽柴と組んだM. H. R. R. 旧派カトリツクは国こく力りよくを落としてなどいない。ゆえに各国は、解釈による彼らの〝敗はい北ぼく〟と復ふく讐しゆうを恐れている。

　欧おう州しゆうを中心とした各国にとって、頼みの綱つなは六護式仏蘭西だろう。

　巴パ里リの水すい没ぼつ戦せんの結果を見て、欧州各国はその思いを強くしたに違いない。

　ならば、ここで関かん東とう解放をおとなしく終えさせるのは危険だ。毛もう利りと六護式仏蘭西の国際評ひよう価かが上がり、武蔵むさしはその手伝い役として、関かん東とうか、よくても東とう海かい以い東とうに封じられかねない。

　……だから、関東解放の前、ここで羽は柴しば達に敵てき対たいを明めい言げんする。

　巴パ里リの水すい没ぼつ戦せんは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとっていい宣せん伝でん効果を持つが、それはこちらにも同どう様ようだ。

　羽柴達、M. H. R. R.神聖ローマ帝国勢ぜいは倒せないものではないと、そう示したのだから。

　武蔵でもやれるのではないかと、そんな期待も抱かせる。そして、

「……どうだ」

　世界各かつ国こくにとっては、二に択たくとなった。対たいM. H. R. R. と羽柴を思し案あんする時、六護式仏蘭西に頼るか、武蔵と組むかの二択が提てい示じされたのだ。

・銀　狼：『──完全に、虚きよを突きましたわね、正まさ純ずみ。……集まった各国の通つう神しんが開かれ、他た国こくの注目する今いま時じ分ぶん、ここで更さらなる未来の戦争と、羽柴への敵対を謳うたうとは』

・副会長：『ああ、まあ、このタイミングが一番だからな』

　そうね、とナルゼが通神で頷うなずいた。

・●　画：『……今、欧おう州しゆうの通信だと、検けん索さく一位で〝●武蔵●／ウォーモンガー／●欧州来らい襲しゆう●〟とか、凄すごく情報端スレツドが伸びてるわ』

・十ＺＯ：『……それなのに何な故ぜ、武蔵内ない通神では〝あの忍にん者じや総そう合ごう７３１２〟とかが回っているので御ご座ざるかな……？　武蔵住じゆう人にん、慣れて麻ま痺ひして御座らんか……？』

・ホラ子：『戦争よりも他人への嫉しつ妬とが大だい人にん気き。……おっと、これは嫉妬を司つかさどるホライゾンの勝利でしょうか。ゆめゆめ自惚うぬぼれないようにせねばいけませんね』

・副会長：『くっそ！　悔くやしくない！　悔しくないぞ！』

　否いな、そういう問題じゃない。

　大体、羽柴を挑ちよう発はつするのは、関東解放の戦後ではいけない。

　何となく、これから何が起きるかは解わかってきているのだ。

　それに羽柴を嚙かみ込ませるならば、今このタイミングがベストだろう。それは、

・副会長：『いいか皆、武蔵内ではクロスユナイトに負けたが、世界レベルでは私も結けつ構こういい線行ってる筈はずだ。余り良くない事だがな』

・ウキー：『……正純、少し落ち着いた方が良いのではないか？　そう、拙せつ僧そう達のように』

・副会長：『いや、お前らの場合、根からおかしいだけだから……』

　まあ待て、と言葉を入れて、正純は呟つぶやいた。

・副会長：『恐らく、羽柴達は、夏休みに入る事を狙ねらっている。この関東解放に介かい入にゆうし、なるべく自分達の陣じん営えいに損そん害がいを受けないようにして夏休みに入りたいと、そう思っている』

・労働者：『何故、そんな事が言える？　解るように話せ』

　ああ、うん、何なに言ってるか解らないの多いもんな、うち……。と、内ない心しんで床を見ながら、正純は単純に応じた。

・副会長：『──P. A. Odaは、きっと、夏休み中ちゆうか、その直後に〝本ほん能のう寺じの変へん〟を行う方針にシフトした。

　だから羽は柴しばはここで大おお返がえしを使う事を躊躇ためらわない。そしてとにかく、関かん東とう側での損そん害がいを少なくしようとしている』

　解わかるか？

・副会長：『夏休みは、自じ国こく内ないの歴史再さい現げん以外が基本的に禁止になる。関かん係けい国家と組まねばならないものは、夏休み後に送られる事が通常だ。これは、逆に言えば──』

　正まさ純ずみは告げた。

・副会長：『──夏休み中、もしくはその直後に〝本ほん能のう寺じの変へん〟を行うならば、P. A. Odaは安全にそれを終え、次じ代だいへの引き継つぎなども全て行い、二学期初しよ頭とうから新しん体制で欧おう州しゆうや他た国こくの戦せん線せんに出られるんだ』
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　そういう事か、と義よし康やすは、周囲の動きを理解した。

　……P. A. Odaは、夏休みを境さかいに、新体制を発ほつ足そくさせると、そう考えていいのだな。

　これは、周しゆう辺へん諸しよ国こくどころか、関東側においても脅きよう威いとなる話だ。

　無む論ろん、この流れは、大体の予よ測そくがつく話ではあった。実際、それを懸け念ねんして歴史再現の前まえ倒だおしを進めていた部分もあるのだ。

　だが、ピースが揃そろって来ると、実感が違う。

　ここで羽柴達を追い詰め、その国こく力りよくを削そぎ落とすつもりだった。しかし、

・義　　：『このままだと、追い詰めたところで、P. A. Odaは休み明けに新体制を組み、また欧州を中心とした地ち域いきの席せつ巻けんし直しをするのか』

・副会長：『そうだ。関東解放がどういう結果になろうと、羽柴勢としては母体のP. A. Odaが傷つくものではない。もし気にするならば、織お田だ家け由ゆ来らいの武ぶ将しようとして、役やく職しよく者しやや実じつ力りよく者が損なわれるのを避けたい、というところだろう』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、義康にも一つ、理解の出来る事があった。

　小お田だ原わら征せい伐ばつに、羽柴が新しん人じんの可か児にを投とう入にゆうしてきた事だ。

　先さき程ほどは、関東西にしの山さん渓けいにて、池いけ田だ・照てる政まさが白しら鷺さぎ城じようの修しゆう築ちくに入ったと言う。

　……休み明けの即そく戦せん力りよくとして、次じ世代の育いく成せいを行っているのだ。

　ならば、と義康は前置きを心に思った。

・義　　：『確かに、このタイミングだな』

　羽柴を挑ちよう発はつするのは、関東解放後ごではいけない。

　関東解放後となれば、羽柴はただこう言えばいいのだ。

「何があろうと、この瞬しゆん間かんから、夏休み態たい勢せいで、仕切り直しです、と」

　もはや今時じ分ぶんから叶かなえる事の出来る歴史再現は無いと、そう言えば、P. A. Odaは不ふ可か侵しんとなり、休み明けには新体制による再さい侵しん攻こうが約束されるのだ。

　だから今、だ。

・義　　：『解わかった』

　先さき程ほど、湯ゆ屋やの中で、武蔵むさし副ふく会長はこう言った。

　……関かん東とう解放に武蔵は参加出来ないかもしれない、と。

　あれはきっと、こういう意味なのだ。

・義　　：『関東解放。それに羽は柴しばが間に合うには、関東に急行するのとは別の方法がある。

　──私達に何か歴史再さい現げんを強きよう制せいさせ、関東解放に向かう私達の戦せん力りよくを削さく減げん。関東解放を長なが引びかせ、自分達が間に合うようにさせるのだ』

　そして武蔵副会長は、恐らく、こう考えている。

・義　　：『武蔵は、それを利用し、夏休み中に入られようと、何らかの歴史再現などに繫つなぐつもりなのだろう。更さらには──』

　その方法は、今の自分には解る。

・義　　：『〝本ほん能のう寺じの変へん〟に、武蔵は介かい入にゆうしようというのだな』
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・ウキー：『成なる程ほど……、正まさ純ずみのしたい事はよく解った』

　ウルキアガの言葉に、正純は頷うなずいた。

・副会長：『ようやく、という感覚だが、そういう状況になった訳わけだ』

　成程、とウルキアガの言葉が頷く。そして、

・ウキー：『おーい皆、正純が、夏休みを無しにしたいそうだ』

・約全員：『ええええええええ!?』

・副会長：『待てコラ──！』

　文字上で叫ぶと、リアルの方で馬ば鹿かが駆かけ寄ってきた。馬鹿は、青ざめた顔で、冷や汗あせすら搔かきながらこちらの両肩かたを摑つかみ、

「ほ、本ほん気きかセージュン！　夏休みだぞ!?　海で水着でポロリだぞ!?　おっと皆、俺おれにあまり期待すんなよ？　──で、俺の夏休みの楽しい計画をどうする気だ!?」

「いや、お前、別に今は家の中でも大体そういう状態だろ」

　向こう、身を堅くした浅あさ間まとミトツダイラの肩に、馬鹿姉あねが左右の手を置く。

　だが、馬鹿は天てん空くうを両手で仰あおぎ、

「家の中と外では状況も水着の見え方も違──う！　ホライゾンの水着はうちのカーチャンが買ったオバ仕し様ようだからオバガード入ってて鉄てつ壁ぺきだけど浅間やネイトの場合は日の当たり方や濡ぬれた場合で結けつ構こうな違いがあるとワタクシは思うので御ご座ざいます」

「ちょ、ちょっとトーリ君、私、そんな無む防ぼう備び系けいじゃありませんよ？」

　女おんな衆しゆうが浅間から視線を逸そらした。あれ!?　と狼狽うろたえる巫み女こは、しかし横にいた狼おおかみの肩を摑つかんで大きく揺らし、

「ミト！　ミトも何か御ご意い見けん御相談ありますよね!?」

「いえ、私、我が王に水着を見せて褒ほめて戴いただく仕事をちょっと前にシフト入れたような……」

「もうちょっと！　もうちょっと抵てい抗こうしましょうよミト！」

　無む駄だな事を……、と皆が呟つぶやくこちら側、馬ば鹿かが、後ろでホライゾンが首を鳴らしているのにも気付かずに言葉を作る。

「いいかセージュン！　つまり海！　水着！　通つう常じよう時じでも薄うす着ぎの私し服ふく！　夏祭りや敢あえて再び行う川遊びや手と手が触れあう勉強会とかだな！　そういうものを、なるべくならば、動どう向こうを踏まえて注ちゆう視ししていきたいと、ワタクシはそう思うので御ご座ざいます。何しろ夏休みとなると精神的な開放感が違う！　今なら何と──」

　ホライゾンが、馬鹿の後ろからそのこめかみに右のナックルを叩たたき込んだ。

　馬鹿がゆっくりと横に倒れていく向こう、ホライゾンが右手を挙げ、

「すみません正まさ純ずみ様さま、そのまま続けるとホライゾンが持ちネタにした通つう販はんネタをやられる怖おそれがありましたので」

　そうではなかったら続けさせたという事だろうか。だが、倒れた馬鹿の襟えり首くびを摑んで下がっていくホライゾンと、あたふたと駆かけ寄る浅あさ間ま達を見ていると、確かにこう思う。

　……やっぱ夏休みって、大だい事じだよなあ……。

「まあ別にいいか」

・●　画：『ちょっと待ちなさい。今、その捨て去る一ひと言ことの前に考えた内容が大事なのよ』

・副会長：『いや別に、夏休みっても、私、図と書しよ室しつで本を毎日漁あされていいなくらいだし』

　うわあ……、と皆が引いた。

・賢姉様：『フフ、これは確かに副ふく会かい長ちよう権けん限げんで夏休み撲ぼく滅めつ委員会を発ほつ足そくする訳わけね』

・金マル：『誰だれか遊びに誘うとか、そういうの、無いの？』

・副会長：『いや、仕事もあるし、いろいろあるから〝今日きようはいいや〟だよなあ……』

　うーん、と正純は唸うなった。

・副会長：『まあ、別に私はソレで構わないから、いいっちゃいいんだが』

・●　画：『待ちなさい。アンタの個こ人じん主義を尊そん重ちようするにしても、それを武蔵むさし全ぜん域いきに適てき用ようさせる気？　それじゃあ駄だ目めでしょ』

　言われて見ると確かにそうだ。

・副会長：『じゃあ夏休みは遊びを徹てつ底ていさせるか。──大おお久く保ぼ』

・長安定：『──あー、面めん倒どうやし、遊ばなかったら死し刑けいでええな』

・ＣＡＮ：『御お嬢じよう様さま！　今日いろいろあったからって投なげ槍やりでは……！』

　斬ざん新しんな制度が出来上がりそうな気もするが、これはこれで駄目だろう。

　しかしまあ、と正純は皆を両手で制した。

・副会長：『夏休みは尊そん重ちようしよう。ただ、世界の動きもあるからな。ソレ次し第だいと言う事で』

　うーん、と皆が腕を組んで唸うなるのが、危険と言えば危険な気がする。だが、

「来るぞ」

　正まさ純ずみは見た。甲かん板ぱんに広がる照しよう準じゆんの表示枠サインフレーム。その中で、大おお谷たにが動いたのだ。

　彼は、自分の手て元もとに小型の表示枠を開いた上で、こちらに顔を向けた。三さん頭とう身しんサイズの顔は、流りゆう体たいで出来た兜かぶとの向こうに空くう洞どうの目を見せ、

『──当とう方ほうの判はん断だんが出ました。まずは自分の方から、小お田だ原わら征せい伐ばつの裁さい定ていについてです』

　皆が身み構がまえる。そんな気け配はいと空気の中で、大谷の声が響ひびいた。

『小田原征伐は、まだ終わっていないと、自分はそう判はん断だんします。

　何な故ぜなら、伊だ達てが参加しているというのに、──総そう長ちよう・政まさ宗むねの遅ち参さんが完かん遂すいしていないからであります』

　さて、と大谷が、小さい刀を杖つえのように身体からだの前に立てて告げた。

『伊達・政宗が到とう着ちやくして、小田原征伐が終了するまで、慶けい長ちようの役えきは待って戴いただきましょうか』
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「正まさ宗むねが来て小お田だ原わら征せい伐ばつが過ぎるまで、慶けい長ちようの役えきをやめろ？」

　早さつ速そく過ぎるわね、と成なる実みは思った。

　向こう、武蔵むさし勢ぜいが先さき程ほどから賑にぎやかに身み内うちで殴なぐり合ったり、表示枠サインフレームを通したボディーブローの蓄ちく積せきを入れているのはよく解わかる。しかし、

　……どうしたものかしら。

「大おお谷たに・吉よし継つぐ。──面めん倒どうだから言うわ」

『何でしょう？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成実は相あい槌づちを打った。

　至し極ごく当然の発はつ想そうとして、成実は大谷にある提てい案あんをした。

「貴方あなたを張り倒したら不ふ問もんになるかしら」
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・金マル：『ナルミンひょっとして甘ギレしてる？』

・ウキー：『単たん刀とう直ちよく入にゆうで見事だぞ、成実……』

・副会長：『……あれー、私、こんな展開予よ測そくしてないんだけどなー……』
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　成実は、画面の中の三さん頭とう身しんに呼びかけた。

「どうするの？」

『どうする、とは？』

「面倒だから、ここで相あい対たいによる代だい理り交こう渉しようとして決けつ着ちやくした方が私は楽で早いわ」

・留守居：『成実様、今、本ほん音ねが漏もれすぎていましたぞ』

・不退転：『漏れた本音に責任取とれない生き方をしてないわ』

　さあ、と成実は表示枠ではなく、上空に視線を向けた。

「どうするの？」

『……歴史再さい現げんの是ぜ非ひを相対で代理交渉する方法を、我々は認めていません』

「逃げるの？」

　成実は言った。浅く首を傾かしげて、こう言った。

「──負け犬ね」
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・ホラ子：『御お見事です成実様。今は押す時間帯たいですね』

・あずま：『へえ、凄すごいね……！　上う手まく喧けん嘩かを買わせるんだね!?』

・副会長：『…………』

・銀　狼：『正まさ純ずみ！　前！　前見みましょう！　前向きで行くんですのよね!?』
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『待ちなさい！　何を勝かつ手てに話を進めているんですか貴女あなたは！』

　成なる実みは、眼がん下かの声に耳を傾けない。視線は上空。そこに相手の視し覚かく受じゆ像ぞう系けいが残っているのは解わかっているし、視線の中央も解っている。

　ゆえに彼女は、己おのれの目を離さず、

「聞こえているわ」

　言った。

「──弱い犬程ほどよく吠ほえる」

『侮ぶ辱じよくと、そう捉とらえさせて頂いただきます』

「強くないのは本当でしょう」

『今は立場と方針で相あい対たいが出来ないだけです』

　大おお谷たにが、画面の向こうで胸を張った。

『いずれ、──負け犬と呼んだ事を撤てつ回かいさせてあげましょう』

　彼が告げた瞬しゆん間かんだった。画面の右から入って来た獣けものの前まえ足あしが、その身体からだを吹っ飛ばした。

　猫ねこの右フックであった。
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「あ、──こら、大谷が仕事中ちゆうなんだから、遊んじゃ駄だ目め。こら、──ああ、もう」

『ちょ、ちょっと待って下さい！　嘉よし明あき様、何な故ぜ、その猫が！　あいたたたた！』

　いい勢いで猫打だ撃げきを食らう大谷に、嘉明が頷うなずいて言った。

「下しも田だで懐なつかれちゃって。飼かい猫でもないようだし、猫は船の守り神とも言うし」

　言ってる間に大谷が劣れつ化かしていく。が、嘉明が猫に手を伸ばすと、

「……！」

　猫が大谷をくわえて遠ざかった。嘉明は、ふと、眉まゆ尻じりを下げ、

「……大谷、アンタ、随ずい分ぶんと好かれたみたいね」

『好かれたんじゃなくてセミとかネズミと同じ扱いですコレは……！』

「あ、すみません、大だい加か藤とう先せん輩ぱい！　ちょっといいですか！」

　と、横から来たのは可か児にだ。彼女は甲かん板ぱんに落ちていた嘉明の羽は根ねを拾ってくると、

「おーい！　こっちこっちー！」

　可児が床に這はうようにして姿し勢せいを低く、そして手にしていた羽根を猫に揺らした。それも、先せん端たんを振るのではなく、反はん動どうで揺れるように、だ。すると、猫ねこが大おお谷たにを離し、

「あ、……来るものね。可か児に、アンタ随ずい分ぶんと慣れてるのね」

「実じつ家か、市並びマーケツトなんです！　だから猫の扱い知ってないといろいろ面めん倒どうで！」

　と、猫の脇わきに手を差し込んで持ち上げた可児の頭を、嘉よし明あきは撫なでた。目を細める可児は、しかし背せ筋すじを伸ばして、

「こういう事なら、任せて下さい！　得意ですから！」

　見れば、可児の足あし下もとで、大谷が土ど下げ座ざしている。が、今はそういう時間帯たいではない。恐きよう縮しゆくモードに入る可児の背を押しながら、嘉明は吐と息いきで言った。

「──大谷、とっとと仕事に戻もどりなさい」
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『そういう訳わけで話を戻しましょう、伊だ達て家け副ふく長ちよう！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みは頷うなずいた。

「猫とは遊べたの？」

『猫は会議に関係ありません！』

　大谷の言葉に、皆が、えっ、という声をあげた。向こう、輝てる元もとが、

「……自分で猫と遊んでるの見せて、関係ねえとか、どういう……」

　あっちでは、武蔵むさし勢ぜいが、

「何、あのビョーキ、……誘い攻めじゃねえの？」

「拙せつ者しや思うに、だったら猫と戯たわむれる画が像ぞうを出さぬべきでは御ご座ざらぬか」

「……ですよね、自分思いますに、犬いぬ好ずきだったら、素直だと思うんですよ、こういう時」

「ククク、狼おおかみだとどうなのかしら？　ねえミトツダイラ！　アンタもカーチャンみたいに攻め派はだと良かったのにねえ」

「か、過去形けいにするのはやめて下さいますの!?　不ふ名めい誉よですわ！」

『な、何かよく解わからないけど侮ぶ辱じよくしておりますね!?』

「違うわ」

　と成実は言った。

「少なくとも、武蔵勢についてはこれが通常の空気よ。──解る？」

『何がですか』

　解らないかしら？　と問いを重ねて、成実は言った。

「武蔵の天てん下かになったら、全ぜん世界がこうなるのよ」
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・あさま：『……すみません、今、ちょっと、我が事ながら愕がく然ぜんとしました』

・傷有り：『ええと、どういう事です？』

・金マル：『つまりソーチョーが世界を征せい服ふくすると、──メーやんとテンゾーを全ぜん世界が見守り応おう援えんするようになるって訳わけ』

・傷有り：『まあ……！』

・十ＺＯ：『な、何か、事実とは違う解かい釈しやくが聞こえたで御ご座ざるよー!?』

・副会長：『…………』

・●　画：『あ、そこまで考えてなかったって顔してる、してる』

・副会長：『何でお前らは自分の事なのに他ひ人と事ごとのように扱えるんだろうなー……』
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　大おお谷たには、戦せん慄りつした。

　……危険だ……！

　今は戦せん国ごく時代。だが、この後、もしも歴史が松まつ平だいら側の掌しよう握あくに傾けば、武ぶ家け社会としての江え戸ど時代が始まるのだ。

　自分達羽は柴しば側が破れ、そうなる可能性せいについては、聖せい譜ふ記き述じゆつにもある事だから甘かん受じゆしよう。その場合、自分達がどれだけ抵てい抗こう出来たかが、自分達としての争そう点てんだと、そうも思うのだ。

　だが、後に得られる世界が、

『……すぐに人をぶっ飛ばしたり、奸かん計けいにハメたり、見み下くだし合うようなソリッドワールドになるというのですか!?』

　大谷は、表示枠レルネンフイグーアを指さし、叫んだ。

『世界へのビジョンを持って戦う我々に対するならば、そちらも明確で正しいビジョンを持って立ち向かいなさい！　いいですね!?』

『待って』

　と伊だ達て家け副ふく長ちようが言った。

『明確で正しいビジョンを持ったお互いが、向き合うべき、と？』

『そういう事です！』

　じゃあ、と彼女は一ひと息いきをついた。

『──小お田だ原わら征せい伐ばつと伊達家の関係について、羽柴側は関かん与よを拒きよ否ひするのね。何な故ぜなら伊達と羽柴は明確な正しいビジョンを共きよう有ゆうしていないから』
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『待ちなさい……！』

　大谷の言葉に、成なる実みは視線で振り向いた。

「やる気？」

『──揚あげ足あし取とりで伊だ達て家の安全を確かく保ほする気ですか!?』

「いいえ。だから言っているのよ。──やる気、って」

　成なる実みは告げた。

「伊達家の行動に文もん句くがあるならば、いつでも伊達は羽は柴しば側と戦せん闘とうをする用意があるわ。

　常にその状態で存在していて、だからこその遅ち参さんと京きようへの弁べん明めいがあるのでしょう？

　──それなのに、何を貴方あなたはさっきから私を挑ちよう発はつしてるの」

　そして成実は、視線を回した。

　身体からだは、東南に、視線はその遙はるか遠くを見み据すえる。

「伊達は別に、保ほ身しんも何もする気は無いわ。遅参を再さい現げんし、京への弁明にて、政まさ宗むねが足止めされて人ひと質じちになろうと、青せい竜りゆうはもはや守る対たい象しようを決め、麾き下かの者達は死をも厭いとわない。

　小こ次じ郎ろうを誤った思いを晴らせるなら、京など中から破は壊かいしてやるわ。だけど──」

　だけど、

「小次郎も駒こま姫ひめも、幸いに去ったわ。──だから今、見み逃のがしているのよ大おお谷たに・吉よし継つぐ」

『ならばどうします？』

「遅参を再現しろというなら、してあげる。ただそのやり方は……」

　成実は、視線を細めた。

　東南。その空を東に行く羽柴の小お田だ原わら組ぐみの艦かん隊たいと、更さらには江え戸どにいる大だい艦隊に対し、

「〝関かん東とうにいる羽柴の手て勢ぜい〟に、遅参してあげるわ。北方から、高速の突とつ撃げきをもってね。

　四時間後ごには間に合うでしょう。その伊達家の突撃をもって遅参は完かん遂すい。

　寸すん毫ごうの間も無い直後から慶けい長ちようの役えきを始めるのは素す敵てきね」

　告げた成実は、一ひと息いきを入れた。次に口を開き、告げるのは、

「……留る守すさん、羽柴の関東艦隊の布ふ陣じんは理り解かい出来てるかしら」

『Ｔｅｓテスタメント．、後の展開予測も含めて、大たい概がいは見えております』

「どういう手て順じゆんで突っ込めば、効果的かしら」

『青あお葉ば城じようを出します。……羽柴様が所しよ望もうならば、全ぜん艦隊も』

「駄だ目めよ」

　成実は言った。

「──白しろ装しよう束ぞくの政宗を出すと、そう言わなければ」
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　義よし康やすは、成実の言葉に息を詰めた。

　……この女……。

　随ずい分ぶんと変わった。

　以前は、政宗の補ほ佐さとして、彼女を守り、保ほ護ごするような立場を崩くずさなかった筈はずだ。

　だが今の伊だ達て・成なる実みは違う。政まさ宗むねの持つ力を信用し、戦せん場じようを彼女に用意するような言げん動どうをとっている。

　……政宗が変わり、成実も変わったのだろう。

　政宗は自じ己この力を恐れぬようになり、成実は自由になった。

　今の成実にとって、政宗は主しゆ家けの当とう主しゆであり、力の塊かたまりだ。それも、何もかもを任せてよく、その判はん断だんも責任も自己でとれる存在になったのだ。

　竜りゆうの餌えさになるものを放り投げれば、竜はそれを選せん別べつして食うだろう。あとは、伊達の外に出た者は、自分にしか取れぬ、しかし伊達にとって有ゆう益えきな餌え食じきを探すだけだ。

　出しゆつ奔ぽんの成実が考えている事。主家を出て得た自由への返へん礼れいとは、きっとそれだ。

　全く、と義よし康やすは思った。

　自分は、かつて、欧おう州しゆう勢ぜいなどを中心とした祭などで、政宗達との邂かい逅こうを得ていたのだ。親しい、という関係ではないが、言葉を交わせる仲だという思いはある。

　政宗は、随ずい分ぶんと上に行ったものだ。

　ゆめゆめ、弛たゆまぬべし。そう、それが一番だ。気を緩ゆるめてはいかん。

・金マル：『つーかナルミン、ガチギレなんだけど、コレ、どーやって収めるの？』

・未熟者：『僕としてはこのまま世界が崩ほう壊かいしても面白そうだと思うよ！』

・ウキー：『ま、このくらいの成実だったら、言葉で収められるぞ。まだ武ぶ器きを使用するくらいには至っとらん』

・貧従士：『第二特とく務むは一いつ体たい伊達でどーいう説せつ得とく工こう作さくしたんですか……』

・ベ　ル：『本ほん気きで殴なぐりあって、オッパイ揉もんで、ええと、パンツ渡して、ハンマーで殴り合って爆ばく発はつしたら、……丁ちよう度ど良くなっ、た？』

・十ＺＯ：『鈴すず殿どのの説明でそれだと、現場は惨さん状じようで御ご座ざったろうなー……』

　コイツら緩すぎだろう。だが、

「待ってくれ、伊達家け副ふく長ちよう」

　声が生じた。武蔵むさし副ふく会長だ。

　彼女は右の手を挙げ、大おお谷たにに言葉を送る。

「このままだと平行線せんだ。外からの仲ちゆう裁さいを行いたい」
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　正まさ純ずみは、前に一歩を出た。

　反応するようにこちらに視線を向けてくる伊達家副長。その目つきは、

　……普ふ段だんと変わらんなー。

　ナイトはガチギレと言っていたが、対応する問題によってなすべき反応の方向性せいが違う、というのが正解な気もする。

　副ふく長ちようクラスになると、平へい然ぜんの範はん囲いで戦せん闘とうが行動選せん択たく肢しに入るという事なのだろう。二ふた代よもかなりそういう部分があるから、何となく解わかる。だが、

「伊だ達て家け副長」

　正まさ純ずみは呼びかけた。

「戦後と戦前の間という現在において、私達の行動を束そく縛ばくしないよう、迅じん速そくな判はん断だんは有あり難がたい。だが、こちらとしては伊達の戦力と未来を無む益えきに消しよう費ひするつもりはない。大体──」

　大体、

「──その表情。息を吸うのと同じ平然で戦争をしては、いかんだろう」

　言うなり、各かつ国こく代表が、伊達家副長も含めてこちらの背後を見た。

　え？　と自分も振り向くと、ホライゾンが手の平を下に向けてから、挙げ、

「さん、はい」

　直後、皆がこちらを指さした。

「──お前だよ[image: ]」
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・副会長：『はあ!?　誰だれが一体、息を吸うように戦争したっていうんだ！』

・●　画：『──誰か！　誰でも良いのよ！　ここに脳のうの医い者しやを連れてきて！』

・立花嫁：『そっちの医者がいないのが武蔵むさし勢ぜいの欠点ですね』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、不ふ規き則そく言げん動どうをする輩やからが多いで御ご座ざるからなあ』

・立花夫：『ははは、誾ぎんさん？　壁を殴なぐるくらいなら私とスパーリングしませんか？』
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　失しつ敬けいな話だ、と正純は眉まゆを立てて腕を組む。

「各国に告げておくが、武蔵は極きよく東とうの独どく立りつ地ちとして動いており、その行動基き準じゆんは平和と安定のためだ。今までに幾いくつかの教きよう導どう院いん間かん抗こう争そうを経て、その戦せん果かは──」

　ちょっと、戦果の数を思い返してみた。その結果として、

「──この話は今する事じゃないな、うん。やめよう」

「誤ご魔ま化かした……！」

　皆のツッコミに両手ての平ひらを立てて制し、正純は前を見る。

「まあ待て。──いいか？　伊達も羽は柴しば側がわも、今、遅ち参さんの再さい現げんをやればお互いの不ふ利り益えきが生じる結果になると私は思う」

「別に私は構わないわ」

「別に構わないというなら、率そつ先せんしなくてもいいと言う事だな？」

　問い返しの言葉に、ややあってから成なる実みは空を見上げ、

「……そういう事ね」

　じゃあ、と彼女は視線を水平にして、こちらに会え釈しやくを送る。

「任すわ。面めん倒どうだから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうしてくれると有あり難がたい。では、羽は柴しば側、──大おお谷たに」

『Ｔｅｓテスタメント．、どのような提てい案あんを？』

　Ｊｕｄ．、と重ねるように頷うなずき、正まさ純ずみは己おのれの思し案あんを告げた。

「政まさ宗むねの遅ち参さんは行って貰もらう。ただそれは、伊だ達て家け側がわに方法を委ゆだね、単独の歴史再さい現げんとさせる。そしてまた、期限に関しては、無む期きとする」
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「武蔵むさし副ふく会長が、バランスを取りに来たわね」

　武蔵をもはや西に見える空の中で、嘉よし明あきは呟つぶやいた。

　横、砲ほう台だいの台だい座ざに猫ねこを乗せ、視線を同じ高さにしている可か児にがいる。彼女は猫を羽は根ねであやしながら、視線でこちらに振り向いた。

「バランスって、どういう事です!?」

「政宗の遅参を伊達単たん独どくの歴史再現とする事で、まず、小お田だ原わら征せい伐ばつの遣やり取とりから伊達家を独立させたわ。結果として、他の勢せい力りよくは小田原征伐を終え、慶けい長ちようの役えきに来てもいい」

　だけど、

「──伊達は単独の歴史再現であるため、先さき程ほど伊達家副ふく長ちようが告げたように〝羽柴勢に突とつ撃げきで合流〟というような事は、もう出来ない。本当に遅参するしかないけど、それを行えば、政宗が京きように召しよう喚かんされ弁べん明めい二度目のトリガー発動よね。結果として伊達がどうなるか、解わかる？」

　問うた先、可児が眉まゆ根ねを寄せた。

　うーん、と、彼女は北の方、伊達の領りよう地ちがある方を意味も無く観察。しかし、その直後に振り向いて、

「……伊達は今日きよう、慶長の役に参加しなくなるんですね!?」

「実際には、遅参を終えるまで、当分、戦せん闘とう行為は出来なくなるわ。──タイミングとしては、京きよう都とが安全になるまでかしらね。……つまり、本ほん能のう寺じの変へんが終わるまでは伊達に動いて貰もらいたくない、と武蔵副会長は思ってるんじゃないかしら」

「でもそれ、伊達にふ、ふり、──不ふ利り益えき!?　じゃないですか!?」

「よく言葉が出たわね。でも何でそう思うのかしら？」

「Ｔｅｓ．！　慶長の役に参さん戦せんして成果を上げる事で、後の関かん東とう奥おう州しゆう近きん隣りんにおける〝うち偉えらいんです〟的なものが得られるからです！」

「発言力りよくね」

「そうです！」

　だとすると、と嘉よし明あきは前置きした。そして自分も猫ねこに近付き、主しゆ翼よくを挙げて見せる。己おのれが浮いてしまわないように羽は根ねを閉め、空気を入れないように注意。すると、翼つばさの動きに応じて猫が顔を上げ、向きを変える。ちょっと右に向けてフェイントで戻すと、猫が身体からだを起こし、しかしすぐにまた伏せる。

　何か、毛け玉だまの大きな物を背後に隠かくしてると、そう見えるらしい。

　そんな遊びをしつつ、嘉明は猫の身体を撫なで、言葉を続けた。

「武蔵むさし副ふく会長は、伊だ達てに大きな役やく目めを与えたの」

「何ですそれは！」

「関かん東とうと奥おう州しゆうの仲ちゆう裁さい役やくよ。──考えて見なさい。遅ち参さんの歴史再さい現げんが行われている間、伊達は夏休みに入らなくていいのだから」

　それはつまり、

「伊達が遅参を再現している間、関東と奥州、そして近きん隣りんの関係国こくは、伊達と関わる事で歴史再現を再さい開かいしやすくなるわ。そしてまた、歴史再現でなければ解かい決けつ出来ない諸しよ事じ、たとえば小お田だ原わら征せい伐ばつや慶けい長ちようの役えきの残ざん務むなど、伊達を絡からめてまた行えるの」

「それ、卑ひ怯きようじゃないですか!?　移動系けいの歴史再現の悪あく用ようです！」

「そうね、普通、そんな事やったら、歴史再現を悪用して権けん益えきを集めていると、そんな注意が聖せい連れんから入るし、各かつ国こくがそれを理由に該がい当とう国こくを攻める事もあるわ」

　だけど、

「遅参については、私達羽は柴しば勢ぜいから要求した事。聖連代表とも言える私達が伊達に望んだの。だから、そのような流れを作られても文もん句くを言いにくいわね」

　無む論ろん、武蔵側は、伊達の遅参を〝単たん独どくによる歴史再現〟にしろと言っている。だから、その途と中ちゆうで他国が歴史再現に乗じようとすれば、問題になる。

　……だけど、そこは伊達と他国の責任範はん疇ちゆうね。

　大体、これからP. A. Odaは本ほん能のう寺じの変へんと、諸事の準備や遂すい行こうで忙いそがしくなるのだ。

　伊達が単独レベルで他国と小さな歴史再現の関わりを持っても、それをいちいち止めたり、咎とがめている余よ裕ゆうがない。

「……伊達は慶長の役に出られなくても、後の欧おう州しゆうや関東各国の接せつ着ちやく剤ざいのような役やく目めを得られる。武蔵としても、この仲裁は、土ど下げ座ざ程てい度どで伊達の勝利権けん益えきを無しにしたフォローでもあるんでしょうね」

　さて、と嘉明は告げて、視線を動かした。

　甲かん板ぱん上じよう、俯うつむきになって肩を落としている大おお谷たにがいる。

「大谷」

『すみません、まさか、こんな流れになるとは……』

「別にいいわ。私達だって、交こう渉しよう役やくとしてアンタを選んだ訳わけだから。アンタが馬ば……、馬ば鹿かって言ったら駄だ目めね、私達が選んだんだから。──で、結果として見れば、伊だ達てが自由と孤こ立りつを得た一方で、今後は私達と敵てき対たい出来なくなった訳わけだから、アンタ馬ば……、駄目ね、馬ば鹿かなりに頑がん張ばったなんて言ったら駄目だわ……」

『無む茶ちや苦く茶ちや言ってるでありますよソレは！』

「まあいいじゃない。──慶けい長ちようの役えきに伊達が全面参さん戦せんするのを解かい除じよした。そういう事よ」

　言って、嘉よし明あきは伏ふせ目め気ぎ味みに告げた。目の前にいる猫ねこに手を伸ばし、脇わきから持ち上げ、

「最さい大だい効果ではないけど、相手の力を削さく減げんした。アンタはよくやったわ。だから──」

　嘉明は大谷の前に猫を置いた。

「──遊んでていいわ」
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　しばらく、空くう白はくの画面の外から悲鳴と猫の鳴き声が乱れ聞こえるのを、正まさ純ずみは聞いた。

　……一体、何をしてるんだ向こうは。

・ホラ子：『これは、ホライゾン達の休きゆう息そく時間を奪うばおうという敵の魂こん胆たんでは』

・十ＺＯ：『それ、向こうの休息時間も削けずって御ご座ざらんかな？』

　そして数秒の後、画面の向こうに立ったのは、金の色だった。

　六枚翼よくの金きん色いろに、髪かみの色も等しい。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の夏服姿すがたの彼女は、会え釈しやく一つでこちらに視線を向けると、

『──M. H. R. R. 羽は柴しば麾き下か、加か藤とう・嘉明。大谷が休息に入ったから、戦後交こう渉しようを代行するわ』
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　加藤・嘉明。

　告げられた名前に、皆が軽い動きの音を作った。

　それは、敵に対する身み構がまえだろうか。正純は、

　……皆、臨りん戦せん態たい勢せいか。

　これから関かん東とう解放で戦うだけではなく、この相手とは、羽柴を向こうに据すえて戦せん闘とうする際、必ずこちらに相あい対たいする事になるのだ。

　ゆえに皆が今ここで構えるのも解わかると、正純はそう思って、後ろに振り向いた。

「皆──」

　すると皆が、軽いスクラムを組んでいた。

「……つまり、あの御ご仁じんに負けて、ハイディ殿どのは尻しりからうどんを出すようになった、と」

「自分が見るに、確定はそこだったと思うんですよね」

「いやあ、神しん罰ばつ、うちの権けん限げんながら、怖こわいですよねー……」

・●　画：『で？　ハイディ達は？』

「明日あしたの夜明けまでにお金を工く面めん出来ないか、走り回ってる筈はずですわ」

「相変わらずだなあ。……って、何を評ひよう論ろんし合ってるんだよお前ら！」

「いや、だって、俺おれら入りにくい話題だし。……キタジョーの敗はい戦せん処しよ理りなんだろ？」

「まあそういう事だ。だがそこらは歴史再さい現げんに則のつとって行われるから、流れは定型だぞ？」

『そうね』

　嘉よし明あきの吐と息いきを隠かくさぬ声に、正まさ純ずみは視線を戻す。

　彼女の背後、ショートカットの娘むすめが両手で大おお谷たにを掲かかげ、笑いながら逃げていく。床に何かがいて遊んでいるのだろう。そんな動きを背はい景けいに置き、嘉明が言った。

『北ほう条じようは解体、代表の氏うじ直なおは既すでに襲しゆう名めい解除申しん請せいが出ているわね。他、代表や役やく職しよく者しや達も同様。そうなると──』

　嘉明が、手元に魔術陣マギノフイグーアを広げ、そこに展開した情報を読む。

『北条・幻げん庵あん？　聖せい連れんから貴方あなた達に要求するのは、小お田だ原わら征せい伐ばつの完全終了を率そつ先せんして欲しいと、そういう事ね』

「ふむ、……随ずい分ぶんと甘い裁さい定ていだねえ」

『北条程ほどの大たい国こくが滅ほろびるならば、それは静かに、迅じん速そくにして欲しいという事よ』

　嘉明の言葉に、反応する者がいた。

　義よし光あきだ。彼女は扇せん子すを右手の中で一回転させ、再度摑つかむ時には空を示す。

「何を狙ねらっておる？　甘すぎる裁定よのう」

『現状、最も上がみを見み逃のがす事程甘い裁定があるかしら？』

「武蔵を見逃す、であろ？」

　ココ、と狐きつねが苦く笑しようした。

　彼女は一度、扇子を広げ、自分の口に当てる。そしてそのまま扇子を閉じ、

「──小田原征伐の完全終了を率先しろ、というのは、少々、北条に媚こび過ぎよのう」

「そうね。その条件だと、政まさ宗むねが小田原征伐の遅ち参さんを終えるまで、北条も解体を引き延ばす事で、歴史再現続行状態になるのだもの」

　言葉を継ついだ成なる実みの言いたい事。そして、義光の示し唆さしている事は、よく解わかる。

　……羽は柴しばは、北条が最後に権けん益えきを確かく保ほ出来る時間を与えようというのか。

・未熟者：『羽柴の提てい案あんは、なかなか興きよう味み深ぶかいね。だって、北条は、解体をしている間、慶けい長ちようの役えきに戦力を出せない。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、北条勢ぜいは北条が解体された後に松まつ平だいら勢ぜいと合流する事になるけど、小田原征伐の完かん全ぜん終了が生じていない以上、それを行う事が出来なくなるんだ』

・義　　：『つまり、伊だ達てと北条が、関かん東とう解放に参さん戦せん出来ない、という事か』

・俺　　：『その場合、どうなんの？』

・現役娘：『ネイト！　早く！　ほら！　手を挙げなさい！　はい！』

・銀　狼：『授業参さん観かんですの──!?』

　だが、狼おおかみが小さく咳せき払ばらいをした。

・銀　狼：『伊だ達てと北ほう条じようが参戦しない場合、単純な戦せん力りよく差さが生じる以外、二つの問題が生じる事になりますわ』

　それは、

・銀　狼：『第一に、補ほ給きゆうの問題ですの。関かん東とうの立りつ地ちから言って、北条は江え戸どの西、伊達は江戸の北。関東解放は短たん期き決戦になるとはいえ、補給線は重要。しかし西と北の隣りん接せつ国こくが不在となると、最も上がみと上うえ杉すぎにしか頼れなくなりますけど、最上はやや遠く、上杉においては不ふ可か能のうな距離ですわね』

・俺　　：『んじゃ、第二の問題は？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、北条側、つまり江戸の西ですが、そこに戦力が無いものとなると、──当然、西から急行する羽は柴しば勢を、迎げい撃げきする戦力がいなくなりますの』

・ウキー：『確かにな。……しかし、北条が羽柴を迎撃したら、その時点で羽柴は関東解放に参戦した事になってしまう。それで良いのか？』

・武　蔵：『一応、以前追つい走そうされた際の安土あづちの予よ測そく速度を換かん算さんするに、北条の迎撃無なしの場合、北条圏けん内ないに到とう達たつした安土は、二十分程ほどで江戸近きん辺ぺんに広がる解放戦力の背後に届きます。

　これは非常に危険と判はん断だん出来ます。──以上』

　ですわね、と相あい槌づちを入れたのは、母だった。

・現役娘：『難しいですわね。北条が参戦出来るなら、その場合、迎撃させずに二十分で解放の戦争を終わらせるか、先に迎撃させて羽柴への迎撃戦に移行するかの二に択たくが出来ますわね。

　でも、北条が参戦しない場合、前者しか選べませんのよ？』

・ホラ子：『ピピ──！　ミトツダイラ様の御お母かあ様さま！　保ほ護ご者しやが答えを言うのは禁止です！』

　あらあら、と人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉が見えるが、外部からの意見はこういう時に有あり難がたい。

　……毛もう利り側でも、そういう状況が生じると見ている訳わけだからな……。

　ただ、確かく認にんしておく必要がある。

「北条」

　正まさ純ずみは、北条代表の幻げん庵あんに問い掛けた。

「貴き国こく、貴き教きよう導どう院いんは、羽柴側の条件を飲むのか？」
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　義よし康やすは、幻庵が首を縦たてに振るのを見た。

「まあ、そうした方がいいだろうねえ」

　と、彼が示すのは、背後の空だ。

　南西側がわ。つい半はん日にち前までは自分達たちが戦っていた小お田だ原わら上じよう空くうには、今、幾いくつもの光が浅い空に浮ふ上じようしている。それは、

「北ほう条じようの民たみを乗せた輸ゆ送そう艦かんさ。小お田だ原わら征せい伐ばつの際、既すでに民の多くは準備をしていたのだよ。これから先、どの土地へ行くか、去って行くかの準備をね」

「だとすれば幻げん庵あん、あの人々は──」

「小田原征伐の〝疎そ開かい〟という言い訳わけで、小田原から遠ざける事は出来ようて」

　と、幻庵は表示枠サインフレームを開いた。そこに出るのは、小田原を中心とした周辺の概がい要よう図ずだ。だが、それは街や街かい道どうよりも高度や重じゆう奏そう領りよう域いきを詳しく示したもので、

「安土あづちが高速で江え戸どに向かうとしても、一度補ほ給きゆうをせねば、弾だん薬やくも何も無しで関かん東とうに来る事になるだろうよ。なれば、補給は恐らく琵び琶わ湖こ安土。そこから小田原の北に通じるルートを通ってくるだろうね。だが、その時、小田原から北条が迎げい撃げきに入るとなれば──」

　幻庵が表示枠に手を伸ばし、左から右になぞった。すると、

「安土が一いつ直線で東へ抜けようとするのを、我々は正面と左右から迎撃する。無む論ろんこの場合、安土は周囲に艦かん隊たいを盾たてとして置き、結果として、小田原近きん辺ぺんではその護ご衛えい艦隊と小田原の激げき戦せんとなる」

　そうなった場合、どうなるか。

「小田原征伐が終了していないため、疎開は出来ても民は北条の土地から大きく離れられない。小田原の空くう戦せんが広こう範はん囲い化かすれば、民は損そこなわれ、小田原の町も破は壊かいされる」

「──結果として、長期視し点てんで見れば、松まつ平だいらは北条の土地から得られるものを大きく損なうと、そういう訳わけだな？」

「そうともよ、里さと見みの。……長期視点で見るならば、ここで北条は動かない方がいいだろうね。真まっ直すぐに安土を通し、万まんが一いちがあった際、北条がそのバックアップを出来る余よ力りよくを持っておくようにした方がいい。そういう事さ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいた影がある。

　武蔵むさし副ふく会長だ。

「長期の観かん点てんから、私もその案に同どう意いする。元より、北条はその滅ほろびの際きわ、松まつ平だいらとは敵てき対たいしているのだ。こちらに構わず、民の安全を優ゆう先せんとしてくれ」

「──いいのかい？」

　幻庵が、目を細めて武蔵副会長を見た。

　武蔵副会長は、ただ頷うなずき、腕を組んだ。

「構わない。何な故ぜなら……」

　武蔵副会長の言葉を、義よし康やすは幻庵と共に聞いた。

「……私達は未来を見る。未来で得られるものを算さん段だんとする事は私達の得え手てだ。

　そして、この地で過去を見続け、過去の中に行こうとする北条が、しかし未来に対して力を投げ渡してくれるというのだ。ならば北条、君達は私達の仲間だ」

　だから、

「──未来で必ずその手を取ろう、北ほう条じよう」
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　……子供だねえ。

　幻げん庵あんは、苦く笑しようが漏もれるのを止めなかった。

　子供は、自分に常なる未来があると信じている。

　聖せい譜ふ記き述じゆつで未来が約束された松まつ平だいらという事もあろう。無む論ろん、その未来とて、遙はるかな先で終わるに違いないと思うが、しかし、

「今を我々にくれるのか、武蔵むさし」

　ならば、と幻庵は呟つぶやいた。

「羽は柴しばの申し出を受け、──今を得た北条は、過去からの全てを未来の担にない手に送ろう」

　そして、

「これが、小お田だ原わら征せい伐ばつの終了。北条の終わりさ。それでいいだろう？　羽柴勢ぜい」
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　嘉よし明あきは、手て元もとの魔術陣マギノフイグーアを見た。

　今、小田原から関かん東とうの全ぜん域いきに掛けては、対たいM. H. R. R.神聖ローマ帝国用ようの通つう神しん防ぼう護ごが掛けられている。それを抜いて情報を行き来させる事が出来るのは、甲こう信しん越えつの東側に構えられたP. A. Oda直ちよつ轄かつ領りようの頑がん張ばりと、佐さ久く間ま達の巡じゆん航こう補ほ給きゆう艦かん隊たいによる中ちゆう継けい、そして、

「……池いけ田だ・照てる政まさ隊たいが、中継としてよくやってくれてるわね」

「あ！　池田君！　ちゃんと仕事してるんですね！」

　有あり難がたい事だ。手元に来る情報と指し示じ、特に羽柴と竹たけ中なかの共きよう同どうによる作さく戦せん指示書しよが届いている事に、強い意味がある。

　この関東も、羽柴の手が届くところなのだと、皆に解わかるからだ。

　今、P. A. Odaの東側領りよう土どでは、通神中ちゆう継けいや増ぞう幅ふくの出来る装そう備びを持った輸ゆ送そう艦かんがその外がい縁えんに向けて移動している。慶けい長ちようの役えきの通神バックアップもだが、周しゆう辺へん諸しよ国こくが乗じた動きをしないように、という牽けん制せいでもある。

　その中を、これから羽柴達が突っ切ってくる。否いな、

　……アンジーは、きっともう飛ひ翔しようしているわね。

　仲間達と断だん絶ぜつしていない。そんな事を思いながら、嘉明は羽柴から来ていた指示書しよの内容を口にした。

「毛もう利り勢ぜい」

　言うべき事がある。

「まず、毛利・輝てる元もとは、慶長の役の際、聖譜記述に拠よれば体調不ふ良りようで本ほん土どに残ざん留りゆうだったわね。

　ゆえにこの慶けい長ちようの役えきで、戦せん闘とう行為に加わる事を禁止するわ」

『おーう、Ｔｅｓテスタメント．Ｔｅｓ．。まあ、現場指し揮き官かんいるからな、こっちは見て任す観客に浸ひたるさ』

　いい返答ね、と嘉よし明あきは応じた。そして、

「毛もう利り勢は、慶長の役で物ぶつ資しの輸ゆ送そうに関する処しよ理りなどを行っていたの。だからその通りに御お願ねがいするわ。──つまり、毛利側がわの物資を、一切、江え戸ど側の羽は柴しば勢に明け渡して貰もらいたいの」





●






　正まさ純ずみは、嘉よし明あきの言葉に眉まゆをひそめた。

　……物資の削さく減げんで、プレッシャーを掛けてくるか。

・未熟者：『やってくれるね。……伊だ達てと北ほう条じようの押さえ込みも、物資補ほ給きゆうを断つ手段だ。重ねて毛利側の物資を奪うばうとなると、兵ひよう糧りよう攻ぜめだね。羽柴らしいといえばそうだけど』

・眼　鏡：『対たい抗こう手段を思いつかないのに解説って、何がしたいんだい君は。皆の不安を煽あおってどうする気？』

・礼賛者：『いや、あの、いいですか？』

　と、不ふ意いの懸け念ねんと疑問を、御お広ひろ敷しきが突いて来た。

・礼賛者：『関かん東とう解放は短期決けつ戦せんでしょう？　毛利勢が物資を全て吐き出したとしても、武蔵むさし側から一、二日分の備び蓄ちくを出せば補おぎなう事が出来ます。兵糧攻めをやるには、一週間程ほどして戴いただかないと成り立たないのでは、と小しよう生せいは思うのです』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

・副会長：『確かに、御広敷の言う通りだと思う』

・礼賛者：『え？　遂ついに小生のナイスアシスト振りが認められましたか！　やはり小生の幼よう女じよのようなピチピチした感かん性せいの、ちょっとハっとするようなシーンもある思し考こうが──』

・副会長：『じゃあ反はん論ろんあるヤツいるかー』

・礼賛者：『ま、待って下さい！　な、何ですかその囮おとり！　か弱い小生の震える幼女のような美しい意見を叩たたき台にするなんて！』

・金マル：『あー、叩く叩く。はーい、Ｊｕジヤツ──ｄ．ジ』

・副会長：『Ｊｕｄ．、じゃあナイト、頼む』

　あいよっ、という声に重ねて、ナイトの言葉が来た。

・金マル：『輸ゆ送そう業ぎよう関係者しやから言わせて貰もらうとね？　武蔵の備蓄って、十日分ぶんくらい積み込むには、最さい速そくでも三日は掛かるんだけど。……一日分を毛利側に送るとしても、どれだけ掛かると思うかな？』
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　ナイトは、輸送関係としての懸け念ねんを告げた。

・金マル：『十日分を運び込むのに三日、つまり七十二時間なら、一日分で七・二時間……、とはならないんだよね』

・貧従士：『あー、初しよ期きの準備として輸ゆ送そう設せつ備びや人じん員いんを集めたり、仕事の指し示じをする時間が要いりますよね。それやっちゃえば、あとは作さ業ぎよう時間になりますけど、準備は二時間くらい見み積つもった方がいいですかね』

・●　画：『武蔵むさしの輸送区く画かくをフルに動かすなら、陸りく港みなとじゃないと駄だ目めよ？　側面を全部展てん開かいしたら基本構こう造ぞう部分の強きよう度どが弱くなるから』

・武　蔵：『お気き遣づかい有あり難がとう御ご座ざいます。他た国こく艦かんとの遣やり取とりとなると、他国の輸送艦を接せつ舷げんさせるハブの用意が掛かりますので、その点でも現実的ではありません。──以上』

　……だよねー。

　どう考えても時間的に無む理りだ。だが、

・俺　　：『金マル』

・金マル：『え？　何？　ソーチョー』

　おう、と総そう長ちようが、こう応じた。

・俺　　：『だったら毛もう利りの連れん中ちゆう、全ぜん員いん武蔵に乗せちまえばいいんじゃね？　降こう下か術じゆつ式しきでさ』
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　正まさ純ずみは、光を見た。

　武蔵むさし野の艦かん橋きようだ。橋きよう状じようの艦橋が、各かく部ぶに明かりを点ともし、

・あさま：『あー、考えてますね、あれ』

・武蔵野：『──試し案あん終了しました。毛利側の艦かん上じよう戦せん闘とう員いん、推すい測そくにして二万人を総そう員いん搭とう乗じようさせる事は、ペイロードとして不可能な事ではありません。船せん体たいバランスと艦かん隊たいバランスを考こう慮りよしなければならないので、高速の重じゆう力りよく加か速そく航こう行こうは不ふ可能となりますが、局きよく地ち戦せんである関かん東とう解放においては問題が無いかと判はん断だん出来ます。──以上』

・俺　　：『出来るの？　すげえな』

・武蔵野：『出来るのは確かです。重じゆう量りよう物ぶつを搭とう載さいするだけですので。搭載方ほう法ほうについても、上じよう空くうからの降下を用いれば二万人を三十分から一時間で搭とう載さい可能だと判断出来ます。

　しかし、正直申もうしまして、船体上じようの強度と、移動する人じん員いんの作るバランス計算は、臨りん時じで安定式しきを作るのに運うん用ようから五時間は掛かると思われ──』

・武　蔵：『…………』

・武蔵野：『三時間で……』

・武　蔵：『…………』

・武蔵野：『に、二時間……』

・武　蔵：『宜よろしいと判はん断だんします。──以上』

　ナイトが平へい然ぜんと実況通神チヤツトに『力ちから関係凄すごいなあ』などと書いてるが大だい丈じよう夫ぶか。

　ともあれ、

・武　蔵：『乗せるのが人であるならば、当とう艦かんにとっては問題は無く対たい応おう出来るものとお考え下さい。──以上』

　有あり難がたいねえ、とネシンバラが呟つぶやいた。

「無む論ろん、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが頷うなずくかどうかは別だし、戦せん艦かんの砲ほう撃げきはやはり必要だ。

　だが、それらを遊ゆう撃げきとして用い、単純な戦せん闘とう要よう員いんについては、武蔵むさしの戦せん力りよくの厚みを増ぞう強きようさせるものとすれば、作戦は組めると思うね」

「成なる程ほどなあ……」

　と、正まさ純ずみは馬ば鹿かの方に視線を向けた。

　無む茶ちやだが、解かい法ほうが無い訳わけでは無いのだ。だが、その事を示した馬鹿を見れば、

　……は？

　珍めずらしく、全ぜん裸らが服を着ていて、女じよ装そうが男の格かつ好こうだった。

「どうした葵あおい、まともな格好して、おかしいぞ」

「な、何だこの野や郎ろう！　今日きようの俺おれはファッションではなく、芸げいそのもので人を魅み了りようしようとしたつもりであれあれあれら、った、っと、まあいい！　そういう事だ！」

　馬鹿の横に立つホライゾンが、何ど処こからか湯ゆ飲のみを出した。彼女はそれを片手に持ち、逆の手を腰に当て、一気に飲み、その上で馬鹿の顔を下から見た。

「──何処が面白かったのですか、今のトーリ様のリアクション。説明して下さい」

　地じ獄ごくの使し者しやだ……、と皆が汗あせをかきつつ呟くのが頷うなずけ過ぎる。

　だが、気になるのは、リアクション前の馬鹿の状態だ。

「おい、葵」

「……何ですかセージュン君」

「そんな真ま面じ目めな反応しなくていいぞ、リアクションつまらなかったからって」

「くっそお──！　世の中上う手まくいかねえ──！　で、何？」

「いや、あのな葵。──お前こそさっき、何か考え込んでたろ？」

　ですよね、と隣となりの浅あさ間まとミトツダイラも頷く。応じる動きで葵姉あねが、

「何か気になる事があったの？　愚ぐ弟てい？」

「ああ、ちょっとな」

　と、葵は言った。

「ヌルくねえ？」
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　馬ば鹿かの指し摘てきに、正まさ純ずみは気分を入れ替えた。

　羽は柴しば側の要よう望ぼうに、何らかの形で対たい応おう可能だという安あん堵どを得たが、それを捨てた。

　……危険か。

　馬鹿の反応は〝俺おれ達たちゃ何とか出来るだろうけどよ〟というニュアンスだ。まだ余よ裕ゆうはある。が、それとは別で、

「羽柴側が、今の補ほ給きゆう問題の裏で、何かを企たくらんでいると言う事か」

　ならば、と正純は、急ぎ言葉を作った。

・副会長：『皆、誰だれでもいい。今の羽柴側の提てい案あんに対し、危険と思える推すい測そくはあるか？』

　何かが仕込まれている。

　それは確かだ。だからヌルいのだ。

　仕込まれているのが何かと言えば、今の危険ではなく、後の危険。今はヌルいと感じているものが、きっといずれ、キツくなる。馬鹿の懸け念ねんはそれだ。ゆえに正純は、

・副会長：『──羽柴側の思し案あんを読めるヤツはいるか？』

　問うた先、応じる声があった。

・●　画：『とりあえず、輸ゆ送そう業ぎよう関係として、さっきのマルゴットの意見に追つい補ほするわ』

　ナルゼだ。彼女は艦かん橋きようの上から、こちらに一枚の動どう画がを送ってくる。

　画面に見えるのは夜の中。それは、小お田だ原わらの地上に着ちやつ艦かんしている毛もう利りの艦かん隊たいだ。

・●　画：『羽柴の狙ねらいには、もう一つの厄やつ介かいが付いてくるわ。──私達と毛利勢を、戦後の関かん東とうで疲ひ弊へいさせるつもり、ってね』
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　ナイトは、ナルゼの言葉に頷うなずいた。

　夏であり、大たい気き防ぼう護ごのある武蔵むさしの上とはいえ、夜に艦橋上じようという高い位置にいれば武蔵内を循じゆん環かんする夜よ風かぜによって身体からだは冷える。ナイトは、ナルゼと共に隠おん密みつ用ようのツェルトを被かぶって座りながら、

・金マル：『──恐らく、慶けい長ちようの役えきで敗れる際、羽柴勢ぜいは江え戸どと里さと見みをもう一回丁てい寧ねいに焼き払って行くと思うんだよね。そうなると、江戸と里見では、一いつ般ぱんレベルでの食料の供きよう給きゆうが満足にいかなくなる訳わけ』

・●　画：『でも、伊だ達ても北ほう条じようも封じられているから、隣りん接せつ国こくからのピストン輸送で復ふつ興こう期間を乗り切る、という計算は出来なくなるわ。毛利だって、備び蓄ちくの輸送艦かんを羽柴側に明け渡す事になっているから、それを放ほう出しゆつする事が出来ない。

　きっと、武蔵は戦後に江戸や里見の人々に食料などを放出せざるを得ないでしょうね。だけど、そんなもの一ヶ月も保もたない筈はず。その場合、どうする？』

・銀　狼：『私の所しよ領りようから、食料などを放出しますわ。それなりに蓄ちく積せきしているつもりですもの。距離としても、江え戸どと里さと見みの直ちよつ近きん、問題は無い筈ですのよ？

　輸ゆ送そうに有あり明あけを仲ちゆう介かいさせれば、効こう率りつ良い補ほ給きゆうが各かく地ちに行えると思いますわ』

・未熟者：『だがそうした場合、羽は柴しばにとって、関かん東とうは敵ではなくなるね』

　ネシンバラが、言葉を挟はさんだ。

・未熟者：『ミトツダイラ君の所領から備び蓄ちくを放出したら、関東にはもう武蔵側がわの持てるものが無くなるんだ。攻め込まれたら耐える事が出来ない。そしてそれは、武蔵側が何ど処こかに攻め込むにおいても、バックアップの〝保ほ証しよう〟が無いという事だよ』

・貧従士：『だったら、ええと、──関東や近きん隣りんには、小しよう国家がありますよね？　そこを頼るというのはどうなんです？』

・副会長：『──毛もう利りは関東に自分達の存在を誇こ示じしに来たんだ。恐らく、毛利は北ほう条じようからその辺りのバックアップを得る算さん段だんをつけていたと思う。だがそれが封じられて備蓄を出せず、小国を頼る事になったら、どうなると思う？』

　ナイトは、んー、と思し案あんした。

・金マル：『毛利は関東諸しよ家かに恩おんを売れなくなるし、逆に御お世せ話わになっちゃうよね』

　と、ナイトはそこまで言って、

　……面めん倒どうだなあ。

　と感じた。無む論ろん、この面倒は羽柴側が組んだものだ。まるでパズルのように、伊だ達てや北条の状況が絡からみ合って、

　……え？

　何かおかしいよね、と、そう思った瞬しゆん間かんだった。

・俺　　：『金マル。──ちょっといいか？　さっき俺おれ、コレ、ヌルいって言ったよな？』

・金マル：『え？　あー、うんうん、言ったねえソーチョー』

　でも、という総そう長ちようの言葉に続け、ナイトは、彼と同時にこう言った。

『面倒』

　それは何な故ぜなのか。ヌルいのに面倒であるのは、どうしてなのか。ナイトは気付いた。

「あ」

「どうしたのマルゴット。馬ば鹿かの菌きんが伝う染つったとかはやめてよ？」

「あ、いや、うん、ええと」

　マルゴットは、頭を一回振って、声を放った。

・金マル：『セージュン！　この問題は放ほう置ちして、羽柴側に別の条件があるか聞いた方がいいよ！　というか、早くそうした方がいいと思う！』
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・貧従士：『え？　問題放ほう置ちで先の条件提てい示じに行くって……。そんな事したら、キツい条件を強ごう引いんに持ち出されませんか？』

・傷有り：『いえ、──交こう渉しよう条件の、累るい積せきによる成立を避けるためですね？　ナイト様』

　Ｊｕｄジヤツジ．！　とナイトは声を作った。

・金マル：『……羽は柴しば側のこの交渉、多分、全部罠わななんだと思う！　一つ一つの交渉を行っているように見せかけて、前の交渉で引き出した条件を、次の交渉で無しにしたり、潰つぶして行って、こっちを追い詰めるつもりじゃないかと思うんだよね……!?』
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　そういう事か！　と正まさ純ずみは、ナイトの言葉に予測の後あと押おしを得た。

　馬ば鹿かの言う通り、嘉よし明あきの段になってから、羽柴側の要求する内容には〝ヌルい〟ものを感じていた。

　だがそれは、相手の攻め手が弱いからではない。

　……そう思わせ、安心させておいて、搦からめ手を使ってきているからだ！

　まず伊だ達てを遅ち参さんで封じる。

　続いて伊達の遅参を絡からめて、北ほう条じようを封じる。

　そして伊達と北条を封じた上で、毛もう利りに制せい約やくを加える。

　一つ一つは、一国ごとの、利り害がい関係もクリア出来るような押さえ込みだ。

　だが、それらが重なると、莫ばく大だいな束そく縛ばくになる。

　一国ごとには利害が解かい決けつ出来ても、関係国こくにとってはそれらの累積効果が来る。

　結果は、害ばかりの条件提示だ。そういったものが多た重じゆうしていけば、

　……危険だ。

　一国ごとに交渉を行っているから、気付くのが遅れた。

　伊達、北条、毛利と来れば、次は、

・義　　：『うちか？』

・副会長：『否いな、慶けい長ちようの役えきを行うなら、半はん島とうを所しよ有ゆうする里さと見みは必ひつ須すだ。そして最も上がみも、既すでに羽柴に対して敵てき対たいを示しているから、今いま更さら交渉も無い。──だから、次はうちだ』

　そうとも、と正純は心に言葉を作った。

・副会長：『きっと、羽柴の狙ねらいは、武蔵むさしを関かん東とう解放から除じよ外がいする事。

　それが出来れば、里見はバックアップを失う。そういう事だ』
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　武蔵むさしの関かん東とうからの除じよ外がい。その案に、ミトツダイラは意い識しきを跳はね上げた。

・銀　狼：『待ちなさい正まさ純ずみ！　──武蔵を関東解放から〝除外〟と言いましたわね？　束そく縛ばくや抑よく制せいではなく、〝除外〟と言えるのは、何な故ぜですの？』

　その問いかけの答えは、しかしすぐに来た。

・副会長：『羽は柴しばがこちらの挑ちよう発はつに乗ったからだ』

　つまり、と言って、正純が自分の表示枠サインフレームを叩たたいた。彼女は空の嘉よし明あきに向け、

「──羽柴、慶けい長ちようの役えきに対して、お前達と毛もう利り側との条件交こう渉しようとは別で、武蔵側に対する条件など、あったら聞こうか」

　あるのだろう？

「歴史再さい現げんの無む理り難なん題だい。その内容を聞かせて貰もらおう、羽柴勢」

『Ｔｅｓテスタメント．』

　という声は、大おお谷たにのものでも、嘉明のものでも無かった。

　ノイズ混じりの映えい像ぞうが、床ゆか一いち面めんに広がっていた。そこに映る人ひと影かげは、

『どうも……、は、羽柴です』







[image: 第八章『新規戦場の準備者達』]
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　竹たけ中なかは、浮ふ上じようを始めた安土あづちの甲かん板ぱん上じようにいた。

　艦かんは今、北を向いている。それをゆっくりと、東側、右方向へと回かい頭とうさせながらの浮上だ。

　広い甲板上には多くの人ひと影かげがある。これから生じるであろう戦せん争そうのため、甲板上に必要な物ぶつ資しを展開し、係けい留りゆうしておく必要があるからだ。

　艦かん内ないも同様だ。幾いくつもの戦せん闘とう準備が重なり、倉そう庫このようになっている通つう路ろもある。

　そのため、艦かん上じようを通路にする者達も多い。特にP. A. Odaの者達は術じゆつ布ふによって風を巻き、艦の側面から上部までを走って行き来する。

　それらを甲板縁べりから見下ろす竹中は、

「えろえろえろえろ」

　すると、すぐに下から、

「わあああ!?　右う舷げん前側の側そく部ぶを移動するのは危険！　危険だぞ皆！」

「あー御ご免めん御免。下見ないでやっちゃったー」

　風かざ上かみとなる艦かん首しゆ側の側面にダッシュ逃げした皆が、鉄の側面に貼はり付きながら問う。

「下見てたら、えろするのやめて下さいましたか!?」

「いや、見えるとちょっと狙ねらっちゃうんですねー、これが」

　懐なつゲーのトラップか！　という声もするが、まあそんな感じ感じ。ともあれ艦首側にいるのに回頭とか、かなり厳きびしいんでおねーさんちょっと勘かん弁べんして欲しいんですけど。

「でもまあ、羽は柴しば君が久しぶりに外に出てきてますしねー」

　軍ぐん師しとしては、主あるじの行動中ちゆうは、傍そばにいておくべきだとも思う。

　そして振り返る視線の先、艦首側の甲板中央には、体育座ずわりしている皆と、その座に囲まれたように立つ小こ柄がらな影があった。

　羽柴だ。

　彼女は手元に多た重じゆうの表示枠レルネンフイグーアを展てん開かいし、高速の指ゆび捌さばきでそれを処しよ理りしていく。艦内、艦上にいる誰だれも彼もの作さく戦せん指し示じ書しよと、巴パ里リでの戦せん闘とうにおける報ほう償しようの決けつ済さいだ。

　手渡しでは無いが、一人一人、確かにそれは処理は行われ、それぞれの手て元もとに送られる。

　添てん付ぷされるサインは定てい格かくのものだが、受け取った者は表示枠を空に掲かかげたり、親おや元もとへの転てん送そうを行い、そして皆、誰もが静かに羽柴の言葉を聞いた。

「ええと、では、武蔵むさしの皆さんに、お伝えします」

　これから関かん東とう解放に向かう自分達とは別で、今からある歴史再さい現げんが発生するのだ。それは、

「──M. H. R. R.神聖ローマ帝国内南部、ネルトリンゲンにて、こ、これよりM. H. R. R. 旧派カトリツクは〝ネルトリンゲンの戦い〟の歴史再現を、お、行います……！」
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　羽は柴しばの告げた言葉。その意味が解わからず、浅あさ間まは疑問を作っていた。

「……あのう、〝ネルトリンゲンの戦い〟って、何です？　それもいきなりここで」

　羽柴が告げた、いきなりの歴史再さい現げん。

　解せぬ浅間の問に対し、そうね、と応じたのはナルゼだった。

・●　画：『〝ネルトリンゲンの戦い〟はね？　あの〝マクデブルクの掠りやく奪だつ〟に並ぶ、三十年戦せん争そうの転てん換かん期きとなる戦いの事よ』

　ナルゼに言われて、浅間はM. H. R. R.神聖ローマ帝国での戦せん闘とうを思い出した。

　……マクデブルクの掠奪は、改派プロテスタントが旧派カトリツクへの戦争を辞じさぬようになる契けい機きなんでしたっけ。

　改派の街であったマクデブルクが、旧派勢せい力りよくによって掠奪されたため、それまで中ちゆう立りつ的てきであったM. H. R. R. 改派領りよう邦ほうや各かく地ち域いきは、対たい旧派の姿し勢せいを固めたのだ。

　ならば、それを受け継つぐような転てん機きとなれば、

・あさま：『改派が大だい勝利するような、そんな戦いなんですか？』

・金マル：『それがまた逆なんだなコレが』

　え？　と疑問詞しの声を浅間は漏もらす。

　その声が届いたのか、ナイトが言葉を続けた。

・金マル：『バイエルンの南の都市、M. H. R. R. 南部には珍めずらしい改派都市ネルトリンゲンの包ほう囲い戦せんから始まるのが、〝ネルトリンゲンの戦い〟。これは、改派に対し、皇こう帝ていの旧派が馬ば鹿か勝がちした戦いなんだよね。マクデブルク以い降こう、皇帝派ははちょっと掠奪し過ぎちゃったせいもあったりで、悪あく評ひよう高くてね。あんまり戦せん果かも芳かんばしくなかったんだけど、これでケッコー、旧派が勢いづいたりもする訳わけ』

　そうですわね、と言ったのは、ミトツダイラだった。

・銀　狼：『ネルトリンゲンの戦いによって、皇帝派が勢いづいた事に対し、ある大たい国こくが、もはや正式に参さん戦せんすべしと前ぜん線せんに出る事を望みますわ』

　その大国とは、

・銀　狼：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。──ネルトリンゲンの戦いは、六護式仏蘭西の正式参戦の契けい機きとなり、そして改派の最さい大だい最後の敗はい北ぼくとも言える戦争ですの』
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「やはり災さい厄やくを叩たたき込んで来やがったか」

　と、床面の羽柴に言葉を送ったのは、輝てる元もとだった。

　彼女は、眉まゆを立て、しかし口くちの端はに笑えみが浮かぶのを止めず、

「つまりはこういう事か。──あたし達は改派を守るため、関かん東とう解放ではなく、ネルトリンゲンの戦いに向かうべきだ、と」

　だが、問題が一つある。

　聖せい譜ふ記き述じゆつにおいて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、ネルトリンゲンの戦いに正式な参さん戦せんをしていない。対たい皇こう帝てい派はとは同どう盟めいを組んではいるものの、主力として出ていないのだ。

　しかし、ここで自分達が戦せん力りよくを出す事が出来ないならば、どうなるか。

「どう思う？　Mouri-01」

「Ｔｅｓテスタメント．、恐らくM. H. R. R.神聖ローマ帝国主力の一いつ派ぱが、ネルトリンゲンを急きゆう襲しゆうするでしょう。

　そうなったならば、ネルトリンゲンの戦いは、実際にM. H. R. R. の勝利で終わります」

　ネルトリンゲンは、極きよく東とうの居きよ留りゆう地ちとも密みつ接せつな大だい都市だ。そこが荒らされるのは避けたい。

「M. H. R. R. 改派プロテスタントは？」

「旧派カトリツクの動きが既すでに生じているため、それに対応する形で改派も動いています。

　巴ともえ御ご前ぜんを中心とした改派勢ぜいが、先行してネルトリンゲンの防ぼう備びに付く予定です。

　無む論ろん、皇帝派となるM. H. R. R. 側の方が、戦せん力りよく的てきには充実していますが」

「何ど処こが来る？」

　Ｔｅｓ．、とMouri-01が応じた。

「北ほく陸りくより下がり、防ぼう護ごについていた柴しば田た勢ぜいと、中央に下がっていた丹に羽わ勢が参さん戦せんするものと思われます」
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・現役娘：『──とまあ、そういう布ふ陣じんで敵は動いてくる筈はずですわね』

　母親からの情報伝でん達たつに、ミトツダイラは眉まゆをひそめた。

・銀　狼：『五ご大だい頂ちようの一番と二番が動くなんて、どういうつもりですの？』

・現役娘：『そこまでやれば、ネルトリンゲンが危険だというのが伝わるでしょう？　つまり羽は柴しば勢ぜいは、ネルトリンゲンに武蔵を呼んでますのよ』

　母は、はっきりと告げた。

　それはどういう意味か。

・現役娘：『羽柴はこう言ってますの。ネルトリンゲンの戦いに出られぬ六護式仏蘭西は、関かん東とう解放を行う代わりに武蔵むさしを傭よう兵へいとして雇やとえ、と』

・銀　狼：『そうやって、武蔵にネルトリンゲンへ行けと、……!?』

・現役娘：『Ｔｅｓ．、そのようにして関東解放から武蔵を外す。それがこの戦後と戦前交こう渉しように介かい入にゆうした羽柴の最終的な望みですの。……御お解わかりですの？　ネイト』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と今こそ全てを理解して、ミトツダイラは頷うなずいた。

　……羽柴は、連れん綿めんとした個別交渉で、関東解放を事じ前ぜんに破は壊かいしようとしたんですのね。

　羽柴の交渉の組み立ては、こうだ。

「伊だ達てと北ほう条じようをまず不ふ参さん戦せんとさせ、毛もう利りを無む補ほ給きゆう状態としましたわ。

　しかし武蔵むさしがいればそれらの束そく縛ばくなどもどうにかなると、そんな流れを作った後で、最後に武蔵をネルトリンゲンに向かわさせて、関かん東とう解放から除じよ外がい。

　全てを御ご破は算さんにする。それが羽は柴しばの計画なんですわ」

　正まさ純ずみが〝除外〟という言葉を使ったのは、この展てん開かいを読んだからだ。だが、

・副会長：『単たん純じゆんな除外ではなかったな。……もっと色々なものを絡めて来た』

・現役娘：『しかし、即そく座ざの判はん断だんでよく読みましたわ。うちは本ほん国ごくを出る前に、参考人にんなどを得て、精せい査さなど重ねて、幾いくつかのパターンを考えていたものですけど』

　ただ、と彼女は言った。

・現役娘：『ネルトリンゲンは厄やつ介かいな事にM. H. R. R.神聖ローマ帝国南部にありますの。改派プロテスタント勢せい力りよくとして即そく座ざに急行出来るのは、マクデブルクに布ふ陣じんしていた巴ともえ御ご前ぜんなどの、改派の前ぜん線せん部ぶ隊たいですわ』

・銀　狼：『あの、御お母かあ様さま……？　面白半はん分ぶんに煽あおるのはいいですけど、ちょっとそれは情報に不ふ備びがあるのではありません？』

・現役娘：『あら？　何ですの？』

　この母親は……、と思いながら、ミトツダイラは通つう神しん用ようの表示枠サインフレームを指で叩たたいた。

・銀　狼：『ネルトリンゲンにて、改派側で敗れた陣じん営えい。その指し揮きを執とっていた指揮官かんの一人は、ベルンハルト。──先日、そちらにて襲しゆう名めいした彼は、当然、ネルトリンゲンに向かっているんですのよね？』
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　夜を、高速に抜けていく影がある。

　雲を貫つらぬき、加か速そく器きの光を尾として引いていくのは、一いつ頭とうの青黒い竜りゆうだ。

　そしてその遙はるか背後、ついていくようにして夜空を突き抜けるのは、黒の魔女テクノヘクセンだった。

　脇わき坂さかだ。

　彼女は、黒の長ちよう方ほうを重ねたような機殻箒シヤーレベーゼンに、六枚翼よくの全身を押しつけていた。そうする事によって、空気抵てい抗こうを限界まで減らしながら、

「うっわー……、やっぱ巡じゆん航こう状態での最高速そく度どは向こうが上だねえ」

・きめえ：『アンジー、……聞こえてる？』

「あー、雑ざつ音おん多いけど聞こえてるー。流石さすがに通信専せん用よう魔術陣マギノフイグーア出せないけど、どう？」

・きめえ：『こっちは聞こえてるわ。そっちはどう？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と脇坂は、前を見た。

「測そく位い情報送おくれればいいんだけど、今、M. H. R. R. 南部を東に向かって移動中ちゆう。恐らく二十分後ごにネルトリンゲンの南七キロを通過するかな。あ、でも、それはアンジーの軌き道どうで、ベルンナントカの軌道はネルトリンゲン直ちよつ行こうだと思う」

・きめえ：『大体は本ほん国ごく地図で照しよう合ごう出来るわ。東の方向、見える？』

　見えない。

　流石さすがに南部は森しん林りん地帯で、夜も深い。

　漠ばく然ぜんとした夜空と、黒い大地の境きよう界かい線せんは正面に見えるが、

　……ときたま、山さん村そんの明かりとかあるけどねー。

「お？」

　見えるものが、二つあった。

　遠く、空の水平上じようだ。

　自分から見て左、北の方角に、二つの光こう点てんがある。光は左右にわずかに離れているが、

　……これ、位い置ち関係による目の錯さつ覚かくで、実際は両方ともかなり離れてるし、左から来る方がずっと手て前まえに来てるんだよね。

　実際、自分が東に向かうにつれ、二光点の距離が開き、右にあったものが遠ざかったように感じる。

　二つの光点の正しよう体たい。これは恐らく、

「──改派プロテスタントの主力がネルトリンゲンに向かって先行してる！　旧派カトリツク代表は北東から来てるけど、これって、あれかな？　──柴しば田た先せん輩ぱいと丹に羽わ先輩達たちの戦せん士し団だん？」

・きめえ：『Ｔｅｓテスタメント．、──柴田隊と丹羽隊が、ネルトリンゲンに向かってるわ。どちらかというと丹羽隊が主力。今、三みつ成なりが状況説せつ明めいと伺うかがいに出てる』

　Ｔｅｓ．、と言う間に、群ぐん竜りゆうが離れた。

　彼はネルトリンゲンへ。

　自分は関かん東とうに向かうのだ。

　魔術陣マギノフイグーアに、限界までの光増幅処置を入れてネルトリンゲン方面の撮さつ影えいを繰り返し、脇わき坂さかは東への進路を緩めなかった。

　一いつ直線に、彼女は東に向かう。一いつ瞬しゆんだけ北に視線を向け、

「頼むよ、ナリナリ……！」
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『──そういう訳わけで、頼まれてしまいましたが、あまり気にせず宜よろしくお願いいたします、丹羽様。こちら、私わたくし、石いし田だ・三成が御ご挨あい拶さつと状況の説明に参まいりましたが、羽は柴しば様さまの方も関かん東とう側がわとの交こう渉しようが終了次し第だい、通つう神しんで挨あい拶さつに伺われると判はん断だん出来ます』

「随ずい分ぶんと忙いそがしいですね」

　と、半なかば吐と息いき混まじりに丹羽は呟つぶやいた。

　自分がいるのは、艦かん内ない食堂の中だ。自分の戦士団の旗き艦かんである佐さ和わ山やま城じよう、地じ味みながらも清せい潔けつを第一に整えている食堂内ないは、月つき色いろの壁と板いた張ばりの床で、

「三みつ成なり君、情報体たいって話ですけど、こういう床で大だい丈じよう夫ぶ？」

『Ｔｅｓテスタメント．、現在、主しゆ幹かん情報は修しゆう復ふく中ちゆうですが、逆にこのような伝でん達たつ用よう情報体としている場合は情報量も少ないので』

「でも無む理りはしない方が良さそうですね。あ、でも、この艦かん、いずれ貴女あなたにお下がりさせる事になるんだけど、中、見て行きます？」

『え？　──あ、いえ、御お気き遣づかい無く御お願ねがいいたします。羽は柴しば様の許きよ可かを得ていませんから』

「羽柴っ子ですねえ」

　と言う丹に羽わに、カウンターから声が掛かる。

「丹羽様──！　白いゲロメシ出来たよー！」

「お客がいるんですからドリアって言って──」

『あの、私が取りに』

　という三成の言葉を手で制し、丹羽は立ち上がった。

　気付くまでもなく、食堂には人の数が増えている。上うわ役やく用に座ざ席せきを分けていないせいもあるが、こちらは囲まれたような形だ。だが、

「皆ー、すみません、ちょっと」

　その一ひと言ことで、人ひと波なみが割れた。カウンターまで一いつ直線の道が出来、料理を運ぶ事に気をとられていた学生が、割り込みそうになって慌あわてて戻る。

「気にしなくていいですよ。戦せん闘とう前まえの食事が優ゆう先せんです。──ほら、三成君も来なさい。情報体でも走徒マウスや精ジ徒ン用ようの食事は可能なんでしょ？」

『いえ、御気遣い無く御願いいたします。羽柴様の許可を得ていませんから』

「今はまだ私の方が羽柴君より上だから」

『それでも、です』

　堅い堅い、と丹羽はカウンターに歩みながら眉まゆ根ねを寄せた笑えみを作る。

「じゃあ、ちょっと話に付き合う感じで来なさいな。──とりあえず、ネルトリンゲンの指し揮き権けんは三成君が持つという事でいいんですね？」

『Ｔｅｓ．、でも、建たて前まえだけで御願いいたします。出来たばかりの新しん参ざんが、流りゆう動どう的な現げん場ばを仕切るのは不可能ですので、丹羽様には補ほ佐さを御願いいたします』

「えっ」

『えっ、って、何でしょうか』

　いやまあ、と丹羽は額ひたいに手を当てた。

　……あ、ちょっと計算狂くるったかも。

「実は私、自由に動きたいんですよねー……」

　言うと、三成が一いつ瞬しゆん動きを止めた。彼女はややあってから、遅れた分を小こ走ばしりに詰めて、

『や、やめて下さい。補佐、補佐を御願いします』

「何でそんなに怖こわがってるんです？」

　正直言うと、自分の手て勢ぜいは結けつ構こう足あし並なみが揃そろっている。

　これは、丹に羽わ戦せん士し団だんが基本は無む役やく職しよく者しやを中心とし、しかし訓くん練れんを繰り返してきたからだ。

　何しろ聖せい譜ふ記き述じゆつに従うと、丹羽配はい下かの襲しゆう名めい者しや達は大たい半はんが羽は柴しばの麾き下かに入ってしまう。

　そのため、下へ手たに役職者中心で戦士団を組むと時代の流れによって襲名者を失い、戦士団の解かい体たいを強きよう制せいされる可能性もある。

　これは羽柴が望まずとも、敵てき国こくからの策さく略りやく次し第だいとなる懸け念ねんだ。特に聖せい連れん代表のようになったM. H. R. R.神聖ローマ帝国側として動く場合、自分達も聖譜記述に準じゆん拠きよせざるを得ないのだから。

　だが、そうなると危険だ。

　ゆえに、丹羽は先だっての判はん断だんを作った。襲名者の大だい部分を羽柴麾下に送り、向こうの委員会を充実させたのだ。

　そして自分の方には、幾いくらかの役職者と手勢を置き、

　……基本、私が前に出て、皆には後追いで詰めていく陣じん形けいで戦せん場じようを掃そう討とうして貰もらう訳わけですが。

　このやり方だと、新しん人じんの指し揮き官かんが来ても、状況を把は握あく出来る子ならばすぐ扱える。

　目立った英えい雄ゆうは存在しない。

　ただ自分の大だい規模破は壊かい術じゆつ式しきと、皆の掃討があれば、戦える。

　それもあってか、今回、羽柴が用意した戦場はネルトリンゲンの郊こう外がい。屋おく外がいで見晴らしが良いとなれば、自分達の掃討戦せんが活いきる場所だ。地形図を見る限り、丘が一つあり、有利な地形であるそこの取り合いに終しゆう始しする、というのが丹羽の判断だった。だが、

「……そんなに不安なのはどうして？」

　問い掛けに、三みつ成なりが応じる。彼女は視線を伏せ、

『先さき程ほど、巴パ里リ攻ぜめで、良い結果を得られませんでした』

「勝利経けい験けんが無いなら、指揮をしたくない？」

『いえ、それより……』

　丹羽は、ふと思い立った名前を三成に告げた。

「ベルンハルトですね」
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　ベルンハルト。青黒の天てん竜りゆうの名に三成が小さく頷うなずく。

　その仕し草ぐさに対し、確かにねえ、と丹羽も頷いた。

「報告見みる限り、全ぜん損そんさせられた相手が、またこっち来るってか、来てるんですよね」

『脇わき坂さか様さまからの追つい跡せき情報だと、現在、ネルトリンゲンの南西四キロに辿たどり着いているかと』

　三成が、両の手を軽く掲かかげた。

『少しは戦えるかと、そう思っていたのですが、自分の経験と情報不ぶ足そくによる失敗でした。

　物理的な身体からだを持っていない上、大おお谷たにく……、大谷とは別で、攻こう性せい重じゆう視しでも無いため、攻こう撃げき用ようの制御情報プログラムをもってしても群ぐん竜りゆうには相手とならず』

「その辺りは、まあ、いろいろ、追おい々おいに御お説せつ教きようでしょうか……」

『御説教？』

「実じつ戦せんの中で知る事や、教える事は多いと言う事ですよ」

　言って、丹に羽わは、いつの間にか止まっていた足をまたカウンターに向ける。両の手て指ゆびを絡からめ、天てん井じように挙げて伸びをしながら、

「私、自由がいいなあ」

『だ、だからやめて下さい。御お願ねがいします』

「自由～。いいですよね、何ど処ことなり行って大だい破は壊かいとか……」

『御願いします。御願いしますっ』

　じゃあ、と丹羽はカウンターに辿たどり着いて片かた肘ひじをつくと、厨ちゆう房ぼうを指さした。

「何か食べていきます？」

『……いえ、羽は柴しば様の許きよ可かが出てませんので……』

「凄すごい頑がん固こな制御情報があったもんですね」

『……雑ざつ意いを、自分の中に入れたくないのだと御ご理り解かい下さい』

「徹てつ底ていしてるところは羽柴君譲ゆずりですね……」

『似てますか!?』

　……嬉うれしいんでしょうか。

　制御情報の情報体たいという事で、もっと無む機き質しつなものを想そう像ぞうしていたが、自じ動どう人形よりも人間らしいかもしれない。

　先さき程ほど本ほん人にんも言っていたが、彼女には身体が無い。ゆえに自動人形と違い、重じゆう力りよく制御も無ければ、物理的な攻撃力りよくも弱い。

　羽柴の通つう神しん経けい路ろが整っていれば、短たん時間で長ちよう距離を移動出来る戦せん力りよくだが、個別の戦力として見た場合は勝る部分が少ないのが彼女だ。

　正直、羽柴が三みつ成なりを作った理由を、丹羽は知らない。大体の予想はつくが、

　……まあ、私が口を出す事じゃないですね。

　そんな思し考こうをそこで止めて、丹羽は料理を盆ぼんで受け取る。

「──ま、いいです。私達は三成君の指し揮き下。援えん護ごも多く来るから安心するといいですよ」

『Ｔｅｓテスタメント．、ますますプレッシャーが……』

　変わった制御情報だと思いつつ、丹羽はテーブルに戻っていく。

「大だい丈じよう夫ぶ。今、改派プロテスタントの主しゆ力りよくがネルトリンゲンに向かっているでしょうけど、それに対応した戦力を柴しば田た君くん達たちの方で用意してますから。更さらには援護が入るとなれば──」

　さて、と丹羽は三成に笑えみを向けた。

「負けても楽しい大たい戦せん。……派は手でに動いて負ける以上に楽しめば、戦いの神は振り向くものですよ？　この辺り、武蔵むさしの方が解わかってる気もしますけどね」
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　……どういう戦争になるんだ？　これ。

　正まさ純ずみは、羽は柴しば側の交こう渉しよう条件の積み方を、頭の中で再さい構こう成せいしていた。

　伊だ達て、北ほう条じよう、毛もう利りへの搦からめ手と、武蔵を除じよ外がいするネルトリンゲンへの参さん戦せん要よう請せい。

　これらが全て成立すると、関かん東とう解放に何事も無く出られるのは最も上がみと里さと見み、そして上うえ杉すぎの三さん勢せい力りよくだ。

　だが、と正純は思った。上杉は動けまい、と。

　元々、上杉は、羽柴側と組まれた同どう盟めいを考こう慮りよしていた。それゆえに小お田だ原わら征せい伐ばつへの関かん与よでも、対たい羽柴側の動きは取っていない。

　参戦しようとした各かつ国こくが羽柴によって制せい約やくを受けている今、ここで同どう様ようの枷かせを受けたくは無い、というのが上杉勢ぜいの方針だろう。

　……そうなると、最上と里見、物ぶつ資しを奪うばわれた毛利で関東解放か。

　無む理りだ。

　どう考えても、戦力差さがあり過ぎる。それに、勝った後に、毛利には何の得も無い。他た国こくに補ほ給きゆうを助けられては、関東諸しよ家かに名を売る事も出来まい。

『どうですか』

　羽柴が問うてきた。

『毛利・輝てる元もとさん、……備び蓄ちくの、羽柴勢への放ほう出しゆつ、判はん断だんを御お願ねがいします』
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・あずま：『ええと、こういう時、どうするの？』

・ウキー：『そうであるな、こういう時はまず、政治的に考え、自分達と他国間かんにおいて何が正しく、何が悪いか、明確な判断基準を持つ事だ。つまり、今の毛利が判断すべきは、羽柴の言げん動どうを精せい査さし、──羽柴が姉か、姉がいる妹なのかどうかを見み極きわめることだ』

・貧従士：『誰だれか！　誰か！　うちの第二特とく務むが正常なので脳のうの外げ科かを御願いします！』

・いんび：『ははは、それで、毛利にとっての正しきと悪きとは、今の場合、どういう事なのかな!?』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、任せてくれ。ちょっと長くなるけど、いいかい？』

・ホラ子：『──ミトツダイラ様！』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、毛利にとっては、今回の小田原征伐は、巴パ里リでの戦せん闘とうも含めた上での大だい事じ業ぎようの一いつ環かんですの。つまりは欧おう州しゆうの覇は王おうとしての道を行き、外がい界かいに出るという大国家事業。そういうことですわね？

　そしてそれを考えた時、外がい界かいでの支えになる東とう国ごくの支し持じを得る事は絶ぜつ対たい条件。ならば──』

・ホラ子：『──さあネシンバラ様、ミトツダイラ様がタメに入りました。今、ここで鋭い意見を言うとホライゾンポイントが１ポイント追加です』

・未熟者：『え!?　ええと、毛もう利りの今後の展開は、まず東国の諸しよ家かに自分達たちの味み方かたになって貰もらう事だから──』

・銀　狼：『──つまり毛利は、ここで羽は柴しばの要求を受けないのがフツーですわ。何らかの理由をつけて物ぶつ資しの放ほう出しゆつを拒こばむ、もしくは少しよう量りよう物資を出して言い逃のがれる、などですわね』

・未熟者：『そ、そう！　そうだよね！　そうするよね！』

・●　画：『マルゴット？　〝見み苦ぐるしい〟って言葉、武蔵むさし通神帯ネツトで調べたら〝ネシンバラのような状態〟って出るように情報編へん集しゆうしておきましょう』

・眼　鏡：『何で君は関係ないところで有名人になりたがるんだ……』

・未熟者：『本ほん意いじゃないぞ！　何な故ぜか武蔵ではそうなるんだよ！』
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　まあいろいろあるよな、と正まさ純ずみは思った。

　とはいえ、毛利としてベストなのは、ミトツダイラの言う通り、ここで羽柴の要求を却きやつ下かか、受け流す事だろう。だが、

・副会長：『その場合、どうなる？　そしてまた、どうする？』

・銀　狼：『羽柴との交こう渉しようを打ち切った訳わけですから、明確な敵てき対たいが示された事になりますわ。江え戸ど側がわの羽柴勢が動く可能性があるので、それより先に先せん制せい攻こう撃げきを掛けに行った方がいいと思いますの』

・貧従士：『休きゆう息そく無なしですねー、そうなったら』

・ベ　ル：『え？　皆の御お布ふ団とん、敷しいた、よ？』

・俺　　：『うーん、そりゃ戦後に使うから、ベルさんはそうなったら風ふ呂ろ用意してくれると俺達いい感じじゃね？』

・ベ　ル：『ん、そ、そうする、その場合』

　だとすれば、こちらはこれからすぐに関かん東とう解放、という可能性も強くなった。

　休息が無いのが辛つらいところだが、利点はある。

　……毛利の補ほ給きゆうは不ふ要ようになるし、何よりも戦せん闘とうを早期に開始すれば、関東解放には随ずい分ぶんと時間的な余よ裕ゆうが得られる。

　だが、一つ疑問があるのは確かだ。

　……実際、毛利はどうする？

　実のところ、ここまでの羽柴の搦からめ手の中、輝てる元もとは目立った反応をしていない。

　流されるまま、と言うような、そんな状態を彼女は保っている。

　何か思し案あんがあるのか、そうではないのか。

　しかし、この状況に対して、毛もう利りは無む言ごんを保てない。リアクションが必要な筈はずだ。何しろ、羽は柴しばの動きを制止しなければ、毛利の未来が潰つぶされかねないのだから。

　ゆえに、促うながすように、正まさ純ずみは輝てる元もとに言葉を投げかけた。

「どうする？　毛利・輝元」

「Ｔｅｓテスタメント．、そんだけ無む茶ちやを言われたら、こう言うしかないだろうよ」

　輝元が、眉まゆを歪ゆがめて、床の羽柴に告げた。

「言った通りにしてやらあ。補ほ給きゆう物ぶつ資しだの何だの、全部くれてやるよ」

　だけどな？　と輝元は確かに言った。

「──関かん東とう解放、絶対に完かん遂すいすっから、吠ほえ面づらかくなよ、羽柴」
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「関かん東とう解放、完かん遂すいするかえ……？」

　大きく出たのう、と、義よし光あきは口くち元もとに扇せん子すを当てた。

　こういう無む謀ぼうに見える物言い、義光は、嫌きらいではない。寧むしろ好ましい。

　……元気でいるのは、それだけで良い事ぞえ？

　なあ、と視線だけで送る先、上うえ杉すぎ側がわの繁しげ長ながが、半はん目めで口を横に開いている。

「……立場上じよう、安あん易いに動けない上杉は大変よのう」

「関せきヶ原はらより後を見ているといい……！」

　眉まゆを立てて言われても怖こわくない。横の鮭しやけ延のべも、

「義光様さま！　あの繁長、義光様の自由っぷりに嫉しつ妬としてるモン！」

「鮭延がいるとストレスなくていいのう」

　だが、毛もう利りの選択は、なかなかに面白い。

・義　　：『……死ぬ気か？　私達たちと諸もろ共ともに』

・九尾狐：『そう決まった訳わけではあるまいよ。なかなかどうして、あの毛利・輝てる元もと、虚きよ栄えいを捨てたというのは、本当のようだぞえ？』

　義光は、口くち元もとに浮かんだ笑えみを捨てぬよう、立てた扇子に唇くちびるを押し当てた。

　乾いた漆うるしの味を舌したに小さく感じ、その後で彼女は言う。

「自分の賭かけ処どころを、わきまえたという事よのう」
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「──ったく、一いち応おうはあたし達、歴史的にはお前の麾き下かに入る立場だが、ここで改めて言っておくし、態度でも実じつ力りよくでも示してやる」

　輝元は、腕を組んで一ひと息いきを入れた。

　今、この状況は、予よ測そくの中にあった事だ。それも最さい悪あくの部ぶ類るいの予測だ。

　しかし、予測は出来ていた。そして、こうなった場合、どうするべきかも決めていた。

　ただ、一つ、不ふ機き嫌げんの源みなもとがあった。

「お前の要よう望ぼう、……毛利の備び蓄ちくを放出しろって話だが、それをやれば、あたしが止まると、そう思っていた訳だな？　お前」

　画面の中の羽は柴しばは応じない。ただ彼女の無む言ごんに、輝元が言葉を落とす。

「馬ば鹿かにするな」

　何な故ぜなら、

「覇は王おう、覇は道どう、覇は者しや、どれ見ても覇の言葉がつくものしか、あたし達の今後にはねえんだ。

　それなのに、何で備蓄放出くらいで、その冠かんむりを穢けがさなきゃならねえんだよ馬鹿」

　つまり、

「お前は、あたしの扱いを間違った。──これが、こっちを王おう様さまとして煽あおって持ち上げるようなのだったら、少しの考こう慮りよもあったかもしれねえし、また別のブチギレをしたかもしれねえし、多分そんな気もするし、かなりそうだと思うし、まあちょっと覚かく悟ごしとけ」

「姫ひめ様さま？　自己完かん結けつが見事なようですけど……」

　悪い悪い、と振り向かずに輝てる元もとは手を前後に振った。

　……振り向くと、諭さとしモードで待ち構えてるだろーからなー。

　なかなかMouri-01には頭が上がらん。だがまあそれはそれとして、

「覇はの冠かんむりを抱くってのは、こういう事だ。──それを邪じや魔まする如い何かなる者が如何なる手段を使ってきても、それを平へい然ぜんと受け、そして叩たたき潰つぶす」

　輝てる元もとは、息を吸った。もはや虚きよ栄えいは無い。巴パ里リには、今、皆がいる。真しん性せい全ぜん裸らを主あるじとして、巴里を防ぼう衛えいした誰だれも彼もが、あるものを待っているのだ。

　勝利だ。自分達と同どう様ように、東の地での覇の勝利を、皆が待っている。

　そして自分は、覇の冠を頂いただく后きさきであるならば、

「逃げねえよ」

　その上で、

「今後の扱いを変えさせてやる。──羽は柴しば」
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「おい、うちの野や郎ろう共ども、よく聞け。あたしから告げる根こん性じようの方向性せいだ。

　これからどういう形かは知らんが、関かん東とう解放をうちは始める。

　補ほ給きゆうは無い。物ぶつ資しは、輸ゆ送そう艦かんにあるもの全て、歴史再さい現げんに準じて全部羽柴側がわに送る。

　全員、手て持もちと、艦かん内ないにあるものだけで関東解放を凌しのぎ切る。

　無む理りでもやるぞ。

　後々で物資が無くて、地じ元もとの世せ話わになるのは確定だが、それを恥はじと考える必要は無ねえ。

　あたし達は、羽柴側によって、遂すい行こう不可能とさせられた関東解放を、それでも成し遂とげるんだ。その後で地元が世話するのは当然くらいに思っておけ。

　そして地元、諸しよ国こくと諸しよ家か、──見てろよ？　物資無しで関東解放をやりゃあ、そりゃこっちにだって損そん害がいは出る。それでもそれをやり遂げるのは、あたし達にとって関東が大だい事じだからだ。お前らの力はあたし達の今後に必要だ。だから見てろ。絶対にやってやる。

　関東を自由にしてやる。明あ日す、目が醒さめたら、世界が違うから期待しとけ」
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　言って輝元が表示枠サインフレームを横よこ殴なぐりに割り消したのを正まさ純ずみは見た。

　……うっわ、ストレス溜たまってるなあ……。

　恐らく、輝てる元もとは命めい令れいされるのが嫌きらいなタイプだ。

　だから羽は柴しば側は、搦からめ手も使って、毛もう利りの自発的な関かん東とう解放拒きよ否ひを思し案あんとしていた。

　強きよう制せいするのでは無く、状況としてそういう判はん断だんをせざるを得ない。そんな流れを羽柴は作ろうとしたのだ。

　そういう意味では、武蔵むさしが〝ネルトリンゲンの戦い〟の事を先に聞いたのは、羽柴にとって有ゆう益えきだった筈はずだ。それは、更さらに毛利側を追い詰める事になるからだ。

　だが、輝元は、単純な命令嫌ぎらいでは無かった。

・貧従士：『いますよね……、命令されるのが嫌いというより〝他人の思おも惑わく通どおりに自分が動くのが嫌いや〟っていう、そんなタイプ』

・●　画：『そうね、面めん倒どうなのよね、正せい論ろんにも従わなかったりするから』

・十ＺＯ：『だ、誰だれの事で御ご座ざるかなあ！』

・金マル：『というかうちのクラス、大だい体たいそんな感じじゃないかな』

　同意過ぎて困るというか、そんな連れん中ちゆうの王おう様さまが馬ば鹿かなのだ。

　……他人の夢ゆめが叶かなう国を作る、というのは、よく言ったものだ。

　この前ぜん提ていなら、王の思おも惑わくは大たい概がいが自分の思惑と合がつ致ちする。それでも嫌だと言うなら、王様と違う発はつ想そうをしなければならないが、そこにあるのは、

　……王様が自分と同じ事を考えていたってのに対する、照れみたいなもんだな。

　もっとちゃんとしなければ、という、自じ戒かいであるような気もする。

　どうなんだろうなあ、と思いつつ、正まさ純ずみは輝元達に言葉を送った。

「とりあえず、この流れは予よ測そく出来た事か、毛利・輝元」

「Ｔｅｓテスタメント．、一番面めん倒どくせえ事じ態たい、って感じだけどな」

「じゃあ一つ疑問がある。──羽柴側にも向けられる問い掛けだがな」

　正純は、表示枠サインフレームを開いた。

　そこに映すのはM. H. R. R.神聖ローマ帝国の概がい要よう図ず。南部のある場所に朱あかの点が打ってある。

「ここがネルトリンゲンだ。恐らく今、改派プロテスタントの主力と旧派カトリツクの主力が向かっているな？」

『Ｔｅｓ．、──戦せん闘とうの開始は、あと六、七時間程ほどかと推すい測そくされます』

　となると向こうの開戦は朝五時から六時の間。微び妙みような時間差さだ。

　だが、それを憶おぼえておくよう、正純は背後の皆に右手を鳴らして指し示じとする。

　チェックしとけ、と、そういう意味だ。
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　ホライゾンは、正純が手て袋ぶくろの指を鳴らしたのを見て、皆を見た。

　すると、皆が顔を見合わせた。ややあってから、喜き美みが、

「────」

　指を高い音で鳴らす。すると浅あさ間まが続き、トーリも続き、皆が、

「────」

　また指を鳴らす。そして馬ば鹿かが、

「今のでいいのか？　セージュン」

「言っておくけど全く違うからな!?　くっそ、お前らの知ち能のうを信用した私が馬鹿だった！　勝かつ手てにやってる分なら構わないからこっち巻き込まないでくれよな!?」

　否定された。

・副会長：『まあ、思し案あんの時間稼かせぎにはなったからいいとする』

　よっしゃ、と横の馬鹿が奇き声せいを上げそうになったので、ホライゾンはその首を摘つまんで呼吸を止める事にする。
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　さて、と本ほん日じつ何度目めになるだろうかという前置きを作って、正まさ純ずみは輝てる元もとと床ゆか面めんの羽は柴しばに視線を送る。

「ネルトリンゲンの戦いについて、武蔵むさしの参さん戦せんを促うながすには、少々の問題がある」

「言って見ろ、武蔵副ふく会長」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──まず、それはM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクと関係勢せい力りよくの問題であって、武蔵の関わる理由性せいが薄いと言う事だ」

　マクデブルクの時は、マクデブルク市長のゲーリケが直接武蔵に来て、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのマザランが武蔵との一時休きゆう戦せんと友ゆう好こうを条件にその関かん与よを促したのだ。

　ネルトリンゲンは、そうではない。それに、

　……流石さすがに情報が来たか。

　ネシンバラが、解説のやたら多い情報を纏まとめてこちらに送付している。それを受け取り、主しゆ語ごと述じゆつ語ご中心に読んでいくと、ある事が確かく認にん出来た。

「……いいか？」

　正純は羽柴と毛もう利りという、大だい勢力の代表に対して言葉を送った。ネシンバラからの情報に目を通しながら、

「ネルトリンゲンは改派プロテスタントの都市だ。そしてその戦いにおける改派主しゆ力りよくの鮮せん烈れつなるなるなる敗はい北ぼくによってネルトリンゲンは旧派に屈くつ辱じよくの降こう伏ふくをしつ、……した！」

・俺　　：『何嚙かんでんのオメエ』

・副会長：『変な形けい容よう詞しがあって、引っ掛かったんだよ！』

・未熟者：『いや、ヅカ本ほん多だ君、君、僕がそこに十八行ぎように渡って織り込んだネルトリンゲンと旧派の後ろで暗あん躍やくする中ちゆう世せい騎き士し団だんの亡ぼう霊れいについて無む視ししたよね!?』

・副会長：『フィクション混ぜるな！　あと語ご尾びとかのタイプミスやめろよ！』

　ともあれ、正まさ純ずみは輝てる元もとと羽は柴しばに視線を向け直し、

「毛もう利り・輝元、そして羽柴、──つまりそういう事だ」

「解わかんねえよ！」

『え、ええと？　ええ？』

　馬ば鹿かの漢かん字じ読みが解った羽柴でも無む理りか。ネシンバラ恐るべし。駄だ目めか。まあいい。よくない。どっちだよ。

「仕方ない。解らないなら説明しよう」

・ホラ子：『ホライゾンルールなら正純様さまの一勝ですね』

　嬉うれしくないのに心強いのは悪い気がする。

　……だが、大体、羽柴の狙ねらいは見えてきた気がするな……。

　皆が馬鹿やる時間も、なかなか陽よう動どうとして役に立つ。

・副会長：『出来れば今後、外げ道どうタイムは私の許きよ可かの下もとでやってくれ』

・俺　　：『あ、俺おれ、それ知ってる！　管かん理り社会の暗あん部ぶってやつだな!?』

・銀　狼：『というか、世せ間けん的には管理社会の恥ち部ぶになりそうなのが……』

　まあ無む理りだろなー、と思いつつ、正純は告げた。

「──ネルトリンゲンは降こう伏ふくの際、多た額がくの金きん銭せんを引き替えに旧派カトリツク主力から平へい穏おんを安あん堵どされた。

　つまり、敗はい戦せんを金で帳ちよう消けしにした訳わけだ。そしてそれは歴史再さい現げんとして叶かなえねばならないだろうし　結局、略りやく奪だつ行為は起きないのだ。ならば、まず、どうして私達がそこに行かねばならないかを示して欲しい」

「おいおい、さっき、あれだけ歴史再現で困ってるんなら呼べって言ったじゃねえかよ武蔵むさし副ふく会長。あれを収める気か？」

　……こいつ、関かん東とう解放を本当に一人でやる気でいるよなあ……。

　実は結けつ構こう煽あおり派はなんじゃないだろうかと思いつつ、正純は言葉を続ける。

「歴史再現の解かい釈しやくによって、不ふ備びや損そん失しつを押しつけられるというならば、行こう。

　だが、ネルトリンゲンは、歴史再現に対しての用意が無いのか？」

『いえ、既すでに、そ、その用意は、あります。敗はい戦せん補ほ償しよう予算の積み上げが』

「だとすると、そこに用意される戦せん力りよくの差によって、虐ぎやく殺さつが生じるという事は？」

『それは……、戦せん場じようの推すい移いによっても、変へん動どうが、あります。が、ええと、基本、旧派と改派プロテスタントが３：２になるよう、こちらは主力を動かさせて、ええと、戴いただいてます！』

　だとすると、妥だ当とうだ。

　……改派は敗北するが、折り良いところで撤てつ退たい、とすべきではないのか？

「毛利・輝元、……このままだと、武蔵が行ったところで、改派を勝たせるために武蔵を使用した、という事にしかならないぞ？　武蔵とて、正常の歴史再現は準じゆん拠きよすべきだとは思うし、今回の場合なら、改派プロテスタントの防ぼう御ぎよや救きゆう出しゆつに徹てつする事になるが？」

「それだったら、それでもいい。特に救出は意味がある」

　……意味？

　輝てる元もとの言っている意味を、正まさ純ずみは測りかねた。

　どういう事だ？　否いな──。

　……輝元は、ネルトリンゲンの戦いの裏に何があるか、知っているのだな？

　ならばこちらにも、それを悟さとれる者がいる。

　そうだ。頼る相手はいる。輝元の言う〝意味〟を察さつ知ち出来る者がいるのだ。

　ただ、その相手に対しての不安が強いのだが、今は信じよう、と正純は思った。

・副会長：『──ネシンバラ』

・ホラ子：『ミトツダイラ様！』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、何ですの!?』

・未熟者：『待てええええええ！　何だその川の流れのように自然なシークエンス！』

　もうどうでもいいか、と思いながら、正純は問うた。

・副会長：『ネルトリンゲンの近くに、極きよく東とう側の勢せい力りよくもしくは重じゆう要よう人物がいるか？

　そして該がい当とう勢力もしくは人物にとって、ネルトリンゲンの戦いを重ねられるような歴史再現が存在しているか？　もしあるならば──』

・未熟者：『あるよ』

　ネシンバラが、言葉を作った。
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　正純は、書しよ記きとしての意い地じをネシンバラに見た。皆も、おお、と声を上げ、

・ウキー：『希まれにはやるなネシンバラ……！』

・金マル：『バラやんそれフィクションじゃない!?　本ほん気き!?』

・ホラ子：『というか大だい丈じよう夫ぶですかネシンバラ様！』

・未熟者：『皆してどういう確かく認にんだ……!?　いいかい？　戦せん国ごくネタの検けん分ぶんなら、ピンポイントで何が何ど処こで生じるだろうか事前に調査している僕の方が、歴史や地ち理り全般から思し案あんしているだろうミトツダイラ君より確かに早い』

・眼　鏡：『根が暗い人だね君は』

・未熟者：『準備がいいと言ってくれ。つまり──』

・銀　狼：『あ、──私の方も見つけましたわ』

　皆が沈ちん黙もくした。ややあってから、ミトツダイラが咳せき払ばらいして、

・銀　狼：『しょ、書記の方が先でしたから、どうぞ？』

・俺　　：『つーか、ネシンバラ、余よ分ぶんな前置きが無ければネイトより先に解説に入れたんじゃね……？』

　それが大だい事じなんだよ！　と言いつつ、しかしネシンバラが言葉を送ってきた。

・未熟者：『ネルトリンゲンというか、M. H. R. R.神聖ローマ帝国南部には、極きよく東とうの襲しゆう名めい者しやの多くが、羽は柴しば勢の毛もう利り攻ぜめの動きに応じて移住している。本当は大おお坂さかが拠きよ点てんなんだけど、まだ羽柴の天てん下かになってない事と、大坂はP. A. Oda勢力下なので、M. H. R. R. を本ほん拠きよにしている訳わけだね』

・副会長：『M. H. R. R. 南部は、仮の大坂ともいえる、という訳だな？　それで？』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、その中で、屋や敷しきを構えている家がある』

　それは、

・未熟者：『長なが岡おか家、と言って解わかる人はいるかい？』
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　ネシンバラは、皆を見渡した。

　長岡というのは、この時代におけるその人物の姓かばねだ。後でその人は己おのれの姓を変えるのだが、聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんでは、そちらの方がメジャーという扱いになっている。ならば、

「……誰だれも解らないかい？」

　言うと、喜き美みがミトツダイラに視線を向けた。

「オタクがああ言ってるけど、ミトツダイラ、アンタ当とう然ぜん解ってる訳よね？　だってさっき見つけた訳だし」

「シッ、書しよ記きを刺し激げきすると話が長なが引びきますわ！」

「ではネシンバラ様、ミトツダイラ様がネシンバラ様を気き遣づかって黙だまっておりますので、ささ、早いトコ正解をどうぞ」

「い、嫌いやな同どう情じようだ……！」

　だが、ネシンバラは、すぐに右手を掲かかげ、身体からだを一度右みぎに振ってからこう言った。

「──長岡・忠ただ興おきだよ。後には細ほそ川かわ・忠興と名乗るようになるけどね」
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　誾ぎんは、その人物を知っている。

　面めん識しきがある訳では無いが、

「宗むね茂しげ様、関連という程ほどではありませんが、長岡様は……」

　Ｊｕｄ．、と応じて、宗茂が右手を挙げた。

「長岡・忠興様は、羽柴の七しち本ほん槍やりに続いて設けられた代表者隊たい〝七しち将しよう〟の一人ですね。

　戦せん闘とうにおいては勇ゆう猛もう、しかし利り休きゆう門もん下かにて歌なども学んだ歌か仙せんであり、更さらには──」

　宗茂が、東の方向を見た。

「慶けい長ちようの役えきにて、私の襲しゆう名めい希望先さきと同どう様ように、出しゆつ征せいしているのです」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、誾ぎんは宗むね茂しげを見上げた。

　……宗茂様さま、見事な説明です。

　この場において求められるべきをしっかりと果たしたという事だ。特に、最後の慶けい長ちようの役えきへの絡からめなど、自分の襲しゆう名めい希望先さきの存在もきっちりと挙げられた。

　趣しゆ味みで調べてるようなものとは違う。

「恐らく、長なが岡おか様さまはあちら、江え戸ど方面の派は遣けん戦せん士し団だんの中にいらっしゃるのでしょう」

「そうだね。そして──」

　Ｊｕｄ．、と宗茂が書しよ記きに頷いた。

「長岡夫人ですね？　問題は……」

「そうだね、つまり彼女は──」

「Ｊｕｄ．、長岡・玉たま様さま、傍ぼう論ろんではガラシャ夫人と呼ばれる方です」

「そうだね、しかし彼女には──」

「Ｊｕｄ．、彼女には一つ、大だい問題となる聖せい譜ふ記き述じゆつがあるのです」

「そうだね、それは──」

　Ｊｕｄ．、と宗茂が応じた。

「──彼女は最さい期ご、夫が不ふ在ざいの屋や敷しきを敵に囲まれた際、屋敷諸もろ共ともに爆ばく死しするのです」





●






・立花嫁：『宗茂様、見事な説明でした』

・●　画：『オタクが如い何かに足を引っ張ってたかよく解わかるわ……』

・立花夫：『いえ、私は別に。書記が聞き上じよう手ずだった御お陰かげです』

・眼　鏡：『──君もう書かなくていいんじゃないか？　聞いてなよ』

・未熟者：『いや、待て、君達……！』

・金マル：『つーかバラやん、言いたい事が多すぎて会話のイニシアチブ取るのが遅いから、気を付けた方がいいんじゃないかな？』
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　正まさ純ずみは、無む言ごんで俯うつむいたネシンバラによる、聖譜記述と歴史のメモを確かく認にんする。

　相変わらず余よ分ぶんな事が多く書かれた内容だが、〝嗚あ呼あ、その時彼女は〟とか〝見よ、今こそ〟とか全部トバせば意味はすぐに解かい読どく出来る。

「ツキノワ、こういう文章とか、こういうのとか、選せん別べつして消せるか？　──ああ、消しすぎ消しすぎ、十七文も字じとかに収めなくていいから」

「十七文字って、歴史再さい現げんの重ね方をどうやって表現してんだよセージュン」

「〝攻せめられる　屋や敷しきと街に　狂い咲き〟」

　皆が、その十七文も字じを口の中で転がし、顔を見合わせた。

「なあなあ！　季き語ごは!?　オッパイ!?」

「トーリ君、落ち着いて下さい。必要だったら二度言いいますから。──で、季語の狂い咲きは、時季外はずれの開かい花かですから、基本は冬です。今は夏なので、少し残念ですね」

「フフ、でも一応、咲くというのは女性への形容だから、夫人の暗あん喩ゆでもあるわね」

　だとすると、と、皆がネシンバラを見た。アデーレが代表して、

「……書しよ記き、ひょっとしてオオアリクイより下なんですか」

「な、何勝かつ手てに決めてるんだよ！　大体、そういう格かく下したとか上とか、理り念ねんの中にしか存在しない無む駄だなものだよ！」

『そうね、万ばん物ぶつはただあるだけで、そこに貴き賤せんは無いわ。──だけどアンタとオオアリクイの間には今確かく実じつに上下が出来たわ』

『ま──？』

　ツキノワを褒ほめていいのかどうか非常に困るが、仕事はしてくれたので撫なでておく。

　ともあれ、大体の流れは見えた。

・副会長：『その、長なが岡おか家けの屋や敷しきは、どのように襲しゆう撃げきされる？』

・銀　狼：『関せきヶ原はらの前ぜん哨しよう戦せんの一いつ環かんとして、石いし田だ・三みつ成なりは大おお坂さかにいた各大だい名みようや武ぶ将しようの家を襲おそい、その夫人や親しん族ぞくを人ひと質じちに取っていくんですの。その際、抵てい抗こうしたのが、長岡家けなんですの』

・俺　　：『ええと、つまり石田・三成は戦前の流れに乗じて人ひと妻づまハーレムを作ろうとしていた訳わけだな！』

　馬ば鹿かが叫んだ。

「俺おれ、これ、半年くらい前にエロゲでやったよ！」
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「──ねえ、三成君？　君、制御情報プログラムだって言うけど、これ知ってる？　うちの男の子達の間で最近流は行やってるゲーム〝某それがしが軍ぐん備びを整えていたら人妻ハーレムが出来ていたで御ご座ざる２〟」

『は、初はつ耳みみです！　というか２って何ですか!?　いつの間に!?』

「いや、武蔵むさしのインディーズで１が出たらしくて、こっちには商しよう用よう版ばんとして２が密みつ輸ゆではいってきたらしくてね？」

『てね？　じゃないです！　誠まことに遺い憾かんです！　大だい体たい私、こんなつやつやして三段影かげ入はいってるような年ねん配ぱいの男性じゃありません！　正せい規きの制御情報です！　誰だれですか密輸したの！』
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「──っくしょん！　あー、九く鬼き君、帳ちよう簿ぼの整理とかもあるんで、自分ちょう中に戻るわ。

　池いけ田だ君とか、西から来てる子達とか、金になりそな話があったら教えてな？」

「小こ西にし君、君、いろいろ見てる限り、武蔵むさし側にいる父ちち上うえから妙みような密みつ輸ゆをしてるフシがたびたびあるから気を付け給たまえよ？　武蔵は風ふう紀きの乱れが激しいのであるから」

「いやいや。やっぱ本ほん国ごくでも人にん気きの原げん画が師しのだと、放っておけへんからなあ……」
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・●　画：『あー、総そう長ちようの言ってるエロゲ、多分、それ私がキャラデザと原画やったわ。塗りは別で任せたけど』

・副会長：『ナルゼ、お前、地じ味みに国こく際さい問題起おこしてる気がするんだが……』

・●　画：『それより羽は柴しばに三みつ成なりの資し料りよう寄よ越こせって言っておいて。女だと解わかったら、それはそれで３のネタになるでしょうから』

　あ、あと、とナルゼが言った。

・●　画：『長なが岡おか夫人の爆ばく死しについてだったら、資料貰もらってたから、私の方がネシンバラより詳しいわ』

　嫌いやな心強さと共に、事件の流れは見えた。

「羽柴側は、今回の慶けい長ちようの役えきの推すい移いがどうあろうと、関せきヶ原はらの準備を開始する訳わけだな？」

　そのために、聖せい譜ふ記き述じゆつに則のつとり、石いし田だ・三成に〝大おお坂さか〟の掌しよう握あくと武ぶ将しよう達の家か人じんや親しん族ぞくを人ひと質じちにさせていく。

　……成なる程ほど。

　正まさ純ずみは理解した。P. A. OdaもM. H. R. R.神聖ローマ帝国も、もはや〝本ほん能のう寺じの変へん〟を超えた先を見て動き出したのだ、と。それも、羽柴がいなくなった先の時代すら読んで、だ。

　よく考えるまでもなく、これは当然の事だ。聖譜記述に拠よって先の動きが示し唆さされているこの世界では、損そん失しつをなるべく無くすように、誰だれもが、そして組そ織しきもが動くのだ。

　大だい勢せい力りよくであるP. A. Oda、信のぶ長ながや羽柴といえど、いつかは失われる。

　……だが──。

　己おのれの死後を自ら指し揮きする羽柴とは、どれ程ほどの指し導どう者しやだ。
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　正純は思った。今は未まだ、羽柴の時代にすらなっていないのだ、と。

　……〝本能寺の変〟は、起きていないのだ。

　しかし羽柴は、自分の死後に起きるような歴史再さい現げんの手て配はいを進めさせる。

　これは、どうしてか、と正純は思い、

「────」

　甘い話ではないのだな、と正純は思った。

　自分達たちが今、羽は柴しばに、彼女自じ身しんの喪そう失しつを押しつけているのだ、と。

　自分達が食らって、二度と受けぬようにと思った喪失を、歴史再さい現げんの早送りによって、彼女自身に突きつけている。

　これは、見方に拠よれば、羽柴が他に与えた因いん果がを突き付け返しているのではないか。

　自分達の恨うらみを晴らすように、羽柴に死の意味を教えようとしているのではないか。

　……これは──。

　参まいった、と正まさ純ずみは内ない心しんに言葉を作った。

　何しろ、ふと、こう思ったのだ。

　自分達がやっている事は、羽柴のやっている事と同じではないのか、と。

　敗はい戦せんからの復ふつ帰きという流れで気付かなかったが、ただその言い訳わけを無くせば、武蔵むさし側がわが行っているのは、羽柴の人生を縮めるという傲ごう慢まんだろう。

　そして尚なお、死の突き付けをされているのに、その死を認めて、死後を指し揮きする羽柴は、自分達を超えたところにいるのではないか。

　自分達は敗戦を抜け、前を見ているつもりだが、

　……未来の死という、遙はるかな先からの後ろ向きを、羽柴は行うのか。

　だとすれば、自分達は、彼女に追いつこうとする事しか出来ないのではないか。

　それでは自分は、彼女に、ただただ死を押し付けるだけの存在になる。

　それでいいのか。そして、

「く……」

　何となく解わかった事がある。

　何な故ぜ、P. A. Odaが、羽柴勢が、羽柴についていくか、だ。

　今、画面に映る彼女は、細い肩を困ったように揺らしながら、こちらを窺うかがっている。

　……強いな。

　自分達の長ちようである馬ば鹿かが不ふ屈くつであるのと同じように、彼女は己おのれの死すら受け止める。

　どのような結果であろうと、この人は受け入れ、赦ゆるすと、そういう事なのだろう。

　きっとそれが、羽柴の指し導どう者しやとしての資し質しつだ。

　後ろ向きの大だい肯こう定てい。

　対する自分達は、そんなものを相手にしなくてはいけない。馬鹿は馬鹿のままで大だい丈じよう夫ぶだが、自分などは、基本、普通の人間だ。ああ、そうだとも。フツーだよフツー。最近よく言われるけどうちのクラスの大たい概がいに比べたらフツーだぞ絶対。

　だが、そんな人間が、馬鹿げたレベルの視し野やをもった相手に対し、どうすればいい。

　……さて。

　どうしたものかと、正純が一いつ瞬しゆん考えた時だった。

・俺　　：『おい、セージュン』

　ふと、馬ば鹿かの声が見えた。

・俺　　：『関せきヶ原はらとか、あんま今、深く考えんな。ネシンバラみたいになんぞ』
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　メアリは、正まさ純ずみが一つの動きを取ったのを見た。

　彼女の背が、軽く肩を落とし、力を抜いたのだ。更さらにその後、正純は、片かた方ほうずつの肩を上げ、首を鳴らし、

「ま、そーだな」

　彼女は言う。

「ネシンバラみたいにならないようにするには、まず、目の前の現実を見て、一個一個、ちゃんとやっていかないとな」

「そうですね」

　メアリは、ふと、言葉を作っていた。

「先の事、先の事と、ずっと考えていても、それは途と中ちゆうで変わってしまう事も多いのです」

　自分の場合は、誤ご解かいを含めた出で逢あいが、変化を呼んだ。

「──聖せい譜ふと歴史再さい現げんのルールがあっても、そのような状況なのですから。前に一歩一歩踏ふんでいく事が、必ひつ須すであり、大だい事じなのだと私は思います」

　言った瞬しゆん間かんだ。メアリは、左の手を握られた。

　点てん蔵ぞうだ。

　彼は無む言ごんだった。解わかっている、とも、同じ事を考えている、とも言われない。握る手から伝わる力は、そんな優しい言葉ではなく、ただ離さない。これは、意味としては、

　……憶おぼえている、ですね。

　理解や思し案あんではない。記き憶おくとして、染しみ込んで、離れないものだ。

　傷と同じだ。

　自分達にあった、確かな事。それを自分は憶えていて、信じていて、その話をした時に、彼がこちらを摑つかんだ。

　あの過去は、忘れられぬ傷だ。望んでつけた傷だ。

　ならば今もずっと、あり続けるものだ。

「点蔵様」

　呼ぶと、彼がこちらに顔を向けた。対する自分は振り仰あおぎ、しかし、

「……いえ、あの」

　見られている、という事実に、視線を下げてしまう。

　ですけど、とメアリは思った。これは、点蔵様から手を握ってきましたし、

　……はしたない事じゃ、ありませんよね。

　少なくとも、彼がそうしたいと思ったから、そうして来たのだ。だから自分も手を握り返し、息をついた。

　傷の事は忘れない。憶おぼえている。

　だけど、今、幸せであり、そういようという事は、解わかっているし、同じだ。だからそういう握り方で彼にメアリは力を返した。すると、

「────」

　彼が一いつ瞬しゆん手て指ゆびを緩め、柔らかく、お互いの五ご指しを全て間に絡めるように握った。

　……あ。

　離さないという〝憶え〟のやり方は、ただ握るだけではない。手指を全て抱き締めるようにされて、メアリも、改めて力を返した。それは、自分から抱き締め返すというよりも、

　……ああ。

　メアリは思った。英国の塔とうの上で抱き寄せられてから、今まで、抱き締めに行ったり、抱き締め合ったりはあったかもしれないが、こうして、彼から抱き締められるのは久しぶりだ。

「う……」

　……や、やっぱり英国以い降こう、私、攻め気状態になっていましたね……。

　ただただ、昨日きのうまでの自分を思い出して恥はずかしくなる。その一方で、昼の事も思い出し、

　……あっ。

　手を繫つないで祭の中に行くなんてレアだったのだから、しがみつくような事してないで、このようにしてれば良かったのに。

「────」

　参まいりました、とメアリは思った。未来を暗く考えて前に一歩一歩踏ふむ事を忘れていた自分は、今、過去にあった良い事を思い出して、前への一歩しか見えなくなっている。

　……わ、私、このまま、生きていけるんでしょうか。

　三日後ごくらいには幸せゲージが破は裂れつして死ぬかもしれない。

　今、そんな自分を諭さとすような手指の絡めと握りの抱き締めに、甘えて良いのか、反省すべきなのか。メアリは解らなくなって、こう言った。

「点てん蔵ぞう様、意い地じ悪わるです……」
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・●　画：『──ハイ！　仕切る！　仕切るわよ！　邪じや魔ましちゃ駄だ目め！　駄目よ！　今すごく良い処ところなんだから！　私のラフが！』

・貧従士：『……というか、ええ、あの当時、火か船せんとか木き杭くいぶち込まれたり一回転とかしてたんで、まあ、そちらの状況はよく解ってないし、王おう家けの人達の事ですし、メアリさんいい人なんで、つまり第一特とく務むのせいって事でいいですか……？』

・賢姉様：『フフ、点てん蔵ぞう？　嫁よめのハッピーうっかりや、その弊へい害がいを受け止めるくらいの甲か斐い性しようはあるわよね？』

・十ＺＯ：『つーかバレないように手ての平ひらレベルでメアリ殿どのと仲良くしてるのに、何な故ぜにそう聡さといで御ご座ざるかなあ……!?』

・あさま：『いや、点蔵君、花、凄すごいんで、点蔵君が隠かくそうとしても無む駄だなんですって』
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　正まさ純ずみは、背後から散ってくる流りゆう体たい光こうの花か片へんに気付いた。

　それがあるという事は、英国で自分達たちの選択が間違っていなかったと言う事だ。

　……そうだな。

　羽は柴しばの、長ちようとしての方針も、対する自分達との関係も、いろいろあるだろう。今だけではなく、過去だけでもなく、後にもきっと、ぶつかり合う関係だ。だが、

　……向こうが後ろ向きだったとしても、こっちもそれに合わせる事はない。

　羽柴が後ろ向きにこちらを飲もうとするならば、自分達は、前向きに羽柴を飲めるようになれば良いのだ。

　無む論ろん、この勝負、聖せい譜ふ記き述じゆつで先が見えている分、後ろ向きを先取り出来る羽柴が有利だ。

　何しろ、人は必ず死ぬ。真田さなだで白はく竜りゆうの佐さ助すけが教えてくれたように、死は全てと密みつ接せつだ。だからそれを先取りし、掲かかげられる羽柴は有利だ。しかし、

「そっか」

　羽柴は、有利なのだ。

　自分達は、不利なのだ。

　先さき取どりの喪そう失しつや破は壊かいと、見えぬ前に踏み込む創そう造ぞう。

　どちらが不利かは明確だ。

　これと同じ話を、かつて、した事がある。

　マクデブルクであり、三み方かたケ原はらでもあった。

　あの中で、自分は、今の状況と同じ話を確かに、した。

　……松まつ永なが公こう。

　彼は、信のぶ長ながとP. A. Odaを破壊の担にない手とし、こちらを創造の担い手とした。

　その意味が、今いま更さらながらに解わかったと言うより、繫つながった気がする。

　自分達は、あの時の掠りやく奪だつと敗はい戦せんにおいて、多くのものを失った。

　しかし破壊と創造とは、言葉通りの、物理的なものだけではない。

　長の方針や、ものごとの捉とらえ方、己おのれの伝え方なども、全てそうだ。ならば、

「──よし」

　自分の両りよう頰ほおをそれぞれの手で叩たたき、正純は気き合あいを入れ直した。

　そして前を見れば、輝てる元もとがおり、羽は柴しばの映えい像ぞうが床にある。大たい国こくの担にない手の二人、彼女達たちに対し、正まさ純ずみは口を開いた。

「よかろう、大体結けつ論ろんが出た」

　言った。

「羽柴、──また貴き様さまは、うちに対して下らん嫌いやがらせをするのか」





●






　武蔵むさし副ふく会長の言葉に、羽柴が口を横に開くのを、安あ土づち城じようの皆が見た。

　その中で一つ、立ち上がる影があった。片かた桐ぎりだ。

「──嫌がらせとは、どういう事ですか！」

『あ？　ええと、片桐だっけ？』

「Ｔｅｓテスタメント．！　片桐・且かつ元もとです！　渉しよう外がい役として、今の武蔵副会長の言葉は侮ぶ辱じよくと判はん断だん出来るものがありました！」

　片桐は、表示枠レルネンフイグーアに映る武蔵副会長を指さし、叫んだ。

「国家の方針を〝嫌がらせ〟とは何事ですか！」

『渉外役。──今、君と話してない』

　く、と片桐が唸うなった時だ。周囲がざわめいた。皆が顔を見合わせ、

「僕らの片桐さんと話をする気がないだと!?」

「おかしいわよあの女！　私達の片桐君と話す気が無いなんて……！」

「極きよく東とうの連れん中ちゆうは精神的貨か幣へいの中に我らの片桐様を入れていないのか……！」

　えーと、と言葉を選び損ねて無む言ごんになった片桐の腰を、小こ六ろくが摑つかんだ。

「座れ」

「え、あの、ええと」

『あー、片桐、一いち応おう言っておく。──どうせなら、うちの馬ば鹿かとまた話をさせてやりたかったが、アレな？』

　え？　と片桐は、引っ張る小六に逆らいながら叫び問うた。

「浅あさ間ま神じん社じやの淫いん乱らん金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう巫み女こさんとですか！」
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・賢姉様：『意い外がいに一いち単たん語ごが長くなったわね』

・俺　　：『つーか俺おれ、実は国際的にちょっと有名じゃね？』

・副会長：『お前は生徒会長で総そう長ちようだから元もと々もと国際的に知られてるんだよ!!　女じよ装そうが別でおかしい事になってんだ！』

・あさま：『というか、その女装に変な枕まくらがついてうちが巻き込まれてるのって、喜き美みとトーリ君のせいですよね!?　　ね!?』
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「あの淫いん乱らん金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう巫み女こさんが、どうかしましたか!?」

　ああ、うん、と武蔵むさし副ふく会長が頷うなずいた。そして聞こえた次の言葉は、

『彼女……、ああ、いや、アレ、な？　──暗あん喩ゆで言うと、武蔵から降りたから』

「──えっ」

　いきなりの宣せん告こくに、片かた桐ぎりは言葉を失った。

　……武蔵から降りた、って……。

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

『うん。ちょっとこの前、頭あたま割われてな。それでまあ、二度と無しという事になってな。

　詳しい事は言えないが、とりあえず、もう、武蔵にはいない』

　何事か解わからない。ただ、向こうは既すでに結けつ論ろんを認めているようで、

「──座れ」

　小こ六ろくの腕の引きに合わせて、片桐は座るというよりも、

「あ」

　尻しり餅もちをついて、皆の間に腰を落とした。
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・俺　　：『おいおいおいセージュン、俺おれが降りた事にするのって、何かの策さく略りやく!?』

・副会長：『いや、女じよ装そうセットあったろ？　あの金髪バージョン。天てん竜りゆうの才さい蔵ぞうに割られて使えなくなったろ？　だけど、その前にお前が前に片桐を相手したから、片桐の方からはあの女装相あい手てに再さい交こう渉しようの話が結けつ構こう来ていてなあ……』

・銀　狼：『それを受けて長々交渉やってたら、流石さすがに危険ですのよ？』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、総そう長ちよう兼けん生徒会長が誰だれだか解わからない巫女に擬ぎ装そうして交渉してた、って方が問題だ。役やく職しよく者しやである意味が無くなるからな』

・俺　　：『面めん倒どくさくね？』

・副会長：『お前が種たねを撒まいたんだよ……！』
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「──羽は柴しば、お前の望んでいる事は解る」

　正まさ純ずみは、空に視線を向けた。すると、後ろの浅あさ間まが、

「ええと、そこです。受じゆ像ぞう系けいがあるのは」

　空中、十メートル程ほど上に、緑みどり色いろの小さな鳥とり居い型がた紋もん章しようが現れた。そこに、羽柴側へと映えい像ぞうと音声を返す送そう神しん術じゆつ式しきがあるのだ。

　正まさ純ずみは、その紋もん章しようを見み据すえ、言葉を続けた。

「こちらの手て元もとにある資し料りようだと、お前の麾き下かにいる石いし田だ・三みつ成なりが大おお坂さかを襲しゆう撃げきした際、長なが岡おか・忠ただ興おきの夫ふ人じんが、屋や敷しきと共に自じ爆ばくする」

　そして、と正純は右手の下にある表示枠サインフレームを掲かかげた。

　……これが、厄やつ介かいだ。

「長岡夫人は、熱心な旧派カトリツクの奏そう者しやだ。だからその辺りを関係無なしとする大たい半はんの極きよく東とう勢ぜいとは違い、改派プロテスタントのネルトリンゲンには住む事なく、郊こう外がいに住まいを設けている」

　ここまでは、事情として解わかる。しかし、ここからが、厄介な話だ。

「──長岡夫人の最さい期ごについて、昔の聖せい連れんは旧派と言う事もあり、情じよう状じようを感じていた。

　ゆえに羽は柴しば、お前がM. H. R. R.神聖ローマ帝国との共同戦せん線せんを持つ前、長岡夫人の最期を解かい釈しやくで終え、別の襲しゆう名めい先に向かえるよう、二に重じゆう襲名にしていた訳わけだ」

　長岡夫人のもう一つの襲名。その行き先は、

「瑞典スウエーデン、──現げん女じよ王おう、クリスティーナだ」
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　正まさ純ずみは、多た重じゆうの厄やつ介かいを感じた。

　……聖せい連れんの性格が、ここ数年で幾いく度どか変わっているのだな。

　自分達が知るのは、羽は柴しばがM. H. R. R.神聖ローマ帝国と協きよう働どうして以い降こう。大体二年くらい前からの聖連だ。

　当時、羽柴とM. H. R. R. の侵しん攻こうに対し、聖連の襲しゆう名めい事情は、対たい羽柴、対M. H. R. R. というものを視し野やに入れたものとなっていた。ゆえに輝てる元もとのような極きよく東とう側の有ゆう力りよく者しやを認め、太陽王ロワ・ソレイユとの婚こん姻いんも許したのだ。

　しかしそれ以前は、どうだったのか。

　羽柴の欧おう州しゆう関かん与よが無ければ、欧州は三十年戦せん争そうに集中していたのだ。

　旧派カトリツクと改派プロテスタント、権けん益えきを巡るような歴史再さい現げんと解かい釈しやくの押しつけはあっただろうが、元々は身み内うち同士だ。自分達が小お田だ原わらで行ったような談だん合ごう戦争も多かったろう。

　……その中では、三十年戦争のスケジュールも組まれていた筈はずだ。

　三十年戦争の鍵かぎとなる国は幾いくつもあるが、初しよ期きから後こう期きにかけ、反はん皇こう帝てい派はの主しゆ力りよくであった瑞典スウエーデンの存在は大きい。

　だが、瑞典を率ひきいた王、グスタフ二世せいは、三十年戦争の中期に流れ弾だまに当たって戦せん死しする。

・副会長：『瑞典王おう、グスタフ二世の死後、瑞典はその娘むすめであるクリスティーナが継つぐのだったな。しかし反皇帝派の瑞典だが、クリスティーナはガチガチの旧派だったという』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、クリスティーナは、しかし戦争よりも政治的な手しゆ腕わんを用い、国を落ち着かせ、ヴェストファーレン会議でも温おん情じようを持った和わ睦ぼくを望むんだ。旧派の精神としてね』

　……彼女について、その頃ころの聖連は、随ずい分ぶんとやってくれたのだな。

　教皇総長パパ・スコウラの辣らつ腕わんというべきか。それとも、欧州全土と、P. A. Odaとの緊きん張ちようの結果か。

・未熟者：『大おお坂さかは当時からP. A. Odaだ。その中にいる熱心な旧派の女性。それも死後に聖せい女じよに近い扱いを受けるとされる長なが岡おか夫人を、聖連は三十年戦争のキーマンに指し定ていしたんだ。

　ムラサイのP. A. Odaに対する、旧派主力だった聖連の〝一いつ手て〟であった事は確かだろう。

　──下へ手たな動きをとれば、P. A. Odaが三十年戦争に干かん渉しようしたとみなす、と』

・貧従士：『長岡夫人に何かあったら、どうなってたんです？』

・ウキー：『ま、気き楽らくに十じゆう字じ軍ぐんだな』

・貧従士：『き、気楽じゃないですよ──！』

　もっと別の事が起きたかもなあ、と正純は思う。

　……マクデブルクの一件があるからな。

　あの機き密みつ会議に出てきた大おお物もの達には、スレイマンがいたのだ。

　もし、P. A. Odaに咎とがを認めた動きをとるとなれば、ムラサイの領りよう土どを追い出されたような形の彼が、大たい義ぎ名めい分ぶんとして担かつぎ出される可能性も高いだろう。

・未熟者：『聖せい連れんとしては、グスタフ二世が戦せん死しするまで、クリスティーナを瑞典スウエーデンに召しよう喚かんする必要は無い。そのまま大おお坂さかに置き、P. A. Odaの情報を得る手がかりにも出来たんだ。

　ある意味、小さな三み河かわみたいなものだね。

　そして、欧おう州しゆう全土が彼女を気に掛けるようにしておけば、三十年戦せん争そうの推すい移いについて、欧州勢ぜいは足並を揃そろえられるという訳わけさ。手の届かない位置にいる彼女が動くならば、グスタフ二世の戦死が生じる訳で。これは旧派カトリツクと改派プロテスタントのパワーバランスを大きく動かすしね』

・副会長：『だが、羽は柴しばは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と密接になった訳だな』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラの頷うなずく言葉が来た。

・未熟者：『それのおかげで、聖連と欧州の思おも惑わくが大きく崩くずれたんだ。M. H. R. R. は欧州の足並を無む視しして三十年戦争を進め、グスタフ二世は戦死した。しかしクリスティーナは羽柴麾き下かの長なが岡おか家けに留とどめられ、逆にP. A. Odaに人ひと質じちにとられたような扱いになってしまってる。

　──もはや彼女の、欧州にとっての利点は無くなった。

　今、彼女は、本ほん国ごくの補ほ佐さ達と遠えん距離の遣やり取とりで政治を行っているが、欧州ではもはや彼女の事は〝亡なき者〟として扱っていると、そういう訳だ』

・眼　鏡：『通神帯ネツトの情報の末まつ尾びに〝そういう訳だ〟って付けただけだよね、それ』

・未熟者：『資し料りようだからこれで充分なんだよ……！』

　まあ、こっちとしても充分だ。だが、

　……今いま更さらながらに、三河の状況を思い出すなあ。

　何な故ぜ、教皇総長パパ・スコウラが大罪武装ロイズモイ・オプロの無む心しんに来たのか。

　無む論ろん、長岡夫人以い外がいにも、聖連はP. A. Oda側に仕込みをしていたろう。

　だが、羽柴とM. H. R. R. が組む事によって、それらは一切無む効こう化かされた。政治と駆かけ引きで動かす事も出来た三十年戦争が、敗れるくらいなら羽柴の手を借りて実じつ質しつ的てき勝利を得ようとするM. H. R. R. によって、力の支配する戦せん場じようとなったのだ。

　聖連代表であったK. P. A. Italiaは、力と威い信しんを失い、

　……大罪武装の無心か。

　当時は、もっと大きな〝国〟の動きとして捉とらえていたが、内部を見るならば、〝個人に対する国〟の動きが、パズルのように絡み合っている。

　たった三、四ヶ月程ほど前まえの事だが、自分はどれだけ解わかっていなかった事か。そして、

「状況は、一いつ周しゆうした訳だ」

　敗はい戦せんし、復ふつ帰きし、取り戻して、

「ようやく、三河の状況を生んだ流れにまで、私達は届いた訳だな？」

　それはつまり、こういう事だ。

「──状況の理解が出来ているなら、三ヶ月程遅おくれたとは言え、私達は大たい国こくと同どう等とうの判はん断だんと関かん与よの力を得ている」
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　ほほう、と輝てる元もとは手て元もとに広げた表示枠シーニヤカドルを指で適当に叩たたく。

　……大きく出やがったな？

　さっきから、何かあるごとに情報確かく認にんをしていたくせに、〝同どう等とう〟と来たものだ。

　だが、それは自分達も同じだ。

　羽は柴しばがM. H. R. R.神聖ローマ帝国と組み、三十年戦せん争そうを開始し、毛もう利り攻ぜめを行った時、ある人物がそれを予測した対たい処しよを行った。

　アンヌだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしての戦せん力りよくを、彼女は毛利側としても、惜おしみなく、恩おん着きせる事もなく投とう入にゆうした。

　その時、感謝する事は出来ても、対処が出来ている事の凄すごさを理解していなかった。

　彼女自じ身しんは、毛利攻めと関せきヶ原はらへの対抗として、そして三十年戦争と、対M. H. R. R. で万まんが一いちのミスがあってはいけないと思っていたのだろう。ヴェストファーレン会議の際、六護式仏蘭西が他国よりも〝力〟で劣っていてはいけないと、そんな思いもあったのだろう。

　だが、彼女の懸け念ねんは当たった。

「そうとも」

　Mouri-01が後ろで顔を上げる気け配はいがある。が、構わず、輝元は息を吸った。

　……アンヌ自身は、当たって欲しくねえ懸念だったろうけどな。

　しかし彼女の御お陰かげで、自分達たちは、今、巴パ里リでの勝利を得て、ここにいられる。

　……羽柴が尽くした手も、無む敵てきって訳わけじゃねえって話だ。

　自分達には、羽柴と同等の手て筈はずを打ったアンヌがいた。

　過去に〝いた〟のだ。羽柴と同等の指し導どう者しやが、だ。

　しかし、武蔵むさし副ふく会長はこう言ったのだ。

「三ヶ月遅おくれで追いついた、ってか」

　じゃあ、と輝元は首を傾け、武蔵副会長に問うた。

「どうする？」

　疑問への返答は簡単なものだった。武蔵副会長は、こう言ったのだ。

「行って来る」
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「行って来る？」

　という輝元の疑問詞しを、正まさ純ずみは聞いた。

　輝元が、問うてくる。しかしそれは、眉まゆを立てた笑えみの下から吐かれるもので、

「長なが岡おか夫人、クリスティーナは、今や欧おう州しゆうから見み捨すてられた存在だぜ？」

「だから私達に任せるのだろう？　毛もう利り・輝てる元もと」

　それに、と正まさ純ずみは間あいだの言葉を挟はさんだ。

「──羽は柴しばの狙ねらいは明確だ。私達を関かん東とう解放に参さん戦せんさせないため、欧州にて〝長岡夫人の最さい期ご〟である〝グラツィア事件〟と言えるものを起こそうとしている。

　これは歴史再さい現げんだが、彼女の最期に異いを唱となえる国は瑞典スウエーデンくらいだろう。下へ手たに今のM. H. R. R.神聖ローマ帝国と羽柴を刺し激げきして無ぶ事じでいられる国は無いからな」

　だが、

「──これは、私達を関東から引き剝はがすための、歴史再現の悪あしき解かい釈しやくだ。

　私達は、自分達に向けられたも同然のこれを、許す訳わけにはいかない」

「関東解放はどうするんだ」

　そうだな、と正純は義よし康やすの方に顔を向けた。

　対する義康が、肩を竦すくめ、

「少しは物ぶつ資しと人じん員いんなどを置いて行け、そこの毛利もやる気なのだ。何とかする」

「ペタ子……、寂しいか？　寂しいよな？　んン？」

「貴き様さまぁ──！　公こう衆しゆうの前で愚ぐ弄ろうするか！」

　元気で何よりだ。

・副会長：『〝ネルトリンゲンの戦い〟も、短たん時間決けつ戦せんの局きよく地ち戦せん。投とう入にゆう出来る戦せん力りよくは、限られたものになる筈はずだ。だから関東解放に参加を望む者がいるならば、戦力調ちよう整せいの後、義康と共に行く事を生徒会からは許きよ可かする』

　そして、正純は視線を挙げた。

　上空に浮かぶ鳥とり居い型がた紋もん章しようの向こう。そこにいる羽柴に対し、

「勝負とは言わん、羽柴。これは、人の命が懸かかっているからな。だが──」

　右手を挙げ、指を立てた。

「──貴様が関東解放に参さん戦せん出来るのか、私達がネルトリンゲンの戦いにて、長岡夫人を救きゆう出しゆつ出来るのか。私達は、私達のやり方を完かん遂すいしよう、羽柴」
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　義康は、自分の顔横に表示枠サインフレームが出たのを見た。

　そこに表ひよう示じされているのは、武蔵むさしからこちらに残って関東解放に参加する者達のリストだ。

　……随ずい分ぶんだな。

　武蔵がネルトリンゲンの戦いに参戦しても、現げん地ち到とう着ちやく時点で既すでに戦せん闘とうが始まっている筈はずだ。そこは大量の戦せん士し団だんを投入する隙すきも時間も無い。各かく重要点てんに主力を投入し、全体としては加か勢せいとなる人にん数ずうを送るという考え方だろう。それゆえに、

　……一いつ般ぱんの戦せん士し団だんの多くが、こちらに残るのか。

　ふむ、と頷うなずき、義よし康やすは呟つぶやいた。

「私も、随ずい分ぶんと贅ぜい沢たくになったものだな」

　下へ手たをすると、一人でやらねばならない事だったのだ。

　今、用意された人にん数ずうは、その何なん倍ばいだ。

「毛もう利りもこちらに付くとなると、元々の里さと見みを超える戦せん力りよくだな」

　ならば、

「行って来い武蔵むさし。──私とて武蔵勢ぜいの一人だ。私の方を優ゆう先せんして、長なが岡おか夫人とやらが死ぬ事を強きよう制せいされるつもりもない。それに、もし関かん東とう解放が無ければ、私とて、当然、長岡夫人の救きゆう出しゆつに向かう。その逆も真であろうと思うが……」

　義康は苦く笑しようした。今、武蔵勢に言うべきは、

「私は、死を強制された憶おぼえは無い。少なくとも、貴き様さまらといて、それを押しつけられるという事は無かった。──だから行って来い。長岡夫人を、私と同じようにしてやれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵副ふく会長が頷うなずいた。そして馬ば鹿かがこちらを見て、ハンカチを嚙かみながら、

「ペタ子……！　強くなったのねえん……!?」

「変な女おんな言葉を使うなら女じよ装そうくらいしろ！」

　いそいそと馬鹿が着替え始めるのを見つつ、義康は肩から力を抜いた。

「義よし光あき」

「何ぞえ？」

「結けつ構こう、手伝って貰もらうと思う」

「初めからそのつもりよのう」

　ココ、と狐きつねが笑った。

「なあ、義康」

「何だ？」

「義よし頼より……、お前の姉あねも、先せん代だいの義頼も、今の言葉を喜んでおろうよ」

「それは──」

　おうおう、と義光が、軽く目を見開いて言った。

「気付いておらぬのか？　──貴様は、死を、選ばぬのだえ？」
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　確かに気付いていなかった。

　思わぬ事実を指し摘てきされ、義康はどう応じていいか解わからなかった。

　姉達とは違う人間に育ったと言う事が、いいのか、悪いのか。ただ、先さき程ほどの台詞せりふは、自分の中では疑問無なく出たもので、だからこそ、

「私はそういう人間だ。それだけだ、義よし光あき」

　ココ、と狐きつねが気持ち良さそうに笑った。

　そして彼女が、上空の鳥とり居い型がた紋もん章しように、細めた目を向けた。

「いいかえ？　羽は柴しば」

『何でしょう？』

「──もはや、人の命は、駆かけ引きの道具としてその価か値ちを落としたと知れ。

　何な故ぜなら、失われようとする命を、救おうとする者はおるからのう」

　ゆえに、

「もう、最も上がみや、伊だ達ての時のようにはいかぬぞえ？」

『……了りよう解かい、しています』

　羽柴が応じた。そして彼女は、武蔵むさし副ふく会長に顔を向けた。

『武蔵副会長。──貴方あなた達たちのネルトリンゲン行き、了解しました』

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、これで終了か？」

　そうだな、と義よし康やすは頷うなずいた。

　各かく勢せい力りよくの今後の動きは決定し、関かん東とう解放への参さん加か勢力も決まった。

　後は、それぞれの行く先での作さく戦せん会議となるだろう。その為ためにも、

「では、ここで小お田だ原わら征せい伐ばつの戦後処しよ理りは終了か」

『Ｔｅｓテスタメント．、それは了りよう承しようですが、──慶けい長ちようの役えきについて、ちょ、ちょっと、待って下さい』

　……は？

　慶長の役は、羽柴側と、自分達の戦せん闘とうだ。

「羽柴側は羽柴側で準備するものだろう？　こちらに干かん渉しようするのか？」

『か、干渉する意味が、あり、ます……！』

　羽柴は、ある人物に視線を向けた。

　毛もう利り・輝てる元もと。彼女に対し、羽柴は息を吸って、宣せん告こくした。

『人じん員いんの供きよう出しゆつ交こう渉しようを、御お願ねがいします』





●






・未熟者：『あ、危険かも』

・銀　狼：『ええ、……凄すごく、危険ですわね』

・あさま：『え？　人員の供出って……、何だか解わからないんですけど。

　ミト？　何か危険な事があるんですか？』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、──慶長の役には極きよく東とうの西側に在ざい住じゆうする武ぶ将しようの多くが海を渡り、外がい征せいしましたの。それでまあ、毛利の手て勢ぜいの中には、ある人物がいましたの』

・現役娘：『ネイト！　さあ！　正解を！　手を挙げて正解を言うんですのよ!?』

・銀　狼：『当とう人にんが何か言ってますわよ──!?』

・あさま：『え？　……まさか』

・銀　狼：『まさか、じゃありませんわ！　──うちの母、益ます田だ・元もと祥ながも、毛もう利りの手て勢ぜいとして、羽は柴しばの外がい征せい隊たいに加わってましたの！』
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　ミトツダイラは見た。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの外がい交こう艦かんの甲かん板ぱん縁べり。巨きよ大だいな何かが立っているのを、だ。

　……何ですの、あの、巨大なものは。

「オパイ！　オパイよミトツダイラ！」

　いや、そんな、馬ば鹿かな、というか。

「ミトツダイラ！　現実見みるのよ！　ほら、アンタのカーチャンのオパイよ！　この角かく度どからアオると顔とか見えないの！　解わかる!?」

　解りやすく腹が立つが、ともあれ巨大な存在が上にいる。彼女は、手て摺すりに手をつき、しかし胸が金きん属ぞくのバーに食い込み、

「あら？　……ちょっと、邪じや魔まですわねコレ。ネイト？　貴女あなた、人じん生せい楽らくでいいですわねー」

「な、何か個人攻こう撃げき来ましたわよ!?」

「おいおいママン、ネイトは結けつ構こう、人生苦く労ろうしてんぜ？」

「我が王……!?」

　ああ、と頷うなずいた女じよ装そうモードの王が、ようやく胸むね越ごしにこちらを見下ろせるようになった母に対し、眉まゆを立てた。

「いいかママン、無ければ無いで、増ぞう胸きよう術じゆつ式しきをつい授業中ちゆうに検けん索さくしちまったり、週しゆう刊かん草ぞう紙しの表紙の〝いとよきスタイルになれかし〟とかに釣つられて他の草紙に隠かくして買ったら瘦やせスリム特集で床に叩たたきつけたり、そうかと思うといきなり授業中でも脇わきの辺り揉もみ始めたりとかしたり、何か牛ぎゆう乳にゆう飲みまくったり、チーズ食いまくるブームが来たりとか、さあ大変」

「……ネイト、貴女……」

「わ、我が王、何なに言ってますの!?　というか御お母かあ様さまも、その同どう情じようの顔……！」

　いやいや、と王が左右に手を振った。

「でも、ネイト、最近ちょっと大きくなってはいるよな？」

　後ろで、金属の音がした。

　皆が振り向くと、アデーレが持ち込んできていた長なが槍やりを床に落としている。

「あ、す、すみませんっ、自分、ちょっと動どう揺ようしました」

「というか愚ぐ弟てい、それ、本当？」

「何で私本ほん人にんに聞きませんの……!?」

「いや、ミトツダイラ、自覚あるならキャンキャン吠ほえないでしょうし。アンタも浅あさ間まと同じでノーブラ派だから、そこら辺、気を遣つかっているようで雑だものね？」

　言われて見るとそんな気もする。

　そして、んー、と王が首を傾かしげた。彼はこちらの胸を凝ぎよう視しして、

「見てる感じだと、春先よりも、何て言うのかな？　影というか、──揺れ？　あ、いや、ズレっていうか、そんな感じ？」

「──ミトツダイラ様、こういう時に顎あごの辺りを横から殴なぐっていいのです」

　流石さすがにそこまでは……、と思っていると、母が輝てる元もとに声を掛けた。

「さあ、生せい徒と会長様さま？　どうしますの？　世界レベルで見ても希まれな大だい戦せん力りよくが、敵に回るかもしれませんのよ？」

「あー、そいつは困ったな」

　輝元の表情は、眉まゆを浅く立てた笑えみだ。

　……余よ裕ゆう？

　そんな風ふうに捉とらえたミトツダイラの視線の先。輝元が、羽は柴しばにこう告げた。

「うちの人狼女王レーネ・デ・ガルウ以外にも、戦力、欲しいんだろ？」

『いえ、──必要以い上じようは』

「おいおい、何なに言ってんだよ。いらねえの？　たとえばうちのMouriの連れん中ちゆうとか」

『Mouri-01の穂ほ井い田だ・元もと清きよも、Mouri-02、03の両りよう川せんも、慶けい長ちようの役えきの前に死し亡ぼうしています。

　それに、……そちらには、世せ鬼き・政まさ定さだがいますの、で』

　……あ。

　成なる程ほど、とミトツダイラは思った。

　世鬼・政定は、対たい自じ動どう人形と対武ぶ神しん用ようの個人戦せん力りよくとして、恐らく毛もう利り内ない最強の存在だ。そして彼女は、忍しのびであるがゆえ、輝元の傍そばを離れる事が無い。

　彼女を関かん東とうに連れて来たのは、忍である事もだが、やはり主なる狙ねらいは、対自動人形、対武神戦せんだろう。

　まずは北ほう条じよう戦。そして次は、

　……関東解放ですのね？

　もしも羽柴側が戦力の供きよう出しゆつとして、自動人形達たちを要求したら、どうするか。これは、毛利側がわだけでなく、北条側に対しても言える事だ。

　その場合、世鬼が輝元や毛利を守しゆ護ごする。Mouriシリーズは、敵に回ったとしても、世鬼が相手ならば安心して砕くだかれていくだろう。

「世鬼一人ひとりで、うちは万まん軍ぐんの守りだぜ。──解わかってるようだな、羽柴」

『Ｔｅｓテスタメント．、ゆえに、余よ計けいな戦力は必要ではありません』

「だけど、──そうじゃねえだろ」

『だからこその、交こう渉しようですが？」

　……交こう渉しよう？

　ミトツダイラは、己おのれの疑問と同じく、周りの皆が顔を見合わせるのに気付いた。

・●　画：『何かの駆かけ引き、始まってるみたいね』

・十ＺＯ：『……つまり、羽は柴しば側がわによる毛もう利りからの引き抜きは、交こう渉しよう次し第だいという事で、羽柴側に決定と強きよう制せいがあるものではない、と？』

・賢姉様：『へえ、杓しやく子し定じよう規ぎの羽柴らしくないわね。ミトカーチャン引き抜くのに、何で躊躇ためらっているのかしら。愚ぐ弟てい、解わかる？』

・俺　　：『え？　あれだろ？　理由』

　王が指さすのは、母がいる甲かん板ぱんの上、その逆ぎやく側がわだった。

　下から上がって来る階段の前、一つの人ひと影かげがある。

　小さな背。寝ね間ま着きに、大きめの枕まくらを抱えているのは、

「……御お父とう様さま!?」
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　ミトツダイラの視線の先、父は軽く揺れていた。

　寝ていたのを起こしてきた、という風ふ情ぜいだ。確かに実家にいた頃ころ、父はどちらかというと寝ね起おきが苦にが手てな方だったが、

　……今、見ても、全く変わりありませんわねー。

　子供のようにぼうっとしている父の手を引いて、食堂やリビングに連れて行くのが、時たまの朝の風景だった。母が朝食当とう番ばんの時は、大体そう。そんな感じですの。

　だが今、完全に周囲が見えてない父は、欠伸あくびを一つして、

「人狼ルウガルウさん……」

　口の中、何か眠ねむ気けを嚙かみ、彼が言う。

「戦争前まえに一ひと休やすみって言ってたのに、待てずに寝ちゃった」

　小さな声に、皆が静まった。ややあってから、メアリが微笑して、

「ミトツダイラ様の御父様、可愛かわいらしい方なのですね」

「い、いえ、あの、その」

・●　画：『……ミトツダイラ、アンタが何を言おうと、──犯はん罪ざいだわ』

・銀　狼：『な、何がですの!?　個人の個性ですわ！』

　だが、父が一つ、音を立てた。夏の夜風に身が冷えたのか、クシャミをしたのだ。

　瞬しゆん間かん。自分の視し界かいの中から母が消えた。

　気付けば、母は既すでに父の方に駆かけ寄っており、

「大だい丈じよう夫ぶですの貴方あなた……！　身体からだが冷えてしまったのなら、暖めないといけませんわね。

　ええ、暖める方法というと、擦すったり揉もんだり適てき度どな激しい運動と温かいものを口にしたりでいっぱい汗あせをかかなければいけませんのよ？」

「御お母かあ様さま、何かいろいろ混ざってますわ！」

「混ざってぐっちょんぐっちょんですのねネイト！　マザール牧ぼく場じよう！──さて、ちょっとお母さんは、お父とうさんで忙いそがしくなりますから、そっちは適当に纏まとめておくんですのよ!?」

　聞いちゃいない。だが父が、こちらに気付いた。

　口の動きが、ネイト、と呼んで、軽く手を挙げるのが見えた。母も頷うなずき、

「────」

　次の瞬しゆん間かんに、二人の姿すがたは艦かん内ないに消えていた。

　速い……、と思わず呟つぶやいたミトツダイラだったが、ここに母がいて、父がいるとなると、先さき程ほどの輝てる元もとと羽は柴しばが言っていた〝交こう渉しよう〟の意味が解わかる。

「つまり、……父と母は、セットですのね？」

「え!?　ネイト！　何それ！」

　王が、真ま顔がおで口を開いた。

「ネイトママンとパパンがセッ……」

　快かい音おんのする打だ撃げきをホライゾンが叩たたき込んだ。

　……どうやったらそんな音がしますの？

　疑問を嫌いやな汗と共に思った視線の先、ホライゾンが気にするなと右手を挙げる。その挙きよ手しゆに、こちらも右手を挙げて返し、ミトツダイラは言葉を続けた。

「いいですの？　母が益ます田だ・元もと祥ながであるのと同どう様ように、父だって極きよく東とう側がわの武ぶ将しようを襲しゆう名めいしてますの。──清し水みず・景かげ治はる。益田・元祥の部ぶ下かであり、後こう年ねんの相あい棒ぼうとも言える武将ですわ」

　そして、

「清水・景治も、慶けい長ちようの役えきには参加してますの。だったら、慶長の役に益田・元祥を出場させる場合、清水・景治も同時に出場させないといけませんわね。

　でもまあ、うちの父、戦せん闘とう能力皆かい無むに等しいですし、身体からだも弱めの存在で、──母には最強、というキャラですけど」
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「──どうだ？　二人セットで持っていくか？　羽柴」

　輝元は羽柴に問い掛ける。

「一応、人狼女王レーネ・デ・ガルウだって旦だん那なベッタリって訳わけでもねえだろうし、旦那抱かかえて戦闘くらいはするだろうよ。それでも相当な戦せん力りよくだと思うぜ？」

「だったらうちは、彼女のいる場所を狙ねらわせて貰もらおう」

　と武蔵むさし副ふく会長が声を生んだ。

　彼女は腕を組み、

「非ひ公式ではあるが、武蔵むさしの第五特とく務むは人狼女王レーネ・デ・ガルウとの戦せん闘とうに一いち度ど勝利している。また、小お田だ原わら征せい伐ばつにおいては、うちの一いつ般ぱん生せい徒ともカレーで勝利している。そして、そこにいる最も上がみ・義よし光あきは柄えにゴムをつけて玉を弄もてあそぶゲームでも勝利している。

　人狼女王が夫の保ほ護ごというハンデを持って戦せん場じように出るなら、我々はそこに第五特務を投とう入にゆうして迎げい撃げきしつつ、カレーでもてなして柄にゴムつけて勝負する。文もん句くあるか。私はある。だが他の文句は認めない。そういう事だ。解わかったか」

　どういう事だか解らんが、事実だからしょうがない。

　気付けば、羽は柴しばが右手を挙げていた。

『あの、今の、翻ほん訳やくを』

「ありのままを受け入れろ。それが早い」

　だが、一つだけ言える事がある。

「──人狼女王の優ゆう位い性せいはあるが、この武蔵勢ぜいにとっちゃあ、何とか出来る隙すき間まのある相手だって事だ。更さらには旦だん那なのハンデつき。それでも供きよう出しゆつさせるのか？」

『歴史再さい現げんにおいては、二人が慶けい長ちようの役えきに出たのは事実ですから……』

　……コイツ、本ほん気きで頭あたま堅かてえなあ……。

　自分も意い固こ地じになる事や、譲ゆずれない主義というものがあるが、ここまでではない。多分。

　だがよ、と輝てる元もとは思った。

「じゃあ、こうしよう、羽柴」

『何をです？』

「あたし達は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでもある。──だから、六護式仏蘭西としての歴史再現を人狼女王と旦那に行って貰もらうから、人狼女王と旦那は供出出来ねえ」

　解るな？　と輝元は羽柴に視線を飛ばした。

「テュレンヌ公こうと、コンデ公なんだぜ？　あいつら」
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・義　　：『どういう事だ？』

・銀　狼：『え、ええと、ちょっと、応用系けいなので言いにくいんですけど……』

・貧従士：『Ｊｕｄジヤツジ．、テュレンヌ公もコンデ公も、太陽王ロワ・ソレイユに仕えた名めい将しようなんですけど、実はコンデ公の方、太陽王が若い頃ころなどは、政せい権けん側がわと反そりが合わなかったり、自分の権けん利りを主張したりで、たびたびテュレンヌと敵てき対たいしているんです』

・あずま：『じゃあ、これから、二人がそっちでの対決をするから、慶長の役には出られない、っていう事？　でも、どんな対決をするの？』

・あさま：『──ああ、成なる程ほど』

・約全員：『…………』

・あさま：『な、何ですかその沈ちん黙もく！　いや、その、対たい決けつって、仲良い二人が戦い合うって事ですよね？　そうですよね!?』

・蜻蛉切：『ともあれ御お二人ふたりの夫婦仲なかは、セックスに満ちているので御ご座ざろう？　これまた睦むつまじいセックス夫婦。ミトツダイラ様も含めるとセックスファミリーで御座るか。

　それがここで対決とは、正まさにファイティングセックスで御座るな……！』

・金マル：『……一周して正解に辿たどり着いてる？』

・副会長：『問題はそこじゃない！　そこじゃないだろ！』

・●　画：『というか既すでに対決開始してるんじゃないの？　風ふ呂ろ[image: ]ベッドの流れで』

・銀　狼：『う、うちの世せ間けん認にん知ちをそう低く見み積つもらないで頂いただけます？』
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「さあ！　貴方あなた？　身体からだが冷えてしまったらまずは御お風呂ですの！　極きよく東とう文化圏けんですものね、行ぎよう水ずいや湯ゆ屋やと言う事で、そこに寝ねっ転ころがって下さいな。あ、大だい丈じよう夫ぶですのよ？　身体は何ど処こも隠かくさなくて大丈夫ですの。──じゃあ、お湯で流して、泡あわを立てて、しっかり暖めて行きますからね？　あらあら、何ですの？　暖めるために擦すった揉もんだしてるだけだっていうのに、あまり声出したら駄だ目めですわよ？　ネイトもまだ起きてるんですから。ええ、自分で言って興こう奮ふんしてきましたので次の段階行きますわよ？」
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「え、ええと、うちの親も、流石さすがにまともに対決してると思いますわ。ほ、ほら、将しよう棋ぎとか、トランプとか、そういうのあるじゃありませんの」

「フフ、それで勝負付つけても、勝った側がわが捕ほ食しよくする事になるんじゃないの？」

　う、と考え込んでしまった狼おおかみを後ろに置いて、正まさ純ずみは一ひと息いきをついた。

「どうする羽柴」

『Ｔｅｓテスタメント．、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側が、歴史再さい現げんを開始したというならば、仕方ありません。

　但ただし、……いいですか、毛もう利り代表』

「は？　何だよ」

『そちらの手て勢ぜいとして人狼女王レーネ・デ・ガルウが参さん戦せんする際も、夫と共であるよう御お願ねがいします』

「Ｔｅｓ．、──まあ、うちらがそれで交こう渉しようした訳わけだからな。貸しを変に作る気もねえし、こっちはそれを飲んでやらあ」

　じゃあ、と輝てる元もとが空に手を振った。

「──これで終わりだろ。勢せい力りよくはどっちも変わらず。羽柴、テメエはもう帰りな。

　大体テメエの方、一回補ほ給きゆうしてこなきゃならねえだろうし、その際に、ネルトリンゲン行きの主しゆ力りよくに挨あい拶さつとか、するんだろ？」

『Ｔｅｓテスタメント．、そのつもりです。主しゆ力りよくの丹に羽わ様さま、そして予よ備び戦せん力りよくの柴しば田た様には御ご挨あい拶さつを』

〝羽は柴しば〟の姓かばねの元もととなった二人に挨拶か、と正まさ純ずみは思った。

　そして、追加で思い返すのは、

　……丹羽とは、ノヴゴロド以来だな。

　あの時、彼女は武ぶ将しようとして出場しており、その戦力は表おもてに出ていなかった。

　今回は違うと、そういう事だ。

　そして、柴田側からは、誰だれが出てくるだろうか。

　解わからない事ばかりだが、

・副会長：『こちらの関かん東とう解かい放ほう戦力は削けずられた。関東解放に時間が掛かるのは必ひつ定じようだろう。

　羽柴は、補ほ給きゆうの際、丹羽などに挨拶する時間を得ても、こちらの戦せん闘とう時間延えん長ちようの方が大きいと、そう判はん断だんしたのだろうな』

・義　　：『それは都つ合ごうの良い事だ。──羽柴の思おも惑わくを引っ繰り返すのが、関東解放組ぐみの担当となる訳わけだから』

　里さと見み生徒会長には、現げん場ばのいろいろを任せる事になるだろう。また、彼女が、関東解放組と、ネルトリンゲン組を繫つなげる役にもなる筈はずだ。

・副会長：『里見生徒会長、負ふ担たんを掛ける事になるな』

・義　　：『ああ、それだが、可能なら、一つ武蔵むさし側がわに御お願ねがいしたい』

　何をだ？　と視線を里見生徒会長に向けた瞬しゆん間かんだ。

・長安定：『副会長、私は、こっちに残るさかい。そういう手て配はいにしといてくれんか』

　大おお久く保ぼだ。
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　大久保は、多た摩まの外がい交こう甲かん板ぱんの外そとに張り出したテラスで、一ひと息いきをついていた。

　夕方からは焼き肉屋になっているここは、夜も更ふけると飲み物中心の休きゆう憩けい場じようになる。

　その一角で、大久保は既すでに関東解放における諸しよ費用や物ぶつ資しの算さん出しゆつを行っていた。

　横、加か納のうが補ほ佐さとして計算処しよ理りを行い、その付近では、空からになったグラスが宙ちゆうに浮いていた。

　グラスはやがて、カウンターの方に行き、中なか身みの入ったものと交換されてくる。そのグラスの動きに、大久保は声を掛けた。

「柳生やぎゆう君、休み欲しいだろうに、ちと雑ざつ用ようすまんな」

「いえ、大久保様、自分は大久保様の護ご衛えいですので」

「じゃあ君、ネルトリンゲン行かず、こっちやな」

「──宜よろしくお願いいたします」

　変わらん顔ぶれやなあ、と大久保は呟つぶやきつつ、用の済んだ表示枠サインフレームを消していく。そして、

・長安定：『──副ふく会長、正直、帳ちよう簿ぼとかいろいろ関東解放とネルトリンゲン用に組み直ししとるんやけど、時間一いつ杯ぱいや。そっちにまで付き合っとられん。

　ネルトリンゲンの方は規き模ぼで言えば小しよう規模やし、予よ算さん委員会の勘かん定じよう係がかりに粗あら方かた投げとくんで、こっちは関かん東とう解放の事務方かた掌しよう握あくに動きたいわ。それに──』

　と、大おお久く保ぼは、テラスから見える港みなと上うえに視線を向けた。

　……里さと見み生徒会長の船が最も上がみからの貸し出し言うんやったら、私達も、なあ？

　最上の厚こう意いは解わかる。だが、それならば武蔵むさしとしても何かが出来るだろうと思うのだ。

・長安定：『──副ふく会長。里見生徒会長の方、うちから戦せん士し団だん出しても、事務方が皆かい無むや。それじゃあ戦争はやっていけんし、交こう渉しようも出来ん。他た国こくからも、足りない国と言われるやろ』

・副会長：『じゃあ、お前が、里見の事務方を代だい理りすると、そういう訳わけか？』

　せやな、と、大久保は、己おのれの言葉を自覚するように、こう言った。

・長安定：『里見生徒会長。良ければ、副会長の肩かた書がき、私に貸しい。代理、ってつけといてええねんからな？　その代わり──』

　大久保は、面めん倒どうごとを抱えようとする自分の癖くせを苦く笑しようしながら、言葉を作る。

・長安定：『──関東解放における交渉や事務の面倒ごと、私が全部、勝ってやるわ』
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　有あり難がたい、と義よし康やすは頷うなずいた。

　もはや里見は自分だけ、と、そう思っていたのはいつの事だったか。

　確かに里見の生き残りは、自分だけだ。だが、

　……私は、私だけではないぞ。

　大久保は、今日きようで見知ったような仲だが、充分に言葉も交わしたし、お互いの手て筈はずを見ている。特に、文ぶん系けいだろうに、結けつ構こうなレベルで戦せん闘とうをこなせるというのが好こう感かんだ。

　世せ鬼きとの戦いなど、聞いていると、

　……戦せん術じゆつと判はん断だん力で戦うタイプだな。

　力や技というより、状況を自分有ゆう利りにしていく戦い方だ。それが事務方に回って、戦せん場じようを底から支えてくれるなら有り難い。

「全く」

　有り難い、という言葉を、自分は随ずい分ぶんと自然に心に漏もらすようになったものだ。

　里見が潰つぶされたあの日からは、想そう像ぞうも出来ない変化だと思う。

　何しろ当時までは、礼を言う事は自分が劣おとっているような気がして、特に身み内うちにはそういう事を避けていたのだから。

　変わったものだ。

　だが、まだまだ、これからも変わる筈だ。自分の性格もだろうが、能力も、関係も、そこから得られる世界に対する位置も、ああ、あと、胸とかも変わるといい。いいじゃ駄だ目めだ。希望を持て。変わる筈はずだ。筈じゃ駄だ目めだ。確かく信しんを持て。変わる。……無む理りだ。確かく証しようを持てぬ。いい加か減げんな事が許せん性格は一生変かわらない気もするが──、

「おい、里さと見み生徒会長、考え込んでないで戻ってこい。──大だい丈じよう夫ぶか？」

「え？　あ、いや、……大体、まとまったと、そう思ってな？」

『Ｔｅｓテスタメント．、お互い、為なすべきが見えたと、そう思います』

　羽は柴しばの言葉に、義よし康やすは頷うなずいた。

　そして右の手を挙げ、彼女は息を吸った。

　手て元もとの表示枠サインフレームの中、夜用の日ひ時計表ひよう示じに視線を送り、口を開いた。

「現げん地ち時間午前二時。今より三時間二十七分後ごに、関かん東とう解放を開始する」

　だから、

「総そう員いん、──それまで自由解かい散さん!!」







[image: 第十一章『当て場の外し娘』]
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「つー訳わけで、あたしの話がこれから始まる訳だ」

　と、解かい散さんの動きを取ろうとした武蔵むさし勢ぜいに、輝てる元もとは視線を飛ばした。

「おい、帰るな。──武蔵副ふく会長！」

「え？　あ、ああ！　忘れてないぞ？　ああ、うん、何かあったよな」

　コイツは……、と眇すがめになるが、流石さすがに羽は柴しばが面めん倒どうだったのは確かだ。

　今、羽柴は表示枠サインフレームも消していなくなっている。武蔵側がわの浅あさ間ま神じん社じや代表が、

「武蔵が持つ固こ有ゆうの加か護ご範はん囲い内ない、最低強きよう度ど範囲まで検けん索さくしましたが、各かく艦かん周辺に羽柴側の術じゆつ式しきは来ていないですね。──鈴すずさんの方はどうです？」

「──ん。〝武蔵むさし野の〟さんからのだと、何もいない、みたい」

　じゃあ大だい丈じよう夫ぶかー、と武蔵の皆が笑っているのが、何か微び妙みように羨うらやましい。

　後ろにいるMouri-01が、あらあらと吐と息いきして、

「姫ひめ様さまも、ヤンキー時代からの御ご友人を連れて来られた方が良かったですね」

「結婚してガキ出来たとか、酒さか場ばで客の頭を瓶びんで殴なぐってるとか、ろくなのいねえからなあ」

　だが、武蔵勢を見てると、

「それでいいんだろーな。まあ、公こう私し混こん同どうは自分の内でしかやらねえから、連れてくる選択肢しはやっぱりねえけどよ」

「ふふ、まだまだ虚きよ栄えいが残ってらっしゃるようですね」

　笑えみで言われると、そういうものかな、とも思う。だが、武蔵副会長が片手を挙げ、

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅間と向むか井いが大丈夫って言うなら大丈夫だろ。──じゃあな」

「帰るな……！」

　輝元は眉まゆを立てて声を出した。

「十分付き合え。ちと、作さく戦せん会議もだが、交こう渉しようもある。──とっとと用意しな」
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　面倒ね、と成なる実みは一ひと息いきを入れた。

「一応、伊だ達て勢ぜいとして参加しているけど、伊達の方針が固まってしまった以上、ここから先は武蔵勢として関わるわ」

「Ｔｅｓテスタメント．、別に構わねえ。そっちの好きにしな」

　という輝元の言葉が生じたなり、浅間神社代表が右手を挙げた。

「じゃあ、成実さんと、義よし光あきさんの方、こっちに通つう神しんでも合流します。──上うえ杉すぎと北ほう条じようはどうしますか？」

「自分の方は、武蔵勢と関わる事で羽柴から何か言われる節ふしもある。状況は本国に送っているから、そのまま頼むものである」

「──うちの北ほう条じようも、まあ、毛もう利りと立てた予定通どおりだしねえ」

　じゃあ、という頷うなずきと共に、こちらの顔かお横よこに表示枠サインフレームが立ち上がった。

・ウキー：『成なる実み、こっち来たらどうだ』

・不退転：『寂しいのかしら』

・ウキー：『右脚あしの駆く動どう音おんに軋きしみがあるのに何を言っている』

・不退転：『じゃあ後で見て頂ちよう戴だい』

　と、言葉を交わすと、少し気分が上がって来た。既すでに表示枠にはいつもの皆の言げん動どうが並んでいた。平へい常じよう運転でこの状態の中に、今から加わるのはキツいわね……、とじんわり思いながら、成実は輝てる元もとに視線を向けた。

「……で、武蔵むさし勢に何の用かしら」

「Ｔｅｓテスタメント．、──とりあえず武蔵勢、うちらこれから大たい半はんの物ぶつ資しを羽は柴しば側がわに送る事になっちまったから、お前らの方の物資を可能な限りこっちにくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは、武蔵副ふく会長だ。彼女は手て元もとに表示枠を出し、何かを確かく認にんしながら、

「元々からそのつもりだったが、こちらもネルトリンゲン行きがある。関かん東とう解放に出場する艦かんと人じん員いんに物資を用意させておくから、合流しながら受け取ってくれ」

　さっきの発はつ想そうの逆だ。

　毛利の人員を武蔵に乗せて、武蔵上じようで物資供きよう給きゆうも何もやってしまおうというのではなく、関東解放に出る船と人員に補ほ給きゆう物資を持たせてしまう。

　空くう中ちゆう補給を人員で行うならば、毛利よりも武蔵の住人の方が得意だ。

　ただ、武蔵側で補給物資の用意をするにも限界はある。その辺りの埋め方をどうして行くかは、今後の課題だろう。

　……あと数すう時間、いろいろと戦せん場じようでも発はつ案あんは出るでしょうけどね。

　この辺り、里さと見み・義よし康やすや、毛利・輝元の戦せん術じゆつが計られるわね、と思い、

「さて」

　私はどうしようかしら、と成実は内ない心しんで小こ首くびを傾かしげた。伊だ達ての知ち名めい度どを上げるためにも、ネルトリンゲンでは、激げき戦せん区くに投とう入にゆうして欲しいのだけど。と、そんな事を考え、一ひと息いきを入れた。

　その時だ。

　毛利・輝元が、武蔵側に手を挙げ、口を開いた。

「武蔵、そっちの主力を何人か供きよう出しゆつしてくれ。こっちは、Mouri-01達が基本はあたしの護ご衛えいなんだが、あたしが前に出られねえ以上、動けねえ。武神戦せん力りよくは既すでに北条から譲ゆずり受けているが、突とつ出しゆつした戦力が欲しい」

　たとえば、と彼女は言った。

「立たち花ばな夫ふ妻さいだ」
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「主しゆ力りよくを預けるとなると、流石さすがにこちらも単純な了りよう承しようは出来ないな」

　正まさ純ずみは、輝てる元もとの申もうし出でに一応の制せい止しを掛ける。だが、

「そのような申し出をすると言う事は、準備があると言う事だな？　──うちの主力を欲しいと、そう言うだけの取とり引ひき材料があるのだろう。それは何だ？」

「二つだ」

　輝元がそう言って、スカートの内側から、あるものを取り出した。

　メモだ。

　四つ折り程度に畳たたまれたそれは、

「ネルトリンゲン。そこにいる長なが岡おか夫人に対して、これは一つの紹しよう介かい状じようになるものだ。

　情報共きよう有ゆうという意味をもって、これをお前らにやるよ。元々、手伝って貰もらったものだしな」

　……手伝って？

　何か、あのようなメモを手に入れる手伝いをしただろうか。

　どうだっけ？　と正純が皆に振り返った瞬しゆん間かんだ。

「カルロス一世せいのメモ。その解かい読どくですわ……！」

　ミトツダイラの声があがった。
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　あ、とメアリはミトツダイラの反応に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでの事を思い出した。

「ありました。ええ、ミトツダイラ様が、あのメモの入にゆう手しゆをされたのです」

「ですわよね!?　メアリも我が王も、マルゴットも一いつ緒しよで！」

　ええ、と、メアリは頷うなずいた。そして当時の事を説明しようとした。

　すると隣となりで声がした。

「ええと、自分も一緒で御ご座ざったよ？」

　そうだ。そう、あの時、ルドルフ二世の塔とうにて、自分と彼は、行動を加か速そくする際の遣やり取とりをしたり、それ以前には、

「え、ええ、点てん蔵ぞう様さまが、あの、ええと」

　……ユニコーンに乗る時、抱き上げて──。

「────」
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・あさま：『ちょ、ちょっと、点蔵君！　メアリが真まっ赤かになって駄だ目めになっちゃったじゃないですか！　ああもう流りゆう体たいの花が勿もつ体たいない……』

・●　画：『というかアンタ当とう時じ何やってたのよメアリに』

・金マル：『ガっちゃん、後で後で。いやまあ全部教おしえた気もするけど』

・十ＺＯ：『な、何か勝かつ手てに責められて勝手に終しゆう息そくされてるで御ご座ざるよ？』
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「憶おぼえてますわ！」

　ミトツダイラは、メアリが周囲に花を咲かせているのを視し界かいの隅すみに置きながら、当時の事を思い出す。

「あれは、我が王がうちの母に誘ゆう拐かいされた時の事でしたわね」

「そうそう、俺おれ、ＵＬＴＲＡＥＡＳＹのミトカーチャンに抱えられて攫さらわれてなあ」

　ですわよね！　とミトツダイラは王と息を合わせる。

「とりあえず母の家に向かう最さい中ちゆう、そこのMouri-01達と接せつ敵てきもしましたの」

「うん、それでその頃ころ、俺はママンに首くび輪わ着けられて肉にく料理振ふる舞われて、ベッドに裸はだかで誘われたんだけど出血して全ぜん裸らで前に倒れてチンーコ床にゴリイ」

『ソーチョー、今、一いつ瞬しゆんで〝激げき痛つう：聞かなきゃよかった：ゴリイ〟って情報端スレツドが伸び始めてるんだけど』

「男なら仕方ないで御座るなあ」

「というかうちの母親、我が王に何してましたの──!?」

　まあ大体ろくな事してない気がする。恐らく、お互いに、だ。

　そしてあの時、自分達たちはルドルフ二世の幽ゆう閉へいされた塔とうに行き、

「カルロス一世が遺のこしていたメモを、私はルドルフ二世から戦せん利り品ひんとして得たんですわ」

「そう、うちでもまあ、アンヌの代でリシュリューが公こう主しゆ隠かくしくらってたからな。で、カルロス一世が公主隠しについて調べてたっていうから、メモはうちで預かって読もうと思ったんだが、これがまた軽く暗あん号ごう化かもされててな」

「……どのような暗号でしたの？」

　うっかり口を滑らすかと思ったが、輝てる元もとは口を横に引いた笑えみを作った。

　彼女は、わざとらしく肩を竦すくめた。手にしたメモの解かい読どくを掲かかげ、

「単純な数字と、それが指し定ていする言葉の置き換えさ。ただ──」

　輝元が言った。

「有る人物から、そのやり方を教えて貰もらってな」

　……は？

　カルロス一世の暗号。それを読み解く方法を教えた人がいるという。それは、

「──誰だれですの？」
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　正まさ純ずみは、ミトツダイラの疑問詞しを聞きながら、口を開いた。

「毛もう利り・輝てる元もと」

　呼びかけながら思し案あんするのは、幾いくつかのリンクの事だ。

　誰だれが一体、カルロス一世せいの暗あん号ごう解かい読どく方法を毛利に教えたのか。

　欧おう州しゆう。それも北ほく欧おうや東とう欧おうの各かく国こくにまで、正純はいろいろな事じ象しようを連れん結けつさせる。その行いは、ネシンバラが行うような妄もう想そう半分の内容かもしれないが、

　……符ふ号ごうはある。

「その暗号解読、誰の発はつ案あんだ？」

　問うた先。正純は一つの動きを見た。

　毛利・輝元が、眉まゆを上げたのだ。そして彼女はこちらに視線を向け、

「──大体、解わかってんだろ？」

　……当たりか！

　思うなり、正純は告げた。

「──長なが岡おか夫人だな!?」





●






　正純は、言葉を繫つなげた。

「長岡夫人は元々が聖せい連れんに親しく、欧州側がわとの付き合いがあった人だ。羽柴の侵しん攻こう以前から活かつ躍やくしていたとなると、それなりの年ねん齢れいでもある筈はずだ。

　──カルロス一世達たちとの付き合いがあってもおかしくはあるまい！」

「んー、残念だけどハズレ。長岡夫人じゃねえぞ」
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・●　画：『アイタタタタタ。正純がオタクみたいな事言いって外したわ……』

・金マル：『バラやんだったらどんな感じ？』

・未熟者：『いや、僕だったら、こう、……うん！　こんな感じで、こう、指さして、ビシっとキメるね！　絶対だ!!』

・労働者：『答えを当てるかどうかが問題じゃないのか』

・俺　　：『ともあれセージュン君、残念でしたあ──』

・副会長：『く、くっそ！　だったらお前、私の代わりに答えてみろよ……！』

・俺　　：『あっれええええ？　いいんでしゅかあああ？　俺おれが答えるとちょんまげクラスになりますよおおおおお？』

・ホラ子：『正まさ純ずみ様さま、そろそろこの男に腹パン入れていいですか』

・あさま：『え、ええと、あの、トーリ君、正純は武蔵むさしの事を思って発言してるんですから、あまりそういう言い方はしない方がいいですよ？　オタクみたいな事言いって外しましたけど』

・銀　狼：『そうですわ、我が王。正純は武蔵の代表なんですのよ？　オタクみたいな事言って外しましたけど』

・賢姉様：『そうね愚ぐ弟てい、正純は真ま面じ目めにやってるんだから、笑っちゃ駄だ目めよ？　オタクみたいな事言って外したけど』

・副会長：『くっそー！　次は当てる！　次は絶ぜつ対たい当てるからな！』

・ウキー：『それ、賭かけ事に失敗する輩やからのパターンではないか？』
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　ともあれ、と正純は身み構がまえ直した。

「一体どういう事だ。別に解わからなくても問題は無いと思うが、そちらに支し障しようがあるというならば聞いておいた方がいいだろうし、両国のためでもあろう。どうだ？」

「〝教えて下さい〟の言い換えが長えよ」

「──と、うちの大おお久く保ぼが言っているのでな」

・長安定：『こらあ──！』

　まだ里さと見み側にシフトしていないのだから、仕事はして貰もらわねば。だが、

「とりあえず、そちらが誰だれかから答えを得たのは確かなようだな。──それは誰だ？」

　ああ、と輝てる元もとが応じた。

「お前達たちは会った事がある筈はずだ。──会えなかったがな」





●






・俺　　：『さあ第二問目め！　あるなしっクイズ──！』

・賢姉様：『フフ、愚弟？　それってチンコあるかしら!?』

・俺　　：『あるあるあるある!!』

・副会長：『勝かつ手てに決めようとするな！　というか初めのヒントからそれは無いだろ！』

・金マル：『いやフツーに放送禁きん止しだって、セージュン』
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　二問目だ。

　ここで外すと終わりな気がする、と正純は思った。

　……だが、会った筈で、会ってない人とは、誰の事だ？

　透とう明めい人間？　と思い、正まさ純ずみは心の中でその思し考こうを打ち消す。そんな遊びではないのだと。

　……だったら──。

　正純は考えた。少し、自分達の側から考えて見よう、と。

　輝てる元もとがこちらに問い掛けた台詞せりふは、

「会った事がある筈はず、か」

　だけど、

「会えなかった」

　これは、言葉としてみた場合、どういう意味を持つか。まず気にするべきは、

「……結局、〝会えなかった〟んだ。そういう事だな」

　ならばそれを言い換えると、こうなる筈だ。

「会う事が、出来なかった」

　ならば、輝元の問いかけを、自分達の側から言えば、こうなる。

「会う予定をたて、会ったのだが、──会う事が出来なかった」

　あとは、予定を立てて会おうとした人を、思い出していけばいい。

　マクデブルクでの、アンヌがそうだ。だが、彼女には確かに会って、話もした。

　ならば続くのは、

「ノヴゴロドだ」

　女おんな市長のマルファではない。

「──オラニエ公こう、ウィレム総そう長ちようだな？」

　はっ、とした動きを、馬ば鹿かがとった。

　馬鹿は、こちらの肩を摑つかみ、

「チンコついてんじゃん！」

　膝ひざを上げてからの直じか蹴げりを入れると、よく転がった。
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　……成なる程ほど……。

　とミトツダイラは、ボケ加か護ごもあってよく転がる王を銀ぎん鎖さで拾いつつ、考えた。

　……オラニエ公が治めていた阿蘭陀オランダも、長なが岡おか夫人ことクリスティーナの瑞典スウエーデンも、反はん皇こう帝てい派はとして三十年戦せん争そうに参さん戦せんしていますわね。

　それ以前の繫つながりがどうであったかは解わからないが、接せつ点てんはあるのだ。特に、阿蘭陀は改派プロテスタント主しゆ導どう。改派のネルトリンゲンとは繫がりがあるだろうし、

「マクデブルクの戦せん闘とうや、私とルドルフ二世の戦闘など、……オラニエ公や長岡夫人には把は握あく出来ていた訳わけですのね？」

「そういう事だ。ただ、この件については、やはり長岡夫人を外せねえんだ」

　何な故ぜなら、と彼女は、手にしたメモを宙に翳かざした。

　それを細い指が手放した瞬しゆん間かん。

　……重力制せい御ぎよ。

　メモが正まさ純ずみの前を抜け、こちらに来た。

「お前が戦せん利り品ひんとしたものだ。お前が好きにしろ」

「では、……我が王？」

　ん？　と彼が横に来る。皆も集まり、視線がメモを持つ手て元もとに集中する。

　妙みような緊きん張ちよう感かんを得ながら、ミトツダイラはメモを開いた。そして手元に見る羊よう皮ひ紙し。そこに書かれた文字は、

「極きよく東とう語ご……」

　当たり前と言えば当たり前だ。極東語に置き換えるものを解かい読どくしたのだから。だが、そこに記されたものは、


《たいきょうさまにことばあそひのしつもん

　ういりあむにたのむか》



「……何ですの、これ」

「古こ語ごみたいに見えますね」

　と言ったのは浅あさ間まだ。しかし、彼女は首を傾かしげ、

「胎たい教きようって言われましても……」

　皆が黙だまって、ややあってから、ミトツダイラは肘ひじで浅間の腕を軽く押した。すると、数秒した後に浅間が、

「──え!?　いや、ちょ、ちょっと厳きびしくないですか!?　その言葉チェック！」

「ホライゾン思いますに、ここ数日の浅間様さまの子こ作づくり系けい言げん語ごアタックの頻ひん度どは……」

「い、いや、違います！　違いますよーう!?」

　往おう生じよう際ぎわが悪い、と言ってしまっては、言葉の意味が何か凄すごくなりそうなので半はん目めで見ておくだけにする。ただ、

「〝ういりあむにたのむか〟って……」

「オラニエ公こうの事だな」

　正純が言った内容に、ミトツダイラはある事実を気付いた。それは、

「〝頼むか〟っていう事は、カルロス一世は、メモで案じていた内容をオラニエ公に問いましたのね!?」

　ならば、という言葉を飲み込み、ミトツダイラは問い掛けた。

「その問い掛けの内容は、何ど処こに!?」

「解わかるだろう？　水み戸と領りよう主しゆ」

　輝てる元もとの疑問には、眉まゆを立てた笑えみも付いていた。

　彼女は、西の方に振り向かず、しかし親おや指ゆびでそちらを指し示す。

「──長なが岡おか夫人のところだよ」





●






　何な故ぜだ？　と正まさ純ずみは疑問した。

　何故、阿蘭陀オランダの総そう長ちようが持つカルロス一世の情報が、長岡夫人の手て元もとにある。

　ノヴゴロドに持ち込めば、自分達たちには手渡す事が出来ただろうに。

　……否いな。

　否定の言葉を正純は思った。そして、口からの台詞せりふとして紡つむぐのは、

「ノヴゴロドで、手持ちの交こう渉しようカードを全て使い切るのは馬ば鹿かというものだな。あの場所にはP. A. Odaも攻め込むのが解わかっていた訳わけだし。

　また、オラニエ公こう自身、公こう主しゆ隠かくしに会う可能性を感じていたならば、自分の持つ重要な情報は別に預けておくだろう。それも、自分の消しよう滅めつ後ごにどうなるか解らない阿蘭陀ではなく、外の信しん用よう出来る相手に、だ。──その信頼出来る相手が長岡夫人だったんだな？」

「じゃあ、大体、解るだろう？　──彼女が何者なのか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

　オラニエは、自分の親おや達たちに近い年ねん齢れいの男だった。ならば、

「長岡夫人は、オラニエの親しん族ぞくだな？　娘むすめか？」

「正確には姪めいだ。襲しゆう名めい上じようは違うがな。そして──」

　Ｊｕｄ．、と正純は手元にあった表示枠サインフレームを掲かかげた。

　それは、長岡夫人の襲名プロフィールを掲けい載さいした聖せい連れんの情報ページだ。

・副会長：『大おお久く保ぼ、よくやった。足はついてないな』

・長安定：『昨日きのうの段階で動いとった分だけ、余よ裕ゆうあったわ。──里さと見みの方に行く前に、ここまで辿たどり着いて幸いやな』

　ああ、と頷きつつ、正純は表示枠上じようの一点を握った手で軽く叩たたいた。

　そこにあるのは、長岡夫人の出しゆつ自じだ。

「長岡・玉たま。それは嫁とつぎ先さきの姓かばねを受けたものだ。正式には──」

　皆を見渡し、正純は告げた。

「明あけ智ち・玉。──明智・光みつ秀ひでの娘だ。長岡夫人は」
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　……道どう理りで、ですね。

　正純の告げた回かい答とうから、浅あさ間まは、幾いくつかの情報が連れん結けつした事を悟さとった。

　何故、長岡夫人に、三十年戦せん争そうのキーマンとしてのクリスティーナ王おう女じよが重ねられたのか。そして、どうして、そのような人が聖せい連れんに重じゆう要よう視しされたのか。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでの娘むすめだからですね……」

　熱心な旧派カトリツク奏そう者しやとしての長岡夫人と、クリスティーナ王おう女じよ。この二つを兼ねた二に重じゆう襲しゆう名めいをする事で、彼女は三十年戦せん争そうと、P. A. Odaのパイプラインとなる。

　欧おう州しゆうの中に存在する、小さな中立地ち帯たいと言っていい。

　だが、そこに、明智・光秀の娘と、オラニエの実じつ姪めいという要素が加わると、意味が変わる。

　明智・光秀は、〝本ほん能のう寺じの変へん〟で、織お田だの当とう主しゆである信のぶ長ながを暗あん殺さつするのだ。

　長岡夫人に触れた事で、〝本能寺の変〟が動くかもしれない。そういう懸け念ねんがある限り、P. A. Odaは彼女をどうとも出来なかっただろう。

　……これは、誰だれが考えたかと言えば……。

「教皇総長パパ・スコウラだろうな、この、やたらと回りくどい配はい置ちは」

「あのオッサン、遠回しな事するの好きだったもんなー……」

「ホライゾンも危うくおっ死ちぬところでしたしねえ」

　……評ひよう価か低いのは仕方ない事でしょうかねー……。

　だが、そのようにして組まれた楔くさびを、羽は柴しばは崩くずした。長岡夫人を、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と組んだ自分の支配下かに飲み込んだのだ。そうする事で、彼女に対する権けん限げんをM. H. R. R. 側でも主しゆ張ちよう出来るようにし、欧州側がわの足あし並なみを乱しに掛かった。だが、

「三十年戦争で、瑞典スウエーデンが強きよう国こくとして振るっているのは、剛ごう胆たんだな。戦せん死ししたとはいえ、グスタフ二世せい王は、よく戦ってきたものだ」

　ウルキアガの声に、成なる実みが声を飛ばしてきた。

・●　画：『当とう人にん達たちの間では、覚かく悟ごが決まっていたんでしょう。今、瑞典は、ネルトリンゲンにいるクリスティーナ女じよ王おうと、通つう神しんを通して国を動かしているんでしょうけど……』

・金マル：『武蔵むさしがそれを救えば、覚悟してなかった瑞典の人ひと達たちも、三十年戦争に対して本ほん気きになっていくんじゃないかな？』

　それが、どういう意味を持つのか、考えるべき人は、

「正まさ純ずみ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──一気に忙いそがしさが増した気がする」

　でしょうね、と頷うなずいた時だ。ナルゼから再びの声が来た。

・●　画：『公こう主しゆの事ともいろいろ繫つながったわね。アンタ達、見たんでしょう？　公主の書き置きで〝みつひでくんはまだ〟って』

　通神は、先さき程ほどから自分達限げん定ていに設せつ定ていしてある。だから外に漏もらす恐れなく、浅あさ間まは告げた。

・あさま：『オラニエ公と、明智・光秀は、知り合いか、それ以上なんでしょうね』

・副会長：『その辺りも、瑞典の現げん総そう長ちよう、クリスティーナに聞けば解わかる事か』

　ただ、と正純が視線を挙げた。

「毛もう利り・輝てる元もと。──そちらが行っているのは、羽は柴しばの欧おう州しゆう侵しん攻こう以後、力を失っていた長なが岡おか夫人の政治的威い光こうを取り戻す、という方法だな」

　だが、

「──私が思うに、長岡夫人は、それを望んでいない筈はずだ。そこをどうする」
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「……変なところで鋭いじゃねえか」

　怖こわい怖い、と内ない心しんで軽かる口くちにしながら、輝元は息を吸った。

「確かにそうだ。長岡夫人は、別に救助を望んでいない。──解わかるだろ？　お前らなら」

　自分から言う訳わけにはいかない。

　だからというように、武蔵副ふく会長が、小さく言葉にした。

「聖せい連れんか」

　輝元は頷うなずかない。首を下に振れば、それは、ある意味を示すからだ。

　……聖連が、長岡夫人を追い込んだ、ってな。

　聖連の横おう暴ぼうでもあろう。

　無む論ろん、羽柴の侵攻後、欧州各かつ国こくは対たい羽柴の動きを模も索さくしていた。教皇総長パパ・スコウラとて、パワーバランスを自分達に傾けるために、大罪武装ロイズモイ・オプロの無む心しんに動いたのだ。そして、

「長岡夫人にゃ、うちも謝らねえといけねえ」

　それは、

「うちがもっと早く動いていりゃあ、羽柴勢を押し返して、アンヌも、長岡夫人も、他、欧州のパワーゲームに巻き込んだ連れん中ちゆうも、囲い直せた」

「それは自分達を買いかぶり過ぎだろう」

「そのくらいは出来るぜ、と言いたいところだがな。──だが、よく考えてみろ」

　肩が落ちる事を覚かく悟ごで、輝元は口を開く。

「アンヌがマクデブルクでやってた事。あれは、長岡夫人の、欧州側がわとしての後こう継けいだぜ」

　無む言ごんになった武蔵勢を前に、輝元は言う。

「本ほん人にんが望んでいなくても、あたしは救ってやりたくてね。お節せつ介かいかもしれねえが、アンヌが半分しか出来なかった役割を、残り半分も全て抱え込んでた真ま面じ目め女が瀬せ戸と際ぎわなんだ。

　──だが、あたし達がM. H. R. R.神聖ローマ帝国に乗り込む事は、まだ出来ねえ」

「だから私達か」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷くなり、武蔵副ふく会長が問うてきた。

「どうやって、彼女の意い思しを救う？　死を望む者を、どうやって振り向かせる？」
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・賢姉様：『ハイ質問。ねえ、長なが岡おか夫人って、そんなに頭がお堅いの？　どうなの？　堅いとしたらこのくらい？　あっ、アデーレのつもりがミトツダイラ揉もんじゃったわ……！』

・貧従士：『に、二重に失しつ礼れいですよソレ……！』

・金マル：『つーかガチ旧派カトリツクで、聖せい連れんからの指し示じに従って何年も生きてきた訳わけだよね。それが羽は柴しばの侵しん攻こうで聖連や旧派の役に立てなくなって、──でも、歴史再さい現げんでって、ヤバくない？』

・●　画：『マルゴット、それって……』

・副会長：『──あ』

・金マル：『解わかった？　セージュン。──あのね？　長岡夫人にとって、今の聖連は、尽くしてきた教皇総長パパ・スコウラの聖連じゃなくて、敵であった羽柴の聖連なんだよ。更さらに、彼女にとって、今の自分の歴史再現は、武蔵むさしや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの足を引っ張るためのものなんだよ！』

・ホラ子：『──つまり、長岡夫人が真ま面じ目めで聡そう明めいで尽くすタイプで大人おとなしく貞てい淑しゆくかつ誇りを持つ女性なら、自分の身が損そん失しつを生む原因にならないよう、儚はかない自じ害がいを望むかも、と？』

・俺　　：『……オメエ、実は三み河かわで似たようになった自分の事、褒ほめようとしてね？』

・ホラ子：『浅あさ間ま様さま？　この辺り、この男の、この、顎あごの辺りをですね、一発ですね』

・あさま：『い、いや、それはホライゾンの担当と言いますか……』
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　正まさ純ずみは、馬ば鹿かが殴なぐられるのを横に置きながらこう思った。どーすんだよ、と。

『ま──？』

　ああ、うんうん、お前は可愛かわいいぞツキノワ。だけど、

　……本ほん気きでどーすんだよ！

「おい、恐らく、長岡夫人だが、ガチで死ぬ気満まん々まんだろ」

「んー、あたしもよく知らねえけど、……多分、面めん倒どくせえんじゃねえかな」

「……あのな毛もう利り・輝てる元もと、……お前、面倒な事、こっちに押しつけようとしてないか」

「はあ？　あたし達は歴史的にネルトリンゲンの戦いに加われねえってさっき言ったろ？」

「面倒だって事は否定しないのか」

「ヅカ本ほん多だ君、何だか、益ます々ます長岡夫人の闇やみが深くなっていくように僕には思えるね……」

　お前、見えてるものが闇しかないんじゃないか。ああ、でも光の戦せん士しとかはあるんだっけか、そうだっけか……。

「おい、武蔵むさし勢ぜい、勝かつ手てに面倒がるな。とりあえず解かい法ほうはあるんだからよ」

「強きよう行こう救きゆう出しゆつ以外に何か手があると？」

「コイツを連れて行け」

　と、輝てる元もとが指を鳴らした。

　響ひびいたのは快かい音おん。そして影が一つ現れた。

　……小さい？

　少年、とも言える姿すがたが、輝元の背後にある艦かん、その右の陰から現れた。

　彼はこちらに気付くと、しかし姿し勢せいを正し、真まっ直すぐ前を見て歩き出す。

　歩きから言って、武ぶ道どうか何かの経験者しやだろう。

　……ただ、背せ丈たけとか見るからに、一年生か？

　否いな、もっと年とし下したかもしれない。それに、

「毛もう利り・輝元、その少年……」

　一ひと目め見た時に得ていた、背丈以外の疑問を、正まさ純ずみは問うていた。

「何な故ぜ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制せい服ふくを着ている？」
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　二ふた代よは、距離にして二十メートルを隔へだてた上で、その相手を見た。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の学生。しかし背の低い彼は、腕を振らずに真まっ直すぐ輝てる元もとの横に歩いてきた。

　……誰だれで御ご座ざるか？

　先の正まさ純ずみの問いに対する答えはない。ならば、

「……何らかによって、答えを見せるという事に御座るか？」

「そういう事だ。あ、一応、中ちゆう等とう部ぶの襲しゆう名めい者しやだから、そこら考こう慮りよな？　よく見とけ」

　輝元が言うなり、空に光が生まれた。

　反射光だ。輝元の背後、右手を挙げたMouri-01の動きに応じる跳ね方で、少年の頭ず上じように刃やいばが幾いくつも舞い上がったのだ。

　……剣けん群ぐん。

　大小、数にしては三十六本と、三十メートル程ほどの高さに飛ひ翔しようしたそれらの数を二代は読んだ。全て、少年の頭上に至っている、とも。

　そしてMouri-01が笑えみで皆に告げた。上空、高い位置に反射光の幾いく重えを置き、

「後は落らつ下かに任せましょうか」

　落ちる。落下軌き道どうの行き先は、ほぼ全てが少年の頭や肩への致ち命めいラインだ。

　無む抵てい抗こうならば、動かない方が正解と、二代は全ての刃の動きをそう読んだ。

　何な故ぜなら、動かねば、二十八本が刺さるだけで済む。が、動けば、平均して三十二本が刺さる筈だ。

　……動けば、真っ直ぐ立つよりも上じよう面めん面積が上がるので御座る。

　しかし、そして少年は動く事を選択した。単なる迷いや逃とう走そうではない。腰を落とした迎げい撃げきの構えだ。そして用いられる対たい抗こう策さくは、

「……四し股こ？」

　言うと、誾ぎんが横よこ目めを向けてきた。

「違います。本ほん多だ・二代、よく見なさい……！」

　誾殿どの、拙せつ者しやに対してテンション高いで御座る。

　ともあれ、少年の手から放たれたものがあった。

　曲きよく線せんの動きだ。だがそれは、誾が言う通り、

　……四股ではないで御座るな！

　確かに違った。

　彼が腰から引き抜いた二本の武ぶ装そうは、蛇へびのように動くが、柄えを有している。

　更さらには、柄を振られ、金きん属ぞく音おんを立てて引きずり出されていくその鉄の連続は、

「……鎖くさり？」

「だから違います。本ほん多だ・二ふた代よ、もっとよく見なさい」

「……誾ぎん殿どの、意い地じ悪わるで御ご座ざる」

　誾が、一度眉まゆを歪ゆがめ、後ろを向き、床を右足で強く踏んだ。流石さすがは誾殿、いい震しん脚きやくの音がするで御座る。

　そして誾は振り向き、眉をひそめた半はん目めで、口だけ笑って、

「銃じゆうです……！」

　言われてみれば、誾の言葉は正解だった。

　銃じゆう身しんのみとも言える銃が、フレームで鎖くさりのように幾いくつも繫つながれ、玉たま簾すだれ状じように宙へと引き抜かれたのだ。

　銃じゆう鎖さ刀とうと、そう言うべきか。

「流石さすがで御座るな誾殿！　いつから解わかって御座った!?」

「最初からです！」

　誾殿ちょっと声が大きいで御座る。

　だが、少年が口を開いた。

　……お？

　両腕うでを交こう叉ささせて宙に曲きよく線せんを放ち、少年が言った。

「三十六歌か仙せん」
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　銃鎖刀の数は二本。一本当たり十八の銃身が並び、金きん属ぞくの当たる響ひびきが整せい列れつの音を叩たたく。

　後はそれを、少年が振るうだけだった。彼は銃の連続を波なみ打うたせ、楽がつ器きのように鳴らし、

「────」

　声が引き金だった。

　発声の一発に従い、銃身が火を噴ふいた。

　それは一いつ斉せいではない。手て元もとの方から順を追い、空に向けて鉄てつ弾だんが飛ぶ。

「お」

　声の発はつ射しやに応じて、

「お、お……！」

　まるでドラムのように合わせて、銃の並びが火ひ花ばなの飛沫しぶきを上げた。

　二度、三度と柄えが振られ、銃の刃やいばが波打ち、空にて銀の飛沫しぶきが散った。

　破は壊かいする。

　乱れ撃うちではない。射しや撃げきは正確に、彼の頭ず上じように落らつ下かする刃と欠片かけらを砕くだいた。それも一発を当てて満足するのではなく、砕いた破は片へんに追い打ちの弾だん丸がんを叩き込むのだ。

　徹てつ底ていした破は砕さい。

　それは、散る鉄てつ片ぺんを自分の頭ず上じように降らせる事なく、

「────」

　声が終わった時。その場にいる誰だれもが見た。

　輝てる元もとと少年の周囲に、銀の輪が広く出来ているのを、だ。

　全て、彼が射しや撃げきで破は砕さいした刃やいばのなれの果てだった。
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　誾ぎんは、少年の腕うで前まえを悟さとった。

　……見事な、狙そ撃げきの達たつ人じんですね。

　引き抜かれた銃じゆう鎖さ刀とう。驚くべきは、その徹てつ底ていした破は砕さい力りよくではなく、完全なる破は壊かいを導いた少年の正確な射しや撃げきだ。

　何しろ、砕くだいた刃やいばとて、単なる鉄てつ塊かいを研といだものではないのだ。

　極きよく東とうの場合、芯しんとなる金きん属ぞくを心しん金がねとし、その四し方ほうを別の金属で囲んだ上で、鍛たん接せつし、一本の刃としていくのだ。一つの刃に見えても、複数の金属の集合で、硬いだけではなく金属同どう士しが補い合う事で粘ねばりを持つ。

　銃じゆう弾だんで砕くには、金属の重なりに対し、正確に撃うち抜く狙撃力りよくが必要となる。

　少年は、それをやった。

　しかも、一回ではなく、三十六の刃を完全に砕き切るまで、やったのだ。

　誾自じ体たいも狙撃の得え手てではあるから、解わかる。この少年は、見事だと。

　……しかし……。

「どうしました？　誾さん」

「いえ、懸け念ねんが一つ、生じたのです」

　今、それを言っても、要いらぬ話だろう。ゆえに誾は、別に気付いた事を宗むね茂しげに促うながした。

「宗茂様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね、私の方でも、気になる事があります」

　宗茂が一歩を前に出た。そして彼は、

「失礼します！　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん副ふく長ちよう補ほ佐さの立たち花ばな・宗茂と申もうします！」

　大きな声で言った上で、少年に軽く頭を下げ、口を開いた。

「ひょっとして貴方あなたは、長なが岡おか──」

　そこまで宗茂が言った時だ。いきなり、毛もう利り・輝元が叫んだ。

「ああああああああああああ──!!」
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　？　と誾は宗茂と顔を見合わせた。

　……一体何なんでしょう、今のは。

　ただ、自分の方でも宗むね茂しげの言おうとした事は解わかっている。だから、

「輝てる元もと様さま、私、副ふく長ちよう補ほ佐さの補佐をしております者です。失礼ながらそちらの方、長なが岡おか──」

「ああああああああああああ──!!」

　輝元の奇き声せいに、誾ぎんは宗茂と顔をまた見合わせた。

「……どういう事でしょう、宗茂様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかりません」

「解りませんか」

　宗茂様は解りやすくて素す敵てきです。だが、

「輝元様、そちら、長お──」

「あああああああああああああああああああああああ！」

「長なが」

「あああああああああああああああああああああああ！」

「の」

「何だ、の、って」

「いえ、輝元様の反応を確かめただけです。不ふ要ような真ま似ねを致しました」

　しかし、何となく、輝元が奇声を挙げる理由が解った、

「……そちらの方の名を、ここで呼んではいけないのですね」
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・あさま：『凄すごいです誾さん……。自分でそういう事に気付くなんて』

・金マル：『うちの連れん中ちゆうだったらそこら辺で遊ぶよね。かなり遊ぶ』

・●　画：『そして敵が自じ爆ばくするか、誰だれかが犠ぎ牲せいになって終わるのよ……』

・蜻蛉切：『ふむ、……そうならないという辺り、まだ誾殿どのが武蔵むさしに馴な染じめていないという事で御座ろうか』

・立花嫁：『……宗茂様！　この女が、この女が折せつ角かくのいい話を！』
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　しかし、と言ったのは正まさ純ずみだ。彼女は宗茂に顔を向け、

「立花夫おつと、どうして彼が、長岡──」

「あああああああああああああああああ！」

「え？　ああすまんな毛利・輝元。──で、立花夫、どうして彼が、件くだんの人物だと悟さとった？　初め見た時には気付かなかったようだが」

　Ｊｕｄ．、と宗茂が頷うなずいた。

「私が彼を件くだんの人物と気付いたのは、状況的なものです。──また、私がまだ襲しゆう名めい者しやだった頃ころに、長なが岡おか──」

「あああああああああああああああああ！」

「申もうし訳わけありません毛もう利り代表。──で、私が襲名者だった頃に、幾いくつかの〝立たち花ばな・宗むね茂しげとしての嗜たしなみ〟を聖せい連れんから聞いていたのです」

「ああ、〝こういう事は守れ〟みたいな奴やつか」

　自分も当然、襲名者を目め指ざしていた訳わけだから、知っている。

・長安定：『私相あい手てには気を付けとけとか、そうゆうの、当然、副ふく会長の場合はあったろ？』

・副会長：『まあ、失しつ脚きやくに関わる事だからな。特に、個人では果たせない、〝関係〟を重要とされる歴史再さい現げんのためには、事じ前ぜん的てきなコネクションがあった方が有利だ』

　だとすると、立花夫おつとの場合は、どうなのか。

「立花夫、──君は、あの長岡──」

「ああああああああああああああああああああああ！」

「すまん毛利・輝てる元もと、なかなか難しいな」

　正まさ純ずみは、立花夫に問うた。

「何な故ぜ、彼がソレだと？」

「Ｔｅｓテスタメント．、彼は、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば私とは親しい間あいだ柄がらだったのだそうで」

「成なる程ほどそうで御ご座ざったか！　つまり宗茂殿どのとあの少年はセック」

「わあああああああああああああああああああああ！」

「大だい丈じよう夫ぶですか副会長？」

「あー、いやー、まー、何だー、ちょっとな？　な？　で、それで？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と立花夫が頷うなずいた。

「しかし、私が襲名している間、彼の襲名はこちらに報告がありませんでした。

　しかし、彼は慶けい長ちようの役えきにも出しゆつ陣じんする事になっていた人です。──七しち将しようなど、多くは今こん年ねん度どの初めに襲名が為なされていたのは調べていたので、気になっていたのですが」

「消しよう去きよ法ほうとしては、やや博打ばくちが強いな。だが──、決め手は長岡夫人の話か」

「Ｊｕｄ．、あの話が出て、中ちゆう等とう部ぶクラスの襲名者が来たとなると、そういう事だと判はん断だんしました。これはきっと、急ぎで襲名が叶かなえられたのだろう、と」

「あー、ちょっとちょっと、セージュン、ムネオ」

「あ？　何だ馬ば鹿か」

　んー、と馬鹿が首を傾かしげた。

「さっきから彼とかソレとか、何か別の呼び名、考えね？　テル子が頭おかしくなってるし」

「──なってねえよ!!」

　いや、なってるなってる。元からかもしれんが。

　だが、馬ば鹿かの言う通り、別の呼び名と言っても、簡単には決まるものではないだろう。

「どんな風ふうにするんだよ」

「つーか、名前はどーいう名前よ？」

・副会長：『忠ただ興おき』

・俺　　：『んー、チューコウはチューコがいたから駄だ目めだなあ』

・不退転：『誰だれ？　それ』

・ウキー：『先せん代だいの生徒会長が鳥とり居い・元もと忠ただだったからな』

・ホラ子：『ならば、長なが岡おかの方を改かい造ぞうした方がよくないでしょうか』

・立花嫁：『僭せん越えつながら、長岡夫人がいますので、名みよう字じのみの返へん還かんでは将来的に混乱してしまうのではないかと』

　立たち花ばな嫁よめの言葉に、ホライゾンが、ふむ、と首を下に振った。

「長ながの字を用いるのは大たい別べつとしてはありでしょう。問題は、下です。長岡夫人との区別を明確にするような略りやく語ごかイメージを与えられれば」

　と、ホライゾンが表示枠サインフレームを開いた。

「浅あさ間ま様さま、先生に繫つないで下さい。教員からヒントを得れば、皆も満足かと」
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　浅間は、オリオトライとホライゾンの遣やり取とりを、皆の表示枠に転てん送そうする事にした。

　……先生だったら、大だい丈じよう夫ぶですよね。

　何しろ、授業中ちゆうも、頭のおかしい連れん中ちゆうを処しよ刑けいしてくれる存在だ。文字だけで書くとちょっと凄すごいが、実際はもっと凄いから気にしない。だけど、

「あ、繫がりました。ホライゾン、どうぞ」

『あら？　何かあったの？　会議中でしょ？　正まさ純ずみ頑がん張ばってる？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、正純様は宗しゆう教きよう戦争に関われると解わかって先さき程ほどからウキウキしております」

『そりゃ大変ね』

「とはいえ、まだまだ小しよう康こう状態だと思います。先生も追つい及きゆうはせぬ方向で」

　正純が「待て……！」とか言ってるが、このくらいは普通だと浅間は思う。

　だが、ホライゾンが皆と視線を合わせ、一つ頷うなずいた。これからが本ほん題だいだ、と。

「先生、ちょっと重要な案あん件けんがあるのですが、今、宜よろしいでしょうか？」

『は？　学生のする事に教員は首くび突つっ込めないんだけど。──あと、今、先生ちょっと忙いそがしいのよね』

「何事ですか？」

『ああ、遅めの夕食でね。ほら、関かん東とう来たし、刀とう匠しよう麵めんの本ほん場ばっしょ？　だから今日きようは太ふと麵めん』

　成なる程ほど、とホライゾンが通話を切った。
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　輝てる元もとは、本ほん多だ・正まさ純ずみが右の手を挙げるのを見た。

「武蔵むさしの方の決定だが、その少年を〝長なが太ぶと〟と呼ぶ事にした」

「訳わけ解わかんねえぞ!!」

「うちの教員の言った事がアイデアになっているので、観かん念ねんしてくれ」

　教員か、と輝元は吐と息いきをついた。

　襲しゆう名めい者しやの権けん力りよくが対外的に弱い状態が長く続いた極きよく東とうにとって、教員連れん盟めいの存在は意味が大きい。他国の学生も、教員には逆らえないからだ。

　今も、そういう構こう図ずがあったのだろう。

「じゃあしょうがねえ。──おい、お前、今日きようから〝長太〟な」

　長なが岡おかが、こちらの事を非ひ難なんする目つきを向けてきたが、気にしない。向こうからも馬ば鹿かが、

「おい！　気にするなよ長太！　──短たん細ぼそよりいいだろ！　喜べ！」

　武蔵の姫ひめが横を見ずにナックルを叩たたき込んだ。あん、と女おんな座ずわりで崩くずれる馬鹿に、武蔵の姫は半はん目めを向けて、
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「何を言っているのですか。長なが太ぶと様さまは、これから一いつ生しよう長太と呼ばれ続けなければならない苦く渋じゆうの人生。何しろ、もし脱いでそうではなかった場合は公こう約やく違い反はんになりますからね」

「け、結けつ構こう大変だな、長太のマニフェスト……！」

　長なが岡おかが、こちらを更さらなる批ひ判はんの目で見る。

「おい、俺おれ、やだよ」

「そんな事言いうな。──無む駄だだからな」

　だが、こっちはこっちで手て配はいがあるのだ。だから長太の肩を叩たたき、

「おい！　武蔵むさし勢ぜい！　もう一つ言っておく事がある」

　それは、

「こいつには実はまだ、別の襲しゆう名めいもあるんだぜ！」
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・副会長：『二に重じゆう襲名!?　──大おお久く保ぼ！』

・長安定：『聖せい連れんの最新表ひよう記きでも、今月に襲名したとかいうなら、更こう新しんまだやで？』

・副会長：『直接検けん索さくだっけ？　それはやったか？』

・長安定：『余よ計けいな知ち恵えつけおったなあ……。ええか？　〝二重襲名〟は別に制せい度どやなくて、単なる状態を示す言葉や。二重に襲名した言うても、それが両者の襲名情じよう報ほうの特とつ記きに書かれる事は希まれやで？』

・未熟者：『大久保君？　だったら、ここ一ヶ月程ほどのP. A. OdaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国内の襲名者と、慶けい長ちようの役えきに出しゆつ陣じんする者、そして長岡夫人に関わる襲名を弾はじき出してくれ』

・長安定：『とっくにやっとったわ、そんなの』

・ＣＡＮ：『御お嬢じよう様さま』

・長安定：『え？　──ああ、すまんです書しよ記きの先せん輩ぱい。副ふく会長対たい応おうの態度で言ってもうた』

・眼　鏡：『……後こう輩はいに先回りされた上で漏もらされた愚ぐ痴ちの自己フォローまでされるって、君はどんだけ後ご手てかつ無む能のう……』

・●　画：『ちなみに相手の大久保は貧ひん乳にゆう眼鏡めがねで背も低いからね』

・眼　鏡：『……はは、なあんだ、僕の代わりをして欲しかったのかい、トゥーサン』

・約全員：『ひいいいいっ』
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　さて、と正まさ純ずみは、大久保から送られて来た絞しぼり込み済みの情報を見た。

　表示枠サインフレームの中にあるのは、襲名者の羅ら列れつだ。大久保としても短たん時間内ないの決けつ着ちやくだったのだろう。名前に、彼女が思う二重襲名者としての該がい当とう率りつを書いただけの表だ。

　幾いくつかの候こう補ほがあるが、該当率〝当とう確かく〟なのは、一人だけ。その名前は、

「稲いな富どめ・祐すけ直なお……？」

　と、正まさ純ずみが声にした瞬しゆん間かんだ。

　いきなり、皆の内の数名が反応した。

　クロスユナイト、ネシンバラ、立たち花ばな夫ふ妻さいに二ふた代よや、魔女達テクノヘクセンに、あと、

　……反応しない方を数えた方が早いか。馬ば鹿かにホライゾンに浅あさ間まに馬鹿姉あねに……。

　結けつ構こう居るのでこれもこれで間違いだと思った。だが、反応した連れん中ちゆうは声を揃そろえて、

「稲富・祐直!?」

「いや、それは解わかってるって。何なんだ一体」

・●　画：『知らないの!?　凄すごい人なのよ!?』

　え？　と正純は長なが太ぶとを見た。後ろの馬鹿も同じ方を見たのか、

「凄い長太」

「やめろー！　やめろよその呼び方──！」

「ああんっ、らめえっ、長太すごほおおおおい！　すごいのおほおおおおお」

「正純様、この男、芸げいをやるのではなく、最近は単に嫌いやがらせをしているだけのような」

「フフ、ともあれ愚ぐ衆しゆう共ども！　この賢けん姉ねえ様にどういう事かを教えて更さらに賢かしこさをアップさせるがいいわ！　さあ！　ほら！　掛かってきなさい！　ザブーン！　ああっ、愛の海……！」

「……何だかよく解らぬ流れで御ご座ざるが、正純殿どの？　確かに稲富・祐直は凄い人物なので御座る。何しろ──」

　ん？　と小こ首くびを傾かしげた視線の先で、クロスユナイトが呟つぶやいた。

「戦せん国ごく時代の三さん大だいヘタレと言うと、稲富・祐直が大体ランクインするで御座る」

「──は？」

「おい！　長太！　オメエは単に長くて太いだけなのか!?　なあ！　皆、持じ久きゆう力りよくを上げるためにはどんな一ひと文も字じを付け加えるといいと思う!?」

「鈴すずさん！　鈴さん！　考えちゃ駄だ目めですよ!?　心を空からっぽにしましょう！」

「智とも？　神しん道とうの訓くん練れんか何かですの？」

　だが、こちらの馬鹿とは別で、向こうでも長太が両の手を握っていた。

「やめろよ！　勝かつ手てにそういう事決きめんじゃねえよ！　それが大人おとなのする事か!?」

「え？　──おーい、長太！　オメエ、元げん服ぷくしてんの？」

「来年だよ！　まだ中ちゆう二にだ！」

　皆がざわめいた。

『描いていいのね！　中二で襲しゆう名めい者しやでヘタレ長太とか、受けよね！　ね!?』

「おい、ナイト！　押さえろ！」

『いやあ、とりあえず描いてから冷めるの待った方が早いよ？　ほら、セージュンだって、とりあえず戦争にしてみるよね？』

「どういう理り屈くつだ!!」

　だが、聞いておくべき事がある。

「その稲いな富どめってのは、どういうヘタレなんだ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのは、やはりクロスユナイトだった。

「──基本、訓くん練れんでは超ちよう好こう成せい績せき。でも、実じつ戦せんでは実じつ績せき無しとか、逃とう走そうとか、そんな感じで御ご座ざってな？　特にマズかったのが……」

　うーん、とクロスユナイトが頭を搔かく。しかし彼は、やや迷ってから、

「長なが岡おか夫人が自じ爆ばくする際、彼は長岡家けの警けい護ごについて御座ってな？　──しかし、屋や敷しきが包ほう囲いされた際、稲富・祐すけ直なおは我われ先さきにと逃げ延のびて御座る」
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　第一特とく務むの言葉に、誾ぎんは副ふく会長に振り向いた。

「如何いかがするかは、大体解わかったと思います、副会長。──この会議前まえ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの外がい交こう艦かんに随ずい伴はんしてきた無む名めいの輸ゆ送そう艦かんは、きっと彼のものです」

「……ならば毛もう利り・輝てる元もとはこう言っている訳わけか？　彼がどういう歴史再さい現げんを持っているかは別として、長岡夫人との関係や、爆ばく死しの現げん場ばにいた事は確かだから、彼を連れてネルトリンゲンに行け、と」

　Ｊｕｄ．、と誾は頷うなずき、表示枠サインフレームを開いた。

　宗むね茂しげに関する襲しゆう名めい者しやの事は、ある程てい度どの調べを入れている。

「関せきヶ原はらを前にした時期、長なが──、太ぶと様さまは上うえ杉すぎの動きを牽けん制せいするために北に出ていました。

　長太様は長岡夫人の自爆の際には間に合わず、そして稲富・祐直は、長岡夫人の事を守らずに逃げた訳わけです。そんな彼ですが、長岡夫人の関係者であり、近くにいた事は確かです。

　彼を連れて行く、というのが、武蔵むさしのネルトリンゲン行きの理由にもなりましょう」

　と、その時だ。

「待って貰もらいたい」

　声を上げ、前に出た者がいる。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ代表、本ほん庄じよう・繁しげ長ながだ」
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　繁長にとって、この会議はいい意味を感じられるものだった。何な故ぜなら、

「そっちの、長岡──」

「あああああああああああああああああああ！」

　と、叫んだ輝元が、横の少年の頭を叩たたいた。

「お前が叫べ！」

「べ、別にいいじゃねえかよ名前バレたって！」

「お前を連れて来たのがあたしのせいにされんだよ馬ば鹿か！」

　おーい、と武蔵むさしの総そう長ちようが手を挙げた。

「テル子、そいつ、オメエが連れて来たんじゃねえの？」

「は？　ああ、あたしが連れて来たけど？」

「じゃあお前のせいだよ!!」

　皆にツッコまれて、しかし輝てる元もとは少年に言った。

「いいからお前、歌とか唄うたえるんだろ？　じゃあ、ちょっと叫んでみろ。いいか？」

　と、輝元が半はん目めになって少年を見た。彼女は息を吸って、

「おい、長なが岡おか・忠ただお──、って、おい！　ここで叫べ！」

「はあ!?　いきなりやんなよ！　もう一回だよ！」

「しょうがねえなあ。──行くぞ？　長岡た──」

「あああああああああああああああああああ！」

　叫んだ少年の頭に、輝元が手しゆ刀とうを乗せた。

「あたしの声の音おん程てい拾わなくていい。聞いててちょっと気持ち悪かった。

　タイミングはもうチョイ前な」

　横おう暴ぼうだ……、と誰だれもが呟つぶやき、繁しげ長ながもそう思うが、

　……虚きよ栄えいは無いのであるなあ。

　他た国こくの当とう主しゆの成長を喜ぶべきか警けい戒かいすべきか。そんな事を考えながら、繁長は少年に視線を向けて言う。

「──少々すまん。上越露西亜スヴイエート・ルーシとしては、その少年について──」

「長なが太ぶと！　長太だよ!!」

　武蔵総長やかましいである。

　こちらとしては、重大とも言える案あん件けんになるのだ。それは、

「先さき程ほど、武蔵の副ふく長ちよう補ほ佐さの補佐が言った通り、彼は関せきヶ原はらの前ぜん哨しよう戦せんとして上うえ杉すぎ側がわへの牽けん制せいに入る。ならば今、ここで相あい対たい戦を行い、それを済ませておく事は可能か」
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「あれ？　何よセージュン、何で俺おれを見るの？　そんな可愛かわいい？」

「いや、これ、お前の許きよ可かがいるだろ。──あの少年が上杉に出向くのは会あい津づ征せい伐ばつの流れで、それを指し示じしたのは松まつ平だいら側。つまりうちなんだから」

　そうなの？　と馬鹿が言うのに対し、正まさ純ずみは頷うなずいた。

「だからこの問題は、上杉側が望んでいるにしろ、お前の許可が要いる」

「何だ長太……、一人で何も出来ねえのか……。〝長太、一人で出来るもん〟とか、おーい、黒くろマル、どうよタイトル案」

『あー、御ご免めん、既すでに〝長くて興おきちゃう〟と〝岡おかして忠チユー々チユー〟でロゴ切っちゃったわ』

「二冊さつかよ！　売うり子こ大変だな！」

「やめろよー！　な、何だよお前ら！　さっきから！」

「あー、我々は一応、君の後のち々のちのスポンサーだ。──諦あきらめてくれ」

　はあ!?　と向こうが言っているが、どうしようも無い事のように思えたので正まさ純ずみは考えるのをやめた。

「どうする？　葵あおい」

「繁しげ子こが良くて、うちも良いなら、それで良いんじゃね？」

「んー、正直言うと、コレ、うちから見ると上うえ杉すぎへの交こう渉しようカードになるんだ」

　そうね、と応じたのは、通つう神しんからの伊だ達て家け副ふく長ちようの声だった。

『ここで長なが太ぶとによる上杉牽けん制せいを済ませておけば、上杉への貸しにしておけるわ。

　ただ、〝上杉と松まつ平だいらが戦せん闘とうした〟という解かい釈しやくを、いずれ使いたくなる時があるかもしれない。だったらその時のために、ここで長太による上杉侵しん攻こうはさせない方がいいわね』

　そっかー、と葵が腕を組んで首を傾かしげた。

　だが、彼はすぐに顔を上げ、

「セージュン、昔にさ、俺おれに、戦争をしないで生じる戦せん死し者しやの話、したよな？」

　……お。

　いきなりの言葉に、正純は眉まゆを顰ひそめた。本当なら喜ぶべきなのだろうけど、驚きの方が先に立ってしまい、

「お前、……記き憶おく力りよく、あったのか……」

「こ、この野や郎ろう……！」

「正純、言っておきますけど、トーリ君、ミョーな事はよく憶おぼえてますよ？」

「いやいや待て待て。ミョーな事じゃねえよ浅あさ間ま。大だい事じな事こと中心のつもりだぜ？」

　と、馬鹿が浅間に口を尖とがらせて言う。すると、対する浅間が、

「いや、だって」

　その、あの、と言葉を口くち籠ごもらせながら、顔を赤くしていく。

　何か意味無なく、俯うつむいて空中に指を遊ばせ始めた浅間の肩に、葵姉あねが肘ひじを乗せた。

「フフ、何もかもが大事な事よねえ」

「き、喜き美みもこういう時に茶ちや化かさないっ」

　まあ、よく考えるまでもなく、この男が抱えていた後こう悔かいとかも、それは当然に憶えていたからこそのものだ。

　だが、馬鹿の言いたい事はよく解わかった。だから正純は言う。

「相あい対たいさせよう」

「すんの？　セージュン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ここで争いを避けても、〝戦争をしない事で生じる損そん害がい〟がいずれ生まれるのは確かだ。そしてその時は、今回のような相あい対たい戦せんになるとは限らないし、金きん銭せんや権けん益えきで解決となると、その金や権益は当とう然ぜん国民の税ぜいから出さざるを得ない。ならば──」

　ならば、

「相対戦なら、悪くても治ち療りよう費ひくらいで済むだろう」

　ふむ、とウルキアガが頷うなずいた。

「正まさ純ずみとしても、折せつ角かくの戦争が、先さき送おくりや、金で解決となっては辛つらかろうしな」

『い、いや、お金だよお金！　会計と補ほ佐さにお金を触らせようよ！』

「オーゲザヴァラー、残念だが金は戦争で買える」

『逆だよ正純！　現実見みようよ！　ほら、お金で尻しりに栓せんしないとうどん出るよ！』

「あの、正純？　今、すごく見み苦ぐるしい会話が進んでますわよ？」

　誰だれのせいだ。ともあれ、思し案あんをしてみたが、結けつ論ろんとしては決まりだ。

「おい、長なが岡おか──」

「ああああああああああああああああああ！」

　自分で叫ぶか。よく出来たぞ。だがまあ不ふ注意ではあった。

「すまん。長なが太ぶと」

「すまん、って思ってないだろソレ！」

「話が進まないから我が慢まんしてくれ。──武蔵むさし側がわからの指し示じとして、これから君には相対戦をして貰もらう」

「はあ!?」

　中ちゆう等とう部ぶの襲しゆう名めい者しや。それも襲名して間も無いだろう。初はつ戦せん闘とうの可能性もある。

　だが、と正純は思った。

「いいか？　今、君がここにいるという事は、慶けい長ちようの役えきを進めようというP. A. Odaへの背はい任にん。そうとられる可能性が高いんだ。そしてまた、私達としても、君を信用していいか解わからない」

　これは事実だ。しかし外がい交こうに不ふ慣なれであろう少年には、明めい言げんが必要だ。

「──面めん倒どうだろうが、聞いてくれ。君も、主しゆ家けへの背任と私達の不ふ信しんを薄うす々うす感じていたから、隠かくれてきたし、毛もう利りを通してきたのだろう。違うか？」

　問うた先、少年はややあってから、小さく頷いた。そして視線をこちらに向け、

「──任まかす。大だい体たいは解ってるが、利り害がいの一いつ致ちってのは、俺おれの方で決められねえし」

「Ｊｕｄ．、とりあえず、では、私達の利害のため、その身を使ってくれ。──上杉相あい手ての相対戦。これをもって、君の覚かく悟ごの証しよう明めいと、私達の信用を兼ねよう」

・●　画：『カラダを使うのね……。うん、私はいいわ。許きよ可かするわ』

・金マル：『ガっちゃん充じゆう実じつだけど、その子、どのくらい出来るの？」

　どうだろうなあ、と呟つぶやきながら、しかし正まさ純ずみはこう思った。

　……さっきの銃じゆう撃げきを見るに、結けつ構こう、やるんじゃないか？

　相手は本ほん庄じよう・繁しげ長ながだ。彼女は盾たて使づかいだから、基本は打だ撃げき系けい。ならば射しや撃げきが有利の筈はず。

　だよな？　と繁長を見ると、彼女は既すでに装そう備びを確かく認にんして、

「さて、小お田だ原わら征せい伐ばつでも用いた、小こ型がた砲ほう重視というスタイルで行くのであるが」

「……何か予定と違う気がするが、まあいいか」

　いいの？　という周囲の声は聞かない事にする。襲しゆう名めい者しやだったら何とかするだろう。

　そして正まさ純ずみは、少年に向かって指し示じを飛ばした。

「極きよく東とう、武蔵むさしの副ふく会長として、前まえ倒だおしの歴史再さい現げんの指示を行う。

　──君の任にん務むは、歴史再現における関せきヶ原はら前の上うえ杉すぎ攻ぜめだ。勝敗を強きよう制せいするものではないので、訓くん練れんの延長と思ってやって欲しい」

「訓練か。──だったらそのつもりで行く」

　と、長岡が繁長の方を見た。

　そして彼が腰の前で腕を交こう叉ささせ、左右の柄えを握り、こう叫んだ。

「来いやあ……！」

　それが、戦せん闘とうの合あい図ずだった。







[image: 第十三章『競争駕籠のアタッカー』]
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　繁しげ長ながは、敵と相あい対たいした瞬しゆん間かんに、お互いの距離を目もく測そくした。

　彼ひ我がの位い置ち関係は正面向き合いで十六メートル。

　場所は、東へと回かい頭とう中ちゆうの武蔵むさし上じよう。硬こう化か木材の甲かん板ぱん上で、ほぼ完全な平面だ。

　戦せん場じようとしてはこの上ない状況だと繁長は思った。しかも、

　……挨あい拶さつ無なしとは、良い度ど胸きようである！

　上越露西亜スヴイエート・ルーシでは、基本、激げき突とつは〝挨拶〟を有するものだ。開始の挨拶が無いならば、それは完全な敵てき対たいの意い思しを示すものとなる。

　無む論ろん、上越露西亜は聖協教譜オルソドクシアだ。寛かん大だいな心を持つが故ゆえ、戦せん闘とう後ごにはこちらからの挨拶は忘れないようにしたいものであり、

「──行くとも！」

　と、繁長は相手の呼び声に応じ、前に一歩を踏み出そうとした。

　直後。

「おい馬ば鹿か」

　敵の背後に立っていた輝てる元もとが、相手の後こう頭とう部ぶに手しゆ刀とうを叩たたき込んだ。

「あたしが近くにいるのに〝来いやあ〟じゃねえだろ。危ねえだろお前」
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　幻げん庵あんは、ほう、と感心の吐と息いきを持って、その説せつ教きようタイムを見ていた。

　腰に手を当てた輝元が、言い含める形をもって、少年を諭さとしている。

　確かに、先さき程ほどの少年は軽けい率そつだった。戦闘に逸はやるというより、恐らくは緊きん張ちようと焦あせりだろう。相手しか見えなくなって、自分の状況すら見失っていた。

　……あのままだったら、負けたねえ。

　何しろ、繁長が異常だ。

　初しよ速そくの一歩目。それは普通、単に自分を前に打ち出すものではない。身体からだを起こし、二歩目からの疾しつ走そうを生む〝走って行く姿し勢せい〟を作るための一歩だ。

　だが、繁長は初めの一歩で、

　……随ずい分ぶんと詰めた。

　距離十六メートル。そのうちの、三分の二程ほどを、一歩目で縮めた。

　初速重じゆう視しの疾走、というよりも、

「初速の踏み込みに特とつ化かした挙きよ動どう。恐らく、二歩目以い降こうの速度はあまり上がるまい」

　何しろ、腰の位置が低い。

　走るなら、腰は上がる。そうではないならば、それは、今の一歩目が疾走用ようのものではないという事だ。

　だとすれば、今の一歩は、

　……恐らく、相手の懐ふところに入り、安定した一いち撃げきを即そく座ざに放つための一歩。

　今回は距離を跳んだが、実際は短たん距離で低く、高速で行われる筈はずだ。

「低いがため、重く、止めようのない速度を持った動き。……氏うじ照てるがやられた訳わけだねえ」

　繁しげ長ながは近きん接せつ系けい。主しゆ武ぶ器きは手持ちの短たん刀とうや剣だが、本ほん庄じよう楯たてという術じゆつ式しきがある。それは、至し近きんで打うち込めば壁を叩たたきつけるようなものだが、大おお物ものの盾たてを相手に向けて打つには、身体からだが安定していなければならない。

　回り込むだけでは駄だ目めだ。

　盾を打ち込むために、姿し勢せいを整えるだけの余よ裕ゆうも、膂りよ力りよくも必要なのだ。彼女がそれを自由に為なせるのは、

「雪の多い戦せん場じようで、足を埋うずめながらも動く戦いを、常にしているからだろうね」

　氏照との戦せん闘とうが想そう像ぞう出来る。

　氏照が放つ高速の連れん斬ざんとトリッキーな刃やいばの軌き道どう変化に対し、繁長はその全身の挙きよ動どうを用い、回り込み、幾いく度ども懐に入った筈だ。

　氏照は、そこで退ひく事なく攻こう撃げきで返し続けただろう。

　そのたびに繁長は今の〝一歩〟を可能とする膂力で逃げ、身体を制せい御ぎよし、回り込んでの攻撃を狙ねらったに違いない。

　小こ柄がらな身体で、大した加か速そく術式も使用していない。

　魔ま神じん族ぞくと人間の混こん血けつというものが成立させた、彼女だけの〝力〟と〝技〟だ。

　だが、そんな繁長が、今回は〝跳んだ〟。その事実から考えるに、

　……繁長は、この勝負を自分の有利と見たか。

　しかし、いつもの歩ほ法ほうでは、その機き会かいを失するかもしれない。

　だから繁長は、勝つ為ために、最さい善ぜんの方法に切り替えたのだ。だが、そうだとするならば、

「……見事なのは輝てる元もとだねえ」
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　……単なる交こう渉しよう系けいヤンキーかと思えば、違う部分もあるのね。

　成なる実みは思った。輝元の今のタイミングは、意い外がいに〝合っていた〟わね、と。

　勝負とは、その始まりで決まる事が多い。特に両者の戦せん力りよく差さがあり、正面からぶつかった場合は特に、だ。

　繁長は、即そく座ざに決めるつもりで行った。

　真まっ正しよう面めんからの押し切りだ。

　輝元が長なが太ぶとを叩たたいたのは、彼女自じ身しんが巻き込まれるのを警けい戒かいしたのか、それとも、始まりの激げき突とつを外すためだったのか。

「……解わからないわね」

　だが、外した。そして現状、説せつ教きようタイムが始まっているが、

「いいか？　お前はもうちょっと周囲を見ろ、いいな？」

「わ、解ってるよ」

「馬ばァ鹿か、解ってねえからあたしを巻き込みそうになったんだろうが！　ほら！　右、左、ちゃんと左右確かく認にんしろ！」

　などとやっている。これは、説教に見えて、

・●　画：『肩の力抜ぬかせてる、って見るのは贔屓ひいき目め過ぎるかしら』

・ウキー：『本ほん庄じよう・繁しげ長ながの方も、少々、戸と惑まどっているようだな』

　彼にもそう見えるらしい。

　繁長は達たつ人じんだ。だからこその初しよ撃げき狙ねらいだろう。手て数かずが増え、戦せん闘とうが長引けば周囲を巻き込むのだから。

　しかし彼女の機き先せんは封じられた。

「よーし」

　輝てる元もとが仕切る。長なが太ぶとの頭を軽く二度、三度、と叩たたき、彼女は両者の間に立つ。

　そして輝元が、後ろに軽く下がりながら、両の手を頭ず上じようで交こう叉ささせた。

　……これは、繁長にとってキツいわね。

　開始のタイミングを、他人に取られるのだ。

　逆に、長太にとってはベストの状況とも言える。

　達人の繁長と、同じ拍ひよう子しで動けるのだ。

　そして輝元の声が聞こえた。

「──始めろ」
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　声と快かい音おんが響ひびいたのを、ミトツダイラは聞いた。

　二発だ。

　長太の両腰ごしから引き抜かれる銃じゆう鎖さ刀とう〝三十六歌か仙せん〟。その一いつ丁ちよう分ぶんを、彼は抜き撃ったのだ。

　……早はや撃うちですわね……！

　銃として見た場合、〝三十六歌仙〟は意い外がいに厄やつ介かいな武ぶ器きだ。

　普通の拳けん銃じゆうは腰こし着つけの場合、グリップを上に置くため、銃じゆう口こうは下を向いている。

　だが、〝三十六歌仙〟の場合、両腰から持ち上げて柄えが引き抜かれた時、斜めの簾すだれ状じように連続した銃口が既すでに敵の方を向いているのだ。

　銃の発はつ射しやシステムを使用者の発声におく〝三十六歌仙〟は、鞘さやから抜けた銃口から順に、敵を射しや撃げき出来る。

　今もそうだ。

「あ」

　という長なが太ぶとの声に重なり、二発分ぶんの射しや撃げきが走った。

　腰の高さ。攻こう撃げきとしては避けにくいものを、左右の二に撃げきで送る。

　対する繁しげ長ながは、前に出ていた。

　双そうの弾だん丸がんに対し、前に出ながら、どのような回かい避ひをするか。その答えは、

「見事ですわ」

　繁長は腰を落とし、更さらに上じよう半はん身しんを前に、腰こし下したにまで倒したのだ。

　上半身の前ぜん傾けいが、一気に彼女のシルエットを潰つぶした。それはまるで、

・ウキー：『不ふ転てん百足むかでの前進のようだな』

・不退転：『私のは疾しつ走そう用ようとして上じよう半身を下に押しつけるための前傾。踵きびすを上げてもいるわ。

　繁長のは、上半身を被ひ弾だんさせぬための前傾。だから身体からだが倒れないように、ベタ足ね』

　方向性が逆なのに、見た目が似るというのは面白い。

　だが、ミトツダイラとしてみれば、繁長や成なる実みの動どう作さはいろいろな参考になる。

　……私の加か速そくは、姿し勢せいを低くするのが難しいんですのよね。

　だから、回かい避ひの多くが前ぜん後ご左右の動きに縛しばられる。上下を入れようとしても、上に向けて跳ちよう躍やくするのは着ちやく地ちを狙ねらわれて危険だ。

　出来れば、下方向への回避を自分の中で明確な技にしたい。何な故ぜなら、

　……下に身を沈めていくのは、前に進みながら行えるんですもの。

　高こう速そく回避で左右に振れば、回避は楽だ。が、その一方で、敵からは遠ざかってしまう。

　自分が前に進みながら行える回避としては、現状、貧ひん乳にゆう回避しかない。

　可能なら、この前傾型がたの前ぜん進しん回避も憶おぼえておきたい。

　見本は、今、目の前にある。

「行きますわね」

　繁長の沈めた顔かお横よこ、やや上の辺りを弾だん丸がんが抜けていった。

　対する長太は、一つの動きを取る。

「く」

　バックステップだ。

　距離を空あけ、射撃が可能な間まをとる。そして長太が〝三十六歌か仙せん〟を更さらに抜き、声を重ねて銃じゆう撃げきを響ひびかせた。

　だが、ミトツダイラは今の長太の判はん断だんに対し、こう思った。

　……悪い内容ですわ……！
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・立花嫁：『良くないバックステップと射しや撃げきです。つまり、その……』

・金マル：『真ま後うしろに下がっても、意味無ないよねー……。ここはもうちょっと、ええと』

・貧従士：『な、何だか皆して〝手伝ってやりたい感〟バリバリですね！』

・俺　　：『つーか長なが太ぶと、何か悪いの？　おい、ネシンバラ』

・未熟者：『そうだね葵あおい君くん、真後ろに下がると、負の方向にタメが入ってしまうんだ。特に敵が闇やみの召しよう喚かん魔ま法ほうの使い手だった場合、背後に深しん淵えんの口のようなものを召喚されると、そのまま虚こ空くうに飛び込まされてしまう。敵はこちらの背後が見えている訳わけだからね。つまり』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．……！　我が王？　あの場合、真まっ直すぐ後ろに下がっても、相手が前に出てきてしまうから、結局は同じ状況が続くだけになりますの。

　大体、真まっ正しよう面めんから射撃したところで、今、回かい避ひされましたでしょう？

　つまり、これからまたバックステップで射撃しても、既すでに無む駄だだった事を全く同じ構こう図ずで繰り返すだけになりますのよ？』

・ホラ子：『ではミトツダイラ様、どうするのが正解だったのでしょう？』

・銀　狼：『少なくとも、彼は右に振った方がいいですわね。

　だって、──繁しげ長ながは右腰こしに携けい帯たい大たい砲ほうを提さげてますもの』
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　繁長は、己おのれの初しよ手てで狙ねらった。

　右腰の携帯大砲。元々は、高速で踏み込んだ際に用いるものだった。

　正面から飛び込めば、こちらが近きん接せつを狙っていると敵は思うだろう。腰を低くして行けば尚なお更さらだ。

　だが、それらはフェイクだ。

　初手は砲ほう撃げきだ。自分の決め手と言えるのは本ほん庄じよう楯たてだが、あれは発はつ動どうさせてから打だ撃げき発はつ射しやするため、タイムラグが存在する。

　砲撃は、威い力りよくは低いものの、即そく座ざに撃うてる。反はん動どうなどはあるが、撃つ時の構えは本庄楯を放つ時と似ているため、即座の疑ぎ似じ本庄楯として使えるし、慣れている。

　だからそうした。

　ベタ足の低てい姿し勢せいで飛び込んだのは、砲撃の安あん定てい姿勢を得るため。

　身体からだを前ぜん傾けいさせたのは、右の携帯大砲の展開を隠かくすためだ。しかし、

　……毛もう利り・輝てる元もとが、やってくれたものである……！

　先さき程ほどの一歩目を止められた時、携帯大砲を展てん開かい仕し掛かけていた。

　それを見られたか、どうか。

　解わからない。

　ただ、敵は、真まっ直すぐに下がった。

　戦いに不ふ慣なれなのは解っている。何しろ中ちゆう等とう部ぶの学生だ。戦せん闘とうが習しゆう慣かんとなっておらず、〝咄とつ嗟さの判はん断だん〟で、日常動どう作さの延長が出る事はよくあるだろう。

　今がそうだ。

　敵は身体からだの正面を向けたまま、後ろへとステップする。

　その動きはいけない。前に出るこちらに対し、何の変化も無い。

　大体、腰に帯びている銃じゆう鎖さ刀とうは、前まえ上うえ方向に抜き撃うたれるものだ。抜くなり、腰の高さで相手を狙ねらえても、腰より下の相手を即そく座ざに撃つには向いていない。

　地を追ってくる相手に対し、単たん純じゆんなステップでは駄だ目めなのだ。

　こちらに対し、身体を軽く折ればよかった。そうすれば腰は傾き、銃じゆう口こうはこっちを見る。

　しかし今、敵は、距離を取ろうとして身体を反そったステップを行った。

　懐ふところに入られたなら、スエーバックもよかろう。

　だが、低い位置を行く自分に対して反れば銃口は上を向く。そしてこちらにとっては的まとが縦たてに長くなるようなものだ。だから、

「一歩目」

　距離は約三メートル。

　その位置から、右脇わきを通すようにして、繁しげ長ながは砲ほう撃げきを叩たたき込んだ。
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・俺　　：『どーすんのこういう時』

・●　画：『防ぼう護ご術じゆつ式しき？』

・あさま：『ですよね』

・金マル：『黒魔術シユヴアルツテクノなら砲撃用よう加か速そく術式のカウンターもあるよん』

・蜻蛉切：『割かつ断だんや割かつ打だより、刺し突とつでそのまま相手に攻こう撃げきで御ご座ざろうか』

・賢姉様：『巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよよ──！　ミトツダイラは貧ひん乳にゆう回かい避ひね！』

・ウキー：『小型砲ほうなら一発くらい我が慢まんであろうな』

・貧従士：『いや、あのくらいなら０．７あいたあーくらいで』

・十ＺＯ：『な、何な故ぜ、素直に回避がいないので御座るか!?』

・傷有り：『す、すみません、王賜剣エクスカリバーがガードしてくれますので……』

・十ＺＯ：『いや、それは王賜剣の守りであって、メアリ殿どのがしているのとは別に御座る。そして、メアリ殿の回避については、自分に任せて下され』

・ホラ子：『盾たてになるという事ですか』

・十ＺＯ：『回かい避ひ！　回避に御ご座ざるよ！』
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　長なが太ぶとが回避を行うのを、義よし康やすは見た。

　……お？

　それは、しかし、単なる回避運動ではなかった。

　長太は、砲ほう撃げきの発はつ射しやを更さらに避けようとした。身体からだを後ろに倒し、身を反そらせ、

「────」

　後ろに、尻しりから転んだのだ。
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　は？　と成なる実みは自分の視し界かいを改めた。

　役やく職しよく者しやクラスになると、戦せん場じようの推すい移いを読む癖くせがついている。他人の戦せん闘とうを見ていても、〝こういう流れになるかしら〟というのを自分の頭の中で無む意い識しきに組み立て、その想そう像ぞうと実際を重ね合わせていくのだ。

　だが、今のは予想外がいだった。

　ゆえに瞬まばたき一つで、成実は自分の未来予よ測そくを切り捨てた。三十程ほど浮かんでいたこれからの展開をアジャストし、今いま起きている事を冷静に見る。そして、

「転んだ？」

　その通りだ。

　少年は、一いち度ど身体を強く反らせ、バランスを失した。上じよう半はん身しんの動きに、足が付いてこなかったのだ。

　反応は良かったが、動きの訓くん練れんが出来ていない。否いな、

　……繁しげ長ながクラスを想そう定ていした訓練や、実じつ戦せんを経ていないのね。

　確かに、普通の訓練では、いきなり小型砲ほうのフェイク撃うちはやらない。初しよ手て狙ねらいの奇き襲しゆうなど、知ち識しきとして教えても、訓練はさせないものだ。

　だが、繁長はそれをやった。

　……相手も自分に近いレベル、と考えて、手を抜かずに行ったわね。

　当たれば良し、当たらなくても示し威いになる。そんな警けい戒かいを込めた一発だ。

　対する少年は、その攻撃に反応した。しかし、彼がまず得たのは、驚きだ。

　繁長のした事に、驚いて、身体の動どう作さをミスした。

「ああ」

　成実は眉まゆが歪ゆがむのを自覚しながら呟つぶやいた。

「以前、何ど処こかの馬ば鹿かな半はん竜りゆうが、攻こう撃げきすべきところで人の胸を揉もみに来たわね」

・ウキー：『成なる実み、あれは事故だ』

「狙ねらってやったなら半はん殺ごろしにしてたわ」

・ウキー：『それはない。──故こ意いの気け配はいがあったならば、貴き様さまは何な故ぜかを問うた筈はずだし、拙せつ僧そうは答えていた筈だからだ』

　でしょうね、と肩の力を抜きながら、成実は頭の中で視線の先の戦せん闘とうを読む。

　少年は倒れた。これが自分達たちにとって意い外がいであるならば、

「──繁しげ長ながにとっても同どう様ようね」
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　繁長は、戸と惑まどった。

　……いかんのであるぞ……!?

　これは、実じつ戦せんだった。国家の判はん断だんが掛かった勝負だったのだ。

　しかしこの少年は、襲しゆう名めい者しやとは思えない戦闘の経けい過かを突っ走っている。

　何故であるか。

　戦闘の経験が浅いのは解わかる。中ちゆう等とう部ぶという経けい歴れきから言って、そうでなければおかしい。

　ゆえに、自分もそのレベルの相手という事を念ねん頭とうに置いていたが、

「────」

　驚き、転てん倒とうされた動きに、自分も焦あせりを飼ってしまった。

　自分の読みが思わぬ形で外れた事に対し、頭の中でいろいろと組み直し、

　……く。

　身を前に倒し、前進していたのが不ふ覚かくだった。

　間に合わない。

　敵が腰を落とし、身を低くしたならば、そのまま本ほん庄じよう楯たてを叩たたき込むつもりだった。実際、砲ほう撃げきの際に右手を後ろに振りかぶっているのだ。

　だが、転ばれては高さが合わない。

　前に行く動きに合わせ、蹴けりでもぶち込むべきだと思うが、

「……っ」

　少年が、柄つかから手を離していない。倒れた事で、腰から引き抜かれつつある銃じゆう鎖さ刀とうが撓たわみ、彼の足あし下もと側がわにいるこちらにまでも幾いくつかの銃じゆう口こうを向けている。

　彼の射しや撃げきは正確だ。天てん上じようを向いて転んだ少年から見れば、接近するこちらはいい的まとだろう。

「あ」

　銃じゆう声せいを呼ぶ声が聞こえ、射撃音おんが響ひびいた。

　瞬しゆん間かん。繁長は次の動きを強ごう引いんに取った。

　右で放った砲撃の反はん動どうを利用し、後ろ向きの左スピンを身体からだに掛けたのだ。

　移動したのは正確に身体からだ一つ分のスライド。しかし、

　……この少年の射しや撃げきは正確なのである！

　思った通りの軌き道どうで、高速の弾だん丸がんが自分の右を抜けていった。

　解わかりやすい。

　それはあまり、いい事では無い。

　敵てき対たい状況にある者ではあるが、この少年は、惜おしいと思う。反はん応のう速度などは充分だが、経験不ぶ足そくが問題だ。

　先さき程ほど、剣けん群ぐんを穿うがった手て捌さばきから言って、この少年はもう少し経験があるのかと思っていた。

　そうではなかった。これは、

　……訓くん練れん主体で出来た〝エリート新しん人じん〟であるな！

　P. A. Odaが人じん材ざい不足という訳わけではあるまい。寧むしろ、人材が豊富であるが故ゆえ、このような世代から選せん別べつし、鍛きたえる事が可能なのだ。今回は、慶けい長ちようの役えきに出場し、そこで戦せん場じようを学ぶ筈はずだったものを、輝てる元もとがここに連れて来たに過ぎない。

　さて、と繁しげ長ながは反射の動きの中で思った。

　自分は軌道をスピンで左にズラした。

　ここから先は、やや面めん倒どうだ。

　敵は倒れているが、射撃が出来る。至し近きんに寄るのは避さけたいところだ。

　右手で本ほん庄じよう楯たてを打てればいいが、右の脇わきには展開した携けい帯たい大たい砲ほうがある。

　敵が下に倒れている以上、右腕うでを下に振り下ろすには、脇の砲が邪じや魔まになる。

　だとすれば、ここで自分が行うべきは、

　……頭の方に回るのが得とく策さくであるか！

　後ろ向きに倒れた以上、頭ず上じよう方向を見上げるのは難しい。

　ならばこちらは携帯大砲を収しゆう納のうしながら、敵の頭上側がわに回り、すれ違い様ざまに本庄楯を叩たたき込めば良い。

　既すでに携帯大砲は次じ弾だん装そう塡てんのコッキングに入り、軽く回っている。

　右腕は、敵の傍かたわらを過ぎる時にフリーとなった。

　後は走りながらもう一度スピンを入れ、斜め打ちに左の本庄楯を相手へと打ち込めば良い。

　仕し留とめる。

「──本庄楯！」
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　成なる実みは、もう一回、戦場の流れを改める必要性を得た。

　目の前。自分の位置からは真ま横よこ視し点てんで見える繁長対長なが岡おかの戦せん闘とうが、また妙みような流れを摑つかんでいたのだ。

　……は？

　生じたのは、成なる実みにとってはあり得ない事。

　退たい転てんだった。
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　成実が見たのは、少年が逃とう走そうに移る動きだった。

　まずは、倒れていた少年に向け、その頭ず上じようを通り過ぎた繁しげ長ながが攻こう撃げきをぶち込んだ。

　すれ違い身を振り返らせた瞬しゆん間かんの、下か段だんとなる本ほん庄じよう楯たてだ。

　幾いくら姿し勢せいを低く出来る繁長と言えど、後ろ向きに低てい空くう水平打ちは難しい。ゆえに彼女がとったのは、安全策さくとしての斜め打ちだ。

　殴なぐりつける動きで放たれた盾たては三枚。倒れた少年の頭、首、胸辺りに、波なみ瓦がわらのように連続して重ねた打ち込みだ。

　だが、その直ちよく撃げきがある前に、少年が動いていた。

　無む造ぞう作さな起き上がりだった。

　跳ねるでも、転がるでもない。ただ朝起おきるように身を起こし、

「……！」

　顔を上げた後ろ。甲かん板ぱんに本庄楯が激げき突とつする。

　その破は壊かいの余よ波はに追われるようにして、彼は身を前に送った。半なかば転ぶようにして、

「うわ……！」

　繁長に対し、完全に背が向いている。不ふ退転の己おのれから見れば、見事な程ほどの逃げっぷりだ。

　……凄すごいわね。

　いつ死んだっておかしくない。

　何な故ぜなら、背を見せるとは、戦わずに逃げるという戦せん術じゆつだ。つまり、逃げ切れなければ死ぬしかない。そんな二に択たくに自分を追い込む事の危険を、少年は多分解わかっていまい。もしくは、

「対たい抗こう手段が、ある？」

　疑問した瞬しゆん間かんだ。

　二つの動作が、相あい対たいの戦せん場じように生まれた。

　一つは、繁長が靴くつの裏にスキール音を響ひびかせて姿し勢せい制せい御ぎよに成功。逃げる少年へと完全に振り返った事だ。

　そしてもう一つは、逃げる少年が、

「────」

　両腕うでを左右に振った。彼が手にしているのは十八の銃じゆうからなる〝三十六歌か仙せん〟の左右。その振りは大きく乱れ、腕が肩から揺らぐ程だ。

　焦あせっている。その事がよく伝わる無む駄だばかりの動きだが、

　……どうかしら。

　三十六の銃じゆう口こうが、後ろへと射しや撃げきを放ったのだ。
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　少年の声は、逃げ、走りながら、

「あ、あ、あああ……！」

　と響ひびき、それに応じて空中で銃口が高らかに吠ほえて跳ね続けた。

　銃じゆう鎖さ刀とうは射撃の反はん動どうで波なみ打うち、数にして三十六の火ひ花ばなを少年の逃げた道へと叩たたき込む。

　背後を確かく認にんしない発はつ射しやだ。当然のように、先さき程ほどまでの彼が持っていた正確性せいは無い。

　単なる盲もう管かん射撃の群は、しかしその数によって弾だん幕まくとなった。

　対する繁しげ長ながは、振り返ったばかりだった。

　速度はない。だが、今こそ彼女は腰を落とし、走る少年の背と腰に向けて、

「本ほん庄じよう楯たて……！」

　弾幕に対する壁にもなる、水すい平へい打うちの上下二に段だんだ。

　流りゆう体たい光こうの盾たては、弾だん丸がんを食いながら風を切り、少年を襲おそった。
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　義よし光あきの視し界かいの中、嚙かみ合わない筈はずの二人の動きが、嚙み合い出していた。

　始まりにおいて、少年が未み熟じゆくによって転び、繁長は自分の攻こう撃げきを戸と惑まどった。

　だが今、逃げる少年を追つい撃げきする構こう図ずに、繁長が乗っている。

「戦せん術じゆつというものが、自然発はつ生せいしておるのう」

　最初は、輝てる元もとが戦せん闘とうの流れを止めた。

　次は、少年が未熟な激げき突とつを望み、失敗した。

　繁長としては、戦術の見直しを二度行わされている。

　しかし、今は違う。少年が逃げ出した事によって、追う者と追われる者という、二つの戦術の構図が出来上がったのだ。

　少年が未熟であるからこその逃とう走そうだが、

　……これはきっと、少年にとっては不利な構図ぞえ？

　少年は、逃げる事なら〝出来る〟のだ。

　だがそこには、意い外がい性せいなど無い。追う繁長にとってはちゃんと勝負が出来ると言う事だ。

　……そのせいか、繁長が、また熱くなっておるのう。

　未熟者もの相手に、自分の視し界かいを防ぐような盾の上下二段打ちは少々行きすぎだ。

「義よし光あき様！　あの繁しげ長なが、カリカリしてるモン！」

「鮭しやけ延のべがいると自覚を確かく認にんせずに済むから楽よのう」

　それでも、

「──それでも、繁長の勝ちよのう」

・義　　：『そうなのか？　足あ搔がく事で、勝しよう機きを摑つかめるとも思うが』

　それに、と義よし康やすが告げた。

・義　　：『上下二に段だんで本ほん庄じよう楯たてを打つなど、己おのれの視し界かいを塞ふさぐだけだろう。繁長は、自分の戸と惑まどいを無くそうとして、熱くなり過ぎだ』

「まあ見ておれよ」

　義光が呟つぶやいた瞬しゆん間かんだった。

　戦せん場じようが、もう一度嚙かみ合った。

　繁長の飛ばした本庄楯の行き先。そこにおいて走っていた少年が、いきなり、前に身を投げ出したのだ。

　背後を見ないアクションだった。
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　やはり、と義康は思った。

　恐らく、あの長なが太ぶとは、背後から本庄楯が来ている事に気付いていなかった。

　ただ、背後からの攻こう撃げきが〝あるかもしれない〟と考え、前に跳んだのだ。

　それは、臆おく病びようだ。

　己に力がないと自覚した者が、力ある者に相あい対たいした時に、得るもの。

　だが、その臆病には、二つある。

　一つは、自分の無む力りよくを感じる臆病。

　もう一つは、

　……相手の強きよう大だいを感じる臆病だ。

　前者は、ただ逃げるしかない。しかし、後者は、

「抵てい抗こうするぞ」

　相手が強大ならば、逃げ、勝しよう機きを窺うかがう。

　必ず、無む理りはしない。無む謀ぼうも、勇気と勘かん違ちがいする蛮ばん勇ゆうも無い。ただ、敵は強大であり、まともに立ち向かえば砕くだかれると理解の上で、

「動け……！」

　義康の視界の中、長太が身を動かした。頭からの滑り込み。しかし左右から前に手を振って、着ちやく地ちの受け身とする姿し勢せいだ。

　彼の頭ず上じようを、本庄楯が抜けた。

　回かい避ひしたのだ。

　一いつ瞬しゆん。少年の身が緊きん張ちようし、前に跳とぶ速度が乱れた。

　だが、彼の両手にある銃じゆう鎖さ刀とうは、弧こを描いて前に振られ、

「──それが貴き様さまの決め手か！」

　義よし康やすの視し界かいの中で、銃鎖刀が変へん形けいしていた。

　左右にて簾すだれ状じようになっていた十六の銃じゆう身しんが、真まっ直すぐに連れん結けつされたのだ。
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　忠ただ興おきは、焦あせっていた。

　……どういう事だよ!?

　訳わけが解わからない。

　否いな、関せきヶ原はらの際、会あい津づ征せい伐ばつの流れで、自分が上うえ杉すぎ側がわに乗り込むのは正しい。

　だが、どうしてここでいきなりそんな事になるのか。

「くそ」

　忠興は、いろいろな事を思い出していた。

　自分がここにいるのは、情なさけない事だが、ある目的に対しての助じよ力りよくを乞こうためだ。

　やらねばならない事がある。それを果たさずして死ぬ訳わけには行かない。今の自分にとっては、今日きよう、明日あしたこそが大だい事じなのだから、ここで重じゆう傷しようを負う訳にも行かない。だが、

　……どうすりゃいいんだよ！

　解っているのは、手の中の〝三十六歌か仙せん〟だ。

　今、後ろの怖こわい姐ねえちゃんの攻こう撃げきが来てると思ったら、ホントに来てた。そしてヘッドスライディング入れて、今度は立ち上がったら右にでも逃げようと思っていたのだ。

　だけど、手の中で、〝三十六歌仙〟の重みを感じた。

　この、左右から前に腕を振る動きは、〝三十六歌仙〟を操あやつる手て捌さばきそのものだ。

　……行けっか……!?

　行けるんじゃねえかと、そんな気がした。

　起き上がり様ざまに銃じゆう身しんを展開すれば、

「行ける……！」
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　忠興は、決めた。

　反はん撃げきする。それも自分の大おお技わざで決める。

　そう決めた。

　ヘッドスライディングの姿し勢せいが床を滑る際、忠興は身を捻ひねった。

　足を搔かき、滑る方向はそのままに、身体からだの前後を入れ替える。

　一回身みを転がせば、腹ばいだ。足をやや開けば、

　……狙そ撃げき姿し勢せいだ！

　前を見れば敵のいる方向。後は、〝三十六歌か仙せん〟を連れん結けつ展開するのが先せん決けつだ。

　両の腕を前に振り切り、忠ただ興おきは両手にて一いつ直線となった二本の銃じゆう身しんを合わせようとした。

　しかし、

「────」

　無む理りだった。両の手の間に、挟はさまっているものがある。

　否いな。正確には、

　……挟まってきた!?

　前から、こちらに、割り込んで来るものがある。その正しよう体たいを忠興は見た。

　急ぎ振り向き、狙撃姿勢となった自分の顔がん前ぜん。そこに、分ぶ厚あつい白の板があるのを、だ。

　……壁。

　流りゆう体たい光こうの盾たてだった。

　直ちよく撃げきした。







[image: 第十四章『慣れ場の油断使い』]
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・金マル：『あー、顔がん面めん行った行った。転がってる転がってる。こりゃあ駄だ目めかな？　駄目かな。うん。駄目だねえ』

・銀　狼：『マルゴット、実じつ況きようになってませんわよ？』

・●　画：『とりあえず動どう画が撮とっておいたけど、どうする？』

・蜻蛉切：『一応、拙せつ者しやの方には寄よ越こして頂いただけるで御ご座ざるか？　戦せん闘とうの資し料りようにはなるので』

・副会長：『というかこれからどうするんだ？　おい、葵あおい、何を墨ぼく汁じゆうと筆ふで用意してんだよ！』
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　気き絶ぜつした少年を、有ゆう志しが剝むきに行くのを、誾ぎんは見ていた。

「よーし、じゃあ、敗はい北ぼくの処しよ罰ばつの歴史再さい現げん行くかー。とりあえず、将来的に俺おれらへの敗北となるものを一個稼かせいじまったって事で」

・○べ屋：『え!?　身体からだに落らく書がき!?　何それ、軽いよ！　ニョッキくらい出そうよ！』

・俺　　：『いやこいつ中ちゆう等とう部ぶだし、あまり重いのは将来に響ひびくだろ流石さすがに』

「フフ、大体、負けたら身体に落書きは極きよく東とうの勝負事ごとのルールよねえ」

「喜き美み、それは羽は根ね突つきとか、そういうのだけですからね？」

「でもソーチョー、墨すみでやるのはいいけど、それ、ちゃんと水で落ちるヤツだよね？」

　などと、第三特とく務むまで監かん視し場じようから降りてきてやってるのはどうかしてる。

　一方、勝者となった繁しげ長ながの方は、

「──よし」

　と、振り上げていた右足を下ろし、しかし、幾いく度どかまた振り上げている。

「見事ですね、誾さん。あの本ほん庄じよう氏し、本庄楯たての追加発はつ射しやの際、低てい空くう水平打うちを手で行うのが難しいと解わかった瞬しゆん間かん、足で蹴けり打ちましたから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、見たところ、本ほん人にんも希まれなケースだったようですね」

　首を傾かしげながら、空中を蹴り試す彼女を見るからに、咄とつ嗟さの技であったのは確かなようだ。

　……それを実じつ戦せんで行い、決める事が出来るのが、経験と、そこから導かれる〝本ほん物もの〟だという事でしょう。

　何の練習もなく出来る〝大おお物もの〟もたまにいる。どちらかというと、宗むね茂しげがそうだ。彼は戦闘におけるバランス感などで、センスともいえるものを持っている。

　が、しかし彼とて、戦闘役としての位置を得るには、相当の経験を必要としたのだ。

　そして、今、戦せん場じようにいた少年には、それが無かった。

　経験も、センスも、戦闘力りよくも、少なくともこの戦場向きではなかった。

　さっきの敗北がそうだ。今、尻しりに〝まけ　いぬ〟と左右に分けて書かれてるが、あれ、自分から見えなくて危険ではないかと思うが、

「彼は、本ほん庄じよう氏しの実力を、読み間違えたというか、読む事も出来なかったのですね」
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　義よし康やすは、戦せん闘とうの流れを決した最後を、思い返す。

「……最後、長なが太ぶとはあの銃じゆう鎖さ刀とうを用いて何かをしようとしたが、まず、もう一度逃とう走そうすべきだったな」

・九尾狐：『解わかるかえ？　義康』

　ああ、と義康は頷うなずいた。

　繁しげ長なががラストの盾たてを蹴けり込んだのは、長太の挙きよ動どうを見たからだ。

　何かをしようとしている。その警けい戒かいゆえ、繁長は近付かず、盾を蹴り込んだ。

　無む論ろん、繁長から長太までは距離があった。それに油ゆ断だんし、彼は彼女に背を向けていた。

　だがその距離は、繁長にこそ有利なのだ。

　何な故ぜなら、長太が何かしようとしても、繁長にとっては余よ裕ゆうをもって動く事が出来る。

　蹴り込んだ盾が外れたとしても、彼女は次の動どう作さをとれただろう。

　無論、繁長の視し界かいは、先に放たれた二段盾で一回塞ふさがれていた。自分はそれを長太に与えられた反はん撃げきの好こう機きと捉とらえていたが、

「義よし光あき、お前の言う通りになったな」

・九尾狐：『何な故ぜかは解るかえ？』

「ああ、反撃をしようにも、長太は戦闘の流れを読めない。だから、その入りも、動きも遅かった。──銃じゆう身しんをどうにかしようとしていたが、あれは、ヘッドスライディングをすると見せかけての動作ですべきだったな」

・九尾狐：『頭から滑り込んで、更さらに狙そ撃げき姿し勢せいに身を回すとなると、位置はほとんど左右に振れぬしのう……』

「ただ、長太は、そういう戦せん術じゆつしか知らないのだろう」

　それに、

「戦闘経験も少ない筈はずだ。だから解らなかった。一度視界を塞がれた繁長に対し、好機と思うならば、その直後に攻こう撃げきをしなければならない事を、な。

　何故なら、──一度視界を塞がれた以上、次の瞬しゆん間かんには、繁長は警戒を重ねた牽けん制せいの追つい撃げきを加えて来るからだ」

・九尾狐：『お前も、随ずい分ぶんと〝見る〟ようになったのう』

　そうでもない、と義康は吐と息いきした。

「リアルタイムで読めなかった。終わった後では何とでも言える」

　でもな、と義康は呟つぶやいた。

「これで、長なが太ぶとの実力はよく解わかった。少々、扱いが難しい襲しゆう名めい者しやだな」
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　そうですね、と義よし康やすの声に小さく頷うなずいた影がある。

　誾ぎんだ。彼女は、倒れている少年から宗むね茂しげに視線を向け、

「宗茂様、やはり、先さき程ほどの予よ感かんは正しかったようです」

「──先程、戦せん闘とう前に見せた彼の銃じゆう捌さばき、あれは、実じつ戦せんを経ていないものだと？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾は頷いた。

「銃の訓くん練れんは、相手が不ふ在ざいでも出来てしまうものです。剣や槍やりの訓練とは違い、対たい人じんの練習無なしで〝命めい中ちゆうの達たつ人じん〟が出来てしまう。それが銃の気を付けねばならない処ところなのです。

　だからあの少年は、そうなのでしょう。きっと実戦では、狙そ撃げき役やく以外に役に立ちません」

「あれ？」

　と声をあげたのは、筆ふでを構えた総そう長ちようだ。

　彼はこちらに振り向き、

「ムネオとムネ嫁よめ？　こいつ、ヘタレナンタラの襲名の方じゃなく、長太としての襲名の方で、そっちの訓練やってんじゃねえの？　だってほら、長太って名前なら、剣とか槍とか訓練してたんじゃね？」

「総長、その少年ですが、正せい式しき襲名は長太ではなく長なが岡おか・忠ただ──」

「あああああああああああああああああ！」

　申もうし訳わけ御ご座ざいません毛もう利り代表。

　……とはいえ、この襲名、変わった形で為なされたのは確かなようですね。

　誾は、手元に表示枠サインフレームを出した。

〝宗茂様・御友人（予定含ふくむ）襲名者完かん全ぜんマニュアル〟と書かれたそれは、

「その少年、聖せい譜ふ記き述じゆつでは宗茂様に愚ぐ痴ちメールを多量に送って来て、宗茂様が笑顔で無む視しするなり大人おとなの返答するなりという展開になる筈はずでした」

「筈でした、とは、どういう意味で御ご座ざるか？　誾殿どの」

　……貴女あなたに負けたからですよ……！

　イラっと来たが、負けを追つい認にんしたような気になるので言わないでおく。

　ともあれ、今は、彼の襲名についてだ。

「一つ、彼の襲名に必要な要よう件けんがあります」

　誾は、総長に振り向く。自分の顔、眉まゆが浅く立っている自覚を持ったまま、言った。

「聖譜記述では、彼は、武ぶ将しようであると同時に、千せんの・利り休きゆうの高こう弟ていであり、歌か仙せんでした。

　先程彼が使用した技の名、声を利用した射しや撃げき、それらを含めて、彼は〝歌が出来る射撃の達たつ人じん〟として、襲名したのだと思われます」

　実際、と誾ぎんは彼が手にしている武ぶ装そうを指さした。

「そこにある彼の武ぶ器きは〝刀とう剣けん〟拵こしらえの銃じゆうです。──あれを〝刀剣〟として用いるなら、彼は単たん独どく訓くん練れんで〝刀剣の達たつ人じん〟になれたでしょう」

　厳きびしー、と総そう長ちようが肩を落とす。そして彼は、ふと、こう言った。

「──ともあれ何よ、コイツ、襲しゆう名めい押しつけられたかどーか、解わかる？」
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　ホライゾンは、少年の足あし裏うらに顔を描きながら、馬ば鹿かに問い返す誾の言葉を聞いた。

「──襲名を押しつけられた、と言いますと？」

「だってコイツ、俺おれより強えんだろうけど、立たち花ばな嫁よめとか、たとえば羽は柴しばとかとまともに当たったら、残念だけど相手にならねえんだろ？　相当根こん性じよう見せねえと、駄だ目めってタイプだ」

　だから、というように、馬鹿が言った。

「コイツの嫁が、爆ばく死しするんだよな」

「トーリ様」

　両横よこ、浅あさ間まとミトツダイラが両手で〝どうぞ……！〟と言葉を促うながす。

　そんな二人に振り向かぬ頷うなずきを作り、ホライゾンは言った。

「──トゥダイマのキマリテェエ！　スアックァキックからのケッ　ヒィグゥァスィィイイ！　ホンンジョ・シッゲッナッグアアアアア！」

「ホライゾン！　ちょっと嚙かんだけど走り切りましたわね!?」

「おやおや、行ぎよう司じの判はん断だんに疑問を持ってはなりませんよミトツダイラ様」

「というかミトもホライゾンもそうじゃないですよーう？　違いますよねー？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは頷いた。そして、

「──トゥッダイマのキマリテェエ！」

「い、言い直しは良いですからホライゾン！」

「というか１回目と微び妙みように違いましたわよ！」

　まあまあ、とホライゾンは手で左右の二人を制した。そして、

「とりあえずこの少年が松まつ平だいら側がわに所しよ属ぞくして行う未来の歴史再さい現げん。勝敗は責任とれる者が明めい言げんしておかねばなりますまい。──で、ついでに、トーリ様」

「あ？　何？　塗ぬる？」

「いえ、こっちは左右の足裏で充実してますので。それでですねトーリ様」

　一ひと息いきをつき、ホライゾンは言った。

「どうしてまあ、そうすぐにおっ死ちのうとする人達ばかりなんでしょうかねえ」

「オ、オメエが言うか！」

「あの頃ころのホライゾンは純じゆん真しん無む垢くで何も知らぬ世せ間けん知しらずずけっ」

「アリアダスト君、言い慣れない事言いおうとして嚙かんでないかい」

「危うく舌したに口こう内ない炎えんが出来る勢いでした。ホライゾン、ちょっと反省です。ともあれ、ものをよく知らぬまま状況に流されたり、周囲環かん境きようによって、それが最さい善ぜんという判はん断だんになる事はあるかと判断します」

　しかし、

「──それを救える、もしくは救いたくなる役に、力ない者を強きよう制せい的てきに置いたのだとすれば、聖せい連れんであろうと何だろうと、全ぜん世界の支配者であるトーリ様から世界そのものを頂いただくホライゾンの敵です。解わかりやすく言うとホライゾンの敵です。──あ、言いたい事は終わりです」

「完かん結けつ性が見事だぜホライゾン！」

　右の親おや指ゆびを上げて返し、ホライゾンは左足あし裏うらに目を入れる作業に戻った。

「──しかしまた、面めん倒どう事ごとを抱えましたねえ」

「ホ、ホライゾン！　感動っぽい事言ってから本ほん音ね爆ばく撃げきはあんまりですのよ!?」

「いや、ホントに、皆様もホライゾンを救うのが面倒だったかと」

　おいおい、と硯すずりで墨すみを磨すり直している馬ば鹿かが言った。

「楽しい事ってのは、準備が面倒な方が、楽しいんだぜ。──そう考えると、準備だって楽しくなってくるもんだ」

「成なる程ほど、正まさ純ずみ様さまが、よくもまあ面倒な交こう渉しようを毎まい度ど毎度繰くり返しているのは、後に控える戦争に対し〝戦争、おっきくなあれ！　なあれ！〟ってテンション上げてるからなのですね」

　輝てる元もとが、半はん目めで正純を見て言った。

「──お前、平和な世界の敵か？」

「い、いや、本ほん人にんの調ちよう書しよをとりもせずに結けつ論ろんするな！」

　なかなか難しい、とホライゾンは無む表情に頷うなずくだけだ。だが、

「この少年が目覚めたら、その辺り、聞いてみましょうか」

　あ、と声をあげたのは、ナイトだ。彼女は魔術陣マギノフイグーアを開いていたが、

「ちょっと体調精せい査さしてたけど、そろそろ目覚めるっぽいよー」

「ハイそれじゃ野や郎ろう共ども！　服着せて撤てつ収しゆう！」

　右足裏の鼻が描き込めなかったが、仕方ない。

「夫婦めおと図ず……、円えん満まんに暮らすのですよ、右足と左足」

「ドラマ作ってないで早く靴くつ下した穿はかせますのよホライゾン！」

「あ！　ちょっと待て待て！　今、チンコ真まっ黒くろに仕上げてんだからよ！」

「フフ、愚ぐ弟てい、何とここに、ミトツダイラの工こう房ぼうで作った口くち紅べにがあるわよ！　小こ皿ざらに取って来てたんだけど、使ってみるかしら？」

「ゴクリ……」

「……それ多分、やると、音に敏びん感かんなモンスターの闇やみ落おち系けいみたいな彩さい色しきになるよね」

「うちの商品のデビュー前に変な経けい歴れきつけるのやめて下さいな──！」

　だが、ホライゾンは靴くつ下したを穿はかせながら、ふと思った。

「浅あさ間ま様さま、こういう時、ニョドーから墨ぼく汁じゆうが出る呪のろいは無いのですか」

　呪い……、と呟つぶやく浅間の向こうで、想そう像ぞうした男連れん中ちゆうが膝ひざをゆっくりと着く。しかし浅間は、笑えみを顔に取り戻し、

「だ、駄だ目めですよホライゾン、そんな事言いったら」

「あるのですね」

「え、ええと、いや、その、──ほら！　墨汁って、乾くとパリパリになるじゃないですか！　あんなの尿によう道どうに入ったら危ないですよ!?」

「あ、浅間！　オメエ、何でそう痛そうなところから話をする！」

「おーい、目めー醒さますよー」

「え、ええと、バレませんの？」

『私の方で描く範はん囲いを空間選せん択たくしたから大だい丈じよう夫ぶよ。夏なつ服ふく着てる間はバレないわ」

　うちの技術力りよくは凄すごいですねえ、としみじみ思いつつ、ホライゾンは茶を飲んだ。
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　忠ただ興おきが目を醒さました時、周囲には人が集まっていた。

　ここが武蔵むさしの甲かん板ぱん上じようだという事を思い出すまで、数秒が掛かり、そして自分の事を囲んでいるのが、武蔵の生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうを主しゆとした連中だと解わかるまで、また数秒。

　しかし、そこから自分の現状がどうなったかまで、忠興は想そう起きした。

　……負けたのか。

「おい！　大丈夫か！　おいいいい！　目が醒めたなら目覚めのチューをおーい、アデーレ、犬いぬ一頭頼たのむー。嫌いや？　オメエ、長なが太ぶとに失礼だぞー。ともあれ大丈夫か長太！」

　武蔵の姫ひめが下から打ち上げるような横よこ打うちアッパーを入れて、馬ば鹿かを浮かせた。

　そして彼女は、こちらに視線を向け、

「大丈夫ですか長太様」

「そ、その言い方やめろよ！」

　と言って、忠興は身を起こそうとした。だが、

「……ぃ」

　身体からだに、芯しんが無い。

　起こそうとした上じよう半はん身しんには、首から先が付いてこない。

　ゆえに仰のけ反ぞり、勢い余って横よこ倒だおしになった忠興は、

　……くそ。

　ようやく、自分がどうして、どうなったのかを、思い出すのではなく、理解し、自覚した。

　負けたのだ。

　ある理由から、他人に頼み、助じよ力りよくを乞こわねばならない身だというのは解わかっている。

　しかし、その交こう渉しよう材料となるものが、中ちゆう等とう部ぶの自分には無い。

　あるとすれば、襲しゆう名めい者しやとしての価か値ちだが、少なくともそれには今、傷がついた。

「くそ……」

　呟つぶやき、俯うつむくと、手にしていた武ぶ器きが見えた。

〝三十六歌か仙せん〟。

　これがあれば、戦せん闘とうになっても何とか出来ると、そう思っていたのだが、

　……くっそ、大人おとなは強つええよなあ……。

　どうにも出来なかった。

「う……」

　視し界かいが歪ゆがみ、頰ほおを伝うより先に、目め尻じりから甲かん板ぱんにそれが落ちた。

　滴しずくのぶつかりが、硬こう化か木材の板ばん上じように跳ね、染しみ込まない。

　その重なりと広がりを見ながら、忠ただ興おきは泣いた。
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・礼賛者：『これが十歳さい以下の幼よう女じよだったら……』

・貧従士：『番ばん屋やぁ──!!　番屋ぁ──!!』

・不退転：『というか、ここで泣かれるのは困るわね……』

・俺　　：『だよな。……今、ここでさめざめと泣いているこいつ、チンコが真まっ黒くろに塗ぬってあって、口くち紅べにまでついてるんだけど、俺おれ、どうしたらいいんだろう……』

・ホラ子：『まあ、後でトイレに行った時〝何しやがったんだあの野や郎ろう共ども！〟と、気分転てん換かんして頂いただけるんじゃないでしょうか』

・俺　　：『あー、こいつが今、いきなり尿によう意いを催もよおしたら、皆みな止めてな？』

・ベ　ル：『で、でも、この、ながぶ……』

・あさま：『ストーップ！　ストップですよ鈴すずさん！　口が穢けがれます！』

・ベ　ル：『え？　え、ええと、だったら、ええと、この子……、何で泣いてる、の？』

・俺　　：『塗ったのバレた？』

・ホラ子：『……泣くより怒るかと、普通』

・銀　狼：『しかしまあ、何で彼がここにいるのか、聞いてみた方がいいかと思いますの。

　だって、毛もう利り側から、彼をここに連れて来た理由は聞いてますけど、彼本ほん人にんがどう考えているかは、まだ聞いてませんもの』
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　仕方ねえ、とトーリは呟つぶやいた。

　一応、自分は、武蔵むさしの総そう長ちようであり、生徒会長だ。

　自分側がわの手て勢ぜいとなる未来を持った少年が、何なに故ゆえに泣くのか。長ちようとして聞いておく必要があるだろう。

「おい、長なが太ぶと」

「…………」

　長太は、床に顔を向けたまま泣いて、振り向かない。

「おい」

　呼びかけても、えずく呼吸と、右腕うでで涙を拭ぬぐうだけだ。

　……どーしたもんかなー。

　皆を見ると、ホライゾンが両の指をゴキゴキと鳴らしていたので、真ま面じ目めにやらねばいけない事は解わかった。ハイ解りました。解りましたよ？

　だからトーリは息を吸い、

「おい、長太」

「…………」

　呼びかけに答えは無い。だからトーリは一ひと息いきついて、

「ちょんまげ～」

「わああああああああああああああああ[image: ]」

　長太が、慌あわてて腕を搔かき、前へと這はうように動いた。トーリはそのまま彼の頭ず上じようでガニ股またのホーミングをし、腕を組みながら、

「マゲが外れると思うなよ……」

　いきなり、両の足あし首くびをホライゾンの右腕と左腕が摑つかんで止められた。

　下の長太が居なくなり、トーリはガニ股ポーズで前に倒れて行くが、腕を組んでいたために支える手をつく事も出来ず、

「お」
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・●　画：『何か今、情報端スレツドで〝●ゴリッ：耐えられぬ直ちよく撃げき：甲かん板ぱんファック●〟とか立って、えらい勢いで伸びてるんだけど』

・俺　　：『あ、それ、俺おれが今いま立てましたのよ？』

・労働者：『女おんな言葉はいいから早く立て』

・十ＺＯ：『い、意い外がいと厳きびしいで御ご座ざるなノリキ殿どの！』
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　仕方ない、と、正まさ純ずみは前に出た。甲かん板ぱんで横にくの字になってもぞもぞしてる下か半はん身しん全ぜん裸らを蹴けりつけ、

「おい、長なが太ぶと」

「セージュン君、長太でえーす」

「うるさいんだよ交こう渉しよう失敗して！　──で、だ、私達は君の動どう機きを聞きたい」

　言った先、髪かみを手て櫛ぐしで狂ったように搔かいていた少年が振り向いた。

　彼は涙の浮いた目め尻じりを拭ぬぐい、座り直してこちらを見上げる。

「ど、動機って、何だよ……？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、君がここにいる対たい外がい的てきな理由は解わかる。既すでにそれは、毛もう利り代表から聞いた。羽は柴しばが用意した私達の分ぶん断だん。ネルトリンゲンの戦いに対し、しかし君を連れて行く事で、私達には大たい義ぎ名めい分ぶんが出来る」

　そのためには、どちらかといえば、長なが岡おか・忠ただ興おきより、稲いな富どめ・祐すけ直なおの襲しゆう名めいが重要だ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつにおいては、現げん場ばから逃げた稲富ではあるが、

「君を現場に送るという理由により、私達は、単なる傭よう兵へいなどではなく、歴史再さい現げんとしてネルトリンゲンの戦いに加われる。──無む論ろん、羽柴の狙ねらいとしては、長岡夫人を私達が救きゆう出しゆつするのかどうかを世界に問うつもりだろうが、当然、私達は救い出す」

「出来るのかよ!?」

「出来る」

　だが、と正純は言った。

　片かた膝ひざをつき、少年と視線の高さを合わせた上で、正純は言う。

「──君はどうなんだ」

「それは……」

　と、少年が視線を逸そらすのを見て、正純はこう思った。いかんな、と。

　彼は、中ちゆう等とう部ぶの学生だ。

　国や世界が関わるような話に対して、自分には権けん限げんが無いと思っている。

　……だから、毛利・輝てる元もとと共に、ここに来た訳わけだ。

　交渉は毛利に任せておこうと、そういう判はん断だんだっただろう。自分には、まだ、解らない事ばかりなのだから仕方が無い、と。

　そこに今、自分は、彼の判断を問うてしまった。

　……それでは、いかんな。

　ならば自分も、言い方を変えよう、と正純は思った。

「いいか、少年」

　足を崩くずし、座る。砕くだけたスタイルを取るのは難しいな、と思いながら、

「少し、聞いて欲しいのだが──」

　と、忠ただ興おきを見ると、彼は更さらに視線を逸そらしている。

　それも、完全に身体からだを背そむけるような状態だ。

「おい」

　と言っても、少年は振り向かない。一いつ瞬しゆん、ちらりとこっちを見るが、

「────」

　慌あわててまた、視線を逸らした。対する正まさ純ずみは、そこまで避けられる意味が解わからず、

　……ん？

　ひょっとして、彼が見る方向に、何かあるのだろうか。ふと気になって、

「そっちに何かあるのか？」

　話題を得る手て掛がかりになるだろうかと、同じ方を見て呼びかける。しかし、

「な、何もねえよ！」

「じゃあ何でこっちを見ない」

「いや、それは……」

・俺　　：『あー、おい、セージュン、馬ば鹿か』

・副会長：『何が馬鹿なんだ真しん性せい馬鹿』

・俺　　：『こ、この野や郎ろう……！　ってか、ええと、あのだな？　オメエ、ちょっと勘かん違ちがいしてるから、言ってやるな？』

・副会長：『何がだ？』

・俺　　：『オメエ、さっき、風ふ呂ろ入ったな？』

・副会長：『そりゃ入ったよ。皆も一いつ緒しよだ』

・俺　　：『ハイ、それで髪かみも身体も綺き麗れいにしました。そうだな？』

・副会長：『そりゃまあそうだ。するだろう』

　あ、と声が上がった。女じよ子し衆しゆうを大たい半はんとした背後の皆だ。ややあってから、

・あさま：『あの、正純？　ちょっと言いにくいんですけど』

・副会長：『何だ？　こっちはラフなつもりなんだが』

・金マル：『いや、中ちゆう等とう部ぶの男の子にとってさ。洗せん髪ぱつ剤ざいとかの匂においさせた風呂上がりの女先せん輩ぱいが目の前に居るのって、凄すごいプレッシャーなんじゃないかな？　あと、セージュン、足を崩してるつもりだろうけど、それ、思い切り女おんな座ずわりだし』

・●　画：『ぶっちゃけアンタ腰こし回まわりとか髪とかエロいのよ』

　……待て……！

・賢姉様：『フフ、後こう輩はい連れん中ちゆうに正純の魅み力りよく炸さく裂れつ！　そんな感じよね、これって！』
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「ノブタン！　ノブタン！　向こうは銃じゆうの使い手！　猟りよう銃じゆうを持っていっても敵かなうとは思えませんぞ！　もっと別の手を！」

「しかしコニタン！　ヤツは歌か仙せんの一人でもある筈はず！　空詠みカラオケ勝負などでも退しりぞけられんぞ！　──ええい、こうなったらヤツの実じつ家かにヤツ名めい義ぎでエロゲを送ってやるか……！」

「ノブタン！　中ちゆう等とう部ぶ相手に根こん本ぽん的てき解決にならない本ほん気きを見せるとは流石さすがですな！」
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　参まいったなー、と正まさ純ずみは、内ない心しんのショックを受けつつうなだれた。

　……あっれ？　そういうものなのかなー。中等部くらいって、やっぱり、女だったら誰だれでも良いとか、そういう類たぐいなのかなー。というか、長なが岡おか夫人がいるだろうお前。否いな、いるからこそ、こっちに意い識しきを奪うばわれたらいけないのかな？　ああ、だとしたら操みさおってやつかー。

　面めん倒どうだな……!!

　長岡夫人という女の問題でも面倒なのに、ここで中等部男だん子しの思し春しゆん期き的自じ意い識しき過か剰じようとか、更さらに面倒なので勘かん弁べんしてくれ。だが、

・●　画：『正純、何かショック受けてるわね』

・副会長：『いやあ……、こんな意識のされ方をするとか』

・俺　　：『だよなあ。気になる時は凝ぎよう視しするよなフツー』

・副会長：『お前もおかしいよ……！』

　というか、

・副会長：『お前らも、そんな時あるのか？』

・ウキー：『成なる実みについては最初から凝視モードだったな』

・不退転：『警けい戒かいしてた訳わけじゃないのね……』

・十ＺＯ：『自分はまあ、意識して御ご座ざったなあ……』

・傷有り：『わ、私の方は、え、ええ……』

　今から意識する、というのもなかなか大変だ。だが、

・ウキー：『ぶっちゃけ、知ち人じん回りだと、大体慣なれる』

・十ＺＯ：『だから、長なが太ぶと殿どのが超ちよう反応したのも、正純殿が外部の先せん輩ぱいで、つまり、大人おとなに見えてるとか、そういうのもあるで御座るよ』

　フォローされてるな、と思うが、そういう感覚もまた有あり難がたい。結けつ論ろんから言うと、

・副会長：『ビシっとしてた方が、良かったって事か』

「ま、そういう事だな」

　と、馬ば鹿かがまたやって来た。

　全ぜん裸らだ。

　馬ば鹿かは少年の背そむけた身体からだの向こうに回り、中ちゆう腰ごしで、

「おい、長なが太ぶと」

「頭おかしいだろお前……！」

「Ｓｉｇｈ……、これがフォーマルだよ馬鹿野や郎ろう、知らねえの？　これだから田舎いなか者ものは……」

「噓うそつけ！　他の皆、服着てるだろ!?」

「馬っ鹿、他の連れん中ちゆうもフォーマルの上に着てるだけだっつーの。俺が一番シンプルでオシャレな訳わけ！　何な故ぜなら俺は総そう長ちよう兼けん生徒会長だから、倹けん約やくの見み本ほんにならねえといけねえしな」

・ホラ子：『後で殴なぐっておきますので』

　じゃあ安心だ。だが、馬鹿は少年の前に座り、膝ひざを一つ叩たたいた。

「よっし、いいか長太、オメエに力を貸してやる。だけど──」

「だけど？」

　ああ、と馬鹿が言った。

「オメエ、嫁よめの事、好きか？」
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　浅あさ間まは、フォローとしてトーリの後ろに回りながら、少年が声を上げるのを聞いた。

「は!?」

　咎とがめるような響ひびき。その反発的な音には、後から意味がついて来た。

「何なに言ってんだお前。そんなんじゃねえよ！」

・●　画：『面めん倒どうな男ね』

・金マル：『まあ、年とし頃ごろ年頃』

　ですよねー、と思いつつ、浅間は内ない心しんで一つの事実に思い至る。

　……ああ、私なんかも、態度は違えど、こんな風ふうに見えてた訳わけですよねー……。

　無む駄だな抵てい抗こう、という言葉は、確かに他人に対して浮かぶものだ。

　……というか、ミトに対しては既すでにそんな事を思っていたような。

「な、何ですの智とも！　感情の無い目でこっちを見て！」

　いやまあ、と呟つぶやきつつ、浅間は彼の後ろから発言の記録などを録とっていく。

　まず、彼が一ひと息いきを入れ、少年に言った。

「んじゃあさ、オメエ、嫁に会った事あんの？」

「はあ!?　何でそんな事言わねえといけねえんだよ！」

「いいじゃねえかよ、ちと聞かせろよ。何ど処こでだよ？」

・金マル：『ソーチョーナチュラルでこれだからなあ……』

・未熟者：『え？　どういう事？』

・賢姉様：『フフ、〝何ど処こで〟、って、会った事確かく定ていで話進すすめてるものね。このくらいのトークは客よ席せ弄いじりの常じよう道どうよ？　だって、〝巻く〟テクニックでもあるし』

・ホラ子：『小こ癪しやくな……』

・あさま：『ホライゾン！　評ひよう価か！　評価しましょう！　ここは！』

　だが、そんな風ふうに裏で喚わめいている間、表おもての方では少年がこう告げた。

「……京きよう都とだよ、京都」
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　京都!?　という言葉を、正まさ純ずみは喉のどで飲み込んだ。

　今、忠ただ興おきは言葉を作り始めている。そこに対し、刺し激げきを与えてはならないからだ。

　それにこの男同どう士しの話し合い。どう見ても、

　……政治と言うより、ホントのダベリだよなー。

　政治的センスの育ってない、若い襲しゆう名めい者しやなのだ。下へ手たに政治的にアプローチすると、身み構がまえられるし、判はん断だんを迷わせる。

　ついでにいうと思し春しゆん期き全ぜん開かいって奴やつなのか、女に免めん疫えきが無いときた。

　免疫云うん々ぬんを除けば、自分も、昔はこうだったのだろう、と、正純はそんな事を思った。かつて、政治家である父達に対しては身み構がまえていたし、その一方で、同級生には話も出来た。

　……あー、いかん。

　立場が違うのに、自分の場合はどうだろうか、という事を考えずに話に望めば、それは当然に失敗する。

　このところ、アグレッシブな政治家や身み内うちを交えた交こう渉しようばかりだったから、忘れていた。

　今は、交渉じゃない。

　この忠興の、話を聞く時間なのだ。

　そして、今、聞くべき事があるとしたならば、

・副会長：『明あけ智ちの治める京都に、長なが岡おか夫人が、何な故ぜ、出た？』

　その疑問に対し、無む論ろん、馬ば鹿かは応じない。というか、多分、表示枠サインフレームを見ていない。

　ただ馬鹿は、へえ、と声を作り、

「京都、ったら修しゆう学がく旅行か？」

「違ちげえよ！　俺おれは修学旅行、まだだし。移い動どう教室は地ち中ちゆう海かいの無む人じん島とうな」

「そりゃ移動教室じゃなくてリゾートじゃねえかよ。格かつ好こいいな」

「馬ばッ鹿か、訓練だよ訓練。食人鬼オーガの教きよう官かん共どもが金かな棒ぼう持ってな。近きん接せつ系けいはメタメタでよ。俺は射しや撃げき系だから、狙そ撃げきのための生せい存ぞん訓くん練れんと、狙撃練習」

・立花嫁：『狙撃主しゆ体たいですか。……対たい人じん戦せんが未み熟じゆくとなる訳わけですね』

・●　画：『さっきのも、狙撃手しゆに中ちゆう距離、近接系の得え手てをぶつけたようなものかしら』

・煙草女：『誰だれが悪いんさね？』

　話し合いの二人以い外がいの皆が、輝てる元もとを見た。

「──何だその目は！　お前ら！」

　気にすんな、と正まさ純ずみは右手を前後に振る。そして正純は、さっきの話を聞いてから、崩くずした脚あしを戻すかどうか迷いながら、男おとこ二人の声に耳を傾ける。すると、

「じゃあ、オメエ、修しゆう学がく旅行は？」

「今のところ予定ねえって。ほら、──創そう世せい計画次し第だいだ、って。知らねえの？」

「言ってみ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と、忠ただ興おきが言った。彼は、尤もつともらしそうな口く調ちようで、

「──末まつ世せを終わらせて、終わらせないんだってよ」







[image: 第十五章『万丈の幸い花』]
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　驚きよりも、寒さむ気けのようなものを、点てん蔵ぞうは感じた。

　今の忠ただ興おきの台詞せりふは、既すでに自分達たちも聞いた事がある。そして、

・十ＺＯ：『メアリ殿どのと、皿を洗っていた時の事で御ご座ざったか』

・傷有り：『え、ええ、そうですね』

　そうで御座ったなあ、と、点蔵はその時の事を思い出す。

・十ＺＯ：『松まつ永なが公こうがそう言ったので御座ったな？　正まさ純ずみ殿』

・副会長：『ああ、そうだ。──それはどうやら、P. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国の中では、ある程てい度ど浸しん透とうした見けん解かいとなっているのだろうな』

・粘着王：『中ちゆう等とう部ぶの襲しゆう名めい者しやでも知っている、という言い方はおかしいか。どちらかというと、襲名者ならば中等部でも知っている、というのが真実であろうか』

・副会長：『あの時の話し合いで、何か気付いた事はあるか？』

・十ＺＯ：『あの時、で御座るか……』

　点蔵は思い出す。

　メアリと皿を洗っていた時の状況。それは、

・十ＺＯ：『そう、メアリ殿が、自分の後ろに回って、こう手を取って御座って』

・傷有り：『て、点蔵様！　人ひと前まえでやめて下さい……！』

　横、メアリが、手で押さえた顔を左右に振った。そして、

「恥はずかしいです……」

　彼女は、座り込んでしまった。
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　皆の振り向きの中、点蔵は、ある言葉を内ない心しんに得た。

　……進しん退たいここに極きわまれり……！

　落ち着け点蔵・クロスユナイト。ここで狼狽うろたえたら喰われる。間違いなく、今は共とも食ぐいＯＫの闘とう技ぎ場じよう内部で、敵てき共どもは一ヶ月以上餌えさを与えられていない獣けものに等しい。

　まず、点蔵は深く息を吸った。そして点蔵は、身体からだに、自然体たいを保つ以上の力を入れないようにして隙すき無なく、横を見下ろした。

　己おのれの傍かたわら。座り込んで白の睡すい蓮れんを零こぼすメアリが居る。

　白い花に自分を飾っていく姿すがたも、己の顔の温度を確かめるように這はう両の手て指ゆびも可愛かわいいし、座り込んだ膝ひざに下から持ち上げられるジャージの胸も大変宜よろしいもので御座る。

　……メアリ殿、段だん々だんと反応が豊かになって御座るなあ。

　今までに比べ、警けい戒かいにも見えるような、変な緊きん張ちようはなくなってきている。照れのバーストが激しいというか、今までの自分と今の自分の齟そ齬ごこそが強きよう敵てきなのだろう。

　ともあれこちらは、周囲を警けい戒かいしながら、ゆっくりとメアリの横に座った。

　するとメアリが、頰ほおを両手で押さえてこう言った。

「……す、すみません点てん蔵ぞう様さま。でも、意い地じ悪わるです。恥はずかしい話を……」

「否いな、いいので御ご座ざるよ。……だって、自分も、花を咲かせられるなら、あの時、このように咲かせて御座った」

「……え？」

「メアリ殿は、自分の傍かたわらで咲きたいと言われたのだから、これは良い事に御座る」

　だから、と点蔵は流りゆう体たいの花を手に取り、メアリの髪かみに乗せた。

「これは、あの時の自分の感情の、お返しで御座る」

「……お、お返しで、御座るのですか？」

　直なお政まさが、くわえていた煙管きせるの口を赤せき熱ねつさせる勢いで煙を吸った。

　やがて莫ばく大だいな煙を直政が鼻から噴ふく向こう、艦かん橋きよう上じように展開した巨きよ大だいなトンボ枠わく型がた魔術陣マギノフイグーアには、〝つづけろ〟と書いてある。

　……監かん視し社会で御座るな！

　そうは思ったが、メアリには言っておくべきだ。

「お返しで御座る」

「だったら、私も、です」

　彼女が手を顔から剝はがし、身を寄せてきた。羽を休める鳥のように、顔はこちらに向けそうで向けないが、

　……これは肩を抱くタイミング……！

　以前の状態であっても、希まれな行いだ。

　しかし、と点蔵は思った。周囲に鬼き畜ちく共どもが居て、間違いなく魔女テクノヘクセンコンビは通神帯ネツトに何か用意をしている予よ感かんがあるが、ここで妻つまとなる女性の肩を抱かずに、ええと、まあ、何で御座るか、よく解わからないけどテンションで御座る？

・副会長：『──おい、そろそろワールドから出て来い』

　慌あわてた動きで、メアリが居い住ずまいを正した。

　自分達の状況を思い出すのは、また己おのれも然しかりだ。点蔵は、半はん目めで見てくる正まさ純ずみに右の手ての平ひらを立てて見せ、

・十ＺＯ：『──松まつ永なが公こうが、それを言ったので御座ったな』

・副会長：『さっき聞いた』

　……あっ、何か厳きびしい……。

　ただ、右の傍らに空くう白はくの涼しさを感じながら、点蔵は口を開いた。

　告げる相手は、長なが太ぶとだ。トーリに、振り仰あおぎの気け配はいを送って、点蔵は問い掛ける。

「──自分らも松まつ永なが公こうから聞いたその言葉、誰だれから聞いたので御ご座ざるかな？」
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「松永公と知り合いだったのかよ!?」

　と、忠ただ興おきが顔を上げるのを正まさ純ずみはその後ろから見た。少年の表情を見るに、

　……松永公、子供人にん気き高いのかー。

　だろうなあ、と変な納なつ得とくをする正面。少年に対する馬ば鹿かは、おう、と頷うなずき、

「刀とう削しよう麵めん作って食わせてやったり、酒飲んだりしたんだぜ。IZUMOでな」

「ああ、あの時か。俺おれ、正式襲しゆう名めい前だったけど、あの時、IZUMO方面に出てたんだぜ」

「囲んだ艦かん隊たいか？」

　そうじゃねえよ、と忠興が左右に手を振る。

「後ご詰づめで、IZUMOが見える拠きよ点てんまで移動してた。K. P. A. Italia戦への補ほ給きゆうもあったからな」

「イノケンの方には出てなかったのかよ？」

「あっちは鈴すず木き先せん輩ぱいがいるから。俺の出る幕まくねえよ」

　しかし、忠興はそれ以上、当時の事を言わない。

　……流石さすがに、作さく戦せん行動だったろうから、何ど処こにいたかは言わないか。

　否いな、と正まさ純ずみは思った。あの時の包ほう囲い艦隊にいる者は、艦かん上じよう戦せん闘とうなどが出来る人じん材ざいだろう。

　狙そ撃げきはその役に似に合あうものだが、それが出ていないとなると、

　……襲名者しやや、その予よ備び軍を、あの現げん場ばに出していなかったという事か。

　よく考えれば解わかる。M. H. R. R.神聖ローマ帝国主力は、忠興の示し唆さした通りにK. P. A. Italia攻めに向かっていたし、IZUMOは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの国こつ境きようだ。毛もう利り攻めの歴史再さい現げんを進めていた羽は柴しばだが、IZUMO包囲を利用して侵しん攻こうするのは聖せい譜ふ記き述じゆつに反する行為だ。そうではないと示すためにも、そこに襲名者を投とう入にゆうしなかったのだろう。

・十ＺＯ：『そうして考えると、IZUMOに松永公が来たのは無む茶ちやで御座るなあ』

・副会長：『松永公は毛利攻め以い前ぜんに亡なくなっているから、関かん与よの可能性が無いからな。身み軽がるな身み分ぶんとして、IZUMO行きが咎とがめられなかったのだろう』

　しかし、と正純は思った。

・副会長：『あれだけの包囲艦隊、襲名者無しで運うん用ようしたのか』

・あずま：『それって、どういう事？』

・●　画：『不ふ規き則そく言げん動どうをしない連れん中ちゆうが上にいない方が艦隊運うん動どうはまともって事』

・武　蔵：『……一応、私共にお任せ頂いただければ、運うん航こう状態は普通です。──以上』

・金マル：『……普通以い外がいって、どんな感じかな？』

　聞くと不幸になりそうな気がするのでやめておく。

　だが、何となく、今の推すい測そくは、以前に似た話を聞いた事があるのだ。

・副会長：『P. A. Odaで、主な部ぶ下かに一いつ般ぱんの戦せん士し団だんを運うん用ようしてるのって、誰だれだっけ』

・十ＺＯ：『丹に羽わ・長なが秀ひで殿どのに御ご座ざろう。ノヴゴロドでは、そうで御座った』

　そして、とクロスユナイトが間の言葉を置いた。

・十ＺＯ：『先さき程ほど、羽は柴しば殿が言っていた通り、ネルトリンゲンには、丹羽・長秀殿が向かっているので御座る』
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「はあ？　タンバ先せん輩ぱいの方、俺おれらはまた部ぶ外がいかよ！」

「ははは、ナっちゃん個こ人じん主義だから統とう制せい取れた丹羽先せん輩ぱいの部ぶ隊たいに入れられないからね。僕の輸ゆ送そう部隊は出るから、ナっちゃん荷物運はこび御お願ねがいね」

「……前まえ田だ、タンバってとこにはツッコまないの？」
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　これは結けつ構こうヤバい相手だろう、と正まさ純ずみは感じた。

　丹羽とはノヴゴロドで接せつ敵てきし、伊だ達て家け副ふく長ちようが相手をしている。が、その直前まで、彼女と走狗マウスの複ふく合ごう術じゆつ式しきにより、ノブゴロドの南から東側はほぼ支配されていたのだ。

　局きよく地ち戦せんにおいて、一いち地ち域いきを支配出来る相手と、その周囲を守る統とう制せいの戦士団。

　ネルトリンゲンの郊外。長なが岡おか屋や敷しき周辺での戦せん闘とうとなると、これは丹羽の得え手てに思う。

　……面めん倒どうに面倒が重なるものだな。

・未熟者：『聖せい譜ふ記き述じゆつにおいても、丹羽は織お田だ家けの重じゆう鎮ちんである一方、基本は裏うら方かたや事務的な動きを主としている。国内の問題や、他た武ぶ将しよう達たちのフォローに当たっていた、というところかな。

　結局、出しゆつ世せ街かい道どうからは離れてしまったけど、こっちの丹羽はそれを利用して、小こ回まわりの利く動きをとっているようだね』

　珍めずらしく役に立つ見けん識しきだ。

　ただ、何となく、P. A. Odaの国内動どう勢せいが見えてきた。

　……長岡は、京きよう都とで長岡夫人と会ったと言っていたな。

「IZUMO包ほう囲いの後、丹羽は秀ひで次つぐ事件の管理のために奥おう州しゆうへと向かった。

　毛もう利り攻ぜめの主力である羽柴勢ぜいは、K. P. A. Italiaを攻こう略りやくし、後の巴パ里リ攻めにも対応するために西へと戦せん力りよくを展開。空あいてしまうM. H. R. R.神聖ローマ帝国を埋めるために、君達のような新しん人じんを投とう入にゆうか」

「よく解るな……！」

　忠興がちらりと振り向く声に、馬ば鹿かが応じた。

「あいつはそこらへん聡さといんだよ。一応偉えらいんだから憶おぼえとけよ」

　適当な紹しよう介かいだが、長岡が肩かた越ごしに一いち礼れいしたから良しとする。

　……このくらいテキトーな方が、いい場合もあるんだよなあ。

　と、そんな事を思いつつ、正まさ純ずみは言った。

「──付け加えるなら、羽は柴しばを除くと、P. A. Odaで最も西の管理をしている重じゆう鎮ちんは、京きようの明あけ智ち・光みつ秀ひでという事になる。新しん人じんをM. H. R. R.神聖ローマ帝国に投とう入にゆうさせて勉強させるとなると、その指し揮き役のようなものが一応は必要だ。……だから明智が、君達の上うわ役やくになったのだろう」

　そして、

「新人を一度集あつめ、M. H. R. R. の現状など、説明会と興こう業ぎよう会かいのようなものがあった、と考えるべきかな。場所は明智の本ほん拠きよ、京きよう都と。そこでは、M. H. R. R. にいながら、欧おう州しゆう側がわとのパイプライン役やくでもあった長なが岡おか夫人もいた筈はずだ。……明智・光秀が、聖せい譜ふ記き述じゆつ通りに誠実を主とする者であるならば、その辺りの首しゆ尾びは万ばん全ぜんにしておく筈だからな」

「おい」

　と少年が声を作った。だがそれは、こちらではなく、馬ば鹿かに向けてのもので、

「この姐ねえちゃん、怖こええよ」

「ああ、でもな長なが太ぶと、このよく解わからねえ喋しやべり能力の高さがあるだろ？　これが何のためにあるか、オメエ、解るか？」

「何だよ？」

「──寒いギャグ言って戦争するためだ」

　気付くと、こちらの両脇わきにホライゾンの右腕うでと左腕が来ていた。右手が親おや指ゆびで自分を指し、左腕が空中にシャドーのパンチを数すう度ど繰くり出す。

　困ったら何か言え、という事か。よしよし、と右手を軽く叩たたいていると、両の手とツキノワの目が合った。

　ツキノワを床に下ろすと、両の手が小さなアリクイを掲かかげて這はい回り、

『ま──』

　おお、ツキノワ、満足か。

・金マル：『ナイちゃん言っておくけど、かなり凄すごい絵だよソレ』

・●　画：『武蔵むさしでなければ見られないわね……』

　ともあれ正面では、馬鹿が「そういう事かー」と表示枠サインフレームを出した。

　馬鹿は、極きよく東とうの近きん畿き地方。京都の辺りの概がい要よう図ずを画面に映して長岡に見せ、

「何ど処こら辺り行ったんだ？」

「馬っ鹿、二に条じよう城じようだよ。メジャーだろ？」

「何だよ良いとこ行ってんじゃねえかよ。そこで嫁よめと会ったんだろ？　初か？」

「当たり前だろ？　それまで会う事なんて出来なかったしよ」

　という彼の言葉に、ふと、正純は違い和わ感を得た。

　……あれ？

　と、この疑ぎ念ねんは何だろうかと、正純が思った瞬しゆん間かんだ。

・あさま：『会う事なんて出来なかった、という事は、会おうとしていた、という事ですよね。言葉の意味から言って』

　そういう事だ。そして、これはつまり、一つの意味を作る。

・傷有り：『忠ただ興おき様さまは、長なが岡おか夫人となる彼女に、会いたかったのですね。──恐らくは、正式襲しゆう名めいの前から』
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・賢姉様：『さあ！　ラブラブ妄もう想そうゾーンの展開よ──！　長なだ太ぶとが自分の夫人となる玉たま子こに昔から会ってみたかったとか、どういう事なのかしら！』

・不退転：『現実的に言えば、爆ばく死しする嫁よめなんて、いろいろな意味で一回会あっておかないと、いろいろな意味で気まずい事になるからじゃないかしら』

・賢姉様：『ハイ現実却きやつ下か！　英えい語ごで言ったらリアルキャッアンダー！』

・銀　狼：『却下の却だけどう訳やくしていいか解わかりませんでしたのね……？』

・金マル：『あー、でも、どうなのかなー、ほら、ちょっと、この情報』

・貧従士：『え？　何か妄想の齟そ齬ごになる情報があるんですか？』

・●　画：『さっき、正まさ純ずみ経けい由ゆで回って来た長岡夫人の情報だけど、──ほら、年ねん齢れい』

・ウキー：『……二十八歳さい？』
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「ババアですか！　それも、小しよう生せいから見たらそろそろ三倍ババアですよ！」

「少年に聞こえるとマズいですから小さい声で言いなさいな！」

　注意したミトツダイラは、皆がそろそろとスクラムを自然発はつ生せいさせるのに加わった。誰だれも彼も、身を屈かがめた上でアイコンタクトを取り、

「少年は中ちゆう等とう部ぶ二年ですから、本当に二倍差さですわね」

「ふむ、年とし上うえジャンルか。あの少年、見み所どころがあるな……。姉あねジャンルとも共きよう通つう性せいが多いので、何かあったら力になってやらねばいかんか……」

「その義ぎ務む感は一体何なんで御ご座ざるかなウッキー殿どの」

　男性陣じんの話はなかなか謎なぞだ。だが、こっちはこっちで、

「長岡夫人としては、どうなんでしょうね。中等部の子が御お相手というのは……」

『ネタとしては充分に美お味いしいけどねえ』

　そうですわねえ、とミトツダイラが頷うなずいた瞬しゆん間かんだ。

・現役娘：『あら、愛にも恋にも、年齢差さは関係ありませんのよ？』

　よく考えたら、身み近ぢかに実じつ例れいが居た。

　森に住む人狼ルウガルウ種しゆ族ぞく、という母の前ぜん歴れきを考えるなら、父と母の年齢差は相当だ。

　だがそれでも仲なか睦むつまじく過ごしているのだし、ぶっちゃけあれは夫ふう婦ふと言うより元々一パーツだったのではないかと思う程ほどだが、

「うちの両親見てると、年ねん齢れい差さなんて関係ないのは確かですわね」

　確かに、と皆が頷うなずいた時だ。

・あずま：『つまり、年齢とか見た目とか、関係無い訳わけだね』
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「──やっぱり、この人だ、って決めると、それで決けつ着ちやくなんだろうね、ミリアム」

　ベッドの上、背を壁に、脚あしを伸ばしてミリアムと並ぶ東あずまは、小さく笑った。表示枠サインフレームはワイド型に広げた状態。そこに流れる会話はミリアムと、お互いの間に座る少女にも見えている。

　横、ミリアムが、肘ひじ掛かけとして立たせている枕まくらに頰ほお杖づえをついた。

「ねえ東、──決着するまでは、どうなんだと思う？」

「決着するまで、って？」

　ほら、とミリアムが視線を逸そらしながら言う。

「年齢差があったり、他にも、いろいろ、お互いには差があるわよね」

「うん、──男女とかね」

　ミリアムが枕ごと向こうに頽くずおれた。

「ままー、なにかくらったのー？」

「どこでそんな言い回し憶おぼえたの。でも、いいのよ、……ママはパパの無む造ぞう作さな一ひと言ことで軽い絶望を味わったのよ……」

　まあでも、と、倒れたままのミリアムが言う。

「私の脚とか、気を遣つかわれなくていいけど」

「いや、気を遣うまでもなく、ミリアムはちゃんとしてる人だから。余よの方がよっぽど出来てないし、それに──」

「それに？」

　うん、と東は、ミリアムが振り返らないのを確かめながら、傍かたわらの少女の肩に手を乗せる。

　？　と振り向いた彼女に、東は、ミリアムの車くるま椅い子すを指さした。すると少女が頷き、

「まま、くるまいすのうしろにのせてくれるのー」

「だよねえ」

「けっこうそくどだすのー」

「だよねえ」

「ふたりでかんぱんいって、ぼうそうちょうとっきゅうで、すぴんたーん」

「それは初はつ耳みみ」

「ちょ、ちょっと待ちなさい！」

　ミリアムが腕で身体からだを起こした。彼女は真まっ赤かな顔で、

「ほ、ほら、押して貰もらうよりも自走した方が速いでしょ？」

「確かに速いね」

「それにこの子が喜ぶし」

「前からやってた？」

　東あずまの問い掛けに、ややあってからミリアムが半はん目めになった。

「……悪い？　ならやめるけど？」

「甲かん板ぱんで、危なくないようにやってるんでしょ？　そういう部分含ふくめて、ミリアムはちゃんとしてるから」

「そう？」

「うん。……余よは、暴ぼう走そう超ちよう特とつ急きゆうでスピンターンは流石さすがに出来ない」

「こ、こらっ」

　と、振り上げかけた手を、しかしミリアムは下ろす。

「参まいったものね」

「何が？」

「今みたいなものが、あるのよ。──自分がハンデだと思ってる事で、相手に内ない緒しよにしたり、遠ざけたり、ってね」

　だから、

「決けつ着ちやくするまでは大変なのよ？　私が相手の重おも荷にになるんじゃないか、とか。または、私は相手が思ってる程しっかりしてないのよ、とか。そんな言いい訳わけつけて、幸福を手放すの」

「長なが岡おか夫人も、そうだ、って言う事？」

　さあ？　と言って、ミリアムが半目を深くした。

「──じゃあ次は貴方あなた」

「な、何が？　え？　ちょっと？」

　いいから、ミリアムが、少女の頭を軽く叩たたいた。

「さて、……どれについて暴ばく露ろして貰もらおうかしら。──大だい丈じよう夫ぶよ？　貴方の重おも荷にを減らしてあげるだけだから」
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　うーん……、と浅あさ間まは内ない心しんで唸うなった。

　……年ねん齢れい差さとか関係ない、って言っても、

「実際、ミトのお母かあさんもお父とうさんも、幸せ絶ぜつ頂ちようの〝クンクンハアハアタイム〟とかを経ながら、でもお互いの負ふ担たんにならないようにと、距離取とった時期があったんですよね？」

「な、何か変な言葉が今入りましたわよ!?」

・現役娘：『そうですわ！　的てき確かく表ひよう現げんだと、あれは〝舐なめしゃぶ寸すん前ぜんタイム〟ですのよ！』

　現実はもっと凄すごかった。だが、好き同どう士しであったから、

・現役娘：『──距離を一時期空あけたのは、確かですわね』

　……ですよね。

　蓋ふたです。と浅あさ間まは思った。

　目の前に幸せがあると解わかっている一方で、自分にそれが相応ふさわしくないのではないかと、そう思ってしまう。己おのれがそんな、幸いを得るなんて、おかしいだろう、と。

　ひょっとして勘かん違ちがいだったら、今までの何もかもが失われる。

　だから蓋をする。

　無む論ろんこれは、好きとまではいかなくても発生するものだ。たとえば、

「ホライゾン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、言いたい事は大体解ります、浅間様さま」

　ホライゾンが、スクラムの中で呟つぶやいた。

「──ホライゾンは以前、死ぬ運命を強きよう制せいされたというか、用意されました。当時、素直で純じゆん真しんで純ぼカッ」

「ホ、ホライゾン！　言い慣れない言葉を使おうとして嚙かまないで！」

　失しつ敬けい、と彼女が周囲に会え釈しやくを送る。そして、

「まあそんな感じで死がブームになった訳わけですが、あの時ホライゾンは、救たすけに来るトーリ様を〝まあちょっとやめとけ〟みたいな感じで追い返しました。つまりあの時、ホライゾンの思し考こうとしては──」

　ホライゾンが黙だまった。

　思考だ。

　ややあってから、空を見上げた彼女は、気まずい汗あせを流しながら、

「……す、すみません、どう思い返しても美び談だんにならぬ理由ばかりが思いつきまして」

「ま。まあ無む理りはしなくていいですよホライゾン……」

　とはいえ、理由の一つは明確だ。

「トーリ君を追い返すのが、最さい善ぜんの判はん断だんだった訳ですね」

　それはつまり、

「損そん得とくで考えると、自分が死ぬ方が得、そして、自分に関わらない方が得。そういった判断があり、だからトーリ君は、逆の平へい行こう線せんを持ち出した訳です」

「じゃあ、馬ば鹿かがいるかどうかは別として、長なが岡おか夫人も同どう様ようさね？」

「恐らくそうだね。僕の見み立たてだと、長岡夫人の方からそれまで彼に会わなかったのは、そういう理由からじゃないかな」

・金マル：『でも、それだと、長岡夫人、長なが太ぶとの事、子供扱あつかいじゃないかな？』

・現役娘：『大だい丈じよう夫ぶですのよ、その辺りなら』

「変な事は、変な事は言わないで下さいましね……」

「ミト、祈ってないでお母かあさんに直接言いった方が……」

「挑ちよう発はつしたら絶対乗のって来ますのよ、うちの母親！」

「……ある意味、親おや子この絶対的な信しん頼らい関係ですね」

　だが、彼女の母は、こう言った。

・現役娘：『世よ捨すて人びととして認にん知ちされたところに、気に掛け、心から崇すう拝はいし、断っても通ってくれようという人がいるならば、それを気にしない者はいませんわ』

・銀　狼：『また御お母かあ様さまは、自分が世界基き準じゆんのような物もの言いいを……』

　浅あさ間まはミトツダイラに手て招まねきした。

　呼び寄せようという訳わけではなく、言葉を伝えようとして、だ。

　そして、何なに事ごと？　と振り向くミトツダイラに対し、

「──中ちゆう等とう部ぶ」

　告げる。

　二秒程ほどが経過した後、ミトツダイラが、

「────」

　不ふ意いに彼女がスクラムの中で盛せい大だいに俯うつむき、左右を支えるアデーレと直なお政まさの肩を引っ張った。
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　……そうでしたわ──！

　ミトツダイラは愕がく然ぜんとした。母の言っていた世界基準、それはどう考えても、

・賢姉様：『フフ、何ど処こかで……、世捨て人を気き取どった騎き士し様が、中等部の時いたわね……』

・銀　狼：『わ、私ですわ！　ええ、私ですとも！　──何か悪い事ありまして!?』

・貧従士：『あれ？』

・銀　狼：『何ですの？　あれ、って』

・貧従士：『いや、総そう長ちようと第五特とく務むって、総長が全ぜん裸ら血ダルマになってからも、たびたび通いがあったんですか？　……いや、あれ一回の訳がないのは当然ですが』

・現役娘：『まあ、ネイトったら、王おう様さまとそんな事がありましたのね……!?』

　しまった。

　向こうで浅間が、ですよね……、と視線を逸そらしているし、喜き美みなどは器き用ように足だけでステップを踏み出しているが、まあそういう事だ。

　否いな、それ以い降こうの〝たびたび〟は、こっちにプレッシャーを与えないため、騎士と王様という関係よりも、普ふ段だん付き合いのものだったが、

「──王と私だけの話ですし、今は関係の無い話ですわ」

「フフ、そうとも言えないわ。──だって、会っていた訳わけじゃないけど、会おうとしていた子供と、それを避けていた大人おとなの話なんだもの」

「どうしてもこっちと繫つなげるつもりですのね……？」

・●　画：『だってそっちの方が面白いものね』

　この連れん中ちゆうは……、と呆あきれて思うが、自分の場合でなければ確かにそのノリに加わる気もする。大体、今は王の家に住み込みになっているのだから、過去を否定する意味も無い。

　だとしたならば、

「──あの少年は、京きようで自分の夫人となる女性に会い、どうしましたの？」
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「──で？　オメエ、嫁よめに会ってどうしたんだよ？」

　トーリは疑問する。だが、相手の少年は、

「それは──」

「胸むね揉もんで膝ひざとか食らった？」

「やんねえよ！」

「駄だ目めだオメエ……。そのくらいは普通だろう」

　な!?　と皆に振り向くと、忍にん者じやが首を横に振って半はん竜りゆうが縦たてに振った。

「半々じゃねえかよ馬ばぁ鹿か！」

「馬っ鹿、俺おれが居るから６６．６６６６６とか、その辺りのパーセントだろ!?　極きよく東とうは民みん主しゆ主義だから多た数すう決けつで揉むんですう──。オメエの負けだ。ハイ、テンゾーも負け──」

「な、何か腹はら立たつで御ご座ざるなあ！」

「い、いえ、点てん蔵ぞう様さまも、告こく白はくタイムで確かく認にんしましたから、か、勝ち組ですっ」

　メアリの両手を握っての対たい抗こうに、皆が感情の無い目を点蔵に向けた。

・賢姉様：『フフ、ここで〝メアリ殿どの！　勝つために揉ませて下され！〟くらいは言って欲しかったわよねえ』

・十ＺＯ：『そんな事やったら御ご家族が殺しに来るで御座るよ！』

・俺　　：『妖よう精せい女じよ王おううるせえからなあ。股こ間かんに王賜剣エクスカリバー挟はさんだくらいで怒るし』

・副会長：『……あれ誤ご魔ま化かすの大変だったんだから思い出させるなよ』

　まあまあ、とトーリは長なが太ぶとを見た。

「全員可か決けつになったから揉まなかったオメエが悪い」

「意味解わからねえよ！」

「じゃあ、嫁と会って何したんだよ。まさかテンゾーみたいに、キスせがまれても〝自分って抑えの利いたいい人！〟みたいな事言いってチャンス逃のがした訳？」

・貧従士：『でもよく考えたら、あそこでキスしてたら、御家族に殺されてたんじゃあ……』

・ベ　ル：『現げん行こう、犯はん？』

　ベルさん難しい言葉知しってるな！　と思うが、長なが太ぶとの反応は別だ。

　彼は、視線を下に向け、口を噤つぐんでしまう。沈ちん黙もくだ。だがその理由は、何となく解わかるので、

「馬ば鹿かな事、言ったんだろ？」

「馬鹿じゃねえよ」

「じゃあ、当然の事言いったのか」

「──そうだよ」

「だけど嫁よめは、解ってくんなかったのか」

　長太は、また黙だまってしまう。何度目かの沈黙だ。だが、トーリは、

・俺　　：『コイツ……、チンコ真まっ黒くろに塗ぬられてるって、知らねえんだよな……』

・●　画：『墨すみが乾いてゴワゴワしてる違い和わ感かんくらいはあるんじゃないかしら』

・金マル：『ガっちゃんちょっと落ち着こう。ちょっと現実離はなれよう。ね？　ね？』

・義　　：『気付かれた後で殺されないよう気を付けておけよ？』

　まあそれはそれで、だ。

「嫁は、何て言ったんだ？」

　それは、とわずかな呼吸をもって、長太がこう言った。

「そんな事しなくていいですよ、って」

「笑ってそう言ったのか」

「……ああ」

　少年の頷うなずきに、しかしトーリは、苦く笑しようした。

「それでオメエ、馬鹿言いったんだろ？」

「か、勝かつ手てに決めるなよ！」

　いやいや、とトーリは苦笑を濃くする。

「そうじゃなきゃ、俺おれ達たちのトコ、来ねえだろ。──やっちまったんだろ？　自分じゃ、取り返しがつかねえと、そう思うような事。それを言っちまって、でも、謝しや罪ざいしたら、嫁の言った事を認めて身を引かねえといけねえような気がして、謝れねえんだ」

　だから、

「仕切り直しが欲しくて、俺達のトコに来たんだな？」

「何なに勝手に決めてんだよ！」

「オメエが言わねえからだよ馬あ鹿。言わねえんだったら、俺は勝手に決めるぜ？　──だって、オメエの将来の上うわ役やくになるかもしれねえんだし」

　トーリは顎あごに手を当てた。そうだなあ、と前まえ置おきして、

「オメエ、嫁の事、惚ほれてるんだろ？　年とし上うえの美人ってとこか。会ってみてえ、って思って、拒きよ否ひられて、襲しゆう名めいすればいいだろうと思って、正せい式しき襲名？　それやってみて、でもまた、拒否られて、どういう事だよ、って思ったら気付いたんだろ。旦だん那なが襲しゆう名めいしたら、二人の歴史再さい現げんが始まる訳わけだしな、そうなると、嫁よめの生きてる時間が短くなっていく、ってな。だから──」

　だから、

「会って話をしたかったんだろ。死ぬなよ、って」

「そうだよ！」

　長なが太ぶとが声を上げた。
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　忠ただ興おきは、あの時の事を思い出す。

　夜の二に条じよう城じよう。内部のホールは質しつ素そな、しかし黒を重じゆう視しした堅い作りで、照明の光が作る陰いん影えいは確かに〝大人おとな〟の雰ふん囲い気きだった。

　そこで初めて会った彼女に、自分は、世せ間けん話ばなしから入ろうと思ったのだが、

「そう言ったんだよ！　死ぬな、って。何かあったら俺おれが救たすけてやるって！」

「だけど、嫁は、そんな事しなくていいって、言ったのか」

「そうだよ！　だから、俺、いろいろ話して──」

　正直、よく憶おぼえていない。

　自分なりに、彼女を救う方法や、伝つ手てなども考え、一部は確かく保ほしてきたのだ。だが、

「でも、不ふ要ようですって、そう言われたか」
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　ミトツダイラは、表示枠サインフレームに言葉を送った。

　それは今、王の手て元もとに見えている筈はずのもので、

・銀　狼：『──自分を諦あきらめてる人にとっては、どれだけの救いの手段も、意味が無いんですわ。だって、救われない事に意味を認めてしまってますもの』

　つまり、

・銀　狼：『長なが岡おか夫人にとって、今や欧おう州しゆうは自分が役に立っていた時代と変わり、己おのれの役も不ふ要ようになってますわ。瑞典スウエーデンのクリスティーナを襲名していますけど、本ほん国ごくと離れた状態なので、自じ国こくの立ち回りに不ふ便べんを来きたしてもいますの。

　少年と会ったのは、羽は柴しばがK. P. A. Italiaを陥かん落らくした直後ですわね。羽柴が聖せい連れんとして長岡夫人の爆ばく死しを行うなら　自分の死し亡ぼうする歴史再さい現げんは関せきヶ原はらに至るものなので、羽柴を追い詰める事に繫つながりますの。それに……』

・俺　　：『それに？』

　王の問い掛けに、ミトツダイラは両親の事を思った。

　母と父は、境きよう遇ぐうも、生活のベースも違った。

　母は人を食う人狼ルウガルウ。父は領りよう主しゆで、学生だった。

　求め合い掛けた時、お互いはその事に改めて気付き、距離を取った。

　少年と夫人の内、夫人が、そうなのだろうか。

・銀　狼：『年が離れている事や、死の聖せい譜ふ記き述じゆつから、夫人はきっと、こう思っているのではありませんの？　──私などに関わるより、もっといい人がいる筈はずですわ、と」

　言っていて、重い台詞せりふだと気付いた。

　少なくとも今の自分は、これを王に言うとしたら、泣き出しかねない。本ほん心しんを偽いつわる事と、幸せと別離する事への辛つらさは、我が慢まん出来るものではない。

　ふと気付くと、己おのれの目め尻じりに涙が浮かびそうになっていて、

　……感情移い入にゆうし過ぎてますわね。

　夫人は、少年とそこまでの付き合いを持っていない。だから、告げるとしたならば、本心を偽る事よりも、少年に対する大人おとなとしてのアドバイスで、そういう事を告げた筈だ。

　ただ、自分と重ね合わせてしまった事で、ミトツダイラは気付いた。

　……私、我が王と離れたくないんですのね。

　IZUMOの時がそうだった。王を人ひと質じちにとられ、母に、王の下もとから離れるように強きよう制せいされ掛けた。あの時も自分は泣きそうになって、

「……う」

　ミトツダイラは首を横に振った。すると、

・俺　　：『ネイト』

・銀　狼：『な、何ですの？』

　王が、問うてきた。

・俺　　：『俺おれがオメエを俺の騎き士しにしようとした時、オメエ、自分の事が、俺の負ふ担たんとか、傷みたいなものになるって、そう思ったか？』

　それは、と口くち籠ごもりそうになって、ミトツダイラは自分の中の怖おそれのようなものを祓はらった。

　もう、今は、かつてとは違うのだ。過去は昔むかし話ばなしになるべきものだと思う。だから、

・銀　狼：『思いましたわ、当然。でも──』

　でも、

・銀　狼：『私の処ところに来て下さったからには、私がそれを悩む意味はありませんもの』

　それに、とミトツダイラは言葉を繫つなげた。

　先さき程ほど、内ない心しんで思った言葉。泣きそうになる王との乖かい離りについても、

・銀　狼：『今の私なら、王と離れる理由を探して浸ひたるくらいなら、王を守しゆ護ごして行ける強さの方を望み、追い続けますわ。それが私の学んだ事で、乖離の涙も自分の今の幸いを引き立てる浸りでしかありませんの』

　お、おおう……、と浅あさ間まが俯うつむきながら呟つぶやくが、気にする事では無い。眼がん下かではホライゾンの右腕うでが親おや指ゆびを上げてもいるのだ。

「私と王の関係ですものね」

・銀　狼：『ただ、──長なが岡おか夫人も少年も、そこにまでは至ってませんわ』

　少年は、真ま面じ目めだ。

　だからこそ、長岡夫人は、彼の未来を案じて拒きよ否ひをしたのだろう。まだ、彼との乖かい離りに意味を重く感じていない夫人は、真面目な少年を諭さとすように拒否した。

・銀　狼：『真面目な、しかし勢いのある少年に対し、諭すような拒否をしたらどうなるか、解わかりますの？』

・未熟者：『──中ちゆう等とう部ぶ二年だ。反はん抗こう心しんの塊かたまりだね、世せ代だい的てきに』

・眼　鏡：『へえ、君、四回くらいダブったのかい』

　書しよ記きが表示枠サインフレームに何か文字を叩たたき出し始めたが、相手の思う壺つぼではありませんのアレ。

　ただ、今の話で見えた事がある。

・銀　狼：『我が王』

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声は、通つう神しんではなく、耳に聞こえた。

　少年を前に、王が、こう言ったのだ。

「オメエ、嫁よめに食ってかかって、喧けん嘩かしちまったんだよな」
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　ああ、と忠ただ興おきは頷うなずいた。

　もう、どうしようもねえ、と、そう思いながら、言葉を作った。

「俺おれ、いろいろプラン考えたよ。稲いな富どめを襲しゆう名めいしたのもそれなんだ。現げん場ばにいられるだろうから。だからどうにかして、お前を救いたいって。でも、あいつ、俺の言う事聞いてくれなくて。

　俺はやっぱ、中等部だよ。それ、解わかってんよ。だからいろいろ用意して、考えて、持っていったんじゃん？　なのに、何で、死ぬ事を選ぶんだよ。迷めい惑わくだとか、そういうの、関係ねえじゃん。俺は死んで欲しくねえんだよ」

「そう言ったのか？」

　二度言いう必要はない。だから頷いた。すると正面の全ぜん裸らは、

「そしたら、こんな事言いわれたんだろ？　──私なんかより、もっといい人を探した方がいいですよ、とか」

　背後、きゃあ、という嬌きよう声せいや「やるわねミトツダイラ！」とか声が聞こえてくるけど、この連れん中ちゆうは頭がおかしいので関わらないようにしておく。ただ、

「そうだよ」

　あの時の事を、忠興は思い出す。

　言葉を尽くして、資し料りようも出した。正直、彼女を救うのは聖せい譜ふ記き述じゆつに反している行いだ。

「だけど、解かい釈しやくって、あるじゃねえか」

　しかし、それも拒きよ否ひされた。そして何もかもが、彼女を動かす事が出来ないと解わかった時、自分はこう言ったのだ。

「何でだよ」

　すると、彼女はこう応じた。

「──それが私の運命なのです、って」

「オメエ、そこで、何て応じたんだ？」

　憶おぼえている。彼女はもう完全に自分で決め込んで、勝かつ手てに結けつ論ろんを出しているのだ。だから、

「言っちまったんだ」

　それは、

「だったらもう、勝手に死ねよ、って」
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　正まさ純ずみは、忠ただ興おきの続く言葉を聞いた。

　その内容は、しかし、長なが岡おか夫人の応おう答とうで、

「そしたら、あいつ、仕方なさそうに笑って、こう言ったんだ」

　正純は、聞いた。

「──では、さようならですね、って」
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　なあ、と忠興は言った。

「悪かったよ。俺おれが悪かった。駄だ目めだった」

　だから、

「救いに行くのも駄目かもしんねえ。赦ゆるされないかもしんねえ。聞く耳どころか、嫌きらわれてるとも思うんだ。だって、俺が悪い事言いって、間違ったから。でも──」

「おい」

　正面から、声が聞こえた。

「オメエは間違ってねえから」
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　トーリは、目の前にいる少年の頭に、手を置いた。

「間違ってねえから安心しろ」

「……そ、そんな事、ねえだろ!?」

「馬ば鹿か、だってオメエ、俺おれ達たちのところに来たろ。──大だい正解だぜ」

　それに、

「オメエは俺なんかよか、よっぽど出来てるから安心しろ。何な故ぜなら、これ放っておけば後こう悔かいするって、解わかってんだから。だから安心しろ」

「何でそんな事が──」

「決まってるじゃねえか」

　トーリは言った。

「オメエが間違ってねえのは、誰だれから見たって明らかだからだよ、長なが太ぶと」
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　浅あさ間まは、トーリの言葉に安あん堵どの肩を落とした。

　……良かった、というか、流石さすがは、というところですね……。

・賢姉様：『フフ、もしこれが、〝昔に俺もそういうのがあった〟だったら、ちょっとビンタでも入れておかないといけないところだったわね。

　そんな捉とらえ方だと、今の少年を救う振りして、過去の自分を救ったつもりになるような、そんな置き換え遊びだもの』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、──そんな風ふうに引きずられているのなら、ホライゾンと処しよ刑けい場じようで軽く消しよう滅めつしかけた過去タイムのアレが、何の成長も導かない無む意味となりますからねえ』

　その通りだ。

　後悔は祓はらったのだ。だから、昔の自分と重ねない。

　そういうものを乗り越えた今の自分として、後悔に陥おちいりそうな少年を助ける。

「いいか」

　彼が言った。

「俺達は、そういうのに負けねえ。またそう言う事があっても、前も越えられたからどうにかなんだろ、ってやっていけるしな。

　だけどオメエはまだまだ後悔童どう貞ていだ。負けそうになったら俺達に任せろ」

「任せろ、って、……何をだよ」

「自分を信じるって事だ？」

・あさま：『な、何を疑問形けいで言ってるんですか！』

・俺　　：『いや、だって確かく定てい出来ねえもーん』

　まあいい、と彼が言った。そして彼は、

「オメエが自分信しんじられない時は、俺達を信じろ。どいつもこいつも俺のギャグで笑わなかったり、芸げいを日常と受け止めてスルーするような連れん中ちゆうだけど、やる事やっから」

「いや、待てよ、お前……」

　少年が、彼を見た。

「俺おれは、あの女に、酷ひどい事を……」

「だから言ったろ？　オメエは間違ってねえ、って」

　彼が、言う。真まっ直すぐに言う。

「まだ、オメエの嫁よめは死んでねえんだ。そしてオメエも反はん省せいしてる。死んでなくて、オメエも反省を見せてえんだったら、昔に何言いったって、まだ間違いじゃねえよ。どうとでも取り返せるんだ。嘆なげく意味とかありゃしねえ。馬ば鹿かかオメエ。まだまだこれからがあるんだぜ？　今はまだ、嫁を捕つかまえて、どう謝ろうか、どうイチャイチャしようかとか、そんな事を考えられる時間なんだぜ？　だったらそうしとけよ。だから──」

　トーリが、こちらに視線を向けた。

　言われる事は解わかっている。

「行こうぜ」

　応おう答とうすべきは、いつもの通りだ。Ｊｕｄジヤツジ．、と応じる者もいれば、自分は、

「──はい」

　正しく彼に、そう答えた。







[image: 第十六章『次代観測所の見物者』]
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　さて、と正まさ純ずみは一ひと息いきの間もなく、視線を輝てる元もとに向けた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たになったのか、いつの間にか用意されたテーブルセットで茶を飲んでいた彼女は、こちらに手を挙げ、頷うなずいた。

「話、まとまったか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こちらはやはり、長なが岡おか夫人の救きゆう出しゆつに向かう。国家としての利害も一いつ致ちしたが──」

　馬ば鹿かを見ると、全ぜん裸らはこちらに手を挙げ、

「まあ、趣しゆ味みみたいなもんだな」

「そういう事だな。──一つ、羽は柴しばに恥はじを搔かかせに行って来る、というところだ。

　ところで、この少年の処しよ遇ぐうだが……」

「御お願ねがいします……！」

　少年が、不ふ意いにこちらを向き、頭を下げた。

　土ど下げ座ざという訳わけではないが、座ざ礼れいだ。身のこなしは確かで、脇わきに己おのれの武ぶ器きを置いても居る。

・御広敷：『利り休きゆうの高こう弟てい、という聖せい譜ふ記き述じゆつがあるだけはありますね……』

・あずま：『あ、うん、余よから見ても、儀ぎ礼れいはしっかりしてるね』

　ならば、礼にて頼むという事の価か値ちと意味も学んでいよう。

　……安いものではないな。

　七しち将しようと呼ばれる、羽柴から松まつ平だいらに渡る重じゆう鎮ちんの襲しゆう名めい者しやでもあるのだ。

「Ｊｕｄ．、解わかった。──君の身み柄がらは預かろう。

　毛もう利り・輝元、当然だが、彼の事は羽柴側に許きよ可かを得たものではないな？」

「今から明かして駆かけ引き合がつ戦せんするか？　あたしゃ知らぬ振りするけど」

　……いい度ど胸きようだよなー……。

　後あと先さきを考えていないようで、変にハメてくるから怖こわい。

　しかし、彼がここにいる事は、もうそれだけで国家的な問題なのだ。

「とりあえず武蔵むさし内にある武蔵側外がい交こう館かんに入って貰もらうか。何かあったら、亡ぼう命めい希望という扱いにして切り抜ける。そしてネルトリンゲンに近付いた時点で、君を表おもてに出す」

「表に？」

「──正直言えば、現場の攪かく乱らんだ。長岡夫人の爆ばく死しを歴史再さい現げんをしようとしているところに、長岡・忠ただ興おき」

「ああああああああああああああああ！」

　輝元と少年が二人で叫んだ。すまん、そのネタまだ生きていたのか。

「えーと、だ。つまりそんなところにこの少年が来て見ろ。現場は迷めい惑わくだろう」

「そりゃ迷惑だろうな」

　迷めい惑わく……、と少年が俯うつむくが、それも現実だ。

「戦せん術じゆつとしてみたら、こっちは長なが岡おか夫人を救うのが先決。そしてネルトリンゲンの戦いで、改派プロテスタントが劣れつ勢せいになっているなら、その助じよ力りよくか、撤てつ退たいの援えん護ごを行う。しかし向こうは、この少年が来た事で一いつ瞬しゆんでも戦術を思し案あんしなければならなくなるが──」

　右の手を挙げ、軽く握る。

「その隙すきで、こちらは、長岡夫人の救きゆう出しゆつや、改派への手助けが可能となるだろう」

「そいつはどうなる？」

　輝てる元もとが、少年ではなく、こちらを見て言った。

「お前らと組んで、聖せい譜ふ記き述じゆつにない行いをしたとすれば、襲しゆう名めい解除もあり得るぜ。下へ手たをすると、長岡・忠ただお」

「あああああああああああああああ！」

　よく出来たな少年。というか、

「自分でうっかりするな毛もう利り・輝元」

「ああ、意い外がいと面めん倒どうだなコレ」

　そして輝元が言った。

「──やめるか、このネタ」
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・貧従士：『あ、あの、自分の親の故こ郷きよう系けいの元もと締じめなのであまり言いたくありませんが、毛利総そう長ちよう、何か大おお味あじじゃないですか!?』

・●　画：『私もそう思うけど、言い出しっぺのアデーレ、直接言ってやって』

・不退転：『国際問題を恐れないとは、大した従じゆう士しね……』

・未熟者：『そうだね、僕もそう思うけど、代表としてアデーレ君頼む』

・眼　鏡：『他人の真ま似ねして面白いのかい？』

・未熟者：『き、君はどうして平然と別の方向にネタを転がすんだよ!?』

・副会長：『うーん、まあ、このネタが無しになるなら、それはそれで有あり難がたいかな』
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　話がしやすくなるといいんだが、と思いつつ、正まさ純ずみは言葉を作る。

「──で、まあ、その長岡・忠ただ興おきだが」

　と言った瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに、輝元が長岡の頭を叩たたいた。

「おい、叫べよ」
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・貧従士：『言いません！　何も言いませんよ自分！　言いませんからね！』

・俺　　：『あれあれ？　アデーレ？　一番に何なに思ったのかなあ～？』

・ホラ子：『やめましょうトーリ様、アデーレ様はああ見えて繊せん細さいな御お方かた、それがこのところ機き動どう殻かくでハンマー扱いを繰くり返したために繊細を一つ飛び越えて微び細さいな何かに散らばってしまった哀あわれな精神、一体どうしたものでしょうか？』

・貧従士：『何か疑問形けいで終わりましたよ!?』

・金マル：『ツッコむところ、中ちゆう盤ばんの方がよくないかな？』
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　えーと、と正まさ純ずみは言葉を選び直した。

「ネルトリンゲンで長なが岡おか夫人を救きゆう出しゆつ、改派プロテスタントの方は戦せん場じようの流れを見て介かい入にゆうする」

　ただ、気になるのは一つだ。

「毛もう利り・輝てる元もと、──よくまあ、こんな重要人物の少年を引っ張って来れたものだな」

「瑞典スウエーデン側がわからの流れだ。瑞典も、長岡夫人を救いたいと思ってはいる」

「罠わなだという考えは？」

「ハメようってんだったら、今後の戦場で痛い目見みせてやるよ。味み方かたとしてな。

　──一いつ切さいの手て柄がらを奪うばってやる」

　裏うら切ぎるとか、後方から撃うつとか、そういう事ではないのが彼女らしい。

　無む論ろん、言うだけの事を行う行動力と国力があるのは事実だ。

「瑞典としては、本心、またはそれに該がい当とうすると、そう見ていいのか」

「……お前、その用よう心じん深い性格どうにかならねえか」

「国家間交こう渉しようは、武蔵むさし、そして極きよく東とうという国家にとっての最大の防ぼう衛えい手段になるものだと、私はそう思っている」

・約全員：『……えっ』

・副会長：『何だその反応は……！』

・蜻蛉切：『──正純、身み内うちに隠かくす事はないで御ご座ざろう。正純はいつも拙せつ者しや達に活かつ躍やくの出来る職場を与えてくれる見事な副ふく会長。しかも生徒会が主しゆ導どうする御お陰かげで、他の戦せん闘とう国家にありがちな総そう長ちよう連れん合ごうの実じつ権けん台たい頭とうなども無く、いい事で御座るよ』

・ホラ子：『そうです正純様、正純様の交渉は平和を追い求めながらも何な故ぜか結果は大だい戦争に導く魔ま法ほうの交渉。そのスキルを、防衛などと些さ末まつな、──あいや些末とか言ってはなりません。そんな無む茶ちやな、という感じで一つ、ええ』

　武蔵のトップ二人から言われるのはどうかしてる気がする。が、まあこういうのは、

・副会長：『年とし頃ごろにはありがちな、自分と他人の捉とらえ方の差さ異いというヤツだろうな』

・十ＺＯ：『直す気ゼロに御ご座ざるなー』

・副会長：『いや、今から人じん格かく強きよう制せいは無む理りだろ。──お前らの』

　皆が後ろから眇すがめを向けてきている気がするが、気にしない。いつもの事だ。

　とはいえ、毛もう利り・輝てる元もとには言っておく。

「何だかんだと、武蔵むさしは極きよく東とうを背負ってはいるが、航こう空くう都市艦かんだ。規き模ぼとしては各かつ国こくの首しゆ都と中心部クラスではあるが、それ以上でもない。他国や極東との連れん携けいや、バックアップが無ければ成り立たないのが私達だ。ゆえに、交こう渉しようでは用心が先に立つ。

　その上で改めて問おう。──瑞典スウエーデンだけではないのだな？」

「たとえば？」

「阿蘭陀オランダだ。この時期に強きよう国こく瑞典の長ちようを失う事は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国北部の改派プロテスタント勢せい力りよく、特に独立を目め指ざす阿蘭陀にとっては痛いた手でとなる。外がい交こうから何から、仕切り直しになるからな」

　これは、武蔵よりも厳きびしい構こう図ずだ、と正まさ純ずみは思う。

　説明のためにも、正純は欧おう州しゆうの概がい要よう図ずを出した。示すのは、

「──M. H. R. R. の各領りよう邦ほう、周辺諸しよ国こく。彼らは、たとえ強国であっても、大たい国こくではない。

　欧州は地じ続つづきであるため、隣りん国ごくや関係国との安定や連れん携けいが失われれば、敵てき対たい化かした国から戦せん士し団だんが休み無く差し向けられる事にもなるのだからな」

・俺　　：『へ？　それ、どういう事？　地続きだと不利なの？』

　あのな？　と正純は言葉を置いた。

・副会長：『いいか？　武蔵は空に浮いているから、戦争って言っても、簡単に占せん領りよう出来ないだろ？　もしも占領しようとするなら、航こう空くう艦かん単たん位いでしか戦士団を送り込めないし、周辺に戦士団や備び蓄ちくを貯ためる陣じん地ちだって作れないだろ？』

・銀　狼：『ですけど、欧州のように地続きの場合、それこそ戦士団や武ぶ装そう類るいを休み無く陸りく路ろで輸ゆ送そうし続ける事が可能になりますの。対たい武蔵や、対島しま国ぐにの場合、輸送艦かんで千人単位を送る事が出来ても、その揚よう陸りくの手て間まや、物ぶつ資しと人じん員いん補ほ給きゆう、陣じん地ち形けい成せいの手て間まなど考えると、もう既すでに地面がある地続きの戦せん闘とうの方が攻め手にとっては有利なんですの。

　だって、戦せん地ちまで歩いて行く事だって出来ますから、義ぎ勇ゆう戦士団なども現地集しゆう合ごうで集める事が可能ですものね』

・未熟者：『だから地続きの場合、国こつ境きように面した街かい道どう全すべてが危険だ。武蔵のような、地続きでは無い国や、海に囲まれた島国は、やってきた敵艦を撃げき破はすればいいけど、地続きの場合、ミトツダイラ君も言ったように陣地を作られたり、人員が集まり出すと厄やつ介かいさが増す。そしてそうされる事は、ほぼ確かく定ていだから──』

　つまり、と正純は言葉を作った。

・副会長：『欧州の国家は、地続きで、周辺を数すう国こくに囲まれている国ばかりだ。一つの国で、多数国こくを相手に出来る大たい国こくや強きよう国こくは希まれな存在なんだ』

　と、正まさ純ずみは、もう一度欧おう州しゆうの概がい要よう図ずを叩たたいた。

「強国としての地位を確立したい瑞典スウエーデン。そして独立を望む阿蘭陀オランダ。それらにとって、瑞典の総そう長ちようがどうなるか、というのは大きな問題だ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国改派プロテスタントにとっても同じだろう」

「だったらどうする？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は言った。

「──ヴェストファーレンでの発言力りよくを貰もらいに行く」
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「悪い女だぜ。本ほん多だ・正純」

　輝てる元もとは、腹の底に笑えみのような感情を得ながら、そう言った。

　対する武蔵むさし副ふく会長は、座った位置から視線をこちらに寄よ越こし、

「いい女である事とは縁えんがほど遠い」

「だろうな。長なが岡おか夫人の救きゆう出しゆつと、ネルトリンゲンへの介かい入にゆうに対する政治的価か値ちを、実際の戦争が始まる前にここで定義して行くとは。──これから戦争する改派やM. H. R. R. 皇こう帝てい派はにとって、余よ計けいな事でしかないだろうよ」

「だが、後でそれを言い出すより、いいだろう。──私達は、三み河かわで述べた通り、ヴェストファーレン会議で自分達の進しん退たいを伺うかがうのだから」

　だが、と彼女がもう一度言いった。

「──大人おとなしく、判はん決けつを待つ気は無い。私達は罪ざい人にんではないのだ。為なした事が世界にとってどのような意味があったのかを、捉とらえて貰もらいに行くんだ。

　だからここで言っておく。これから私達が為す事は、欧州にとって意味がある事だと」

「じゃあ一つ、あたしの方からも言っておこう」

　輝元は、湯ゆ飲のみを掲かかげて、言葉を作った。

「まだ、未来の事だ。どうなるかは解わからんが──」

　武蔵副会長を見み据すえ、宣せん告こくした。

「関せきヶ原はらがどうなるか、楽しみだぜ」





●






　Ｊｕｄ．、と言いかけ、正純はその言葉を飲み込んだ。

　関ヶ原では、松まつ平だいら勢ぜいは毛もう利り勢と敵てき対たいするのだ。しかし、

　……ここで、敵対を示す意味は無いな。

　もし今、関ヶ原での敵対を認めるような発言をしたならば、関かん東とう解放の意味が変わる。

　毛利勢が主力となって行う関東解放なのだ。もし、武蔵が敵対を認めたら、それは、武蔵と友好を保っている六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの関かん東とう解放では無く、武蔵むさしの敵による関東解放だ。

　後で武蔵が関東に戻ってきても、関東諸しよ国こくは、素直に武蔵を受け入れがたいだろう。

　……そのくらいは見み越こした発言をする女だ。

　正まさ純ずみは、相手の言葉を捉とらえ直し、こう応じた。

「何よりもまずは、関東解放を成功させる事だ」

「任せとけ」

「否いな」

〝任せる〟訳わけにはいかない。

　六護式仏蘭西と毛利が関東を解放するのではないのだ。

「里さと見みと武蔵勢が前に立つ。そうでなければ聖せい連れんなども納なつ得とくすまいし、関東諸国への口くち利ききも出来ないだろう。また、毛利勢は、先の補ほ給きゆうなどの手て配はいもある。だから──」

「後ろで見てろ、ってか？」

「あのな、大体お前、指し揮きを執とるなと羽は柴しばに言われたろ？　だがこちらとしては──」

　正純は、肩を竦すくめた。

　腕を組み、眉まゆをひそめた毛もう利り・輝てる元もとに対し、

「──里見を助けてくれと、そういう事さ。力は足りないのだからな」
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　ほう、と幻げん庵あんは一ひと息いきを漏もらした。

　……上う手まく外したねえ。

　強きよう国こくには、ある一つのプライドがある。

　それは、味み方かたとなった小しよう国こくを、保ほ護ごする役を持つと言う事だ。

　幾いくら強国とて、周しゆう辺へん諸国が一いつ斉せいに敵に回れば、太た刀ち打うちは難しい。ゆえに、周辺諸国の信用を得る事が国同どう士しの牽けん制せいを呼び、全面敵てき対たい状況の回かい避ひに繫つながるのだが、

　……小国からの信用を構こう築ちくする最大の方法は、国の保護だよ。

　守られれば、裏うら切ぎる意味も無い。

　しかし、味方となっている小国を保護しない。または、小国の利り益えきを分ぶん捕どろうとするならば、それは他の国にとって〝自分達も同じ事になるのではないか〟という警けい戒かいを呼ぶ。

　里見は現状、亡ぼう国こくだ。

　里見の土地を取り戻す関東解放を、しかし里見ではなく、毛利が前に出て行ったら、どうなるか。

　武蔵副ふく会長は、その示し唆さを明めい言げんしたのだ。

　もしも里見をないがしろにし、助けないならば、毛利と六護式仏蘭西の〝疵きず〟になるぞ、と。

　そしてこれによって、

「惜おしいねえ」

　幻げん庵あんは呟つぶやいた。

「北ほう条じようが滅ほろびの道に乗ってないならば、今の武蔵むさし副ふく会長の言葉をもって、〝毛もう利りが里さと見みや武蔵を追い落とそうとしないか北条が監かん視しする〟という、そんな政治的カードを毛利勢ぜいに対して持つ事が出来たのにねえ」

　はは。

「──惜しいねえ」

　言って、笑った。そして幻庵はこう思った。この言葉は、武蔵への貸しだ、と。

　今、武蔵副会長に続き、自分が明めい言げんした事で、関かん東とう諸しよ国こくは、北条が持てなくなった政治的カードを、持ってもよくなった。すると、

「────」

　武蔵副会長が、こちらに視線を向け、黙もく礼れいした。

　……いいって事だよ。

　北条をこれから受け継つぐのは松まつ平だいらなのだ。自分達の滅びた後の将しよう来らいは、しかし、今の自分達の言げんで保ほ護ご出来る。だから言ったのであって、今の武蔵への援えん護ごでは無い。

　だが、今の自分の言で、もはや毛利勢は、関東解放の主ぬしとはなれない。

　そうしようとすれば、関東諸国が毛利を認めない。

　無む論ろん、助じよ力りよくの任は、充分な価か値ちを持ち、それを関東諸国は感謝するだろう。

　ただ、全てを持っていく事は出来なくなった。

　だからだろうか。ハ、と毛利・輝てる元もとが笑った。

「──美び談だんを貰もらうのも悪くねえ」
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　あら、と成なる実みは、感心の息を外に漏もらした。

　……凄すごい女ね。

　これから自分が与えられる任を、輝元はやはり言葉で定てい義ぎした。

　美談だ。西の大たい国こくがわざわざ関東にやってきて、里見という亡ぼう国こくを助け、しかし主たる部分を奪うばおうとしない。更さらには、主しゆ権けんを要求もしない。

　美談というしかない。それを敢あえて言い、乗る事を明めい言げんした事で、

　……関東諸国は、毛利を受け入れなければならなくなる、か。

　毛利が権けん利りを叫ぶならば、認めない。

　だが、毛利が権けん利りを叫ばないならば、認めざるを得ない。

　単純なシーソーゲームだが、それを毛利が理解しているかどうか、という部分での明めい言げんは、強い意味を持つ。

　もし、そのルールを遂すい行こうしなければ、大たい国こくの力を見せてもいいのだから。

　成なる実みは、こう思った。凄すごい女に、悪い女が、ここにはいるのね、と。

「北ほう条じようの土地として見てみたら、パールバティは何ど処こにいるのかしら」

　苦く笑しようが漏もれるが、しかしここまで、だろう。

　成美は、伊だ達て代表として、右の手を挙げた。

「どうかしら。──いろいろな方針が決まったけど、そろそろ、自分達の為なすべきに移る？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは成美の進しん言げんに頷うなずいた。

　……する事が多いな。

　休きゆう息そくに入る前に、ネルトリンゲンでの作さく戦せんや、政治的立ち回りについて考えておく必要があるだろう。

　そして何と言っても、

「──長なが太ぶと」

　正純は、立ち上がりながら、呼びかけた。

　振り返り、慌あわてて腰を上げる中ちゆう等とう部ぶの襲しゆう名めい者しや。彼に向かって正純は声を掛ける。

「急ぎ、君の艦かんを甲かん板ぱんに固定しろ。羽は柴しば側に気付かれると厄やつ介かいだ。こちらの方でも偽ぎ装そうの手配をするから、君と手て勢ぜいの者達は──」

　言っていて、ふと気付いた。

「艦かん内ないは、同どう意い者しやばかりなのか？」

「俺おれの〝家〟の連れん中ちゆうばかりだよ。監かん査さ役やくなんかも、向こうに行った戦せん艦かんに乗ってて、俺は戦せん闘とう直前まで寝てると思ってる」

「やるな長太！　小こ手て先さきの技が出来るじゃねえか！」

　褒ほめんなよ！　と笑って言ってる辺り、結けつ構こうこいつら気が合うかもしれん。

　……男同士は、変な組そ織しき性せいがなけりゃこんなもんかなー。

　思う視線の向こう。毛もう利り・輝てる元もとや、北条・幻げん庵あん達が、自分達の艦へと視線を向けた。

　上うえ杉すぎ側、本ほん庄じよう・繁しげ長ながも、こちらに手を挙げ、

「──では、その少年の敗はい北ぼく分ぶん、いずれ上杉攻ぜめの考こう慮りよを頂いただく。それでいいのであるな」

「Ｊｕｄ．、何だかいろいろ手て数すうを掛けたが、いい現状を知らせて貰もらった」

　言うと、繁長が、初めは眉まゆを上げ、しかしすぐにその眉を立て、笑えみを作った。

「──手て数すうを掛けられた、という分は、査さ定ていしないでおくものである」

「サービスだと思っておくよ」

　さて、と言ったのは、義よし光あきだ。彼女は里さと見み生徒会長と伊達家け副ふく長ちように手を挙げ、

「では、我らは、何かするものがあればする。そうでなければ休む、という事で、次の動きにしようかえ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──私は武蔵むさし勢ぜいに合流ね。立たち花ばな夫ふ妻さいは？」

「Ｊｕｄ．、先さき程ほどの参加予定表ひようには、宗むね茂しげ様共とも々ども、既すでに入れて頂いただいております。

　立花としての再さい襲しゆう名めいに向けた手て並なみ、多くに見せるいい機き会かいかと」

「あ──、あたしも里さと見み側に出るさ」

　と言ったのは直なお政まさだ。彼女は皆の注目に右の義ぎ腕わんを上げ、

「里見の武ぶ神しんに、朱雀すざくの設計が関かん与よしているようでさ。ちと、見ておきたいのさ」

　成なる程ほどと正まさ純ずみは会え釈しやくして思った。随ずい分ぶんと皆、気き合あいが入っていると、正純はそう思った。

　だが、数すう時間後ごに起きる二つの大だい規き模ぼ戦せん闘とうでは、皆、それぞれの全力を出すのだ。

　その前にすべきは、

「よし」

　一ひと息いきを入れ、正純は言った。

「休きゆう息そく、入れるヤツは急いで入れ！」
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　Ｊｕｄ．、と皆が応じるのを、鈴すずは聞いた。

　だが、その時だった。

　……え？

　妙みような音が耳に聞こえた。否いな、正確には耳ではない。武蔵むさし野のから送られてくる知ち覚かく情報だ。

　武蔵が感かん受じゆする音。それが、遠くの空からの響ひびきを捉とらえ、耳に寄よ越こされたのだ。

「これ、は……」

「あ？　どーしたんだよベルさん。何か変なものでも来たりしてる？」

　と、トーリが声を掛けてきた直後。

『緊きん急きゆう……！　武蔵野艦かん橋きようより警けい戒かいです！　西側より未み確かく認にん飛行物体接せつ近きん中ちゆう！　警けい告こくには〝非戦〟を示す応答と〝救きゆう難なん着ちやく陸りく要よう請せい〟が来ていますので受け入れますが、急速に──』

　あ、と武蔵野が言った。

『圏けん内ない飛び込んできました。──以上』

　彼女の言葉を証しよう明めいするように、音の塊かたまりが西から来た。

　皆が西に振り返り、鈴は飛ひ来らいする物体の形を武蔵野からの情報で捉える。

「えーと、ベルさん、何が飛んで来てるんだ？」

「う、うん、ちょっと待って」

　ふと、手が虚こ空くうを撫なでていて、

　……あ。

　空間に模も造ぞうが作れない。

　ここは武蔵むさし野の艦かん橋きようではないし、蟹かに江え城じようの戦いの時のように外部に艦橋システムを臨りん時じ展開している訳わけではないのだ。

　しまった。つい、癖くせでやっちゃったけど、何だか虚こ空くうにアウアウとアプローチする方面の人に見えてしまわなかったろうか。御お広ひろ敷しき君くんとか。あ、トーリ君も結けつ構こうする。よく考えたらガっちゃんや浅あさ間まさんも結構する気が。次点でミトツダイラさん。だったらその次くらいで大だい丈じよう夫ぶかな。どうだろ。

『着ちやつ艦かんします。──以上』

「う、うわ、御ご免めんな、さいっ」

　言っている間に、金きん属ぞく音おんの軋きしりが、硬こう化か木材の甲かん板ぱん上じようにバウンドした。そして強く滑り、大きくブレーキングターンしてこちらへと滑り込んできたのは、鈴すずの知覚から捉とらえて全長八十メートルはあろうかという、

「竜りゆう……？」

　否いな。それは形状として竜だが、聞こえる駆く動どう系けいの音や加か速そく器きの響ひびきは、航こう空くう艦かんや機き鳳ほうのものだった。ならばこの正しよう体たいは、

「──機き竜りゆうさね！」







[image: 第十七章『更地の足跡者』]
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　直なお政まさは、敵の存在を見た。

　眼がん前ぜん。各かつ国こくの艦かん群ぐんの間を滑り、皆の中央にて止まったものがある。

　赤の機き竜りゆうだ。

　形状としては竜。内容としては機き械かいだ。

　機き鳳ほうと同どう様ように、人が搭とう乗じようして操そう縦じゆうさせる大型武ぶ装そうであり、

「単体で、一個師し団だんや戦せん艦かん規模の戦せん闘とうを行える、って話さね」

　希まれな存在だ。

　とにかく武ぶ神しん以上に燃ねん費ぴが悪いのと整せい備びが面めん倒どうなので、大たい国こくとしては、三世西班牙トレス・エスパニアが新しん大たい陸りくで運用していた程てい度どだったか。小しよう国こくでは国の武装の象しよう徴ちようとして有している事があるが、示し威い以外の目的で前ぜん線せんに出る事は滅めつ多たに無い。

　しかし、それが今、目の前にある。

・３４７：『うっわ！　ちょっとマサ先せん輩ぱい、画が像ぞう！　画像と、あ、あと、音！　屋外だから駆く動どう器き音おんが抜けるけど、当とう分ぶん聞きながら寝るつもりだから御お願ねがい！』

　コイツ一種のビョーキさね、と思いながら、しかし直政は情報の取しゆ得とくに努める。

　今、正面にて四し肢しを着き、駆動の震えを大きく得ている赤の機竜。先せん鋭えいな頭とう部ぶと前腕に主しゆ翼よく、後こう脚きやくに副ふく翼よくを有した姿すがたは、

・武　蔵：『計けい測そくに拠よれば、我が艦の重力加か速そくの82パーセントを出していました。──以上』

・金マル：『げ』

・俺　　：『え？　追いつかれねえから安心じゃねえの？』

・●　画：『武蔵は加速したら惰だ性せい航こう行こうして航こう続ぞく距離伸のばしてるじゃない。浮ふ力りよくが大きく稼かせげるのもあるけど、最さい大だい速度を常に出してたらソッコで燃ねん料りよう無くすのよ。

　でもその機竜は、浮力なんか稼かせげないから、ずっと加速しっぱなし、って事』

・ウキー：『そうだとすれば、武蔵はよくて等とう速そく。下へ手たすると追いつかれるぞ』

・俺　　：『じゃあ駄だ目めじゃん!?』

・ホラ子：『いけませんトーリ様。そんな事言いうと〝武蔵むさし〟様が機き能のう的に超ちよう怒おこりますよ』
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　酒さか井いは表示枠サインフレームで、関かん東とうに進出してきた伊だ達て家けの通つう販はんサイト〝梵ぼん天てん〟のメニューを眺ながめつつ、〝武蔵〟に問うた。

「〝武蔵〟さん？　やっぱり速度で機竜に負けちゃったりする訳わけ？」

　問われた〝武蔵〟は、横よこ目めで酒井を一いち瞥べつしてから、こう言った。

「下らない速度勝しよう負ぶにはつきあえません。私どもの運うん航こうは、安全第だい一いちですので。大体、最さい高こう速度と出力ではこちらが上です。──以上」

　成なる程ほどなあ、と酒さか井いは言う。そして、地ち産さんヒーロー黒くろ盤ばんのコーナーを見ながら、

「──でも俺おれ、実際でも武蔵むさしが勝つ方がいいなあ」

「子供の遊びですか、酒井様。──以上」

〝武蔵〟は、人形として、形ながらの吐と息いきをした。その上で彼女は表示枠サインフレームを開き、

「──〝武蔵むさし野の〟。満足のいく答えが出るまで計算しなさい。──以上」
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　直なお政まさは、成なる程ほどと表示枠に頷うなずいたホライゾンが、こちらに顔を向けたのを見た。

「直政様、〝武蔵大だい丈じよう夫ぶ、追いつかれない〟と記録しておいて下さい」

「それでいいんさね？」

　よく解わからんが、そういう事らしい。だが、

　……見ている分では、随ずい分ぶんと三世西班牙トレス・エスパニア寄よりの作りさね。

・●　画：『M. H. R. R.神聖ローマ帝国系けいかと思えば、三世西班牙の赤よね、アレ』

　そうさね、と直政は頷うなずいた。

　その時だ。機き竜りゆうが、沈めていた姿し勢せいを起こし、身み構がまえた。

「お？　来るさね……？」

　違った。その巨きよ体たいは、段々と鉄の軋きしみを強くしながら、止まったのだ。

　やや縦たて揺ゆれを続ける鉄の竜は、全身各かく部ぶの灯とう光こうを点つけたままだが、動く気け配はいを消す。

　……本格的に、燃ねん料りよう切ぎれさね。

　そして、不ふ意いに声がした。それは機竜の外部拡かく声せい器きから、

『ちょーっと、ナベさんー？　どうすんのコレ』

『どうもこうもしねえわ。こっちには正当性せいあんだし』

　えーと、と後ろからの声が響ひびいた。

『歴史再さい現げんのために江え戸どに向かう途と中ちゆうだけど、燃料不ぶ足そくとなったので補ほ給きゆうを御お願ねがいしたいんだわ。間に合う必要があるので、到とう着ちやく分だけでも頼むわ』

　声と共に、機竜の頭とう部ぶに該がい当とうする部分が、前にスライドした。外がい見けんより狭めの操そう縦じゆう室しつだ。下から見上げるので、内部は解わからないが、見える二つの影が、こちらに身を起こした。

　一人、前ぜん部ぶ座席からは、長身にM. H. R. R. の作さ業ぎよう服を着た結ゆい髪がみの少女が、

「M. H. R. R. 九きゆう州しゆう方面戦せん士し団だん、羽は柴しば麾き下か、龍りゆう蔵ぞう寺じ戦士団所しよ属ぞく、──鍋なべ島しま・直なお茂しげ！」

　もう一人、後こう部ぶ座席からは、寝ていたらしい長ちよう髪はつの少女が、

「M. H. R. R. 本ほん国ごく戦士団ー、羽柴麾下の浅あさ野の・幸よし長ながですー」

　告げられた名前。見た目は自分達よりも明らかに年とし下したの彼女達。それらを見聞きして、ネシンバラが呟つぶやいた。

「七しち将しようの一人、浅あさ野のに、……加か藤とう・清きよ正まさ麾き下かの猛もう将しよう、鍋なべ島しま・直なお茂しげだ」

　彼かの女じよ達がここにいる理由。それは、

「慶けい長ちようの役えきに参加するんだよ、二人とも」
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　誾ぎんは、宗むね茂しげが深く息を吸うのを見た。

　……宗茂様。

　緊きん張ちようか、期待か、それとも別のものが彼の感情に沸わいたのかは解わからない。だが、

「なかなか、大きな動きが見えてきましたね、宗茂様」

　何な故ぜなら、

「聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、──関せきヶ原はら後、鍋島・直茂は、西せい軍ぐんについた我が立たち花ばなの領りよう地ちに攻め込むのです。激げき戦せんがありましたが、宗茂様は相手として出る事はなく、開かい城じようとなるのですが……」

　まさかその相手が、機き竜りゆう使いだとは。

　これから起きる関かん東とう解放、慶長の役では、宗茂も鍋島も共に出場して戦った記録がある。しかし今はまだ、宗茂は襲しゆう名めい解かい除じよの身だ。

　関東解放において、敵として当たるかどうかは解らないが、

「──お互いの戦い振りを確かく認にん出来る事は、確かでしょうね」

[image: ]

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんは頷うなずいた。そして思うのは、一つの事実だ。

　……時代が、動いていますね。

　自分達がそのようにしている、という手て応ごたえはあった。ノヴゴロドや真田さなだ、そして北ほう条じようと、一つ一つ、時代を嚙かみ合わせて先取りしてきたのだ。

　だが、その中に、自分達の関係するものが見えてくると、実感が違う。

　将しよう来らいの敵が、今、目の前にいる。

　無む論ろん、自分達が襲しゆう名めいしていなければ、何の意味もないのだが、

「目もく標ひようは、待ってくれないというよりも、向こうから来て、通り過ぎていくものなのかもしれませんね、誾さん。──それを逃のがさぬように、自分を構えられるようにならねば」

「Ｊｕｄ．、その準備として、関かん東とう解放では敵を見み据すえて行きましょう」

　と、誾が頷いた時だ。鍋なべ島しまが、操そう縦じゆう室しつから跳び降りた。

　……軽い。

　機き竜りゆうの操縦者しやなのだから、身のこなしを気にする意味は無いだろう。

　ただ、里さと見み生徒会長がそうであるように、戦せん闘とう従じゆう事じ者しやの得え手ては、武ぶ神しんなどに搭とう乗じようする者であっても、鍛たん錬れんを欠かさない。

　彼女もきっとそうだ。

　落らく差さ十メートル近い位置から、鍋島は甲かん板ぱんに着ちやく地ちした。腰を軽く落とすが、すぐに立ち上がり、肩を大きく回す。長ちよう時間の飛ひ行こうが身体からだを堅くしているのだろう。そして彼女は旧派カトリツク式しきの表示枠レルネンフイグーアを出し、

「──燃ねん料りよう補ほ給きゆうの申しん請せい書しよだわ。そっちの担当は誰だれよ？」

　堂々としている、というよりも砕くだけている。そして、

「御お嬢じよう!!」

　機竜の横よこ脇わき腹ばら、内部区く画かくに通じるハッチが開き、初しよ老ろうの男達が転び出てきた。

　誰だれも彼も、三世西班牙トレス・エスパニアとM. H. R. R.神聖ローマ帝国のデザインを交えた制せい服ふくを作さ業ぎよう着ぎとして着ている。

　……あれは。

　誾は知っている。宗茂もそうだろう。

　初老達、数は五人、鍋島に駆かけ寄っていく彼らは、

「──龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のう？」
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　正まさ純ずみは、とりあえず誾に聞いてみた。

「龍造寺四天王？」

　龍造寺については知っている。九きゆう州しゆうの小しよう国こくで、

　……ああ、そういや、聖せい譜ふ記き述じゆつでは鍋島・直なお茂しげが国を任されるような感じになって、自動的に乗っ取るのに近い形になったんだっけか。

　羽は柴しばと繫つながりを強くしていた鍋なべ島しまは、羽柴麾き下かに加わる事で重ちよう用ようされた筈はずだ。しかし、

「──何で、五人いるのに四し天てん王のうなんだ？」

　え？　と誾ぎんは眉まゆをひそめ、ややあってからこう答えた。

「……しきたりです」

　ほう……、とこちらはそう頷うなずくしかない。だが、初しよ老ろう五人はこちらの言げん動どうに気付くと、鍋島に駆かけ寄る足を止め、皆でポーズをとった。

「そうとも！　我ら龍りゆう造ぞう寺じ四天王！」

「五人いるけど四天王！」

「何な故ぜか五人だけど四天王！」

「お前が邪じや魔まだああああ！」

「貴き様さまだあああああ！」

　五人が綺き麗れいにそれぞれを回るようなカウンターパンチをぶち込み合って吹っ飛んだ。

　そこに、はいはいはい、と鍋島が近寄っていく。

「爺じいさん達、ほら、燃ねん料りよう補ほ給きゆうの手て筈はずとか整えるんだからさ。邪魔は困るんだわ。

　殴なぐり合ってる暇ひまあったら、ソッコ用意。ほら、とっとと行く……！」

「御お嬢じよう！　しかしここは敵てき地ちだぜ！」

「俺おれらにここは任せて御嬢は燃料補給を！」

　という初老の尻しりを、鍋島がキックする。

「そうやって面めん倒どうごとをあたしに任せるんじゃないわ……！　持ち場忘わすれると張り倒すよ！」

　わあ、と初老達が機き竜りゆうの後部へと走って行く。

　何か大変だな、と思いつつ、正まさ純ずみは右手を挙げて鍋島に声を掛けた。

「手筈の方は、武蔵むさし側で対たい処しよがすぐあるだろう。そちらからの指し示じに従ってくれ」

　ただ……、と龍造寺四天王の走って行った方に向けた視線を、鍋島も追った。

「Ｔｅｓテスタメント．、ホントは龍造寺家けの立て直しで中ちゆう等とう部ぶから入ったんだわ。──でも何かまあ、働かない爺さんどもだから、仕事持もって来てケツ蹴けっ飛ばしてたら、こうなったんだわ」

「仕事って？」

「これだわよ。機竜。三世西班牙トレス・エスパニアの──」

　という鍋島が、こちらの背後にいる二人に気付いた。

　見なくても解わかる。立たち花ばな夫ふ妻さいだろう。鍋島が頭を下げ、そして機竜の後こう部ぶからは、

「お!?　──三世西班牙の第一特とく務むと、第三特務か！」

「……お目に掛かるのは初はつです。私は立花・誾ぎん、こちら、襲しゆう名めい解かい除じよをしておりますが、立花・宗むね茂しげと申もうします」

　おお、と四天王の一人が、作さ業ぎよう用ようのゴーグルを目に下げながら言う。

「──敵かあ!!」
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　誾ぎんは、相手の声に対し、確かに頷うなずいた。

　そして己おのれの横、宗むね茂しげが軽く頭を下げ、こう言うのを聞いた。

「──いずれは」

　……Ｊｕｄジヤツジ．！

　充分です、と誾は感想する。現状の自分達と、相手に対する返答として、これ以上のものはない、と。

　しかし、誾にはまた別で、思う事がある。

　鍋なべ島しまが搭とう乗じようしてきた機き竜りゆうの事だ。

・立花嫁：『……確かに、新しん大陸での開かい拓たくのため、三世西班牙トレス・エスパニアでは機竜などを建けん造ぞうしていました。三世西班牙はアルマダの海かい戦せんが控えていた事もあり、開発と設計は新大陸側がわで行い、生産と組み上げを、機竜保ほ有ゆう国である龍りゆう造ぞう寺じに任せたのです』

　きっと、鍋島が龍造寺に入ったのは、その時期の事だろう。

　彼女は恐らく、機竜の技術を羽は柴しば側に持ち込むための手て配はい役やくだ。本来の龍造寺が持つ技術力りよくに、三世西班牙からの技術流りゆう入にゆうがあり、仕事は充実したろう。だが、

・立花嫁：『三世西班牙の新大陸派は遣けん戦せん士し団だんでは、地上用の、よくて中型の機竜を確かく保ほしていたに過ぎません。このような大型で、飛ひ翔しよう可能となると、もはや別べつ物ものですね』

　流りゆう体たい燃ねん料りようが、急速補ほ給きゆうのため、導どう管かんではなく加か圧あつ槽そうで大だい八はち車ぐるまに載のせられてくる。それを汎はん用よう仲ちゆう介かいハブとなる木もく造ぞう枠わくで設せつ置ちされていく機竜は、

　……各所に、三世西班牙が持つ駆く動どう系けいなどの技術が見えますね。

　大きな差は、流体燃料を主とする事だろう。三世西班牙は流体駆動器きの技術が甘いため、武ぶ神しんや機竜には燃料として、発はつ条じよう式しきの動力転てん用ようシステムを用いるからだ。

・煙草女：『発条式は、発条槽そうの設置管かん理りなど楽で、入れ替えも早いから航こう空くう用武神なんかには向いているさね。ただ、出力の上じよう限げんから、機竜を飛ばすには個数が多く必要になって無む理りがあるさ。──その辺り、M. H. R. R.神聖ローマ帝国側からの技術流りゆう用ようだろうさねえ』

　だとすると、と誾は思った。

　一つ、ほぼ明確になった事がある。それは、

「三世西班牙は、羽柴側と敵てき対たいせず、協きよう調ちようの道を取ったと言う事ですね」
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　誾は鍋島を見た。

　年下の襲しゆう名めい者しや。このところで意い識しきせざるを得なくなってきた世せ代だいの少女は、こちらの言葉に肩を竦すくめて口を開いた。

「まあ、三世西班牙トレス・エスパニアは、元々、西のハプスブルクの血けつ統とうだわな。そっちの方でM. H. R. R.神聖ローマ帝国とは協きよう調ちよう出来るというか、して普通な訳わけだわ。──実際、九きゆう州しゆう征せい伐ばつの歴史再さい現げんの際も、その辺りを利用して三世西班牙は羽は柴しば側がわの本国侵しん入にゆうを拒否した訳だし」

「Ｔｅｓテスタメント．、──もし侵入をするならば、東のハプスブルクの侵しん攻こうとして、旧派カトリツク同士の協調は無いものと考えろ、との流れでした。

　その代だい償しようが、今、こうなっているという訳ですね？」

「Ｔｅｓ．、でも、三世西班牙自体は、今でも私達羽柴側に対しては素そっ気けないんだわ。歴史再現として必要な事はするが、そうでなければ援えん助じよはしない、とね。──新しん大陸事じ業ぎようなんかで赤あか字じ経営だから、ってのを盾たてにしてさ」

「セグンド総そう長ちようらしいですね」

　宗むね茂しげが小さく笑うのに頷うなずき掛け、誾ぎんは自分を制した。

「──宗茂様？　セグンド〝総長〟というのは……」

「ああ、すみません誾さん。今の私達は、武蔵むさしの住人ですからね」

　宗茂は、一ひと息いきついて、言い直した。

「三世西班牙総長、セグンドさんらしいですね」

「……せめて、さんづけはやめましょう」

「しかし、年とし上うえ相手に出来ますか誾さん」

「セグンド氏」

「見事な機き転てんです誾さん！」

「立たち花ばなの女ですので」

　さて、と誾は鍋なべ島しまを見て、機き竜りゆうに視線を向けた。今、三世西班牙出しゆつ身しんの自分として、この機竜から得られる情報はあるだろうかと、そう考える。

　と、視線を動かしたや否いなや、声がした。

　頭ず上じよう、機竜の操そう縦じゆう席せきに残っていた浅あさ野の・幸よし長ながが、声を放ったのだ。

「あっれ──!?　ねえねえ、ちょっとぉ？　何で長なが岡おかがいるの？」
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　正まさ純ずみは、浅野の指し摘てきに息を詰めた。

　……しまった！

　長岡がここに来ている事は、極ごく秘ひなのだ。

　もしも羽柴勢に知られたら、歴史再さい現げんを無む視しする行いとして、追つい及きゆうされかねない。

　危険だ、と正純は思った。どうにかしなければ、とも。

　だが、頭上の声が飛んでくる。それは首を傾かしげ、どういう事？　という口く調ちようで、

「長なが岡おかだよね？　っていうか長岡ー！　何でこんなとこにいんのよー？」

　視し界かいの隅すみ、長岡は応こたえられない。中ちゆう等とう部ぶの学生だ。ここで政治的判はん断だん含ぶくみのアドリブは不ふ可能だし、寧むしろ勝かつ手てにやって欲しくない。しかし、

・金マル：『撃うつ？』

・副会長：『判断早いよ！　というか全ぜん員いん撃っても機き竜りゆうが残るだろ！』

・未熟者：『仕方ないね。ここは僕が、彼らに歴史の闇やみの深しん淵えんを』

・ホラ子：『ミトツダイラ様──！』

・銀　狼：『我が王──[image: ]』

　視線の横パスの先、馬ば鹿かがいきなり反応した。

　馬鹿は、忠ただ興おきから跳びすさって転び、

「うわああああああああああああああああああああ！」

　悲ひ鳴めいを上げた。

「長なが太ぶとが乗り込んできたああああああああああああ！」
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・俺　　：『あ、御ご免めん。長太って言っちった』

・不退転：『というか、どういう芝しば居い？』

・ウキー：『見て解わからぬか成なる実み。トーリがこれから小しよう便べん漏もらしてヒイヒイ言いながら這はいずって逃げ回るのだ』

・ホラ子：『難なん度どが高い割に失われるものが多そうですねえ』

・銀　狼：『ストーップ！　駄だ目め！　そっち系けいは駄目ですのよ──!?』

・現役娘：『そうですわ！　そういうプレイは二人っきりでするべきですのよ!?』

・銀　狼：『御母かあ様は変な参さん考こう意見入いれないで下さいますの──!?』

・副会長：『えーと、つまり、長岡・忠興が強ごう引いんに乗り込んで戦せん闘とうしようとしていたところに、機竜が来た、という事でいいんだな!?』

・長安定：『あー、それだと、長岡・忠興を内に迎え入れるのは不可能と違う？』

・副会長：『現状、それは無む理りだろう。──彼の今後については、場の流れで判断する！』

・約全員：『Ｊｕｄジヤツジ．！』
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　正純は、皆に視線を回した。

　……敵てき対たい陣じん営えいの危険な少年から逃げ回る。そんな手て筈はずで動くぞ！

　と、アイコンタクトを送ったつもりだった。

　するとホライゾンが、こちらの肩に手を置き、

「正まさ純ずみ様さま、現状、どんな塩あん梅ばいなのか、皆様に解わかるようにどうぞ」
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　正純は、全ての者の視線を浴びた。

　……おいいいいいいいいい！

　だが、馬ば鹿かどころか、浅あさ野のや鍋なべ島しま、龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうや、毛もう利り・輝てる元もと達も、〝どう動いたらいいか〟という感情の無い目をこちらに向けている。というか、長なが岡おかまでそれか。

　ここは決心をするしかあるまい。

　一応、教きよう養ようとしての歌か舞ぶ伎きや演えん劇げきは見ているのだ。演えん説ぜつで声を出す事もやっている。ここは一つ、悲鳴を上げて、長岡から逃げる理由をさりげなく伝えるのがいいだろう。

　正純は悲鳴を作った。

「う、うわあ──あ」

　……しまった！

　モーションをつけるのを忘れた。直ちよく立りつだった。

　それだからか、今の発声は前向きに言うと一いつ直線。漢かん字じで言うと木を奉たてまつる。おっと、ちょっとそういうと格かつ好こいいぞ。英国弁べんで言うならキオタテマツラー。ちょっと独逸ドイツ弁みたいな音声でもあるな。

　すると、横に立った馬鹿が、直立で、

「う、うわあ──あ」

　……この野や郎ろう……！

　ホライゾンも直立で、

「う、うわあ──あ」

　皆も、一度顔かおを見合わせ、

「う、うわあ──あ」

「う、うわあ──あ」

「う、うわあ──あ」

　鍋島も浅野も、

「う、うわあ──あ」

　長岡までも、

「う、うわあ──あ」

　……お前はしなくていいだろ！

・●　画：『う、うわあ──あ』

・金マル：『う、うわあ──あ』

・副会長：『ここにいないならするな！』

・●　画：『えぐっ、えぐっ、マ、マルゴット、私が折せつ角かく皆と連れん帯たい感かん持とうとしてるのに、正まさ純ずみが私の事、要いらないって……』

・金マル：『うんうん、大だい丈じよう夫ぶだよガっちゃん、今度の同どう人じん誌しでセージュンが皆と連帯感持つネタ描いてスッキリスッキリ』

　二次災さい害がいが始まった。だが、ホライゾンが再びこちらの肩に手を置いた。

「さあ、続きを」
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　正純は、今度こそ動いた。長なが岡おかから大げさに跳び退すさり、

「──ネシンバラ！」

「これは恐きよう怖ふだね！」

　いきなり入った。

　ネシンバラが、意い味み不ふ明めいな両腕うでの振りと翳かざしを二度、三度と行いながら、

「我らが会談の席に一人乗り込んできた長岡・忠ただ興おき！　彼は妻つまを失う歴史再さい現げんに狂い、殺人狂きようの二に重じゆう人格を持っていたんだ！　もう一つの人格の名前は」

「長なが太ぶとだぜネシンバラ」

「そう！　彼の母はは方かたの祖そ先せんが持つ呪のろわれた血けつ統とうが導く、その名は長太。極きよく東とう語ごの名前に聞こえるが、実はＮＡＧＡＢＵＴＯと書けば解わかる通りに印度インド原げん産さん神しん竜りゆうナーガの武ぶ闘とう系けいだ！　つまりこの北ほう条じようの土地で、彼の血が目覚めてしまったという事だね！」

「ネシンバラ様、それではＮＡＧＡＢＵＴＯ様が神竜の顕けん現げんという事になって、ホライゾン達が悪という事になりませんか？」

「否いな！　これはまだ精せい査さしていないので明めい言げん出来ないが、神竜の血が宿るという事は、彼の祖先は神竜を殺してその血を飲んだという事になる。呪のろわれた一族だね」

　浅あさ野のが手を挙げた。

「長岡の実家ー、紐ひも作づくりの職しよく人にんなんだけどー？」

「それだ！　紐は蛇へびに繫つながるからね！　そうやって、蛇じや竜りゆうの呪いを、紐を括くくる事によって避けているのが、いつの間にか忘れられてしまったんだよ！　闇やみの眷けん属ぞくの末まつ裔えいだね！」

・眼　鏡：『君いつもそんな強ごう引いんな事やってるのかい？』

・副会長：『待てシェイクスピア！　今は冷静な判はん断だんはいい！　──それでネシンバラ、現状はどういう事だ！』

　問うなり、ネシンバラが一度横よこにスライドして右腕うでを振った。

　彼の表示枠サインフレームが、全部その腕に追つい随ずいして動いた。

　……これ、手て違ちがいだよな……。

　だがネシンバラは、メゲなかった。彼はその手を、顔の下から翳かざしながら、

「恐きよう怖ふだよ……」

　直後、馬ば鹿かが長なが岡おかに振り向いた。彼は直ちよく立りつし、口を大きく開け、

「超ちようこええええええええええええええええええええええええええええ！　うおわああああああああ！　危険な男が乗り込んできたあああああああああああああああ！」

　言いつつ、馬鹿が転んだ。しかし、

　……お？

　這はい擦ずりの姿すがたが、避ける動きなのに、いつの間にか長岡に近付いている。

・賢姉様：『フフ、アレは神かみ代よの時代から伝わる舞ぶ台たい用の歩ほ法ほう、這い擦り式ムーンウォークよ！　芸げい能のう神しんの一人である舞マイ子コーが編み出した歩みの法！　なかなか見切れないわよ！』
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　トーリは、長なが太ぶとに近付いて、声を小さく作った。

「最低でもオメエの嫁よめはどーにかしてやっから、オメエはとりあえず戻っとけ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」

「任せとけ。オメエの方も、出来るだけどーにかすっから」

　だから、

「とりあえず、ちょっと合わせろ」
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　正まさ純ずみの視し界かいの中で、長岡が叫んだ。両の銃じゆう鎖さ刀とうを抜き、

「おりゃああああ！　死にたいかあああああああああああ！」

「うああああああああああああ！　こええええええええええええ！　おっかねええええ！」

「この野や郎ろうおおおお！　全ぜん裸らは処しよ刑けいだああああ！」

　ああ、うん、それが普通だよな。

「おわあああああ！　全裸で殺されるうううう！　長太超こえええええ！　こいつ絶対にチンコ真まっ黒くろだああああああああああああああ！　──そうだよなテンゾー？」

「え？　あ、うおおおおおわあああ！　確かにチンコ真っ黒に御ご座ざろうなああああ！」

　付き合うな。あと、ちゃんと人間の言葉を喋しやべれ。

・あさま：『す、すみません、今ので吹いたら巫み女こ失しつ格かくだと思うんですが、す、すみません』

・ホラ子：『浅あさ間ま様、うちに来たからと言ってハードルを下げすぎでは』

・銀　狼：『わ、私、笑ってませんのよ!?　──喜き美みは何を跳ねながら連れん呼こしてますの!?』

　ともあれ今、叫ぶ事は一つだ。

「撤てつ退たい──！」

　わああ、と皆が一いつ斉せいに港の内うち舷げん側に走って行く。代わりに、後ろに控えていた戦せん士し団だんが前に出てきた。誰だれも彼も、

「くそ。──あ、第一特とく務む、無ぶ事じでしたか！」

「くそ。──第一特務、早く皆さんを退たい避ひさせてくそ下さい！」

「くそ。──演えん技ぎかよ……!?」

「な、何かかなり本ほん音ねの比ひ率りつが増えて御ご座ざるな！」

　しかし、向こう側となる鍋なべ島しま達たちも、戦せん士し団だんが出てくると状況が変わる。彼女は銃じゆう鎖さ刀とうを振り回している長なが岡おかに対し、

「おい！　こっちの補ほ給きゆうまで巻き込むんじゃないわ！　──爺じいさん連れん中ちゆう、早く！」

「もうすぐ終わるぞい……！」

　叫ぶ彼らと、自分達の間、長岡が動きを止めた。

　彼も、〝撤てつ退たい〟をするタイミングを悟さとったのだろう。眉まゆを立てた顔を上げ、一いつ瞬しゆんだが、

「────」

　視線が合った。

　真まっ直すぐ先を見み据すえた、力のある目だ。

・十ＺＯ：『どうするで御座る？』

・副会長：『ここで亡ぼう命めいだ何だという事は出来ん。ただ、彼には慶けい長ちようの役えきに参加して貰もらうが、こちらとしてはやはり彼を向こうに連れて行きたくもある』

・十ＺＯ：『ならば、──その話はこれから、に御座るな！』

　言って、クロスユナイトが戦士団に手振りで前進の指し示じを出した。

　おお、と戦士団が壁のように前に出直し、長岡が、

「撤退……！」

　叫び、背を向けた。

　先さき程ほど、繁しげ長ながとの戦いで見せたような逃げ方では無い。こちらを気にしつつ、しかし行くべき処ところへと向かう走りだ。

　同時に、轟ごう音おんが響ひびいた。着ちやつ艦かんしていた機き竜りゆうが起き動どうに身を震わせ、

『長岡！　燃ねん料りようギリだからあまり待ってられないんだわ。──早く艦を出しな！』
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　忠ただ興おきは、上昇を始める己おのれの輸ゆ送そう艦かんに辿たどり着いた。

　後こう部ぶ側そく面めんの緊きん急きゆう用よう出入口が、小さな口を開けている。そこから手を伸ばす初しよ老ろうの学生が、

「──無む念ねんでしたな、忠興様」

「否いな、そうじゃねえ」

　忠興は乗り込み、風を感じた。

　去るのだ。

　輸ゆ送そう艦かんの急速上じよう昇しように合わせ、艦かん内ないの空気が外にこぼれ落ちていく。その風ふう圧あつに、ともすれば艦から吐き出されそうになりながら、忠ただ興おきは閉じる入口から外を見た。

　巨きよ大だいな艦かん影えい。武蔵むさしの外がい交こう港こうは、まだ低てい空くうの現在、船の一部ではなく、街の構こう造ぞう物ぶつのように見える。

　そこにいる人ひと影かげの群。武蔵の学生達を確かく認にんして、忠興は呟つぶやいた。

「頼んでばかりだ。だけど──」

　肩を落とし、声を漏もらした。

「死ねって頼みは、聞かなかった事にしてくれよな」







[image: 第十八章『雪上の行き交い衆』]
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　雪は、声を吸い込む。

　広い雪せつ原げんともなれば、生まれる声は遠くに届かない。

　だが、雪の広がりの上に、建けん造ぞう物ぶつが並ぶと、音の響ひびきは変わっていく。

　それが輸ゆ送そう用ようの木箱コンテナの羅ら列れつや、航こう空くう艦かんの群の間ともなると、また別だ。

　声や音は、下から跳ねず、常に横から来る。

「おうい」

「こっちだ！」

「食料はあっちの艦だ！」

　晴れた夜よ闇やみの下。星明かりを潰つぶすように、輸送艦や各所の灯とう光こうが雪を照らし、木箱や艦の陰いん影えいを下に落とす。

　その間を、音と人々が動いていた。

「おうい」

　陸りく港みなとに停てい泊はくする〝四番・前まえ田だ〟の輸送艦群ぐんに、貨か物もつが運び込まれていくのだ。

　行き交う足音と人ひと影かげ。そして荷に車ぐるまの間で、また一つの声が生じていた。

「──マジかよ不ふ破わ、一年坊ぼうどころか、中ちゆう等とう部ぶの襲しゆう名めい者しやが武蔵むさしに喧けん嘩か売ったんだって？　単たん身しん乗り込むとはやるじゃねえか」

「佐々さつさ？　ぶっちゃけそれって、羽は柴しばにとっては迷めい惑わく行為っしょ。だって、戦せん闘とう前に勝かつ手てにトラブル起こして、手て柄がらだって挙げられなかったんだから」

　いいじゃねえか、と言うのは佐々だ。

　薄く踏み固められた雪の上、学生達や人にん足そくが行き来し、連れん結けつ式しきの大だい八はち車ぐるまや橇そりが往おう復ふくする中。十メートル四し方ほうはある木箱を右肩に担かつぎながら、彼は口を横に開いて呟つぶやいた。

「血けつ気き盛んっつーか、そのくらいが普通でいいじゃねえか。

　こっちなんか、タンバ先せん輩ぱいが出る一方で、俺おれは留る守す詰めだぜ？」

　全く。

「暴あばれてえ──。ネルトリンゲン行かせて貰もらえねえのかな」

「無む理り無理、長なが岡おか屋や敷しき襲しゆう撃げきは佐々無理」

　と、表示枠インシヤ・コトブで貨物の行き来や、その行き先を確かく認にんしていた不破が言う。

「だってアンタ、個人主しゆ義ぎで戦せん場じよう動くから、規き律りつ守ってる丹に羽わ先輩とは相あい性しよう悪いじゃない」

「タンバ先輩だって、自分が自由に動きたいから、戦士団の練れん度ど上げてるじゃねえか」

「だったらタンバ先……、丹羽先輩と同じような手て勢ぜいを作れ、って話よ。

　丹羽先輩はアンタのためにそういう戦士団を構こう築ちくした訳わけじゃないんだから」

　不破は、佐々に歩く先を指さしながら、

「どうせ滝たき川がわ先せん輩ぱいの件とかで、イラついてるんでしょ」

「あー、それはちょっと落ち着いた」

　え!?　と声が生じたのは、周囲に並ぶ木箱コンテナの影からだ。

　表示枠レルネンフイグーアの出荷帳ちよう簿ぼをつけていた利とし家いえが、まつと一いつ緒しよに顔を出し、

「他人に過か剰じような感情移い入にゆうとか、薄うす気き味み悪いレベルでの俺おれ視し点てん悲ひ嘆たんみたいなのをしなくなったって言うのかい!?　凄すごいよナっちゃん！　脳のう改かい造ぞうでもされた!?　──ほら！　まっちゃん！　何かおかしくなったナっちゃんに一ひと言こと！」

『きも！　きも!!』

「二ふた言ことじゃねえか!!」

　足あし下もとの氷を踏み砕くだいて蹴けりつけると、利家がしっかり逃げた。

　全く、と佐々さつさが一ひと息いきをつくと、不ふ破わがその肩を軽く叩たたく。

　彼女は、ふう、と満足げに首を縦たてに振りながら、

「成長したねえ、佐々も」

「そういうんじゃねえよ。ただ──」

「ただ？」

　ああ、と佐々は正面を見た。前方にある輸ゆ送そう艦かん。利家の所しよ有ゆうする輸送艦だ。ＲＯライドオンＲＯライドオフ式で、乗り込み型の貨物搭とう載さいを主としている方に彼は歩を進め、

「羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やり。いるだろ」

「いるわねえ。──先に言っておくけど、私、結けつ構こうあの子達、好きだわ。いつもグループ活動みたいな空気してるけど、礼れい儀ぎ正しいし、私達みたいな先輩格かくに対しても緊きん張ちよう感かんあって初うい々ういしいし」

「初々しい～。──ケッ。何様」

　不破が佐々に膝ひざを入れた。

　彼女は一息をつき、

「ま、いつまでも新しん人じん気分でいて貰もらうと困るから、初々しいのも程ほど々ほどにして欲しいけど」

「だったら膝入れるんじゃねえよ」

「いいからいいから真まっ直すぐ歩く。ほら。──でまあ、今は十本槍とか、あの世せ代だいよりも下の新人襲しゆう名めい者しやが追加されてくるからね。私達と彼らの間に立つ中間の世代がいつまでも初々しいと、彼らに対して新人が不安に思うじゃない」

「だけどよ？　そんなん含めてこの世の全部、何ど処こまで意味あんのかな」

　佐々の言葉に、不破が眉まゆを上げた。

「──末まつ世せ関係？」

「Shaja」

　佐々の息は白く、宙ちゆうに長く残る。

「終わってもおかしくねえ世界で、後の世代の事を心配してるってのは、俺おれにはよく解わからねえし」

「また病気が始まった……」

　うるせえな、と佐々さつさが言った。

「──ただまあ、滝たき川がわ先せん輩ぱいが、そうだったからな」
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　成なり政まさは、関かん東とうの方から送られて来た報告を思い出す。

　小お田だ原わら征せい伐ばつや、諸しよ戦せん闘とうの結果や経過もなかなか興きよう味み深ぶかかったが、特に二つの事が自分にとっては意味を感じた。

　一つは、羽は柴しば麾き下かの十じつ本ぽん槍やりの一人が、限げん定てい条件下かとはいえ、武蔵むさしの主力に勝利した事。

　もう一つは、滝川が破れ、その場での引いん退たいを決めた際の、内容についてだった。

　前者については、自分達五ご大だい頂ちようや同どう世せ代だいではなくても、武蔵を相手に出来ると解わかったのが大きい。

　その事について、妙みような安あん堵どがあると同時に、また少しの苛いら立だちもある。

　しっかりやっとけ、という、敵に対しての[image: ]しつ咤たともいえる感情だ。

　三み方かたヶ原はらの戦いにおいて、羽柴勢は総そう体たいで武蔵勢に勝利している。自分達は柴しば田たと共にマクデブルクを破は壊かいし、前まえ田だは彼らを関東に追い詰め、そして江え戸ど周辺を羽柴が奪うばい取った。

　だが、微び妙みような不完全燃ねん焼しようも、己おのれの中に、あるにはあるのだ。

　何しろ自分の場合、IZUMOでは人狼女王レーネ・デ・ガルウの介かい入にゆうを受け、マクデブルクでは武蔵上を強きよう襲しゆうした時には明確な接せつ敵てきが無く、市し街がい戦せんでは魔女テクノヘクセン二人に追われ、結果を出していない。

　ノヴゴロドでも、戦せん場じようが嚙かみ合ってなかった。特に、柴田は、武蔵の第五特とく務むと第一特務を相手にして、腕を断たれているし、副ふく長ちようを相手に負ふ傷しようを得ている。

　だから、純じゆん粋すいに、個人戦ではどうなのだろうか、という疑問がある。無む論ろん、個人同どう士しの戦いなど、戦場では、諸しよ要よう因いんが重なるためにあり得ない状況だ。特に、負傷も何も無く、お互いが時間の制限など無しに戦えるなど、戦場ではあり得ない。

　だが、相あい対たい戦せんではそれが生じるのだ。

　十本槍の加か藤とう・嘉よし明あきは、そんな戦闘で一つの結けつ論ろんを見せた。

　武蔵の会計を相手に、勝利したのだ。

　彼女の勝ちは、武蔵会計が手持ちの金しか使えない、という条件下かではあったが、記録を見ればアルマダ海かい戦せんの時同どう様ように、攻こう撃げき手段や防ぼう御ぎよとしての金は使われている。タケミカヅチ系けいの術じゆつ式しきを重ねている辺り、単たん体たい攻撃力りよくは今回の方が上だ。

　それでも勝った。

　だからこそ、だ。

　……先にやられた、ってのも変だがな。

　羽は柴しば本ほん人にんがやったのなら、良かったのかもしれない。だが、その麾き下か、後こう輩はいともなると、今まで結果を出してなかった自分への苛いら立だちが、反面となって沸わき上がってくる。

　……暗くれえ──。

「……俺おれ、聖せい譜ふ記き述じゆつだと、何か妙みように嫉しつ妬と深ぶかかったり、執しゆう念ねん深かったりするキャラだが、そこら辺、意い外がいと合ってっかもなあ」

「ああ、最近ちょっと人間的に進しん化かしたと思ったら、誰だれでも気付いてるような自じ己こ分ぶん析せきドヤアみたいな感じのキャラになっちゃったのね……」

　不ふ破わが笑顔を向けてきた。

「──子供」

「うるせえな！」

　だが、微び妙みような燻くすぶりを納なつ得とくさせる要因もある。

　滝たき川がわだ。
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　不破は、佐々さつさが問うてきた言葉を聞いた。

「不破、──お前、滝川先せん輩ぱいの戦せん闘とう記録、見たか？」

「武蔵むさしの第五特とく務むとの？」

　そうじゃねえ、と佐々が言った。

　無む論ろん、〝そうじゃない〟事は解わかっている。面めん倒どうだわ、とも思っている。だからこそ別を振ったのだが、この男はそこら辺の気き遣づかいなど無意味なのだ。

　仕方ない、という諦あきらめ半分で、不破は応じた。

「羽柴麾下の、糟かす屋やとの戦闘っしょ。非ひ公こう式しき戦。役やく職しよく者しやくらいにしか伝でん達たつ無なかったアレ」

「どう思う？」

「糟屋・武たけ則のりが、相当に出来るって事でしょ。滝川先輩と、実じつ質しつ、相あい打うちみたいな状態にまで持って行けた訳わけだし。──佐々より上かもよ？」

　そうじゃねえ、と佐々がまた言った。

　無論、こっちはそれも解ってる。だから避けたのだが、

　……ホントにコイツは駄だ目めねー……。

　更さらに仕方ない、と思いながら、不破は応じた。

「滝川先輩は、P. A. Odaの先輩格かくとして、後こう輩はいを試した訳」

　あのね、と、不破は、佐々の言葉を先取りするように言う。

「私達は、滝川先輩に認められてたって事よ。そういう試しをしなくても充分な付き合いがあったものね。──何？　構って欲しかったの？」

「そうじゃねえよ」

　よ、がついた。

「じゃあ何よ」

　こっちも、よ、を付けて言葉を作る。更さらには先手を取るように、

「P. A. Oda全体として見ても、この時期に羽は柴しばの麾き下かを見てやるよ、ってのは、大だい事じな事だと思うわよ。まあ、柴しば田た先せん輩ぱい達の側として賤しずヶ岳たけの戦いとか考えると、ちょっと待てよ、って感じにはなるんだけど」

「だったらよ、──まあ賤ヶ岳の話は別としてだ」

　と、佐々さつさが言った。

「俺おれ達も滝たき川がわ先輩みたいに、そういう風にしていく事になるのか」

　……あー。

　意い外がいに変化球きゆうが来た。

　だけど、このあたりはよく考えれば解わかる。

「無む理りっしょ」

「何でだよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と不破は頷うなずき、前を指さした。

　佐々が担かつぐ貨か物もつ。それを運び入れるのは、輸ゆ送そう艦かんの後部からだ。

「──艦かん内ないには入れないで、貨物口ぐちのところまででいいっしょ」

「中入ると、何ど処こ置けとか静かに動けとかうるせえしな」

　肩に担かついだものは相当な重量があるだろうが、艦後部への道を佐々が平へい然ぜんと曲がる。自分は外側、佐々が内側。外にいるこっちに荷物が落ちてくるような錯さつ覚かくも得るが、

　……そこらは失敗しない人間なのよね。

　と思いつつ、今は自分の方から言葉を作った。

「私達の、襲しゆう名めい者しやとしての引いん退たいは結けつ構こう近い時期になる筈はずだもの。後こう輩はいを育いく成せいしようったって、先輩達程ほど実力ある訳わけでも、説せつ得とく力ある訳でもなし、無理っしょ」

「まあ、確かになあ」

　慶けい長ちようの役えきだって、これから半日後ごには終わっているのだ。

　自分達にとって、もはや歴れき史し的なイベントはほとんど残っていない。

「大だい事じな事は、私達が先輩達から学ぶように、彼らだって先輩達から学ぶ訳よ。

　私達が出来る事って言ったら、先輩面づらして何かを教えるよりも、〝大だい先輩から学んだ先輩〟として、どうしていくかを見せてやるべきじゃないかしら。

　要するに、先輩達が理り路ろや足あし場ばを与えたら、私達は実じつ践せんを見せる感じね」

「そう言われて出来るもんか？」

「やらなきゃ先輩達に済まないっしょ」

　と、言っておく。先せん輩ぱいという目め上うえと関連づけられたら、思し案あんに入るのが佐々さつさの長所であり、短たん所しよでもあるというのは解わかっている。

　幾いく度ども思うが、この男、真ま面じ目めなのだ。組そ織しきの中では、トップになれないが、しかし重じゆう用ようされ続ける存在なのだと感じる。

　ミスもするが、自分の思った事は遂すい行こうする。それが聖せい譜ふ記き述じゆつから感じる佐々の襲しゆう名めい元もとのイメージだが、こっちもこっちで結けつ構こういい線行っている。

　……だから、危なっかしいんだけどねー……。

　考え方が妙みような方向に向いても、自分で信じたらそれをやってしまう。そして、やった後で考え込んだり、後こう悔かいする。

　そういうのが無きゃいいね、とは思うが、性しよう分ぶんとは気き軽がるに変わるものでもあるまい。

　それゆえこっちは、

「ま、上う手まくやっていきな、って事よ、滝たき川がわ先輩が伝えてくれたのは」

「そーいうもんか」

　そうよ、と不ふ破わは応こたえた。翳かざした手元の表示枠インシヤ・コトブでは、貨か物もつを運ぶ目的地ちに着いた事を示す印いん章しようが点てん滅めつしている。

「滝川先輩は、先輩らしく、私達の手助けも無しで蟹かに江え城じようの戦いをとりまとめ、更さらには私達が偉えらそうに振る舞うには似に合あわないような後こう輩はい達に、道を示したの。

　後輩達より先に先輩の薫くん陶とう受けた私達としては、示された道をどう通っていいか迷ってる後輩達に〝こうやるのよ〟って見せてやらないとね」

　言っている間に、佐々が貨物を指定の縄なわ張ばりに下ろす。

　意い外がいに音は小さく、雪が木箱コンテナを受け止める乾いた響ひびきが生じた。

　こちらの視し界かいの中、佐々が一ひと息いきを入れる。その背中に、不破は言った。

「佐々、滝川先輩がアンタに教えようとしてた事、解る？」

「何だよ？」

　振り向かずに問う背に、不破は言った。

「──もう教えて貰もらえないけど、だからこそ示された事よ。それを忘れない事ね」
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「──という訳で、忘れないうちに言っておきますけど、今は休きゆう息そくの時間ですのよ？」

　ミトツダイラは、努めて笑顔で言葉を作った。

　場所は鈴すずの湯ゆ屋やの広い脱だつ衣い場じよう。以前もここに皆で泊とまったが、今回も同じだ。

　梅うめ組ぐみや主力が、男女ごとに分かれて、脱衣場を寝ね泊とまりの休息場として眠る。少々、以前と違うのは、

「何で御お母かあ様がいますの？」

「あら、解わかりませんのネイト。──御お父とう様さまと二人だと寝られないからですわ」

「大体そんな事だろうと思いましたけど、別の理由を普通は話しませんの!?」

　フフ、と喜き美みが横で笑った。

「夫ふう婦ふ仲なかがよくて素す敵てきだわ。お互い、いつもいつも新しい事を見つけてるのね」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですわね。毎日、お互いが〝これ知ってますの？〟〝これ、やってみましたの〟など、そんな風ふうに、日常に新しいものを試し続けてますの」

　だって、と母が微笑した。

「世界だって、日々変わっていきますものね。それらを知って、また、自分も変わったり、試したりしないと、世界相手に年ねん齢れい差さが出来てしまって、老ふけていきますわ」

　そういうものですかしらねー、と嘆たん息そくしてしまうが、確かに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにいた頃ころは、思い出してみても日々にアクセントがあった。

　食事や、遊びや、知ち識しきもいろいろ。ただ、

「──アクセントだったら、うちも負けてませんわよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね第五特とく務む。このところ、真田さなだで移い動どう教室で、移動日びに北ほう条じようを見学、みたいな事を言ってた副ふく会長がいましたが、実のところは地ち竜りゆうや天てん竜りゆうと戦ってハンマーズガンや、北条さんところで相あい対たい戦せんに遺い跡せき発見とか、あ、自分、遺跡で水すい死ししかけたりしてませんけど、とにかくイベントはレトロなアクションゲーム並にありました。

　ちなみにさっき戻ってきたら犬達に攫さらわれて艦かん上じよう一いつ周しゆうするハメに」

「ネイト、……従じゆう士しさんのそれは、アクセントではなくて何か別のアップダウンではありませんの？」

「何かそんな気もしますけど、でも何で御お母かあ様がここに？　あ、建たて前まえの方で」

「Ｔｅｓ．、交こう渉しようによって関かん東とう解放では益ます田だ・元もと祥ながで出なくてもよくなりましたけど、そうかと言って毛もう利り側がわからフル出場したら、ちょっとアレですものね。──なので、基本的にはハーフの出場で、武蔵むさし側の客きやく分ぶんとしてお父さん共とも々ども出場する事にしましたの」

「御父様も!?　大だい丈じよう夫ぶですの？」

「お父さんは大丈夫ですわ」

　母の言葉に、誾ぎんが小さく頷うなずいた。

「見事な自信です。そしてその通りかと」

　母が守ると、そういう事だ。

　それよりも、と、母が表示枠シーニヤカドルを開いた。

「──私がここにいる理由よりも、意味を考えませんの？　ネイト」

　問われ、皆が顔をこっちに向けた。

　ゆえに、やれやれ、という感を大きくして、ミトツダイラは吐と息いきした。

「御母様がここにいる意味、解りますわ」

「ふふ、何だと思いますの？」

　問いの視線は、こちらを試すというよりも、いい答えを待つものだ。

　……以前と違いますわね。

　王を救きゆう出しゆつに行った時は、こちらがどれだけ出来るのか、その出来を試し、結果を楽しむようなものだったと、そう思う。

　今は違う。

　試す部分がなく、出来がいい答えが来ると、そう思っている。

　……これはこれでプレッシャーありますわねー……。

　と、気き楽らくに思っていられる辺り、さほどの重じゆう圧あつとも自分は思っていないのだろう。

　一ひと息いきを入れ、自分は母に、こう言った。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの持つ情報を問うても、ここなら御お咎とがめ無しですわよね」
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　Ｔｅｓテスタメント．、という母狼おおかみの声を、誾ぎんは聞いた。

　自分と宗むね茂しげ、そして第六特とく務むは、里さと見みの助じよ勢せいに加わる役だ。

　そんな役やく柄がらとして、ここでとりあえず確かく認にんしておくべきは、

「六護式仏蘭西の情報というのは、関かん東とう解放ではなく、ネルトリンゲンの事ですね？」

「Ｔｅｓ．、こちらは改派プロテスタントと繫つながりを持っていますの。だからその情報などは、逐ちく一いち、送られて来てますのよ？」

　武蔵むさし側がわでも、改派との通つう神しん経けい路ろは保っている。

　が、それはマクデブルクの機き密みつ会議で得た、友ゆう好こう勢せい力りよくとしてのものだ。戦争当とう事じ国こくとしての情報を逐一得えられるような、そこまでの仲ではない。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウがここに来たのは、ネルトリンゲン行きを仕組んだ側として、お互いのコンセンサスとなる情報を与えておこうと言う事だ。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾は頷うなずいた。

　自分としても、参さん戦せんする関東解放の情報ならば当事者視し点てんにならざるを得ないが、ネルトリンゲン関係の情報ならば、客きやつ観かん的に見る事が出来る。

　有りか無しかで言えば、有りだ。

　そして視線を向けた先、武蔵副ふく会長が軽く頭を下げる。

「宜よろしく頼む。ネルトリンゲン方面の現状から聞きたい」

　Ｔｅｓ．、と人狼女王が頷いた。彼女は表示枠シーニヤカドルを出し、そこにM. H. R. R.神聖ローマ帝国の概がい要よう図ずを映す。南なん部ぶ方面に向かって、北西からは青のリボンラインが、北東からは赤のリボンラインが伸びてくる。

　行き先は、

「──ネルトリンゲン方面には、今、改派プロテスタントの主力と、旧派カトリツクの大型戦せん力りよくが向かっていますわ。改派の方は、巴ともえ御ご前ぜんを主とした戦せん士し団だんですわね」

「戦力としては、どちらが上ですの？」

「まあ……、ネイトったら……」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、頰ほおを押さえてタメた。たっぷり五秒程ほどの後に、満まん面めんの笑えみで、

「教えて欲しいんですの……!?」

「そ、そのタメ方……！」

・立花嫁：『見事なタメ方ですね」

・ホラ子：『これで迫られたら断り切れませんな』

　そして人狼女王が、こう言った。

「ネイト？　貴女あなたの王様の御お願ねがいだったら聞きますわよ？　ほら、ネイト、王様に御願いしてみなさいな」

　ぐ、という声を、狼おおかみが漏もらす。

　ややあってから、彼女は息を吸い、表示枠サインフレームを手元に出した。

・銀　狼：『我が王？　起きてますの？』

・俺　　：『んー？　今、嫁よめ自じ慢まん中ちゆう』

　さ、という音つきで、皆がお互いの位い置ち関係や挙きよ動どうを見み計はからった。

　ここで迂う闊かつに反応すれば餌え食じきにされる。

　一番危き険けんなのは寝た振りだ。そのようにして非ひ介かい入にゆうを意い思し表ひよう示じするなど、腹を空すかせた大だい蛇じやの前で現実逃とう避ひするに等しい。横、伊だ達て家け副ふく長ちようが、

「……冬とう眠みん前の熊くまの前で……」

　などと呟つぶやいているが、雪国ではそのように言うのだろう。

　ただ、現状、危険度どは上じよう昇しようする一方だ。何しろ自分は嫁の部ぶ類るいに該がい当とうする。

　気を付けねば、と思った直後。

・立花夫：『はは、大だい丈じよう夫ぶですよ誾ぎんさん、料理の話くらいですから』

　……宗むね茂しげ様、餌えさを撒まくような事を……！

　宗茂様はちょっとイノセント過ぎます、と鈍にぶい汗あせをかきながら誾は思った。

　最悪、同どう人じん誌しにされる事だけは避けねば。何しろこの前ちょっと第三特とく務むがゲラゲラ笑って広げてた本の中では、宗茂様の最終的な擬ぎ音おんが〝アモーレ──！〟になってましたが、あんな音しません。どんな生物ですか。あと、些さ末まつながら心配なのは、第三特務が、

「実用性せいあるのかしらコレ」

　と言ってましたが、信用性の方が危険な気が。

　ともあれそのようなネタにされるのは避けねば。

・●　画：『──で、誾は何を調ちよう理りするのが得意な訳わけ？』

　……何な故ぜ来る……!?

　狙ねらわれていますか!?　と誾ぎんが戦せん慄りつした時だ。

　ふむ、と武蔵むさし副ふく長ちようが頷うなずいた。

「……誾殿どのは、……トマト入りのサラダうどんが好きで御ご座ざったな」

　……夏にしか出ないものを常じよう食しよくのように言う馬ば鹿かが何ど処こに……!?

　あと、祭の気分で注ちゆう文もんしたので、好きかどうかは別ですアレ。

　ただ、浅あさ間ま神じん社じや代表が、見かねたのかフォローに来た。

・あさま：『ほ、ほら、誾さんって、和わ食しよく関係が強そうですよね』

・立花夫：『──ええ、でも三世西班牙トレス・エスパニア系けいの、トマトを使用したものや、鶏にわとりやサフランを使用した西せい洋よう料理も上じよう手ずですよ』

　思わぬカウンターアタックは間違いなく嫁よめ自じ慢まんだ。ええ、宗むね茂しげ様、思った以上に高こう評ひよう価かで何よりです。ただ、現状は危険です。

　何故なら皆が黙だまっていた。ややあってから、

・金マル：『……愛だね』

・貧従士：『……Ｊｕｄジヤツジ．、旦だん那なへの愛ですね』

・不退転：『そう、……尽くすタイプなのね』

　逃げては負け。逃げては負けです、と、誾は自分に言い聞かせるしかない。ひょっとすると宗茂の評価が聞けるかもしれないが、

　……夫の褒ほめ言葉を期待して妻つまをやっている訳わけではありません！

　思い、心の中の居い住ずまいを正す。

　すると、思わぬところから追加の助けがやってきた。

・俺　　：『ちなみにスタート、ネイトのパパンからだから』

　その言葉に、誾は莫ばく大だいな安あん堵どを感じた。

　……世界は一周しました！

　皆と共に、誾はスタートラインとも言える人狼女王レーネ・デ・ガルウに視線を戻した。

　対する人狼女王は、まあ、と頰ほおに手を当て、

「うちの人ったら、何を若い子達に自慢してますの？　──全くもう」

　その時だ。水み戸と領りよう主しゆが、急ぎの言葉を放った。

・銀　狼：『我が王！　うちの母が上じよう機き嫌げんですし、ネルトリンゲン方面の現状など、母から聞いてみようと思うのですけど、どうします？』

・俺　　：『え？　ああ、カーチャン今、口くち軽かるい？』

・銀　狼：『ええ、でも、私からだと言い合ってしまうかもしれませんので、我が王、父の話などのついでに、御お願ねがいしますわ』

　……上う手まい建たて前まえを……！

　皆が感心の視線を水み戸と領りよう主しゆに向ける。

　戦せん術じゆつとしては、何かあっても面白リアクションをせず、ダメージコントロールを他に振って勝しよう機きを窺うかがうというところだろうか。

　難しい内容だが参考にはなる。そして、

・俺　　：『ママン、今、寝るとナンタラの方、どんな感じになってんの？』

・現役娘：『あらあら、──そっち、うちの人はどうしてますの？』

・俺　　：『うん、日につ課かのホット牛乳とか飲んでから就しゆう寝しん中ちゆう』

・●　画：『まさか牛乳飲のんでるのって……』

・現役娘：『ええ、私とちょっとでも背を合わせたいという願いからですわ』

・貧従士：『この砂さ糖とう甘あま──！　ってすいません、ちょっと本ほん音ね漏もれました』

　いいんですのよ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが小さく笑った。

・現役娘：『一度、私をしっかり抱き上げて格かつ好こつけてみたいそうですの。毎年、出会った日に記念として試すんですけどね』

　ちょっとすまんさね、と、第六特とく務むが煙管きせるを持って出口の方に向かった。

　伊だ達て家け副ふく長ちようもそれに続くと言う事は、今やここは永えい久きゆう糖とう度どの空間という事か。

　ただ、と人狼女王が言った。彼女は満まん面めんの笑みで、

「飲んだそばから吸い取ってるような感ありますわね」

　甘い話は無いな、という感で、外に出ようとした二人が戻ってきた。
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　人狼女王の言葉を、正まさ純ずみは聞いた。

「ネルトリンゲンでは、改派プロテスタントがなるべく戦せん闘とう開始を遅らせようとしてますの。武蔵むさしを待っていると、そう考えて頂いただいて構いませんわ」

　彼女が示すネルトリンゲンの概がい要よう図ずは、大きな円を中心としている。

「ネルトリンゲンは、神かみ代よの時代でも遙はるかな昔、空からの隕いん石せきが落らつ下かして出来たクレーターの窪くぼみが基き礎そとなってますの。だから円形の都市なんですのね」

「クレーターが都市そのものなんですか？」

　というバルフェットの言葉に、人狼女王は笑えみで首を横に振った。

「ネルトリンゲンは、その中央にある街ですわ。形はほぼ円に近い形けい状じよう。完成された市し壁へきに囲まれた直ちよつ径けい一キロ程ほどの都市ですの。自由貿ぼう易えき都市として栄えていますわ」

　ふと、手が上がった。向むか井いだ。彼女は首を傾かしげ、

「……でも、それ、外がい界かいの、だよ、ね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、でも欧おう州しゆうと神しん州しゆうは地ち脈みやくで繫つながっていますのよ？　だから重じゆう奏そう神州を構こう築ちくする際、環かん境きよう神しん群ぐんは外界の状況を重奏神州に再さい現げんしましたが、土地の様よう相そうなどもそこには含まれますの。

　ネルトリンゲンは、星の落らつ下かした土地として、環かん境きよう神しん群ぐんが手を入れた地ち脈みやく状況になっている筈はずですわ」

「フフ、星降ふった土地にある街というのも、素す敵てきねえ」

　そうですね、と頷うなずいたのは浅あさ間まだった。彼女は神しん道とう関係の流りゆう通つう情報などを検けん分ぶんしながら、

「実際、地脈の溜たまりが地ち表ひように出ているいい土地のようですね。賢鉱石オレイ・メタロが地表部ぶで拾う事も出来るとかで。──鉱こう床しようを持っている訳わけではないので特とく産さん物ぶつとはなりませんが、信しん心じんの集つどう場所として、最適な都市だとされてます。つまり地脈的に見て──」

「智とも！　智！　職しよく業ぎよう病びようが出てますのよ!?」

　ただ、ここまでの情報でも解わかる事がある。

「改派プロテスタントのネルトリンゲンは、その貿ぼう易えき力や、地脈による力で栄えていた訳か」

「Ｔｅｓテスタメント．、旧派カトリツクとしては押さえておきたい都市だったんだと思いますわ。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、今回の第一次ネルトリンゲンの戦いに続いて、第二次の戦いも起きてますの」

　さて、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは前置きした。

「先につく改派はネルトリンゲン南西部に陣じんを構えますの。対する旧派は南東部。お互いが東西に睨にらみ合う形ですわね」

「──御お母かあ様さま、西から羽は柴しばの増ぞう援えんが来たら、挟きよう撃げきされるんじゃありませんの？」

「石いし田だ・三みつ成なりは、大おお谷たに・吉よし継つぐと同様の情報体たいですのよ」

　皆が、息を詰めた。

　二ふた代よが身を起こし、表示枠サインフレームを手元に出して言う。

「……正式な裏付けを取った情報に御ご座ざるか？」

「Ｔｅｓ．、何しろ太陽王ロワ・ソレイユからの情報ですものね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と了りよう解かいの意を、二代が告げた。そして彼女は、

・蜻蛉切：『──だ、そうで御座るぞ、忍にん者じや』

・十ＺＯ：『──え!?　あ、Ｊｕ、Ｊｕｄ．に御座る！』

　調査や対たい処しよ思し案あんなどは第一特とく務むの仕事だ。戦せん闘とうが始まるまでに、対たい石田用ようとして幾いくつかの思し索さくが作られている事だろう。クロスユナイトの睡すい眠みん時間は知らん。

　だが、と二代が敷しかれている布ふ団とんに突っ伏しながら言った。

「──長なが岡おか屋や敷しきとやらは、何ど処こに御座るか？」

「ネルトリンゲンの北部ですの」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが概がい要よう図ず上で叩たたいたのは、ネルトリンゲンの頭ず上じようとも言える位置だ。

　北。

　南部で改派と旧派が争うのとは逆の場所。

「──改派が南に布ふ陣じんする意味、解わかりますの？　旧派をそこに呼び寄せる事によって、旧派が〝侵しん攻こうに長岡屋敷が巻き込まれた〟という状況を作るのを避けるためですわ。少なくとも、戦せん闘とう直後に長なが岡おか屋や敷しきに旧派カトリツクが襲しゆう撃げきに行く事は出来ませんの」

「北に行くとしても、石いし田だ・三みつ成なりの手て勢ぜいがそちらに向かえる程てい度どに御ご座ざるか？」

　否いな、と正まさ純ずみは言っていた。

「情報体たいは通つう神しんを通じて敵てき地ちにも出現出来るが、その状態では束そく縛ばくが強い筈はずだ」

　大おお谷たにがそうだった。彼は自分と毛もう利り、北ほう条じようの交こう渉しようの場に飛び込んできたが、外がい交こう艦かんと浅あさ間まの防ぼう護ご制御情報プログラムによってかなりの自由を奪うばわれていたのだ。

　石田も同どう様ようだろう。ならば、

「石田は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国勢が何らかの理由で北部を回るのに同行し、それを長岡屋敷の襲撃とする筈だ。──癖くせの薄い丹に羽わの麾き下かが、丁ちよう度ど彼女の手て勢ぜい役やくになれる訳わけだな」

「ならば正純、きっとそれは、南部で改派プロテスタントと旧派が激げき突とつした後、お互いが初しよ撃げきをくわえ合った後になるで御座ろう。北部を回る理由として思いつくのは〝敵の背後や側そく面めんに回る〟というもので御座ろうしな」

　二ふた代よの口く調ちようは、事実を見ているかのように淡たん々たんとしている。実際がそうなると確かく信しんしている言葉には、説せつ得とく力りよくも感じ、頼もしいと思うと同時に、

・金マル：『バラやん実は要いらない子？』

・未熟者：『フ、最近、通神帯ネツトでそれをよく言われていたけど、北条との交こう渉しようを纏まとめたのは誰だれなのか。皆は記き憶おくに刻んでおくといいと思うね』

・副会長：『ああ、うん、……よく纏まったよな、あれ……」

・未熟者：『そうだろう！　よく纏めたよね！　解わかる人だねヅカ本ほん多だ君！』

・不退転：『極きよく東とう語ごの判はん読どくテストかしら』

・●　画：『……正解がどっちかは歴史が証しよう明めいする気もするわね』

・あさま：『でもそれだと、小お田だ原わら征せい伐ばつが成功したから、ネシンバラ君のやり方が正解という事になるんじゃあ……』

　……何だその板いた挟ばさみと厳きびしい現実。

　だが、と正純は思った。

「そのルールだと、改派の増ぞう援えんに加わる私達も、到とう着ちやくしたらまず南部に行って、それから北部に向かう事になるんじゃないか？　歴史再さい現げんに則のつとるとはいえ、少々手て間まだな」

　すると、人狼女王レーネ・デ・ガルウが笑えみで告げた。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶですの。だってネルトリンゲンは、改派の街ですもの」

　言われている意味が解らない。何しろ、

「──ネルトリンゲンは市し壁へきの門を開けず、戦せん闘とうには加わらないのだろう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、だからそのようにする方法を、武蔵むさしは持っていますわね？　──ネルトリンゲンを無む傷きずのまま、しかし戦闘をする方法を」

　問うてきた内容。人狼女王が示し唆さするものを、立たち花ばな嫁よめが告げた。

「防護障しよう壁へきですね？」

　それは、

「柴しば田た公こうと佐々さつさ・成なり政まさが、マクデブルク近きん郊こうの空で武蔵むさしに襲しゆう撃げきを掛けて来ました。あの時、武蔵表ひよう層そう部ぶに被ひ害がいを出さぬよう、武蔵むさし野のでは戦せん闘とう後半から大だい規模な重力障しよう壁へきの展開を重ねた憶おぼえがあります。つまり──」

　つまり、

「武蔵の防ぼう御ぎよ性能でネルトリンゲンを守りながら、市し街がいを縦じゆう断だんしろ、と？」
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『〝武蔵野〟、面めん倒どうなので計算を任せます。──以上』

『〝武蔵〟様、今、本ほん音ねが……。あ、いえ、えっと、あの、──い、以上！』
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「縦断してしまえば、外では旧派カトリツクに改派プロテスタントが激げき突とつして足止めや陽よう動どうして下さってますものね。武蔵の到とう着ちやくが遅れても、大だい丈じよう夫ぶかと思いますのよ？　そしてもし、縦断する貴方あなた達に砲ほう撃げきや攻こう撃げきがあったとしても、前もって武蔵側の準備があれば、防御して除よけられるでしょうし。

　──大丈夫ですわ。大体、直ちよつ径けい一キロ程ほどの都市ですものね」

　気き楽らくに言う人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉を、思し案あんしたのは浅あさ間まと二ふた代よだった。

　二人は、縦断にどのくらい掛かるか、表示枠サインフレームを手元に出して計算を始めた。
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　浅間は、表示枠に指を乗せて計算を行った。

　……うちが出してる身しん体たい強化加か護ごだと、大体時じ速そく六十キロ程が出せますよね。

　ただこれは、アデーレなどの、走る能力が高い者についての数字だ。何しろ〝身体強きよう化か〟なので、身体能力、特に走る能力に劣る自分などは、やはり当然、速度が落ちる。

　ただ、概がい算さんは必要なので、六十キロで捉とらえるべきだろう。

　……だとすると、秒速は３６００で割って、16．６６６メートルで……。

　概算、秒速17メートルとでもしておこう。

　一キロをこの数字で割ると、必要な秒びよう数すうが出る。つまり58秒強きようだ。

　しかし、先さき程ほど、16の端は数すうを繰り上げたから、ここはもう少し遅くてもいいのかもしれない。

　約、と考えるなら、１分くらい、というのが解わかりやすい。

　この辺り、効こう率りつ良い計算方法とかあるんでしょうね、と思うが、まあすぐに出たから良しとする。

　ネルトリンゲンを通過するのに、必要な時間は──。
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　二ふた代よは、表示枠サインフレームを出して計算を行った。

　一いつ般ぱん的てきな戦せん士し団だんに回っている身しん体たい強化加か護ご。これを利用した走そう行こう速度は、時速にして六十キロ程ほどを計けい上じようする。確か浅あさ間ま神じん社じやによるものだった筈はずに御ご座ざる。

　……時速六十キロの秒速は、如い何かほどであったで御座ろうか。

　二代は思し案あんした。時・分・秒、で桁けたが違うから、

　……秒速は時速の百分の一で御座ったか。

　つまり秒速六百メートル。

　……早いで御座るな！

　何か違う気がするで御座る。きっと各単たん位いごとに、桁が一つずつ違ったので御座ろう。

　ゆえに、更さらに百分の一にして、つまり秒速六メートル。

　……遅いで御座らぬか？

　二代は眉まゆをひそめる己おのれを自覚する。というか、確かアデーレ殿どのが一般学生なのにその脚きやく力りよくと空気抵てい抗こうの少なさと胸きよう部ぶ重じゆう量りようのなさとそこから来るバランス感と少々の疾しつ走そう技術によって時速六十キロ位を出してた筈に御座るが、あれはどう見ても秒速六メートルではない筈。

　というか、よく考えるので御座るぞ武蔵むさし副ふく長ちよう。

「……あ」

　そうで御座った。人間には二本の足があるでは御座らぬか。

　つまり二倍。

　ならば、秒速六メートルの二倍で、秒速十二メートルに御座ろう。

　これは気付かぬもので御座った。本ほん多だ・二代、少々計算をミスっていたで御座るよ。

　……ただ、これも少々、遅い気がするで御座るなあ……。

　とはいえここで悩んでいては足踏み状態に御座る。故ゆえに直線一キロを十二で割ると、何秒かかるかが出るで御座ろう。

「ええと」

　83．３３３３という数字が出た。だが、

　……何か、忘れて御座るような気が。

　ああ、と二代は算さん術じゆつの知ち識しきを思い出した。ネルトリンゲンは円えん形けいなのだ。

　円えん周しゆうは半はん径けい×２×３．14。今は３で教えて御座ったか？　だからネルトリンゲンの直径を行く場合、この秒数から３で割って２で割ると出るで御座る。すると、

　……大体、14秒で御ご座ざるか？

　否いな、と二代は思った、１キロを走るのに、これは早すぎで御座ろう、と。体たい感かん速度で言うと、翔しよう翼よくが調子に乗り始めた辺りがこんな時間で走ってる気がする。

「あ」

　二ふた代よは思った。直ちよつ径けいは半はん径けいの二倍なのだから、２で割ったのは間違いで御ご座ざろう、と。

　つまり二十八秒。

　だが、まだ速い気がする。何か計算忘わすれはないで御座ろうか。

　……おお、そうで御座った。

　今から思えば、二本の足で速度二倍というのがいけなかったので御座ろう。

　だからここは、掛かる時間を二倍して戻して──、

「Ｊｕｄジヤツジ．、計算出来たで御座るよ」
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　誾ぎんは、浅あさ間ま神じん社じや代表と武蔵むさし副ふく長ちようが、ほぼ同時に言葉を作ったのを聞いた。

　二人はやはり、ほぼ同時に頷うなずき、

「約、１分ですね」

「約、１分で御座ろう」

　おお、と皆が声をあげる。誾も、大体の計算で約１分と見み積つもっていたので、

「納なつ得とく出来る見立てです、本ほん多だ・二代」

「そうだな。二代と浅間が合がつ致ちしているなら、間違いは無いのだろう」

　という副ふく会長の台詞せりふ。それに対し、本多・二代が身体からだを起こし、腕を組んだ。

「任せるがいいで御座るよ正まさ純ずみ。──まあ、実のところ、人類の足が二本という辺りで計算をミスって御座ったが」

　……は？

　待ちなさい、と誾は思った。

「武蔵副長、貴女あなた、一体どういう計算を？」

「何で御座るか誾殿どの。──拙せつ者しやが至った正しい結果に、何か疑問があるで御座るか？」

　誾は、やや考えた。考えている最さい中ちゆうに、目の前の女が、

「結果良ければ全てよし。そういう事で御座るな」

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　この女、結果だけで生きてます！』

・立花夫：『ははは誾さん、私は誾さんが途と中ちゆうも手を抜かないのを身をもって知ってますから御安心下さい』

　宗茂様は大人おとなですね、と安あん堵どの吐と息いきをついていると、通つう神しんが武蔵むさし野の艦かん橋きようから来た。

『〝武蔵野〟です。一分程ほどであるならば、他た都市への遠えん隔かくで防ぼう護ご障しよう壁へきを張るのは可能です。その代わり、前もっての用意が必要にはなりますが。──以上』

「先日の蟹かに江え城じようの戦いの時が、そうでしたね」

『Ｊｕｄジヤツジ．、誾様の仰おつしやる通り、蟹江城の戦いの時よりも、近きん距離にいる必要があります。ベストは直ちよく上じようです。その場合、上下座ざ標ひようのみの変へん動どうで障しよう壁へきを展開出来ますので。──以上』

　はーい、と総そう長ちようの姉が手を挙げた。

「ネルトリンゲンの上、南から北に品しな川がわか浅あさ草くさのロングバウを渡して、それを橋として改派プロテスタント側がわから北部に通過しちゃったら？」

「……どうかしら、ネルトリンゲンの直上に武蔵むさしを止まらせたら、改派への助じよ勢せいという言い訳わけは少し難しくなる気がするわね」

　確かに、と誾ぎんは伊だ達て家け副ふく長ちようの言葉に頷うなずいた。

「ポーズとしてでも、改派勢せい力りよくに密みつ接せつしていた方が正せい解かいだと思います。大体、武蔵の全ぜん長ちようは　ネルトリンゲンを遙はるかに上回りますので、左右舷げん一番艦かんどちらかの艦かん首しゆがネルトリンゲンに掛かるくらいが、聖せい連れん側からも干かん渉しようさせない形ではないでしょうか」

「じゃあ、ロングバウからネルトリンゲンの市し街がい南に降こう下かして、そこから北へとダッシュしますの？」

「落らつ下かするのが解わかってたら、不ふ意いにやらない限りは鴨かも撃うちさね」

　と、第六特とく務むが狙そ撃げき銃じゆうを構えるジェスチャーを作る。

「狙撃側からすると面めん倒どうなのは、当然だが、上下と左右の動きさ。だから武蔵はネルトリンゲンに接近していく中で、降下隊たいを乗せた輸ゆ送そう艦を斜め下に射しや出しゆつするといいさ。行き先は戦せん場じよう、旧派カトリツク側がいいんじゃないさね？　つまり──」

　つまり、

「輸送艦の激げき突とつネタを、降下隊付きで今度はこっちがやってやるのさ。

　マクデブルクの意い趣しゆ返がえしでさ」
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　乱らん暴ぼうだなー、と正まさ純ずみは、直なお政まさの意見に感かん想そうする。

　しかし、今のやり方には少々の疑問がある。だから、

・副会長：『おい馬ば鹿か』

・俺　　：『お、俺おれ、馬鹿じゃないもーん。応こたえないもーん』

　こいつは……、とイラっと来る私が大人おとなげないのだろうか。向こう、ナイトがメアリに何かを耳打ちしているが、ろくな事ではない気もする。ともあれ、

・副会長：『いいから聞け馬鹿。うちの戦せん術じゆつとして、輸送艦を戦場に激げき突とつさせるのは有りだと思うか？』

・ウキー：『白しら鷺さぎ城じようとの戦せん闘とうで、ぶちかまそうとしてなかったか？』

・不退転：『あれは後の小しよう兼かね定さだを叩たたき込む布ふ石せきであって、囮おとりよ。結果としてそれも証しよう明めい出来るわ。でも今回のは、敵てき艦かん相手でもなく、敵てき陣じんにぶち込む事を目的としてるの』

・俺　　：『んー……』

　馬ば鹿かが思し案あんした。ややあってから、

・俺　　：『サル子のパクリを本ほん気きでやっても良くなくね？』

・副会長：『あー、じゃあ別の方法だ。──そっちも考えあったら頼む」

　さよか、と直なお政まさが、しかし残念ではなさそうに呟つぶやいた。

「降こう下か方法は、じゃあ、ちょっと現場任まかせさね。ただ、単に落らつ下かするなら狙そ撃げきの的まとさね。武蔵むさしはデカブツだから接近は容易に捉とらえられるし、急きゆう制せい動どうも難しい。狙ねらいをつけるならこれ程ほど楽なものはないと憶おぼえておくといいさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、考えておく。後は、降こう下か隊たいだが、これはもう、ほぼ全員だろうなあ……」

　あー、とバルフェットが手を挙げた。

「自分、機き動どう殻かくなんで、降下しても町まち中なか走るの無む理りです」

「ミトツダイラに何とかして貰もらえないのか？」

「私の銀ぎん鎖さでも、一キロを振り回すのは無む理りですのよ？」

「ハ、ハンマーにする気ですね第五特とく務む！」

　そうじゃなかったのか、と一いつ瞬しゆん思ったが、最近それを見み慣なれたせいだろう。

　だが、気になる事はある。たとえば、敵の人じん員いん構こう成せいや、

「改派プロテスタントの助じよ勢せいとして、南の戦せん場じようにも人を割さきたいところではあるな。あと……」

　と、正まさ純ずみは懸け念ねんを告げた。立たち花ばな夫ふ妻さいや、直政に視線を向け、

「──長なが岡おか・忠ただ興おきを、どうにかしたい」
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　忠興は、慶けい長ちようの役えきの準備ミーティングを終えていた。

　場所は九く鬼きの航こう空くう戦せん艦かん、鳥と羽ば城じよう内部。その中央体たい育いく館かん内ないだ。

　ボード付きの竹パイプ椅い子すを並べられた中、既すでに集会は終わっている。

　内容は、慶長の役に参加する役やく職しよく者しやを中心に、各かく艦かん、各かく部ぶ隊たいの動きを確かく認にんし合うものだ。

　お互いの顔見せと、自分達の役割を見直して連れん動どうを確かめる。そんな集会だ。

　最終確認、と先に言われただけあって、中なか身み自体はこの一ヶ月程ほど、座ざ学がくや実じつ技ぎで行っており、幾いくつかの汎はん用よう指し示じがこなせるようにも動いている。

　里さと見みと江え戸どという、国二つを守る戦いだ。

　小お田だ原わら征せい伐ばつが、毛もう利りや武蔵むさし、北ほう条じようの主しゆ導どうで進んだために、羽は柴しば勢以い外がいのP. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国勢が関わる戦せん闘とうとしては、久しぶりに大だい規き模ぼなものとなる。

　自分がするのは、狙撃役だ。

　……まあ、それしか出来る事、ねえからな。

　忠興は立ち上がる。

　広い長ちよう方ほう体たいの木造ホールは、天てん井じようから吊つるした灯とう火かを軽く不ふ規き則そくに揺らしていた。

　艦かんが挙きよ動どうしている訳わけでは無い。ミーティングの途と中ちゆうから、確かく認にんを終えた先せん輩ぱい達たちが体育館を出て行き、自分の艦へと戻っていく。その震しん動どうが灯あかりを揺らすのだ。

　通つう神しんでやっちまえばいいのにな、というのが、ミーティングに出る前の忠ただ興おきの感かん想そうだ。

　だが、実じつ状じようは別にあった。

　体育館を急ぎ出て行く先輩達や、ミーティング後に出て行く皆も、そのほとんどが既き知ちを見つけ、手を挙げて軽い挨あい拶さつをしたり、すれ違い様ざまに肩を叩たたいていく。

　そうしないで、黙もく々もくと準備に向かう者達であっても、誰だれかが噂うわさする。

　あれは、何ど処こ其そ処この、誰だれ彼かれであり、こういう役なのだ、と。

　そんな遣やり取とりが生じた理由を、忠興は解わかっている。

「……うん」

　ここで、襲しゆう名めいを終える者が、いるのだ。
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　忠興は思った。

　もし襲名を終えずとも、ここで負ふ傷しようなどによって、リタイアする可能性だってあるのだと。

「だよなあ」

　人ひと気けが少なくなって、広こう報ほう委員が片付けを始めた体育館を忠興は出て行こうとする。

　自分の行く通路は、先さき程ほど、ミーティング途中だというのに、年ねん配ぱいの学生が急ぎ足で通っていったものだ。

　その時、彼らの一人が、全体を見渡し、こう言った。

「後は頼むぜ！」

　Shaja、と応こたえる者もいれば、Ｔｅｓテスタメント．と返す者もいた。手を挙げる者もいれば、視線を振り返らせるだけの者もいた。

　一人の人間が作った言葉に、何な故ぜ、そのような大おお勢ぜいが反応したのか。

　解る。

　二度と会わないかもしれないのだ。

　これまでの戦せん場じようでは、肩を並べた事もあったに違いない。

　だが、きっと、ここでお別れだ。

　彼らは、襲名と歴史再さい現げんの道から降りていく。

　昔の自分なら、そんな事は考えなかっただろう。

　己おのれの妻つまとなるべき人の、死を心に捉とらえた今だと、彼らの交わした挨拶や、噂の意味が解る。

　これは、P. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国が大おお所じよ帯たいであると同時に、

　……役やく職しよく者しやの自覚が高たけえんだ。

　自分は、先程まで武蔵むさしにていろいろとやってきた身だ。

　何か詮せん索さくを受けるかと思えば、司し会かい役やくの九く鬼きが、

「何やら血けつ気き盛んな少年が、既すでに武蔵むさしに突っかけてきたようだが、皆、見み本ほんにはしないでくれ給たまえ。心こころ意い気きは買うが、既すでに作戦スケジュールは密みつで、その売り処どころが無いのでね」

　と、席間に小さな笑いを作った程てい度どで済んだ。

　これは、自分がさほど大きな役を持っていないからだろう。

　何しろ、狙そ撃げき役だ。

　地上側、江え戸どの東ひがし入口に向けて、江戸湾わんから狙撃による敵てき地上部ぶ隊たいの足止めを行う。その際、地ち表ひよう固定された戦せん艦かんを囮おとりにし、自分に与えられた艦かん砲ぽう制せい御ぎよ術じゆつ式しきからの砲ほう撃げきも行える。

　だが、狙撃とは、一いつ定てい位置で行っていると位置がバレて危険な状況になる行為だ。

　それゆえ、現場においては撃うったら移動が鉄てつ則そくで、単たん体たいに近い行動が必ひつ須すとなる。本来なら測そつ距きよ役も同どう行こうさせるべきだろうが、その辺りは測距術式を自じ作さくして、コンバットプルーフを取っている。

　つまり自分は一人だ。

　問題なのは、江戸湾東側には大たい軍ぐんを迎げい撃げきするのに有利な遮しや蔽へい物が無い事だ。

　江戸全体が、ほぼ平らな台だい地ちであり、各所に森林や河か川せんはあれど、浸しん食しよくによる渓けい谷こくは上流地ち域いきで無ければ存在しない。

　代わりというように、江戸東部、湾わん岸がん地域からは広大な遺い跡せき群ぐんが放ほう射しや状に広がっている。

　三み河かわ、大おお坂さか以上の大遺跡地ち帯たいだ。

　重じゆう奏そう神しん州しゆうと神州が分かれた後、江戸近きん辺ぺんに大型勢せい力りよくが存在しなかった事が、その保ほ全ぜんを約束した。重奏神州の落らつ下かで出来た重奏領りよう域いきはあるが、草そう原げん地帯ばかりで、逆に土地の平へい坦たんさが増している。

　江戸の大だい遺跡群からは、神かみ代よの時代の発はつ掘くつ物ぶつも多く、大だい部分は該がい当とう時代に歴史再さい現げんが進むまで不ふ可か侵しんとする条じよう約やくが遙かな過去に結ばれている。とはいえ、江戸を作らぬ訳わけにもいかないので、沿岸や街かい道どう部分とその近きん辺ぺんは開かい拓たくが進み、現在としての都市が出来ている。

　敵地上部隊は街道を来るだろう。

　迎撃は、沿岸部ぶの遺跡群の内、既すでに発掘が終了した地域を利用する事になる。だが、

「さっき頼んで、これからは敵か、武蔵勢ぜいとは」

　この辺り、どうしたものかと、忠ただ興おきは思う。

　武蔵勢には、先さき程ほど、妻つまとなる女を救ってくれと、そう懇こん願がんしたのだ。

　……だがまあ、ネルトリンゲンに行く武蔵勢がこっち来る訳わけじゃねえから。

　それはそれ、これはこれ、として、割り切った仕事をすべきだろう。

　向こうだって、きっと同じだ。

　自分がいるからと言って、手を抜く事はすまい。大体、こっちに来るのは武蔵勢ではなく、毛もう利り勢や、里さと見み、そして最も上がみである可能性も高いのだ。そして、

「あ」

　体育館を出ようとした時、忠ただ興おきは気付いた。

　時間の関係から、簡単な調ちよう書しよと反はん省せい書しよへのサインでミーティングに合流してしまったが、武蔵むさし艦かん上じようで見た敵てき勢せい力りよくの内容など、説明しなくてよかったのか、と。

　だが、広めの廊下に出て、背の高い先せん輩ぱい格かくが急ぎ足で行き来しているのを見ると、

　……どうすんだっけ？

　自分は中ちゆう等とう部ぶ。ここの人員は、ほぼ全てが高こう等とう部ぶで、学校内ないの組そ織しきのあり方もそれに準じている。

　何か上うわ役やくに報告をする際、中等部だったら、代表委い員いんを頼るか、担たん任にんを頼ればいい。

　とはいえ、自分の学校の代表委員も担任も、ここにはどちらもいない。

「どうしたもんかな……」

　と、左右を見渡した時だ。左手側から、既き知ちの声がした。

「何してんだわ、長なが岡おか。うろついてるくらいなら風ふ呂ろ入って休んどくといいわ」

　鍋なべ島しまだった。







[image: 第十九章『隠れ場の追い打ち小僧』]
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　既すでに艦かん上じよう戦せん闘とう用ようの装そう備び品ひんを身に着けた学生や、表示枠レルネンフイグーアを何枚も抱えて整理しながら行く者達が、それぞれの方向に向かって交こう叉さする艦かん内ない通路。

　その中で、忠ただ興おきは鍋なべ島しまと、彼女を担当する整せい備び班はん女子の一いつ隊たいと向かい合った。

　鍋島とは既き知ちだ。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国内において、襲しゆう名めい者しやや候こう補ほ生せいは世代ごとになるべく近しい教きよう導どう院いんに行くよう通つう達たつがなされ、領りよう主しゆ家か系けいなどの事情が無い限り、家族ぐるみでの引っ越しが行われる。

　自分の家も、同どう様ようで、行った先は彼女達が昔から住まう管かん区くだった。

　鍋島がいる高こう等とう部ぶは、自分が通う中ちゆう等とう部ぶのすぐ隣となり。エスカレーター式だ。

　ついでに言うと、家も近い。馬ば車しや駅えき前の楽らく市いち街がいを中心とした商店街で、彼女達は顔かお役やくだ。自分も親の付き合いなどで空詠みカラオケや芋いも煮に会かいなどに付き合わされるが、鍋島達からは、襲名前から幾いくつも情報や心こころ構がまえなどを聞かされている仲でもある。

　今、向き合った自分達がいるのは、通路の明かりの下。右と左右は一方通つう行こうに近い流れだ。時とき折おり、体育館の中から長なが机づくえなどを持ち出す動きがあるが、お互いそれを気にしつつ、

「長なが岡おか、そっちは遊ゆう撃げきとしての狙そ撃げき隊たいかよ」

「そっちこそ、里さと見みの空の防ぼう空くうか？」

「否いな、中間、湾わん上じよう待たい機きな感じだわ。──清きよ正まさ先せん輩ぱいがこっち来てくれるなら、意い地じでも指し揮き下かに入ってみたかったもんだわな」

「会った事も無い先輩をよくそれだけ支し持じ出来んな」

　いいじゃんよ、と鍋島が頰ほおに手を当てた。

「実は、会った事はあるんだわ。ほら、京きよう都との集会から、あたし、九きゆう州しゆうに戻る時、羽は柴しば先輩達の西行きの補ほ給きゆう護ご衛えいについてってな。途と中ちゆう、別れる時に礼れいを言われたんだわ」

「礼を言われたのは艦かん隊たい指し揮きの先輩じゃねえのか」

　うるせえわ、と鍋島が目を鋭く細くした。

「あたしは今、機き竜りゆう乗りやってるけど、元は槍やり派はだしね。格かつ好こいいじゃん？　あんだけ欧おう州しゆう美人で、スタイル良くて、でも前ぜん線せんで大おお勢ぜいの指揮執とって武ぶ神しん団だん相手にも退ひかない、って。

　あたしは機竜乗りだけど、武神団相手には流石さすがに緊きん張ちようするわなあ……」

　そーかい、と忠興は言った。

「でも最近聞きいた話だと、清正先輩、福ふく島しま先輩と付き合ってんじゃねえの？」
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「あの竹たけ中なか様？　福島様、知りませんか？　さっきから怪け我がの治ち療りようで探してるんですが」

「あー、さっき、心しん頭とう滅めつ却きやく云うん々ぬんって、水浴びに行ったんじゃなかったかなー？」

「清きよ正まさ、風ふ呂ろだったら、さっき片かた桐ぎりも行ったけど」

「あらあら、……またバッティングしますね。でも、浴よく場じようの方が怪け我がなど祓はらう事も出来ますし、私も御ご一いつ緒しよさせて貰もらいましょうか」

「仲いいですねー、二人共とも」

「Ｔｅｓテスタメント．、──聖せい譜ふ記き述じゆつ通り、という訳わけではありませんけど、相あい性しようがいいのでしょう」

「好きなの？　清正」

「Ｔｅｓ．、──好きですよ？　蜂はち須す賀か様さまも、同じですけど？」

「いや、そういう訳じゃなくて……、まあ、うん、いいか」
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「──いや、それはそれでいいわな。福ふく島しま先せん輩ぱいだって、こちらは個人行動を主としてるけど、戦せん績せき凄すごいし、二人が並んだ時の絵と安心感は凄いもんだわ。

　それに、清正先輩が選んだんだったら、あたしは祝しゆく福ふくするわ」

「訳解わかんねえな……」

　と呟つぶやいた時だ。鍋なべ島しまの背後から、あのさ、という女子の声が上がった。

　整せい備び担当の女子達たちだ。鍋島と同どう世せ代だいかどうか、年とし上うえの女の年ねん齢れいはよく解らない。

　ともあれ、

「ナベさん！　さっきから話してるこの子!?　この子だよね！」

　そうだよね！　とお互いの言葉を回し合って世界を確立するのはやめてくれ。大体、

「子じゃねーよ。たった二年下したなだけだろ」

「そりゃ無む理りな言い訳だわ。お前生まれた時、あたし達、お前の首絞しめられた訳だし」

「俺おれは生まれた時から拳けん銃じゆう撃うてたよ畜ちく生しよう」

　言うわー、と鍋島が苦く笑しようする。

　と、彼女の背後の女じよ子し衆しゆうが、こっちの両横よこなどに回って来た。

　……背、高っ。

　自分は中ちゆう等とう部ぶのクラス内だと、前から数えた方が早いが、それでも四し捨しや五ご入にゆうすれば十の方に類るいする番ばん付づけだ。

　だけど高こう等とう部ぶともなると、女子の場合、何よりもまずヒールが高い。

　完全に立体包ほう囲いされた忠ただ興おきは、女子衆によって、

「ナベさん！　この子の制せい服ふく、ナベさんの中等部の？」

「ああ、去きよ年ねんに女子がたくさん入ってデザイン変わったから、襟えりとかはあたしがいた頃ころとは違うわ。色合いは、見習いって事で、やっぱ灰はい色いろのままだわね」

「見習いなのに襲しゆう名めい者しやなんだあ……！」

　そーだよ、と眇すがめで忠興は思った。早く終われと、すると、

「可愛かわいい──！」
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　いきなりの嬌きよう声せいに、忠ただ興おきは内ない心しんで引いた。

　……どういう理り屈くつだ……！

　背せ丈たけか。年ねん齢れいか。制せい服ふくか。そこらひっくるめて言うならば、

「中ちゆう等とう部ぶで襲しゆう名めい者しやとか、他にもいるだろ」

　実際、他国からやって来た襲名者の場合、あまりにも語ご学がくとか歴れき史し関係とかがヤバい場合、中等部からのやり直しになる。

　……そんなオッサン達も中等部襲名者だけど、可愛いとか言えるか？　ああ!?

　ヤダー、キモーイ、とか、そんな幻げん聴ちようが聞こえて来て、忠興は内心で頭を抱えた。

　……苦にが手てなんだよなー、この手の。

　本ほん気きではなく、場の空気を楽しく保つための自然的な方法だというのは解わかる。

　無む害がいなのだ。だからやりにくい。

　だが、気付くと頭を撫なでられたり、服ふく装そうの肩や脇わきなど確かめられていた。

　早そう期き終了のために無む反はん応のうであったのがいけない。

　玩具おもちやになりかけている事を自覚して、忠興は鍋なべ島しまを見た。

「おい、どうにかしろよ」

「まあ、ちょっと待ってるといいわ」

　はあ？　と眉まゆをひそめた時だ。近くにいて、腰こし回まわりのチェックをしていた女子が、

「採さい寸すん終わり──。御ご免めん御免、鬱うつ陶とうしかった？」

　と、頭を撫でてくる。だが、その撫で方は、

　……背丈とか、計ってる？

「解ったかよ？」

　鍋島が、肩を小さく揺らした。

「お前、狙そ撃げき装そう備びの方、中等部で使用してるのそのまま持ち込んで来たろ？　それ見た浅あさ野のが、ちょっと汎はん用よう利かないかも、って言い出してたんだわ」

「汎用？」

「転てん戦せんの可能性があるだろよ」

　言われ、あ、と忠興は気付いた。漏もれた声に頷うなずくように、周囲の女子が言う。

「Ｔテｅｓス．Ｔｅｓ．、作戦はミーティングで確かく認にんしたけど、臨りん機き応おう変へんだったり、移動中や、作戦終了後ごはどうするか、っていうのがあるもんね」

「そうそう。その時、自分の足になる艦かんが無かったり、武ぶ装そうが欠けつ損そんしてたり、っていうのはよくある事」

「だから、中ちゆう等とう部ぶの狙そ撃げき装そう備び関係はM. H. R. R.神聖ローマ帝国専用品で忠ただ興おき君くん用ようだけど、汎はん用ようの採さい寸すんしておけば、たとえば他の人のものだって借りられる訳わけ」

　な？　と言われ、忠興は心を冷やした。今の自分が為なすべきは、周囲の彼女達たちへの拒きよ絶ぜつなどでは無く、

「──有あり難がとう御ご座ざいました」

　頭を下げる。すると周囲の女おんな衆しゆうが一いつ瞬しゆん息を詰めた。直後に来るのは、

「やだこの子、本当に可愛かわいい……！」

「うちの弟とかと、えらい違い……！」

　……勘かん弁べんしてくれ……！

　あー、と忠興は思った。自分の妻つまとなる女性の事。何ど処こがいいのかと武蔵むさし総そう長ちように聞かれた時、上う手まく応こたえられなかったけど、今なら言える。

　落ち着いてるからだ、あれ。
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　鍋なべ島しまは、自分の同級生に遊ばれてる長なが岡おかを見て、こう思った。

　……真ま面じ目めだわ……。

　考えが、頭の中で幾いくつか回っていて、常に最さい善ぜん手しゆを打とうとしている。

　そんな言げん動どうを以前から見受けていたが、今ので確信した。

　普通、こうして囲まれた場合、拒きよ否ひの意い思しを出す事が多い。

　だが、先せん輩ぱい相手という事もあろう。何をされているかを見み極きわめ、その上で、礼れいを言うべき所ではそのようにした。

　先を見み据すえてから動こうという思し索さくと、自分を切り替える割り切りがいい。

　自分の周囲、浅あさ野のは先を見据える派はだし、可か児になどは切り替えが凄すごすぎる派だ。丁ちよう度どのバランスを取って池いけ田だもいるが、あれはちょっと馴なれ合いすぎていて新しん鮮せん感かんが薄いし、嫌いや々いややってるのが透すけて見える時もあって男らしくない。

　後こう輩はいとして、礼れい儀ぎ正しいバランス派がいるのは、いい事だろう。

　鍋島は長岡を見て思う。コイツ、実力が伴えば、〝長岡・忠興〟として、充分な位置に行くだろうよ、と。そしてきっと、この先の見据えと割り切りは、

　……狙撃手しゆのセンスってヤツだわ、きっと。

　しかし、と鍋島は思った。

　先を見据えた判はん断だんを出来る者が、何な故ぜ、武蔵に乗り込んだのだろうか、と。
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　おかしいわな、と鍋島は判断する。

　どう考えても、あの時点で武蔵むさしに乗り込んで騒さわぎを起こす利点は無い。

　否いな、売ばい名めいとか、実際に被ひ害がいを与えよう、と考えていたなら別だ。

　中ちゆう等とう部ぶの襲しゆう名めい者しや。ゆえに血けつ気きに逸はやったと、そのような見方が今は通っている。だが、長なが岡おかを自分達たちは知っている。

　この少年は、そういう馬ば鹿かを働かない。

　経験が無いから、下へ手たな動きを取ろうとすれば、どうしていいかが解わからなくなる筈はずだ。

　それなのに何な故ぜ、未み経験の場に赴おもむいた。

　……ただまあ、有り、かもしれんわ。

　七しち将しようは、聖せい譜ふ記き述じゆつにおいて、最終的には松まつ平だいら側がわに付く。今こん生じようでの選択がどうなるかは解らないが、歴史再さい現げんとして忘れてはならない案あん件けんだろう。

　その準備として、下した見みに行った、というのも確かにあり得る。それに、

「長岡、──あんた武蔵で何してたんだわよ？」

　問うだけ問うてみる。

　正直、仲間を変に勘かん繰ぐるのは好きな行為ではない。調査は風ふう紀き委員や渉しよう外がい委員の担当がやるべき事で、彼らが仕事をしている以上、自分達の間は基本的にクリーン。だからこそ現げん場ばは安心して動けるのだ。

　そして長岡が、こちらに視線を向けた。彼は大きく眉まゆをひそめ、

「あ？　何やってたって……、武蔵の連れん中ちゆうに、喧けん嘩か売ってたんだよ」

「それでどうするつもりだったんだわよ」

「どうも出来なかった」

　言った台詞せりふには、意味があるように感じた。

　噓うそは言ってないと、そう思う。口く調ちようが、こちら向きで、しかし下に落ちていたからだ。

　逸そらしてなくて、ただ、落らく胆たんがある。

　……何だか解らんわ。

　何しろ、彼がどうにも出来なかったというなら、その理由は自分達にもあるからだ。

　ゆえに、鍋なべ島しまはこう言った。

「邪じや魔ましたわな。あの時」

　直後。返答が来た。それは長岡の、こちらを力なく見上げる視線付きで、

「ああ、まあ、仕方ねえ。気にすんな」

　という長岡の言葉に、鍋島は噓は感じない。

　ただ、彼の落胆と残念には、充分に気付く。何か上う手まくいかなかったのだろうと。

　だが、そんな長岡の反応に、鍋島は小さな疑問を得ていた。

　……ん？

　武蔵にて、何かしようとして、どうにも出来なかった。これが長岡の言い分だ。

　その〝何かをしようとした〟のを、自分達の登場で止めてしまった可能性がある。だからこちらとしては〝邪じや魔ましたわな〟だ。

　すると、落らく胆たんと残念の返答が来た。

　これは当然と言えば当然の流れだ。確かにあの現げん場ば、自分達たちは彼を邪魔したのだから。

　でもその見方は、長なが岡おかが血けつ気きに逸はやった、という前ぜん提ていが必要だ。

　しかし、長岡は、先を見み据すえて動くタイプだ。

　血気に逸った襲しゆう撃げきが、彼にとって、先を見据え、落胆を呼ぶ程ほどの事だったのか。

　違うだろう。

　あれが本当に勢い任せの襲撃だったら、今の長岡は、自分のした事の結果を幾いくつものパターンで見据え、反省している筈はずだ。

　介かい入にゆうで止めた事を、感謝されこそすれ、落胆されるとは。

　……違う。

　長岡は、邪魔を得て落胆する程の何かを、あそこでしようとしていた事になる。

　先を見据え、どうにかしようとした事があって、しかし自分達がそれを邪魔したのだ。

　何のために、この少年は、武蔵むさしに行った？

　先に思った通り、松まつ平だいらへの鞍くら替がえだろうか。

　否いな。まだ襲しゆう名めいして間まも無いのだ。先を見据えるにしても、見据える土ど台だいとなる経験を得ていない。ここで鞍替えなど、それこそ逸り過ぎだろう。

　ならば直ちよつ近きんとして、彼には何がある。

「────」

　まさか、と鍋なべ島しまは思った。

　長岡夫ふ人じんの件か、と。
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　忠ただ興おきは、周囲の空気が変わったのを悟さとった。

　自らが気付いたのではない。周囲の女おんな衆しゆうが鍋島を見て、

「ナベさん？」

　という疑問の声。その口く調ちように忠興は気付いたのだ。鍋島が、警けい戒かいを作った、と。

　……ま、仕方ねえ。

　自分は中ちゆう等とう部ぶの未み熟じゆく者もの。武蔵からここまで、どんなミスをして来たかは解わからない。それに、鍋島とは、身み近ぢかな連れん中ちゆうも含めて付き合いがある。

　噓うそはつけないし、意味が無い。

　だからと言うように、鍋島が問うてきた。

「長岡？」

「何だよ？」

「あんた、全部、自分でどうにかしようって、思うタイプだわね？」

　と、真ま面じ目めなタイプが陥おちいりやすい事こと柄がらを、鍋なべ島しまが告げてきた。

　性格診しん断だんをわざわざここでするつもりもなかろう。答えを聞いて、向こうがどう思うかは解わからないし、不ふ都つ合ごうな事を言われたら「邪じや推すいだ」と返せばいい。

　ゆえに忠ただ興おきは、こう言おうと思った。その通りだ、と。しかし、

　……そうじゃねえな。

　自分一人ひとりでは、妻つまを救えない。方法も解らない。

　それを見み越こして、武蔵むさしの総そう長ちようは言った。任せておけと。

　一人でどうにかしようという訳わけでは無いのだ。

　鍋島に噓うそはつけない。だから忠興は、こう応こたえた。

「そうでもねえ」

　投げ掛けた台詞せりふ。それに対して、右に立つ女が、

「大人おとなだねえ」

　と言った。彼女の口く調ちようは場ば違ちがいに軽く、しかし、

「──そうなった、ってとこだわな」

　鍋島が、苦く笑しようした。
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　仕方ないわな、と鍋島は思った。

　大体の流れは、解った気がする。

　きっと長岡は、妻となる女性の事で、武蔵勢ぜいか、もしくは毛もう利り勢辺あたりに相談に行った。

　そこで、自分一人でどうにかしようという考えを改めたのだろう。

　無む論ろん、そこから先、彼が動こうとするのを、自分達が止めてしまった。

　結果として、長岡は、こちらに戻って来た。

　そして武蔵はネルトリンゲンに行く。

　自分達は慶けい長ちようの役えきを行う。

　今まで通り、全ては予定通りの流れだ。

　……だったら、あたしがとやかく言う事じゃないわな。

　これから先、何がどうあっても〝これから〟の事だ。今から騒さわいだり、疑ったりしてもしょうがない。

　長岡夫人については、京きよう都とでの集会の際、一度見た事がある。

　……でも、長岡、お前、何だか彼女と喧けん嘩かしてなかったか？

　何があったのかは、解らない。

　だが、何かがあったのは、確かなのだ。だから、

「長なが岡おか、早いトコ休むといいわ。初めての戦せん場じようって、緊きん張ちようするものだしよ」

「──Ｔｅｓテスタメント．、解わかってる」

「そうかい？　あのさ、長岡」

「何だ？」

「現げん場ば、する事は、ちゃんと完かん遂すいしなよ？」

　真ま面じ目めなヤツだ。それは守るだろう。ならば後は、

「やる事やったら、好きにすりゃいいんだわ」

　言って、鍋なべ島しまは指を鳴らした。仲間達たちを振り向かせ、

「じゃ、行くわ」

　通路は右。真まっ直すぐ前に歩く側を、鍋島は選択する。
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　……あいつ、聡さとすぎんだろ……！

　忠ただ興おきは、通路の中央で一ひと息いきをついた。

　鍋島は、外がい見けんがヤンキー系けいに見えて、リーダーシップが強い。何しろ、先さき程ほども言っていた通り、尊そん敬けいする先せん輩ぱいが加か藤とう・清きよ正まさだ。五ご大だい頂ちようなどの個人戦せん力りよくが注ちゆう目もくされるリーダーとは違い、力がある上で、現場におけるリーダーシップを果たせる理り想そう。そんな先輩格かくに憧あこがれるだけはあり、鍋島本ほん人にんも人を見る目や指し導どう力りよくに優れている。

　主しゆ家けの乗っ取りと言えるような龍りゆう造ぞう寺じ家けの支配化かも、そんなセンスの現れだろう。

　完全に、こちらのやろうとしている事を読まれたと思う。

　だが、そうだと解れば、

　……ま、ビクつく事もねえか。

　鍋島は、やる事はちゃんとやれ、と、そう言ってくれたのだ。

　彼女の言げんを果たす限り、問題は無い。ならばこちらとしては、採さい寸すん貰もらった情報を、いつでも使えるようにストックしておいて、戦場に出るべきだ。

「大だい規き模ぼな戦場に主しゆ力りよくで出るのは初めてだな……」

　やはり先輩格の可か児になどは、小お田だ原わら征せい伐ばつに出て一定の評ひよう価かを得たと言うが、

　……あの先輩は、超ちよう現場向むきだしなあ……。

　自分はどうだろう、と思い、忠興は身を動かした。

　とりあえず一息。そんなつもりで、行ぎよう列れつが解消されつつある洗面所に足を向ける。
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　ミーティング後に浅あさ野のと合流した可児は、格かく納のう庫こに向かう途と中ちゆうで忠興の悲鳴を聞いた。

「うおおおおおおおおおおおお!?　何じゃこりゃあああああ！」

　多分、位置的には通路の曲がり角かど。洗面所のある方だ。

　何だか眠そうな浅あさ野のの手を引き、

「今の、オッキー君ですよね!?」

「おっきい？　カニさんー、そんなに浅野さんのオパイ揉もんでみたいー？」

「何だかよく解わからないけど御ご要よう望ぼうならそうします！　で、ええと、オッキー君は!?」

　ざわめきは、一いつ般ぱん学生の集団と共に、確かに洗面所の方だ。

　何ですかね!?　と素直に疑問しつつ、可児は表示枠レルネンフイグーアを出した。自分が襲しゆう名めい者しやの可児・才さい蔵ぞうである事を示す認にん証しようを掲かかげ、

「ええと！　何が起きたんですか!?」

「え？　──あ！　可児様さま！　長なが岡おか・忠ただ興おき様が、ええと……！」

「何です!?」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．！　誠まことに申もうし上げにくいのですが、婦ふ女じよ子しに伝えるためにも薬やく包ほうに包んで申し上げますと、つまり忠興様がですね、あの、洗面所の方に、あるじゃ御ご座ざいませんか」

「え!?　何がです!?」

「……はっ!?　あ、も、申し訳わけ御座いません。男子と女子とでは生物学的な面から、洗面所の内部構こう造ぞうも違うのでした！」

　つまり、と別の学生が、空中に緩い尖せん塔とうのようなシルエットを両手で作る。

「つまり男子用の奥には、こ、こういうものが並んで御座いまして」

「んー？　お地じ蔵ぞうさんー？」

「そ、そんなものにひっかけたら神しん罰ばつ当たり捲まくりです！」

　ああ、と可児は合が点てんを得た。

「立ってやるアレですね！」

「そ、そうです！　御ご正解！　でも女子が余りそういう事を言ってはいけません！　それでですねつまり男子はこの立体物ぶつに向かってスタンディングでバースト状態に入る訳ですが、長岡様が戦闘状態フアイテイングモードに入られようとしたところ、いきなり悲鳴を上げられまして」

「そうとも！　それで後ろの個室──、個室解りますか？」

「Ｔｅｓ．！　女子はそっちしか無いですし！」

「ですよね！　そうですよね！　当然です！　ああ重じゆう要よう情報！　──で、長岡様、悲鳴を上げられながら半はん回転スピンしつつ個室に飛び込まれまして」

「んでー？　どーなってるんですかー？」

　皆で耳を澄すますと、声が聞こえる。

　洗面所の奥の方から、

「くっそ！　何だコレ、根ね元もとまでかよ!?　つーかあの馬ば鹿かだな！　あの馬鹿、……絶対ブッ殺す！　も、超ちようブッ殺す……！」

「オッキー君！　どうしたんですか!?」

「はあ!?　チンコが黒……、って、何でもねえよ！　可か児に先せん輩ぱいか！」

　……何でもねえよ、って言って先輩付づけする辺り、流石さすがはオッキー君ですね！

　ただ、周囲の人達がざわめいた。

「忠ただ興おき様さま、大人おとなだぜ……！」

「ああ、流石は襲しゆう名めい者しやだな！」

「んー、でもー、いきなり黒くなるもんなの？」

「アサちゃん、それ多分ビョーキです！」

「人を勝かつ手てにネタにすんじゃねえ──！　……あ！　くっそ！　くっそ！　何だこれ！　やたらパリパリすると思ったら腹にまで！」

　うーん、と可児は首を傾かしげた。後こう輩はいの言ってる事は全く解わからないのだが、

「士し気きを上げてるんだと思うんで、放ほう置ちでいいんじゃないでしょうか！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　そうですね！　流石は長なが岡おか様！」

　うんうん、と皆と一いつ緒しよに可児は頷うなずいた。

　奥の方から、オッキーの声が聞こえる。

「……って何だこの赤いの、落ちねえ──!!」
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「喜き美み？　そういえばさっき長岡・忠興に我が王が使ってた試し作さくの口くち紅べにですけど、あれ、夏用だから簡単に落ちないんじゃありませんの？」

「フフ、何なに言ってるの？　御お湯ゆで落ちるわよ？　ただ、禊祓みそぎのクレンジングが必ひつ須すだけど」

「あのー……、自分思いますに、男の人って化け粧しよう系けいの禊祓術じゆつ式しき持ってるんでしょうか？」

「あら、何言ってるのアデーレ？　愚ぐ弟ていでも三種くらいは使い分けてるわよ？」

「ああ、じゃあ大だい丈じよう夫ぶですかねー」

「い、いえ、トーリ君は特とく殊しゆです！　参考になりませんよ！　というか何描かいたんです!?」

・俺　　：『え？　そりゃ普通、先せん端たんに唇くちびると、頰ほおの赤み斜しや線せんと、本体に〝Iloveyou〟って』

・金マル：『普通って何かな？』

・●　画：『将しよう来らい的にはドレスも着せて、立りつ派ぱな変へん態たいというか、……エロ同どう人じんとしては実じつ用よう性せい皆かい無むね……』

「……だから浅あさ間ま、注意するつもりが何を顔逸そらして笑い堪こらえてるのアンタ」

『拍はく手しゆ──』

・俺　　：『ま、長なが太ぶとくらいなら私室あるんだろうし、風ふ呂ろ入って何とかするんじゃねえの？　戦せん闘とう前まえの気分転てん換かんにはいいんじゃねえか？』

・ホラ子：『思い切り敵てき意いを風ふ呂ろで湧わかせるというのも、良い気分転てん換かんですねえ』
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　風呂に浸つかって気分を収めるのが良いで御ご座ざりますな、と福ふく島しまは思った。

　……何やら、気分が、甘えて御座ります。

　先さき程ほどの、巴パ里リ市し壁へき上うえでの事だ。

　同どう僚りようの清きよ正まさを、強く意い識しきしてしまった。

　原因は解わかる。戦せん闘とうの最さい中ちゆうにあった幻げん術じゆつだ。あの中で自分は、己おのれの怖おそれや未み熟じゆくと向き合い、そこで、つい、いつも頼っている清正を思い浮かべてしまった。そして、躊躇ためらいなく抱き締め、

「────」

　いかんで御座ります、と福島は脱だつ衣い場じようの籠かごにインナースーツの袖そでを叩たたき込む。

　……意識し過ぎで御座ります！

　考えないようにする。

　だが、スカートを外す腕には、薄い傷きず痕あとが見えた。治ち療りようが為なされている。術じゆつ式しき符ふ無しで傷が癒ゆ着ちやくし、痕もほぼ見えなくなっているのは、清正の治療術式が強力だからだ。

　数日もすれば、傷痕は消える。

　……これは……。

　ふと、福島は、市壁上での清正を思い出した。最後、こちらが慌あわてて逃げた時の、戸と惑まどったような、哀かなしそうな顔。あんな表情をさせてしまったのは、自分だと自覚し、

「……！」

　籠の棚たなに、思い切り額ひたいをぶつけていた。

　だが、頭の中から、清正の戸惑い顔が消えない。

　悪い事をしたで御座ります、と思う。そして、そんな内ない心しんから、彼女の事を考えなくていいのか、考えた方がいいのか、解らなくなる。ただ、

　……風呂に入って、気を静めれば収まるで御座りましょう。

　そうあって欲しいと、福島は望む。髪かみ留どめを外し、青の羽を乗せ、インナースーツを脱ぎ、タイツを脱いで、戦闘用ように身体からだを補ほ助じよするサポーターを外し、

　……もし、風呂に入って静まらなくても、寝て醒さめたら元もと通どおりで御座ります。

　寝て、起きたら、今夜の悪い対応を清正に謝ろう。

　それで何もかも帳ちよう消けし。でなければ、

「──危険で御座ります」

　この重要な時期、大だい事じな相あい方かたとの関係に間違いを生むような事は避けたい。

　そうとも。

　……大体、拙せつ者しやがキヨ殿どのの事を好きだなどと──。

「く」

　また、福ふく島しまは棚たなに額ひたいをぶつけた。

　……これは甘えに御ご座ざります。

　清きよ正まさの懐ふところの深さは、皆が知るところだ。十じつ本ぽん槍やりの中で、一いつ般ぱん学生の戦せん士し団だんを率ひきいる際、最も支し持じ率りつが高いのは彼女だろう。自分は攻こう撃げき役やくとして場を離れて後を任せる事が多いが、清正の場合は場を離れる時も全体の損そん害がいを減らすための迎げい撃げき役だ。

　常に、他の事を思って動いている。清正のそういう部分に自分は惹ひかれ、

「────」

　もう一度棚に額をぶつけた。

　……どうもいかんで御座ります。

　口を横に歪ゆがめつつ、福島は籠かごからタオルを手に取って両肩かたに掛け、浴よく場じように入った。
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　福島は、それを見た。

　浴場に広がった湯ゆ気げの向こう。浴よく槽そうがある。

　そこには、こちらに背を向けて座る小こ柄がらな人ひと影かげがある。

　片かた桐ぎりだ。

　彼は、空中に湯で像ぞうを造っていた。〝百ひやく紋もん検けん地ち〟の応おう用ようだ。音楽のような符ふ丁ちようを対たい象しように流す事によって、そのものの形を変えて行く。そして今、彼の手て捌さばきによって作られるのは、

　……巨きよ乳にゆう？

　透とう明めいな、しかし湯で作られる人物の像は、明らかに胸が大きい。それを見た福島は、

　……まさか、キヨ殿どの？

　思った瞬しゆん間かん。苛いら立だちのようなものが腹に来た。

　まさか、という前置きを作っていたが、実際にそうだとしたら、こんなところで彼女を穢けがさせる訳わけには行かない。

　否いな、自分とて、幻げん術じゆつの中で彼女を穢しただろうに。

　これは自分に対する鏡かがみのようなもので御座りましょう、と、そこまでを自覚しながら、

「片桐殿！　──何をして御座りますか!?」

　声は、自分で思ったよりも強く響ひびいた。

　しまった、と福島は思った。今の口く調ちようでは、自分の本ほん心しんのようなものがただ出ているだけでは御座りませぬか、と。

　あの市し壁へき上うえ以来、何もかも、上う手まく行っていない。

　そして気き遣づかったのは、片桐の事だ。片桐は気の弱いところがある。というか蜂はち須す賀か辺りに対しては卑ひ屈くつになってないだろうか。だが、卑屈だろうと何だろうと、今の恫どう喝かつじみた声では、怯おびえさせてしまったのではないで御ご座ざりましょうか。

「──片かた桐ぎり殿どの？」

　近付きながら呼び掛けた声に、片桐が振り返った。

　彼は、泣いていた。







[image: 第二十章『いつも処の求め娘』]
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　清きよ正まさは、通路を急いでいた。

　浴よく場じように行くのだ。抱えた自分桶おけには着替えが入っている他、新品の石せつ鹼けんやタオル、風ふ呂ろ上がり用の香こう水すいなどもある。

　浴場に行けば、福ふく島しまがいる。

　……福島様、どうも戦せん闘とうを終えた後から、様よう子すが変ですね。

　正確には、撤てつ退たいの準備を始めてからだろうか。何な故ぜかこちらを避けるような素そ振ぶりを見せるようになっていた。

　何か、辛つらい事や、哀かなしい事があったのだろうか。

　御お節せつ介かいかと思うが、もし、その辺りの吐と露ろが必要なら、聞きたいと思う。それが長い付き合いというものだし、自分と彼女との仲だろう。

　そしてもしも、一人で放っておいて欲しいというなら、それもありだろう。寂しいのは確かだが、時を経れば必ず彼女は今以上になって戻ってくる。こういう事は、今までにも小しよう規き模ぼながらたびたびあったのだ。

　ただ、福島は性格上、言葉が少ない。本心もあまり見せないタイプだ。こっちもこっちで、ある程度の用意をして行かねばならない。

「……石鹼は今まで使った事がないギリシャ式で、髪かみ用のものは印度インド方面から取り寄せた取って置きです」

　いつも糠ぬか袋ぶくろを使う事が多い浴場作さ法ほうの中で、今回のネタは新しん鮮せんなものだろう。

　話題のとっかかりや、気分転てん換かんにはいいものだ。

　……これだけあれば。

　とも思うが、基本は福島のメンタル次第だ。

　彼女が一人でいたいのかどうか、まずはそれを確かく認にんしたいと、そう思いながら、

「さて」

　清正は、十じつ本ぽん槍やり専用となっている浴場の入口を潜くぐった。
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　福島は、愚ぐ痴ちを聞いていた。

　個人的には、いろいろと現状を愚痴りたいのは自分の方ではあるのだが、片かた桐ぎりが泣きながら言葉を零こぼすのでどうしようもない。

「それでですね。僕は、僕は……！」

　と言う話の内容は、どうにも片桐にはずっと好きだった相手がいたのだが、それが死んだのかどうなのか、よく解わからないが、もう会えないだろうとの事だった。

　言っている内容が、噓うそか本当かは解わからない。

「つまり、その、淫いん乱らん巨きよ乳にゆう巫み女こさんがですね！」

「淫乱？」

「淫乱です！　自分でそう言って……、なかったかな？　まあそれでお互いが話を通じさせていたので、淫乱です！」

「そうで御ご座ざりますか」

　凄すごい相手を好いたもので御座ります。しかし、結論から言うと、

　……つまりは失しつ恋れんしたので御座りましょうなあ。

　ただ、今までそんな話が一いつ切さい無かった片かた桐ぎりだ。自分も、流石さすがに驚きはした。

「僕は、男らしくなって、ちゃんと話が出来るようになって、あの人ともう一度言葉を交わしたいと、そう思っていたんですよ……！」

「そうしたら、いなくなってしまわれたので御座りますか」

「Ｔｅｓテスタメント．、そんな事って、有りですか……!?」

　有りかどうかで言えば、有り得る事だ。

　戦せん場じようにおいて、失われるものは確かにあるし、日常であってもそれは同じだ。怪け我がや病気、寿じゆ命みようというものはあるし、自ら断つ者だっている。

　片桐の相手は、どうも〝いなくなった〟のであって、捜さがせばどうかとも思うのだが、

　……去って行かれたものを、追うべきか、というのもあるで御座りましょう。

　そして、福ふく島しまはこうも思うのだ。片桐が、今すぐにでも相手を追わず、失恋を感覚しているのは、自分達との関係や十じつ本ぽん槍やりとしての仕事を守ろうとしているからだろう、と。

　済まぬで御座ります、と福島は感じる。しかし個人の思いの行き先としては、

「失った事は、無しにしたいで御座りましょうなあ……」

　う、という頷うなずきと共に、また片桐が涙を下に落とす。

　見ていると、どうにかしてやれればと思うが、どうしてやる事も出来ないとも解る。

　そういう案あん件けんなのだ。

　だが、やはり、今の片桐に対する驚きは強い。

「片桐殿どの？」

　福島は、問うてみた。

「その御ご仁じんの事が、好きだったので御座りますか？」

　疑問の先。彼は涙で揺れる視線をこちらに向けた。

　しかしすぐに彼は、湯ゆ船ぶねで顔を洗い、目め尻じりを拭ぬぐって、

「──Ｔｅｓ．」

　頷かれる視線に、今は涙が溜たまっていない。そして福島は、彼の視線に、ある感かん想そうを得た。

「強い、男らしい視線になっているで御座りますよ」
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　片かた桐ぎりは、福ふく島しまの言葉の意味が、一いつ瞬しゆん、解わからなかった。

　数秒、彼女に言われた内容を心に思い、復ふく唱しようし、

「……そんな」

　片桐は首を横に振った。今また、涙が目め尻じりに浮かんでいるというのに、

「男らしいなんて、僕には、無む理りです」

「そんな事は無いで御ご座ざります」

　福島が、己おのれの胸元に手を当てて言った。

「──好きだと言う感情、片桐殿どのにとっては初めてのもので御座りましょう。

　それを、はっきりと、そうだと認める事を、今、片桐殿は拙せつ者しやに見せたで御座ります」

　ならば、

「随ずい分ぶんと、人を頼らず、己を信じられるようになったものかと」

「でも、──それを見せたい人は、いないじゃないですか」

「そうかもしれぬし、そうでないかもしれぬで御座りましょう。……片桐殿が、その方の現状がどのようなものか、知る訳わけでも御座りませぬし」

　いえ、と片桐が言った。彼は、また俯うつむきで首を横に振り、

「〝暗あん喩ゆで言うと、武蔵むさしを降りた〟と言われました。……直ちよく喩ゆとしてなら、死んだのか、失しつ踪そうしたのか。ともあれ、二度と会えなくなったのは確かな事でしょう」

「成なる程ほど。ただ、あまり決めつけはよくないで御座りますよ？」

「でも」

「希望は、持っておくもので御座ります。捨てるものでは御座りますまい」

　とはいえ、と福島が告げた。

「大体、今の片桐殿は、彼女が見たかった人に、ちゃんとなっているので御座りましょう。

　まずはそうなっている事が肝かん心じん。そうなっていなければ、彼女も喜びますまいぞ」

　説せつ得とくされている、と、そんな事を片桐は思おうとした。

　しかし、福島の言葉に、ふと気になるものがあった。それは、

「福島さんは、……誰だれかを好きだという事を、想おもいにした事がありますか？」
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　福島は、ふと、息を詰めた。

　……そうで御座りますな。

　片桐には解るのだろう。

　好きだという感情、それを自ら認める事の出来た彼に対し、自分は弱い。好きかどうかを認めるべきかどうか、または、今の感情が〝好き〟なのかどうかも解わからないのだから。

　片かた桐ぎりの言い方で言うならば、己おのれは今、男らしくないのだ。

　……何ともおかしな話に御ご座ざります。

　まるで弟のように扱っていた片桐が、自分よりも先に行ってしまった。

「駄だ目めで御座りますなあ、拙せつ者しや」

「……何がですか？」

　問われ、何を言うべきかを、福ふく島しまは迷った。

　……ああ、いかん。

　泣きながらでも愚ぐ痴ちを言えた片桐は凄すごい。

　自分は、泣く程にまで至ってもないし、言葉も浮かばない。

　きっと片桐は、今まで、自分達の知らぬところで、思いを巡らせてきたのだ。そんな彼に対し、今、ここ数時間程であたふたしている自分など、駄目でしかない。

　しかし、片桐は話をしてくれた。ならば自分も、

「よく、解らないので御座ります」

「何がですか？」

「自分が、──その人の事を、どう思っているのか、で御座ります」

　片桐から視線を逸そらし、福島は呟つぶやいた。

「どう思っているのか解らないから、迂う闊かつに、触れる事も、話す事も出来ぬので」
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　片桐は、内ない心しんで驚きを得た。

　……福島さんも、そう言った感情を得るんですね……。

　視線を逸らし、内心の迷いを告げる福島は、いつもの凜りんとした彼女と違う。女性らしいと、そう見てしまうのは男視し点てんゆえだ。

　彼女としては、困っているだけなのだ。

　それを驚いたり、女性的だなどと感じるのは失しつ礼れいな感かん想そうだと思う。

　だが、自分から振った話題ではあるが、改めて認められると驚くしかない。否いな、よく考えたら、うちの女おんな衆しゆうがそんな事言い出したら、大体において驚きよう愕がくだ。蜂はち須す賀かさんがそんな事言い出したら何か危険を感じますよね。あ、嘉よし明あきさんと脇わき坂さかさんは現状維い持じで。

　ただ、福島の言っている事は解る。

　相手に抱いている感情が、何なのか。

　好きなのか、それとも単なる意い識しきし過ぎなのか、または、勘かん違ちがいなのか。

　自分の中で明確にならなくて、また、明確にしてしまうと、それまでの関係が一気に変わって、取り戻せなくなるかもしれないような、そんな感情。

　……僕の場合は……。

「現状が変わってしまうのが、怖こわかったですね」

　え？　と福ふく島しまが振り向く。その顔に、片かた桐ぎりは言葉を送った。

「だってほら、僕は、皆さんと一いつ緒しよですから。──外の人に対して、感情を得てしまうのが、やっぱり、良い事なのか悪い事なのか、それ以前に、本当なのか噓うそなのか、解わからなかったし、解って良いかどうかも解らなくて、困りました」

　でも、

「その困ってる時は、困ってるんですけど、楽しいんですよね」

「せ、拙せつ者しやは、明らかに困ってるで御ご座ざりますよ？」

　自分も、そうだった。だから、

「そうですね。……楽しいけど、辛つらい話でもあります。だって、答えが出ないですから」

　言ってから、片桐は一つの事に気付いた。

　……僕は、楽になってしまったんだなあ。

　相手の事が、好きだったと、そう言い切れる。失った今だけの感情かもしれないし、先走る思いの錯さつ覚かくかもしれないが、今は〝好きだった〟としか言えないのだ。

　だけど、自分は、答えを出すところまでいけなかった。

　困って、楽しんでいたら、外から強きよう制せい終了されてしまった。

　どうなのだろう。もしもあのままが続いたら、自分は、どうなったろうか。

「僕はあの人の事を好きでしたけど、……もしも、今回のような結論無く、しかし永遠に会えないのだとしたら、ぞっとします」

「それは……」

「いつ、自分が困っている状態をやめていいのか、解らないからです」

　好きかどうかを、自覚した時から、本当の意味での迷いが生じる。

「今までの関係や状況を、壊こわしても良いのか、どうなのか。そして──」

　そして、

「好きだと気付いた自分に、噓をつき続けられるかどうか、です」
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「僕は、それを、多分、途と中ちゆうで終わらせられてしまったんです」

　片桐の言葉に、福島は、頷うなずけない。

　片桐が言っている位置まで、自分は辿たどり着いてもいないからだ。

　己おのれの感情が、好こう意いかどうか。否いな、内ない心しんではそれを悟さとっているが、その内心を自分のものとして良いのかどうかが、解らない。そしてもし、自覚したとて、

　……片桐殿どのの言う困こん惑わくの状態が、始まるので御座るか。

　今までの関係の破は壊かいと、己おのれへの噓うそと。

　もし自分が清きよ正まさを好きだと自覚しても、関係を壊こわしていいかどうか迷えば、彼女への感情を表おもてに出す事は出来ない。

　想おもいをひた隠かくし、清正との付き合いを続けて行く事になる。だがそれは、

「相手を、穢けがしていく事になるので御ご座ざりませんか……」

「もし、相手の厚こう意いを、自分で勝かつ手てに好こう意いと勘かん違ちがいして浸ひたったら、そうなりますね」

　だから、

「福ふく島しまさんは、そうならない事を祈ります」

　言われて、福島は気付いた。片桐が今告げた言葉の意味。これは、彼の方からしてみたら、

「──つまり、片かた桐ぎり殿どのは、穢したので御座りますか？」





●






　半はん目めになった福島は、片桐を見た。すると彼が、

「え？」

　と１テンポ遅れてから、慌あわてた。急いだ動きで左右に手を振り、湯ゆ船ぶねを飛沫しぶかせ、

「──ち、違いますよ！　あ！　何ですその目！　そ、そんな事、僕はしてませんよ！　そ、そりゃちょっと、バーチャル淫いん乱らん？　みたいな事は──」

「よく考えたら、さっき、湯で像ぞうを……」

「いや、面おも影かげ！　面影です！　大体ここは〝片桐殿は、そこまで至る事が出来なかったので御座りますな〟とか、そっちでまとめるところですよ！」

「まあ、そういう事にしておくで御座りますか」

　そうですそうです！　と声をあげて何度も頷うなずく彼を見ていると、しかし、一つの答えが見えはする。

　……変わるもので御座りますなあ。

　片桐は渉しよう外がい役で、外の情報を纏まとめて知らせる役だ。〝百ひやく紋もん検けん地ち〟も、戦せん場じようの概がい要ようや訓くん練れんにおける図ず像ぞう形勢など、外の情報を作るのに使用される事が多い。

　それなのに、今の片桐は、自分の事をよく話すし、〝百紋検地〟を私し事じに使う。

　否いな。これは当然の事だろう。好きである、というのは、自分の問題だけではなく、相手の事を慮おもんぱかった感情行為だ。

　一人分ではないし、想そう像ぞうが働く分だけ、二人分以上の想いが進む。

　片桐の好いた相手は、彼を、随ずい分ぶんと変えたのだ。

「拙せつ者しや達が、どうとも出来なかった事で御座りますのになあ……」

「何がですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、片桐殿をまともな御ご仁じんにしようと」

「……僕一体、どういうキャラだったんですか……？」

　まあまあ、と福ふく島しまは両の手の平を見せ、片かた桐ぎりを制する。

　ただ、不ふ意いに福島は思った。一ひと息いきを入れ、湯ゆ気げで見えぬ天てん井じようを見上げ、

　……拙せつ者しや、キヨ殿どのの事が、好きなので御ご座ざりましょうなあ……。

　好きだ、と思う感情に対して、戸と惑まどいと、将しよう来らいの変化についての恐れはある。それに、この感情を清正に知られた時、拒きよ否ひや受け流されたらどうしようかと、そんな怖こわさもある。

　だが、この感情が存在する事や、悪いと言い切れないものだというのは、片桐と話していて解わかったと、そんな風ふうに思う。

　……しかし、実際どうなので御座りましょうか。

　まだまだ出だし、知ち識しき以上に何も解ってないのが、現状だ。

　好きだとしても、ならば、それをどうやって伝えるべきか。

　否いな、伝えた時、拒否されぬようにするには、どうしたらいいのか。

　戦い方は知っていても、こういうところはまるで駄だ目めだ。

「駄目で御座りますなあ」

「……僕から見たら、今の福島さんは、凄すごく、完かん璧ぺきな方に向かってますよ」

「〝方〟に？」

　視線を下ろすと、片桐がもう一度、湯ゆ船ぶねで顔を洗った。

　彼は、笑っていた。無む理りな笑いにも見えた。だけど、

「僕は浮かれてるだけでした。だから、彼女が僕を受け止めてくれると、そんな自惚うぬぼれが強かったのは確かです。でも──」

　でも、

「福島さんは、自分が受け止められないと、そう思ってる」

「────」

「それは、きっと、〝負けない〟です。上う手まく言えないけど、福島さんらしいというか。そこから始めて、しっかり進めていけば、福島さんは大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……今まであれだけ辛つらい道があると示し唆さしておいて、大丈夫といわれましても」

　ですねえ、と片桐は苦く笑しようした。そして彼は、一ひと息いきを入れ、

「福島さんと、こんな事で話が出来るなんて、思いませんでした」

「拙者も、同様に御座ります。……それに、このところ、片桐殿とちゃんと話せる機き会かいも、失っていて御座りましたな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね。僕の方から皆さんに風呂の混こん浴よくを拒否して……」

　片桐が言って、不ふ意いに表情を止めた。彼は真ま顔がおで、

「ぼ、僕、男らしくなったんですよね!?　ね!?　失しつ恋れん経て、男らしく！」

「そうで御座りますが？」

「だ、だったら、福ふく島しまさんと風ふ呂ろ入って談だん笑しようしてたら変ですよ！」

　片かた桐ぎりの言葉に、福島は天てん井じようを見上げた。

　……理り論ろん的で御ご座ざりますな。

　その通りで御座りますな、と言えば、何となく、話がまとまらない気がした。ゆえに福島は、視線を下ろすと、片桐を説せつ得とくするつもりでこう言った。

「片桐殿どの。片桐殿の成長は、目に見えぬスピリチュアルな部分での成長で御座って、こういう、風呂場ばでどうのこうの、というのでは無いので御座りますよ」

「人格と現実を繫つなげられてないって事ですよソレは！」

　あー、と片桐が一度嘆たん息そくしてから、身を動かす。立ち上がって、

「うーん、何か釈しやく然ぜんとしませんけど、僕の中の男らしさが〝これはいかん〟と言うので、出る事にします」

　片桐が、振り向きながら口を開いた。眉まゆを下げた笑えみで、

「泣いた事、皆さんには内ない緒しよにしておいて下さいね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、男の涙はそういうもので御座りましょう」

　どうも、と片桐が湯ゆ船ぶねから出て行こうとする。

　と、その時だった。片桐の動作が、振り向いたままの動きであったのが悪かった。

　上げた膝ひざが浴よく槽そうの縁へりを打ち、

「あ」

　腰から下が前に出ず、片桐が転んだ。
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「片桐殿！」

　福島が焦あせりを得たのは、片桐の姿勢が頭から洗い場に落ちるものだったからだ。

　急ぎ己おのれも立ち上がり、福島は身体からだを折って倒れ込もうとする片桐の身体を支えた。

　湯で滑る身体だ。福島は片桐のウエスト下、腰骨をホールドして、

「……と！」

　片桐の腰を両手で摑つかみ、後ろと言うよりも、後ろ上に引く。すると、片桐の身体が揺れ、反動で両の手が洗い場の床に落ちた。

　片桐が、慌あわてて両手を広げて突き、洗い場の床にて上じよう半はん身しんを支える。

　止まった。それを確かく認にんした福島は、肩を落とし、

「危なかったで御座りますな、片桐殿」

「Ｔｅ、Ｔｅｓ．、確かに危なかったです」

　と、返答が来た瞬しゆん間かんだった。

　浴よく場じようの入口が開き、見知った影が身を覗のぞかせた。

　清きよ正まさだ。まだ服を脱いでいない彼女は、

「福ふく島しま様？　御お風ふ呂ろ、御ご一いつ緒しよしても大だい丈じよう夫ぶで──」

　こちらを見る清正の、表情と動きが止まった。
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　清正は、それを見た。

　両肩からタオルを下げた福島が、四よつん這ばい姿勢で腰を上に掲かかげた片かた桐ぎりの、その尻しりを後ろから摑つかんで引き寄せている。

　二人とも、温あたたまっているのか、汗あせか湯か解わからない滴しずくと、上気した肌はだで、

「────」

　思わず、手から桶おけが落ちそうになって、清正は姿勢を正した。

　すると、片桐がこちらを見た。そして、

「ご、誤ご解かいがあります！　清正さん！　これは、清正さんや、この状況を見たほぼ全ての人々が思うであろう事とは違うのが実際です！」

「たとえば？」

　自分でも、驚きよう異い的なまでに冷めた口く調ちようですね、と思いながら問うた先。

　福島が、呼吸を一回置いてから、こう応じた。

[image: ]

「──片かた桐ぎり殿どのが男らしくなったと、そういう事に御ご座ざります」

　清きよ正まさは、叩たたきつけるように浴よく場じようの扉とびらを閉めた。
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　はて、と福ふく島しまは呟つぶやいた。

「せ、拙せつ者しや、何か間違ったで御座りましょうか」

「正直にものを言いすぎてるんですよ……！　あ、あと、早く腰を離して下さい！」

　浴場の扉が開いて、蜂はち須す賀かが姿すがたを見せた。

　はっ、として止まったこちらを眺ながめ、蜂須賀は小さく頷うなずく。

「──不ふ潔けつは片桐」

「な、何ですかその強調構こう文ぶん!?」

　蜂須賀が扉を閉めた。その閉じる音に、福島は片桐の腰から手を離す。そして、

「──片桐殿のせいで御座りますぞ」

「あっ、何ですかその目つき！　これはどっちかっていうと事故ですよ！　僕の人権が人じん身しん食らった感じで！」

　声をあげる片桐を余よ所そに、福島は浴場から出ようとした。

　……参まいったもので御座ります。

　すぐにでも清正を追いかけたいと思うが、どうしたものか。大体、

「……髪かみも身体からだも洗ってないのは、また、おかしな話に御座りますな」

　そうしている間に、清正は戻ってきてくれるだろうか。と、そんな事を思いながら、福島は湯ゆ船ぶねを出て洗い場に足をついた。
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「も、もう、何してるんですか、あの二人は……」

　薄うす暗ぐらい空間の中。桶おけが床に落ち、中に入れていた石せつ鹼けんが跳はね、外に零こぼれる。

　それを見み据すえる視線の持ち主は、清正だった。

　自室だ。駆かけ戻って、鍵かぎを術じゆつ式しきの方と実じつ錠じようとで二重に掛け、更さらには扉を背で押さえて、ようやく息を入れられた。

　長い髪が背と扉の間で潰つぶれる。戦せん闘とうで傷んでいるのだ。湯を浴びる際に手入れをしておきたかったと、そう思いはするが、

　……もう、行けませんね。

　手入れをしておきたかった、と、そんな思し考こうになった時点で、自分は閉じている。

「何です、もう……」

　よく解わからないが、失敗した、というような、そんな思いが心にある。

「折せつ角かく、心配して、いろいろ考えて……」

　ああ、上から目め線せんになってます、と、内ない心しんで自分を[image: ]しかりはする。が、悪い感情が胸の奥に生まれているのは確かだ。

　……これは──。

　一ひと言ことで言えば、簡単だ。

「福ふく島しま様が、私を頼ってくれませんでした」

　一体、何を自分は言っているのだろう。

　ただ、心配した気がかりの行き先にて、福島は自分を選んでくれなかった。

　それが哀かなしい。否いな、

「やです」

　よく解わからないが、嫌いやだ。

　片かた桐ぎりのいた場所は、自分がいようと思った場所の──、

「い、いえ、あれは片桐君を男にする儀ぎ式しきですから！　儀式！」

　自分のいたい場所とはちょっと違う。というかどっちかっていうと全く違う。筈はず。

　……い、いえ、でも……。

　ふと、自分がああされている事を想そう像ぞうしそうになって、

「……！」

　清きよ正まさは、目の前の空間を両手で摑つかんで外に投げた。
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　清正は、赤せき面めんの自分を感じた。

　いけません。これはいけません。加か藤とう・清正、落ち着きなさい。

　……ま、真ま面じ目めな福島様を、何の変な想像の題材にしてるんですか、私は。

　と、そんな風ふうに思い、清正は、何の問題も解決していない事に気付いた。

「あ……」

　顔を両手で覆おおい、清正は床に落ちた桶おけを見る。

　拾おうとして、しかし身体からだは、

「やです……」

　そのまま、扉とびらを滑り、尻しり餅もちをついた。

　手は、幾いく度ども転がった桶に伸びようとして、だがすぐに頰ほおを覆おおう。

　嫌。

　福島が、何か大だい事じな悩みがあったろうに、それを自分に話しも頼ってもくれないのが嫌だし、巴パ里リで素そっ気けないように避けられたのも嫌だ。

　そしてその事で、明らかに苛いらついてる自分も嫌だ。

　ふと、思い出すのは、先夜の事だ。

　祭の艦かん上じようにて、自分と福ふく島しまは訓くん練れんで走り合って、最後にキスをして、

「────」

　清正は、自分の唇くちびるに手て指ゆびを当てた。

「頰ほおにですけど、……家族以外にあんな事赦ゆるしたの、福島様だったからですよ？」

　言っていて、清正は気付いた。

　自分の中で、彼女が、随ずい分ぶんと大きな存在になっている事を、だ。

　気付いて、だが、

「Ｔｅｓテスタメント．……」

　どうしようも無いので、清正はそのままうずくまった。

　傷んだ髪かみは術じゆつ式しきでどうにかしようと、そう思いながら、清正は膝ひざを抱えて丸くなり、目を閉じた。
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「──で、このままだとどうしようもないというか、何い時つ寝る気ですか皆」

　浅あさ間まは、布ふ団とんの上に圧あつ縮しゆく睡すい眠みん術式の符ふと、幾いくつかの符を積みながら言った。

　既すでに時じ刻こくは十一時半なかばを回っている。関かん東とう解放は翌よく午前二時だから、そちらに出場する者達にとっては、睡眠時間として三時間を切った状況だ。

　誾ぎんは既に義ぎ腕わんを外しており、

「浅間神じん社じや代表、中ちゆう途と半はん端ぱな睡眠は逆に危険ですので、残り二時間となった時点で、圧縮三倍の符を頂いただけますか？　それで一時間半眠り、計四時間半の睡眠にしようと思います」

「一時間半周しゆう期きの寝方ね。私も後々、それでいくわ」

　というのは、こちらは義腕と義ぎ脚きやくの接点と間かん節せつ部を緩めた成なる実みだ。

　接続部と間節が、内部間節を引き出してやや力なく駆く動どうする。生なま身みで言うと、脱だつ力りよくしている状態に近いのだろうか、成実がこちらの視線に気付いて微笑し、

「動けるけど、ハンモックにもたれ掛かってるような状態ね。──不ふ思し議ぎなもので、義ぎ体たいは機き械かいなのに、接合を中心に力を抜いて休ませておくと、後で身体からだが楽になるのよ」

「それはありますね、伊だ達て家け副ふく長ちよう」

　誾が頷うなずき、両の横に倒した状態の義腕を見た。

「不思議な事に、外して寝ている時、寝ね相ぞうの悪い宗むね茂しげ様が義腕に触れると、はっとして起きてしまう事があります」

　一いつ瞬しゆん、二人の寝ね床どこでの配置を考えてしまうが、他ひ人と様にツッコミ入れると、自分達にも返ってきそうになるので浅間はやめた。向こう、ナルゼが結けつ構こうリアルなラフで「こう？」とか言っているが、うん、誾さんはムネオさんと顔を並べるか、胸の高さに顔をおくかで議ぎ論ろんになりそうな気がしますね。本人そこにいますが。

　だが、誾ぎんは、関かん東とう解放組だ。

　浅あさ間まは彼女に符ふを掲かかげた。

「私達、ネルトリンゲン組は、明日あしたの朝六時前後から開かい戦せんとされてますので、まだまだ余よ裕ゆうがあります。ですが、関東組はすぐに寝ようという人もいる筈はずですから、これを渡しておきますね？」

　ほう、と言ったのはホライゾンだ。彼女は、圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの符を手に取り、

「これが噂うわさに名高い圧縮睡眠の符ですね」

「え？　そんな有名ですか？」

「何なに言ってるの浅間、同どう人じん草そう紙し界かい隈わいでは超ちよう有名アイテムよ。リアルに使って良し、作中で使って良し、ネタに困ったら圧縮睡眠符、って言われるくらい」

「……実際は外部から何かされそうになったら、下げ手しゆ人にんの尻しりに禊祓みそぎ用の柚ゆ子ず胡こ椒しようが親おや指ゆび三本分突っ込まれた後で超アラーム鳴るんですけどねー……」

「何で最後だけで終わらせませんの？」

　しきたりでしょうか……、と呟つぶやく間に、ホライゾンが符を手に取った。

「で、このエロい符をどうやって使うのですか？」

「エロくないですよーう？　で、ええと、時間指定のこのメーターを指で押して設定して、圧縮率りつの数字を押して、発動マークを押して、それで身体からだに貼はります。すると自動で起き動どうです」

　横を見ると、ホライゾンが額ひたいに貼った状態でぶっ倒れていた。

　目を見開いたまま、ホライゾンが浅い卍まんじ字で寝ている。皆がそれを見て、やや引き気ぎ味みに、

「……豪ごう快かいですわね」

「フフ、チョークで身体の周りをライン引きたくなるような寝方ねえ」

「というか浅間さんの説明が正しい手順だったって事ですよね」

「でもさ、起こそうとすると、尻に柚胡椒なんだっけ？」

　とナイトが問うた時だ。ホライゾンの右腕うでと左腕が勝かつ手てに外れた。両腕は、辺りを見回すように手首を振ってから、ホライゾンの額に貼ってあった符を剝はがす。

　二秒で起きた。

「──危ないところでした浅間様。しかし、今のスムーズな説明ではうっかり御ご就しゆう寝しんしてしまうではありませんか」

「いや、ズバズバ手続きしていくとは思ってませんでしたもんで……」

　ただ、と浅間は二種類の符を手に取った。

「実はちょっと、コツがあります。裏うら技わざみたいなもんですけどね」

「何よ浅間!?　私に次のイベントで広めて欲しいっての!?　被ひ告こく人は誰だれがいい!?　今回はアンタに選択権けん上げるわ！」

「じゃあナルゼで」

　アイタ──、とナルゼが、苦く笑しようした顔を逸そらしながら、ペン軸じくの尻しりで自分の額ひたいを突いた。

　そして彼女は、横を向いたまま嘆たん息そくし、

「ま、浅あさ間まだとそんなもんね」

「な、何がですか一体……！」

　ともあれ、話は重要だ。

「こっち、圧あつ縮しゆく睡すい眠みん術じゆつ式しきですね。さて、これの欠点は何でしょう？」

　およー、とナイトが手を挙げる。

「寝起きで、かなり身体からだの方に負ふ担たんが来る？」

「その通りです」

　喜き美みが横で表示枠サインフレームに「効能は？」など聞いてくるが、しまった、つい、宣せん伝でん番組の要よう領りようでやってしまってないだろうか。

　だが、今、大だい事じなのは別の符ふだ。

「こっちに、治ち療りよう用の冷れい却きやく術式と、安定覚かく醒せい術式を用意しました」

「安定覚醒術式？　何です、それ」

「目覚まし用の術式よ。指定時じ刻こくに向けて、体調を管理して、自然な目覚めをくれるの。

　ただ、指定時刻を範囲指定すると不ふ眠みん術式になるんだけどね」

「ナルゼは、やっぱりよく知ってますね……」

「同どう人じんやってれば、徹てつ夜や対策は必ひつ須すだものね。──でも、浅間がやろうとしている事は、何となく解わかるわ。圧縮睡眠術式に、冷却術式と安定覚醒術式を重ちよう複ふく発動させて、身体の疲れや負担も無しにしようって言うのね？」

「おおう。ナイちゃんとガっちゃんの白黒魔術テクノマギみたいに、プラス術式と、マイナス術式の同時使用によるバランス調ちよう整せいだね。神しん道とうでも治療系けいで見る事あるけど、これも出来るんだ」

「それ、どういう、事？」

　えーと、と浅間は前置きした。

「圧縮睡眠術式で眠ると、その寝起きは、圧縮睡眠術式が〝切れた〟反動によります。この場合、寝起きは深い睡眠からいきなり起こされた形になるから、負担が大きいです。

　だから、弱めの安定覚醒術式を重ねて発動しておいて、圧縮睡眠術式が切れた際、そのショックで起きるのではなく、ちゃんと起きられる下地を作っておくんですね。

　更さらには冷却術式を重ねますが、これも安定覚醒術式の効果変動に合わせて強度を変えられる連動にしておけば、疲ひ労ろうもかなり抜ける、という筈はずで……」

　と、そこまで言って浅間は気付いた。魔女テクノヘクセン組と直なお政まさは理解出来ているようだが、それ以外はメアリが指を折りつつ理解を進めている形だ、と。

　……いけません。つい、神しん道とうマニアな癖くせが。

「ええと、つまり私の指し示じ通りにして貰もらえると、目覚めスッキリって事です」

　またホライゾンが倒れた。今度は左手が符ふを剝はがして、

「す、すみません浅あさ間ま様、このホライゾン、つい、今のは急ぎました」

「いや、まあ、つまり早く寝たいんですねホライゾン」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは言った。そしてこちらに手を出し、

「──五時間で一週間程ほど寝た事にするには、どれくらいの圧あつ縮しゆく率りつが必要ですか」
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　二ふた代よは、ホライゾンの言葉の意味を理解した。

「ホライゾン様！　ぐっすり眠りたいので御ご座ざりますか！」

　……え？　と皆が疑問の声をあげる中、ホライゾンが、右の親おや指ゆびを立てて見せた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、質の良い睡すい眠みんが、大罪武装ロイズモイ・オプロへの自分アジャストを完かん了りようさせます。しかし五時間で一週間分となると、睡眠得え手ての居眠り十じゆう段だんとも言えるこのホライゾンにして、なかなかの難なん物ぶつ」

「浅間様、これは可能で御座るのでしょうか？」

　問うて見る先、既すでに浅間が符を札さつ束たばのように広げて数えている。

　彼女は枚数を二度、三度、前から後ろから確かめると、浅間神じん社じやの刻こく印いんが為なされた紙かみ串ぐしでそれを束たばねた。

「はい、ホライゾン、これだけあれば充分ですし、調ちよう整せい済ずみですので」

　……早い……。

　二代は、浅間が束ねた符の厚みよりも、彼女の表情がいつも通りである事に身の震えを感じた。

　浅間神社第二位。実質、武蔵むさしの神しん道とう代表として第二位の存在だ。神道術式の得手として考えるならば、武蔵の戦せん闘とう役やく第二位となっている副ふく長ちようの自分に匹ひつ敵てきするのだ。

　今までは通つう神しん仲ちゆう介かいなどに自分を置いていたが、真田さなだとの戦闘辺りから前に出てきて、

「ホライゾン、──トーリ君の家にいる時、ずっと眠られてては困りますし、ホライゾンだって寝に行ってる訳わけじゃないでしょう？　必要な時は言って下さいね？」

「Ｊｕｄ．、有あり難がたく拝はい領りよういたします……」

　と、両手で恭うやうやしく受け取る主しゆ君くんを見ていると、彼女の言っていた布ふ陣じんという言葉の意味がよく解わかる。

　役割と関係は明確で、それぞれはお互いを必要とするのだ。

　そして自分は、戦闘の武蔵第二位。主君にもそれを認められている。

　……拙せつ者しやも、幾いくつかの部分で、今の浅間様のように他を驚かせているので御座ろうか。

　解らないが、そこにまで至ってはいまいと、そんな事を思う。そして、

「正まさ純ずみ？」

　己おのれと同じく、こちらは政治の第二位が、うなだれていた身を跳はね上げた。

「──え？　あ、ああ、ちょっと眠ねむ気け来てた。ああ、うん、迂う闊かつに寝るとネタにされるしな」

「眠気に任せて言いたい放ほう題だい真実を言ってくれるじゃない」

　ナルゼの声に、しかし正まさ純ずみは反応しない。彼女はそのまま布ふ団とんに突っ伏して、

「うーん、今日きようは最後の最後でキツかった。明日あしたもまた直すぐからキツいんだろうけど」

「流石さすがにこのところで会議ばかりだから、集中切れたさね？」

「うーん、蟹かに江え城じように付いていったのも地じ味みに効いた」

「拙せつ者しやが背せ負おって垂すい直ちよくジャンプしたりしたのがいかんので御ご座ざったか？」

「いや、あれやって貰もらわないともっと疲れてたろ。全部徒と歩ほだと文ぶん系けいは死ねるし」

　皆がお互いを見回した。ナルゼが手を挙げ、

「文系──」

　ナイトが手を挙げ、

　……浅あさ間ま様、喜き美み殿どの、向むか井い殿、メアリ様、ホライゾン様、と。

　そしてナルゼが、

「うちの文系、結けつ構こう丈じよう夫ぶよ？　少し鍛きたえたら？　正純」

「本読む時間が空あいたらなー」

　ただ、と正純が、仰あお向むけになって天てん井じように強い視線を向けた。

「とにかく、ここが勝負だ」

「……確かに、そうで御座るな」

　幾いくつもの勝負が、今、動き、そしてまた、新しく仕込まれもしている。

　この夏休み前。勝負というものは多重に張られた網あみのようだ。その中で、

「正純、何を勝負の核かくとするので御座るか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……関かん東とう解放を進めた上で、ネルトリンゲンの戦いを制し、長なが岡おか夫人を救う。

　欧おう州しゆう側に武蔵むさしのいる意味を理解して貰った上で、長岡夫人に、ある事を依頼したい」

　それは、

「──京きよう都とにいる明あけ智ち・光みつ秀ひでに、謁えつ見けんしたい」
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　浅間は、正純の言葉に、ノヴゴロドでの事を思い出した。

　……え、ええと……。

　記き憶おくの中にある断片の重要情報。ノヴゴロドで得たそれは、

「公こう主しゆの書き置き、ありましたよね？　〝みつひでくんはまだ〟って……」

「ああ、そういう事だ」

　正純の声が、天井を見た彼女の口から響ひびいた。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでも、恐らく、オラニエと同じで、元もと信のぶ公こうの教きよう導どう院いんの生徒だ」

　そして、更さらに言葉は飛ぶ。

「真田さなだの地下の事、憶おぼえているか」

「正まさ純ずみ？　つい最近の事ですのよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──だから言ってみただけだ」

　……正純、ネシンバラ君のような……。

　段だん々だん、世界の変な部分に合わせておかしくなっていないだろうか。否いな、単に眠ねむ気け任せで、口くち端はに上がった事を言葉にしているだけかも。

　だが、正純は天てん井じように掲かかげた右の手を握って、こう告げた。

「──元信公は、不明の研究を真田の土地で行い、その跡あと地ちを弟公ぎみに預けて別の地に行き、そこで〝公こう主しゆと友人〟になろうとした。それが、二年間だけ存在したという彼らの教導院だ」

　だけど、と浅あさ間まは正純の言葉を継ついだ。

　ノヴゴロドの地下で聞いたオラニエ公の言葉を、彼女は思い出しながら、

「二年間、そこで行われた何かは、無ぶ様ざまな失敗を得たとか、ネシンバラ君が喜びそうな終わり方してましたよね？　それで……」

　メモだ。

　先さき程ほどの会議中、ミトツダイラの母親から、正純がメモを受け取った。その内容は、

「……見てみるか」

　と、正純が懐ふところから出したそれを、布ふ団とんの上に広げた。

　皆で、どれどれ、と覗のぞいた先、そこにあるのは、手書きの、


《たいきょうさまにことばあそひのしつもん

　ういりあむにたのむか》



　……これって、さっき見ましたけど……。

「たいきょうさま、って誰だれなんでしょう」

「言葉遊びの質問というのも、謎なぞですわね。──で、あの、御お母かあ様さま？」

「私も、正直、内容については全て解わかりませんのよ？」

　ならば男子勢ぜいにも聞いてみたい。まだ起きてるだろうかと思って実況通神チヤツトを繫つなげば、

・俺　　：『馬ばっ鹿か！　何テンゾーそんなとこで釣つり天井仕掛けてんだよ！　イマガワ変へん種しゆは夜に酒飲んで寝るから大清せい酒しゆ瓶びんＧ仕掛けるなら未み明めいじゃねえと駄だ目めだよ！』

・十ＺＯ：『というかトーリ殿どの、やたらと下げ克こくランク高いで御ご座ざるな！』

・俺　　：『ん？　最近、姉ねえちゃんと二人でナガマサ特とく異い種しゆを燃やしまくってたからなあ。綺き麗れいな頭とう骨こつがなかなか出ねえんだコレが』

・未熟者：『報ほう酬しゆうが欲しいなら四し公こう六ろく民みんの村にした方がいいよ。──あ、何をフルチャージ食らってるんだよクロスユナイト君。仕方ないな、僕が筆ふでを使って回かい復ふく文書起こすから』

・ばけつ：『…………』

・十ＺＯ：『ナ、ナイスアシストで御ご座ざるペルソナ君殿どの！』

・未熟者：『というかクロスユナイト君、前に出ようよ君。うちのパーティ、今、裸はだか・筆ふで・レア釘くぎバット・手しゆ裏り剣けんって凄すごい偏かたよってんだから』

　浅あさ間まは、彼らの言げん動どうを見て、ああ、と気付いた。

「通神帯ネツトでよく広告出たりしてる、〝下げ克こくイエーガーどす〟ですねコレ」

「……実は私もやってますけど、喜き美み、どこまで進めてますの」

「フフ、今は愚ぐ弟ていと二人での上じよう意い討うちクエストを進行中よ？　でもこれ徹てつ夜やかしら？」

　うーん、と浅間は唸うなった。睡すい眠みん術じゆつ式しき関係の加か護ごを、強きよう制せい設定出来るように介かい入にゆう許可を得て、

「まあ、最低でも圧あつ縮しゆく三時間は取って貰もらえるようにしますから」

・あさま：『トーリ君？　ちょっと、さっきの会議の話なんですけど、いいですか？』

・俺　　：『え!?　──あ、よっし！　あああ、ちょっと待って、今、イマガワ変へん種しゆから剝はぎ取ってるから。テンゾー！　オメエ何もしてねえのに高速介かい錯しやくとか入れてんじゃねえ！』

・あさま：『睡眠時間大丈夫ですか。あと、ミトのプレイにも今度付き合ってあげて下さい』

・銀　狼：『い、いえ、私、まだ鎖くさり鎌がまの使い方慣れてないくらいですから』

・俺　　：『あ？　大丈夫だよ。全ぜん裸らは全域サポートだから。任せとけって。──で、ええと、何？　さっきの会議って、チンコ黒く塗ったのバレた？』

・あさま：『時間的にそろそろバレてるんじゃないでしょうか。──で、あれです。ミトのお母かあさんから受け取ったメモの事』


《たいきょうさまにことばあそひのしつもん

　ういりあむにたのむか》



・あさま：『これ、何か解わかる人、いますか？』

・未熟者：『うーん……、これ自体は、本当にメモなんじゃないかな？　でも、たいきょうさまってのは、気になるよね』

・眼　鏡：『あ、見ていい？』

　正まさ純ずみを窺うかがうと、いつの間にか突っ伏していた彼女は、はっと目を開け、

「あ、すまん。──ええと、何だ？　ああ、シェイクスピアか。メモの手がかりになるかもしれんし、有りだろう。大体、シェイクスピアは暗あん号ごう関係の得え手てと言われてるし」

「そうなんですか？」

・眼　鏡：『戯ぎ曲きよくの中に、幾いくつもの符号や、暗号を入れていたのが僕の襲しゆう名めい元だよ。

　──とは言っても、これは何か規き則そくがあるような言葉に見えないけどね。

　ただ、幾つかの不ふ思し議ぎがあるんだけど、いいかい？』

　それは、

・眼　鏡：『皆、この文字の羅ら列れつを、正しい言葉として頭の中で変へん換かんしているだろう。極きよく東とう人じんなら、極きよく東とう語ごでね。でも、僕のような者からすれば、疑問がある。

〝濁だく音おんは、其その位置でいいのだろうか〟ってね』

・未熟者：『僕は〝たいきょうさまにことばあそひのしつもん　ういりあむにたのむか〟と読んでいるけど？』

・眼　鏡：『大体はそれで合ってると思うよ。メモで解わかりにくい言い回しはしない。特にコレ、もとは暗あん号ごうだったっていうよね。だとすれば、文法的な変化を掛けた言い回しはやりにくい筈はずだ。置き換え式辺りで、パっと見み解らなければいい、という内容だと思う』

　だから、

・眼　鏡：『たいきょうさま、って、宛あてがう事の出来る極東語はあるのかい？』
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　浅あさ間まは、皆がこちらを見たのを悟さとった。

　何な故ぜ、と思いつつ、眉まゆを歪ゆがめた笑えみで皆を見渡し、

「どういう意味ですか一体」

「フフ、浅間なら、期待通りの事をしてくれると思ってるのよ」

　だったらしょうがない。浅間は吐と息いきを床に零こぼしながら、

・あさま：『胎たい教きよう様、もしくは大たい饗きよう様、辺りでしょうか』

・眼　鏡：『それは普通に、〝様〟で言う事かい？』

・あさま：『いや、言いませんよ、普通。──喜き美みは連れん呼こで唄うたわない！』

・眼　鏡：『凄すごい歌い手がいたものだね。だけど、……それが普通でないならば、じゃあ、それはきっと、読み方が違うんだ』

　え？　と疑問した間に、言葉が来た。

・眼　鏡：『〝だいきょう〟・〝たいぎょう〟・〝だいぎょう〟、……その辺りかな。何か宛がえる言葉はあるかい？』

・あさま：『大だい凶きよう、でしょうか……。あ、神しん道とうのおみくじ……、って、ええと』

・眼　鏡：『知ってるから大だい丈じよう夫ぶ。浅間神じん社じやは恋れん愛あいや結婚、出しゆつ産さんの担当だから、前に武蔵むさしに行った時、とりあえず一番いいのが出るまで引いた。大だい吉きちだったっけ？』

　喜美が、後ろからこちらの肩を叩たたいた。

「……実は、メガ吉があるわよね、あれ。愚ぐ弟ていが三連続で大吉引いたから、アンタの父とうちゃんが仕込んだあれ」

「い、いえ、実は余よ裕ゆうでトーリ君、それも三連引きしたので、今年からテラ吉が入ってるんですけど、言ったらネシンバラ君が死ぬ事になるんじゃないでしょうか」

　向こうで、ナルゼが私的な通神文メールを打っているので、黙だまっていても無む駄だな気がする。

　ただ、シェイクスピアの示し唆さは外部からの意見と言う事もあり、視し界かいを開く。

「とりあえず〝大だい凶きよう〟様、としておくと、キャラが立ちますね……」

「フフ、でもそれ、誰だれの事なのよ？　超ちよう不運な人？」

　そうですねえ、と浅あさ間まは首を傾かしげた。

　……不運な人……。

　点てん蔵ぞうが思い浮かぶが、メアリが来てからは超ちよう反動が出て実は幸運湧わき出まくりだろう。

　アデーレはどうかとも思うが、彼女は不運と言うより不幸というか、幸さち薄うすい気がする。

「な、何で皆してこっち見るんですか!?」

　大体皆、同じ事を考えているらしい。ただ、

「何か引っかかるけど、微び妙みように何か違う気もしますね……」

・眼　鏡：『流石さすがに私も、これで正解だとは言わないよ。ただ、気を付けておくべきところだ。──言葉は、一いつ瞬しゆんで意味を変える。そういうものが、そのメモにすらあると憶おぼえておいて。

　そして、意味が変わる瞬しゆん間かんを、逃のがさないようにね』

　はい、と浅間は頷うなずいた。通つう神しんは向こうから切れたが、

・ホラ子：『ネシンバラ様とは、えらく切れ味が違いますね……』

・未熟者：『というかおみくじって何だよ!?　聞いてないぞ！』

・●　画：『聞いたら引く癖くせに何興きよう味み持ってんの。──それよか、そっち、いつまで起きてるつもり？　イマガワ変へん種しゆから気き根こんの玉が出るって、あれ噓うそテクよ？』

・俺　　：『は!?　キン玉でねえの!?　じゃあ、女によ体たい化屛びよう風ぶ画がは噓!?　──おい寝るぞ。テンゾーの装備はネルトリンゲン終わってからな。ネイトもそん時な』

・銀　狼：『え!?　あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　御お願ねがいしますわ』

・ホラ子：『ではトーリ様、また未み明めいに』

・俺　　：『おーう、朝あさ飯めしは俺おれがやっか。じゃあ、姉ねえちゃん、お休み。あと、浅間も』

・あさま：『あ、う、うん、お休みなさい』

　言われ、浅間は思った。今日きよう、いろいろありましたよね、と。だから思わず、

・あさま：『トーリ君』

　呼びかけてしまった名前。それに対し、

・俺　　：『ああ』

　言葉が来た。

・俺　　：『──いろいろあったよな』

　はい、と浅間は応じた。

　それで充分だ。今日あった事が確かだと、お互いの中に認める事が出来て、充分。

　……蓋ふたの使い方を、考えないといけませんね。

　そう思い、前を見た。すると、苦く笑しようの喜き美みと、笑えみのミトツダイラと、ナルゼ達が、

「聞かせて貰もらいたい事が、あったのよね」

「いや、いやいやいやいやまあまあまあまあ」

　浅あさ間まは、笑えみで両手を前に出しながら腰を引き、

「寝ます……！」

　布ふ団とんを足あし下もとから引き寄せて被かぶった。一気に潜もぐって、亀かめになって、

「あ、これ、皆の符ふです。男子の方も加か護ごを通つう神しんで送って置きますので」

「卑ひ怯きようよ浅間、どうしてネタになろうとしないの……」

「なりません、って」

　少しは、いなす事を憶おぼえてもいいだろう。ただ、浅間は、今の一いつ瞬しゆんを思い出した。布団に潜ろうとするこちらに対し、ホライゾンが、

　……微笑、しましたよね。

　可笑おかしい、というか、楽しい、というか。

　錯さつ覚かくだったかもしれないが、そんな顔をしたように見えた。

　……そっか。

　ホライゾンが、以前言っていた事がある。彼女は、自分達を率ひきいると同時に、自分達の力を借りて生きているし、やっていくのだ、と。

　ある意味、使し役えきとでもなりそうな関係の中で、こちらが幸いを感じる事があれば、それは彼女にとっても幸いとして返るという事だろうか。

　ああ、と浅間は思った。

「ホライゾン？」

　布団の中から、浅間は呼びかけた。すると、

「何でしょう。浅間様。そろそろホライゾンも超ちよう睡すい眠みんモードですが」

「あ、すみません。でもですね、えーと」

　考える。周囲の皆が、こっちに注目している気け配はいがあるが、

「ホライゾンは、世界を手に入れる代だい償しようとして、私達に、幸せになって欲しいんですか」

「──いいえ。なって欲しい、などと言える身分ではありません」

　即そく答とうが来た。そして続く言葉がある。

「宜よろしいですか？　世界を手に入れる代償は、そこまでの苦労や消しよう費ひです。それ以上のものがあってはいけません。

　ただ、結果や経過の上で皆様が幸せとなるならば、ホライゾンは、そこまでの苦労や消費が、世界征せい服ふく以上の価か値ちがあったのだと、喜ぶ事でしょう。つまり──」

　つまり、

「浅間様達が、ホライゾンやトーリ様との関係の中、幸いになるならば、それは、ホライゾンとトーリ様が行う世界征服に、実際以上の価値を与えてくれるのです」

「じゃあ……」

　と、言葉を応じさせようと、そう思った時だ。

「こーら。〝私は幸せになっていいんですね〟とか、今、幸福絶ぜつ頂ちようの女が言うんじゃないわーよ、っと」

　いきなり、喜き美みが布ふ団とんをめくりに掛かってきた。

　うわ、と布団の上側を両手で摑つかむが、

「残念」

　喜美が、引っこ抜くようにして、布団の裾すそからめくった。

　流石さすがに足では押さえ切れない。一気に捲まくられて見ると、

「浅あさ間ま様、オーシリがマール見えなのですが」

「い、いや、さっき足から入ったからめくれただけですよ!?　布団の中で脱ごうとした訳わけじゃありませんからね!?」

「えっ」

　と声がした方を見ると、布団を長ちよう衣いのようにかぶったメアリが、皆を見渡し、こう言った。

「皆様、布団の中で……、脱がないのですか？」

　新説ですね、と浅間は思った。

　ナルゼが通神帯ネツトに何か書き出しているが、皆、内容を問うものはいない。
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　福ふく島しまは、清きよ正まさと向き合っていた。

　通路だ。安あ土づち城じようの食堂脇わき。入口側の主しゆ通路から一つ曲がったところの位置で、福島は清正の正面に立つ。

　対する清正は休きゆう息そく中のジャージ姿すがたで、壁に背をつくようにしてこちらを見ている。

「福島様……？」

　彼女は、首を傾かしげた。碧あおの瞳ひとみがこっちの顔を見上げ、

「どうなさったんです？　黙だまって。……黙ったままでは解わかりませんよ」

「いや、それが……」

「福島様？」

　困ったように笑えみを作った清正が、動いた。

　彼女はジャージの上うわ着ぎの前を開く。左右に分かれて行く袷あわせの内側にあるのは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の女子インナースーツ。清正のものは白と青を基き調ちようとしたものだ。

　清正は、袷が閉じないように、両脇わき辺りで軽く摑つかみ、

「……福島様？」

「な、何で御ご座ざりますか!?」

「私、福島様とだったら、構いませんよ」

「な、何がで御座りますか？」

　ええ、と清正が頷うなずいた。

「──食堂で、一いつ緒しよにカレーうどん食べて、跳ねても、上着で隠かくせますし」





●






　福島は、全開にした双そうの目で、青黒い一面を見ていた。

　……な、何で御座りますか!?

　鼓こ動どうが跳ね上がっているのは解る。そして自分の背中と、背下に当たる布ふ団とんの間に、やたらと熱をもった汗あせが染しみた状態なのも解る。

　息は荒れていて、己おのれのポーズは踊ったようになっていて、

「……自室？」

　そうだ。今は、安土城が関かん東とうに向かって航こう行こうをしている時間。自分は、到とう着ちやくまで寝ていようと思い、部屋の明かりを消して、ベッドに倒れ込んだのだ。

　鼓動の収まらぬ己の格かつ好こうは、インナースーツの上じよう半はん身しん部分をノースリーブシャツのように、下は下した着ぎ代わりのサポーター一枚だ。

　気き楽らくな部屋着。そんないつもの格好だった。

　そして自分の目に見える青黒い風景は、常じよう備び灯とうの発はつ光こう板ばんが作る光の色だ。光こう温度の調ちよう節せつによって、眠りやすいようにと、いつもはオレンジ色なのを、今回はそうしたのだった。

　青という色。それが、彼女を想そう起きさせたので御ご座ざりましょうか、と福ふく島しまは考え、

　……彼女？

　誰だれで御座ります？　と福島は内ない心しんで首を傾かしげた。

　今、ここには自分以外に誰もいない。入れる筈はずも無い。

　だとすると、彼女というのは、

「…………」

　身を起こし、ベッドの上に胡座あぐらをかき、福島は思し案あんした。

　……彼女、とは。

　背に浮いた汗あせが気持ち悪い。だが、背せ布ぬのを接続部から外しながら、福島は首を傾げた。汗で湿しめった布を部屋の入口の方、洗せん濯たくものの籠かごに向かって投げながら、

　……いや、こんな洗濯関係の事に気を向ける意味は無いで御座りましょう。

「何か、拙せつ者しや、自分の中の話題から逃げて御座りませんか？」

　では、自分の中で向き合う話題とは、何か。

　正面にある青黒い壁。青の色。

　暗さに段々慣れてきた目は、前方にある平面からあるものを想そう起きした。それは何かと思えば、艦かん内ないの薄うす暗ぐらい通路の壁で、

　……は？　何な故ぜ、そんなものを思い出すで御座ります？

　と疑問した瞬しゆん間かん。福島は、先さき程ほどまで見ていた夢の光こう景けいを断片的に思い出した。
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　小こ六ろくは、風ふ呂ろの後、自室に籠こもって表示枠レルネンフイグーアでゲームをしていた。

　玄げん武ぶの破は損そんが激しいため、関かん東とう解放において出場は困難。もしも出場するとしても、隊たいの情報処しよ理り役に回った方がいいという判はん断だんが竹たけ中なかから来ている。

「皆さんというか、蜂はち須す賀かさんは武ぶ神しん乗りですけど、あまり情報分解するような事を一日にそう何度も連続しない方がいいと思いますからね。ただでさえ負ふ担たん大きいですし」

　そのための休きゆう息そく時間だが、正直、眠くない。

　どうせ次の現場で後ご詰づめになるなら、このまま起きていようというのが小六の腹づもりだ。

　とはいえ安土あづちは移動中、高速航こう行こうとなると艦かんはかなり揺れる。本を読むと、船ふな酔よいまではいかなくても、自分と外がい界かいのズレを得る。ゆえにゲームを始めたのだが、

　……ホラー入ったサスペンス系けいのアドベンチャー……。

　正直、怖こわいのは、好きだが苦にが手てだ。好こう奇き心しんが働くのでゲームも草そう紙しもつい手に取ってしまうが、一人だと触れるのが少々難しい。

　しかし今は、安土あづちだ。しかも戦せん闘とう待たい機き状況で、多くは休きゆう息そく中だが、起きている者もまた確かにいる。地上側の拠きよ点てんで、夜や警けいしか起きていないような状況ではない。

　隣りん室しつは左が福ふく島しま、右が片かた桐ぎり。何かあったら左に救たすけを呼べる。ならば安心してサスペンスや、ホラーを楽しめるというものだ。一応、念のため、ドアは鍵かぎを掛けていない。

　現在、プレイ中なのはライン川のサイレン伝でん説せつを元ネタにした〝サイレンと御昼〟。洋よう館かんの中で昼に密みつ室しつ殺人事件が起き、皆が昼に疑ぎ心しん暗あん鬼きとなっていく過程で、顔が見えないが破は壊かい的な音おん痴ちだと解わかっている犯人を昼に追い詰めたり、昼に追い詰められたりしていく展開だ。

　今、自分は、仲間達が不ふ用意に昼に温おん泉せん行ったり昼にコーヒー豆を買いに行って留る守すになった洋館で、犯人と思われる相手の足音を昼に追って行っている。

　どう考えても、行き先の部屋のドアが開いているのは、待ち構えられているのだと思うが、ゲーム中の主人公こうは何か言い訳わけをつけて前に行くのをやめない。今もそうだ。

『ああ、拙せつ者しや、ポジティブシンキングで御ご座ざるからな！　御昼だし！』

　ライン川ネタなのに拙者とか言うな。あと、そんな理由で死地に踏み込むな。

　だが、主人公は、迷わずに行く。ドアに手を掛け、

「────」

　画面が暗くなった。

　ここで表示枠レルネンフイグーアのキーを押したら、次のテキストが来る。

　来る。

　押したら、一気に、

　……く。

　押せ、そして真実を暴あばくのだ。それとも、これがゲームオーバーの入口なのか。

　……行け……！

　小こ六ろくがキーに手を掛けた瞬しゆん間かんだ。背後で、ドアがいきなり開き、

「──蜂はち須す賀か殿どの!!」
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　福ふく島しまは、部屋の中央に座っていた蜂須賀の背が、

「────」

　不ふ意いに、力なく横よこ倒だおしになったのを見た。

　……む？

　視し界かいの中、胡座あぐらから横に伏した小六が動かない。

　自分は、寝ている間に妙みような言げん動どうなどしていなかったか。または、それをしていたならば聞こえていなかったかを隣室の蜂須賀に確かく認にんしに来たのだが、

「蜂須賀殿？」

　覗のぞいて見ると、何やら表示枠レルネンフイグーアを相手にしていたようだ。

　……過か労ろうで眠ってしまったので御ご座ざりましょうか。

　よく解わからない。ただ、彼女が向き合っていた表示枠を見ると、〝なにか　ぼたん　を　おせ〟の文字がある。

　仕事が進行中で御座りましたか、と福ふく島しまは表示枠のキーを押した。すると画が面めんが、人ひと影かげのようなものを映す。文字が幾いくつか流れてくるが、福島には意味がよく解らない。

　とりあえずキーを押していると、画面が青空になって〝完全解決報ほう酬しゆう〟の文字が出た。

　……ゲーム？

　やはりよく解らない。この手のはあまり触れた事が無いのだ。


《おまえ　は　よく　やった　ほめる》

《※真犯人を明かしました！　これで完全クリアです。データクリアの上、セーブして、二周目に行きますか？　Ｙ／Ｎ》



　よくは解らないが、Ｙのキーを探して押しておく。

「うむ、これで蜂はち須す賀か殿どのの手間を省はぶいたで御座りますな」

　とはいえ、蜂須賀は倒れたままだ。

　疲れているので御座りましょう、と福島は結論した。この状態なら、隣りん室しつの自分がどう騒さわいでも通じてなかった筈はずに御座ります、と。

　そのまま、自分の気け配はいを残さないようにして、福島は小こ六ろくの部屋を出た。
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　通路に出て、福島は一ひと息いき。そこで改めて気付いた事がある。

　……拙せつ者しや、下した着ぎ同様で御座ります……！

　戦せん闘とう待たい機きなので、人の通りはある時間帯たいだ。運良く今は誰だれもいないが、今後は気を付けようと、そう思い、福島は自分の部屋に飛び込む。

　しかし、参まいったで御座ります。と、鍵かぎを掛け、ベッドにまた座って福島は思った。

　……一体どうしてこんな事に。

　原因は簡単だ。さっきの夢が悪い。現実にはあり得ない事。清きよ正まさが、自分に対して、

「────」

　脳のう内ないの映えい像ぞうを消すため、福島は壁に頭を打ちつけた。
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　小六は目覚めた。床の上、横よこ倒だおしだ。

「……は!?」

　何が何だか解らない。記き憶おくの中、最後にあるのは、ゲームをしていて、犯人を追い詰めたら、背後からドアを開けてこちらを呼ぶ声が響ひびいた事だ。

　……!?

　後ろを見ると、ドアは閉じている。そして前を見ると、

「タイトル画面……」

　犯人を追い詰めていた筈はずでは無かったのか。

　ぞ、と血の気が引く音を耳に聞きながら、慌あわてて小こ六ろくは壁かべ際ぎわまで後あと退ずさった。

　壁に背をつけ、息を吸う。

　……落ち着け。

　大だい丈じよう夫ぶだ。何があっても、壁に背をつけた状態なら、背後から襲おそわれる事はない。

「大丈夫だ。何かあったら福ふく島しまを──」

　言った瞬しゆん間かん。背をつけた壁が、勢いよく向こうから打だ撃げきされた。

　衝しよう撃げきと震しん動どうと、音が身体からだを後ろから前に抜け、

「────」

　小六は、横よこ倒だおしに床に倒れた。





●






「く……」

　今のはちょっと、ぶつけすぎたで御ご座ざります、と福島は思った。

　ただ、いくら頭部に打撃を入れても、記き憶おくが薄まる訳わけは無い。

　……何で御座ったのでしょう。あの夢は……。

　結末の辺り、全く憶おぼえていない。清きよ正まさがいきなり上うわ着ぎを脱いで、

「────」

　福島は壁に頭をぶつけた。

　……全く。

　何な故ぜ、あんな夢を見たのか。

　否いな、その辺りの理由は解わかっている。ただ、認めようとしていないというか、いきなりすぎる夢のアプローチに、自分自身で戸と惑まどってしまっているのだ。大体、

　……夢の話なので、清正殿どの本人は無関係で御座りますよ……!?

　損した、と言うべきか。または、夢の中でもあんな映えい像ぞう見られたので得したというべきであるのか。

「……破は廉れん恥ちな！」

　結末の辺り、よく憶えていないが、夢の中であろうといきなり上着脱いでインナーの胸強調など、正まさにこれ、淫いん夢むの如ごとし。

　問題は、何故、清正をネタにそんな淫夢を見たかという事だ。

　それを考えると、

「…………」

　福ふく島しまは、ベッドに大だいの字じに寝ね転ころがった。

　……そうで御ご座ざりますなあ……。

　夢の中、展開は解わからないが、思い出すと、

「ん……」

　夏用の毛布で枕まくらを包むようにしてから、福島はそれを抱きしめた。

　どう考えても、これは清きよ正まさではない。リアル清正については、巴パ里リ戦で彼女を拾って戦せん場じように戻る時や、訓くん練れんの祭のラストで抱き上げたり抱きしめたりしたので解っている。

　本物は、暖かいし、柔らかいし、その体温と弾だん力りよくが、吸い付くようにも感じられ、

「……想そう像ぞうしないで落ちつくで御座ります！」

　ただ、今は、腕の中に思い出しの縁えにしが欲しいだけだ。

　夢の中でも感かん触しよくがあれば、このようなバーチャ清正ごっこをせずに済むのに。

「夢が悪いので御座ります……」

　夢の中で足りなかった分を補ほ塡てんしている。そう思う事にして、しかし福島は吐と息いきした。

　……眠れぬで御座りますな……。

　と、無む理りにでも目を閉じようとした時だ。

「ん……？」

　安土あづちが揺れた。コーナーリングや、気流の壁に当たって跳はねたのではない。これは、速度を急きゆう激げきに落としていく際の揺れだ。

　関かん東とうに到とう着ちやくしたので？　と、そんな事を思ったが、時計を見ると全く違う。巴パ里リを出てから、まだ一時間程ほどだ。だとすると、

「……何ど処こに止まるので御座ります？」
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「あれー？　蜂はち須す賀かさん、どうしたんですか？　こんな時間に」

　小こ六ろくは、食堂のカウンター近くの席で、竹たけ中なかの声を聞いた。

　記き憶おくが定かではないが、怪かい奇き現げん象しようが続いたため、自室は緊きん急きゆうの除じよ霊れい処しよ理りをして貰もらっている。安土はP. A. OdaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国、極きよく東とうの三勢力に跨またがる艦かんなので、除霊もムラサイ、Tsirhcツアーク、神しん道とう式と三回行わねばならないので面めん倒どうだ。

　面倒なので三勢力合同でやったら、座ざ礼れいを繰り返すムラサイと奇き声せいをあげて剣を振り回す旧派カトリツクが嚙かみ合わず、教きよう譜ふ戦争が起きそうになった。神道側が柏かしわ手でしていたが、あれ、喧けん嘩かを面白がって拍はく手しゆしていただけだろう絶対。

　そんなこんなで部屋にいるのが嫌いやになったのでここに来たのだが、

「食堂にいて悪いなら移動する」

　いえいえ、と竹たけ中なかが言いながら、カウンターに茶と菓か子しを要求する。

　その光こう景けいと、調ちよう理りを任せてこちらに近付いてくる竹中を見ながら、小こ六ろくは言った。

「何しに？」

「おやおや、食堂におねーさんがいて悪い事ありますかー」

「吐く」

　食堂にいた皆が、竹中に真ま顔がおで注ちゆう視しして、頷うなずいた。

　あっ、と竹中は身み構がまえ、

「吐くから作戦生まれるんですよー！　知らないんですか！」

「知らない。憶おぼえない。安土あづちは、京きよう都とに？　──琵び琶わ湖こ安土は？」

「おっと、蜂はち須す賀かさん、回転速いですねー。いい感じです。

　琵琶湖安土は補ほ給きゆうのために行きますよー。でもまずは、手前の京都です」

「何な故ぜ？」

　予定外、と小六は思う。自分達の予定では、まず、琵琶湖安土に一度寄り、そこで補給を得てから関かん東とう行きだった筈はずだ。それがいきなり、京都にも寄るとなれば、

「……明あけ智ち？」

　問うた先、横の座席に竹中が座る。腰を落とす動きで、彼女は笑えみの顔を頷かせ、

「そーいう事ですね。うん。明智さんです。──玉たま子こさんの歴史再さい現げんとか、ありますから。そこら辺の挨あい拶さつと打ち合わせをしたいとかで。結けつ構こう難しい問題なんで」

「場合によっては爆ばく死し。嫌いやな話。──羽は柴しばだけ下ろして、私達が先行したら？」

「それで予定が狂ったら、面めん倒どうですよねー」

　竹中がこちらに向けた笑みの中、眉まゆが軽く下がった。

「意い外がいと融ゆう通ずう利かないもんで。大体、羽柴君については、蜂須賀さん達の方が詳しいんじゃないかと、そうも思うんですけど」

「いろいろズレてるのは確かだけど、作戦を立てて補ほ正せいする能は私達には無い」

「それはおねーさんの仕事ですからね」

　と、竹中が表示枠レルネンフイグーアを手元に出した。彼女はそれらを重ね、不ふ透とう明めい度どを下げて、透すけて重なる文字の群を一気に読む。

　十数枚を一枚分の速度で把は握あくしたのか、竹中は言った。

「──このやり方、今、思いついたけどすっごく目に負ふ担たん」

「眼がん精せい疲ひ労ろうするとどうなる」

「えろえろえろえろ」

「食堂で吐くな！」

　わああああ、と皆が逃げ出した。その動きの中央、竹中は笑って、

「あ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよー。遠えん征せい用のゲロパック持って来てますから。猫ねこ砂ずなよりも早く固まりますんで」

　竹中が、紙かみ袋ぶくろを持ち上げる。その手の動きは既すでに硬いものに触れており、

「いります？」

「いらない」

　そーですかー、と言った竹たけ中なかに、カウンターから声が掛かった。

　茶と、菓か子しが用意出来たらしい。

「ほらほら、蜂はち須す賀かさん、取って来て」

「自分で」

「おねーさんちょっと作戦考えないと。──さっき、蜂須賀さん、言ったじゃないですか。

　羽は柴しば君だけ下ろして先行、って」

「出来るの？」

　問うて、返答次第でカウンターに行こうと、小こ六ろくは身み構がまえた。すると、

「京きよう都とと琵び琶わ湖こ安土あづちはケッコー近いですから。羽柴君になるべく脚あしの速い船で京都に行って貰もらって、こっちが琵琶湖安土で補ほ給きゆうしている間に戻ってきて貰う。これでいいんじゃないですかねー？　どう思います」

　えっ、と声が上がった。周囲の皆だ。戦せん士し団だんの女子が、

「あの！　私、京都寄れるなら手て鏡かがみ欲しかったんですけど！」

「私もちょっとマイ漬つけ物ものの在ざい庫こが無くなって来てたんで、仕入れたかったんですけど！」

「十分で出来る京都観光って、無む理りですか!?」

「んー、じゃあ羽柴君の船に護ご衛えいとして乗って、向こうのハブ艦かんは外がい交こう用のものを出して貰いますかー」

　わあ、と女子衆しゆうが盛り上がるのが、小六にはちょっと解わからない。

「不要なものを溜ため込むのは戦せん場じようのストレス？」

「あっ、蜂須賀さん、おねーさんが吐くプロセスを理解しましたね!?」

「あんたのは趣しゆ味み」

「そ、そんな趣味あったら面接で落とされますよー」

　いいから、と小六は竹中の言葉を止める。

「どのくらいズレる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、一度、羽柴君を下ろす必要があるので、速度を早めに落とす必要があります。そこから惰だ性せいで琵琶湖安土に行くのか。それとももう一度加か速そくした方がいいのかは〝安土〟さんとの相談になりますねー。でも、最悪でも二十分程の遅れで済むんじゃないかと」

「取ってくる」

　蜂須賀は立ち上がる。カウンターに向かうその背に、竹中から声が来た。

「グリーンティーとイチゴマジパンが蜂はち須す賀かさんのですんで。あと、そろそろ、関かん東とうでも動きがありますね。向こうの状況、聞いておこうと思いますけど、蜂須賀さんはどーします？」
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　夜の空に変化が起きていた。

　日中から続いていた暗あん雲うんの広がりが解けつつあったのだ。

　海からの風が、本来ならば内陸へと雲を生み、動かして、その密みつ度どを上げる筈はずだった。

　だが、その風を変えるものが二つあった。

　一つは時じ刻こくだ。

　夜、零れい時じを過ぎた辺りから、空が冷え始め、雲の密度と質が変わった。海が日中の温度を失い、上空の大気から熱を奪うばったからだ。

　風は乾きつつ、陸地側の風を冷やす。雲は千ち切ぎれて行き、そして二つ目の変化に当たった。

　空を変える、二つ目の変化の源みなもと。

　それは、宙ちゆうに浮かぶ、幾いくつもの航こう空くう艦かんの列と、更さらに巨きよ大だいな八艦、武蔵むさしの姿すがただった。

　風は艦かん群ぐんに当たり、局地的な気流の変動を生む。

　日中から存在していた艦群だ。大気は少なからず安定しかかった状態だった。だがその風群は、関かん東とう解放に向かう艦達の動きと、武蔵の再回かい頭とうによって大きく崩くずれた。

　武蔵が、西へと身を回す。

　その巨大な動きを見るのは、関東の南側、沿えん岸がん部の空に展開した毛もう利り艦かん隊たいと、南東側に布ふ陣じんした羽は柴しば艦隊だ。

　旋せん回かいの動作で、武蔵が空を壊こわしていくのを、彼らはじっと眺ながめ、

「……巨大都市が動くようなもんだな」

「……旋回の中央部と端はしとでは、いろいろな制せい御ぎよの差が出てるんだろうなあ」

「……八艦揃そろえてあれだけの大きさを振り回せるのか」

　などとそれぞれに感かん想そうを呟つぶやく。しかし一方の武蔵上では、

「……これで合計一回転。全く無む駄だな旋回だったと判はん断だん出来ます。──以上」

「いや、〝武蔵〟さん、寝ね返がえりみたいなものだと思って納なつ得とくしない？　駄だ目め？」

「寝返りするような睡すい眠みんを得る事自体がありませんので。──以上」

　という遣やり取とりが発生していた。

　その間にも武蔵から毛利側への輸ゆ送そう物資が受け渡され、空は一時的な慌あわただしさを得た。武蔵の南側を囲むように、輸送艦や、毛利、最も上がみの艦隊が動き、それらに場を譲ゆずるため、武蔵はやや内陸部側に移動する。

　対する羽柴側は、江え戸ど湾わん入口に布陣を行った。

　守るべきは、浦うら賀が水すい道どう。江戸湾入口の西にある三み浦うら半島と、東にある房ぼう総そう半島の間に存在する縦たて長ながの水域だ。この、東西の距離にして十キロ、南北にして四十キロ範囲の制せい海かい権けん、制せい空くう権けんを取る事が、勝敗の要かなめとなる。

　羽は柴しば側がわが、有利だった。江え戸ど湾わんを既すでに押さえている彼らは、九く鬼きの、

「では、こちらは不ふ動どうの足あし場ばを作るとしよう」

　という指し示じにより、房ぼう総そう側の水域に輸ゆ送そう艦かんを数隻せきずつ並べて連れん結けつ固定し、対空迎げい撃げきの足あし場ばを作ったのだ。

　また、北部への回り込みが無いようにと、江戸側の方にも同どう様ようの足場が三箇か所しよ作られた。

　空においては、浦うら賀が水すい道どうの上空に、急ぎで持ち込んだ鉄てつ甲こう船せん九艦を置いている。

　更さらには西、三み浦うら半島側にもクラーケン級の戦せん艦かんを地上に六艦。空中に八艦を置いた。江え戸ど側にも戦艦群ぐんは展開するが、重じゆう視しは海側だ。これは、羽柴勢の、

「最悪の場合であっても、浦賀水道でカタをつける」

　という目もく算さんゆえであった。

　彼らとしては、羽柴が到とう着ちやくするのを待つでもなく、逆に、安あ土づち城じようが到着する前に勝負をつけるという、そんな意い気き込ごみだった。

　一方の里さと見み側は、小お田だ原わらから浦賀水道までの直線。沿岸に沿う形で、東西に長い艦かん隊たいの列を作っていた。浦賀水道の制空権、制海権を得るために、突とつ破ぱ用の構えを設けた形だ。

　位置としては、浦賀水道の西狙ねらい。正面から行き、

「形としちゃあ、西から東に浦賀を渡る壁を作って、強ごう引いんにでも房総半島に通る、ってのが有りだろうな」

　輝てる元もとの視線の先。武蔵むさしを除いた関かん東とう解放の総力が、東に向かう。

　関東解放が、開始されるのだ。
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　晴れた黒の空を背はい景けいに、一人の少女が手を挙げた。

　義よし康やすだ。

　彼女がいるのは、しかし画面の中だった。

　表示枠サインフレーム。関東解放に加わる毛利勢や最も上がみ勢、そして武蔵の面々が掲かかげる画面の中。

　彼女は、武ぶ神しん乗りとしての新しん式しき装備に身を包んでいた。

　白を基き調ちようとした、合ごう一いつ時じの情報伝達性を調ちよう整せいしたロンググローブとロングレガース。その身を揺らしもせず、彼女は告げる。

「○二○○。──関東解放」

　振り上げた手を、義康が下ろした。

「状況を開始するぞ……──。」







[image: 解説　●関東解放の布陣●]







[image: 第二十二章『奪還口の導き手』]
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　戦せん闘とうは、すぐには開始されなかった。

　羽は柴しば勢は迎げい撃げきのために布ふ陣じんを動かしたが、前には出なかった。

　一方の毛もう利り勢も、羽柴勢の展開に対し、沿岸の陸地から海上を通過する事を選択し、距離が空あいた。

　激げき突とつは時間の問題だったが、羽柴勢は迎撃と阻そ止しのために南東側に布陣を伸ばし、毛利勢は南の海沿いに東へとルートを刻んでいく。

　毛利勢としては、海回りで房ぼう総そう半島に行きたいところだが、そのルート選びも限界がある。羽柴勢との激突を恐れて外回りを狙ねらい過ぎれば、房総半島の南なん端たんを通り過ぎ、迂う回かいし続けてしまう事になるからだ。

　一方の羽柴勢も、毛利勢を追いかけるのに全力は尽くせない。南東側に引っ張られれば、折せつ角かく浦うら賀が水すい道どうを守るために構えた布陣が崩くずれ、そこを毛利勢の後続に攻め立てられるからだ。

　ゆえに羽柴勢は、浦賀水道の上空にいた戦せん艦かん群を、南へと進ませた。鉄てつ甲こう船せん九艦。全てを、高度に差を持たせて壁とし、毛利勢を塞ふさぐようにしたのだ、

　西には三み浦うら半島の防ぼう衛えい艦かん隊たい。北には浦賀水道の固定砲ほう座ざからの迎撃。これに、南に出た鉄甲船を入れて上から見ると、全体は〝[image: ]〟というような形になる。

　この内側に、西から毛利艦隊が飛び込む推すい移いだ。

　毛利艦隊は南に進路を変えようとするが、鉄甲船の速度が勝った。

　鉄甲船の全長は八〇〇メートル。上下三艦ずつ、後続との艦かん間かんは二キロを空けたがため、浦賀水道の砲座からは八キロ程の包ほう囲い網もうとなった。

　対する毛利側は、それでも南へのルートを選ぼうとした。

　だが、毛利艦隊の動きを止めるものがあった。

　迎撃の布陣が作る〝[image: ]〟型の背はい後ご。房総半島の防衛に回っていた航こう空くう艦隊が、南へと動く構えを見せたのだ。

　このまま進んでも、房総側から防衛艦隊が出れば、外洋へと押されてしまう。

　ゆえに毛利艦隊は、鉄甲船の艦隊への直進を選択した。

　先せん頭とうの突とつ撃げき艦隊が、上下三艦、左右三組からなる鉄甲船の艦隊の中央右へ行った。

　右端はしの一組と、中央の一組、この両組の間へと、飛び込んでいったのだ。

　そして後続は、突撃艦隊の右を追い越すように、ルートを選択した。

　鉄甲艦隊が、間を抜けられる事を恐れて幅を狭めれば、向かって右を後続が抜けていく。そんな図式を作ったのだ。

　直後。三浦半島の防衛艦隊と、毛利の突撃艦隊の距離が、十キロを割った。

　そして火が夜を走った。

　最初の砲ほう撃げきは、羽は柴しば側、三み浦うら半島の防ぼう衛えい艦かん隊たいからだった。
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　浅あさ野の・幸よし長ながは、遠くの砲ほう火かを見る事が出来なかった。

　ただ、夜を通して、意い外がいにも軽く届く砲撃の音を耳にした。

「始まったねー……」

　呟つぶやく視し界かいは、莫ばく大だいな水を見ている。

　房ぼう総そう半島の東。江え戸ど湾わんの縁ふちだ。

　戦せん闘とうが今行われている浦うら賀が水すい道どうの入口側は、ここからだと、距離にして五〇キロ程離れた場所だ。

　自分達がいるのは、房総半島の北側。江戸湾を地上ルートで敵が攻めて来た時の防衛隊として、こちらに布ふ陣じんしているのだ。

　南の空。時とき折おりに航こう空くう艦の影のようなものが見え、砲火の光のようなものが、遠えん雷らいのように空を照らすのが解わかる。

　だが、明確な戦闘の証あかしではない。

　敵はこちらに来なかったのだ。ならば自分達は要するに、

「みーそーっ、かすー、ってところかなあ」

『そうじゃないんだわ。敵がそっちのルートを通ってないってだけだから』

「あー、ナベさん、もう戦せん地ち？」

『こっちも浦賀の中なか程ほどだから、まだ出しゆつ撃げき要よう請せいは来てない。ただ、戦闘は見えてるんだわ。

　──見たい？』

「ううん？　見るとー、戦闘に参加してる気分になるからー、無しー」

　流石さすがに不ふ遜そんだ、と浅野は思う。

　ただ、こちらが手て空すきとなっているのも確かだ。

　自分が今いるのは、房総の北の湾岸。敵が来るとしたら、上空通過でなければ二ルート。

　一つは湾沿いに、北西から南東のこちらに回り込んでくるルート。もう一つは、

「長なが岡おかー。そっちどう？」

　視線を向けた先にあるのは、長大な橋だ。

　江戸湾を東西に結ぶ、半はん遺い跡せき橋きよう。江え戸ど湾わん遺跡大おお橋はし。

　その巨きよ大だいな橋の中間にある休きゆう憩けい点の建物上に、狙そ撃げき手しゆとしての長岡がいる。

「南の方、見える？」
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　忠ただ興おきは、遺跡建造物の屋上にいた。

　ここは江え戸ど湾わんの中央。海上とも見まごう場所だ。

　湾を渡る大おお橋はしは、陸路として江戸湾を渡るための遺い物ぶつである。神かみ代よの時代は、この建物から西側は海底通過孔こうとなっていたようだが、今は浸しん水すいしている。しかし、

　……黎れい明めいの時代に、東とう征せいの理由をつけ、〝海路〟として橋を架かけた訳わけだ。

　以後、遺い跡せきとしての価か値ちもだが、経済的価値や、将しよう来らいに海底孔を通過し直す際の権けん益えきトラブルや浪ろう費ひなどを避けるために、橋は保たれている。

　鎌かま倉くら幕ばく府ふの時代に、遺跡保全を建たて前まえとして拡かく張ちよう工事も行われたのだが、西の入口が北ほう条じよう側ではなく江戸側の管理となっていたために、里さと見みも北条も戦せん火かに巻き込む事がなかった。

　見ている感じ、この建物は暫ざん定てい的な海かい境きようとなっていたようで、建物の東側、拡張された橋の足あし場ばには、里見管理のものらしい漁ぎよ船せんなども見える。

　だが、今、ここから確かく認にん出来るのは、

『おーい、南ーの方、どーなの？』

　浅あさ野のだ。ワンテンポ遅れてるような言げん動どうが多いが、戦せん闘とうでは策を連続する得え手てだ。迎げい撃げき役として半島湾わん岸がんの陸りく路ろに置かれている意味は、彼女自身が理解しているだろうに、

「暇ひまなのかよ」

『んー、ただ単に、興きよう味みだよう』

　そーかよ、と忠ただ興おきは吐と息いきした。何だかんだと向こうは二個上先せん輩ぱいだ。日ひ頃ごろの付き合いもある。タメ口利いてられるのもそれだよな、と思いつつ、忠興は応こたえた。

「角度的に、こっちからだと西の海側は見えねえ。解わかるのは、房ぼう総そう南の艦かん隊たいが南に行く素そ振ぶりを見せてるってところじゃねえかな。こっち、江戸上空の防ぼう衛えい艦隊は不ふ動どう状態な」

『ふーん。武蔵むさしはー？』

　言われて、忠興は一いつ瞬しゆん鼓こ動どうを跳ね上げた。

　武蔵に行った事を、暗あんに探られているのではないかと、そう思ったのだ。だが、

　……別に、こっちの方が、浅野先輩達よか西にいる訳わけだからな。

　深く考えないようにしよう、と、そう思いつつ、忠興は西を見上げた。

　そこにいる武蔵は、現在、

・イケ照：『武蔵だったら西に向いてステルス入っていくぞ。戦闘に巻き込まれないようにするためだろ』

・浅　野：『池いけ田だに聞いてなあーい。長なが岡おかに聞ーてんの』

・イケ照：『俺おれの方が武蔵に近いんだあーよ。解れー、よ？』

・浅　野：『池田ー。下へー手たーな人真ま似ね、しーなーいーでーよー』

　そうだったのか……、と忠興は戦せん慄りつした。

　……全く似てねえ……！　つうか気付かねえレベルだ……！

　ひょっとして浅野が池田に言いがかりつけてるのかと思った。だが、

・カニ玉：『うーん、二人とも相変わらず仲いいですね！』

　そういうもんか、と忠ただ興おきは内ない心しんで愕がく然ぜんとすると共に、うなだれた。

　……やべえ。

　人間関係とか、人の感情の機き微びとか、最近、全く無知だという自覚に苛さいなまれてばかりな気もする。だが、

・ナベ３：『長なが岡おか、今みたいなの見たらツッコミいれていいんだわ。気にせずな』

・岡──：『いや、まあ、やっとけ、って感じで』

　鍋なべ島しまのリーダーシップが有あり難がたい。が、何となく甘えるのも苦にが手てだ。すると、

・浅　野：『長岡ってナベさんの言う事は応答するー……。とーし上、好き？』

・岡──：『年上って……、アンタら同い年だろうが』

・浅　野：『ええー？　ナベさん苦労してんだもんー。五個上くらいのイメージだよう』

・ナベ３：『長岡、ツッコむといいわ』

　勝かつ手てにしてくれ、と忠興は思う。だが、

「ん？」

　南の方からの砲ほう撃げき音が、変わった。

　こちらが手て空すきになるのとは別で、

「──鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいが、毛もう利り勢を射しや程ていに収めたか」
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　九く鬼きは、房ぼう総そう半島上空の指し揮き艦かん上じようから、的てき確かくな対応を遵じゆん守しゆする事にした。

　敵とこちらの戦力を比較した時、数でも戦力でもこちらが勝っている。

　向こうは北ほう条じようと伊だ達ての戦力を削けずられた状態だ。大だい戦力としての武蔵むさしもいない。特に、毛利の輸ゆ送そう艦かんのほとんどを、〝慶けい長ちようの役えきの補ほ給きゆう〟としてこちらに事前供きよう出しゆつさせたのが大きい。

　御お陰かげで、毛利勢が有する〝数〟のほとんどは、武蔵から得た輸送艦だ。

　武蔵からの輸送艦供出が意い外がいなまでの量だったのは確かだが、それに砲ほう門もんを載のせて戦せん艦かんの代わりとしたところで、攻こう撃げきの手としては弱い。

　砲撃の遣やり取とりは既すでに始まっているが、砲ほう音おんの大きいものが自勢側。軽く聞こえるものが向こうのものだ。音の強弱は明暗で、それは戦せん闘とう力りよくに比例する。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが航こう空くう戦力に弱い国だと、九鬼は思わない。〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟を初めとした、見事な大型艦を、ちゃんと建造し、運用出来る技術もあるし、国力もある。

「外がい界かいに行こうと言うだけの事はある」

　だが、六護式仏蘭西は、航空艦隊を利用した戦闘経験が少ない。

　経験が無いと言う事は、戦闘が得え手てではないというだけに留とどまらない。戦闘経験のフィードバックを受けた新技術と、その開発力に劣おとるという事だ。

　武蔵むさしを相手に、IZUMOを包ほう囲いした時を思えば解わかる。

　あれは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん隊たいとして、表おもてに見せうる限界の内容だった筈はずだ。

　何な故ぜなら、包囲戦であるならば、艦隊の戦せん術じゆつは砲ほう撃げき運用を主として絞しぼる事が出来る。そしてあの時、六護式仏蘭西はIZUMOでの地上戦をもって武蔵との勝負に入った。武蔵のいるIZUMO東側はM. H. R. R.神聖ローマ帝国の艦隊が押さえていたが、回り込みなどの動きを六護式仏蘭西が一切見せなかったのは、

「艦隊戦の不ふ得え手てなど、露あらわにしないようにしたという事か」

　以後、六護式仏蘭西は、羽は柴しばを領りよう内ないに導き入れるが、この時もまた、武ぶ神しん戦力を利用した地上戦や伏ふく兵へい戦術を主としており、艦隊戦は行ってこなかった。

　今、初期の砲ほう火かの応おう酬しゆうが、西の空で行われている。

　列を作った毛もう利り艦隊の先せん陣じんが、正面にいる鉄てつ甲こう船せんと、右の三み浦うら半島にいるこちらの艦隊から砲撃を受けているのだ。

　毛利艦隊も反はん撃げきを行うが、射しや程てい能力と精度に差がある。

　補ほ給きゆうを行えない毛利艦隊は、実じつ弾だんと流りゆう体たいを重ねた流体砲ほうを連発出来ない。実弾砲と術じゆつ式しき砲を主として、前ぜん陣じんに出ると流体砲を使用する。

　それでは遅い。

　戦闘の練度。武ぶ装そうの能力。そして補給の有う無むによる戦術。これらの差が、彼ひ我がの戦闘を支配している。

　現状、鉄甲船は無む敵てきだ。装そう甲こうと、その巨きよ大だいさで、並の戦せん艦かんを圧あつ倒とう出来る。

　それを今回は九艦。壁としての運用だ。

　……戦力は、以前の、〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦い〟より遙かに上だ。

　あの時は、攻め手として動かねばならず、結果として鉄甲船八艦を全ぜん損そんした。自分も右腕うでを失い、今は生せい体たい式の義ぎ腕わんを付けている。

　しかし今回は違う。

　攻め手ではなく、守り手であるため、防ぼう御ぎよと位置取りに専せん念ねんすればいい。

　房ぼう総そう半島に敵を上陸させたら、半負け。

　房総半島を制せい圧あつされたら、全負け。

　但ただし、もしも半島に乗り込まれても、羽は柴しばが来るまで持ちこたえれば勝ち。

　なお、戦力としてはこちらが優勢。

・三本足：『余よ裕ゆうですね、フツーに考えたら。九く鬼き君』

・九本角：『それは油ゆ断だんだ、鈴すず木き君』

・三本足：『君がフツーで無くなればいいという事です。──戦術は？』

・九本角：『簡単だ。敵の先陣を常に半包囲して、撃うち崩くずし続ける』

・三本足：『鉄甲船、敵の正面にぶち当たってますけど、保もちます？』

・九本角：『保もたせる方法はあるとも。安心し給たまえ。それに、物量も戦力も装そう甲こうもこちらが上だ。消しよう耗もう戦せんに持ち込むならば、こちらが勝つ』

　そうですか、という孫まご一いちの声が、浮いていない。

　向こうも油ゆ断だんをしていないのだ。そして、

・九本角：『鈴すず木き君、──そろそろ戦せん場じように変化が起きる』

・三本足：『向こうの射しや程ていに鉄てつ甲こう船せんが入りますよ』

　そうじゃない、と九く鬼きは言った。砲ほう撃げきの交こう叉さ音に、別の異い音おんが混じったのだ。それは、

・九本角：『敵の先せん陣じんが、崩ほう壊かいしていくのだよ』
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「お？　早はええな」

　毛もう利り艦かん隊たいの後続、山やま形がた城じようと共に控える形で宙ちゆうに存在する〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の上で、輝てる元もとは口くち端はを歪ゆがめた。

　彼女の視線の先。遠く東の空に赤の花が咲いていた。

　艦隊の先陣。その最先せん端たんにいた突とつ撃げき艦が、爆ばく発はつしたのだ。

「くっそ、思った以上に向こうの主しゆ砲ほうが抜いて来るぜ」

『突とつ出しゆつすると危険ですね。指し揮き官かんの方、対たい処しよは講じてありますが』

「勢い任せでいけねえか？　Mouri-01」

　問い掛けに、Mouri-01が一いつ瞬しゆんだけ言葉を止めた。

　計けい測そくしているのだ。その結果は、

『敵、鉄甲船が搭とう載さいしている火か器きが、K. P. A. Italia戦の時のものとは違います。無む砲ほう塔とう式ではなく、恐らく二十四センチ二十八口こう径けい長、安土あづちが副ふく砲ほうとして搭載しているのを切り詰めたものではないでしょうか」

「砲ほう身しん切って威い力りよく弱くなってんじゃねえの？」

『その分、冷れい却きやくに有利という事です、姫ひめ様さま。ただでさえ艦かん側そく面めんの砲ほう門もんは数が多いですから、釣瓶つるべ撃うちをすれば各砲身の過か熱ねつを防げますからね。

　なお、御心配の威力ですが、現状の距離十キロで、直ちよく撃げきなら艦かん首しゆ側からでも六発程で航こう行こう不能にさせられます。防ぼう護ご障しよう壁へきは装甲の代わりになりますが、集中砲ほう火かを受けると展開が間に合わず、今の通りになります』

　ちょっと待て、と輝元は、砲撃音を聞きながら表示枠シーニヤカドルを開いた。

「今さっきの撃げき沈ちんされた戦せん艦かん。防護障壁を抜かれて落とされるまで、何秒だ？」

『集中砲火が始まってからならば、百十七秒です』

「現在の進行速度は？」

『時速五十キロ。秒速十四メートルと換かん算さん下さい』

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝てる元もとは頷うなずいた。

　正面、並び行く戦せん艦かんは、

　……一艦、大体四百メートルか。

　艦かん間かんは三百メートル程を空あけている。だとすれば一艦あたりのスペースは七〇〇メートルとなるので、

「前に出てる艦が、五十秒で落とされなければ、前進は出来るって訳わけか？」

『Ｔｅｓ．、──但ただし現状、敵砲ほう撃げきへの対たい処しよで、艦列の動きが遅くなっています。最終的には時速三十キロ程度に落ちるでしょう。また、鉄てつ甲こう船せんの主しゆ砲ほうですが、本来の有効射しや程ていは恐らく五キロ。これから接近していきますが、距離五キロを割った時点で、直ちよく撃げきはそのまま撃げき沈ちんという覚かく悟ごをした方が良いものとなります」

「面めん倒どうだから、何がどうなるか、計算してくれねえか」

『Ｔｅｓ．、──五キロ以上、近付く事は不可能でしょう』

「早えな！」

『Ｔｅｓ．、そういうものです。敵の装そう甲こうはK. P. A. Italia戦の時と同様のようですが、砲ほう門もんの入れ替えは非常に面倒な話だと判はん断だんします』

「想そう定てい外がい？」

『想定はしていました。結果として、戦せん術じゆつは大きく狭められます』

「勝てんのか？」

『想定はしていましたし、戦術は狭められますが、勝つ結果も想定されています』

「だったらこう言うしかねえな。──現場は気合い入れてけよ、ってよ」

『大だい丈じよう夫ぶです。現場指し揮き官かんの話では、鉄甲船に三キロまでは肉にく薄はく出来るとの事で。そこからが勝負になると、そう言われています』

「こっちの砲門は？」

『十八センチ三十六口こう径けい長が、鉄甲船の装甲に対しては有効射程二キロです』

「一キロ詰める勝負は、指揮官の更さらなる努力だな」

　輝元は呟つぶやいて、一ひと息いき入れた。遠く、砲撃の音と防ぼう護ご障しよう壁へきの破は砕さい音を耳にしながら、

　……戦せん闘とうのバランスを作っているのは、鉄甲船の主砲と、地上側の砲撃の厚みだろう。

　敵の方が攻こう撃げき力も防ぼう御ぎよ力もある。

　こっちは戦術と、削けずられはしたが、物量が頼みだ。

　だが、まだまだ位置がマズい。腕を組み、戦闘用ベストの襟えりを立て直した輝元は問う。

「ちょっと手前すぎるのは確かだな？」

『Ｔｅｓ．、砲撃によって撃沈が出るのは、三み浦うら半島が沖おきに突き出たところよりも、向こうにして欲しかったですね、姫ひめ様さま』

「行けるか？　Mouri-01」

『いえ、姫ひめ様さま、そういう言い方ではいけません」

　ああ、と輝てる元もとは、次の花が咲き、また次が続くのを見ながら口を開く。通つう神しんの表示枠シーニヤカドルを開き、

「──前に行ってくれよ」

　行けるか？　ではない。

「行かねえならあたしが出ちまうぞ？　だからとっとと前に出な、皆！」

　そして、

「あたしに道をつけてくれ！　前線！」
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　妙みような動きを毛もう利りが始めたわな、と鍋なべ島しまは戦せん況きようを見ながら思った。

　毛利の艦かん隊たいは、実のところ、かなり上う手まくやっている。

　自分の位置。浦うら賀が水すい道どうの江え戸ど側に設けられた足あし場ばの一つからは、湾の向こうの戦せん闘とうが覗のぞき見するように確かく認にん出来る。

　そこに見える敵てき艦かん群の動きは、

「御お嬢じよう！　──毛利は水すい軍ぐん上じよう手ずって言うけど、いい襲しゆう名めい者しやでも見つけたんだろうな！」

「防ぼう御ぎよの事？」

　おう、と龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうが、機き竜りゆうの整備を行いながら言う。

「──厳いつく島しまの戦いの時とは戦せん術じゆつが違う！　そういう事だあよ御嬢！」

「知らんわ、そんな古い事！」

　見る先、横三列を組んだ毛利の列艦は、その縦たて列れつにおいては

　……こっち側の列では、やはり艦を縦たて三段に組んでるわな。

　上下三段、密みつ集しゆうさせた艦の列は防御専せん念ねんだ。防ぼう護ご障しよう壁へきを重ねるように多重展開し、陸側からの攻こう撃げきを弾はじき散らせている。そしてその陰からは、守られている艦が地上側や空中へと実じつ弾だんの曲きよく射しやや、術じゆつ式しき砲ほうの追つい尾び弾だんを発はつ射しやする。

　守る側と、攻撃する側を分けた戦術だ。防御側に入っている多くの艦は武蔵むさしから供きよう出しゆつされた輸ゆ送そう艦で、この辺り、武蔵準じゆん拠きよの防護障壁の方が毛利のものよりも強力だという事なのだろう。しかし、

「見ろよ御嬢、正面から当たっているように見せかけて、実際は面めん倒どうな疑ぎ似じ浸しん透とう戦術だぜ」

「疑似？」

　と見上げた浅い夜空では、毛利艦隊の前線が有効射しや程ていに鉄てつ甲こう船せんを捉とらえていた。

　正面に対して、毛利艦隊は、開放した流りゆう体たい砲ほうからの砲ほう撃げきを開始する。

　だが、その砲撃光が、多く感じる。

　……は？

　毛利勢が組んだのは、陸側二列と、海を回ろうとする側一列の計三列艦隊だ。だから正面撃うちは、曲きよく射しやなどをしなければ基本は正面にある三列分ぶんだけだろう。

　しかし、倍以上の数の砲ほう撃げき光が、壁を作る鉄てつ甲こう船せんの艦かん隊たいに突き刺さる。その仕掛けは、

「さっき戦艦落とされたのを利用して、錯さつ覚かく作ったんだぜ、ありゃあ」

　龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの、えーと、何番目だ、まあいい。とりあえず眼鏡めがね爺じいさんが、空を指で撫なでた。その動きは、東から西へと上がって行く階段状のもので、

「艦隊が、微び妙みように前下がりの階段状になってやがんのよ」

「は？　どう見ても水平……」

　という鍋なべ島しまの言葉は、止まった。

　落らつ下かし、三み浦うら半島の浜に火ひ柱ばしらを立てた毛もう利りの突とつ撃げき艦。その上を行く毛利艦隊は、三つの火によって下から照らされるが、

　……火の反射が、違うわな。

　距離だけではない。前艦が作る影が、後ろの艦に当たっている。それも深く、だ。

　わずかながら、毛利艦隊は前下がりになっている。そして、

「さっき、外側の列が微妙に外側に尻しりを流すような列を組んだ。前から見てれば解わかるかもしんねえけど、陸上からだと、上空の動きってのはまず解らねえ。流りゆう体たい検けん知ちの索さく敵てき装そう置ちで見てた連れん中ちゆうも、外に三列目めが来た動きの継けい続ぞくだと思ってたんじゃねえかな？」

「実際は、あれ、縦たてと横の斜しや列れつ陣じんだあよ」

　解る。

　確かに、毛利艦隊はわずかな前下がりになっている。砲ほう塔とうを甲かん板ぱんに積んでいる以上、前艦が下がれば、後続艦は射しや角かくを得るのだ。

　火力に劣おとる毛利艦隊としては、

「前進で前詰めすればする程、砲ほう門もん密みつ度どは上がるってこった。向こう、軽けい戦せん艦かんクラスが多いけど、それが左右列と前後の密度を上げたら、──火力は弱いが、規き模ぼは〝永遠に続く戦艦〟ってこったぜ」

　更さらには、砲ほう火かが増えていた。

　外洋側、外を回ろうとする動きを作っていた外列艦隊が、

「──回るか。軽量艦の技だな」

　髭ひげの爺さんの言う通りの事が、海側の空で生じた。

　毛利の外列艦隊が、縦の車しや輪りん陣を作り始めたのだ。

　その動きは遅く、小型艦の作る車輪の動きとはいかない。だが、前下がりの打だ撃げきを入れるような回転は、前進を遅ち々ちとするものの輪を前後に長く、回る蛇へびに似た形を作っていく。

「最新の艦隊戦、アルマダ海かい戦せんで三征西班牙トレス・エスパニアがやった車輪陣を、もうここで応用する指し揮き官かんがいるのかよ……！」

　はは、と総そう髪はつの爺さんが笑った。

「御お嬢じよう、見ておけ。面白いぞ」

「どういう事だわよ？」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、武ぶ神しんがいる通り、絵に描いたような騎き士し文化のある国だ。

　突とつ撃げきには盾たてと槍やり。その通りの事をやってんだよ、毛もう利り艦かん隊たいも」

　見ろ、と彼は言った。

「手前の陸側列の艦隊は、防ぼう護ご障しよう壁へきを固めた盾だな。

　そして正面列れつは流りゆう体たい砲ほうを撃うち込んで、隙すきあらば前に出ようとする。これは、盾を翳かざし、油ゆ断だんしたら突とつ撃げきカマすぞ、って言ってるようなものだ。

　しかし本命は、奥。海側の車しや輪りん陣じんだ。何しろこれはノーガードで攻こう撃げきをし続ける。だけどうちらの鉄てつ甲こう船せんの艦隊は手て前まえ列れつのシールド役と中央列の突撃役やくにも気を払わなければならず、車しや輪りん陣じんだけを狙ねらって潰つぶす事は出来ない。──徒か歩ち戦せんの騎士と同じだな。盾を、守りと囮おとりに使って前に出つつ、その陰からの槍で敵を削けずり倒そうというのだ」

「じゃあ、毛利側が有利なんだわね？」

「そうとも言えん、御嬢」

　彼は、髪かみを搔かき上げ、呟つぶやいた。

「まだ、手はいろいろあるし、隠かくしてあるだろうが、火力と装そう甲こうにかけて、P. A. Odaの鉄甲船は随ずい一いちと言えるのだ」
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　九く鬼きは、索さく敵てき検けん知ちの表示枠インシヤ・コトブを立体表ひよう示じ化し、全体の流れを見た。

　……見事と判はん断だんしよう。

　航こう空くう艦かんとは、空中に存在するものだ。仮か想そう海かいを使用した浮ふ上じようシステム故ゆえ、攻撃手段は艦かん上じように多く積まれる事となるが、それでも基本は空中機き動どうする攻撃台だい座ざだ。

　当とう初しよにおいて、相あい対たいする敵艦隊の〝動き〟を、九鬼は無意味と感じていた。

　何しろ、見た目は真まっ正しよう面めんから数に押した突撃だ。物ぶつ量りよう頼だのみでこちらが撃ち抜けなくなる事を望んでいるだけの戦せん術じゆつであろう、と。

　無む論ろん、そんな事は通さない。

　だから、鉄甲船を格こう子し状じように配置し、上下左右からの主しゆ砲ほう撃げきを叩たたき込んだ。追加として、三み浦うら半島側と、浦うら賀が水すい道どう側からも対たい空くう砲撃を撃ち込み、敵の前ぜん衛えいを破は壊かいした。

　このペースでは、鉄甲船のいる位置まで、敵は届いて来ない。それを先せん頭とう列れつの撃げき沈ちんで証しよう明めいしてやったのだ。

　しかし、先頭列の撃沈の陰で、敵は既すでに動いていた。

　先頭艦が沈むのを追うように、艦列の頭を下げ、外に広げ、斜列を確定した。

　上下と左右の斜列。更さらに外列艦隊は車輪陣をも敢かん行こうした。

　この空域を、広く、しかし外には出ずに使うと、明めい言げんしたような構えだ。

　包ほう囲いや突とつ撃げきしか艦かん隊たい運動として出来なかった六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。そんな彼らが扱い切れる戦せん術じゆつではない。

　いい指し揮き艦かんと、練度の高い部ぶ下か達が、この艦隊を動かしている。

　……見事だ。

　だが、と九く鬼きは思った。

「火力と装そう甲こう、その違いがどう出るか、見せてあげよう」
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「くせえな」

　輝てる元もとは、艦列が頭下がりになったために開けた視し界かいの先で、それを見た。

　九鬼の指揮する鉄てつ甲こう船せんの艦隊が、砲ほう撃げきの狙ねらいを定めたのだ。

　鉄甲船の艦隊の主しゆ砲ほうが穿うがつ相手。火ひ花ばなを散らす元となったのは、

「ったく〝俺おれ強いんです解わかってます〟くせえんだよ！　──盾たて崩くずしか！」

　こちらから見て左列。陸地側に向けて防ぼう護ご障しよう壁へきを構える輸ゆ送そう艦隊の列を、敵は正面撃うちの相手として選択したのだ。

　毛もう利り側の戦せん艦かんの砲撃や侵しん攻こうなど、構うものではないという態度だ。こっちの防ぼう御ぎよを担になっている艦列を潰つぶしてしまえば、

「防御の出来ない連れん中ちゆうは、陸上側からの砲撃で片付けられるってか」

　輝元の言葉を証しよう明めいするように、艦列の先せん頭とう左手で流りゆう体たい光こうの爆ばく砕さいが生じた。

　その位置にある輸送艦。彼らの主しゆ防護障壁は、基本、陸側に向けられている。だが、前面側にも防護障壁は存在するし、航こう空くう艦の構こう造ぞう上、正面で向き合う艦には砲撃が当てにくいものだ。

　しかし、九鬼の指揮する鉄甲船の艦隊は、それを撃ち抜いた。

　数発の集しゆう弾だんが防護障壁を破は壊かいし、タイミングを合わせるように主砲の一いち撃げきが輸送艦を穿うがった。

　破壊されたのだ。
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　毛利艦隊の前線。北面めんとなる海岸側がわの守りを担当していた輸送艦が砕くだかれる。

　原因は、艦かん首しゆ側から艦かん尾びに抜けた砲ほう弾だんだ。

　鉄甲船の主砲が、正確に撃ち抜いたものだった。

　破壊は段階をもって進む。

　初めに生じたのは、出力障しよう害がいから砕け散った全防護障壁の破は砕さいだ。先に割られていた主防護障壁とは別で、生き残っていた副ふく障壁の全てが波打つように弾はじけ飛んだ。

　次に起きたのは、輸送艦内部での破は裂れつだ。砲弾の衝しよう撃げき波はが通過孔こうの跡あとを突っ走り、その孔あなを拡大するように力をぶちまけたのだ。

　輸ゆ送そう艦かんの内部構こう造ぞうは、基本、中央部を貨か物もつ庫ことしている。空白部の多い貨物庫内は、フレームによって幾いくつかのブロックに分かれているが、その一つ一つが、風船のように内側から膨ふくれ、艦の強度バランスによってその接合部から曲がった。

　艦かん首しゆ側と、下部の強度が高い輸送艦だった。内部のブロックごとに激げき音おんで軋きしみ膨れた艦は、強度の弱い上側が大きく破は裂れつした。結果として、艦かん尾びを下向きに、抱くように曲げた輸送艦は、やがて下部側の竜りゆう骨こつを折られ、艦尾から落ちていく。

　しかし、輸送艦はそこで赦ゆるされなかった。

　二発目の敵主しゆ砲ほうが激げき突とつしたのだ。

　快音が響ひびいた。

　砲ほう弾だんは、正面に向けられた輸送艦の腹に激突した。

　艦を支える竜骨のメインフレームは、砕くだかれながらも、その背せ骨ぼねから肋ろつ骨こつへと、衝しよう撃げきを一気に走らせる。

　響く震しん動どうは、内ない殻かくを剝はがし、頑がん丈じような外がい殻かくは、しかし外部の装そう甲こう板ばんの接合を失った。

　輸送艦が、一気に飛ひ散さんした。

　直後。メインフレームの震動から主駆く動どう器きに流りゆう体たい燃ねん料りようの逆流が発生。それまで、防ぼう護ご障しよう壁へきの破は砕さいによる出力フィードバックを止めていたセイフティは、一切が断ち切られた。

　もはや艦を守るものは何もない。

　夜の中で、輸送艦が青白い光に爆ばく砕さいした。

　直後。燃え上がった流体光こうを食うように、赤の炎ほのおが艦の構造物から巻き上がる。

　流体燃料が装甲も何も引いん火かさせ、焰ほのおを上げさせたのだ。

　落ちていく。

　散った装甲も、フレームも、艦の残ざん骸がいと呼べる何もかもが、夜の海や浜に落らつ下かした。

　後に残るのは、

「撃うて……！」

　指し揮き官かんである九く鬼きの号ごう令れい一いつ下か。空を、鉄甲船せんの主砲ほう撃げきが貫つらぬいた。
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　九鬼は、一気の打だ撃げきを望んだ。

　防ぼう御ぎよを司つかさどっていた敵の輸送艦列を、一ひと息いきに食う事にしたのだ。

　陸側からの砲ほう火かを、そちらに構えられた主しゆ防護障壁に集中。正面防御が疎おろそかになったところに、鉄てつ甲こう船せんの砲撃を入れ、更さらには、

「浦うら賀が水すい道どう入口、砲撃台だい座ざ、──下から穿うがて」

　対たい空くう砲火の射しや角かくが、もはや真ま下したに近い位置から敵の艦かん列れつを狙ねらえるようになっている。

　ならばそれだ。

　九く鬼きとしては、鉄てつ甲こう船せんには、敵攻こう撃げき艦の相手を優先させたい。火力を考えるに、敵の戦せん艦かんを止めるには、やはり鉄甲船の主しゆ砲ほうが必要だと思うからだ。

　だから、浦うら賀が水すい道どう入口に設けた砲ほう撃げき台だい座ざからの対たい空くう砲ほうを利用する。

　航こう空くう艦は下への攻撃が不ふ得え手てだ。対空砲は、上空からの爆ばく撃げきや曲きよく射しやがない限りは比較的安全な迎げい撃げきを行えるし、

「戦せん士し団だん砲撃隊たい。腕の見せ所だ」

　砲ほう手しゆ達の多くは、襲しゆう名めい者しやではない一いつ般ぱん学生だ。彼らとして、敵の艦を撃げき沈ちん出来るという経験は、この場の士し気きにおいても今後においても、有意なものだろう。

　通つう神しんの中。成果を上げた学生達の歓かん声せいが聞こえる。

　だが、と九鬼は思った。五、六艦目の敵てき防ぼう御ぎよ艦かんが砕くだかれるのと同時に、砲手達の交こう代たいタイミングを計るよう、現場に指し示じを送ったのだ。

　……この戦せん場じようは、数時間の長なが丁ちよう場ばになる。

　初めは歓声を上げる事が出来た者達も、続き止まぬ敵の侵しん攻こうに、疲れ、怖おそれを抱く可能性が高い。新しん人じんの多い今回は、尚なお更さらそうだ。

　だから分散する。

　砲手の交代をこまめに行い、鉄甲船だけではなく、地上側も有用する。

「地上側、防御艦隊のみを狙ねらえ！　既すでに長大な横列が正面にある筈はずだ。手当たり次第でいいから撃うち込み、削けずっていけ！」

『──Ｔｅｓテスタメント．！』

　三み浦うら半島沿岸で敵の防御を削っていく事が出来れば、その先せん陣じんを相手にする浦賀水道側は有利となる。

　狙いは見えた。指示も出した。実際は今までとあまり変わっていないのだろうが、

・三本足：『戦場が推すい移いして、自分達のやっている事が大だい丈じよう夫ぶなのかどうか、少しあやふやになって来たところに、改めての目もく標ひよう設定と指示は必要ですね。九鬼君』

・九本角：『戦場とは職しよく場ばだよ、鈴すず木き君。初めに計画ありき。そして次は、働く者のモチベーション管理と、目標の設定と的てき確かくな指示。最後には──』

　また輸ゆ送そう艦が落ちていく。

　遠くに見える炎えん上じようの赤と煙を見ながら、九鬼は呟つぶやいた。

「──成果。これが何よりも皆の仕事意い欲よくを増す」

　今の成果は三浦半島側からの迎撃だ。下からの攻撃が有効であるため、こちらの航空船は半はん島とう上じように着ちやく地ちして砲撃を行い出している。

　だが、敵も手をこまねいている訳わけではない。

　九鬼は、ある事実に気付いた。

「……敵の勢いが、削そがれない？」
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　九く鬼きは、敵の動きに対して、妙みようを感じていた。

　それは、不安という妙であり、賞しよう賛さんという妙でもあった。

　敵が作る動きは的てき確かくで、理りに適かなっているし、練度も高い。

　だが、まだこちらの戦力バランスを戦せん術じゆつで覆くつがえせる程のものではなく、フォローも足りていないように思える。

　つまり現状、敵の指し揮き官かんは、参加した者達を敗はい北ぼくに至る道から救えていない。

　無む論ろんそれは、自分達の力が強いと言う事なのだが、

　……妙だと、そう判はん断だんしよう。

　何しろ敵は、防ぼう御ぎよ艦かんを砕くだかれているのに、そのフォローを明確にしていないのだ。

　良く出来ているが、足りていない。

　防御が無くなれば、陣じんの動きを変え、戦せん場じようを変化させねばならないだろうに。

　このような動きを作る事が出来る指揮官ならば、現状の不備にも対たい処しよは出来て然しかるべきだ。

　だが、敵はそれを行っていないようで。

「それなのに、敵の勢いが失われないのは、どういう事だ」

　敵には、何か用意があるのだ。こちらは気付いていないだけ。そういう事だ。

　……一体何が……。

　と、九鬼は索さく敵てきの表示枠インシヤ・コトブを視し界かいに入れ、気付いた。

「ここ、か」
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　江え戸ど湾わん側の浦うら賀が水すい道どう上に設けられた輸ゆ送そう艦足あし場ばの砲ほう座ざ。

　その上で臨りん戦せん待たい機きに入っていた鍋なべ島しまは、自じ勢せいの砲ほう撃げきが狙ねらいを変えたのを見た。

　ほぼ真ま横よこから見る事の出来る最前線。迫る敵艦かん列れつの頭を撃うち砕くだいた鉄てつ甲こう船せんの砲撃が、輸送艦の作る防御列にまた向かうようになったのだ。

　……狙いを別にしたり戻したり、どういう事なんだわ。

　先さき程ほど、輸送艦群はもう相手にしないと、そう決めた筈はずではなかったか。

　先せん輩ぱい格かくの考える事は、ときたま理解の範はん疇ちゆうを超える。

　だが、意味を求めて視線を細めた鍋島は、九鬼の考えに気付いた。

「……輸送艦の列に、戦せん艦かんが入ってる？」

「おお、御お嬢じよう、よく気付いたな！　流石さすがは御嬢！」

「侮あなどるんだか褒ほめるんだか、明確にしてほしいもんだわ。だけど──」

　見える。

「前進する列と車しや輪りん陣じん。これって、攻こう撃げきにだけ使える訳わけじゃないんだわね……」

　そうともよ、と禿はげ頭あたまの爺じいさんが言った。

「列があるって事は、外が脱だつ落らくしたら、内側から埋める事が出来んだ。

　そして内側が空あいたら、後ろから補ほ充じゆう。

　また、疲れたり、疲ひ弊へいしたヤツは可能な限り車輪陣の戻りに組み込んで後ろに回してやる。──これ、攻めながら、補ほ修しゆうと回復を行うための陣だな」

　言われている間に、彼が敵の艦かん列れつの下側を指さした。

　階段状になっている敵勢。その段差の裏側を、被ひ弾だんした戦せん艦かんが外洋側に移動していく。

「陰での動きだ。被弾によって内側に押され、落ちていくようにも見える。

　だが、それも錯さつ覚かくだな。迎げい撃げきの現げん場ばは、列が詰まって新しい敵が来たら砲ほう撃げきに専せん念ねんしなければならず、逃げた相手を追ってられない」

　その間、被弾した艦は車輪陣の戻りに組み込まれ、

「後ろへと流れていく、という訳だわね……」

「逆に、手て前まえ列れつの輸ゆ送そう艦かんの方に穴が開いたら、戦艦が埋めて防ぼう御ぎよする。これ結けつ構こう厄やつ介かいだな。

　戦艦の防御力の方が高いから。輸送艦狙ねらってればよかった対たい空くう砲撃担当の新しん人じん連れん中ちゆうは、穴埋めで来る戦艦なんかの動きに戸と惑まどってるだろ」

　確かにそうだ。地上側から飛ぶ砲ほう火かと着ちやく弾だんの関係が、やや乱れている。

　その静かな混乱を遠とお間まに見ながら、鍋なべ島しまは吐と息いきした。

　未いまだ、自分には出しゆつ撃げきの指し示じが来ていない。

　現場は完全に上う手まく回っている訳ではないが、

「……この程度なら許きよ容よう範囲、って事なんだわな」

　自じ勢せいへの被弾は少ない。敵の攻撃を鉄てつ甲こう船せんが吸収しているからだ。それに、

「結局敵は、少ない戦艦を前倒しで消しよう費ひしている事になる？」

「そこにまた、何か仕掛けがあんだろうって思ってるから、九く鬼きは警けい戒かいして、輸送艦列れつに入った戦艦の対応を全部鉄てつ甲こう船せんでやろうとしてる。戦艦さえ潰つぶしてしまえば、何とかなっから。──鉄甲船に乗ってる連中の練度が高いから出来る事だな」

　今、また敵の前線が砕くだかれて沈んだ。戦艦は破は裂れつし、輸送艦も被弾の炎ほのおを上げながら浜はま辺べへと降こう下かしていく。

　しかしその流れは、二割程縮んだものの、止まる事が無い。

　更さらには、中央の戦艦列が徐じよ々じよに前に出ている。

　防御の輸送艦は砕かれているが、輸送艦列への戦艦の穴埋めで、迎撃の手が乱れた。それを隙すきとして、陰となっていたこの列は前に出たのだ。

「仕掛けて来てやがる。──三列編へん成せいの各列が、速度変かえたぞ」

　顎あご髭ひげの爺じいさんの言葉通り、風が軋きしみの音をたてた。

　ゆっくりと、しかし明確に、毛もう利り勢の艦かん列れつが蛇だ行こうしたのだ。
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　……面めん倒どうを……！

　九く鬼きは、蛇行の動きを急いで読んだ。既すでに航こう法ほう士し達からも予測が幾いくつか来ている。それを統合し、砲ほう撃げきを先読みで送るようにしながら、

「先に、こういうのは見せておいてくれないものか」

　早くから見ていれば、対応も楽だった。

　敵の戦せん術じゆつには、遅ち滞たい狙ねらいの部分がある。それも攻こう防ぼう一体として、だ。

　今、緩やかな蛇行を行う敵てき艦かん群は、自分達たちで立てた予定通りに動いているだけだ。だから、こちらへの砲撃も防ぼう御ぎよも、的てき確かくに行われている。

　しかし、こちらは対応のために、後ご手てに回らざるを得ない。

　その、一いつ瞬しゆんの手詰まりこそが、敵の狙うものだ。

　戦力で劣おとるならば、戦術で勝ろうとする。

　但ただし、一発逆転を狙うような戦術を、この相手は信用しないし、用いない。自分達に出来る地道な戦術を用いる事に徹てつする。そして何よりも、

　……自分達が勝っていると、そう見せる事を避けている。

　勝とうとすれば、相手が躍やつ起きになる。

　元々、戦力は弱いのだ。相手を本ほん気きにさせたら勝てない。だから、大勝ちや奇き策さくを用いず、単純な手を重ねる事でこちらの対応を手て間ま取どらせ、その間に前に出る。

「戦術は数多く、しかも、一気に見せるような事はしない、か」

　一つの戦術にこちらが対応したら、次を出す。

　一つ一つ、時間を稼かせぐのだ。

　そうやって誰だれでも出来る戦術を、しかし、組み合わせ、慌あわてる事なく管理し続ける。

　繊せん細さいで、愚ぐ直ちよくだ。

　だが、と九鬼は思った。

・九本角：『計ろう。──鈴すず木き君』

・三本足：『Ｔｅｓテスタメント．、九鬼君。私もいろいろ、疑っているよ』

　彼女は言った。

・三本足：『危険だ』
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　孫まご一いちは、こう言った。

・三本足：『これ以上、遅ち滞たいの接近をさせるべきじゃないと思います』

・九本角：『では、どうする？』

・三本足：『敵の本ほん気きを試し、あわよくば、手の内をさらけ出させます』

　やらねばならない。

　向かい合う敵。この毛もう利り艦かん隊たいの遅ち々ちたる侵しん行こうが、どれだけ本気なのかを試すべきだ。

　何しろ、対応を果たす事が可能とは言え、その指し示じを受けるのは新しん人じんも多い戦せん士し団だんだ。士し気きもあり、永遠に高速の対応が出来るとは思わない。

　綻ほころびれば、敵はその分、前に出てくるのだ。

　そして現状、既すでに敵艦かん列れつは随ずい分ぶんと前進をした。遅々としながらだが、戦せん艦かん列の先せん頭とうは、三み浦うら半島の前を過ぎ、浦うら賀が水すい道どうの上に掛かっている。

　彼ひ我がの距離は、既すでに五キロを割った。

　もはや、鉄てつ甲こう船せんの有効射しや程てい内ないだ。

　直ちよく撃げきすれば、敵の戦せん艦かんを砲ほう弾だんが撃うち抜く。

　装そう甲こうを砕くだくのでも、歪ゆがめるのでもない。貫かん通つうすら可能な勢いで、内部に突とつ入にゆうするのだ。

　だが、と孫一は思う。この敵には、危険を感じますね、と。

「……本来なら、五キロ以上、近づけない筈はず」

　否いな。本当なら、五キロを割る前に、もっと削けずれている筈なのだ。

　それなのに、敵勢は、多くを保ったままその臨りん界かい線を割ろうとしている。

　遅々として、こちらに被ひ害がいはないが、しかし敵は最低限のロスで距離を詰めた。

　散さん開かいでこちらの狙ねらいを分散したり、外がい海かいを大回りするという戦せん術じゆつだってあった筈だ。

　否いな。損そん耗もうを恐れるなら、そういう手段を選ぶのが普通だろう。

　無む論ろん、そんな事をしても、弱い艦かん船せんでは各個撃げき破はを受ける羽は目めになる。上陸したとしても散発的で、地上部ぶ隊たいに食われるのがオチだ。

　しかしこの敵は、違った。

　損耗を計算に仕込み、距離を詰めてきた。

　正面に見える敵の艦列。

　対する自分がいるのは、鉄甲船中央列最さい上じよう段だん。毛利の艦列をやや見下ろす形になる。

　この位置から、孫一は一つの疑問を思う。

　……何な故ぜ、敵は、逸はやらない？

　お互いの距離は、五キロを切る。こちらにとっては本ほん領りよう発はつ揮きの位置だ。

　だが敵は、的まとになる事を恐れず、前にゆっくりと来る。

「何ど処こまで、本ほん気きですか？」

・九本角：『君としては、敵の本ほん意いを、どう思う？』

・三本足：『距離を詰めた時点で、この遅ち々ちたる、焦じらすような戦せん術じゆつを、しかしいきなりに捨て去って飛びかかってくるのではないかと、そう思ってます』

　たとえば、

・三本足：『体当たりによる攻こう撃げきなどをされれば、流石さすがに鉄てつ甲こう船せんも厳きびしい』

　否いな、距離を詰めたならば、そうするのがベストだろう。残ざん骸がいが載のっただけでも戦せん艦かんにとっては厄やつ介かいだし、艦に乗り込んで白はく兵へい戦せんをする手もある。激げき突とつ前ぜん提ていの突とつ撃げきは、古来からの戦術として想そう定ていされて然しかるべしだ。

　だから、と孫まご一いちは呟つぶやいた。

・三本足：『さっきも言った通り、ここで一発大きいのを入れて、敵の出方を見ます』

・九本角：『一応、──今の距離ならば、敵が突撃を仕掛けてきても対たい処しよは出来る筈はずだ。それでも、ここで仕掛けるか？』

・三本足：『何キロまでならば、安全ですか？』

・九本角：『三キロを割ると厳しい。無む論ろん、そこまで接近される頃ころには、敵も損そん耗もうしていて、またこちらも対処が可能かとは思うが──』

　万まんが一いちがある。

・三本足：『──つまり、敵が数を保ったまま、三キロを割ると厳しい、と？』

・九本角：『そういう事だ。敵としても同様だろう。ここで数を割られるならば、接近の意味が無い。ある程度の損耗が生じれば、突撃か、別の手か、対処をしなければならない筈だ』

　ならば決まりだ。

・三本足：『ここで敵を削けずります』

　もしも敵の最終選択が突撃であるならば、

・三本足：『敵が堪こらえているであろう突撃を、誘ゆう発はつさせます』

・九本角：『突撃以外の選択を考えていても、ここで削られれば、それを出さざるを得なくなる、か。──解わかった。やってくれ、鈴すず木き君』

　九く鬼きが言った。

・九本角：『敵の手を暴あばけ、鈴木君』
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　孫一は動いた。

　使用するのは、ヤタガラスの大たい砲ほう発動。既すでに夜の空に三羽ばの烏からすは舞っている。

　今は戦場も花盛り、完全に咲き散ったものや、花を纏まとっているだけのものもいて、海に落ちたものも浜に落ちたものもある。それらが起こす熱風は、戦せん場じように上向きの気流となり、烏の飛ひ翔しようを助けてくれる。

　位置は充分に高く。狙ねらいは、

「広く行きますよ、──ヤタ」

　甲かん板ぱん上、夏服姿すがたの孫まご一いちは、右の眼がん帯たいとなっている巻き布を外した。

　両の瞳ひとみを開け、孫一は敵を見た。狙うべきは、

　……戦せん艦かん列！
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・ナベ３：『長なが岡おか』

　いきなりの鍋なべ島しまの声に、忠ただ興おきは顔を上げた。

　狙そ撃げき役やくとして身体からだを冷やさぬよう、断だん熱ねつシートを兼かねたツェルトを下にも敷しいて座っていた。慶けい長ちようの役えき用として支し給きゆうされたものだが、襲しゆう名めい者しやは特別扱いなのか、自分が今まで使用していたものよりも保温と通つう湿しつ性がいい。愛あい着ちやくと性能、どっちをこれから取ろうかと、そんな事を考えていたのだが、

・岡──：『何だよ、こっちに敵が来てんのか？』

・ナベ３：『こっちはそろそろ出番かもしれんわ。だけどそっちには迷めい惑わくいかんだろ。それよか、ちょっと見とくといいわ。銃じゆう使つかいの鈴すず木き先輩が出る』

　は？　と忠興は南の空を見て、一つの事実を思い出した。

　……こっからだと、見える訳わけねえよな。

　鍋島が画が像ぞうを送ってくるのだと理解して、忠興は表示枠レルネンフイグーアを手元に展開した。

　違った。目に見えたのは、実じつ像ぞうだった。

　浦うら賀が水すい道どうの入口側、南天の夜空を黒光の柱はしらが貫つらぬいたのだ。

　それも斜め撃うち。薙なぎ払うように、東から西へと、戦艦列を黒光が一気に食った。

　夜よ闇やみよりも黒い光が夜空を走り、その直後に、

「……うわ」

　戦艦、六艦程が上面構こう造ぞうを爆ばく発はつさせて夜を震しん動どうさせた。

　同じように、巻き込まれたらしい輸ゆ送そう艦が火を噴ふき、速度を落とさぬ降こう下かをしていく。

・ナベ３：『K. P. A. Italia戦に出なかったから初しよ見けんだけど、──派は手でだわな、鈴木先輩のヤタガラス大砲ほう撃げき』

　鍋島の言葉に、忠興は息を詰めた。

　……これが、現げん役えきの先輩格かくの技か。

　人のチンコ黒く塗って全ぜん裸らで奇き声せいをあげたりしてるのとは違う。否いな、よく考えたら、あれの破は壊かい力りよくも南の空の一いち撃げきと同等の迷惑力な気もするが、

・浅　野：『すごー……、上なぞっただけじゃなくて、落ちてくねー』

　浅あさ野のの言葉通りの事が起きていた。

　南の空に爆ばく発はつと煙の連続が生じていた。

　その光こう景けいを見ながら、忠興は呟つぶやいた。

「あのくらい出来るようになるには、どのくらい掛かると思う？」
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　無む茶ちや言うわな、と鍋なべ島しまは思った。

　今、南の空で展開したヤタガラスの大砲ほう撃げきは、鈴すず木き・孫まご一いちにしても一発限りの大技だ。あれを出した後、当分はヤタガラスをフルで使用する事は出来なくなる。

　戦せん闘とうの推すい移いを見ようという現在、序じよ盤ばんから中ちゆう盤ばんに移る中でそれを行ったのは、上の役やく職しよく者しや達が敵の攻め方を読み難くなっているからだろう。

　ゆえに、ここで一気に変化を与えに行った。

　それを一人で為なすのが、襲しゆう名めい者しやだ。

　無む論ろん、襲名者と言ってもピンキリだし、持ちうる能力は大きく違う。例えば鈴木・孫一が射しや撃げきの得え手てであるならば、九く鬼きは艦かん隊たい指し揮きと制せい御ぎよの得手だ。

　そして長なが岡おか・忠ただ興おきは、

・ナベ３：『目の前に派は手でなもの見えたら、すぐに憧あこがれるって、そういう訳わけかい？』

・岡──：『俺おれは射撃系けいだぜ』

・ナベ３：『じゃあ、長岡の場合はどうなんだわ？』

　ええと、と、向こうから戸と惑まどいの声が来た。

　だが、これは意い地じ悪わるだわな、と鍋島は思った。

　長岡は中ちゆう等とう部ぶ。まだ、高こう等とう部ぶで学科の進路なども決めていない世代だ。教員だって、彼に将しよう来らいの進路や、様さま々ざまな技術や経験の得え方かたを教えてはいまい。だから、

・ナベ３：『可か児に、あんたならどうする？』

　Ｔｅｓテスタメント．！　と可児が言った。

・カニ玉：『うん！　一回、義よし光あき様クラスと戦せん闘とうするといいと思う！　もの凄すごく、頑がん張ばろうって思えるし、そうしないと駄だ目めだって解わかるから！』





●






　……普通そんな機き会かいねえよ……！

　忠興は、可児の台詞せりふにツッコミ掛けた自分を止めた。

　否いな、一応、小お田だ原わら征せい伐ばつの流れは見ているのだが、全体的にピーキー過ぎる。だけど、

　……ああならないと、駄目なのかな。

　自分の惚ほれた女は、どうすれば子供扱いをやめてくれるのだろうか。

・浅　野：『ま、私の場合はー、ね？　ほら、地道に経験と代だい演えん積んで、まずは技の開発とかしながら、神しんとー上位を目め指ざす事かなー。中ー位になって出来る事増ふえたけど、上位になったら、もっともっと増えるし、そうなったら、今とかなり違うと思うんだよね』

・カニ玉：『福ふく島しま先せん輩ぱいみたいに、一つの加か速そく術じゆつ式しきを鍛きたえ続けて強力にするやり方もありますから、オッキー君も今から始めておくといいんじゃないでしょうか！　自分もちょっと、移動系けいを鍛えた方がいいんだな、というのが解わかってきましたし！』

　成なる程ほどな、と、忠ただ興おきは思った。

　二コ上、高こう等とう部ぶ一年でも、意い識しきとして、自分をどうするかを考えている。そして焦あせらず、しかし着々と積み、必要ならば変えていく事を使命としている。

　二年生、三年生以上となると、どれ程の積み重ねと変化があったものか。

　……だけどなあ。

　と、忠興は思う。俺おれが認めて貰もらいたいのは、今夜なんだよな、と。
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「────」

　ふと、忠興は、西の空を見た。

　慌あわただしくて、いろいろあって、戦せん闘とう状況も始まり、忘れていた気になっていたが、そうじゃない。自分はただ思いの募つのりを抑えていただけだ。

　彼女が気になる。今、どうしているのか。どうなっているのか。

　知りたいが、しかし、

　……くそ。

　どうすれば自分は彼女に認められるだろうか。

　もしも今、これから駆かけつけたとしても、彼女は喜ばない気がする。

　俺に迷めい惑わくな事をさせたと、そういう顔をするように思う。

　どうすればいい。

　時間と積み重ねが無ければ解決出来ないものを、どうにか出来ないのだろうか。

　……どうすれば──。

　と思った時だ。南の空で、一ひと際きわ大きい爆ばく発はつの音が響ひびき渡った。

　戦せん艦かんが一いつ隻せき。浜に落ちて爆ばく砕さいしたのだ。

　大地と海が零ゼロ距離で反はん響きようさせた音に、忠興は振り返った。遠く南の空に昇る炎ほのおを見み据すえ、

「すげえ……」

　自分は、あれだけの事を出来るのだろうかと、そんな事を、己おのれと先輩格かくの差として思った。

　だが、忠興が内ない心しんを沈めそうになった時、鍋なべ島しまが言葉を作った。

・ナベ３：『駄だ目めだわ』

　……は？

・ナベ３：『──先輩達の目もく論ろ見みズレたわ。敵、相当やるわ、これ』
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　九く鬼きは、魔ま神じん族ぞくである己おのれの口くち端はが後ろに引きつったのを悟さとった。

　……やってくれるものだ。

　今、敵は大きな損そん失しつをした。鈴すず木きの大砲ほう撃げきによって、戦せん艦かん六隻せき、輸ゆ送そう艦かん四隻を地に墜おとす事となったのだ。だが、

「平然と、遅ち滞たいの侵しん行こうを続けるか！」

・三本足：『……これ、敵、本ほん気きですか？　いや、そうですよね？』

　充分本気だ。

　その証しよう拠こに、敵がこちらの攻こう撃げきに対たい処しよを取っている。長い艦かん列れつに開いた穴を埋めるように、後ろから艦を詰めていきながら、

・九本角：『前下がりだった艦列を、全体で伏せるようにしていくぞ』

　沈んで、全体を見せつける。それによって、全てを狙ねらえるように見せながら、ダメージを分散させる手だ。更さらには下からならば、全艦の砲ほう門もんが上を向き、鉄てつ甲こう船せんを狙う事が出来る。時間あたりのダメージとしては、敵であるこちらの方が大きくなると、そういう計算だ。

　だが、敵の進行速度は、相変わらずだった。

　急がず、遅ち々ちと、こちらへの対応を含め、自分達のカードを切っていく。

　損害も是ぜとして、だ。

　そして九鬼は、一つの事実に思い至った。

　この、戦力で劣おとる艦隊を密みつ集しゆうさせ、遅々たる行こう軍ぐんにてこちらを絡め取ろうとする戦い方。

　自分は、今、目の前で起きているのに似た戦せん闘とうを、かつて得た事がある。それは、

「K. P. A. Italia戦。〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦い〟だ……！」

　ならば、と九鬼は叫んだ。敵の艦列、その奥に向かって、

「いるのか!?　──村むら上かみ・元もと吉よし！」
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　九鬼の声に応じるように、西の空で一つの影が動いた。

　四角く、肩かた幅はばのある男だった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの青と白の上うわ着ぎをマントのように肩に掛けたのは、

「村上・元吉。──毛もう利り水すい軍ぐんの長ちようとして、しかし今は関かん東とう解放の航こう空くう艦かん隊たい指し揮き官かんとしてここにいる」

　彼は、眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げ直し、鉄甲船の艦隊を見み据すえた。

　視線は並ぶ九艦を見通し、その向こうにある房ぼう総そうを捉とらえ、

「前回と逆だな、九く鬼き・義よし隆たか。今度はこちらが侵しん行こうし、君が守りだ。だが──」

　だが、

「以前の反省がある。──〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦い〟の敗因であった全ぜん艦かん突とつ撃げき。私がここで用いると思ったか？」







[image: 第二十三章『足場のやり直し官』]











●






　元もと吉よしは、砲ほう撃げきと爆ばく炎えんによる、鉄の匂においをした風を浴びた。

　……懐なつかしいものだ。

　風に触れるように撫なでた顔には、傷きず痕あとがある。前回の戦せん闘とうでついた裂れつ傷しようだ。その痕が指に与える硬さと彫ほりに、元吉は苦く笑しようした。

「この傷痕こそが、以前の反省だな。しかし──」

　戦闘の構こう図ずとして見れば、今回、こちらはちゃんとした戦せん艦かんを擁ようしている。

　だが、敵が悪すぎる。

　以前も、こちらを羽は虫むしのように落とした鉄てつ甲こう船せんが、更さらには主しゆ砲ほうを強化してきた。毛もう利りの戦艦とて他国と比較すれば平均以上のものだが、向こうは航こう空くう戦をも主としてきた超ちよう大たい国こくだ。まともにぶつかって勝てる相手ではない。

　自分としても、正直、四百メートル級の戦艦となると、鈍どん重じゆうなだけに扱いが難しい。

　自分は貧びん乏ぼう性しようだな、と思いながら、元吉は手元に表示枠シーニヤカドルを呼び出した。

　そこに映るのは、全艦かん隊たいを掌しよう握あくした概がい要よう図ずだ。

　……良い形だ。

　元は海かい賊ぞく。大だい出しゆつ世せと考えるべきなのだろう。

『おい、元吉』

　今の主しゆ君くん。毛利・輝てる元もとが声を掛けてきた。

『勝つぞ』

『Ｔｅｓテスタメント．、それを当然と考えています』

　そうだな、と輝元が表示枠の中で頷うなずいた。

『すげえ忍にん耐たい力の遅ち滞たい戦せん術じゆつ。一個一個、犠ぎ牲せいを前ぜん提ていに手を重ねていくとか、相当な熟じゆく練れん戦せん士し団だん抱えたお前じゃねえと出来ねえしな』

『有あり難がとう御ご座ざいます』

『Ｔｅｓ．、だからもっとやってやれ、この嫌いやがらせ』

　……え？

『いえ、生徒会長、これは嫌がらせではなくて……』

『隠かくすな隠すな』

　解わかってる、という顔で、輝元が右の手の平を前後に振った。

『やっぱ前回、あの九く鬼きにやられたもんな。意い趣しゆ返し含めて、存分に嫌がらせしてやれ。

　いやホント、お前、こういうねちねちした戦術上う手めえんだなあ……』

『いえ、その、あのう……』

『気にすんな気にすんな、性しよう分ぶんって、あるもんな！　頑がん張ばれ！』

　通つう神しんが切れた。

　そのまま、じっと俯うつむいたままになっていたこちらに、副ふく官かんが声を掛けてくる。

「お、俺おれ達、元もと吉よし様の戦せん術じゆつ、好きですよ！　ええと、ほら、相手を手て玉だまにとるというか」

「ああ、いや、いいんだ、うん……」

　元吉は、次の指し示じを出しながら、こう呟つぶやいた。

「何となく、そう思ってたんだよな……、私も」
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『あの、姫ひめ様さま？　何だか通神で村むら上かみ様へのフォローが、部ぶ下かの方達から一いつ斉せいに』

「おお、部下に慕したわれてるってのはいい事じゃねえか」

『……姫様、村上様に何を仰おつしやったんです？』

「いや、──勝つには敵の嫌いやがる事をしようぜ、とか、そんな感じの」

『……姫様？　村上様に戦後、ちゃんと報ほう償しよう出してあげた方がいいかと……』
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　九く鬼きは、息を詰めた。

　……村上・元吉！

　K. P. A. Italia戦であった〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦い〟以降、行方ゆくえ不明になっていたものと思っていたが、

「まさか、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにて、航こう空くう艦かん隊たいの指し揮き官かんとなっているとはな」

・三本足：『……あの、九鬼君？』

・九本角：『何かね鈴すず木き君』

・三本足：『……何で、調べておかなかったんです？』

・九本角：『誤ご解かいがあるようだが、調べは尽くしていたとも。ただ、小お田だ原わら征せい伐ばつにおいて、毛もう利り側では〝総そう指揮役：毛利・輝てる元もと〟となっていてな』

・三本角：『ああ、……〝やった、監かん督とくが阿国おくに派はだ〟って劇場歌か舞ぶ伎きとか見に行ったら、監督じゃなくて制せい作さく総指揮だったって感じ、ありますよね。子ねの国歌舞伎とか特に』

・九本角：『ところが今回はそれが当たりなのだ……！　攻め手大だい将しよう：佐さ久く間ま・盛もり政まさかと思ったら佐久間・信のぶ盛もりだったような感じだ！』
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　夜の空の中、信しん州しゆう方面上空に位置する輸ゆ送そう空くう母ぼがある。

　晴れた夜空を水平に見る管かん制せい室の中で、佐久間・信盛は通神用の集音器マイクを取った。

　彼女は半はん目めで、

「おいおーい、九く鬼きー、飴あめちゃんやらんぞー」

『いや、佐さ久く間ま先せん輩ぱい、これは攻こう撃げき性の戦せん闘とうにおいてであって、輸ゆ送そうや防ぼう御ぎよ性の戦闘という事ではないのです』

「へいへいへい、とにかくちゃんとやっときなー？　私の方からだと、そっちの光とか見えるけど、ステルス入った武蔵むさしはまだこっち通過してないみたいだしなー。どうなのよな？」

　遠く、西南の空には、小さな光が時とき折おり見える。音おん響きよう探たん査さの方では爆ばく発はつ音を拾っているようだが、こちらで精せい査さする意味は無い。

　さて、と佐久間は呟つぶやき、肩から力を抜いた。通つう神しんを切って、

「九鬼は防御戦せん術じゆつでも攻め派はだからなー。黙だまって殴なぐり合ってりゃ強いと思うんだが」

　しかし、

「相手の村むら上かみ・元もと吉よしは、攻めでも防御系けいか。嚙かみ合った場合、大変だぞこれ。そうじゃね？」
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　孫まご一いちは、空を戻って来たヤタガラスを両の腕で回かい収しゆうした。

　大砲ほう撃げき。それも長時間照しよう射しやの薙なぎ払いとなると、流石さすがにヤタガラスも疲ひ弊へいする。

　……最初の一発目で良かったですね。

　今なら、銃じゆう身しんを変えて一休み入れれば、戦せん闘とう中に復帰出来よう。

〝第二次木き津づ川がわ口ぐちの戦い〟では、その辺りを失敗した。敵の出方を見て対応していたら、ずるずると疲弊させられて、大砲撃を立たち花ばな・道どう雪せつに向けて撃うつような事になった。

　大物相手。それも高機き動どうな武ぶ神しん相手であるため、広範はん囲いの大砲撃をぶち込むのに間違いは無い。だが、倒すのではなく、足止めという事を考えるならば、三羽ばのヤタガラスに強化銃じゆう弾だんの集中攻撃をさせる手もあったのだ。

　無む論ろん、その頃ころにはヤタガラス三羽は疲弊していて、強化銃弾の射しや撃げきは出来ても、集中を長く保ったり、高速の連れん射しやなど難しい状態になってはいた。だから、

　……今回は、初しよ手てから大きく相手を削けずる方針で。

　相手の出方を見るような事はしない。

　相手に合わせもしない。

　こちらの方が強きよう者しやなのだから、強ごう引いんに殴っていけばいいのだ。

　だから九鬼も、守りとしての防ぼう壁へきを作りつつ、相手を近寄らせぬよう穿うがっている。

　だが、相手は、またずるずるとこちらを自分の手て順じゆんに組み込み始めていた。

「それを断ち切ろうとしたのに、まだまだやる気ですね、村上・元吉は」

『ああ、そのようだ、鈴すず木き君』

　全く、と孫一は呟つぶやいた。

「ねちねちといやらしい手順の重ねをやってくるとか、正直、キモいですよね」

『……何な故ぜ、女とは、男の戦せん術じゆつ仕掛け合いの浪漫ロマンを理解しないのか』

「……浪漫じゃなくて、敵の攻こう撃げきは早めに終わって勝ってしまいたいだけです。

　ほら、狙そ撃げきとかシンプルじゃないですか。相手の頭を撃うてば大体終わりですよ」

『ここから村むら上かみ・元もと吉よしの頭は？』

「見えたらいいですねえ」

　投げやりな口く調ちように、九く鬼きが流石さすがに沈ちん黙もくした。しかし、ややあってから彼がこう言った。

『──鈴すず木き君。現状、敵が戦術を変えない理由は？』

「現状のまま行けると思っているからでしょう」

『艦かん数すうは削けずれているのに、か？』

　九鬼の言う通りだ。それは解わかっている。

　だが、解っていたところで、相手の手は読めないのだ。しかし、

　……ん？

　孫まご一いちは、今、自分の目の前の状況と、敵の戦術に、妙みような矛む盾じゆんを感じた。すると、

・コニ子：『おおーい、九鬼君、孫いっちゃん、何してんの？　潰つぶさんと、ほら』

・九本角：『それが、相手の手の出し方がまた不明で、思し案あん中なのだよ』

・コニ子：『うーん、だとしたらヤバいんと違う？』

・三本足：『どういう事？　行ゆき長なが』

・コニ子：『簡単な計算やねん。──さっき、孫いっちゃんがドカンやったやん？　そんでケッコ落ちたやん？　それでも艦の移動が変わらへんのは、おかしいやん？』

　つまりな？　と小こ西にしが言った。

・コニ子：『どうやって、戦力の数合わせしとるん？』

・九本角：『戦術だ』

　ですね、と言おうとして、孫一は気付いた。

　……違う。

　戦術ではない。否いな、戦術ではなくなったのだ。何故なら、

・三本足：『──違います。だって、さっきの私達は、敵の戦術を覆くつがえすために、ヤタの大砲ほう撃げきを入れた訳わけですから』

・九本角：『しかし、その後にも、敵は戦術を続行してきているが？』

　だから違うんです、と、交こう叉さされる砲ほう火かの流れを孫一は見た。

　今、敵は伏せた艦かん列れつを作っている。その列の中に自分が開けた穴は、埋まっている。

　しかし、見るべきはその艦列ではない。警けい戒かいすべきは、

・三本角：『伏ふく兵へいです……！』
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　孫まご一いちは理解した。敵の余よ裕ゆうとも見える遅ち滞たい戦せん術じゆつの意味を、だ。

・三本角：『伏ふく兵へいを敵は仕込んでいます。失った艦かんの数かず合あわせとして間違いない。この遅滞行動は、きっと、敵が伏兵を仕込むための時間稼かせぎと盾たてです！』

・九本角：『──待ち給たまえ鈴すず木き君。伏兵と言っても、何ど処こに、だ？』

・三本角：『解わかりません』

　不明だ。

　だが、整合性がとれる現状の説明は、それしかない。

　失った数の分だけ敵は伏兵を用意している。その居い場所は、

　……何処です？

　と、砲ほう撃げきの重なりの向こうに視線を回した時だ。孫一の目はそれを見た。

「武蔵むさし……？」

　遙か西の空、雲が、東のこちらへと靡なびくように見えている。

　否いな。あれはこちらへと靡いているのではない。何かが雲を生み、西へと進んでいるのだ。

　……あれは──。

　武蔵の右う舷げん一番艦かん・品しな川がわの艦かん首しゆだ。

　細い先せん端たんを持ったロングバウが、ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきから外に出ようとしている。

　加か速そくするのだ。

　西へ。急ぐがために、ステルス防護障壁を剝はがしていかねばならない。それは要するに、

・三本角：『武蔵は、伏兵たり得ない……！』
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　池いけ田だ・照てる政まさは、その光こう景けいを頭ず上じように近い位置で見た。

　今まで自分は、白しら鷺さぎ城じようの残ざん骸がい上に座りながら、南西の空に慶けい長ちようの役えきの推すい移いを見み据すえていた。目の前では、江え戸ど側に参加しているために私語モードの浅あさ野の達が実況通神チヤツトで駄だ弁べっており、更さらにその下では、走狗マウス状態になった白鷺城の管理型制御情報プログラム〝小しよう刑ぎよう部ぶ大だい明みよう神じん〟が半泣き愚ぐ痴ちで、

『もう、何です、あの、あの、あの反はん則そく航こう空くう艦……！　って、わあああああ！』

　仰のけ反ぞり、声をあげた小刑部。彼女が残骸上を転がり落ちて行く前に見たのが、

「武蔵か」

　巨きよ大だいな建造物だ。艦かん底ていに纏まとう仮か想そう海かいの音が、ここまで聞こえてくる。

　距離としては数キロ南にある筈はずだが、巨大ゆえに、まるで落ちてくるかのように感じる。

　大型艦にありがちな風を押していく圧音は、今、こちらに届かない。緩かん衝しよう術じゆつ式しきを掛けて、大地側への迷めい惑わくを避けるようにしているからだ。

　ゆえに、ただ、存在の視し覚かく情報のみが、その大きさを伝えてくる。

　……大きいな。

　今まで幾いく度ども見た事がある。映えい像ぞうでも、実じつ像ぞうでも、だ。

　しかし今回は、敵として見上げている。

　自分は慶けい長ちようの役えきに出場していないが、もしも出ていたら、どうだったろう。

　敵として、ここにいると気付かれていたら。そして、自分が攻こう撃げきを仕掛けたならば、

　……無いか。

　自分の術じゆつ式しきは、攻撃的なものではない。オンリーワンに近いものだからこそ、これでいこうと決めるのも早かったし、周囲の憶おぼえも早かった。

　あの武蔵むさしと自分が、攻撃を交わす事はないのだと、そう思いながら、

「まあ、情報は送っておくかな……」

　撮さつ影えい用の表示枠レルネンフイグーアを立ち上げ、池田は空を行く武蔵の影を撮影していく。

　見えるのは右う舷げん一番艦かん・品しな川がわ。左さ舷げん側はまだ姿すがたを見せていないが、西へと向かっているのは確かだろう。

「……これ、P. A. Oda本土側からも見えてるのかな？」
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「──ステルス入って慶長の役を避けてた武蔵が、西へと動いた？」

　竹たけ中なかの疑問の声を、食堂置きの週しゆう刊かん草ぞう紙し読みに入っていた小こ六ろくは聞いた。

　靴くつを脱いで、立てた膝ひざを椅い子す上に縮めてコンパクトにした姿し勢せい。そんな彼女は、天てん井じように掲かかげ読みしていた草紙から視線を外し、

「何ど処この情報」

「佐さ久く間まさんが、観測したそーで。向こう、関かん東とう方面からは池いけ田だ君、──池田・照てる政まさ君ですね。彼も観測報告寄よ越こしてるから、速度や進行方位なんかも割り出せてます」

　そう、と小六は頷うなずいた。でも、と彼女は言葉を繫つなげ、

「何か疑問？　こっち来るのは当然。違う？」

「いや、タイミング的に、もうちょっと加か速そくタイミングが遅いかな、と思ってたんですが」

「ネルトリンゲンに急行だと思う」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうなりますね。確かに、向こうも向こうで、急がないとネルトリンゲンの戦せん闘とうが終わって、長なが岡おか夫人がドカンしちゃいますから」

「何か疑問が？」

　うーん、と竹中が椅子の背に肩から上を預けるように仰のけ反ぞった。彼女は両腕うでを頭ず上じようから後ろに伸ばし、

「武蔵むさし、補ほ給きゆう物ぶつ資し無しで来ますかー。足引っ張れると思ったんだけどなー。ペイロードの換かん算さんやり直そうかなー」

「それはそれで、武蔵の伏ふく兵へい化の懸け念ねんが長引く」

「そー言われると、そーですね。正しいかどうかは別として、武蔵がこっち来るなら、関かん東とうのストレスは軽けい減げんされる訳わけですし」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいて、小こ六ろくは言った。

「御お茶ちや」

「あー、はいはい、おねーさんもちょっと一ひと息いきです。あと──」

「解わかってる」

　小六は言って、椅い子すから降りた。

「取ってくる」

　だって、

「さっきから、ネルトリンゲンの推すい移い予測、後回しにしてる」

「いや、まあ、ええ」

　長なが岡おか夫人の爆ばく死しについて、ちゃんと精せい査さ無しで先読みしたくないのだろう。

　個人の死が掛かっているのだ。

　自分達は、それを是ぜとする一方で、何も思わない訳ではない。だから、

「取ってくる」

「何かついでに頼んでいいですよ」

　その言葉に、小六はこう応こたえた。

「──当然」

　今、京きよう都とに向かう自分達と呼こ応おうするように、武蔵が動き出した。

　その流れは、どのように進み、何ど処こでぶつかるだろうか。そして武蔵の動きによって、関東では慶けい長ちようの役えきが、

　……また、一層、動くか。
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　九く鬼きは一いつ瞬しゆんの判はん断だんを下した。

　手元に開いた表示枠インシヤ・コトブに、戦せん域いきの概がい要よう図ずを出すと、

『──浦うら賀が水すい道どう上空の航こう空くう艦かん隊たい、南西に出で給たまえ！』

　房ぼう総そう半島上空の艦隊を分散して浦賀への穴埋めにし、浦賀水道の入口と三み浦うら半島上空における防空の厚みを補強する。

　その指し示じを出した直後だった。

　三み浦うら半島の平地にて、無音が一つ生まれた。

　そして、九く鬼きは見た。通つう神しんを扱う表示枠インシヤ・コトブに、

『────』

　ノイズだ。

　今まで、自勢力の成果報告や現状を伝えるだけだった画面に、雑音だけの空白が来た。

　該がい当とうの航こう空くう艦かんは、三浦半島の西側斜面に着ちやく地ちしていた艦だった。

　その位置にて防空の砲ほう撃げきを行っていた戦せん艦かんが、不ふ意いに己おのれの動きを止めたのだ。

　艦の砲ほう口こうは、今や全て動かず、いきなりに沈ちん黙もくし、

『退たい艦かんしろ！　用意してある開放口から急げ！』

　応答はない。聞こえているのかいないのかも解わからない。ただ自分の内ない心しんに生じる言葉は、

　……やられた！

　九鬼が思ったなり、木々の斜面を揺るがして、爆ばく発はつが生じた。

　動きを止めた航空戦艦が、自分を山に押しつけるように破は裂れつしたのだ。
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　孫まご一いちは、鉄てつ甲こう船せんの上からそれを見ていた。

　自勢の戦力が、今、初めて削けずられた。

　損失は、戦艦一いつ隻せき。

　爆発の要因は流りゆう体たい燃ねん料りようへの引いん火か。その原因は、砲撃の連打を浴びた事だ。

　だが、と孫一は思った。おかしい、と。

　今までも散さん発ぱつ的な砲撃はあったが、一いち撃げき必ひつ中ちゆうとも言えるようなものは、無かった筈はずだ。

　ならば、伏ふく兵へいだ。

　どこかに潜ひそんでいた敵が、こちらへの必中砲撃を叩たたき込んできたのだ。

　上からではない。揺れる航空艦から、戦艦への致ち命めいを与えられる対たい艦かん砲ほうや、準じゆん対艦砲の狙そ撃げきを行うのは至し難なんだ。

　地上だ。それも恐らく、正確な射しや撃げき手しゆが管かん制せいを行ったものだろう。

　通神を見れば、戦艦からの脱だつ出しゆつを急ぎ行った者達が、爆ばく風ふうに煽あおられていた。それはほとんどがノイズとなっていたが、

『報告……！』

　声が来た。

『水平からの砲撃です……！　恐らく、準対艦砲による、砲ほう塔とう基部への狙撃！』

　無む茶ちや苦く茶ちやな内容です、と孫一は思った。

　準対艦砲となると、それなりの大きさと長さを持つ。人による運用はまず不可能だ。以前、主しゆ砲ほうを担かついで相手にぶつけたのがいたが、あれは魔ま神じん族ぞく。ああ、私も。でも私は無む理り。

　一番有力な推すい測そくは艦かん砲ぽうだが、水平からとなると、違う。そこまで敵の艦列れつは高度を下げていない。ならば、

　……これは……。

　と、心に浮かべたくない懸け念ねんを孫まご一いちが思った。その瞬しゆん間かんだった。

　……北！

　眼がん下かから右手の大地に向かって何か気け配はいが飛んだと、孫一は思った。

　そして、孫一は無音を聞いた。それも二つだ。

　三み浦うら半島に常じよう駐ちゆうしていた戦せん艦かんの内、敵に砲ほう撃げきを重ねていた二艦が、その動きを止め、

『────』

　爆ばく発はつしたのだ。
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　孫一は、眼下を見み据すえた。

　過か熱ねつしたヤタガラスを両の腕に下げ、排はい熱ねつの熱気を浴びながら孫一は見た。

「まさか、じゃないですね」

　こちらの戦艦を穿うがつ気配が、大地すれすれの位置を飛んでいくのが解わかる。

　見えるのではない。自分には解るのだ。命めい中ちゆうの弾だん丸がんが作る、殺さつ気きに似た空白が、だ。

　それは、敵への最さい短たん距離と最善軌き道どうを通過するため、通り抜けた際に空白を生む。

　あるのは、高速の弾だん体たいが抜けた事による風の動きだけだ。

　そして孫一は感覚した。狙そ撃げき手しゆがいる、と。正しよう直じきその事実と位置を把は握あくしたくもないが、現実と己おのれの経験は確かに全てを教えてくれる。今、何が起きているのかと言えば、

「敵、武ぶ神しんによる対たい艦かん狙撃が行われています！」

　位置はもう、明確だ。

「敵てき位置は、三浦半島沿えん岸がんの浜！　──偽ぎ装そう落らつ下かした輸ゆ送そう艦からです！」
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『バレたならば、仕方ありませんね。皆様、──潰つぶしに行きましょう』

　Mouri-01は、前に出た。

　正面にまず見えるのは黒い壁だ。ここは、準じゆん対艦砲を打ち出す横長の細い銃じゆう眼がんだけが明かり取りとなっている場所。細ほそ目めの銃眼から窺うかがえる向こうは、しかし赤い。

　爆ばく炎えんと、火の明かりが、浜と丘を照らしているのだ。

　その光を押すように、Mouri-01は前に出た。

　同じ動きで、自分の左右にいた者達も、前に出た。正面、暗くら闇やみの壁には、アームが付いている。それを肩から伸びるハードポイントに接続し、

『前へ』

　壁を装そう甲こう板ばんの盾たてとして外し、Mouri-01はそこから表おもてへと出た。
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　九く鬼きは、その光こう景けいを見た。

　三み浦うら半島側がわから見る浜はま辺べの方。着ちやく地ちした戦せん艦かんに所しよ属ぞくする広報委員が、映えい像ぞうを送ってくる。

　黒の夜空と海は、今、火に燃えていた。

　落らつ下かした輸ゆ送そう艦かん群ぐんの残ざん骸がいが起こす朱あけの火か焰えんと青の流りゆう体たい光こうが、風に巻き上がっているのだ。

　その向こうから、来る影がある。

　海辺より至る巨きよ大だいな人ひと影かげの正しよう体たいは、

「武ぶ神しんか……！」

　叫ぶなり、画が像ぞうがノイズと共に割れた。

　通つう神しん元もとの戦艦が、破は壊かいされたのだ。
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　Mouri-01は、外を歩いた。

　左の手には、肩のアームと接続された盾を持ち。

　右の手には、脇わきのアームと接続された砲ほうを持つ。

　両の武ぶ装そうは、自分達の視線に合わせた自動照しよう準じゆん機き構こう付きだ。砲ほう撃げきは、腰こしを落とすだけで正確な狙そ撃げきとなり、敵の戦艦を穿うがって行く。

　……いい感じです。

　腰の騎き槍そうを揺らし、彼女は炎ほのおの浜から沿岸の道路を渡る。鉄の足で踏むのは半島の土だ。

『上陸です。姫ひめ様さま』

　通神で言うべき事は、明確だった。

『これより、毛もう利り所しよ属ぞく、自動人形ベル・デ・マリオネツタ搭乗武神ルール・デ・マリオネツタ中隊は、三浦半島の解放を行います』
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「よーし聞いたか！」

　輝てる元もとは、艦列後こう尾びの〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟から、外に叫んだ。

「三浦半島はうちが解放する!!」

　狙ねらうべき第一の成果だ。

　三浦半島解放の為ため、武神を輸送艦で運び、撃げき沈ちんに偽ぎ装そうして浜に艦ごと下ろす。

　武神は装そう備び以外を毛利側から持ち込んでいない。本体は北ほう条じようのものだ。元よりそのつもりだったが、小お田だ原わら征せい伐ばつを談だん合ごうで済ませたため、使用しなかった武神ルール・デ・マリオネツタを多く得る事が出来た。

　……世せ鬼きの相手になったのが、走狗マウス扱いの武神で良かったぜ……！

　武神の合ごう一いつ機き構こうは、人間を基き礎そとしたものだ。感情などがその操そう作さ系けいと密接になるため、自動人形ベル・デ・マリオネツタが合一するのは至し難なんで、それを行っても細かい動作が不可能とされる。

　だから、合一せず、自動人形の感覚素そ子しを仲ちゆう介かいする変へん換かん機構を用いる。武神の操そう縦じゆう室しつに変換器を仕込み、武神を自動人形の手て足あしの延長とするのだ。

　イザックや、他二人の三さん銃じゆう士しを製作した技術が役に立った。感覚など、ある程度はアジャストされた状態だが、乗り込んだ自動人形が〝鎧よろいを着て動く〟くらいには出来ている。

　あとは、それを前線に運ぶ算段だ。

「よくやった、村むら上かみ・元もと吉よし」

　輸ゆ送そう艦かんや戦せん艦かんなど、犠ぎ牲せいを当然とする一方で、撃げき沈ちんの偽ぎ装そうなどもやり遂とげた。

　脆もろい艦列であるのは確かだ。だが、その脆さを、芝しば居いの部分ではそれと解わからせず、戦せん術じゆつを重ねて前進させたのは彼の手並みだ。

　武神を搭とう載さいした輸送艦は、欠ける事なく、目もく標ひよう位置から誤ご差さ五十メートルで着ちやく地ちしている。あとはそこから、

「──行け、Mouri-01、うちの末まつ端たん構成員、毛利には自動人形がいると教えてやれ！」







[image: 第二十四章『戦場のピクニッカー』]
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　孫まご一いちは、動きを見た。

　眼がん下かを来る敵の艦かん列れつの真ま下したから、燃え上がる炎ほのおと煙を抜け、巨きよ人じんの無数が陸に行く。

　女性の動きだ。

　だが彼女達は砂を蹴け立たてはしない。手にした盾たてと砲ほうを振るような走りもしない。

　腰を落とし、鉄の身体からだを前に倒し、砲は盾の逆側に向けて浜を抜けた。

　……遅い？

　否いな、と心が応こたえた。何な故ぜなら彼女達が陸に上がり、浜から続く野原や林へと向かう際、その速度が上がったからだ。

　小走りに土を踏み、身体を上下させずに行く走そう法ほうを、孫一は知っている。

「──九く鬼き君！　早く三み浦うら半島の常じよう駐ちゆう艦かん隊たいを上昇させて！」

『迎げい撃げきはしないのか!?』

「無む理りです！」

　武ぶ神しん達が、林から、木々の濃くなる森へと跳び込んでいくのが見える。しかし、幾いくつもの巨きよ体たいを受け止めた木々の群は、その屋根を揺らさない。

　ただあるのは、時とき折おり、葉は群むれの間から飛び立つ鳥達の影だけだ。

　武神達は、森の樹じゆ木もくに一切触れる事なく、その進行を止めていない。寧むしろ、鳥達や獣けものの鳴き声の発生位置から見て、

　……加か速そくしてる。

　このような芸当が出来るのは、そうそういない。そして今、眼下の森を行くのは、

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森林警けい備び隊たいです！　自じ動どう人形、M. H. R. R.神聖ローマ帝国との国こつ境きようを守っていた連れん中ちゆう！　それが武神団となって、常駐艦隊を狩かりに行ってるんです！」
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　……危険です！

　孫一は、彼女達を知っている。本ほん願がん寺じ勢力についてP. A. Odaと戦せん闘とうをしていた時、自分は地ち中ちゆう海かい南岸の城じよう塞さいを守っていたが、北方面の森林地帯は、毛もう利りが侵しん攻こうを許さぬ防ぼう護ごを固めていたのだ。それは、森を穢けがして精せい霊れいを怒らせぬため、森林棲せいの異い族ぞく部ぶ隊たいと、

「──毛利直ちよく属ぞくの自動人形隊、森林警備隊と森の中で戦闘するなら、対応可能な特とく務むクラスが揃そろって同等です」

　自分は中ちゆう東とう、砂さ漠ばくの重じゆう奏そう領りよう域いき育ちという事もあり、広域での狙そ撃げきなどに優れるが、彼女達のスキルは全く別物だ。狙撃や射しや撃げきを主とするが、忍にん者じやに近い。ならば、

「早く！　艦隊の退たい避ひを！　防ぼう護ご専せん念ねんで急がせて下さい！」

　言っている間に、森の中から光が発生した。

　手前側の斜面に着ちやく地ちしていた戦せん艦かんが、その内部から流りゆう体たい光こうを生み、爆ばく発はつしたのだ。

「……！」

　通つう神しんに走るノイズや、避ひ難なんの叫びの向こう。孫まご一いちは確かに見た。

　逆ぎやつ光こうに影を見せた木々の間。

　爆ばく圧あつの通り過ぎた下から、巨きよ人じんの影が身を低く起こしたのを、だ。

　数は定かではない。だが、目に見えた姿すがたは、自分達の成果に振り向く事も無く、

「────」

　一いつ瞬しゆんで、彼女達は、また森の中の闇やみへと消えた。

　次の獲え物ものを、狩かりに行ったのだ。
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　Mouri-01は、影の中を行った。

　闇の中ではない。

　闇は夜の全体に存在するものだ。今は闇の底で、星明かりや炎ほのおが作る影の中にいる。

　……雑音が、ありませんね。

　戦せん闘とう状況だ。予よ想そう外の音は周囲に無い。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタの高速思し考こうは生きている。それは武神ルール・デ・マリオネツタの目を通じても同じだ。後こう頭とう部ぶにセットした無線式の連結機き構こうが武神との情報を行き来させ、両肩と両腿もも、両腰よう部ぶからの有ゆう線せん接続が、武神の身体からだを己おのれのものとして動かす。

　自分を中に入れた鉄のパックが、人の代わりに、操そう縦じゆう室しつへと収まっているのだ。

　……姫ひめ様さまがこだわったのが、非常時の射しや出しゆつ速度だというのが、有あり難がたい話です。

　だが、自分達がこだわったのは、挙きよ動どうの伝達速度だ。

　思考は早く、周辺の情報を高速に知ち覚かく出来ても、動きが遅くては意味が無い。

　結果として、四し肢しの先に軽く重りが付いているような状態にはなったが、

『見事でしょう……！』

　使用しているのは、他国の武神だ。北ほう条じよう製。間に汎はん用ようハブと制御情報プログラムを嚙かませて操そう作さしているために、純じゆん正せいよりもタイムラグがある。

　その遅ち滞たいを自分達の高速思考と判はん断だん、また共通記き憶おくの連動でカバーする。

　そうすれば、今、盲もう管かん砲ほう撃げきが来ていても、

『次の獲物に行きますよ、……皆さん』

　Mouri-01は、先さき程ほどからの命令を、己に繰り返した。

　木々の形をした影の中を、前に出たのだ。
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　三み浦うら半島にて、大がかりな狩しゆ猟りようが行われていった。

　巨きよ大だいな人ひと影かげが、飛び立とうとする戦せん艦かんを追い立て、撃げき沈ちんに掛かったのだ。

　行く武神ルール・デ・マリオネツタ達の数は合計二十八。七機単たん位いで小しよう隊たいを組み、残り五艦の戦艦に向かった。

　音は砲ほう撃げきの響ひびきと、土を踏み行く鉄足の濁だく音おんのみ。

　行く武神達は、それぞれが迷わない。自動人形ベル・デ・マリオネツタ達の動かす機き体たいは、高速で走り、飛ひ来らいする砲ほう弾だんを、

『────』

　回かい避ひではなかった。

　攻こう撃げき範囲に入らないのだ。

　慌あわてた動きのない回避軌き道どう。それを作るのは、武神に乗っている自動人形だった。彼女達は、それぞれがお互いを共通記き憶おくで知覚し、

『死し角かくを無くしなさい。そして砲ほう門もんの狙ねらわぬところへと──』

　指し示じが、こう飛んだ。

『私達の意い思しの速度で、歩きなさい』

　言葉が伝えた内容は、静せい粛しゆくに行われた。四小隊、全すべての武神が連動し、砲門の動きを捉とらえる一方で、お互いの囮おとりにもなり、安全地ち帯たいをそれぞれのために確保したのだ。

　敵の砲撃は走り続けている。だが、その連れん射しやに追われるまでも無く、追つい尾び式の弾だん丸がんすら、軌道を見み据すえて前に出て、潜くぐるようにして、

『──クリア』

　前に行く彼女達の両肩かたで、そう告げる声がした。

　武神の肩に乗る二つの影は、やはり自動人形だった。

　彼女達は武神内部と、他の武神の共通記憶を橋渡しするブースター役であり、武神のみでは賄まかなえない知覚情報や、測そつ距きよを代行するサポーターだ。

　二人の待じ女じよは、風と震しん動どう、衝しよう撃げきのある足あし場ばをハーネス付きの戦せん闘とう用侍じ女じよ服で乗りこなし、時とき折おり、武神の手を煩わずらわせるまでもない敵の前線警けい備びを、

『──小障しよう害がい、排はい除じよします』

　手にした長ちよう銃じゆうで穿うがって行く。

　行く武神、自動人形の彼女達は、誰だれもが的てき確かくな動きをこなしていった。

　斜面を滞とどこおりなく登る際、下にいる者達は先行する者の周囲情報を探って安全を確保し、先に行く者達は後続のために足場の情報を送っていく。

　先と前、そして全ての隊がそれらの情報を行き来させ、戦せん場じよう全体を把は握あくした。

『──全く』

　誰だれかが、歩き行く共通記き憶おくの中で呟つぶやいた。

『今日きようは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめも、武蔵むさしの魔女テクノヘクセンや、英国王おう女じよもいないのね』
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　Ｔｅｓテスタメント．、と森を行く記憶の中で、また誰かが呟いた。

『Ｔｅｓ．、どっちかって言うと、武蔵勢は、今回味み方かたですよ』

　そうね、とまた誰かが言った。

『──以前の事。国こつ境きよう近くからの追つい撃げき戦は、随ずい分ぶんと不覚を取った仕事でした』

『予よ想そう外の事が起き続けたし、対応をとられ続けましたからね』

　でも、

『ここは、どちらかというと、私達の森』

『Ｔｅｓ．、──今回の敵は、ここを自分の森に出来ていないようです』

『ただ、砲ほう座ざの場所として森を選んだに過ぎない』

　じゃあ、と誰かが応じた。

『──輝てる元もと様の食事場所を用意しましょう。この丘の頂ちよう上じよう。見晴らしのいいところへ』

　全ての会話は高速で、一秒とも掛かっていない。

　だが、皆は、Mouri-01の嘆たん息そく付きで、こう決定した。

『今夜は楽しい関かん東とう解放。──森で遊ぶなら食事のための獲え物ものを狩かりましょう』
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　九く鬼きは、対応を急いでいた。

　まずは、三み浦うら半島の常じよう駐ちゆう艦かん隊たいを全て上昇させる。

　防ぼう御ぎよ専せん念ねん。砲ほう撃げきを止めて防ぼう護ご障しよう壁へきで艦全体を覆おおうように指し示じ。特に上面部については、狙そ撃げきの対たい象しようになるので、多重化を命じる。

　更さらには、半島西側にいる艦については、

『一いつ般ぱん学生から先に可能な限り脱だつ出しゆつしろ！　──上昇中に破は壊かいされる可能性が高い！　降こう下か訓くん練れんを充分に行っている者以外は艦を降りろ！』

　応じるように、半島西にしの山の陰から空に上昇するものがあった。

　爆ばく炎えんだ。

　敵が、逃のがす事無く、山中の艦を撃うち抜いたのだ。

　破は裂れつの風が山を薙なぎ、森を洗った。

「やってくれる……！」

　防御専念の指示は出している。対応の返答も、動きもこちらに届いている。それでも尚なお、撃ち抜かれているのは、艦の弱点たる砲ほう塔とう基部だけではなく、装そう甲こうの合わせとなる中央部や、アンカーの射しや出しゆつ口こうだ。

　防ぼう護ご障しよう壁へきの間を穿うがち、敵は的てき確かくに艦かんの弱点を貫つらぬいた。

　この狙そ撃げきは、人間が出来る技ではない。

　正確さを行動の主とする自じ動どう人形。森林警けい備びを主とする彼女達が武ぶ神しんサイズとなったならば、夜の森における数百メートルの距離など、障しよう害がいと言うのもおこがましいものだろう。

　今、手元には、撃げき沈ちんされたり、狙ねらわれているであろう各艦からの知ち覚かく情報が届いてくる。

　多くはノイズと歪ゆがみに浸ひたされ、音は軋きしみにしか聞こえない。

　だが、対応を指し示じしながら、九く鬼きはあるものを耳にした。

　歌だ。

　……これは──。

　森を行く何かが、唄うたっている。

　音おん律りつは、明るい童どう謡ようのようで。その内容は、

『──おお　木々の影　透すける葉の群　迷う道の行き先は何処いずこ』

　森の散策を朗ろうじる声が、夜の森林を早足に行き交う。

『──道を探せ陽よう光こう　狼おおかみはいない』

　自動人形が、砲ほう撃げきを重ねながら、唄っているのだ。
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『──おお　この小川　深く掘れた水跡　大渓けい谷こくに見立てよう』

『飛び越える遊び　土地を越えたと笑おう　国こつ境きようは何処　振り返る故こ郷きようは──』

『──クリア』

『──おお　深き森よ　足を踏む道は確か　獣けもの道みちに草の匂におい』

『花の匂いを探せ　唾つばの出る匂いを探せ　果くだ物ものは恵み　太陽の色の果実に──』

『──狼はいない』

『──おお　この渓谷　山さん菜さいの浸す斜面　目め印じるしに置くは赤のリボン』

『迷い人はいるか　我が主人の来る道　山さん頂ちようは何処　妖よう精せいの示す先は──』

『──クリア』
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　Mouri-01は、戦せん場じようを駆かけ抜けた。

　通過はすれ違う風のように、しかし成果は確実として、爆ばく圧あつを抜けた武神ルール・デ・マリオネツタ隊の先せん頭とうを彼女は行く。

　それぞれはアイコンタクトも、ジェスチャーも無しで連動した。機き械かい的に、三み浦うら半島の斜面に着ちやく地ちした戦せん艦かんを破は壊かいし、頂ちよう上じようへの距離を詰めていった。

　対する戦艦は残り三艦。どれも浮ふ上じようを始めていた。

　だが、彼女達は逃がさなかった。斜面を覆おおう森の中、木々の間を、しかし何も無い荒こう野やのようにするりと抜けていき、歌を重ねながら、

『──一つ』

　爆ばく圧あつが夜に咲いた。

　同時に、仲間からの言葉が来る。

『Mouri-01様、こちら4-02、西、二番への視し界かいが空あきました』

『──Mouri-01様、こちら3-02、三班ぱん、二番右う舷げんへの狙そ撃げきに入ります』

　直後。影の中を貫つらぬき、爆圧と火か焰えんの気流をも計算に入れた三班の狙撃が、薙なぎ払うような軌き道どうで北に走った。自分達の位置を明確にさせないための走行しながらの射しや撃げきだ。それは自動人形ベル・デ・マリオネツタにしても集しゆう弾だんを確かにしないものだったが、

『──四班、追つい撃げきします』

　砲ほう撃げき情報を得た後続の四班が、情報精せい査さを入れ、それぞれ一発の狙撃を行った。

　合計八発。飛ひ翔しようした砲ほう弾だんが、決め手となるのをMouri-01は後部視界で確かく認にん。

　正確に砲ほう座ざの基部を撃うち抜いた弾だん丸がんが、砲座から弾だん薬やく庫こに弾はじけるのを彼女は見た。

　警けい報ほうが鳴るより先、搭とう乗じよう員いんが外に飛び出すと同時に、砲ほう台だいが流りゆう体たい光こうの爆ばく発はつと共に真ま上うえへと跳はね上がる。これで二艦目めが撃げき沈ちん、そして三班と四班が次の獲え物ものへと向かう間に、

『──Mouri-01様』

　先行した二班の声が聞こえた。それは、歌に重ねる一ひと言こととして、

『──クリア』

　斜しや面めんの上方にて上昇しようとしていた三艦目が、爆発した。

　これで、西側斜面にいた敵艦は、全て破は壊かいした。

　爆圧が来る。高速の知覚をフルに使っている今では、風と言うよりも波に押されるような感かん触しよく。だが、その圧力を後押しとして、Mouri-01は、ある地点に到とう達たつした。

　半島の斜面を東西に分ける分ぶん水すい嶺れい。

　その峰みねへと、彼女は達したのだ。
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　九く鬼きは、一いつ瞬しゆんを逃のがさなかった。

　敵の武ぶ神しん団だんが、峰を越えて浦うら賀が水すい道どう側の斜面へと出てくる時。そこを狙ねらっての砲撃を彼は指し示じしたのだ。

　西側斜面の艦かん群ぐんは、あまり時間稼かせぎにはならなかった。だが、東側、浦賀水道側の斜面にいた戦艦四艦は、全て上空への離り脱だつを完了していた。

　高度は峰みねとほぼ水平。

　武ぶ神しんは構こう造ぞう上、顔より下を出さねば砲ほう撃げきは出来ない。ならばわずかな影を見せただけで、

「斉せい射しや……！」

　峰の上、木々に影が下から重なった段階で、九く鬼きは砲撃指し示じを出した。

　タイミングは解わかっている。今まで、西側斜面の艦かん群ぐんが破は壊かいされるのをずっと追わざるを得なかったのだ。

　敵てき武神団は森の影に見えないままだが、その移動速度は見切れている。

　森林内だというのに、夜だというのに、時速七十キロを超えている。

　化ばけ物ものだ。否いな、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森には、もっと上の速度で移動し、人知を超えた力を振るう遙かな化け物が住んでいるのだ。人の恐きよう怖ふの歴史とも言える存在、人狼ルウガルウなどに比ひ肩けんすれば、このようなものは〝人形〟でしかないというのだろうが。

「しかし、読めている」

　無む論ろん、敵も馬ば鹿かではあるまい。伏せて逃のがれている可能性は大きい。だが、そうであったとしても、敵の侵しん攻こうを止める事は出来るのだ。

　砲撃する。

　可能ならば、補ほ給きゆう艦かん隊たいを繫つなげて、永遠に砲撃を行っても良い。

　三み浦うら半島を明け渡す訳わけにはいかないのだ。ここを敵に取られれば、関かん東とう解放の一部が成功した事になってしまう。

　敵に成果を与えた時点で、解かい釈しやくは発生するのだ。

　戦争が政治的行為の延長に存在するならば、現げん場ばは、その推すい移いで自分達に不利な政治的行為が生まれるようにしてはならない。

　今は、瀬せ戸と際ぎわだ。

　三浦半島を護まもれるかどうか。敵に利り益えきを与えぬために、

「撃うち尽くせ……！」
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　砲撃は、二種類の連れん射しやだった。

　新しん人じんが多い火か器き管かん制せいは、まず、絶対の命めい中ちゆうを得るために、座ざ標ひようを指定した誘ゆう導どう術じゆつ式しきによる術式弾だんを使用した。

　そして後追いするように、弾だん幕まくを構こう築ちくする意味もあって、手て早ばやい実じつ体たい弾の連射を重ねた。

　目に見える流りゆう体たい光こうと、精ジ徒ンの導きを得た術式弾。その上で、逃げ場を与えぬための実体弾は、曳えい光こう弾無しでは夜よ目めに視認など不可能だ。

　ただ、音はどちらも激げき音おん。行く砲弾は土を砕くだき、木を破は裂れつさせて夜を穿うがった。

　そして砲撃を行う者達は、あるものを見た。

　峰みねの中央、砲ほう撃げきのど真まん中なかに、被ひ弾だんした影があったのだ。

「やった……！」

　砲ほう手しゆの一人が叫んだと同時。焼けた夜の空に舞い上がったものがある。

　それは武ぶ神しんのパーツの一部。彼女達が、肩のアームに接続していた大おお盾だてだった。

　だが、それだけだった。盾以外の残りの部分、女性型の本体と、武ぶ装そうは、

「あ……」

　皆は、その行方ゆくえを見た。

　上だ。

　砲ほう弾だんが発はつ射しやされる直前。武神の登場する予測速度よりも、遙かな高速で夜空に舞い上がったものがあったのだ。

　大盾を、身代わりにし、その陰から飛ひ翔しようした姿すがた。

　女性型の巨きよ影えいだった。それも、翼つばさ付つきだ。

　砲ほう撃げきを足あし下もとに掠かすらせながら、背に四枚翼よくの飛翔器きを接続した姿は、四艦かんの直ちよく上じように舞う。

「あれは……」

　言葉が終わるより先に、四艦の内、海側から数えて二艦目に、その姿が着ちやく地ちした。

　重低音を響ひびかせ、艦かん尾び側の甲かん板ぱんに艦かん影えいを揺らして立ったのは、

『Mouri-01、──行きます』





●






　Mouri-01は行った。

　行き先は艦かん首しゆ方向への四百メートル。

　打だ撃げきは背から展てん開かいした騎き槍そうを左腕うでで用い、砲撃は右脇わきの準対たい艦かん砲ほうを用いる。

　艦かん上じよう戦せん闘とうの経験は、無いが、有る。以前に羽は柴しばの艦群に突とつ入にゆうした二機の情報が、自分達には機き械かいとしてそのまま流用されているのだ。

　何もかも、無む駄だにはしない。それが侍じ女じよの心こころ意い気きだ。

　突とつ撃げきの数歩の内に、自分の戦闘行動状態を森林警けい備び用から艦上用にMouri-01はシフト。脚きやく部ぶを中心に、全身の駆く動どう系けいの出力を組み替え、

『Bataille……！』

　舞うように、穿うがった。

　走り、砲撃を入れては反動で身を回し、槍やりを叩たたき込んで破は損そんを拡大する。

　突っ走る足が軽いのは、翼の飛ひ翔しよう力りよくに加え、揺れる艦上を考こう慮りよしたがゆえだ。背部の飛翔器は足の踏み場の不確かさを支え、更さらには、

『……！』

　加か速そくした。

　走るのではなく、もはや、艦かん上じよう四百メートルを破は壊かいしながら回り飛ぶ。腰を斜め前から後ろへと回しながら全身をスピン、その勢いを加か速そくするように背部へと砲ほう撃げきし、振り向こうとした砲ほう塔とう基き部ぶを正確に撃うち抜いた。

　爆ばく発はつが、もう一回転の後に快音として追つい随ずいする。

　その時既すでに、鋼こう鉄てつの侍じ女じよは艦かん首しゆ側に向けて飛ひ翔しよう器きを羽ばたかせていた。

　もはや身は、甲かん板ぱん上を滑かつ走そうし、ターンスライドで砲撃を加速する。

　穿うがつ。

　一個。二個、と、軽い数えの上で、敵の砲塔が沈ちん黙もくしていく。

　今いま頃ごろになって艦上を警けい報ほうが鳴り始めたが、遅い。

　艦かん橋きよう周辺、階段状に並んだ副ふく砲ほう群がある。手前にあるものから、砲ほう門もんは急ぎ振り向くが、

『Proche……！』

　元は森林用装そう備び。腰に提さげた近接用ナイフは、武神ルール・デ・マリオネツタの豪ごう腕わんが投じる事で貫かん通つう弾だんとなる。

　一いつ瞬しゆんでMouri-01は騎き槍そうを腰のハードポイントにセット。返す手でナイフを取り、一いつ直線に投とう射しやした。

　当たる。

　貫通する。

　すると敵が黙だまった。

　手前の副砲が動きをとめ、振り上げられたように刺さったナイフが、後続の射しや線せんを奪うばった。

　そこにMouri-01は跳とび込んだ。浅く飛翔し、滑かつ空くうの勢いをつけ、

『……！』

　両の手に新しいナイフを抜くなり、副砲群を疾しつ走そう切断した。両の腕で刃やいばの軌き道どうを編むようにして、砲ほう口こうを割り、砲ほう塔とうに刃を突き立て、換えた一いつ刀とうで基部を断ち捨てた。

　硬音が叫びて止まず。鉄削てつそぎの響ひびきが宙ちゆうを鳴く。

　その音と火ひ花ばなを編むように、Mouri-01は行った。

　速度を落とさず、最短距離と最さい善ぜん軌道の斬ざん撃げきが十数の副砲を破は壊かいする。

　その行き先、艦首側には、主しゆ砲ほうが並んでいる。

　二連砲ほう塔とうが二門。しかしその両門は、

『──C'est　splendide！』

　自分を向いている砲口に、Mouri-01は喜びの声をあげた。

　素す晴ばらしい。敵意があるなら新しん人じんの艦だろうと気き兼がねなく潰つぶせる。

『──Viens！』

　指し示じを放った瞬しゆん間かんだった。正面に見えていた砲口が、炎ほのおを噴ふいた。

　砲撃ではない。

　上空から一いつ直線に突とつ撃げきした武神が、左の手にしていた騎槍を真ま上うえから叩たたき込んだのだ。

　それだけではない。

　背後、そして向こうの艦かん上じようにも、一機ずつの飛ひ翔しよう器き付きが降りている。

　Mouri-01を含めた四機。各小しよう隊たいの隊たい長ちよう機きだ。

　彼女達と共に、Mouri-01は前に出た。それぞれ、今、自分達がいる戦せん艦かんを砕くだき、

『Avancer……！』

　残りの一艦を潰つぶしに行った。
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　やられました、と孫まご一いちは息を詰めていた。

　……三み浦うら半島は、取られますね。

　敵の武ぶ神しん団だんの内、飛翔器付きは四機だけだ。その飛翔器も、恐らくは短時間の跳ちよう躍やくじみた飛翔しか出来ない代しろ物ものだ。武神だって、北ほう条じようのものに汎はん用ようハブやハーネスを嚙かませて強ごう引いんに機き動どうさせている。

　完全なものではない。

　だが、敵は、戦せん場じようの動きと距離を把は握あくしていた。

　今、北に見える浦うら賀が水すい道どうの入口では、空に三つの火玉が揺れている。

　傾き、斜め滑りに水面へと落らつ下かしていくのは、武神団が飛翔した三艦だ。

　残り一艦。その上空に、四機の翼が飛翔した。

　こちらの戦力は、浦賀水道上空の艦かん隊たいと、水上砲ほう座ざの砲ほう塔とう。江え戸ど湾わん東の地上戦力も九く鬼きは動かしているようだが、ここに到とう着ちやくするのに一時間は掛かるだろう。

　奪だつ取しゆし直すにしても、長期戦を覚かく悟ごする事になる。

　しかし、孫一は、九鬼の判はん断だんの一つを見た。

　北の空、落とされていく戦艦がある。

　火を噴ふき、傾こうとするその一艦を前に、九鬼の指し示じが飛んだのだ。

『撃うて』

　直後。孫一の視し界かいの中で、光が炸さく裂れつした。

　浦賀水道の上空と水面から、多量の砲ほう撃げきが、落ち行く一艦に突き刺さったのだ。

「武神団狙ねらいの一いち撃げきですか……！」





●






　九鬼は、空中に広がった花を見た。

　直ちよつ径けい四百メートル程に広がった流りゆう体たい光こうと火か焰えんの花はな弁びらは、しかしその開花の途と中ちゆうで崩くずれ飛んだ。破は壊かいされた艦内部からの爆ばく発はつが、流体や火の広がりを内側から吹き飛ばしたからだ。

　押しのけられた大気は水すい蒸じよう気きの円を生み、気流が拡かく散さんした後に収しゆう縮しゆくした。そしてまたそれが再び夜空に弾はじけた向こうでは、幾いくつかの物体が存在していた。

　一つは大気を唸うならせて落らつ下かする戦せん艦かんの残ざん骸がいだ。

　半なかば二つに折れ、緩やかな回転をしながら落ちていく船の骸むくろ。それは、全体から火ひの粉こを撒まき散らして浦うら賀が水すい道どうを照らし、落下する。

　そして、その残骸を見下ろすように、四つの影がいた。

　飛ひ翔しよう器きを展開し、浦賀水道の向こう、三み浦うら半島へと降りていくのは、毛もう利りの隊たい長ちよう機き達だ。

　二機が、サイドスカートを失い、一機が右の砲ほうを失っていた。

　だが、中隊長機は無む傷きずに等しい。

・コニ子：『逃がしたん？』

・九本角：『そうではないさ。何な故ぜなら──』

　言うまでもなかった。空中にいた四機に、北の空から巨きよ大だいな飛行物が激げき突とつしたからだ。

　火ひ花ばなと激げき音おん、散る火の粉の向こうで三浦半島に着ちやく弾だんしていったもの。あれは、

「──捕とらえたならば、頼むぞ。機き竜りゆう使い、鍋なべ島しま・直なお茂しげ」
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　やっちゃったわなあ──、と機竜の操そう縦じゆう室しつで鍋島は表情を変えた。

　笑ったのだ。

　今、自分がいるのは三浦半島の東。大おお浦うらの浜を望む斜面上だ。この場所は、林と農地が入り乱れ、農地は階段を作って斜面上まで点在や連結を繰り返している。

　機竜にとっては、広く、戦いやすい場所だ。だが、

『御お嬢じよう！　武ぶ神しんにとっても、ここはやりやすい場所だぞ！』

「解わかってるわ、そんな事……！」

　正面。身み構がまえている影がある。

　巨きよ大だいだとは思わない。身長としては同じ程度だが、全長は遙かにこちらが大きいのだ。

　大きなものに抱かれる安心感は、しかし、戦せん場じようにはない。

「あのなあ、爺じいさん達。──あたし、どんくらい強いんだわ？　解る？」

『御嬢は、俺おれ達五人よか強いぜ』

　そうさ、と通つう神しんから声が続いた。

『相手は襲しゆう名めい者しや、穂ほ井い田だ・元もと清きよ。更さらには六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの自じ動どう人形の長ちようってやつか』

『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫』

『だって相手は一人だろ』

『俺達、五人で御嬢に負けたんだ。二十パーセントでも相手に勝てるぜ』

「だといいわなあ……！」

　両腕うで、両脚あしを覆おおうような操縦機き構こうにて、全身を鍋島は震わせた。

「やるだけやるわ！　──援えん護ごも来ている訳わけだしね！」

　背後、北の空には、江え戸ど側と、房ぼう総そうを守るためにいた艦かん隊たいが接近している。

　三み浦うら半島で失われた分の補ほ充じゆうだ。

　その巨きよ影えいの接近を索敵表示枠で確かく認にんしながら、鍋なべ島しまは機き竜りゆうを前に出した。

「爺じいさん達、動どう態たいロックした敵機の情報を欲しいんだわ。こっちは──」

　手た綱づなを振るうように、鍋島は操そう縦じゆう機き構こうを引いた。直後に操縦室しつが暗点。表示枠と計けい器き系けいのみのライティングとなり、彼女の顔前に半はん球きゆう型の外がい界かい知覚表示枠が展開した。

　その表示枠の向こう、映る敵武ぶ神しんと、着ちやく地ちした三機の追加を見み据すえ、鍋島は叫んだ。

「行くよ、機竜〝大たい気き不ぶ足そく〟、空を嚙かんでも、敵を忘れるなよ……！」
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　機竜の起き動どうを前に、Mouri-01は内ない心しんで驚きを得た。

　……まあ……。

　興きよう味み深い。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには竜の住まう土地が有り、自分も彼らと言葉を交わす機き会かいを幾いく度どか得た事がある。だが、人が動かすものとは言え、敵として相あい対たいするのは初めての事だ。

　これだけ強大な相手だ。

『さぞかし、私達の機き能のうを使い尽くさねば相手とならないでしょう』

　自分と、補ほ助じよの三機。全ての駆く動どう系を、通常大地、斜面設定にシフト。予備で森林用の設定もプールしておくが、これは斜面上の林に跳とび込んだ場合のものだ。

　そして背せ筋すじを伸ばした瞬しゆん間かん。竜が来た。

　右の前足の、斜め打ちの叩たたきつけ。

　高速だ。元々が巨きよ体たいである上に、それを動かす駆動に余念がない。更さらには、

『遊びが無いですね……！』

　右前足の爪つめが大地を抉えぐった瞬間だった。

　機竜が右の前足を沈めそのまま、

『……！』

　いきなりのフルチャージだった。





●






・浅　野：『こーっちに動きの要よう請せいないんだねえー』

　という浅あさ野のの言葉を、忠ただ興おきは空の轟ごう音おんと共に聞いていた。

　今、江戸側に存在していた航こう空くう艦かんの多くが、南に向かっている。

　位置は浦うら賀が水すい道どう。三み浦うら半島の奪だつ回かいが出来るのかどうなのか。戦せん艦かんの数々は、三浦半島の北から西に回り込むようなルートも使い、武ぶ神しん団だんの追い込みに向かった。

・カニ玉：『どういう戦せん術じゆつになるんですか!?』

　という可か児にの声に、応こたえる言葉があった。

・きめえ：『当とう面めんの目もく標ひようは三み浦うら半島の奪だつ還かんね。戦せん艦かんの集合まで、鍋なべ島しまには持ちこたえて貰もらう必要があるわ』

　……加か藤とう・嘉よし明あき!?

　将しよう来らいにおける七しち将しようの一人だ。だが、自分達にとっては、羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの高こう等とう部ぶ二年生というイメージの方が強い。実じつ践せんもこなしている先せん輩ぱい格かくだが、可児との付き合いで会話に乗って来たのだろう。

　彼女は、恐らく航こう空くう戦艦のどれかに乗っている。こちらに送ってくる言葉は、遠くを見み据すえたような物言いで、

・きめえ：『ここから先は時間の勝負。三浦半島が奪うばわれた時の事も考えて、全体は江え戸どより房ぼう総そう寄りの布ふ陣じんを作る事になるわね』

　彼女の言う通りだ。

　江戸湾中央にいる自分から見て、江戸湾南西が慌あわただしい。遺い跡せきに布ふ陣じんしていた自勢力の陸上部隊が、先さき程ほどから明かりを点つけてこちらの橋へと向かってきているのだ。

　湾わん岸がんの要よう所しよに詰めるよう、江戸側の部隊が動き出したという事だろう。

・きめえ：『私も出る準備をしないといけないけど、──この分だと房総の入口となる北の方面や、湾わん上じようはカニ玉達に任せる事になりそうね』

・カニ玉：『Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．！　頑がん張ばって防備します！』

・きめえ：『大だい丈じよう夫ぶよ。──何かあっても、聖せい譜ふ記き述じゆつでは慶けい長ちようの役えきで羽柴側は大陸から撤てつ退たいするのが正確なの。ここを守り切れれば慶長の役は〝まだ完かん遂すいしてない、起きてない〟って言えるけど、退ひいた事になっても間違いじゃないわ』

　だけど、

・きめえ：『全力出さないと、後こう悔かいするのは憶おぼえておいて』

　気にするなと言いつつ、全力を出せという矛む盾じゆん。

　だが、解わかる。

　負けたら、一度で終わりなのだ。

　……う。

　敗はい北ぼくしたら、失ってしまって、二度と無い。その現実に、忠ただ興おきは、彼女の事を思い出す。

　……くっそ。

　情なさけねえ。

　自分の感情に揺れてしまって、今与えられた仕事から逃げ出しそうになっている。

　駄だ目めだ。狙そ撃げき役は、感情の揺れなど無く、冷れい徹てつでなければいけねえというのに。

　くそ、と忠ただ興おきは自分を[image: ]しつ咤たし、ふと、一つの事を思い出した。

「……チンコ黒く塗られて冷れい徹てつになれるかっつーの」
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　くっそー、と唸うなって、忠興は身体からだを前に倒した。敷しいたツェルトに額ひたいをつけ、一ひと息いき。

　呼吸を整えると、周囲の音が耳に良く通った。

　聞く。

　まず耳に入るのは、空を行き、南に遠ざかって行く戦せん艦かんの響ひびき。

　南の空と大地で行われている激げき戦せんの中には、鍋なべ島しまの機き竜りゆうもいる。

　そこに向け、江え戸ど湾わん南西からこちらに走る先せん輩ぱい達には、急いで欲しいとも思う。

　そして忠興は、己おのれを自覚した。現状、自分は、江戸湾警けい備びの迎げい撃げき役なのだと。そして狙そ撃げきという役割を持って、ここにいるのだと。

　無む論ろん、こちらに来る敵はいない。

　全ての戦力は、南側に集中している。

　武蔵むさしは遠ざかり、ネルトリンゲンへ向かうのだ。

　……そうとも。

　全て、自分は、他人に任せるしかない。南の戦せん域いきも、ネルトリンゲンの事も。

「くっそ」

　何か、自分の出来る事は無いのか。

　何かが出来るようになるからこその襲しゆう名めい者しや。そうではないのか。

「くっそ……！」

　忠興は、うめき、身を起こした。口を横に広げ、夜に叫んだ。

「俺おれに、何か出来る事はねえのかよ！」

　叫んだ、その瞬しゆん間かんだった。

　天てん上じようにおいて、空が応じた。

　広大とも言える夜空。上げた面おもてが向かう西の天が、一気に開いたのだ。

　風の音。大気の動き。そして夜よ闇やみに光る白と黒の巨きよ大だい建造物は、

「──武蔵!?」







[image: 第二十五章『夜天の渡し』]
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「どうして武蔵むさしが、ここにいる!?」

　言葉通りのものを、忠ただ興おきは見上げた。

　空の開放だった。

　己おのれの頭ず上じよう、そして西側に向けて、天てん上じようが割れていった。

　何な故ぜだ、と忠興は思う。正面の頭上、手が届きそうに感じる位置に見えてきたのは、武蔵の左さ舷げん三番艦かん・青梅おうめだ。しかし、ネルトリンゲンに向かい、遠ざかっている筈はずの艦が、

「何故、ここにいる!?」

　だが、それ以上を問う事は出来なかった。

　答えが、如い何かなる疑問を押さえるように、先に来たのだ。

　空が割れる。

　距離にして、恐らく、三十キロ近くは大気が鳴いた。

　そして、こちらにある左舷三番艦を切り口に、一いつ直線の空が裂さけて、

　……これは……。

「武蔵が、一列になってるだと!?」

　一艦辺りの全長は二キロ弱。それが、艦かん間かんを一キロ程空あけ、一列になっていた。
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　戦せん場じようは、一いつ瞬しゆん、全ての動きを止めた。

　ヤタガラスの砲ほう身しんを交換する孫まご一いちも。

　指し揮きを執とり、全体の動きを制せい御ぎよしていた九く鬼きも。

　推すい移いを見つめていた浅あさ野のや可か児にも、小こ西にし達ですら、関かん東とう上空を割り裂いて出現する巨きよ大だい建造物に目を奪うばわれた。

　長大な、三十キロの列島にも似た造ぞう形けい。

　いつもと違う艦かん列れつの形状を疑問に思いながら、皆はしかし、何も言う事が出来なかった。

　武蔵は去っていなかった。

　寧むしろ、その最さい後こう尾びは、江え戸ど湾わんに近く伸びている。

　今まで、品しな川がわの艦かん首しゆを見せつけつつ、西へ移動しているように偽ぎ装そうしたのは、

「何故なの？」

　南へと行く戦せん艦かん上、嘉よし明あきの問いに答える者は誰だれもいない。

　だが、Mouri-01は違った。

　彼女は、やはり動きを止めた鍋なべ島しまの機き竜りゆうに、準対たい艦かん砲ほうの砲ほう口こうを向けながら、こう言ったのだ。

『ようやくですね』

　笑う。

『そちらの主力が、私達に注ちゆう目もくしたので、ようやく、始める事が出来ます』

『何を始めるんだわよ!?』

　Ｔｅｓテスタメント．、と砲ほう撃げきを至し近きんで叩たたき込み、身を回しながらMouri-01は言った。

『──関かん東とう解放ですよ』
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　……関東解放!?

　鍋なべ島しまの通つう神しんから響ひびいてきた敵の言葉に、忠ただ興おきは身を震わせた。

　まだ、戦いは始まっていなかったのか。

「これからなのか」

　だが、と忠興は思った。何な故ぜ、こんな事をするのか。

　長大な武蔵むさしの艦かん列れつに、何の理由があるのか。

　忠興は、意味は解わからないままに、しかし、こう思った。

　……砲ほう身しんか？

　否いな。武蔵の主しゆ砲ほうを撃うつためには、いつもの双そう胴どうを左右に置いた形が必ひつ須すだ。だが、長大な砲身にも見えるこの姿すがたが意味するのは、

「長大なステルス空間だ」

　外からは見えない。全長三十キロもの不ふ可か視しの空間。それだけの長さを持って、為なすべき事があるとすれば、何か。

　忠興は、こう思った。やはり砲身だ、と。

　加か速そくするための経路。

　外からバレないように、こちらに向けて、武蔵は何かを発はつ射しやしたのだ。それは、

「──輸ゆ送そう艦かん突とつ撃げきだ!!」

　叫びと同時、一列になった武蔵の両りよう舷げんから、大気の爆ばく発はつが生じた。

　武蔵の両舷、三十キロを加速路として、その重力加速を反発で受け止めた輸送艦が、連続で砲撃されたのだ。
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「全く……！　何て方法だ!!」

　左さ舷げんから射しや出しゆつされた輸送艦の甲かん板ぱん上で、義よし康やすは叫んだ。

　高速の風が、髪かみを靡なびかせる。背後に座ざ着ちやくした義ぎは、風切りの音を立ててばかりだ。

　だが、自分達のする事は明確だ。

　一つは、関東解放だ。

「──これより、里さと見みの総そう勢ぜいは、江え戸ど湾わん通過ルートを持って里見に乗り込む！　使用するのは基本的に地上路だ！」

　そしてもう一つ、追加で為なすべきがある。それは、表示枠サインフレームに映った武蔵むさし副ふく会長の言う、

『──同時に、武蔵勢は、敵てき陣じんにいる敵主力の一人、長なが岡おか・忠ただ興おきを拉ら致ちしろ！』

　表示枠の一つ、先せん頭とうの輸ゆ送そう艦かんに乗っているのは、武蔵勢だ。

　彼らは、関かん東とう解放には加わらない。しかし、輸送艦の突とつ撃げきに乗るのは、

『──ネルトリンゲンに、長岡・忠興を連れて行く！　制限時間は一時間。ネルトリンゲンに間に合うには、それが限界だ。だから一時間以内に彼を連れ、武蔵に戻るんだ。いいな!?　遅れたら置いて行くから、その時は、ええと、どうすんだ一体、おい』

　画が像ぞうの中で、馬ば鹿か姉あねが横を向いた。

『オタ──、ミトツダイラ！』

『ま、待ってくれ！　俗ぞく称しようを二文字呼んだ分だけ、僕にも発言権けんはあるよね!?』

　何だその新ルールと新しい見苦しさは。

　だが、彼は言った。眼鏡めがねを上げ、ポーズを右手でキメてから、

『フ、──置いて行かれたら、そのまま関東解放続行って事でいいんじゃないかな』

『フフ、聞いた皆？──ホライゾンが寝ている間、作戦失敗したら荒すさんだ心を癒いやすため、ここは水み戸とに移動して温おん泉せん＋焼き肉で武蔵が戻るまで豪ごう遊ゆう！　というのも考えていたんだけど、どうかしらミトツダイラ。あ、白メシは納なつ豆とう付きよー!?』

『とにかく今は突撃ですのよ──！』

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と応こたえる声が、先頭の艦から届いてきた。

　……何ともまあ、理由をつけてはついてくるものだ。

　表示枠に見えるのは、関東解放に加わる事が決まっていた立たち花ばな夫ふ妻さいや、武蔵の第六特とく務む、そして、武蔵勢の大半と、

『な、何で御お母かあ様さまと御父とう様までこっちにいますの……!?』

『あら？　だって、毛もう利り側にいたら、羽は柴しば側に付いてないのに毛利側に付いているのか、ってツッコミ食らうじゃありませんの。ねえ、浅あさ間まさん？』

『え!?　え、ええ、ミトも、ほら、お母さんとお父さんと一いつ緒しよに戦争なんて、そうそう機き会かいある事じゃありませんし』

『フフフ、だから機会を作ってくれた正まさ純ずみに感謝するのね!?　私はここで二度寝してるから、アンタ達はとっとと長なが太ぶと連れてくるのよ！』

　はいはい、と頷うなずく皆の向こう、人狼女王レーネ・デ・ガルウが苦く笑しようした。

　彼女はしかし、すぐに真剣な顔になると、

『ネイト、お母さんの前とか、そんな事気にせず、良いところを見せるんですのよ？』

　ほら、と、人狼女王が、娘むすめの肩を摑つかんで半回転させた。

　表示枠サインフレームの映えい像ぞうが、律りち儀ぎに彼女の向いた方を見る。すると、そこにいるのは、

「……武蔵むさし総そう長ちよう達も、付き合いいいな、ホントに」

『照れるなよペタ子！　──ま、付き合えるのは最初の三十分くらいだけど、関かん東とう解放、出来るだけ手伝ってやるぜ』

　全ぜん裸らが、笑顔でこう言った。

『義よし頼よりがやった馬ば鹿かを、ここでオメエが取り返してやらねえとな！』
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　……義頼か。

　全裸の言葉に、義よし康やすはややあってから、頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、その通りだな」

　義康は、右の手を握って、こう言った。

「前総長の叶かなわなかった不備であり、しかし、為なすべきであった事を、これから私が仕し遂とげる。そういう事だ」

　だから、

「この戦いを勝利した時、──私は、里さと見み総長の役を己おのれに任ずる事を、確かとする」

　言った。

　そして見る表示枠の向こう、皆は静かに頷いた。そして別の表示枠の中、南の毛もう利り艦かん列れつに加わる山やま形がた城じようの艦かん橋きよう上で義よし光あきが笑えみを作った。彼女はこちらに流し目を寄よ越こし、

『だったら、私らも全力で手伝ってやらんといかんのう』

「そうしてくれ、義光」

　よいよい、と彼女は笑った。

『元より、そのつもりぞ』

　言葉を聞く間に、輸ゆ送そう艦かんの高度は下がっていく。

　狙ねらうのは超ちよう低空。急ぎで改造を入れた輸送艦は、艦かん底ていに輸送車両用の車しや輪りんを接続されている。

　その勢いで行く先、東の大地にあるのは、

「大だい遺い跡せきだ。──遙か昔、この江え戸どが極きよく東とうの首しゆ都とであった時代に作られた、東西を結ぶ中央道。

　高こう架かの空中回かい廊ろうを使用して、低空で一気に江戸大だい遺跡を抜け、江戸湾に行く」

『低空なのは、何な故ぜで御ご座ざる？』

『戦せん艦かんの砲ほう門もんは、基本、水平以下を狙ねらいにくいからです。そして敵の地上部ぶ隊たいも、輸送艦の突とつ進しん力を止める事はまず出来ません。無む論ろん、想そう定てい外の事じ態たいというのは生じる訳わけですが──』

　武蔵副ふく長ちようの問い掛けに、別の艦上から立たち花ばな嫁よめが応じている最中だった。

　江戸上じよう空くうに残っていた羽は柴しばの艦かん群ぐんから、砲ほう撃げきが来た。

　当たるものではない。だが、既すでに捕ほ捉そくはされている。

　戦せん闘とう終了まで、あと三時間強。そして武蔵むさし勢が作戦を行い、離り脱だつするまで一時間。

　これだけの時間をもって、自分には何が出来るだろうかと、義よし康やすは考えた。

　……否いな、そうじゃないな。

　何が出来るか、ではない。

　自分に出来る事など、理解の上でここに来ているのだ。だから、

　……自分の出来る事の中から、何を選択するか、だ。

　かつて、義よし頼よりも、姉も、一つの選択をした。そして今、自分は、

「行こう」

　一人ではない。

　死ににも行かない。

「私が生きる道を、手伝ってくれ。皆」

　言葉に応じる声があった。それは輸ゆ送そう艦かん群ぐんだけではなく、武蔵や他の艦も含みの、

「──Ｊｕｄジヤツジ．[image: ]」

　そして遠くから来る砲ほう撃げきをかいくぐるように、輸送艦は眼がん下かの遺い跡せきへと飛び込んでいった。

　ここから先は、しばらく行けば、江え戸どの大だい遺跡。

　そこへと突き抜ける空中回かい廊ろうへと輸送艦は行き、

「……行くぞ！」

　艦かん底ていの車しや輪りんを軋きしませた着ちやく地ちと同時に、高速の疾しつ走そうが生じた。

　表示枠サインフレーム内、時速は二百七十キロを計けい測そくする。

　その勢いで向かう目的は関かん東とう解放。里さと見みを主力とした戦闘が、これから始まるのだ。







あとがき




　さて、そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅦ上』をお届けします。何はともあれ事じ態たいは進む、という感じで、連れん中ちゆうもいろいろと思し案あんしたり決けつ断だんしたりで行ったり来たり、という流れになっています。

　戦せん国ごく時代においても、武ぶ将しようの世せ代だい交こう代たいというか、世代変へん化かは起きていまして、信のぶ長なが以前からの大だい名みようや武将達たちのワイルドっぷりというか、〝蛮ばん族ぞくすれすれ、でも領りよう民みん治めるの凄すごい上う手まかったりして不ふ思し議ぎな感じ〟が、秀ひで吉よし以い降こうになると〝戦うの凄い上手いけど、でも誰だれかの下っぽかったり〟な感がしたりと、結けつ構こう、世界のイメージが大きく変わって行くよなー、と思ったりします。一個一個の国や大名が個性炸さく裂れつしていた時じ代だいから、一応の統とう一いつイメージみたいなものが生まれて皆がフォーマットして行ったのかな、とか。

　その一方で、ファンキーな連中がいろいろやらかしてまして。今回出でてきた池いけ田だ・照てる正まさとか、よく考えたら清きよ正まさや福ふく島しま、宗むね茂しげ辺りもそっち世代として、自分達を庇ひ護ごしてくれる者の下で、育ちは良いなりの枠わくの飛び出し方をしているよな、とか。何か今回は、そこら辺をいろいろ思いつつ書いたりです。ともあれチャット。

「何か学生時代に面白いことあった？」

『あれ？　前にこれ、答えませんでした？』

「いや、〝ラー○フォン〟を〝○ーゲフォン〟とずっと勘かん違ちがいして、あまつさえ略りやく称しようで〝ラー○〟とか言って発はつ注ちゆう掛かけて後々真しん実じつに気付いたとかいう話は流石さすがに飛び道具過すぎるだろう」

『じゃあ、アレですか、高校時代、バイク通学だったんですけど、遅ち刻こくしそうだからショートカット出来るだろうと思ってインターチェンジ入って逆から出ようとしたら後ろからダンプにハネられましてさ』

「何で生きてんだよ」

『いやもう転がってったバイク起こして、今日きようはもうやってらんねえ、って思って学校行かずにバイト先さき行って搔かき揚あげ作ってた訳ですよ。でもよく考えたら昼ひる飯めし食ってない。俺おれの作ってる搔き揚げって美う味まいのかなあ、と揚げたて食ったらコレが不ま味ずくてですね。うわ不味ィって吐いたら吐と血けつで病院行きましたね。肋ろつ骨こつ三本折れてました』

「全面的にお前しか悪く無え──」

　ともあれ今回、ＢＧＭはダンガンロンパで〝イキキル〟で。切せつ迫ぱく感かんと格かつ好こ良さあって好きですな。そして今回ですが、

「誰が一番、後こう悔かいしそうなんだろうか」

　という感じで。では下巻、少々お待ち下さいませ。


平へい成せい二十五年十一月　いきなり冷えた朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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